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本書について

このたびはナビゲーションシステムをお買い上げいただ
き、誠にありがとうございます。
ナビゲーションシステムをお使いいただく前に、本書をよくお読みになり、
正しくお使いください。

・本書は、ナビゲーションシステムの取り扱いを説明しています。車
両本体の取扱書とあわせてお読みください。

・お買い上げの販売店で取りつけられた装備（販売店装着オプション）
の取り扱いについては添付されている取扱書をご覧ください。

・お車をゆずられるときは次のオーナーのために本書をお車につけておいてください。
・ご不明な点は、担当営業スタッフにおたずねください。
・本書の画面と実際の画面は、地図データの作成時期等によって異なることがあります。
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知っておいていただきたいこと

1章の「車載機の操作」には、本機について知っておいていただきたいこと、およ
び各機能共通の操作内容がまとめられています。本機を初めてお使いになる際は、
この章からお読みになることをおすすめします。

GPSボイスナビゲーションは、あくまで走行の参考として地図と音声で案内する
ものですが、精度により、まれに不適切な案内をすることがあります。案内ルート
を走行するときは、必ず実際の交通規制（一方通行など）にしたがってください。

本機は各種データをハードディスクに保存します。本機の故障・修理、誤作動、ま
たは不具合等により、ハードディスクに保存されたデータ等が変化・消失すること
があります。
お客様がハードディスクに保存されたデータについて、正常に保存できなかった場
合や損失した場合のデータの補償、および直接・間接の損害に対して、当社は一切
の責任を負いません。あらかじめご了承ください。

当製品には、イーソル株式会社の eCROSTM が搭載されています。

本書の内容について

GPSボイスナビゲーションについて

データの補償に関する免責事項について

搭載されているソフトウェアについて
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本機はエンジンスイッチをOFF（LOCK）にするごとに、各種データをハードディ
スクに保存しています。各種データの保存が終わる前にバッテリーターミナルを取
りはずすと、データが正常に保存できないことがあります。詳しくは、お買い上げ
の販売店にお問い合わせください。

本書の中の見方表示について

バッテリーの取りはずしについて

本書の見方

 概要説明 操作や機能の概要を説明しています。

 主要操作 操作の手順を説明しています。

 関連操作 主要操作の補足的な操作、応用操作を記載しています。

 知識 知っておくと便利な情報を記載しています。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ

シ
ン

2. 地図画面を操作する

1. 地図の表示

現在地を表示する

地図に現在の車の位置（自車位置）が
表示されます。

現在地以外の地図画面、または地図
以外を表示中

画面外の  にタッチ。

現在地画面で、画面外の  に
タッチすると、画面上部に現在地付近
の地名・付近の路線名・路線番号が表
示されます。

MAP

MAP

知 識
走行中は表示される道路が制限されます。
（幅 5.5m 未満の道路などは表示されませ
ん。）ただし、幅5.5m 未満の道路を走行し
たときなどは、必要に応じて表示されます。
（→P.127）
初めて車載機を起動したときやバッテリー
ターミナルを脱着したあとは、実際の現在地
と異なる場所に自車マーク が表示されて
いる（自車マーク がずれている）ことが
あります。
ただし、地図の自車マーク がずれても、
しばらく走行すると、マップマッチングや
GPS 情報が利用されて、現在地が自動的に
修正されます。（場合によっては、数分程度
かかることがあります。）
GPS 情報が利用されず、現在地が自動的に
修正されないときは、安全な場所にいったん
停車して、現在地の修正を行ってください。
（→P.167）
以下のとき路線名・路線番号は表示されませ
ん。
･ 地図データに情報がないとき
･ 200m 図より広域な地図を表示している
とき

MAP 

MAP 
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本書での表示について

画面外のスイッチ名称を表示しています。
（  ・  など）

［○○○］ 画面のスイッチの名称を表示しています。
（［広域］・［詳細］など）

画面のタブの名称を表示しています。
（  ・  など）

警告、注意について

警 告

ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険または、重大な傷害につながる
おそれがあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり減少させたりするため必ずお読
みください。

注 意

ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損につながるおそ
れや、正しい性能を確保できない場合があります。

セーフティーシンボルについて

“してはいけません”“このようにしないでください”“このようなこと
を起こさないでください”という意味を表しています。

○○○ MAP AV

○○○ AM FM
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本書では、操作を開始する画面を表示するまでのガイドとして、下記のように記載
しています。操作開始画面の表示方法がわからないときにご利用ください。

この場合は、次の操作を意味しています。

［設定］にタッチしても切り替えることができます。

 または にタッチしても切り替えることができます。

その他の表示について

知っておくと便利な情報を記載しています。

→P.000 参照するページを表示しています。

☆ オプションです。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替える。

3 設定項目を『運転支援』にフリック操作で切り替える。

4 画面内の［安全・快適走行設定］にタッチ。

5 安全・快適走行設定画面が表示される。
この画面から、操作を開始する。

知 識

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 
 

MENU 設定

安全・快適走行設定

安全・快適走行設定画面

MENU
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1. 車載機について

1. 電源を入れる・切る

オープニング画面を表示し、その後自動で
ナビゲーション画面、またはオーディオ画
面に切り替わります。

 QUICK SETUP 画面が表示された場合、
設定しておくと便利なナビゲーション機
能をまとめて設定することができます。
（→ P.34）

電源を入れる

1 車両のエンジンスイッチ※を ACC
またはONにする。

※エンジンスイッチは、車両によって
は、パワースイッチになります。

電源を切る

1 車両のエンジンスイッチをOFF
（LOCK）にする。

知 識
● 電源が入っている状態で画面外の 
に10 秒以上タッチし続けると、車載機が再
起動します。自車マークが動かないなど車載
機が動作不良を起こした場合に行ってくだ
さい。

MENU
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2. 作動条件について

○：操作できます。
×：操作できません。

作動条件一覧

車載機の各機能は、次の条件により操作できるときと、できないときがあります。

OFF
（LOCK） ACC ON

停車中 ON走行中
ディスプレイ
がオープン

状態

GPS ボイス
ナビゲーション

／情報
× ○ ○

走行中は安全上の配
慮などから、操作でき
なくなる機能があり
ます。

×

オーディオ × ○ ○

走行中は安全上の配
慮などから、操作でき
なくなる機能があり
ます。

×

デジタルテレビ
DVD　ビデオ
DVD-VR
Blu-ray

× ○ ○
走行中は安全上の配
慮などから、音声のみ
になります。

×

ハンズフリー × ○ ○

走行中は安全上の配
慮などから、操作でき
なくなる機能があり
ます。

車載機からの
発信、着信は
操作できなく
なります。

G-BOOK × ○ ○
走行中は安全上の配
慮などから、音声のみ
になります。

×

ディスクおよび
SDメモリー
カードの出し入
れ /ディスプレ
イの角度調整

× ○ ○ ○
ディスプレイ
の角度調整は
できません。

知 識
● －20℃以下の低温時には、通信ができなくなったり、ハードディスクへの書き込みができなく
なることがあります。また、液晶パネルのバックライトの特性上、光ムラが発生することがあり
ます。（→P.202）

機能

エンジン
スイッチ
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3. 各部の名称とおもな働き

NHBA-X62G

NHBA-W62G

車載機のスイッチ

名　称 機　能

MAPスイッチ ナビゲーション画面で現在地を表示するなど。
（→P.70）

AVスイッチ

オーディオ操作画面を表示する。（→P.241）
オーディオモードを切り替える。（→P.241）
“ピッ”と音がするまでタッチし続けると、オーディ
オの電源をON/OFF する。
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MENUスイッチ

MENU画面を表示する。（→ P.38）

MENUスイッチに 1秒タッチ。
コントロール画面を表示する。（→P.39）
画質の調整、画面を消すなど。（→P.52）

MENUスイッチに10秒以上タッチし続けると、車
載機が再起動します。

音量調整スイッチ 音量を調整する。

注 意

画面のよごれは、プラスチックレンズ用メガネふきなどの柔らかく乾いた布で軽くふき取ってく
ださい。
手で強く押したり、かたい布などでこすると表面に傷がつくことがあります。また、液晶画面は
コーティング処理してあります。ベンジンやアルカリ性溶液などが付着すると画面が損傷するお
それがあります。

知 識
● 液晶画面は、斜め方向から見ると画面が白っぽく見えたり、黒っぽく見えたりします。
● 太陽の光などの外光が画面に当たると画面が見にくくなります。
● 偏光レンズを使用したサングラスなどを装着すると、画面が暗く見えたり、見にくくなったりし
ます。

● 車載機のタッチパネルは静電容量方式のため、手袋などを着用して操作すると、反応しなくなる
ことがあります。

 1 つ前の画面に戻すときは、画面右上に表示される［ ］にタッチします。
タッチすると、タッチした画面で行った操作がキャンセルされます。（一部の機能では、
キャンセルされないものもあります。）

名　称 機　能

警 告

● 安全のため、運転者は走行中に極力操作をしないでください。走行中の操作はハンドル操作を誤
るなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。車を停車させてから操作をしてください。
なお、走行中に画面を見るときは、必要最小限の時間にしてください。

● 走行するときは、必ず実際の交通規制にしたがうとともに、道路状況に即した運転を心がけてく
ださい。目的地案内で表示されるルートは、規制標識の変更などにより車両進入禁止などのルー
トや、道幅が狭く通行できないルートが表示されることがあります。
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注 意

バッテリー上がりを防ぐため、エンジン停止中に長時間使用しないでください。

知 識
● 液晶画面に保護フィルム（保護フィルター）等を貼り付けないでください。タッチスイッチが正
常に操作できなくなります。
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4. ステアリングスイッチについて

■モードの切り替え操作

ステアリングスイッチ

ステアリングスイッチ装着車は、手元
にあるステアリングスイッチで各
オーディオや G-BOOK の主要操作を
することができます。

共通操作

スイッチ 機能

音量調整
スイッチ

オーディオの音量、ハンズ
フリー音声の音量（受話音
量・着信音量）、G-BOOK
オンラインサービスの各
種コンテンツの読み上げ
音量を調整する。
大きくするとき
＋側を押す。

小さくするとき
－側を押す。

 1 秒以上押し続けると、
音量を連続して調整でき
ます。（オーディオ音量の
み）

MODE
スイッチ

オーディオOFFのとき、押
すとオーディオがONにな
る。

音量調整スイッチ

MODEスイッチ

オーディオの操作

スイッチ 機能

MODE
スイッチ

押すとオーディオのモー
ドが切り替わる。
押すごとに、「FM→（Blu-
ray プレーヤー）→（HDD
オーディオ）→ (USB/
iPod)→（Bluetoothオー
ディオ）→（VTR）→デ
ジタルテレビ→（SD 音
楽）→ AM → FM」の順
にモードが切り替わりま
す。

知 識
●（　）内のモードは、次のようなときは選択
できません。
･ メディアが挿入されていないとき（Blu-
ray プレーヤーモード、SD音楽モード）

･ 再生するデータがない（収録されていな
い）とき（HDDオーディオモード）

･ Bluetooth ポータブルオーディオプレー
ヤーが登録されていないとき（Bluetooth
オーディオモード）

･ iPod 対応 USB/VTR アダプターに機器
が接続されていないとき（USB モード、
iPodモード）

･ iPod 対応 USB/VTR アダプターが接続
されていないとき（VTR モード）

TUNE・TRACK
スイッチ

MODEスイッチ
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■ラジオ・デジタルテレビの操作 ■音楽CD・iPod ミュージックの操作

■MP3/WMAディスク・SD音楽・
HDDオーディオ・USBメモリ・
Bluetooth オーディオ※の操作

※Bluetooth 機器によっては、音楽再
生可能であっても、ステアリングス
イッチでの操作ができない場合があ
ります。

スイッチ 機能

TUNE・
TRACK
スイッチ

プリセットスイッチ（→
P.253、P.335）に記憶し
た放送局を切り替える。
次のプリセットスイッチ
を選択するとき
 側を押す。

前のプリセットスイッチ
を選択するとき
 側を押す。

放送局を自動で選択する。
（ラジオのみ）（→P.254）
周波数の高い（大きい）方
へ選択するとき
“ピッ”と音がするま
　で 側を押し続ける。

周波数の低い（小さい）方
へ選択するとき
“ピッ”と音がするま
　で 側を押し続ける。

MODE
スイッチ

“ピッ”と音がするまで押
し続けると、ミュートを
ON／ OFF する。

＞
<

＞
<

スイッチ 機能

TUNE・
TRACK
スイッチ

選曲する。
後ろの曲を選択する
 側を押す。

前の曲を選択する
 側を押す。

MODE
スイッチ

“ピッ”と音がするまで押
し続けると、一時停止また
は再生を再開する。

スイッチ 機能

TUNE・
TRACK
スイッチ

選曲する。
後ろの曲を選択する
 側を押す。

前の曲を選択する
 側を押す。

フォルダ（アルバム）を選
択する。
後ろのフォルダ（アルバ
ム）を選択する
“ピッ”と音がするま
　で 側を押し続ける。

前のフォルダ（アルバム）
を選択する
“ピッ”と音がするま
　で 側を押し続ける。

MODE
スイッチ

“ピッ”と音がするまで押
し続けると、一時停止また
は再生を再開する。

＞
<

＞
<

＞
<
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■Blu-ray・DVD・iPodビデオの操作

スイッチ 機能

TUNE・
TRACK
スイッチ

チャプターやファイルを
選択する。
後ろのタイトル、チャプ
ター、プログラム（プレ
イリスト）、ファイルを選
択する
 側を押す。

前のタイトル、チャプ
ター、プログラム（プレ
イリスト）、ファイルを選
択する
 側を押す。

MODE
スイッチ

“ピッ”と音がするまで押
し続けると、一時停止また
は再生を再開する。

＞
<

G-BOOKの操作

スイッチ 機能

TUNE・
TRACK
スイッチ

コンテンツの読み上げ開
始位置を変更する。
読み上げ中の項目の先頭
からはじめるとき
 側を押す。

次の項目の先頭からはじ
めるとき
 側を押す。

前の項目の先頭からはじ
めるとき
 側を押してから約1
秒以内に再度押す。

MODE
スイッチ

押すとコンテンツの読み
上げを解除する。

TUNE・TRACK
スイッチ

MODEスイッチ

<
＞

<
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2. メディアについて

1. メディアについて

ディスプレイが開きます。

ディスクは途中まで差し込むと自動的に
引き込まれます。

ディスクを差し込んだ場合、自動的にディ
スプレイが閉じます。

 SDメモリーカードは奥まで挿入したこと
を確認します。

 Blu-ray用のSDメモリーカード挿入口は、
Blu-ray Disc 再生時、必要に応じて差し
込みます。Blu-ray 用の SDメモリーカー
ドの使用については、「Blue-ray 用 SD メ
モリーカードについて」（→ P.269）を参
照してください。

ディスプレイが開いているときは、
［OPEN/CLOSE］以外のスイッチは操作
できません。

 SD メモリーカードを挿入した場合、
［OPEN/CLOSE］にタッチすると、ディ
スプレイが閉じます。本体（画面外）のい
ずれかのスイッチにタッチしてもディス
プレイは閉じます。

メディアの出し入れ

車載機では、ディスクおよびSDメモ
リーカードを使用します。

知 識
● インクジェットプリンタでのレーベル印刷
に対応しているディスクは、正常に出し入れ
できない場合があります。

メディアを入れる

1 画面外の  または  に
タッチ。

2 ［TILT・EJECT］にタッチ。

3 ［OPEN/CLOSE］にタッチ。

4 メディアを挿入口に差し込む。

MENU AV

知 識
● コントロール画面（→ P.39）で [TILT・
EJECT] にタッチしても TILT・EJECT 画
面を表示することができます。

Blu-ray用SDメモリーカード挿入口Blu-ray用SDメモリーカード挿入口

音楽および更新データ用SDメモリーカード挿入口
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［  DISC EJECT ］：ディスクを取り出
す

［OPEN/CLOSE］：SDメモリーカードを
取り出す

長時間使用するとディスクが熱くなるこ
とがあります。

 SDメモリーカードはカードを軽く押して
取り出します。

ディスプレイが閉じます。
本体（画面外）のいずれかのスイッチに
タッチしてもディスプレイは閉じます。

注 意

● 8cmディスクを使用するときは、アダプ
ターを使用せずに、そのままディスクを挿
入してください。アダプターを使用すると
ディスクを取り出せなくなるおそれがあり
ます。

● ディスクを挿入するときは、2枚以上重ねて
挿入しないでください。ディスクが取り出せ
なくなったり、故障の原因となります。

● 挿入口にディスク、またはSDメモリーカー
ド以外のものを入れないでください。故障の
原因となります。

● SD メモリーカードは  マークを奥にし
て、“カチッ”と音がするまで差し込んでく
ださい。奥のストッパーに突き当たると、そ
れ以上は差し込めませんので、無理に力を加
えないでください。

● miniSD カード、microSD カード、
miniSDHC カード、microSDHCカードを
差し込むときは、必ず、専用のアダプター
を取り付けてから差し込んでください。
（miniSDカード、micro SD カード、
miniSDHC カード、microSDHC カード
のみを差し込むと取り出せないことがあり
ます。）

● ディスプレイの開閉時にオートマチック
チェンジレバー（“P”位置）もしくはシフ
トレバー（1・3・5・  位置）やカップホ
ルダー上の缶などに干渉する場合は、チェン
ジレバーもしくはシフトレバーを“N”また
は“ニュートラル”位置にするか缶などを取
り除いて開閉を行ってください。

● ディスクまたはSDメモリーカードの差し込
み途中に 、［OPEN/CLOSE］または本体
（画面外）のいずれかのスイッチにタッチし
ないでください。

メディアの取り出しかた

1 画面外の  または  に
タッチ。

2 ［TILT・EJECT］にタッチ。

3 取り出したいメディアを選択する。

4 メ デ ィ ア を 取 り 出 し た あ と、
［OPEN/CLOSE］にタッチ。

知 識
● コントロール画面（→ P.39）で [TILT・
EJECT] にタッチしても TILT・EJECT 画
面を表示することができます。

MENU AV
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■ディスプレイ開警告ブザー
ディスプレイ部を開いたままエンジン
スイッチをOFF（LOCK）にすると、
“ピッピッピッピッピッ”というブザー
音でお知らせします。エンジンスイッチ
を ACC または ON にして、［OPEN/
CLOSE］にタッチすると、ディスプレ
イを閉じることができます。

注 意

● ディスプレイ部の開閉時は、手などを挟まな
いよう注意してください。けがをしたり、
ディスプレイの故障の原因となります。

● ディスプレイ部を開けたまま走行しないで
ください。急ブレーキ時などに開いたディス
プレイ部に体が当たるなどして思わぬけが
をするおそれがあります。

● ディスプレイ部を手で閉めないでください。
ディスプレイが損傷するおそれがあります。

● ディスプレイ部を開けたとき、ディスプレイ
上にコップや缶など物を置くと、ディスプレ
イが損傷するおそれがあります。

● ディスクを取り出す際、下記に注意してくだ
さい。
･ A/T 車はディスクを取り出す際、P レン
ジで干渉する場合は、N レンジに切り替
えてから操作してください。（コラムA/T
の場合はP またはN レンジで操作してく
ださい。）

･ M/T 車はディスクを取り出す際、１・３・
５・  ポジションで干渉する場合は、
ニュートラルに切り替えてから操作して
ください。

● 本機からディスクまたは SD メモリーカー
ドを取り出すときは水平方向に引き出して
ください。上側に強く引き出さないでくださ
い。また、下側にも強く押しながら引き出さ
ないでください。ディスクに傷がつき、音と
びをしたり、SDメモリーカードを破損する
おそれがあります。

● ディスプレイ部の上にジュースなどをこぼ
したときは、すぐにふき取ってください。故
障の原因となります。

● メディアが押し出された状態でディスプレ
イ部を閉めると、ディスクを傷つけるおそれ
があります。

● 熱やホコリなどからディスプレイ部を守る
ため、ディスクを挿入する、または取り出す
とき以外はディスプレイ部を閉めておいて
ください。

注 意

● SD メモリーカードの再生中は、絶対に取り
出さないでください。データが破損する恐れ
があります。破損した場合、補償できません
のでご容赦ください。
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車載機で使用できるディスクやSDメモ
リーカードについては、「車載機で使用
できるメディア／データについて」（→
P.639）をご覧ください。

使用できるメディアについ
て

ディスクについて

注 意

● ディスクには指紋、よごれ、キズ等をつけな
いように取り扱ってください。

● ディスクを扱うときは、中心の穴と端を挟ん
で持ち、ラベル面を上にしてください。

● ディスクのよごれは、プラスチックレンズ用
メガネふきなどの柔らかく乾いた布で軽く
ふき取ってください。手で強く押したり、か
たい布でこすると表面に傷がつくことがあ
ります。また、レコードスプレー・帯電防止
剤・アルコール・ベンジン・シンナーなどの
溶剤や化学ぞうきんなどを使用すると、ディ
スクが損傷し、使用できなくなるおそれがあ
ります。

● ディスク取り出しスイッチにタッチして、
ディスクが飛び出た状態のまま長時間放置
しないでください。ディスクがそり、使用で
きなくなるおそれがあります。

● ディスクは直射日光を避けて保管してくだ
さい。ディスクがそり、使用できなくなるお
それがあります。

● DualDisc（DVD層と非DVD層を一枚に貼
り合わせた両面ディスク）には対応していま
せん。機器の故障の原因となりますので、使
用しないでください。

● レンズクリーナーを使用すると、プレーヤー
のピックアップ部の故障の原因となるおそ
れがありますので、使用しないでください。

注 意

● 直径12cmまたは8cmの円形以外のディス
クは再生できません。特殊形状のディスク
は、機器の故障の原因となりますので、使用
しないでください。

● 低品質または変形したディスクは機器の故
障の原因となりますので、使用しないでくだ
さい。

● 記録部分に透明または半透明部分がある
ディスクは、正常に出し入れや再生ができな
くなるおそれがありますので、使用しないで
ください。
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注 意

● セロハンテープ、シール、CD-R用ラベルな
どが貼ってあるディスクや、はがしたあとの
あるディスクは使用しないでください。プ
レーヤーが正常に作動しなくなったり、ディ
スクが取り出せなくなるなど、故障の原因と
なるおそれがあります。

● 新しいディスクをご使用になると、ディスク
のセンターホールや外周部に“バリ”がある
ことがあります。“バリ”がついているとき
は、ボールペンなどで取り除いてからご使用
ください。“バリ”がついているディスクを
使用すると、ディスクを正しく認識できない
など、正常に動作しないことがあります。

● 音質向上や防振効果などを高めるディスク
保護用として市販されているアクセサリー
（スタビライザー、保護シール、CD リング
プロテクターなど）は使用しないでくださ
い。ディスクの厚さや外形寸法が変わるた
め、故障の原因となることがあります。

バリの破片

記録面

ボールペン
バリ

バリ

SDメモリーカードについて

注 意

● 定期的にカートリッジの表面についたホコ
リやゴミなどを乾いた布で拭き取ってくだ
さい。

● ラベルがはがれていたり、ネームテープ（ラ
ベル）が貼ってあるSDメモリーカードは使
用しないでください。

● 直射日光や湿気の多いところをさけて保管
してください。SDメモリーカードが使用で
きなくなることがあります。
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プレーヤー内部を保護するため、異常が生
じたときは自動的にプレーヤーの機能が
停止します。画面に表示されたメッセージ
にしたがって操作しても、なお機能が停止
しているときは、故障のおそれがあります
のでお買い上げの販売店で点検を受けて
ください。

寒いときや雨降りのときは、車内のガラス
が曇るように、プレーヤー内部にも露（水
滴）が生ずることがあります。この場合、
音が飛んだり、再生が停止したりしますの
で、しばらくの間、換気または除湿してか
らご使用ください。

悪路走行などで激しく振動した場合、音飛
びをすることがあります。

各種画面で情報として表示できる文字
数には制限があるため、すべてを表示で
きないことがあります。また、記録され
ている内容によっては正しく表示され
なかったり、表示ができないことがあり
ます。

注 意

● 端子部には、手や金属が触れないようにして
ください。

● 持ち運びや保管の際は、付属の収納ケースに
入れてください。

● 静電気や電気的ノイズを受ける恐れのある
場所に、SDメモリーカードを放置しないで
ください。データが破損する恐れがありま
す。破損した場合、補償できませんのでご容
赦ください。

● SD メモリーカードの再生中は、SD メモ
リーカードを抜かないでください。データが
破損する恐れがあります。破損した場合、補
償できませんのでご容赦ください。

プレーヤーについて

文字情報の表示について
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3. スライドタッチ操作

1. スライドタッチ操作について

車載機では、通常のタッチ操作に加え、
タッチする指の動きに合わせて、画面の移
動やスクロールをすることができます。
スライドタッチ操作には次の方法があ
ります。
スライド操作
フリック操作

一部の地図画面およびリスト画面で操
作できます。
画面をタッチしたまま指をずらすと、指
の動きに合わせて、画面が移動します。

一部の地図画面、リスト画面、メニュー
画面および設定画面で操作できます。
画面にタッチした状態で、指を素早く動
かして離すと、指を動かした方向に画面
がスクロールします。スクロールする量
は、指を動かす速度により変わります。
スクロールは、自動で止まります。スク
ロール中に画面にタッチしても止める
ことができます。

スライドタッチ操作につい
て

スライドタッチ操作のする/しないを設
定することができます。（→P.33）

知 識
● 走行中は操作できません。

スライド操作について

地図画面

リスト画面

フリック操作について

地図画面

リスト画面

メニュー画面
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スライドタッチ操作を設定
する

スライドタッチ操作のする /しないを
設定することができます。

1 ［スライドタッチ操作］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ。

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

画面外の  →  →
 → 

MENU 設定

共通設定 共通設定画面
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4. QUICK SETUP（初期設定サポート）

1. QUICK SETUPで設定する

 QUICK SETUP を終了し、次回起動時に
QUICK SETUP 画面を再度表示するとき
［次回起動時に設定する］にタッチ。

 QUICK SETUP を終了し、次回起動時に
QUICK SETUP 画面を再度表示しないと
き
［設定しない］にタッチ。

セキュリティを設定しないと、［設定しな
い］を操作できません。

項目により、設定状況が表示されます。

［マルチパスワードで設定］: パスワードの
ヒントを任意に入力する

［固定文より設定］: パスワードのヒントを
5つの中から選ぶ

手順 2-2で［マルチパスワードで設定］に
タッチしたとき
ソフトウェアキーボードを使用してヒ

ントを入力する。（→ P.40）

手順 2-2で［固定文より設定］にタッチし

たとき
ヒントにタッチする。

QUICK SETUPの使い方

初めて本機を起動したときやバッテ
リーをはずしたときは、QUICK
SETUP 画面が表示されます。最初に
設定しておくと便利な、自宅や案内音
量、車両情報などを設定することがで
きます。設定状況は、画面で確認する
ことができます。

1 ［QUICK SETUP を開始する］に
タッチ。

2-1 セキュリティを設定する。
［設定する］にタッチ。

設定状況

2-2［マルチパスワードで設定］または
［固定文より設定］にタッチ。

2-3 パスワードのヒントを登録する。

2-4 パスワードを入力する。（→P.40）

2-5［完了］にタッチ。

3 ［次へ  ］にタッチ。
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［現在地周辺から登録］にタッチした場合、
現在地周辺の地図を表示します。

［住所から登録］にタッチした場合、都道
府県名→市区町村名→町名→丁目（字）の
順にタッチ。
･［○○主要部］にタッチすると、広域図が
表示されます。

･［番地指定］にタッチし、番地を入力した
後［検索］にタッチすると、該当する住所
付近の地図が表示されます。

音声をOFF にするとき
［消音］にタッチ。

［高速時の自動音量切替］をONに設定する
と、車速が約 80km/h 以上になったとき
に音量が自動的に 1 段階上がるようにす
ることができます。車速が約70km/h 以
下になると、もとの音量に復帰します。自
動で１段階上がる設定にしているときは、
作動表示灯が点灯します。

［＞］：寸法を大きくする、またはナンバー
プレートの分類番号を選択する。

［＜］：寸法を小さくする、またはナンバー
プレートの分類番号を選択する。

お車のラジオアンテナがモーターアンテ
ナの場合、［モーターアンテナ車］を ON
に設定すると、オーディオの電源を OFF
にしたときにアンテナが下がります。

4-1 自宅を登録する。
［現在地周辺から登録］または［住
所から登録］にタッチ。

4-2［セット］にタッチ。

5 ［次へ  ］にタッチ。

6 案内音量を設定する。
設定したい音量を選択する。

7 ［次へ  ］にタッチ。

8 車両情報を設定する。
［全長］、［全幅］、［全高］、［ナン
バー］にタッチして設定する。

9 ［次へ  ］にタッチ。
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燃費を上げたいとき
［＞］にタッチ。

燃費を下げたいとき
［＜］にタッチ。

［走行累積平均燃費を使用する］をONに設
定すると、走行状態に合わせて自動で平均
燃費を算出し、燃費を設定することができ
ます。

［その他］にタッチしたときは、e 燃費情
報画面が表示され、パソコンの専用サイト
から最新の e 燃費情報をダウンロードし
て、車載機に取り込むことができます。
（→ P.194）

携帯電話側の登録操作は、必ずこの
Bluetooth 接続画面を表示させて行って
ください。

中止するとき
［中止］にタッチ。

接続が完了するとメッセージが表示され、
携帯電話の登録が完了します。

スマートフォンナビ連携を使用する場合
は、スマートフォン接続をします。
スマートフォンナビ連携については、「ス
マートフォンナビ連携について」（→
P.230）を参照してください。

10 エコ機能の燃費を設定する。
［一般道燃費］または［高速道路燃
費］にタッチ。

11［次へ  ］にタッチ。

12-1e 燃費情報の車種を設定する。
［設定する］にタッチ。

12-2該当する車種にタッチ。

12-3［はい］にタッチ。

13［次へ  ］にタッチ。

14-1Bluetooth の設定をする。
［登録］にタッチし、Bluetooth 接
続画面に表示される案内にした
がって、携帯電話本体を操作する。
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［その他の車種］にタッチすると、BODY
TYPE 設定画面が表示されます。

･ 車の形状→フロントスピーカーサイズ→
ツイーターの有無→リアスピーカータイ
プ→シートの生地の順に選択。

14-2G-BOOK mXの場合は、G-BOOK
通信設定で、使用する携帯電話の通
信事業者を選択する。

15［次へ  ］にタッチ。

16-1車種情報を設定する。
［設定する］にタッチ。

16-2車種にタッチ。

17［完了］にタッチ。

18［はい］にタッチ。

知 識
● 表示される内容や項目は、車種によって異な
ります。

●［  前へ］にタッチすると、前の画面に戻
ることができます。

● 設定の途中で画面外のスイッチにタッチし
て他の画面に切り替えた場合、そこまでの設
定が反映されます。次回起動時に、QUICK
SETUP画面が再度表示されます。

● 設定の途中で［終了］→［はい］の順にタッ
チした場合、そこまでの設定が反映されま
す。次回起動時には、QUICK SETUP画面
は表示されません。設定の続きは、ナビ詳細
設定から操作してください。（→P.178）

● QUICK SETUPは、ナビ詳細設定からも操
作することができます。（→P.178）

● セキュリティの設定をしていないと、起動す
るたびにQUICK SETUP画面が表示されま
す。

● e燃費情報の対象車種については、お買い上
げの販売店にお問い合わせください。
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5. メニュー画面／コントロール画面について

1. メニュー画面について

メニュー切り替えスイッチから次の操作
を行うことができます。

メニュー画面を表示する

現在地の表示・オーディオ画面の表
示・音量の調整以外の操作は、すべて
メニュー画面のスイッチから行いま
す。

1 画面外の  にタッチ。

2 メニュー切り替えスイッチにタッ
チ、またはフリック操作で上下方向
にメニューを切り替える。

目的地スイッチ

目的地を設定する。（→P.101）
、にタッチまたはフリック操作すると、目

的地スイッチのページが切り替わります。

情報スイッチ

情報画面を表示する。（→P.417）

設定スイッチ

設定画面を表示する。
にタッチまたは右から左にフリック操作

をするごとに、次の順に設定項目が切り替
わります。
ナビ→ Bluetooth →電話→オーディオ→
G-BOOK →運転支援→メンテナンス→
画像設定→ ETC →ナビ→・・・
にタッチまたは左から右にフリック操作

をすると、逆の順に切り替わります。

MENU

メニュー切り替えスイッチ

BTナビスイッチ

BT ナビ画面を表示する。（→P.228）

G-BOOKスイッチ

G-BOOK 画面を表示する。（→ P.548）
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2.  コントロール画面について

コントロール画面のスイッチから次の操
作を行うことができます。

コントロール画面を表示す
る

オーディオ操作画面（→ P.241）と
は別に選曲などのオーディオの操作
をすることができます。

1 画面外の  に 1秒タッチ。

 TUNE・TRACKスイッチ

選曲、早送り・早戻しやラジオ・デジタルテ
レビの放送局を選ぶ。

 画質・消スイッチ

画質の調整、画面を消す。（→ P.51）

 TILT・EJECTスイッチ

ディスク・SD メモリーカードを出し入れ
する。（→P.26）

ディスプレイの角度調整をする。
（→P.51）

MENU
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6. ソフトウェアキーボード

1. ソフトウェアキーボードを使う

各スイッチの働きは、次のようになっています。
･ 特に説明のないスイッチは、各入力時とも共通です。
･ ナビで文字入力するときは、専用のソフトウェアキーボードを使用します。
「名称／読み検索時の入力」（→ P.44）
「名称変更時の入力」（→P.45）

名称変更時

名称／読み検索時

G-BOOK利用（かな・漢字入力）時

名称読み変更時

入力画面の各スイッチを使う

本システムでは、文字入力が必要になると、ソフトウェアキーボードが表示され
ます。

知 識
● ソフトウェアキーボードが表示される状況により、キーボード画面の意匠が異なったり、入力方
法が限定されたりします。
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スイッチ 働　き

スペーススイッチ カーソル位置に空白を入力する。

カーソル移動スイッチ

カーソルを移動する。
タッチし続けると、連続してカーソルが移動。
未確定の場合は、未確定の範囲内でカーソルが移動。
確定、未確定に関係なく、カーソルを移動した位置から文
字を挿入できます。

文字入力スイッチ 各種文字を入力する。

修正スイッチ

文字を消去する。
カーソルが文字の下にあるときは、カーソルの上の文字を
消去。

カーソルが最後尾の文字の後にあるときは、カーソルの直
前の文字を消去。

タッチし続けると、カーソルの位置から 1文字ずつ順に消
去する。

戻るスイッチ ソフトウェアキーボードで入力した文字を入力しないで、
キーボードを終了する。

完了スイッチ
ソフトウェアキーボードを終了する。
キーボードが表示される前の画面にもどり、文字が入力さ
れる。

無変換スイッチ かな入力時、ひらがなのままで確定する。

変換スイッチ かな入力時、漢字に変換する。

入力モード切り替え
スイッチ

文字の入力モードを切り替える。
［かな］: ひらがな、漢字を入力
［カナ］: カタカナを入力
［英数字］: アルファベット、数字を入力
［数記号］: 数字、記号を入力

定型スイッチ 定型入力画面を表示し、定型文を入力する。

履歴スイッチ 入力履歴画面を表示し、前回までに入力した文字列の履歴
から入力する。

改行スイッチ 改行する。

漢字入力スイッチ 漢字・カタカナ・英数字・記号入力に切り替える。

検索スイッチ 入力した名称で地図を検索する。
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カタカナ入力時

英字・数字入力時

WEB検索時

数字・記号入力時

定型文入力時／履歴入力時
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スイッチ 働　き

全角／半角スイッチ 半角入力と全角入力を切り替える。

大文字／小文字スイッチ 大文字入力と小文字入力を切り替える。

ページ切り替えスイッチ ページを切り替える。

定型文入力スイッチ／
履歴入力スイッチ

各文字列を入力する。

検索エンジンスイッチ 検索エンジンを選択する。

エリアスイッチ

検索エリアを指定する。
「 」：現在地を指定
「 」：住所を指定
「G1～G5」：目的地を指定
「なし」：エリア指定なし



44

6. ソフトウェアキーボード

1. ソフトウェアキーボードを使う

AW   

車
載
機
の
操
作

そのままの状態でよいとき
［全確定］にタッチ。

変換範囲のみ変換するとき
希望の候補を選択しタッチ。

変換範囲（文節）が間違っているとき
［ ］または［ ］にタッチして変換範

囲を修正する。

■ひらがな入力

漢字・カタカナ・英数字・記号で入力する
とき
［漢字入力］にタッチ。
･ 漢字の入力方法について
「漢字変換」（→ P.44）

･ カタカナ、英数字・記号入力について
「カタカナ、英数字・記号入力」
（→ P.44）

■カタカナ、英数字・記号入力

漢字変換

1 かな入力状態で、文字を入力する。

2 ［変換］にタッチ。

3 文字を確定する。

4 変換範囲のみ変換する場合は、選択
範囲内の希望の候補を選択して
タッチすると、次の変換範囲に移動
する。
すべての文字の変換が終わるまで、
3の操作を繰り返す。

名称／読み検索時の入力

1 かな入力状態で、文字を入力する。

1 ［カナ］または［英数字］にタッチ
し、入力画面を切り替える。

2 文字を入力する。
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漢字の入力方法について
「漢字変換」（→ P.44）

カタカナ、英数字・記号を入力するとき
［カナ］、［英数字］または［数記号］に

タッチ。

表示された候補でよいとき
予測変換候補にタッチ。

希望の候補でないとき
［▼］にタッチして希望の候補を表示さ

せ、候補にタッチ。

名称変更時の入力

1 かな入力状態で、文字を入力する。

予測変換候補の表示

Ｇ-BOOK 詳細設定の予測変換候補表示
で「する」を選択しているとき、予測変
換をすることができます。文字を入力す
ると、未確定文字の後に続く文字を予測
して、読みの先頭部分が一致する予測変
換候補を画面左下に表示します。

1 かな入力状態で、文字を1文字以上
入力する。

2 予測変換候補を選択する。

予測変換候補の表示／非表示を切り替
えるとき
「予測変換候補の表示設定を変更す

る」（→P.48）

知 識
● 予測変換候補は最大 5 候補まで表示されま
す。

予測変換候補
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2. ソフトウェアキーボードの設定を変更する

ソフトウェアキーボードで入力します。

ソフトウェアキーボードで入力します。

単語の最大登録数を超えたときは、登録済
みの不要な単語を削除してください。
（→ P.47）
引き続き単語の修正をするとき

2～ 4の操作を繰り返す。

ソフトウェアキーボードの
設定変更について

Ｇ-BOOK 詳細設定画面で、メモリ地
点の名称登録やEメール作成時などの
入力を簡単にする設定ができます。

項　目 ページ

単語の編集 P.46

定型文の修正 P.47

入力履歴の削除 P.48

予測変換候補の表示設定 P.48

単語を編集する

読みと単語を指定して、車載機の辞書
に変換候補対象となる単語を追加す
ることができます。また、追加した単
語を修正・削除することができます。

単語を追加する

1 ［単語編集］にタッチ。

2 ［追加］にタッチ。

3 ［読み］および［単語］にタッチし
て、それぞれ入力する。

4 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  → 
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 Ｇ-BOOK詳細設定画面

単語を修正する

1 ［単語編集］にタッチ。

2 ［修正］にタッチ。

3 修正したい単語の読みにタッチ。

4 ［読み］および［単語］にタッチし
て修正する。

5 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  → 
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 Ｇ-BOOK詳細設定画面
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すべての単語を選択するとき
［全選択］にタッチ。

選択を解除するとき
選択している単語の読みにタッチ。

すべての選択を解除するとき
［全選択解除］にタッチ。 ソフトウェアキーボードで入力します。

単語を削除する

1 ［単語編集］にタッチ。

2 ［削除］にタッチ。

3 削除したい単語の読みにタッチ。

4 ［削除］にタッチ。

5 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  → 
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 Ｇ-BOOK 詳細設定画面

定型文を修正する

定型文は、お好みにより内容を変更す
ることができます。
ただし、新規に追加することはできま
せん。

1 ［定型文修正］にタッチ。

2 修正したい定型文にタッチ。

3 定型文を修正する。

画面外の  →  → 
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 Ｇ-BOOK詳細設定画面
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すべての履歴を削除するとき
［全削除］にタッチ。

入力履歴を削除する

不要な入力履歴を削除することがで
きます。

1 ［入力履歴削除］にタッチ。

2 削除したい履歴にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  → 
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 Ｇ-BOOK詳細設定画面

予測変換候補の表示設定を
変更する

ソフトウェアキーボードを使用する
とき、予測変換候補（→ P.45）の表
示／非表示を選択できます。

1 ［予測変換候補表示］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  → 
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 Ｇ-BOOK詳細設定画面
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7. リスト画面

1. リスト画面について

「あ行→か行」というようにリストが動き
ます。

「あ行」の場合、［あ行］にタッチするごと
に、「あ→い」というようにリストが動き
ます。

次のマーク／種類に飛ばして、リストが動
きます。

 1ページずつリストが動きます。

［ ］または［ ］にタッチし続けると、
１項目ずつリストが動き続けます。

リスト画面を切り替える

地図を呼び出すときなどに複数の候
補（選択項目）がある場合、リスト画
面が表示されます。希望の候補が表示
されているリストにないときは、リス
トを切り替え、希望の候補を選択しま
す。

行の切り替え表示について

1 ［あ行］、［か行］、［さ行］、［た行］、
［な行］、［は行］、［ま行］、［や行］、
［ら行］または［わ行］にタッチ。

マークおよび種類の切り替え表
示について

1 ［ マーク］・［ マーク］・［ 種類］・
［ 種類］のいずれかにタッチ。

ページの切り替え表示について

1 ［ ］または［ ］にタッチする。

スライドタッチ操作でリストを切り替
えることもできます。（→P.32）
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地域や施設項目ごとにリストが動きます。

先頭に戻すとき［ ］にタッチ。

地域および施設項目の切り替え
表示について

1 地域（［北海道］、［東北］、［関東］、
［中部］、［近畿］、［中四国］、［九州］）
や施設項目（［店］、［車］、［宿泊］、
［遊び］、［公共］、［医療］、［交通］、
［文化］、［他］）にタッチ。

文字の表示範囲を変更する

リストに表示されている名称の文字
数が多い場合、すべて表示されないこ
とがあります。
次の操作をすると、名称をすべて確認
することができます。

1 ［ ］にタッチ。
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8. 画面の調整・設定について

1. 画面の調整・設定を変更する

［TILT ］…… 斜め下方に傾ける
［TILT ］…… 傾きを戻す
タッチするごとに1 段階（5°）ずつ傾き
ます。最大6 段階 30°まで傾けることが
できます。

画質調整画面が表示されます。
画面外の  →［画質・消］の順に
操作した場合、画質調整画面（ナビゲー
ション画面）が表示されます。

ディスプレイの角度を調整
する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［TILT・EJECT］にタッチ。

3 ［TILT ］または［TILT ］にタッ
チ。

注 意

● ディスプレイ動作中は、手などを挟まないよ
うに注意してください。けがをしたり、ディ
スプレイの故障の原因となります。

知 識
● ディスプレイを傾けた状態で車両のエンジ
ンスイッチを OFF（LOCK）にすると、機
種により次のようになります。
･ NHBA-X62G：一時的に傾いていない状
態になり、再度傾いた状態になります。

･ NHBA-W62G：自動で傾いていない状態
になります。次にエンジンスイッチを
ACC またはON にした場合、元の傾いた
状態に戻ります。

● バッテリーをはずした場合は、ディスプレイ
の角度を調整する必要があります。

MENU

画質調整画面を表示する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［画質・消］にタッチ。

 DVD などの映像表示中は、［各種切替］
→［画質調整］の順にタッチしても表示
させることができます。

MENU

MENU
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［ ］または［ ］にタッチして、調整し
たい項目のスイッチを表示させます。

画質調整画面を解除するとき
［完了］にタッチ。

画質調整では、次のような項目を調整する
ことができます。

画質調整画面の表示例

ナビゲーション画面

Blu-ray、DVD、TV、VTR画面

カメラ画面

画質を調整する

色合い、色の濃さは、Blu-ray やカメ
ラなどの映像を表示しているときに
調整できます。
ナビゲーション画面やオーディオ操
作画面などは、コントラスト、明るさ
のみ調整できます。

または

1 ［ ］または［ ］にタッチし、調整
したい項目に切り替える。

2 画質を調整し、[ 完了 ] にタッチ。

項目 スイッチ 機能

色合い
緑 緑色を強くする

赤 赤色を強くする

色の濃さ
濃 色を濃くする

淡 色を淡くする

コントラ
スト

強 強くする

弱 弱くする

明るさ
明 明るくする

暗 暗くする

知 識
● 昼画・夜画それぞれ独立して調整することが
できます。

画面外の  （1秒タッチ）→ 
 → 
MENU

画質・消 画質調整画面

画面外の  →  → MENU 画質・消

画質調整画面（ナビゲーション画面）
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［時刻連動］：昼画面と夜画面が時刻に連動
して自動で切り替わります。

［イルミ連動］：昼画面と夜画面がイルミに
連動して切り替わります。

［強制昼画］：常に昼画面固定で地図表示を
行います。

昼画表示・夜画表示につい
て

夜間など、周囲が暗いと画面が明るす
ぎて映像が見えにくくなることがあ
ります。そのため、必要に応じて＜昼
画表示＞と＜夜画表示＞を切り替え
て画面を見やすくすることができま
す。

昼画表示と夜画表示の画面例

昼画表示・夜画表示を切り
替える

昼画表示と夜画表示を切り替えるタ
イミングを設定することができます。

昼画表示

夜画表示

画面外の  →  → 
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  →  

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

ナビ詳細設定画面

1 ［地図色切り替えタイミング設定］
にタッチ。

2 ［時刻連動］・［イルミ連動］・［強制
昼画］のいずれかにタッチ。

3 ［完了］にタッチ。（1の画面）

手動で昼画表示にする

画面が夜画表示のときに昼画表示に
することができます。

または

1 夜画表示のとき、［昼画面］にタッ
チ。

画面外の  （1秒タッチ）→ 
 → 
MENU

画質・消 画質調整画面

画面外の  →  → MENU 画質・消

画質調整画面（ナビゲーション画面）
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タッチするごとに、昼画表示と夜画表示が
切り替わります。

ライブコントラストが設定されていると
きは、作動表示灯が点灯します。

画面を表示させるとき
画面外の  ・  ・  のい

ずれかにタッチ。

2 ［完了］にタッチ。

知 識
● 昼画表示のときは、スイッチの作動表示灯が
点灯します。

● ライト消灯時の画質調整画面には「昼画面」
は表示されません。

ライブコントラストを設定
する

映像を表示しているときに、映像のコ
ントラストを自動で調整して、暗い
シーンや暗い場所の映像を見やすく
することができます。

1 ［ライブコントラスト］にタッチ。

2 ［完了］にタッチ。

知 識
● ライブコントラストが設定されているとき
は、コントラストなどは調整することができ
ません。

Blu-ray、DVD、TV、VTR、カメラの
いずれかを全画面表示しているときに
画面外の  （1秒タッチ）→ 

 → 
MENU

画質・消 画質調整画面

画面を消す

音声を消さずに、画面だけを消すこと
ができます。

または

1 ［画面消］にタッチ。

画面モードについて

Blu-ray などの映像は、通常の映像と
ワイド映像を切り替えることができ
ます。

標準画モード（Normal）

たて3：よこ4の割合の画面（普通の
テレビ画面の大きさ）で両端が黒く表
示されます。

画面外の  （1秒タッチ）→ 
 → 
MENU

画質・消 画質調整画面

画面外の  →  → MENU 画質・消

画質調整画面（ナビゲーション画面）

MAP MENU AV
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テレビ番組や映画などの映像比率と異な
るモードを選択されますとオリジナルの
映像とは見え方に差が出ることをご留意
ください。
お客様が個人的に視聴する限りにおいて
は問題ありませんが、営利目的または公衆
に視聴させることを目的として画面の圧
縮・引き伸ばしなどを行うと、著作権法上
で保護されている著作者の権利を侵害す
る恐れがありますので、ご注意ください。

ワイド1画モード（Wide 1）

たて3：よこ4の割合の画面（普通の
テレビ画面の大きさ）を左右方向に均
等に拡大して表示します。

ワイド2画モード（Wide 2）

たて3：よこ4の割合の画面（普通の
テレビ画面の大きさ）を上下左右方向
に均等に拡大して表示します。

画面モードを切り替える

各映像の画面モードの切り替え方法
については、次のページをご覧くださ
い。

映　像 ページ

DVD P.293

Blu-ray P.277

デジタルテレビ P.348

iPod ビデオ P.370

VTR P.372
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9. 車載機の設定について

1. 車載機の設定を変更する

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

共通設定画面から、次の項目を設定できま
す。

「しない」に設定すると、約20秒操作しな
かった場合、オーディオ操作をする以前の
画面、もしくは Blu-ray、DVD、デジタル
テレビ、VTR 操作時には全画面表示に切
り替わります。

車載機の設定変更について

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 ［共通設定］にタッチ。

4 各項目の設定をし、［完了］にタッ
チ。

項　目 ページ

スライドタッチ操作の設
定 P.33

BEEP音通知の設定 P.56

操作画面継続表示の設定 P.56

テーマカラーの切替 P.57

個人情報の初期化 P.57

エアコン切替表示の設定 P.57

セキュリティの設定 P.62

ソフトウェアの更新 P.60

知 識
● エアコン切替表示の対象車種については、お
買い上げの販売店にお問い合わせください。

MENU

タッチしたときの応答音に
ついて

タッチスイッチにタッチしたときの
応答音の出力する／しないを設定で
きます。

1 ［BEEP音通知］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ。

操作画面継続表示の設定を
変更する

オーディオ操作画面の継続表示のす
る／しないを設定することができま
す。

1 ［操作画面継続表示］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ。

知 識
● ハンズフリーの着信時などの割り込み画面
が表示されると、割り込み画面の解除後に、
もとの画面にもどらないことがあります。

画面外の  →  →

 → 

MENU 設定

共通設定 共通設定画面

画面外の  →  →

 → 

MENU 設定

共通設定 共通設定画面
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せん。十分注意して初期化してください。
セキュリティ機能を解除してから設定し
てください。（→ P.63）

次の情報を、削除または初期設定の状態に
することができます。

テーマカラーを変更する

画面のテーマカラーを変更すること
ができます。

1 ［テーマカラー切替］ にタッチ。

2 希望の色にタッチ。

エアコン切替表示の設定を
変更する

車両のエアコン機能を操作したとき
のオンスクリーン画面の表示する／
しないを設定することができます。

1 ［エアコン切替表示］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ。

知 識
● 対象車種については、お買い上げの販売店に
お問い合わせください。

画面外の  →  →
 → 

MENU 設定

共通設定 共通設定画面

画面外の  →  →
 → 

MENU 設定

共通設定 共通設定画面

個人情報を初期化する

車載機の設定や保存されている情報
を初期化することができます。

項　目 情　報

ソフトウェア
キーボード

入力履歴

追加した単語

編集した定型文

ソフトウェアキーボード
関連の設定・編集項目

GPSボイス
ナビゲーション

走行軌跡

目的地履歴

車両情報の設定

メモリ地点

迂回メモリ地点

ユーザーカスタマイズ

メンテナンス機能の各種
設定項目

メンテナンス自動通知の
設定

販売店の設定

ETC の各種設定

エコ機能

エコトライアル

エコマップ

エコルート選択

e燃費情報

スマートフォンナビ連携
（エコ機能）
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スマートフォ
ンナビ連携

Bluetooth スマートフォ
ンの登録情報

オーディオ＆
ビジュアル

音量設定

音質調整の設定

オーディオモード

受信するラジオの種類
（AM/FM）

ラジオ、デジタルテレビで
プリセットスイッチに記
憶した周波数およびチャ
ンネル情報

ハードディスクに録音し
ている音楽

手動 Gracenote  メディ
アデータベース更新デー
タ

メディアデータベース
バージョン情報

Bluetooth オーディオ機
器の登録情報

オープニン
グ画面 オープニング画面の設定

ハンズフリー

電話帳データ

発信履歴および着信履歴

ワンタッチダイヤル

Bluetooth 電話機の
登録情報

ハンズフリー関連の
設定・編集項目

項　目 情　報

G-BOOK※

G-BOOK 画面のオペレー
ターサービス、情報確認

Gメモリ地点

メインメニューに
G-BOOK センターが
追加したスイッチ

ブックマーク

閲覧履歴

Myリクエストのメニュー

G-BOOK関連の
設定・編集項目

※ G-BOOK オンラインサービスを
利用されているときに操作するこ
とができます。

1 ［個人情報初期化］にタッチ。

2 ［初期化する］にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

4 ［OK］にタッチ。

知 識
● 初期化失敗のメッセージが表示された場合
や、初期化中に電源を切ってしまった場合
は、再度、個人情報初期化を行ってください。

項　目 情　報

画面外の  →  →

 → 

MENU 設定

共通設定 共通設定画面
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［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［カスタム］は画像が登録してあるときの
みタッチできます。

オープニング画面の設定

本機の電源を入れたときに表示され
る画面をお好みに合わせて切り替え
ることができます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『画像設定』にフリック
操作で切り替える。

4 ［オープニング画像変更］にタッチ。

5 ［1］、［2］、［3］または［カスタム］
にタッチ。

MENU

6 ［完了］にタッチ。

カスタムへの画像の登録

SD メモリーカードに記録されている
画像データを取り込み、カスタムに登
録することができます。車載機で使用
できるSD メモリーカードや画像デー
タについては、「車載機で使用できる
メディア／データについて」（→
P.639）をご覧ください。

1 SDメモリーカードを車載機に挿入
する。（→P.26）

2 ［カスタムの変更］にタッチ。

3 設定したい画像を選択し、［決定］に
タッチ。

画面外の  →  → 
『画像設定』に切り替え（→P.38） → 

 → 

MENU 設定

オープニング画像変更

オープニング画像変更画面
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選択した画像のプレビュー画面を見たい
とき
［プレビュー］にタッチ。

次の画像を見たいとき
［］にタッチ。

前の画像を見たいとき
［］にタッチ。

ディスプレイが開きます。
ソフトウェアの更新を中止するとき

［ ］にタッチ。

4 ［決定］にタッチ。

5 ［完了］にタッチ。

ソフトウェアの更新につい
て

最新のソフトウェアをパソコンの専
用サイトからダウンロードして、更新
することができます。更新するには
USBメモリが必要です。

更新データを準備する

1 パソコンの専用サイト（http://
toyota.jp/dop/navi/update/）の
案内にしたがってデータをダウン
ロードする。

2 データを USB メモリにコピーす
る。

知 識
● ダウンロードしたデータは、USBメモリの
ルートディレクトリ（最上位階層）に保存し
てください。

ソフトウェアを更新する

1 ［ソフトウェア更新］にタッチ。

画面外の  →  → 

 → 

MENU 設定

共通設定 共通設定画面
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データのコピーが完了したとき
更新準備完了画面が表示されます。

ソフトウェアの更新が始まります。
更新が完了したら、オープニング画面が表
示され、その後ナビゲーション画面に切り
替わります。

2 カバーを開ける。

3 USBメモリを差し込む。

4 ［ソフトウェア更新を実施する］に
タッチ。

5 ［はい］にタッチ。

6 データがコピーされ、ソフトウェア
更新の準備をする。

7 USBメモリを取りはずす。

8 カバーを閉じる。

9 エンジンスイッチを OFF（LOCK）
にした後、再度ONにする。

10 ディスプレイを閉じる。
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10. セキュリティ

1. セキュリティを設定する

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

パスワードを登録している場合、［設定］
→［はい］の順にタッチするとパスワード
入力画面が表示されます。パスワードを入
力すると、新しいパスワードを登録するこ
とができます。

［マルチワードで設定］…パスワードのヒ
ントを任意に入力する

［固定文より設定］…パスワードのヒント
を5つの中から選ぶ

セキュリティの設定

セキュリティ機能を作動させると、車
両のバッテリーターミナルをはずし
た場合、車載機を操作することができ
ません。セキュリティの作動中は、作
動インジケータを点灯させて、盗難を
抑止することができます。
また、表示されるシリアルナンバーを
控えておくと、盗難などにあった場
合、車載機と所有者を確認することが
できます。
NHBA-W62G

NHBA-X62G

セキュリティを作動させる

パスワードのヒントとパスワードを
登録すると、セキュリティを作動させ
ることができます。

シリアルナンバー インジケータ

シリアルナンバー

インジケータ

知 識
● パスワードのヒントとパスワードは、全角と
半角、大文字と小文字を区別します。

● 登録したパスワードは忘れないよう控えて
おいてください。ロックを解除するときに必
要です。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 ［共通設定］にタッチ。

4 ［セキュリティ設定］にタッチ。

5 セキュリティ機能の［設定］にタッ
チ。

6 ［マルチワードで設定］または［固
定文より設定］にタッチ。

MENU
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手順 6で［マルチワードで設定］にタッチ

した場合
ヒントを入力する。（→ P.40）

手順 6で［固定文より設定］にタッチした

場合
ヒントにタッチする。

［OFF］にタッチすると、作動インジケー
タは点滅しません。

7 パスワードのヒントを登録する。

8 パスワードを入力する。（→P.40）

9 ［完了］にタッチ。

セキュリティのロックを解除す
る

車両のバッテリーターミナルをはず
して車載機が操作できなくなった場
合、登録したパスワードを入力する
と、操作できるようになります。

1 パスワードを入力する。（→P.40）

2 ［了解］にタッチ。

知 識
● パスワードを忘れた場合、販売店にご相談く
ださい。

作動インジケータを点滅させる

エンジンスイッチをOFF（LOCK） に
した場合、作動インジケータを点滅さ
せることができます。

知 識
● 作動インジケータを点滅させる前に、セキュ
リティを作動します。（→P.62）

1 インジケータの［ON］にタッチ。

セキュリティを停止する

1 セキュリティ機能の［解除］にタッ
チ。

2 ［はい］にタッチ。

3 パスワードを入力する。（→P.40）

画面外の  →  → 
 →   → 

MENU 設定

共通設定 セキュリティ設定

セキュリティ画面

画面外の  →  → 
 →   → 

MENU 設定

共通設定 セキュリティ設定

セキュリティ画面
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GPS ボイスナビゲーション

1 ナビをお使いになる前に

1. はじめに........................................ 66

2. ナビ画面の見方と音声案内......... 67

2 地図画面を操作する

1. 地図の表示.................................... 70

2. 地図表示画面を設定する............. 80

3. 高速道路・都市高速道路を
表示する ..................................... 97

4. 音声の設定を変更する................. 100

5. 地図を呼び出す............................ 101

6. 検索した地図を操作する............. 118

3 目的地までの案内

1. 目的地案内.................................... 120

2. 目的地を設定してルートを
探索する ..................................... 121

3. 目的地への案内について............. 131

4. ルート案内中の操作 .................... 140

5. ルートを再探索する .................... 141

6. ルートを変更する ........................ 144

4 地点の登録

1. メモリ地点を登録する................. 150

2. メモリ地点を取り込み・
取り出しする.............................. 166

5 ナビを使いこなす

1. 補正が必要なとき ........................ 170

2. ナビの設定状態を記憶する......... 171

3. ナビ詳細設定一覧 ........................ 174
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1. ナビをお使いになる前に

1. はじめに

走行するときは、実際の交通規制に必ずしたがってください。
安全のため、走行状態になると操作できなくなる機能があります。
目的地案内で表示されるルートは、あくまでも目的地周辺までの参考ルートで
す。
･ 必ずしも最短ルート、渋滞していないルート、早く行けるルートなどではありませ
ん。

道路・地名・施設情報・料金のデータは、最新状態ではないことや不備な点が
あることがあります。
タイヤを交換したときは、自動補正を行ってください。（→P.170）
･ このシステムは、タイヤの回転などをもとにして作動していますので、タイヤを交
換すると精度が悪くなることがあります。

自車マーク は、必ずしも正しい位置を表示するとは限りません。
･ このシステムは、GPS 情報と各種センサー、道路地図データなどを利用して現在
位置表示を行っていますが、人工衛星からの電波の精度状態が良くないときや、2
個以下の人工衛星からの電波しか捕捉できないときなどには誤差が生じることが
あります。この誤差は、補正などによってなくすことはできません。

実際の現在地と異なる場所に自車マーク が表示されている（自車マーク
がずれている）ことがあります。
･ 人工衛星の状態、車両の状態（走行場所や運転条件）などにより、自車マーク

がずれることがあります。また、新設道路など、地図データが実際の道路形状
と異なる道路を走行すると、自車マーク がずれることがあります。
ただし、地図の自車マーク がずれても、しばらく走行すると、マップマッチン
グ※や GPS 情報が利用されて、現在地が自動的に修正されます。（場合によって
は、数分程度かかることがあります。）
「ナビの精度について」もあわせてご覧ください。（→ P.203）
※マップマッチングとは、GPS情報などを利用して得られた現在地の位
置情報と、今までに走行してきた道路を比較して、最も適切な道路に自
車マーク を表示させるシステムです。

知っておいていただきたいこと
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2. ナビ画面の見方と音声案内

GPSボイスナビゲーションとは

目的地を設定することによって、自動的にルートが探索され、音声と画面表示に
よる目的地案内が行われます。

目的地案内中の現在地画面の見方

表 示 機 能

方位マーク

地図の方角を表示する。
：ノースアップ時
：ヘディングアップ時
：3D時

地図向きの切り替えについて
「地図の向きを切り替える」（→ P.74）

自車マーク 現在位置と車が向いている方角を表示する。

レーン（車線）表示
通過・分岐する交差点の車線を表示する。（地図データに
情報があるとき）
目的地案内中は走行を推奨する車線を青色で表示する。

名称表示

状況により次のものを表示する。（地図データに情報のあ
る地点のみ）
通過・分岐する交差点の名称
走行している道路の名称
通過する IC・SA・PAの名称（高速道路を走行している
ときのみ）

分岐する IC・JCT の方面名称（高速道路を走行している
ときのみ）
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ルート表示 目的地を設定したとき、目的地までのルートを表示する。
（→P.129）

案内ポイント 目的地案内中、通過・分岐する交差点に表示する。
（→P.133）

スケール表示
地図の縮尺を表示する。
詳しくは、「地図縮尺を切り替える」（→P.73）・「地図の
スケール表示について」（→P.208）をご覧ください。

GPSマーク

人工衛星からの位置情報が利用されているときに表示す
る。
 GPSマークが表示されているときでも、人工衛星の状態
などにより誤差が生じることがあります。（→P.199）

VICS タイムスタンプ

VICS・交通情報が発信されている地域で、VICS・交通情
報が提供された時刻を表示する。
ルート上に情報があるときは、情報に応じて、タイムス
タンプの色がかわります。（→ P.212）

到着予想時刻表示／
目的地方向マーク

状況により次のマークを表示する。
■到着予想時刻表示  
目的地への到着予想時刻を表示する。（→ P.137）
到着予想時刻表示の切り替えについて
「到着予想時刻表示（アナログ／デジタル）の設定」
（→ P.137）
「到着予想時刻・残距離表示を切り替える」（→ P.141）
■目的地方向マーク 
ルートからはずれたとき、目的地の方向を表示する。

残距離表示

現在地から目的地までの距離を表示する。
表示されているルートを通っての距離を表示する。
（ルートからはずれたときは、直線距離を表示する。）
残距離表示の切り替えについて
「到着予想時刻・残距離表示を切り替える」（→ P.141）

時計表示 現在の時刻を表示する（→P.79）

知 識
● 本書で使用している地図画面は、一部の説明を除き、GPSマーク・VICSタイムスタンプが表示
されていない地図画面を使用しています。

表 示 機 能
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音声案内について

目的地案内中は、分岐する交差点・目的地などに近づくと、音声が出力されます。
（→P.131）



70

AW   

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

2. 地図画面を操作する

1. 地図の表示

現在地を表示する

地図に現在の車の位置（自車位置）が
表示されます。

現在地以外の地図画面、または地図
以外を表示中

1 画面外の  にタッチ。

現在地画面で、画面外の  に
タッチすると、画面上部に現在地付
近の地名・付近の路線名・路線番号
が表示されます。

MAP

MAP

知 識
● 走行中は表示される道路が制限されます。
（幅 5.5m 未満の道路などは表示されませ
ん。）ただし、幅5.5m 未満の道路を走行し
たときなどは、必要に応じて表示されます。
（→P.129）

● 初めて車載機を起動したときやバッテリー
ターミナルを脱着したあとは、実際の現在地
と異なる場所に自車マーク が表示されて
いる（自車マーク がずれている）ことが
あります。
ただし、地図の自車マーク がずれても、
しばらく走行すると、マップマッチングや
GPS 情報が利用されて、現在地が自動的に
修正されます。（場合によっては、数分程度
かかることがあります。）

● GPS 情報が利用されず、現在地が自動的に
修正されないときは、安全な場所にいったん
停車して、現在地の修正を行ってください。
（→P.170）

● 以下のとき路線名・路線番号は表示されませ
ん。
･ 地図データに情報がないとき
･ 200m 図より広域な地図を表示している
とき

緯度経度の表示

現在地の緯度や経度を確認すること
ができます。

現在地の地図画面
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現在地の住所と緯度経度の座標が表示さ
れます。

［  Off］のときに表示するスイッチ類
を設定するとき
「スイッチ表示設定を変える」
（→P.71）

スイッチ類を表示するとき
［  On］にタッチ。

初期設定の状態にもどすとき
［初期状態］にタッチ。

1 画面外の  にタッチ。

2 ［座標］にタッチ。

知 識
● 緯度経度は、世界測地系と日本測地系の両方
の座標が表示されます。

スイッチの表示について

地図上のスイッチ類の表示を少なく
することができます。

1 ［  Off］にタッチ。

MAP スイッチ表示設定を変える

［  Off］にタッチしたときに、表示す
るスイッチ類の設定をすることができ
ます。

1 ［スイッチ表示設定］にタッチ。

2 表示設定を変更したいスイッチに
タッチし、［完了］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。（1の画面）

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  →

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面
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スライド操作のときは、指の動きに合わせ
て地図が動きます。

フリック操作をしたときは、指を動かした
方向に地図がスクロールします。
･ スクロールする量は、指を動かす速度に
より変化します。

･ スクロールは、自動で止まります。スク
ロール中に画面にタッチしても止めるこ
とができます。

スライドタッチ操作を「しない」に設定
（→ P.33）したときは、タッチし続ける
と、地図が動く速度が速くなります。（こ
のとき、 が黄色になります。）

地図左下に現在地からの直線距離が表示
されます。

地図を動かす
（スライドタッチスクロール
／ワンタッチスクロール）

スライドタッチスクロールで地
図を動かす

フリックおよびスライド操作で地図
を動かすことができます。

スライドタッチ操作のする/しないを設
定することができます。（→P.33）

1 地図上にタッチし、スライドまたは
フリック操作をする。（→P.32）

知 識
● 次のときは、スライドタッチスクロールがで
きません。
･ 走行中
･ ３D地図を表示しているとき

ワンタッチスクロールで地図を
動かす

タッチした地点を画面の中心として、
地図を動かすことができます。

1 地図上にタッチ。

知 識
● 走行中は安全のため、一定の距離しか移動し
ません。また、走行中で市街図（→ P.79）
を表示しているときは、地図を移動すること
はできません。

● ワンタッチスクロールで地図を動かすと、走
行しても地図は動かなくなります。この場
合、画面外の  にタッチし現在地の表
示にすると、地図が動くようになります。

● 地図を移動させたときは、地図向きの切り替
え（→P.74）ができません。

MAP
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 13 段階に切り替えることができます。
（→ P.208）
タッチするごとに、1 段階ずつ切り替わり
ます。

［広域］または［詳細］にタッチしたあと、
スケールバーの数字にタッチすると、縮尺
が切り替わります。

［広域］または［詳細］を約1 秒以上タッ
チし続けると、縮尺を無段階に切り替える
ことができます。希望の縮尺になったら手
をはなします。

地図スクロール時の地名表示に
ついて

地図を移動しているとき、画面上部に画
面中心付近の地名・付近の路線名・路線
番号を表示させることができます。

知 識
● 地図の移動をやめると、約6 秒後自動的に消
去されます。

● 以下のときは、路線名・路線番号は表示され
ません。
･ 地図データに情報のないとき
･ 200m図より広域な地図を表示している
とき

地図縮尺を切り替える

地図を1/5千図～1/2048万図まで
の希望の縮尺（地図の範囲）に切り替
えることができます。

［広域］：地図の範囲を広くする
［詳細］：地図の範囲を狭くする

スケールバー

知 識
● 走行中は安全のため、縮尺を無段階に切り替
える、またはスケールバーの数字にタッチし
て縮尺をかえることはできません。

縮尺切替メッセージの表示につ
いて

縮尺切替中に『市街図を表示します』な
どのメッセージが画面に表示されます。

縮尺切替メッセージの表示／非表示を
設定できます。（→ P.175）

知 識
● 縮尺切替メッセージ表示を「しない」に設定
したときは、以下のメッセージは表示されな
くなります。
･『施設情報 VICS・交通情報は広域の地図
には表示されません』

･『施設情報は 800m 図より広域の地図に
は表示されません』

･『VICS・交通情報は 1.6km 図より広域の
地図には表示されません』

･『市街図を表示します』
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ノースアップ表示　

ヘディングアップ表示　

3D表示　

1  、  または  にタッチ。
タッチするごとに、ノースアップ表示・ヘ
ディングアップ表示・3D表示が切り替わ
ります。

地図の向きを切り替える

表示させている地図の向きを切り替
えることができます。

車の進行方向に関係なく、つねに北が
上になるように地図を表示する。

車の進行方向がつねに上向きになる
ように地図を表示する。

立体的な地図を表示する。

知 識
● 3D 表示に切り替えているときは、車の進行
方向がつねに上向きになるように地図を表
示します。

見下ろす角度を調整する

1 ［3D地図表示設定］にタッチ。

2  または  にタッチ。

 ：角度を上げる

 ：角度を下げる

3 調整が終わったら、［セット］にタッ
チ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

ナビ詳細設定画面
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地図表示設定画面から、次の項目を設定で
きます。

3D表示の地図を回転する

1 地図上にタッチ。

2 地図を回転する。
［ ］：時計まわり
［ ］：反時計まわり

知 識
● 現在地画面にすると、もとの表示状態（回転
前の状態）に復帰します。

地図の文字サイズの設定を
変える

地図上に表示される地名などの文字
サイズを変更することができます。

1 ［地図の文字サイズ変更］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

ナビ詳細設定画面

2 ［大］、［中］または［小］にタッチ
し、［完了］にタッチ。

地図表示を切り替える

地図画面の右側に拡大地図やオー
ディオ画面などを表示することがで
きます。

1 設定したい地図表示を選択し、［完
了］にタッチ。

項　目 ページ

地図1画面 P.76

地図 2画面 P.76

地図＆オーディオ P.77

地図＆エコ情報 P.78

地図画面の［表示変更］からも、地図表
示を切り替えることができます。

画面外の  →  → 
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  → 
 → 

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

地図表示設定 地図表示設定画面
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解除するとき
［地図1画面］にタッチ。

画面を左右2分割して表示
する (2画面表示 )

画面を左右に 2 分割して表示させるこ
とができます。

1 ［表示変更］にタッチ。

2 ［地図表示］にタッチ。

3 ［地図2画面］にタッチ。

知 識
● 左画面の操作は、1 画面表示のときと同じで
す。

● 2 画面表示にさせているときは、左画面のみ
スライドタッチスクロール／ワンタッチス
クロールで地図を動かすことができます。

右画面を地図画面から設定する

1 右画面の地図上にタッチ。

2 右画面の設定をする。

右画面を設定画面から設定する

1 ［右画面設定］にタッチ。

2 右画面の設定をし、［完了］にタッ
チ。

3 ［完了］にタッチ。（1の画面）

作動表示灯

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

ナビ詳細設定画面
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■右画面設定画面から設定を変更する
地図縮尺の切り替え（→ P.73）
［詳細］または［広域］にタッチ。

地図向きの切り替え（→ P.74）

  、  または  にタッチ。
･ 2 画面表示画面でも、切り替えることがで
きます。

施設の表示（→ P.80）

左画面で施設表示している時、右画面でも
施設の記号を表示させることができます。
右地図画面 →［周辺施設表示］の順に

タッチ。
･ 施設が表示されているときは、作動表示灯
が点灯します。

 VICS・交通情報の表示（→ P.211）

左画面に VICS・交通情報を表示させてい
るとき、右画面でも VICS・交通情報を表
示させることができます。
［VICS 表示］にタッチ。
･ VICS・交通情報が表示されているときは、
作動表示灯が点灯します。

解除するとき
［地図1画面］にタッチ。

右画面には、放送局情報や、楽曲情報が表
示されます。オーディオ操作については、
3 章オーディオ＆ビジュアルをご覧くだ
さい。

知 識
● 施設の表示、VICS・交通情報の表示は、左
画面と同じ表示設定で、右画面にも表示され
ます。

画面を左右2分割して表示
する（地図 /オーディオ）

地図画面の右側にオーディオ画面を表
示させることができます。

1 ［表示変更］にタッチ。

2 ［地図表示］にタッチ。

3 ［地図＆オーディオ］にタッチ。
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解除するとき
［地図1画面］にタッチ。

右画面の［ ］または［ ］にタッチする
と、エコ運転評価・燃費情報・エコトライ
アルに表示を切り替えることができます。

画面を左右2分割して表示
する（地図 /エコ情報）

地図画面の右側にエコ情報画面を表示
させることができます。

1 ［表示変更］にタッチ。

2 ［地図表示］にタッチ。

3 ［地図＆エコ情報］にタッチ。

知 識
● エコ運転評価、燃費情報、エコトライアルに
ついては「エコ機能」（→P.187）を参照し
てください。

● 燃費情報、エコトライアル機能の対象車種に
ついては、お買い上げの販売店にお問い合わ
せください。

地図の表示色の設定を変え
る

地図色を切り替える（5 種類）ことが
できます。

1 ［地図色設定］にタッチ。

2 希望の地図色にタッチし、［完了］に
タッチ。

自車マークを切り替える

地図上に表示される自車マークを切
り替える（5種類）ことができます。

1 ［自車マーク変更］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

ナビ詳細設定画面

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

ナビ詳細設定画面
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市街図表示には1/5 千市街図と
1/2500 市街図があります。
［広域］または［詳細］にタッチして切り
替えます。

2 表示するマークを選択し、［完了］に
タッチ。

時計表示を切り替える

地図上に現在時刻を表示させること
ができます。

時計表示のする／しないを設定できま
す。（→ P.178）

知 識
● 時計表示の時刻はGPS電波を利用して自動
調整します。（操作することはできません。）

市街図を表示する

地図データに市街図の情報がある地
域では、市街図表示に切り替えること
ができます。

1/5 千図地図画面（→P.73）

1 ［市街図］にタッチ。

知 識
● 市街図のデータがある地域のみ、1/5 千図
を表示すると、「市街図」が表示され、市街
図表示に切り替えることができます。（市街
図がない地域に地図または現在地を移動さ
せると、市街図表示は自動的に解除されま
す。）

● 1/2500 市街図にすると （一方通行）
を表示します。
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1 1/5 千市街図画面で、［広域］にタッ
チ。

選んだ建物の階数・施設の件数が表示され
ます。

選んだ建物に1つしか施設がないときは、
その施設の内容が表示されます。

市街図の表示を解除する

施設の内容を表示する

1 ［施設］にタッチ。

2 にタッチして、内容を表示する
施設がある建物に地図を動かし、
［施設情報］にタッチ。

3 施設名称にタッチ。

知 識
● 地図データに情報のない建物は、内容が表示
されません。

2. 地図表示画面を設定する

地図上に施設マークを表示
する

地図上に施設のマークを表示させる
ことができます。

知 識
● 地図データに情報のない施設は、表示されま
せん。

● 1/8 万図より詳細な地図で表示することが
できます。（全ルート図表示画面を除く）

● 表示することができる施設は、 または
から半径約 10km 以内にある施設のみ

です。（最大200 件まで）

地図画面から施設マークを表示
する

1 ［表示変更］にタッチ。

2 ［周辺施設］にタッチ。
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表示されている以外のジャンルを選択す
るとき
［全ジャンル］にタッチ。

［全ジャンル］にタッチしたとき
施設のジャンル → さらに詳細な施設

のジャンルの順にタッチ。
表示を解除するとき
［表示解除］または選択済みの施設の

ジャンルにタッチ。

表示されている以外のジャンルを選択す
るとき
［全ジャンル］にタッチ。

［全ジャンル］にタッチしたとき
施設のジャンル → さらに詳細な施設

のジャンルの順にタッチ。
表示を解除するとき
［表示解除］または選択済みの施設の

ジャンルにタッチ。

3 施設のジャンルにタッチ。

知 識
● 操作をくり返すことにより、施設のジャンル
を5つまで選択することができます。

●［G情報マーク表示］は、G-BOOKオンライ
ンサービスを利用されているときに使用す
ることができます。
（→P.565）

設定画面から施設マークを表示
する

1 ［周辺施設表示］にタッチ。

2 施設のジャンルを選択し、［完了］に
タッチ。

3 ［完了］にタッチ。（1の画面）

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 地図表示設定

ナビ詳細設定画面
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選んだ施設を中心にした地図が表示され、
施設の名称と現在地からの距離が表示さ
れます。

表示されている矢印は、現在の進行方向か
らみてどの方向にその施設があるかを示
しています。
･ スライドタッチスクロール／ワンタッチ
スクロールで地図を動かしたとき、矢印は
表示されません。

［ソート］にタッチすると、表示する順序
を切り替えることができます。

施設の内容が表示されます。（→ P.118）

施設マークの表示を消去す
る

周辺施設画面（→P.80）または周辺
施設表示設定画面（→P.81）

個別に消去する

1 選択済みの施設のジャンルにタッチ。

すべて消去する

1 ［表示解除］にタッチ。

近くの施設を検索する

地図上に施設の記号を表示させてい
るときに、 または の位置の近く
にある施設の名称と または か
らの直線距離・方向を表示させること
ができます。

1 ［施設検索］にタッチ。

2 施設名称にタッチ。

地図画面 →  →  → 表示変更 周辺施設

周辺施設画面

スイッチ 並べ方

または から近い施設の
順

施設の記号の種類順

3 ［情報］にタッチ。

知 識
● 検索することができる施設は、 または

から半径約 10km 以内にある施設のみ
です。（最大200 件まで）

● 施設によっては、内容が表示されない施設も
あります。

ルート・距離を考慮したリスト
を表示する

目的地が設定されているとき、距離・
方向をルート表示に連動したものに
することができます。

距離順

種類順

地図画面 →  →  → 
 → 

表示変更 周辺施設

施設検索 周辺施設検索画面
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設定しているルートを通っての道なり距
離とルートに対して左右、後ろのどちらの
方向にあるかを表示します。

ルートを考慮したリストを表示している
ときは、作動表示灯が点灯します。

初期設定の状態にもどすとき
［初期状態］にタッチ。

1 ［ルート沿い考慮］にタッチ。

知 識
● 表示していた地図にルートが表示されてい
ないときは、ルートを考慮したリストは表示
されません。

● 表示することができる施設は、ルート沿いに
ある施設のみです。

走行中に呼び出すジャンル
の設定を変更する

走行中に呼び出すことのできる周辺
施設のジャンルを変更することがで
きます。

作動表示灯

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面

1 ［周辺施設 走行中呼出ジャンル］に
タッチ。

2 変更したい施設のジャンルにタッ
チ。

3 走行中呼出ジャンルに登録したい
施設のジャンルにタッチして、さら
に詳細な施設のジャンルの順に
タッチ。

4 ［完了］にタッチ。

5 ［完了］にタッチ。（1の画面）

実際と同じ道幅で表示する
（ビジュアルシティマップ）

道路の幅を実際の道路幅の比率と同
じように表示させることができます。

ビジュアルシティマップ表示のする／
しないを設定できます。（→P.174）
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名称と現在地からの直線距離が表示され
ます。

施設の内容が表示されます。（→ P.118）

立体的な施設マークを表示
する（立体ランドマーク）

地図上に立体的な施設マーク（立体ラ
ンドマーク）を表示させることができ
ます。

立体ランドマーク表示のする／しない
を設定できます。（→ P.175）

知 識
● 地図データに情報のない施設は、表示されま
せん。

● 1/8 万図より詳細な地図で表示することが
できます。（全ルート図表示画面を除く）

立体ランドマークの施設情報を
表示する

1 立体ランドマークにタッチ。

2 ［情報］にタッチ。

立体ランドマーク表示

一時停止交差点を案内する

一時停止交差点に近づくと、地図右上
に が表示され、音声案内されます。

一時停止案内のする／しないを設定で
きます。（→P.179）

警 告

一時停止案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路標識・標示や道
路状況に注意し、安全運転に心がけてくだ
さい。

知 識
● 以下のようなときは、一時停止案内が行われ
ない場合があります。
･ 地図データに情報のない地点
･ 自車位置が正確に特定できないとき
･ 2011 年 11月時点の東京23区・政令
指定都市（横浜市、大阪市、名古屋市な
ど）・中核市（宇都宮市、熊本市、鹿児島
市など）における片側 2 車線以上の道路
に進入する道路以外※

※2012年5月時点のものであり、変更さ
れる場合があります。

･ 進入した道路の一時停止交差点までの距
離が短いとき

● 以下のようなときは、音声案内が行われない
場合があります。
･ 一時停止交差点が連続するとき
･ 他のナビ音声案内などと重なるとき

● 以下のようなときは、誤って一時停止案内を
行う場合があります。
･ 自車位置が正確に特定できないとき
･ 地図データと実際の道路状態が変わった
とき（信号機付き交差点に変わったなど）
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直進する交差点に右折（左折）専用レーン
がある場合、その交差点に近づくと「この
先 右折（左折）専用レーンがあります」と
音声案内されます。

目的地案内中で、右折（左折）する交差点
では右折・左折専用レーン案内はされませ
ん。
･（この場合は「ポーン まもなく右方向（左
方向）です」と音声案内されます。）

道路形状を案内する

踏切・合流道路・急カーブ・レーン数
減少※の道路形状案内地点に近づく
と、地図右上に案内マークが表示さ
れ、音声案内されます。踏切案内マー
クは地図上にも表示されます。
※ 都市高速道路走行中のみ案内されます。

道路形状案内が設定できます。
（→P.179）

道路形状案内マークについて

形　状 案内マーク

踏切

合流道路

急カーブ

レーン

レーン数
減少

右折・左折
専用 なし

右折・左折専用レーン案内の例

警 告

道路形状案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路標識・標示や道
路状況に注意し、安全運転に心がけてくだ
さい。
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 1/5 千図～ 1/8 万図の地図で表示する
ことができます。（全ルート図表示画面を
除く）

知 識
● 地図データに情報のない地点では、道路形状
案内は行われません。

● 以下のようなときは、道路形状案内が行われ
ない場合があります。
･ 目的地案内開始直後
･ 再探索直後
･ 目的地周辺

● 現在地から道路形状案内地点までの距離が
短い、道路形状案内地点近くで分岐が連続す
るなど、周辺の道路状況によっても、案内が
行われない場合があります。

● 道路形状案内は、遅れたり早くなることがあ
ります。

● 次の道路形状案内マークが表示されている
地点が短いときは、続けて道路形状案内が行
われます。

事故多発地点を案内する

交通事故が多発している地点を案内
させることができます。

事故多発地点案内のする／しないを設
定できます。（→P.180）

一般道路上での案内マークにつ
いて

交通事故が多発している地点に、 が
表示されます。

高速道路上での案内マークにつ
いて

交通事故が多発している地点に近づく
と、地図右上に が表示され、音声案
内されます。

警 告

事故多発地点案内はあくまでも補助機能で
す。
案内を過信せず、常に道路標識・標示や道
路状況に注意し、安全運転に心がけてくだ
さい。
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逆走を検知した場合、「ポーン、逆走のお
それがあります。進行方向をご確認くださ
い。」と音声案内されます。

※ サービス対象道路は、都市間高速道路・都
市高速道路・一部の有料道路の本線および
IC・JCT・SA・PA 施設です。

逆走注意案内をする

サービス対象道路※にて、逆走状態を
検知し、画面表示と音声で案内を行う
ことができます。

逆走注意案内のする/しないを設定でき
ます。（→ P.179）

警 告

逆走注意案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路標識・標示や道
路状況に注意し、安全運転に心がけてくだ
さい。

知 識
● 以下のようなときは、逆走注意案内が行なわ
れない場合があります。
･ サービス対象道路以外を走行している場
合

･「本線、または本線に繋がる区間での U
ターン、SA・PA 進入路からの逆走」以
外の方法で逆走する場合（一般道から高
速道出口へ進入し逆走する場合など）

･ ナビゲーション、またはナビゲーション
の各種センサが故障している場合

･ ナビゲーションが、サービス対象道路を
走行中であることを特定できていない場
合

･ 地図データに情報のない道路を走行して
いる場合

･ 急激な回転をした場合
･ 自車位置補正、方位補正が行われた直後
･ 地図更新が行われた直後
･ 料金所付近を走行している場合
･ 本線への合流区間が短い場合
･ スマート IC付きSA・PA、その他特定の
SA・PAである場合

● 以下のようなときは、誤って逆走注意案内が
行なわれる場合があります。
･ 地図データに情報のない道路を走行して
いるときにUターン動作をした場合

･ 自車位置マーク の位置が正しくない
場合

･ 料金所手前などの U ターンが禁止されて
いる場所で、逆走とはならない U ターン
を行った場合

･ SA・PA 内で交通規制に従わない走行を
行った場合（SA・PA 内での一方通行違
反等）

･ 重大事故発生時などの警察・道路管理会
社の誘導によりUターンを行った場合
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学校の周辺であることを案
内する

学校に近づくと、地図右上に が表
示され、音声案内されます。

学校存在案内のする／しないを設定で
きます。（→P.180）

案内できる学校について

全国の小学校・中学校・養護学校（聾
学校・盲学校含む）・外国人学校※の小
学校・中学校。
※ 専有校舎物件のみ。

警 告

学校存在案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路標識・標示や道
路状況に注意し、安全運転に心がけてくだ
さい。

知 識
● 以下のようなときは、学校存在案内が行われ
ない場合があります。
･ 地図データに情報のない地点
･ 土曜日、日曜日
･ 午後7 時～午前7 時
･ 自宅登録時の自宅周辺
･ 一部の有料道路や自動車専用道路を走行
中

● 以下のようなときは、音声案内が行われない
場合があります。
･ 案内表示中に別の学校に近づいたとき
･ 他のナビ音声案内などと重なるとき
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DSSS 機能は販売店装着オプションのビーコンユニットを装着したときのみ作動し
ます。
DSSS は警察庁が推進しているプロジェクトです。2011 年 7 月より、東京都と神
奈川県の交差点でサービスが始まり、順次全国展開される予定です。
本サービスの対象交差点などのDSSS プロジェクトに関するお問い合わせについて
は、「VICS・DSSS について問い合わせをする」（→P.224）をご覧ください。
DSSS に関する規格は、一般社団法人UTMS協会によって策定されています。また、
DSSS のシステム定義はDSSS 有識者懇談会によって策定されています。
本製品はそれらに基づいて作られています。

DSSS（Driving Safety Support Systems）運転支援機能
を使用する

DSSS（Driving Safety Support Systems）は、ドライバーの認知・判断の
遅れや誤りによる交通事故を未然に防止することを目的とするものです。
見通しの悪い周辺の状況や、信号または標識などの交通管制情報を、道路上に設
置された DSSS 用光ビーコンから受信し、車の走行状態や受信情報から、必要
に応じてドライバーに周辺の危険要因に対する注意を促すシステムです。

DSSS では、次のような案内・注意喚起を行ないます。
（1）信号待ち発進準備案内
（2）前方停止車両存在案内
（3）わき道車両存在案内

警 告

● DSSS はあくまでも補助機能です。
案内・注意喚起を過信せず、常に道路標識・表示や道路状況に注意し、安全運転に心がけてくだ
さい。
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知 識
● 運転支援情報を受信したときは、ナビゲーション画面の右上に案内マークが表示されます。
● ナビゲーション画面の右上に表示される案内マークは、一定時間経過または支援対象区間通過後
に消えます。

● 表示中の画面によっては、案内マークが表示されない場合があります。
● 以下のような場合は、DSSS 機能が作動しないことや、案内・注意喚起の内容が実際の道路状況
と異なる場合があります。
･ ビーコンユニットの上に物を置いたり、窓が汚れたりして、DSSS 用光ビーコンとの通信が
遮られたとき

･ DSSS 用光ビーコンに木の葉や雪などが付着して、通信が遮られたとき
･ 雨天時等、ワイパーが作動してDSSS 用光ビーコンの通信が遮られたとき
･ DSSS 用光ビーコンやビーコンユニットに太陽光などが差し込んだとき
･ DSSS 用光ビーコンの通信エリアに駐停車車両があり、通信できないとき
･ DSSS 用光ビーコンの通信エリアに他の車両と並走して進入したとき
･ DSSS 用光ビーコンや感知器、信号機など路側装置の機器メンテナンス作業や故障などによっ
て、通信ができないとき、または誤った情報が車載機に提供されたとき

･ DSSS 用光ビーコン通過時の速度が著しく速いとき
･ DSSS 用光ビーコンの近くに他の光ビーコンが設置されているとき
･ DSSS 用光ビーコンヘッドの向きが変わってしまっているとき（台風等）
･ 車両始動直後にDSSS 用光ビーコンを通過したとき
･ 車載機に故障等があり、受信した情報を正しく処理できないとき
･ システムの誤差などでナビゲーションが現在地を特定できないとき
･ 遅い速度で走行しているとき
･ サービス対象地点の地図データがないとき
･ 自車位置が特定できないとき
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■信号待ち発進準備案内を再表示する信号待ち発進準備案内をする

赤信号で停車したとき、信号待ち時間
の目安をナビゲーション画面に表示
します。
待ち時間が短くなると、周囲の状況確
認を促すメッセージを表示します。
待ち時間が十分にある場合

待ち時間が少ない場合

 [表示解除] にタッチすると、信号待ち時
間表示を消すことができます。

信号待ち発進準備案内のする/しないを
設定できます。（→P.179）

知 識
● 以下のようなときは、信号待ち発進準備案内
が作動しない、または実際の信号表示と異な
る場合があります。
･ 停車時点で赤信号の待ち時間が少ないと
き

･ 信号機に矢印信号が点灯しているとき
･ 信号機の制御方式等により、DSSS 用光
ビーコンから送信される信号情報が不確
定なとき

非表示にした信号待ち時間表示を、再
度表示させることができます。

地図画面

1 ［表示変更］にタッチ。

2 ［信号待ち発進準備案内］にタッチ。
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前方停止車両存在案内をする

前方が見えにくい場所に停止車両ま
たは低速車両が存在する場合、案内
マークと、音声で「ポーン、この先、
前方の車にご注意ください」と案内を
行ないます。

前方停止車両存在案内のする/しないを
設定できます。（→ P.179）

知 識
● 以下のようなときは、前方停止車両存在案内
が作動しない、または実際の道路状況と異な
る場合があります。
･ DSSS 用光ビーコンを通過後、支援対象
地点に進むまでに、停止車両や渋滞など
の状況が変化し、受信した検知情報が実
際の交通状況と異なるとき

･ 停止車両がセンサーの検知範囲外に存在
しているとき

･ 車両を検出する路上に設置されたセン
サーが、車両の特徴や環境条件、経年変
化などによって、車両の未検知や誤検知
を起こすとき

わき道車両存在案内をする

見通しが悪い交差点のわき道に車が
存在する場合、案内マークと、音声で
「ポーン、この先、わき道からの車に
ご注意ください」と案内を行ないま
す。

わき道車両存在案内のする/しないを設
定できます。（→ P.179）

知 識
● 以下のようなときは、わき道車両存在案内が
作動しない、または実際の道路状況と異なる
場合があります。
･ DSSS 用光ビーコンを通過後、支援対象
地点に進むまでに、前方のわき道に存在
する車両の状況が変化し、受信した検知
情報が実際の交通状況と異なるとき

･ 車両がセンサーの検知範囲外に存在して
いるとき

･ 路上に設置された車両を検出するセン
サーが、車両の特徴や環境条件、経年変
化などによって、車両の未検知や誤検知
を起こすとき
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代表例として、以下のような情報が提供
されます。

合流してくる車両の存在を、合流部の手
前で音声や画面表示で案内します。

見通しの悪いカーブの先の停止車両や
渋滞情報をカーブへの進入前に音声や
画面表示で案内します。

ITS スポットサービス
（DSRC）安全運転支援案内

見通しの悪いカーブの先の渋滞や合
流車の接近等を、高速道路等に設置さ
れた ITS スポットサービス（DSRC）
路側無線装置から受信して、音声と画
面で案内させることができます。

 ITSスポット安全運転支援案内のする／
しないを設定することができます。
（→P.179）
 ITS スポットサービス（DSRC）安全

運転支援案内は、ITS スポット対応
DSRC ユニットを装着しているとき
に行われます。ITS スポット対応
DSRC ユニットについては、ITS ス
ポット対応DSRCユニットに同梱の
取扱書をご覧ください。

合流支援情報提供について

前方障害物情報提供について

ポーン 左から合流車、注意

警 告

ITS スポットサービス（DSRC）安全運転
支援案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路状況に注意し、
安全運転に心がけてください。

知 識
● 以下のようなときは、ITSスポットサービス
（DSRC）安全運転支援案内が行われない場
合があります。
･ アンテナ付近に障害物があるとき
･ 大型車と並んで走行しているとき
･ 他のナビ音声案内、画面表示などと重な
るとき

･ 低速度で走行しているとき
･ 自車位置が正確に特定できないとき
･ ITSスポットサービス（DSRC） 路側無線
装置が稼動していないとき

● 表示させている画面により、画面表示がされ
ないことがあります。

● 音声や画面表示は実際の ITS スポットサー
ビス（DSRC）路側無線装置から提供される
ものと異なることがあります。

● ITSスポットサービス（DSRC）安全運転支
援案内（合流支援情報提供および前方障害物
情報提供等）の表示時間は調整することがで
きません。

● ITSスポットサービス（DSRC）安全運転支
援案内（合流支援情報提供および前方障害物
情報提供等）情報については、「VICS につ
いて問い合わせをする」（→P.224）をご覧
ください。

ポーン この先渋滞、追突注意
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季節規制区間を表示する

長期間に渡り規制される区間（冬期通
行止めになる道路など）を含むルート
が探索されたときは、全ルート図表示
画面にルートが  （橙色）で表示
されます。また、このとき、画面にメッ
セージを表示させることができます。

季節規制メッセージ表示のする／しな
いを設定できます。（→ P.177）

季節規制区間を迂回するルートを探索
したいとき
「季節規制区間の迂回ルートを探索

する」（→P.149）

知 識
● 地図データに情報のない規制区間では、ルー
トの色はかわらず、メッセージも表示されま
せん。

走行した経路を表示する
（走行軌跡）

走行した道路を約 1000km 分保存
し、軌跡を表示することができます。

1 ［走行軌跡表示］にタッチ。

知 識
● 保存できる距離を超えて走行したときは、古
い軌跡を消去して、新しい軌跡を保存しなお
します。

● 1/2500 図 ～1/512 万図で表示すること
ができます。

走行軌跡

地図画面 →  → 表示変更 表示変更画面
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走行軌跡を消去する

1 ［走行軌跡解除］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

知 識
● 走行軌跡を表示していないときは、走行軌跡
の情報は保存されません。

地図画面 →  → 表示変更 表示変更画面

季節名所を表示する (シー
ズンレジャーランドマーク )

シーズンレジャーランドマーク（桜の
名所や紅葉の名所）を時期に合わせて
表示させることができます。

内　容 マーク

桜の名所

紅葉の名所

シーズンレジャーランドマーク表示の
する／しないを設定できます。
（→P.175）

知 識
● 地図データに情報のない名所は、表示されま
せん。

● 1/8 万図より詳細な地図で表示することが
できます。（全ルート図表示画面を除く）

● マークが表示される時期は、名所ごとに異な
ります。
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県境案内を表示する

都道府県境を通過したとき、地図右上
にその都道府県のマークが表示され、
音声案内されます。

県境案内のする／しないを設定できま
す。（→ P.175）

知 識
● 県境案内は、遅れたり早くなることがありま
す。

県境案内表示

ご当地グルメ施設を案内す
る

ご当地グルメ施設に近づくと、画面表
示と音声で案内させることができま
す。

ご当地グルメ近接案内のする／しない
を設定できます。（→ P.175）

知 識
● コンテンツデータ（→ P.113）に情報のな
い施設では、ご当地グルメ近接案内は行われ
ません。

画面切り替え時に動画表現
をする

画面の切り替わるスイッチにタッチ
したときや、画面外の  にタッチ
したとき、アニメーションのように表
現されて画面を表示することができ
ます。

画面切り替え時の動画表現のする／し
ないを設定できます。（→P.178）

知 識
● 動画表現することのできない画面もありま
す。

MAP
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3. 高速道路・都市高速道路を表示する

選ばれる施設が切り替わります。
施設を選んだとき、［現区間］にタッチす
ると、現在地から最寄りの施設が選ばれま
す。

ハイウェイモードについて

高速道路（都市高速を除く）にはいる
と、自動的にハイウェイモード表示に
切り替わります。
目的地案内中は、都市高速や有料道路
にはいっても、自動的にハイウェイ
モード表示に切り替わります。

1 ［▲］、［▼］または施設名称（IC・
SA・PA）にタッチ。

表示 機能

道路名称表
示

最寄りまたは選んだ施
設の道路の名称を表示。

施設名称表
示

施設の名称を表示。
（目的地案内をさせてい
ないときは、最大 10 カ
所まで）

距離表示 現在地からの距離を表
示。

通過予想時
刻表示 通過予想時刻を表示。

VICS 
記号・表示
（→P.227）

VICS・交通情報を受信
したとき表示。
「VICS・交通情報の表
示設定」（→ P.213）
で、「一般道のみ」に
設定しているときで
も、VICS・交通情報を
表示できます。

設備マーク
表示

施設（SA・PA のみ）に
ある設備を、ガソリンス
タンドを除き最大 6 つ
まで表示。
ガソリンスタンドは
先頭に表示されます。

６つ以上の設備があ
るときは、表示されな
い設備マークがあり
ます。
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※固有のロゴマークが表示されます。

ハイウェイモードにもどすとき
［高速略図表示］にタッチ。

記号 内容

　　ー※ ガソリンスタンド

レストラン

ドラッグストア

仮眠休憩施設

お風呂

キャッシュコーナー

ハイウェイ情報ターミナル

郵便ポスト

FAX サービス

ショッピングコーナー

休憩所

スナックコーナー

トイレ

ハイウェイオアシス

スマート IC（ETC専用
インターチェンジ）

知 識
● 反対車線の情報は表示されません。
● 通過予想時刻は設定した平均車速（→
P.138）から計算しているため、走行条件
などにより、多少の誤差が生じることがあり
ます。

● SA・PA にはいるなど、高速道路の本線か
らはずれたときは、ハイウェイモード表示が
解除されることがあります。

● 目的地案内中のとき、出口 IC・SA・PAまた
は分岐するJCT の手前では、高速分岐案内
画面（→P.99）が自動的に表示され、ハイ
ウェイモードが解除されます。JCT のとき
はその後、高速分岐案内画面が終了すると、
自動的にハイウェイモードに復帰します。

ハイウェイモード表示を解除す
る

1 ［高速略図解除］にタッチ。

地図画面 →  →  → 表示変更 地図表示

地図表示画面
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高速分岐案内画面にもどすとき
画面外の  にタッチ。

高速分岐案内を表示する

目的地案内中の地図表示画面で、現在
地がルート上にあり、高速道路を走行
しているとき、分岐点（出口 IC・SA・
PA・JCT）が近づくと、高速分岐案
内画面を表示させることができます。

表示 機能

分岐点
名称表示

IC の出口名称、SA・PA
名称または JCT の方面
名称を表示。

残距離
表示

分岐点までの距離を表
示。
（分岐点に近づくととも
に  が短くなります。）

残距離
デ ジ タ ル
表示

分岐点までの距離が数字
で表示されます。

知 識
● 地図データに情報のない分岐点では、高速分
岐案内画面は表示されません。また、高速分
岐案内画面が表示されても、分岐点名称表示
が表示されないことがあります。

● 分岐点名称表示、車線数が実際の分岐点と異
なることがあります。

● 以下のようなときは、高速分岐案内が行われ
ない場合があります。
･ 目的地案内開始直後
･ 目的地周辺

● 高速分岐案内画面は、遅れたり早くなること
があります。

● 次の分岐点が近いときは、続けて高速分岐案
内画面が表示されます。

高速分岐案内画面を解除する

1 ［拡大解除］にタッチ。

MAP
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4. 音声の設定を変更する

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

音声をOFF にするとき
［消音］にタッチ。

自動で１段階上がる設定にしているとき
は、作動表示灯が点灯します。

自宅を目的地に設定して、目的地に到着
したとき

「お疲れさまでした」

ナビゲーション画面が表示されるとき
「今日は○月○日○曜日です」

音量設定を変更する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［音量設定］にタッチ。

5 設定したい音量にタッチし、［完了］
にタッチ。

高速時、自動的に音量を大きく
する

車速が約 80km/h 以上になると、設
定した音量が自動的に 1 段階上がる
ようにすることができます。（車速が
約 70km/h 以下になると、もとの音
量に復帰します。）

MENU

1 ［高速時の自動音量切替］にタッチ。

2 ［完了］にタッチ。

ハートフル音声を発声する

通常の目的地案内中の音声案内とは、
異なった音声を出力させることがで
きます。

ハートフル音声の例

ハートフル音声のする／しないを
設定できます。（→P.176）

知 識
● 状況などにより異なった音声が出力された
り、他のナビ音声案内などと重なったとき
は、出力されないことがあります。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 → 

MENU 設定

音量設定 音量設定画面
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5. 地図を呼び出す

表示された画面で、地図の呼び出し方法を選びます。呼び出し方法の特徴について
は、表（→ P.102）をご覧ください。

地図を検索する

目的地の設定・目的地の追加・メモリ地点の登録・迂回メモリ地点の登録・販売
店の設定のときには、設定・登録する場所を、さまざまな方法により地図を呼び
出し、表示させることができます。

目的地の設定のとき

またはフリック操作

またはフリック操作

目的地の追加のとき

またはフリック操作

またはフリック操作

画面外の  → [ 目的地 ]→ MENU 目的地画面（→P.121）

ルート変更画面（→P.144） → 目的地・通過目的地の  → 追加

目的地追加画面（→P.145）
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目的地の設定と追加画面では、つぎの表にある方法で地図を表示することができま
す。

項目（スイッチ） 機能 ページ

名称
名称で検索した施設がある地点の地図を表示す
る。
入力した地名がある地域の地図を表示する。

P.106

住所 地名、番地で指定した地点または地域の地図を表
示する。 P.110

施設 さまざまなジャンルから検索した施設がある地
点の地図を表示する。 P.111

電話番号

電話番号で検索した施設がある地点の地図を表
示する。
入力した電話番号が使用されている地域の地図
を表示する。

P.112

コンテンツ

専用サイトからダウンロードしたコンテンツ
データを利用して検索した施設がある地点の地
図を表示する。
コンテンツデータを収録したSDメモリーカードを
挿入しているときのみ（→P.26）

P.113

WEB
車載機から直接インターネットWEB検索を行う。
 G-BOOK オンラインサービスを利用しているとき
のみ。（→P.560）

ー

メモリ地点
メモリ地点にタッチすると、その地点の地図を表
示する。
メモリ地点を登録しているときのみ。（→ P.154）

ー

ジャンル 現在地または目的地周辺などの施設がある地点
の地図を表示する。 P.115

Gで設定
ドライブプランやGメモリを目的地に設定する。
 G-BOOK オンラインサービスを利用しているとき
のみ。（→P.558）

ー

先程の地図 地図を呼び出す画面にする前にご覧になってい
た地図を表示する。 ー

マップコード 入力したマップコードが使用されている地域の
地図を表示する。 P.116
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特別メモリに行く［1］/
［2］/［3］/［4］/［5］

特別メモリ地点を目的地としてルート探索を開
始する。
特別メモリ地点を登録しているときのみ。
（→P.152）
目的地の設定を行うときのみ。

ー

特別メモリ周辺［1］/［2］
/［3］/［4］/［5］

特別メモリ地点周辺の地図を表示する。
特別メモリ地点を登録しているときのみ。
（→P.152）
目的地の追加を行うときのみ。

ー

地点を受信
携帯電話を利用して、目的地情報を受信する。
 Bluetooth 携帯電話を車載機に登録しているとき
のみ。（→P.492）

P.116

履歴

目的地履歴（過去に設定した目的地）の地点の地
図を表示する。
目的地履歴が登録されているときのみ。
（→P.117）
前回目的地案内を行ったときの出発地点の地図
を表示する。
一度目的地案内を行ったときのみ。

P.117

自宅に帰る

自宅を目的地としてルート探索を開始する。
自宅を登録していない場合は、ここから登録するこ
とができる。（→P.151）

目的地の設定を行うときのみ。

ー

自宅周辺
自宅周辺の地図を表示する。
自宅を登録しているときのみ。（→ P.151）
目的地の追加を行うときのみ。

ー

項目（スイッチ） 機能 ページ
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※画面はメモリ地点の登録時のものです。
迂回メモリ地点の登録・販売店の設定の
ときも表示される項目は同じです。

自宅、メモリ地点編集のとき※

画面外の  →  →『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  →  → 
画面外の  →  →『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  →  → 
画面外の  →  →『ナビ』に切り替え（→P.38） → 

 →  →  → 
画面外の  →  →『ナビ』に切り替え（→P.38） → 

 →  →  → 

画面外の  →  →『メンテナンス』に切り替え（→P.38） → 
 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 自宅 登録 自宅登録画面（→ P.151）

MENU 設定

メモリ地点登録編集 特別メモリ 登録 特別メモリ登録画面（→P.152）

MENU 設定

メモリ地点登録編集 メモリ地点 登録 メモリ地点登録画面（→ P.154）

MENU 設定

メモリ地点登録編集 迂回メモリ 登録 迂回メモリ登録画面（→P.155）

MENU 設定

項目設定 販売店設定 販売店設定画面（→P.184）
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目的地の設定と追加以外の地図呼び出し画面では、つぎの表にある方法で地図を表示
することができます。

項目（スイッチ） 機能 ページ

現在地周辺 現在地周辺の地図を表示する。 ー

目的地履歴

目的地履歴（過去に設定した目的地）の地点の地
図を表示する。
目的地履歴が登録されているときのみ。
（→P.117）
前回目的地案内を行ったときの出発地点の地図
を表示する。
一度目的地案内を行ったときのみ。

P.117

名称
名称で検索した施設がある地点の地図を表示す
る。
入力した地名がある地域の地図を表示する。

P.106

住所 地名、番地で指定した地点または地域の地図を表
示する。 P.110

施設 さまざまなジャンルから検索した施設がある地
点の地図を表示する。 P.111

電話番号

電話番号で検索した施設がある地点の地図を表
示する。
入力した電話番号が使用されている地域の地図
を表示する。

P.112

WEB
車載機から直接インターネットWEB検索を行う。
 G-BOOK オンラインサービスを利用しているとき
のみ。（→P.560）

ー

メモリ地点
メモリ地点にタッチすると、その地点の地図を表
示する。
メモリ地点を登録しているときのみ。（→ P.154）

ー

ジャンル 現在地または目的地周辺などの施設がある地点
の地図を表示する。 P.115

先程の地図 地図を呼び出す画面にする前にご覧になってい
た地図を表示する。 ー

マップコード 入力したマップコードが使用されている地域の
地図を表示する。 P.116

特別メモリ周辺
特別メモリ地点周辺の地図を表示する。
特別メモリ地点を登録しているときのみ。
（→P.152）

ー
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■ひらがな入力

入力するごとに、検索される施設名称の件
数が表示されます。

漢字・カタカナ・英数字・記号で入力する
とき
［漢字入力］にタッチ。

入力方法について
「名称／読み検索時の入力」
（→P.44）

間違えたとき［修正］にタッチ。
検索された施設名称または地名の全国リ
スト画面が表示されます。（→ P.108）

選択した地名の地図が表示されます。
詳細がわからないとき
［○○主要部］にタッチし、広域図を表

示。

名称で地図を検索する

施設名称または地名を入力し、地図を
呼び出すことができます。
また全国リスト画面（→ P.108）に
表示された件数が多い場合は、エリア
（→ P.109）・ジャンル（→ P.110）
を指定することにより件数を絞り込
むことができます。

知 識
● 入力中に検索先の候補が５件以下になり、約
10 秒以上操作しなかったときは、自動的に
その時点で入力した文字から検索された施
設名称の全国施設リスト画面が表示されま
す。

名称の読みで検索する

1 名称を入力し、［検索］にタッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 → 名称 名称／読み検索画面

住所一覧から検索する

地名で検索した場合、住所一覧が表示
され、さらに絞り込み検索が可能にな
ります。

1 ［住所一覧］にタッチ。

2 地名にタッチ
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［読み入力］にタッチすると、入力してい
た文字は消去され、「ひらがな入力」（→
P.106）の画面にもどります。

間違えたとき［修正］にタッチ。

■ひらがな・漢字入力

変換の方法について
「漢字変換」（→ P.44）

検索された施設名称または地名の全国リ
スト画面が表示されます。（→ P.108）

周辺住所から検索する

住所一覧検索時に該当する住所がな
かった場合、周辺住所が表示され、周
辺住所での検索が可能になります。

1 ［周辺住所］にタッチ。

2 番地にタッチ。

名称の文字入力で検索する

名称読み入力に比べ、検索する施設名
称または地名の件数を絞り込むこと
ができます。

1 ［かな］にタッチし、入力画面を切
り替える。

2 名称を入力し、［変換］にタッチ。

3 ［検索］にタッチ。（2の画面）

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 →  → 名称 漢字入力

名称／文字検索画面
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■カタカナ、英数字・記号入力

検索された施設名称または地名の全国リ
スト画面が表示されます。（→ P.108）

選択した施設の地図が表示されます。
エリア（→ P.109）またはジャンル（→
P.110）を指定することにより、リストに
表示されている施設名称または地名を絞
り込むことができます。

同じ施設名称、または施設名称に複数の店
舗（チェーン店など）があるときは、まと
めてリストに表示されます。この場合、施
設名称の右側に検索された施設の件数が
表示されます。

まとめて表示されたリストにタッチした
とき
施設名称にタッチ。
･ 施設名称のリストは、以下の 2 種類の表
示方法があります。［ソート］にタッチす
ると、表示する順序を切り替えることがで
きます。

1 ［カナ］または［英数字］にタッチ
し、入力画面を切り替える。

2 名称を入力し、［検索］にタッチ。
カタカナ入力時

英数字・記号入力時

全国リストから検索する

1 表示させる施設名称または地名に
タッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 →  →  → 名称 （名称入力） 検索

全国リスト画面
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※検索された施設名称または地名の件数
が多い場合は、距離順に表示できない場
合があります。

■住所選択時

リスト画面にもどすとき
［全エリア］にタッチ。

都道府県を指定してリスト画面を表示す
るとき
［○○全域］にタッチ。

■地域選択時

リスト画面にもどすとき
［全エリア］にタッチ。

スイッチ 並べ方

※ から近い施設または地
名の順

50音順

エリア別に絞り込む

エリアを指定して、施設名称または地
名を絞り込むことができます。

1 ［エリアで絞る］にタッチ。

2 エリアの指定方法を選択する。

次の3 通りの方法で、エリアを指定するこ
とができます。

距離順

名称順

スイッチ 項　目 ページ

住所で絞り込む P.109

地域で絞り込む P.109

周辺で絞り込む P.110

住所

地域

周辺

1 都道府県名にタッチ。

2 市区町村名にタッチ。

1 地域名にタッチ。

全国リスト画面（→P.108） → 
 →  → エリアで絞る 住所

住所リスト画面

全国リスト画面（→P.108） → 
 →  → エリアで絞る 地域

地域リスト画面



110

2. 地図画面を操作する

5. 地図を呼び出す

AW   

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

■周辺選択時

リスト画面にもどすとき
［全エリア］にタッチ。

目的地を複数設定してある場合、
［目的地周辺］にタッチしたとき
目的地にタッチ。

リスト画面にもどすとき
［全ジャンル］にタッチ。

地名を入力したときは、［その他］→［住
所］の順にタッチすると、地名のリストが
表示されます。

［○○主要部］にタッチすると、広域図が
表示されます。

入力した番地に、
･ 該当する住所があるときは、その住所付近
の地図が表示されます。

･ 該当する住所がないときは、その丁目（字）
の広域図が表示されます。

間違えたとき［修正］にタッチ。

1 ［現在地周辺］、［先程の地図］また
は［目的地周辺］にタッチ。

施設のジャンル別に絞り込む

ジャンルを指定して、施設名称または
地名を絞り込むことができます。

1 ［ジャンルで絞る］にタッチ。

2 施設のジャンル → さらに詳細な施
設のジャンルの順にタッチ。

全国リスト画面（→P.108） → 
 →  → エリアで絞る 周辺

周辺リスト画面
知 識

● 施設によっては、表示された地点が必ずしも
正確な所在地となっているとは限らず、所在
地の住所を代表する地点が表示されること
があります。

住所で地図を検索する

1 都道府県名→市区町村名→町名→
丁目（字）の順にタッチ。

2 ［番地指定］にタッチ。

3 番地を入力し、［検索］にタッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 → 住所 住所検索画面
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表示されている以外のジャンルを表示す
るとき
［その他］にタッチ。

［その他］にタッチしたとき
施設のジャンルにタッチ。

さらに市区町村名（または路線名・販売会
社名）が表示されることがあります。この
とき、同様に市区町村名（または路線名・
販売会社名）にタッチします。

施設のジャンルによっては、全国施設リス
トがあります。
このとき、全国施設リスト画面から、施設
名称を選び、地図を表示させることができ
ます。
［全国の○○］にタッチすると、全国施設
リスト画面になり、全国の施設名称が50
音順に表示されます。

周辺住所から検索する

該当する住所がなかった場合、周辺住
所が表示され、周辺住所での検索が可
能になります。

1 ［周辺住所］にタッチ。

2 番地にタッチ。

施設で地図を検索する

1 施設のジャンルにタッチ。

2 都道府県名（路線名）にタッチ。

3 施設名称にタッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 → 施設 施設検索画面



112

2. 地図画面を操作する

5. 地図を呼び出す

AW   

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

市外局番から入力します。
入力した番号に該当する施設があるとき
は、その施設付近の地図が表示されます。

入力した番号が以下のとき、市外・市内局
番が使用されている地域の地図が表示さ
れます。
･ 該当する施設がないとき
･ 個人住宅などのとき

間違えたとき ［修正］にタッチ。
同じ電話番号で複数の地点があるとき
施設名称にタッチ。

選択した地名の地図が表示されます。
詳細がわからないとき
［○○主要部］にタッチし、広域図を表

示。

電話番号で地図を検索する

1 電話番号を入力し、［検索］にタッ
チ。

住所一覧から検索する

地名で検索した場合、住所一覧が表示
され、さらに絞り込み検索が可能にな
ります。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 → 電話番号 電話番号検索画面

1 ［住所一覧］にタッチ。

2 地名にタッチ

周辺住所から検索する

住所一覧検索時に該当する住所がな
かった場合、周辺住所が表示され、周
辺住所での検索が可能になります。

1 ［周辺住所］にタッチ。

2 番地にタッチ。
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知 識
● 同じ名前の施設名称が、複数表示されること
があります。

● 施設によっては、表示された地点が必ずしも
正確な所在地となっているとは限りません。
また、以下のようなケースで一般情報誌など
とは異なった検索が行われることがありま
す。
･ デパートの美術館・アミューズメント
パークなどでは、問い合わせ先の場所と
所在地が離れていることがあります。こ
のような施設の電話番号を入力すると、
問い合わせ先の所在地の地図が表示され
ます。

･ 一般情報誌などではホール等の電話番号
として、管理会社の電話番号を記載して
いることがあります。このような施設の
電話番号を入力すると、管理会社名が検
索され、その管理会社の所在地の地図が
表示されます。

● 施設の電話番号や所在地、名前などは1 年間
で数万件が変化します。この点に留意してご
利用ください。

● 地図に表示される住所は、隣接する地名が表
示されることがあります。また、表示される
電話番号は途中で切れていることや省略さ
れていることがあります。

● 収録されていない電話番号を入力して表示
させた地図の地点は、目的地の設定などをし
た時点で自動的に記憶されます。次回、同じ
番号を入力すると記憶された地図が表示さ
れます。
記憶できる件数をこえたときは、古いものか
ら自動的に消去されます。

コンテンツデータから地図
を検索する

SD メモリーカードに収録している３
種類（イベント情報、ご当地グルメ、
ぐるなび／ホットペッパー）のコンテ
ンツデータから施設を検索すること
ができます。コンテンツデータは、パ
ソコンの専用サイトからダウンロー
ドします。
また、条件（→ P.114）を指定する
ことにより件数を絞り込むことがで
きます。

知 識
● コンテンツデータのダウンロードサービス
は、2015年4月までご利用いただけます。

● 車載機で使用できるSDメモリーカードにつ
いては、「SDメモリーカードについて」（→
P.30）をご覧ください。SD スピードクラ
スについては、Class2以上に対応していま
す。

コンテンツデータを準備する

1 パソコンの専用サイト（http://
toyota.jp/dop/navi/update/）の
案内にしたがってデータをダウン
ロードする。

2 データを SD メモリーカードにコ
ピーする。

3 SDメモリーカードを車載機に挿入
する。（→P.26）

知 識
● ダウンロードしたデータをSDメモリーカー
ドにコピーする際は、SDメモリーカードの
ROOTフォルダに保存してください。
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ジャンルやエリア、予算からリストに表示
されている施設名称を絞り込むことがで
きます。（→P.114）

［情報］にタッチすると、施設の詳しい情
報が表示されます。

条件を追加したいとき
「検索条件を追加する」（→ P.114）

検索条件を解除したいとき
［指定解除］にタッチ。

［情報］にタッチすると、施設の詳しい情
報が表示されます。

■検索条件を追加する

コンテンツリストから検索する

1 コンテンツ名にタッチ。

2 施設名称にタッチ。

条件を指定して検索する

1 ［絞り込み］にタッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 → コンテンツ コンテンツ検索画面

地図の呼び出し画面（→P.101）→ 
 →  → コンテンツ （コンテンツ選択）

コンテンツ名称画面

2 ［ジャンル］、［エリア］、または［予
算］にタッチ。

3 条件を指定する。

4 ［検索］にタッチ。

5 施設名称にタッチ。

1 ［追加条件］にタッチ。

2 追加したい条件を選択し、［完了］に
タッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 →  → 

 → 

コンテンツ （コンテンツ選択）

絞り込み 絞り込み条件設定画面
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 5 つまで選択することができます。
間違えたとき
［選択解除］または選択済みの施設の

ジャンルにタッチ。

［ソート］にタッチすると、表示する順序
を切り替えることができます。

［住所指定］にタッチすると、住所から施
設を検索したい地域を選択することがで
きます。
･ 選択方法について
「住所で地図を検索する」（→P.110）

手順 1へ。

ジャンルで地図を検索する

現在地または目的地周辺など施設を
検索するエリアを変更し、変更したエ
リア周辺の施設を検索することがで
きます。

1 施設のジャンル→さらに詳細な施
設のジャンルの順にタッチし、［検
索］にタッチ。

2 施設名称にタッチ。

スイッチ 並べ方

または から近い施設の
順

施設の記号の種類順

知 識
●［ルート沿い考慮］にタッチすると、ルート
沿いの施設のみリストに表示されます。
（→P.82）

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 →ジャンル ジャンル検索画面

距離順

種類順

検索するエリアを変更する

施設を検索するエリアを変更するこ
とができます。

1 ［エリア］にタッチ。

2 施設を検索したい地域にタッチ。

3 ［セット］にタッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 →ジャンル ジャンル検索画面
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間違えたとき［修正］にタッチ。

通信を中止したいとき
［中止］にタッチ。

位置情報を取得するとメッセージが表示
されます。

マップコードで地図を検索
する

マップコード※とは、特定の位置の位
置データをコード化し、1 ～ 13 桁の
番号でその場所を特定することがで
きるものです。従来は、住所などを
使って、特定の場所を表現していまし
たが、住所では特定できないところも
特定することができるようになりま
す。
※「マップコード」は、株式会社 デンソー

の登録商標です。

1 マップコードを入力し、［検索］に
タッチ。

知 識
● マップコードについては、以下のホームペー
ジで紹介されていますので、そちらをご覧く
ださい。
http://www.e-mapcode.com

● マップコードは、メモリ地点を登録すると、
地点編集画面に表示されます。（→P.150）

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 → マップコード マップコード検索画面

携帯電話で地図を検索する

Bluetooth 携帯電話で検索した施設
の位置情報や、受信したメールに含ま
れている待ち合わせ場所の情報を車
載機へ送信して、その場所の地図を呼
び出すことができます。
本機能を使用するためには、専用のア
プリケーションを携帯電話にダウン
ロードする必要があります。車載機で
動作確認済みの機種、携帯電話の設定
や利用方法については、次の方法でご
確認ください。
・各携帯電話会社へのお問い合わせ
・携帯電話のパンフレット
・専用カタログ
・トヨタのホームページ

警 告

運転者が走行中に携帯電話を使用すること
は法律で禁止されています。安全のため、走
行中の操作は絶対に行わないでください。

1 携帯電話から位置情報を送信する。

画面外の  →  →
 → 

MENU BTナビ

地点を受信 地点を受信画面
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［前回出発地］にタッチすると、前回目的
地案内させたときの出発地点の地図が表
示されます。

目的地履歴を消去するとき
［履歴消去］にタッチ。

すべての目的地履歴を選択するとき
［全選択］にタッチ。

地図呼び出し画面からも履歴を消去する
ことができます。

知 識
● 車載機に登録された Bluetooth 携帯電話の
み使用することができます。（→P.492）

● 同乗者が携帯電話を操作する場合、ハンズフ
リー（→ P.493）に接続中の携帯電話から
走行中は地点を受信することはできません。

● 送信中にエンジンスイッチを OFF(LOCK)
にした場合、送信が中止されます。その場
合、エンジンスイッチを ACC、または ON
にして再度操作します。

● 送信中に車載機を操作したり、他の画面に切
り替わった場合、送信が中止されます。

● データ送信中は、Bluetoothオーディオ（→
P.374）やハンズフリー（→P.485）の接
続が切断されます。その場合、送信が終了す
ると、再接続されます。（機種により、再接
続できないことがあります。）

● 表示される地図は、携帯電話で送信した位置
情報とずれる場合があります。

履歴で地図を検索する

1 希望の目的地履歴にタッチ。

地図の呼び出し画面（→P.101） → 
 → 履歴 履歴検索画面

目的地履歴を消去する

目的地を設定した地図の地点は、自動
的に記憶され、目的地の設定のときな
どに、地図を呼び出すことができま
す。（最大100 カ所まで）100 カ所
をこえたときは、古いものから自動的
に消去されますが、不要な目的地を選
択して消去することもできます。

1 ［目的地履歴の消去］にタッチ。

2 地点名称にタッチ。

3 ［消去］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面
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6. 検索した地図を操作する

1 にタッチして、地図を動かす。

1 ［情報］にタッチ。
呼び出した地図の地点により、表示される
画面が異なります。

簡易情報表示

情報付き施設表示

画面をスクロールするとき
  にタッチ。

［○○］（［住所］・［写真］など）にタッチ
すると、それぞれの情報が書かれている部
分に画面を移動します。

携帯電話から受信した情報の施設表
示

詳細な情報が表示したいとき
［詳細情報］にタッチ。

ピンポイント検索について

地図を呼び出したとき、施設によって
は、ピンポイント検索されます。

知 識
● 検索された施設に、詳細な情報があるとき
は、検索された施設の地点に が表示され
ます。

● 携帯電話で地図を呼び出した場合、［ ］が
表示されません。

地図の位置を変更する

施設の内容を表示する

ピンポイント検索されたとき

ピンポイント検索されなかっ
たとき

知 識
● 施設によっては、内容が表示されない施設も
あります。

知 識
● 詳細情報は、コンテンツにより表示できない
場合があります。
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提携駐車場のリストが表示されます。
［提携 P］にタッチしても、駐車場が検索
されないことがあります。

選択した駐車場の地図が表示されます。

専用駐車場は  （青色）、提携駐車場は
 （緑色）で表示されます。

提携駐車場を検索する

検索された施設（デパート・ホテルな
ど）と提携している駐車場を表示させ
ることができます。

1 ［提携P］にタッチ。

2 駐車場名称にタッチ。

知 識
● 地図データに情報のない駐車場は、検索され
ません。

● 施設によっては、駐車場が検索されない施設
もあります。

● 検索される駐車場は、設定した車両情報（→
P.138）により異なります。また、車両寸
法が設定されていないときは、車両寸法を考
慮せずに、駐車場が検索されます。



120

AW   

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

3. 目的地までの案内

1. 目的地案内

まずはじめに、
①目的地を設定します。
目的地をもう1 カ所追加したいときは、
②目的地の追加をご覧ください。
希望のルートでなかったときは、
③入口 IC の指定・④出口 IC の指定・⑤通過道路の指定をご覧ください。

目的地案内について

目的地案内では、目的地の設定のしかた、目的地への案内のしかた、ルートの変
更のしかたについて説明しています。

ルート変更は、他にも方法があります。（→P.144 ～ P.148）

②目的地の追加
（→P.145） ⑤通過道路の指定

（→P.147）

④出口IC の指定
（→P.146）

①目的地の設定
（→P.121）

③入口IC の指定
（→P.146）

現在地
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2. 目的地を設定してルートを探索する

［目的地］にタッチしても切り替えること
ができます。

 の位置に目的地が 記号で表示され、
ルート探索が開始されます。（→ P.125）

 の位置に目的地が 記号で表示され、
ルート探索が開始されます。（→ P.125）

目的地の設定について

知 識
● 1/8 万図より詳細な地図で、目的地の設定
をすることができます。

● 目的地を設定した地図の地点は、自動的に記
憶され、目的地の設定のときなどに、地図を
呼び出すことができます。（最大 100 カ所
まで）100 カ所をこえたときは、古いもの
から自動的に消去されますが、不要な目的地
は、消去することもできます。（→P.117）

目的地画面から目的地を設定す
る

1 画面外の  にタッチ。

2 『目的地』にフリック操作で切り替
える。

3 地図の呼び出し方法を選び、目的地
を設定する地点の地図を表示する。
（→P.101、P.118）

4 ［目的地セット］にタッチ。

設定した目的地を消去するとき
「目的地を消去する」（→ P.124）

MENU

すでに目的地が設定されているとき
次のいずれかにタッチ。

［新規目的地］: 新しく目的地を設定する

［追加目的地］: 目的地を追加する※

※以降の設定方法について
 ｢目的地を追加する｣（→ P.145）手

順 4へ。

「地図画面から目的地を設定する」（→
P.121）で目的地を設定した場合は、一
番初めの目的地になり、ルート探索を開
始します。

地図画面から目的地を設定する

現在、表示させている地図に目的地を
設定することができます。

1 地図上にタッチし、［目的地セット］
にタッチ。

2 にタッチして、目的地を設定す
る位置に地図を動かし、［目的地
セット］にタッチ。
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［BTナビ］にタッチしても切り替えること
ができます。

通信を中止したいとき
［中止］にタッチ。

位置情報を取得するとメッセージが表示
されます。

 の位置に目的地が 記号で表示され、
ルート探索が開始されます。（→P.125） 

携帯電話から目的地を設定する

Bluetooth 携帯電話で検索した施設
の位置情報や、受信したメールに含ま
れている待ち合わせ場所の情報を車
載機へ送信して、目的地を設定するこ
とができます。
本機能を使用するためには、専用のア
プリケーションを携帯電話にダウン
ロードする必要があります。車載機で
動作確認済みの機種、携帯電話の設定
や利用方法については、次の方法でご
確認ください。
・各携帯電話会社へのお問い合わせ
・携帯電話のパンフレット
・専用カタログ
・トヨタのホームページ

警 告

運転者が走行中に携帯電話を使用すること
は法律で禁止されています。安全のため、
走行中の操作は絶対に行わないでくださ
い。

1 画面外の  にタッチ。

2 『BTナビ』にフリック操作で切り替
える。

3 ［地点を受信］にタッチ。

MENU

4 携帯電話から位置情報を送信する。

5 ［目的地セット］にタッチ。

知 識
● 車載機に登録された Bluetooth 携帯電話の
み使用することができます。（→P.492）
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全ルート図が表示されたあと、画面外の
 にタッチ、または走行を開始して約

3 秒以上経過したときは、自動的に目的地
案内を開始します。

［案内開始］に約 3秒以上タッチし続ける
と、デモが開始されます。（→ P.149）

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

自宅を目的地に設定する

1 ［自宅］にタッチ。

自宅が登録されていないときは

1 ［自宅］にタッチ。

2 自宅の登録方法を選択する。
次の3 通りの方法で、地図を呼び出すこと
ができます。

機能 ページ

現在地周辺 ー

目的地履歴 P.117

住所指定 P.110

3 ［セット］にタッチ。

4 ［自宅］にタッチ。（目的地画面）

画面外の  →［目的地］→ MENU

目的地画面

目的地案内を開始する

全ルート図表示画面（→P.126）

1 ［案内開始］にタッチ。

目的地案内を中止する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

MAP

MENU
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中止した目的地案内を再開するとき
画面外の  →［設定］→
『ナビ』に切り替え（→ P.38）→
［案内再開］の順にタッチ。

「ルート変更画面から目的地を消去する」

（→ P.146）手順 2へ。

 1カ所のみ設定されていたとき
「ルート変更画面から目的地を消去す

る」（→ P.146）手順 4へ。

「ルート変更画面から目的地を消去する」

（→ P.146）手順 4へ。

4 ［案内中止］にタッチ。

知 識
● 目的地案内を中止しても、目的地は消去され
ません。

目的地を消去する

次の3 通りの方法で、目的地を消去す
ることができます。

消去方法 ページ

ルート変更画面から消去す
る P.146

目的地画面から消去する P.124

地図画面から消去する P.124

知 識
● 複数目的地を設定し、IC・通過道路（→
P.146）を指定しているときは、目的地を
消去すると、指定されている地点によって
IC・通過道路の指定が解除されることや、不
適切なルートが探索されることがあります。

MENU

目的地画面から目的地を消去す
る

1 ［目的地消去］にタッチ。

地図画面から目的地を消去する

1 地図上の消去したい目的地にタッ
チ。

2 ［情報］にタッチ。

3 ［消去］にタッチ。

画面外の  →［目的地］→ MENU

目的地画面
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ルート探索について

目的地の設定が終了すると、ルート探
索が開始されます。

知 識
● ルート探索中に、ほかの画面に切り替えて
も、探索は続けられています。

● 目的地までの距離が近すぎるときは、ルート
は表示されません。

● ルート探索が終了すると、全ルート図表示画
面（現在地から目的地までの全体ルート）に
なります。

● 高速道路や有料道路の IC・SA・PA 内など
でルート探索が行われると、その周辺の一般
道路から開始するルートが探索されること
があります。このときは、ルートの再探索
（→P.141）を行ってください。

ルート学習について

ルート探索時に、いつも通る道を考慮
したルートで案内させることができ
ます。
目的地案内中に、ルートとは異なる道
路を走行した場合にそのルートを学
習します。何度か同じように走行し、
学習が完了すると次のルート探索時
に学習したルートで案内させること
ができます。

ルート学習のする／しないを設定でき
ます。（→ P.177）

知 識
● ルート学習する区間に、一部でも幅5.5m 未
満の道路が含まれている場合は、ルート学習
をすることができません。（自宅登録時の自
宅周辺を除く）

● 学習した道が使われない場合もあります。
● 自車マーク が実際の道路と異なる場所に
表示されているときは、ルート学習ができな
い場合があります。（高速道路、またはバイ
パスのような高架道路と並行している道路
がある場合など。）

● ルート学習は、ルート探索時の推奨ルートに
反映されます。

● 地図データを更新した場合、道路の改良、新
規開通などの変化により、ルート学習が反映
されない場合があります。

ルート学習結果を消去する

1 ［ルート学習結果の消去］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 ルート系設定

ナビ詳細設定画面
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全ルート図が表示されたあと、画面外の  にタッチ、または走行を開始して約
3 秒以上経過したときは、自動的に目的地案内を開始します。
（→ P.123）

ルート検索後の全ルート図表示について

ルート探索が終了すると、全ルート図表示画面になります。

画面の表示について

表示はすべて最終の目的地までのものです。

表　示 機　能

IC 名称表示 一番最初に一般道路から有料道路に入る IC の名称が下に、一番
最後に有料道路から一般道路に出る IC の名称が上に表示される。

有料道路距離表示
目的地までに通るすべての有料道路の距離を表示する。
（有料道路を通らないときは、利用する主な道路の種類が表示さ
れます。）

料金案内

目的地までに通るすべての有料道路の料金を表示する。
（割引は考慮されません。また、有料道路を通らないときは、利
用する主な道路の距離が表示されます。）
目的地案内開始後に全ルート図表示画面を表示したときは、現
在地から目的地までに通る残りの有料道路の料金を表示する。

距離表示 目的地までの距離を表示する。

IC マーク 一番最初に一般道路から有料道路に入る IC と、一番最後に有料
道路から一般道路に出る IC の位置に表示する。

到着予想時刻表示
目的地への到着予想時刻を表示する。（→P.137）
ルートからはずれたときは、目的地方向マークを表示します。

MAP
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残距離表示

表示されているルートの自車位置から目的地までの距離を表示
する。
ルートからはずれたときは、目的地までの直線距離を表示しま
す。

タッチスイッチについて

全ルート図表示画面で、次のことができます。

スイッチ 機　能

［5 ルート］
（→P.130）

別のルートを表示して選択する。
目的地案内開始後は表示されません。

［ルート変更］
（→P.144） ルート変更画面を表示する。

［割引情報］
（→P.614）

ETC割引情報を表示する。
 G-BOOKを利用しているときに使用することができます。

［案内開始］
目的地案内中は、
［案内に戻る］
（→P.123）

目的地案内またはデモンストレーションを開始する。
目的地案内中は、現在地画面にもどる。

［情報］（→P.129） 案内道路情報を表示する。

［IC 名称］（→P.146） 出入口 IC を指定する。

到着予想時刻・
残距離表示
（→P.141）

各目的地までの到着予想時刻・残距離に切り替える。
（目的地を複数設定しているとき）

表　示 機　能
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［G ルート］／
［元ルート］
（→P.608）

G-BOOKセンターから交通情報を入手してルート検索する。
 G-BOOK を利用されているときに使用することができま
す。

知 識
● 探索されるルートは目的地周辺までの参考ルートです。必ずしも最短ルート・早く行けるルート・
渋滞していないルートではありません。

● 料金は設定した車両情報（→P.138）から計算していますが、通行料金の変更などにより、実際
の料金と異なることがあります。

● 到着予想時刻は設定した平均車速（→P.138）から計算しているため、走行条件などにより、多
少の誤差が生じることがあります。

● 交通規制（常時進入禁止、時間による進入禁止など）区間を通らないと目的地に行けないような
ときは、ルート上の規制箇所に が表示されることがあります。

● 地図データには中央分離帯の情報が収録されていないものがあります。そのため、探索される
ルートは中央分離帯を考慮したものではないことがあります。

● 目的地案内開始後にも全ルート図表示画面を表示することができます。（→P.140）

スイッチ 機　能
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ルートの表示色は、次の4 種類あります。

■幅5.5ｍ 未満の道路表示

 ETC 割引情報を表示したいとき
［割引情報］にタッチ。（→P.614）

入口 IC・出口 IC・JCT・目的地・道路の種
別の変わり目などでルートを分割して表
示します。

分割されたそれぞれのルートは、道路名
称・距離・有料道路の料金・分割された地
点への通過予想時刻が表示されます。
･ 現在地および目的地周辺の地図を表示す
るとき
［地図］にタッチ。

現在地がルート上にあるときは、ルート情
報画面に が表示されます。

ルートの表示について

表示色 内容

青色
（ ）

目的地を 1 カ所、または複数
設定しているときの現区間（次
の目的地まで）の表示

白色
（ ）

目的地を複数設定していると
きの現区間（次の目的地まで）
以外の表示

水色
（ ）

幅5.5m 未満の道路表示
（→ P.129）

橙色
（ ）

季節規制区間表示
（→ P.94）

現在地または目的地周辺では、幅
5.5ｍ 未満の道路を通るルートも探
索します。

知 識
● 交通規制（一方通行など）や道幅が狭いなど
の理由により、通行できないルートが探索さ
れることがあります。必ず、実際の交通規制
にしたがうとともに、道路状況に即した運転
を心がけてください。

ルート情報を表示する（案内道
路情報）

ルート探索終了後、ルート情報（道路
名称・距離・料金・通過予想時刻）を
表示させることができます。

1 ［情報］にタッチ。

2 ルート情報画面が表示される。
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 5 つのルートが 5 色に色分けされて表示
されます。

燃費を設定している場合、最もエコなルー
トにアイコンが表示されます。
（→ P.189）

選択したルートの全ルート図表示画面が
表示されます。

知 識
● 現在地がルート上にない（ルートからはずれ
た）ときは、ルートが表示されている地点か
らの情報が表示されます。

● 料金は設定した車両情報（→ P.138）から
計算していますが、通行料金の変更などによ
り、実際の料金と異なることがあります。

● 通過予想時刻は設定した平均車速（→
P.138）から計算しているため、走行条件
などにより、多少の誤差が生じることがあり
ます。

5つのルートを表示する

５つのルートから希望のルートを選
ぶことができます。

1 ［5ルート］にタッチ。

2 表示したいルート名称にタッチ。

スイッチ 内　容

推奨 一般的なルートで案内
できます。

有料優先 有料道路を優先して案
内できます。

一般優先 一般道路を優先して案
内できます。

距離優先 距離の短いルートで案
内できます。

別ルート
他の４つのルートとは
別のルートで案内でき
ます。

知 識
以下のときは、5 ルートを表示できませ
ん。
･ 目的地を複数設定しているとき
･ 通過する地点（IC・通過道路）を指定し
ているとき

･ 目的地案内開始後
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ルート名称にタッチすると、タッチした
ルートの全ルート図表示画面が表示され
ます。

燃費を設定している場合、エコ度が3段階
の葉マークで表示されます。
（→ P.189）

5つのルートの詳細情報を表示
する

5 つのルートの目的地までの距離・有
料道路の距離・料金・所要時間を確認
することができます。

1 ［全行程一覧］にタッチ。

2 全行程一覧表画面が表示される。

知 識
● 料金は設定した車両情報（→ P.138）から
計算していますが、通行料金の変更などによ
り、実際の料金と異なることがあります。

● 所要時間は設定した平均車速（→P.138）か
ら計算しているため、走行条件などにより、
多少の誤差が生じることがあります。

全ルート図表示画面（→P.126） → 
 → 5 ルート 5 ルート表示画面

3. 目的地への案内について

■分岐交差点手前
700m 手前
「ポーン およそ700m 先 ○○を右方向で
す」
300m 手前
「ポーン およそ300m 先 ○○を右方向で
す」
100m 手前
「ポーン まもなく右方向です」
交差点直前
「右方向です」

○○（道路名称や交差点名称、目印など）
は、情報のある地点のみ案内されます。

信号機案内の例
2011 年 11 月時点の東京 23 区・政
令指定都市（横浜市、大阪市、名古屋市
など）・中核市（宇都宮市、倉敷市、鹿
児島市など）における片側 3 車線以上
の道路を走行中に音声案内されます。※
※ 2012年 5月時点のものであり、変更さ

れる場合があります。
「ポーン およそ300m 先 次の信号を右方
向です」
「ポーン 次の信号を右方向です」

音声案内について

目的地案内中の音声案内の例

ポーン まもなく
右方向です
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■有料道路への進入時
「ポーン まもなく右方向です
その先 高速道路です」
「ポーン この先 料金所です」

■連続車線変更案内時
連続車線変更案内（→ P.135）を表示
したときに音声案内されます。
「ポーン、この先、すぐに、左に車線変
更が必要です。」

■幅5.5ｍ未満の道路への進入時
「実際の交通規制や道幅に注意して走行
してください」

■首都高速の車線変更案内時
1km手前
「およそ 1km 先、右（左）方向〇〇方
面です。」
「右（左）側1車線へ移動が必要です。」
500m手前
「まもなく右（左）方向、〇〇方面です。」
「この先、すぐに右（左）にレーン移動
が必要です。」

■首都高速の車線変更禁止区間案内時
車線変更禁止区間の端から1km手前
「およそ 1km 先、右（左）方向〇〇方
面です。」
車線変更禁止区間の端から500m手前
「まもなく右（左）方向、〇〇方面です。」

■目的地の手前
「ポーン まもなく目的地です」

■目的地の直前
「ポーン 目的地は右（左）側にあります」
音声案内はあくまでも参考としてくだ
さい。

目的地周辺に到着したときの音
声案内の例

画面外の  にタッチすると、分岐
交差点までの距離に応じた音声案内が
出力されます。

知 識
● 音声案内の例は一般的なものであり、道路の
接続状況などにより異なった音声案内が出
力されることがあります。

● 自車位置が正確に特定できないときなどに、
音声案内が出力されなかったり、まれに遅れ
たり、誤った音声案内が出力されることがあ
ります。

● 地図データに情報のある地点で案内されま
す。

● 音声案内の音量は調節することができます。
（→P.100）

● 信号機案内は、以下のようなとき出力されな
い場合があります。
･ 信号機のある交差点を走行していると
き

･ 分岐する交差点までの距離が短いとき
･ 分岐する交差点までの間に別の信号機
があるとき

･ 2011年 11月時点の東京23区・政令
指定都市（横浜市、大阪市、名古屋市な
ど）・中核市（宇都宮市、倉敷市、鹿児
島市など）以外※

※2012 年 5月時点のものであり、変更
される場合があります。

MAP
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対象車種のみ

レーンリスト

幅5.5ｍ未満の道路での音声案
内について

目的地周辺では、幅5.5ｍ未満の道路
（細街路）を通るルートも音声案内を
行います。

細街路での音声案内のする／しないを
設定できます。（→P.176）

知 識
● 実際の入り口（玄関、駐車場など）と異なる
場所に案内される場合があります。

● 出発地点が幅5.5m未満の道路にある場合、
幅 5.5m 以上の道路までは、音声案内を行
いません。

● 交通規制（一方通行など）や道幅が狭いなど
の理由により、通行できないルートが案内さ
れることがあります。

充電喚起案内

自宅を目的地に設定しているとき
（→P.123）

自宅に到着したときに、車両側のメー
ター内に表示される駆動用電池残量
が4 以下になると、音声案内します。

充電喚起案内のする／しないを設定で
きます。（→ P.176）

知 識
● 充電喚起案内をするには自宅の登録が必要
です。（→P.123）

● 充電喚起案内の対象車種については、お買い
上げの販売店にお問い合わせください。

他モードでの音声案内について

ナビゲーション画面から他モードの
画面（情報画面など）に切り替えたと
きでも、音声案内を出力させることが
できます。

他モード時の案内のする／しないを設
定できます。（→P.176）

知 識
● 音声案内が出力されていないときも、目的地
案内は継続して行われます。

交差点案内について

目的地案内中で、現在地がルート上に
あるとき、分岐する交差点に近づく
と、レーンリスト図（→ P.133）ま
たは交差点拡大図（→ P.134）に切
り替わります。また、ターンリスト図
（→P.136）を表示させることもでき
ます。

レーン（車線）リスト図を表示
する

分岐する交差点の手前（約 700m 以
内）では、レーンリスト図（走行する
交差点の名称とレーン表示）を最大4
つまで表示させることができます。
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高精度レーンリスト

■高精度レーンリストを表示できる
地域について

2011 年 11 月時点の東京 23 区・政
令指定都市（横浜市、大阪市、名古屋市
など）・中核市（宇都宮市、倉敷市、鹿
児島市など）における片側 3 車線以上
の道路※

※ 2012年 5月時点のものであり、変更さ
れる場合があります。

■レーン（車線）リスト図表示を解除す
る

レーンリスト図にもどすとき

［レーン表示］にタッチ。

分岐しない交差点

分岐する交差点（交差点拡大図）

知 識
● レーンリスト図が表示されていても、分岐す
る交差点の約300m 手前では、交差点拡大
図（→P.134）が自動的に表示されます。

知 識
● 実際の車線状況に応じたレーンリスト（右
側・左側車線の増減を画面にそのまま反映し
たもの）が表示されます。

1 ［レーン解除］にタッチ。

警 告

レーン案内はあくまでも補助機能です。
案内を過信せず、常に道路標識・標示や道
路状況に注意し、安全運転に心がけてくだ
さい。

交差点拡大図を表示する

交差点が近づくと、交差点案内が行わ
れます。また、分岐する交差点が近づ
く（約 300m 以内）と、交差点拡大
図を表示させることができます。
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表示 機能

レ ー ン
（車線）
表示

通過・分岐する交差点
の車線が表示されま
す。
走行を推奨する車線
が青色で表示されま
す。

交差点
名称表示

通過・分岐する交差点
の名称が表示されま
す。

残距離
表示

交差点までの距離が
バーで表示されます。
交差点に近づくとと
もに  が短くな
ります。

案内
ポイント

通過・分岐する交差点
に表示されます。

残距離
デジタル
表示

交差点までの距離が数
字で表示されます。

知 識
● 地図データに情報のない交差点では、レーン
表示・交差点名称表示は行われません。

● レーン表示・交差点名称表示が実際の交差点
と異なることがあります。

● 目的地案内開始直後は、交差点案内が行われ
ない場合があります。

● 交差点拡大図表示は、遅れたり早くなること
があります。

● 次の分岐する交差点が近いときは、続けて交
差点拡大図が表示されます。

● 交差点拡大図が表示されているとき、レーン
表示・交差点名称表示は分岐する交差点のも
のが表示され、分岐する交差点より手前の交
差点案内は行われません。

3D 交差点拡大図を表示する

交差点拡大図を立体的（3D）に表示
させることができます。

 3D交差点拡大図のする／しないを設定
できます。（→P.175）

連続車線変更を案内する

分岐する交差点までの距離が短く、複
数車線変更が必要な場合に表示され
ます。

知 識
● 地図データに情報のある地点で表示します。
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都市高速 IC 入口

立体交差点

側道案内

地図データに情報のある地点（都市高速IC
入口、立体交差点、側道案内）で表示しま
す。

拡大図にもどすとき
画面外の  にタッチ。

立体的な拡大図を表示する

目的地案内中の分岐をわかりやすく
するために、交差点手前の景観にあわ
せた立体的な拡大図が表示されるこ
とがあります。

拡大図表示を解除する

1 ［拡大解除］にタッチ。

MAP

ターンリスト図を表示する

分岐する交差点・IC・JCT などの名
称、案内方向、距離、路線名、路線番
号を表示させることができます。

ターンリスト図の自動表示のする／し
ないを設定できます。（→P.175）

ターンリスト自動表示を「しない」に設
定していても、［表示変更］からターン
リスト図を表示することができます。

表示 機能

案内
ポイント

分岐する交差点・IC・
JCT 名称が表示され
ます。
現在地から次に分岐す
る交差点・IC・JCT ま
では、現在走行中の路
線名が表示されます。

距離表示

案内ポイント区間の
距離、案内ポイント通
過後の路線番号が表
示されます。

案内方向
案内ポイントでの案
内する方向が表示さ
れます。
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■ターンリスト図表示を解除する

ターンリスト図にもどすとき
［ターンリスト表示］にタッチ。

知 識
● 一般道路走行中は、ターンリスト図を表示さ
せていても交差点の約 700m 手前では、
レーンリスト図（→ P.133）・交差点の約
300m 手前では、交差点拡大図（→P.134）
が自動的に表示されます。

● 地図データに情報のない交差点・IC・JCT
名称、路線名、路線番号は表示されません。

1 ［ターンリスト解除］にタッチ。

地図画面 →  →  → 表示変更 地図表示

地図表示画面

到着予想時刻を表示する

全ルート図表示画面（→ P.126）と
目的地案内中の現在地画面で、現在地
がルート上にあるとき、地図左下に到
着予想時刻を表示させることができ
ます。

知 識
● 到着予想時刻は設定した平均車速（→
P.138）から計算しているため、走行条件
などにより、多少の誤差が生じることがあり
ます。

● ルートからはずれたときは、目的地方向マー

ク（ ）になります。

到着予想時刻表示の設定

到着予想時刻の表示（アナログ /デジ
タル）を設定することができます。

到着予想時刻表示

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 案内表示設定

ナビ詳細設定画面
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次の画面を表示したときの、時刻・時間を
計算する基準である平均車速を設定する
ことができます。

自動で平均速度の設定を行うとき
　［自動］にタッチ。

速度を上げるときは［ ］、下げるときは
［ ］にタッチ。
［初期状態］にタッチすると、初期設定の
状態（高速道路 80km/ｈ・有料道路
60km/ｈ・一般道路 30km/ｈ）にもど
ります。

1 ［到着予想時刻表示］にタッチ。

2 ［デジタル］または［アナログ］に
タッチ。

3 ［完了］にタッチ。

手動で平均車速の設定を変更す
る

表示 ページ

現在地画面の到着予想時
刻



全ルート図表示画面の到
着予想時刻 P.126

ハイウェイモードの通過
予想時刻 P.97

ルート情報の通過予想時
刻 P.129

全行程一覧表の所要時間 P.131

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 案内表示設定

ナビ詳細設定画面

1 ［到着予想時刻用速度設定］にタッ
チ。

2 ［手動］にタッチ。

3 それぞれの道路の速度を設定し、
［完了］にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。（1の画面）

車両情報の設定をする

次の画面を表示したときの、料金の計
算、および提携駐車場（→P.119）を
検索させるときの基準である車両情
報を設定することができます。

表示 ページ

全ルート図表示画面の料
金案内 P.126

ルート情報の料金案内 P.129

全行程一覧表の料金案内 P.131
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目的地が設定されているときは、車両情報
を設定することはできません。

［ ］：寸法を大きくする
［ ］：寸法を小さくする
各寸法を設定後、［完了］にタッチします。

■ラジオアンテナの設定

モーターアンテナ車に設定されていると
きは、作動表示灯が点灯します。

1 ［車両情報設定］にタッチ。

2 ［全長］、［全幅］または［全高］に
タッチ。

3 ［ナンバー］にタッチ。
［ ］または［ ］にタッチして、ナンバー
プレートの分類番号を選択する。

4 ［完了］にタッチ。

5 ［完了］にタッチ。（1の画面）

1 ［モーターアンテナ車］にタッチ。

2 ［了解］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面

注 意

● お車のラジオアンテナがモーターアンテナ
の場合、アンテナを折らないように注意して
ください。

● 車載機ではFM多重放送のVICS情報を常時
受信するためにオーディオの電源をOFFに
してもアンテナは下がりません。駐車場など
天井の低い場所に入る前は、ラジオアンテナ
の設定をモーターアンテナ車に設定し、必ず
アンテナが収納されていることを確認して
ください。

● アンテナを収納しないで天井の低い場所に
入ると、アンテナが折れるなどの故障の原因
になります。

知 識
● 車両寸法については、車検証をご覧くださ
い。

● ラジオアンテナの設定をモーターアンテナ
車に設定した場合、オーディオの電源をOFF
にするとアンテナが下がるためFM多重放送
の VICS 情報が受信できません。この場合、
モーターアンテナ車の設定を解除します。

●［初期状態］にタッチすると、初期設定の状
態（寸法が設定されていない状態）にもどり
ます。
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フェリーターミナルまで音声案内が出力
されます。

フェリー利用後、しばらく走行すると目的
地案内が再開されます。

フェリー航路の案内につい
て

フェリーの航路は ------（破線）で表
示されます。

フェリールート利用のする／しないを
設定できます。（→ P.177）

4. ルート案内中の操作

全ルート図表示画面について
「ルート検索後の全ルート図表示につ

いて」（→ P.126）

全ルート図を表示する

1 ［全ルート］にタッチ。

全ルート図表示縮尺を切り替え
る

目的地を設定しているときに、現在地
から目的地までの全ルート図の縮尺
を、現在地が地図表示画面の中心にな
るように切り替えることができます。

1 ［広域］または［詳細］にタッチ。

2 ［ ］にタッチ。

地図画面 →  → 表示変更 表示変更画面
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目的地が2 カ所のときは、タッチするごと
に各目的地までの到着予想時刻・残距離表
示に切り替わります。

知 識
● 次のときは、［ ］は表示されません。
･ 走行中（半透明で表示され、操作するこ
とができません。）

･ 3D表示中
･ 市街図表示中

● 現在地と目的地の位置によっては、全ルート
を表示できないことがあります。

到着予想時刻・残距離表示
を切り替える

目的地を複数設定しているとき、切り
替えることができます。

1 到着予想時刻・残距離表示にタッ
チ。

2 表示させたい目的地までの到着予
想時刻・残距離表示にタッチ。

知 識
● 状況により目的地までの表示が異なります。
･ 現在地がルート上にあるとき
到着予想時刻と表示されている

ルートを通っての距離
･ ルートからはずれたとき
目的地の方向と直線距離

到着予想時刻・残距離表示

5. ルートを再探索する

ルートを自動で再探索する

ルートからはずれたときに、自動的に
再探索※します。
再探索されるルートは、ルートからは
ずれたときの状況により異なります。
※ 現在地と次の目的地の間に IC・通過道

路が指定されているときは、現在地から
指定されている IC・通過道路の間で、
ルートが探索されます。

知 識
● 自動再探索は、目的地案内中にルートからは
ずれたときで、かつ道路を走行していると判
断されたときのみ行われます。

ルートの再探索方法を選ぶ

目的地案内中（ルートからはずれたと
きも含む）の現在地画面を表示させて
いるときに、ルートの再探索をするこ
とができます。
再探索されるルートは、8 つの項目
（探索条件）を選ぶことにより異なり
ます。

1 ［再探索］にタッチ。

2 再探索する項目にタッチ。

画面外の  → MAP 現在地画面
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［次の 消去］にタッチすると、現在地の
次の目的地を消去して、再探索をすること
ができます。

［次の 解除］にタッチすると現在地の次
の通過道路、［指定 解除］にタッチする
と IC の指定を解除して、再探索をするこ
とができます。

通常のルート探索では、スマートICを通ら
ないルートが探索されます。

［スマート IC考慮］にタッチすると、目的
地周辺や現在地周辺に適当なスマート IC
がある場合は、スマート IC を通るルート
が探索されます。適当なスマート IC がな
い場合は、通常の IC を通るルートが探索
されます。

［Gルート探索］・［取得中止］は、G-BOOK
を利用されているときに使用することが
できます。詳しくは、「ルート案内中に手
動で取得する」（→ P.608）をご覧くださ
い。
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※ 1 ルートからはずれたときは表示されません。
※2 有料道路と一般道路が並行している場所のように、案内可能な別の道路があるときのみ

表示されます。また、ルートからはずれたときは表示されません。
※3 現在地と次の目的地の間に IC・通過道路を指定しているときは、現在地から指定されて

いる IC・通過道路の間で、ルートを探索します。

項目
（スイッチ） 機　能

推奨 現在地から次の目的地※3の間で、一般的なルートを探索する。

有料優先 現在地から次の目的地※ 3 の間で、有料道路を優先してルートを探索
する。

一般優先 現在地から次の目的地※ 3 の間で、一般道路を優先してルートを探索
する。

距離優先 現在地から次の目的地※3の間で、距離の短いルートを探索する。

別ルート 現在地から次の目的地※ 3 の間で、選ばれているルートとは別のルー
トを探索する。

周辺迂回※1
現在地周辺で、探索されたルートの迂回路を探索する。（探索された
ルートが工事中で通れないときなどに使用します。）
目的地案内開始前にはできません。

有料道から探索／
一般道から探索※2

有料道路と並行している一般道路を走行中に、有料道路の方がルート
表示されている、またはその逆のときに、もう一方の道路からルート
を探索する。
目的地案内開始前にはできません。

G ルート探索／
取得中止

G-BOOK オンラインサービスを利用されているときに使用すること
ができます。（→ P.608）

知 識
●「◯◯優先」というのは、ルート探索のひとつの条件にすぎません。遠まわりになるようなとき
は、［有料優先］にタッチしても有料道路を利用しないルートが探索されたり、有料道路を通ら
ないと目的地に行けないようなときは、［一般優先］にタッチしても有料道路を利用するルート
が探索されることがあります。

● 道路形状により再探索されないことや、条件を変更しても同じルートが探索されることがありま
す。

● ルートを大きくはずれて走行したときは、走行していたルートへもどるルートではなく、設定し
ている目的地または指定している IC・通過道路に向かうルートが再探索されます。
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6. ルートを変更する

［探索開始］にタッチすると、スマート IC
を通らないルートが探索されます。

［スマート IC考慮］にタッチすると、目的
地周辺や現在地周辺に適当なスマート IC
がある場合は、スマート IC を通るルート
が探索されます。適当なスマート IC がな
い場合は、通常の IC を通るルートが探索
されます。

ルート変更画面を表示する

1 ［ルート変更］にタッチ。

2 ルート変更画面が表示される。

ルート変更画面では、次のことができま
す。

機能 ページ

探索条件の変更 P.144

目的地の追加 P.145

目的地の並び替え P.145

目的地の消去 P.124

出入口 IC の指定・解除 P.146

通過道路の指定 P.147

通過道路の修正 P.148

通過道路指定の解除 P.148

季節規制区間の迂回ルート
探索 P.149

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 または全ルート図表示画面
（→P.126）

MENU 設定

設定画面

探索条件を変更する

目的地を複数設定、または通過道路を
指定しているときは、それぞれの区間
で探索条件を選択することができま
す。

ルート変更画面（→P.144）

1 ［探索条件変更］にタッチ。

2 それぞれの区間の探索条件（ルート
名称）にタッチし、［探索開始］に
タッチ。

知 識
● 探索条件の特徴について
「ルートの再探索方法を選ぶ」
（→ P.141）

● 最初の目的地までの区間のみ、「別ルート」
が表示されます。
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6. ルートを変更する
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 の位置に目的地が 記号で表示されま
す。

ここまで（1 ～ 3）の操作は、目的地の

設定と同じ方法で追加することもできま
す。（→ P.121）

さらに追加して目的地を設定するとき

［追加］にタッチ。（2の画面へ）

 IC・通過道路（→ P.146）を指定してい
るときは、メッセージが表示されます。
［はい］にタッチすると、指定されている
地点によって、IC・通過道路の指定が解除
されることや、不適切なルートが探索され
ることがあります。

［上に移動］：選択した目的地を上に移動し
ます。（順番は後ろに下がります。）

目的地を追加する

目的地を設定したあと、さらに追加し
て目的地を設定することができます。

ルート変更画面（→P.144）

1 目的地・通過目的地の［追加］にタッ
チ。

2 地図の呼び出し方法を選び、追加し
たい地点の地図を表示する。
（→P.101、P.118）

3 ［目的地セット］にタッチ。

4 目的地を設定する区間の［設定］に
タッチ。

5 ルート変更画面にもどったとき
［探索開始］にタッチ。

知 識
● ５カ所まで追加することができます。
● 1/8 万図より詳細な地図で、目的地の設定
をすることができます。

● 目的地を設定した地図の地点は、自動的に記
憶され、目的地の設定のときなどに、地図を
呼び出すことができます。記憶できる件数を
こえると、古いものから自動的に消去されま
すが、不要な目的地を選択して消去すること
もできます。（→P.117）

● IC・通過道路（→ P.146）を指定している
ときは、目的地を追加すると、指定されてい
る地点によって、IC・通過道路の指定が解除
されることや、不適切なルートが探索される
ことがあります。

目的地への順番を並び替え
る

ルート変更画面（→P.144）

1 目的地・通過目的地の［並び替え］
にタッチ。

2 順番を変更したい目的地にタッチ。
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6. ルートを変更する
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［下に移動］：選択した目的地を下に移動し
ます。（順番は前に上がります。）

 1カ所のみ設定されていたとき

手順 4へ。

すべての目的地を選択するとき
［全選択］にタッチ。

［次路線］は JCT があり分岐するときのみ
表示されます。

3 ［完了］にタッチ。

4 ルート変更画面にもどったとき
［探索開始］にタッチ。

ルート変更画面から目的地
を消去する

ルート変更画面（→P.144）

1 目的地・通過目的地の［消去］にタッ
チ。

2 消去したい目的地にタッチ。

3 ［消去］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

5 ルート変更画面にもどったとき
［探索開始］にタッチ。

出入口 IC（インターチェン
ジ）を指定する

目的地を設定したあと、全ルート図表
示画面に表示されている出口 IC・入口
IC を 1 カ所ずつ指定することができ
ます。

全ルート図表示画面（→P.126）ま
たはルート変更画面（→P.144）

1 変更する IC 名称表示にタッチ。

2 次のいずれかの操作をする。

左画面で指定する

1 指定したいIC 付近に地図を動かし、
［探索開始］にタッチ。

右画面で指定する

1 ［▲］、［▼］または［次路線］にタッ
チして IC を切り替え、指定したい
IC名称 →［探索開始］の順にタッチ。
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6. ルートを変更する
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通過道路が 記号で指定されます。
希望の通過道路でないとき
［次候補］にタッチ。

知 識
● スマート IC（ETC専用インターチェンジ）を
選択することもできます。
このとき、ETC 車載器の有無、規制情報な
どは考慮されませんので、事前にご確認の
上、注意して走行してください。

IC の指定を解除する

または

1 ［出口解除］または［入口解除］に
タッチ。

全ルート図表示画面（→P.126） → 
 → IC 名称表示

出口（入口）IC 指定画面

ルート変更画面（→P.144） → 
 → IC 名称表示

出口（入口）IC 指定画面

通過する道路を指定する

目的地を設定したあと、通過する道路
を指定することができます。

知 識
● 2カ所まで指定することができます。
● IC を指定しているとき（→P.146）、通過道
路を指定すると、指定されている地点によっ
て、指定が解除されることや、不適切なルー
トが探索されることがあります。

ルート変更画面（→P.144）

1 通過点（通過道路指定）の［指定］に
タッチ。

2 通過道路を指定する位置に地図を
動かし、［通過道路セット］にタッ
チ。

3 ［セット］にタッチ。

4 目的地を複数設定しているとき、ま
たは IC・通過道路を指定していると
き

通過道路を指定する区間の［設定］に
タッチ。
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6. ルートを変更する
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 1カ所のみ指定されていたとき

手順 3へ。

通過道路が 記号で指定されます。
希望の通過道路でないとき
［次候補］にタッチ。

 1 カ所のみ指定されていたとき

手順 3へ。

すべての通過道路指定を解除するとき
［全解除］にタッチ。

5 ［探索開始］にタッチ。

知 識
● 表示されている地図に道路情報が少ないと
きは、［次候補］にタッチしても、道路が選
べないことがあります。

通過する道路を修正する

ルート変更画面（→P.144）

1 通過点（通過道路指定）の［修正］に
タッチ。

2 道路または地名にタッチ。

3 通過道路を指定する位置に地図を
動かし、［通過道路セット］にタッ
チ。

4 ［セット］にタッチ。

5 ルート変更画面にもどったとき
［探索開始］にタッチ。

知 識
● 表示されている地図に道路情報が少ないと
きは、［次候補］にタッチしても、道路が選
べないことがあります。

通過する道路指定を解除する

ルート変更画面（→P.144）

1 通過点（通過道路指定）の［解除］に
タッチ。

2 道路または地名にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

4 ルート変更画面にもどったとき
［探索開始］にタッチ。
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季節規制区間を通るルートを探索させる
とき
［季節規制通過］にタッチ。

デモを終了するとき
画面外の  にタッチ。
･ デモ中に走行したときも、デモが終了し、
目的地案内が開始されます。

季節規制区間の迂回ルートを探
索する

ルート変更画面（→P.144）

1 季節規制区間の迂回ルート探索を
開始するとき

［季節規制回避］にタッチ。

知 識
●［季節規制回避］または［季節規制通過］は、
季節規制区間を通るルートが探索されたと
きのみ表示されます。

● 規制区間を通らないと目的地に行けないよ
うなとき（規制区間内に目的地・通過道路が
設定・指定されているときなど）は、［季節
規制回避］にタッチしても、規制区間を利用
するルートが探索されることがあります。

デモンストレーション（デ
モ）を見る

ルート探索終了後、目的地案内を開始
する前に、目的地案内のデモを見るこ
とができます。

全ルート図表示画面（→P.126）

1 ［案内開始］に約3 秒以上タッチ。

知 識
● ルート探索終了後、目的地案内を開始したあ
とは、デモを見ることはできません。

MAP
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する

以下の方法で地点の登録・編集をすること
ができます。

地点の登録について

検索した地点を車載機に登録するこ
とができます。
地点を登録しておくと、
（1）地図にマークで表示されます。
（2）近づいたときに音が鳴るようにす
ることができます。
（3）目的地の設定のときなどに、メモ
リ地点に登録しておけば、簡単な操作
で地図を呼び出すことやルート探索
を開始することができます。
（→P.101）

項目 機能

自宅
自宅の登録と編集を
行います。
（→ P.151）

特別メモリ
特別メモリの登録と
編集を行います。
（→ P.152）

メモリ地点
メモリ地点の登録と
編集を行います。
（→ P.154）

迂回メモリ
迂回メモリの登録と
編集を行います。
（→ P.155）

メモリ地点
移行

メモリ地点の読み込
みや取出しを行いま
す。（→P.166）

知 識
● 1/8 万図より詳細な地図で登録することが
できます。（現在地画面（地図画面）から登
録するときを除く）

● 登録する場所、地図の呼び出し方法によって
は名称、電話番号も同様に表示されることが
あります。

● WEB検索（→P.560）で登録した地点は車
載機から移動することができません。（メモ
リ地点の送信や取り出しなど）

地点編集画面について

登録した地点の、名前・位置・電話番
号などの情報が表示されます。
これらの情報は、登録後に追加・修正
することが可能です。

自宅

特別メモリ
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1. メモリ地点を登録する
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［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

メモリ地点

迂回メモリ

自宅を登録する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

MENU

5 ［自宅］にタッチ。

6 ［登録］にタッチ。

7 地図の呼び出し方法を選び、登録す
る地点の地図を表示する。
（→P.101、P.118）

8 ［セット］にタッチ。

9 ［完了］にタッチ。

自宅を修正する

1 ［修正］にタッチ。

2 自宅修正画面で各項目を修正する。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 自宅

自宅の編集選択画面
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1. メモリ地点を登録する
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修正・入力方法については次の表をご覧く
ださい。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

項目 ページ

マーク P.157

名称 P.158

地図への名称表示 P.159

名称読み P.160

位置 P.161

電話番号 P.161

3 ［完了］にタッチ。

自宅を消去する

1 ［消去］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 自宅

自宅の編集選択画面

特別メモリを登録する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［特別メモリ］にタッチ。

6 ［登録］にタッチ。

7 地図の呼び出し方法を選び、登録す
る地点の地図を表示する。
（→P.101、P.118）

8 ［セット］にタッチ。

MENU
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1. メモリ地点を登録する
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特別メモリを置き換えたいとき
置き換えたい特別メモリにタッチし、
［はい］にタッチ。

修正・入力方法については次の表をご覧く
ださい。

すべての特別メモリを選択するとき
［全選択］にタッチ。

9 未登録の番号にタッチ。

10［完了］にタッチ。

特別メモリを修正する

1 ［修正］にタッチ。

2 修正したい特別メモリにタッチ。

3 特別メモリ修正画面で各項目を修
正する。

項目 ページ

マーク P.157

名称 P.158

地図への名称表示 P.159

名称読み P.160

位置 P.161

電話番号 P.161

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 特別メモリ

特別メモリの編集選択画面

4 ［完了］にタッチ。

特別メモリを消去する

1 ［消去］にタッチ。

2 消去したい特別メモリにタッチ。

3 ［消去］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 特別メモリ

特別メモリの編集選択画面
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［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［グループで絞る］にタッチすると、メモ
リ地点を指定したグループで絞り込むこ
とができます。
･ 絞り込みを解除したいとき
［絞り込み解除］にタッチ。

メモリ地点のリストは、以下の2種類の表
示方法があります。［ソート］にタッチす
ると、表示する順序を切り替えることがで
きます。

メモリ地点を登録する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［メモリ地点］にタッチ。

6 ［登録］にタッチ。

7 地図の呼び出し方法を選び、登録す
る地点の地図を表示する。
（→P.101、P.118）

MENU

8 ［セット］にタッチ。

9 ［完了］にタッチ。

メモリ地点を修正する

1 ［修正］にタッチ。

2 修正したいメモリ地点にタッチ。

スイッチ 並べ方

［マーク順］ マークの種類別

［登録順］ メモリ地点の登録順

3 メモリ地点修正画面で各項目を修
正する。 

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 メモリ地点

メモリ地点の編集選択画面
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修正・入力方法については次の表をご覧く
ださい。

すべてのメモリ地点を選択するとき
［全選択］にタッチ。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

項目 ページ

マーク P.157

名称 P.158

地図への名称表示 P.159

名称読み P.160

位置 P.161

電話番号 P.161

グループ P.165

4 ［完了］にタッチ。

メモリ地点を消去する

1 ［消去］にタッチ。

2 消去したいメモリ地点にタッチ。

3 ［消去］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 メモリ地点

メモリ地点の編集選択画面

迂回メモリを登録する

迂回メモリ地点を登録しておくと、
ルート探索させるとき、登録した地点
（エリア）を迂回するルートを探索さ
せることができます。工事や事故によ
る通行止め・渋滞地点がわかっている
ときなどに便利です。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［迂回メモリ］にタッチ。

MENU
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［▲］：迂回範囲を広くする
［▼］：迂回範囲を狭くする
［▲］と［▼］の間にある数値は迂回させ
る範囲の一辺の距離になります。

修正・入力方法については次の表をご覧く
ださい。

迂回メモリ地点は専用のマークで表示さ
れ、マークを変更することはできません。

6 ［登録］にタッチ。

7 地図の呼び出し方法を選び、登録す
る地点の地図を表示する。
（→P.101、P.118）

8 ［セット］にタッチ。

9 迂回範囲を設定し、［セット］にタッ
チ。

10［完了］にタッチ。

知 識
● 1/8 万図より詳細な地図で登録することが
できます。

● 迂回メモリ地点を通らないと目的地に行け
ないようなときは、迂回メモリ地点を通る
ルートが探索されることがあります。

● 登録する場所、地図の呼び出し方法によって
は名称も同時に表示されることがあります。

● 迂回範囲を最小にすると、 （迂回メモリ
地点）に切り替えることができます。高速道
路（都市高速・有料道路を含む）およびフェ
リー航路は、迂回範囲内に設定しても迂回さ
せることができません。迂回したいときは、
迂回メモリ地点の中心を道路上に設定して
ください。

迂回メモリを修正する

1 ［修正］にタッチ。

2 修正したい迂回メモリにタッチ。

3 迂回メモリ修正画面で各項目を修
正する。

項目 ページ

迂回メモリの有効 /無効 P.162

名称 P.158

地図への名称表示 P.159

位置 P.161

迂回エリアの変更 P.163

4 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 迂回メモリ

迂回メモリの編集選択画面
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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全ての迂回メモリを選択するとき
［全選択］にタッチ。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［特別メモリ］または［メモリ地点］にタッ
チしたとき
マークを変更したい地点にタッチ。

迂回メモリを消去する

1 ［消去］にタッチ。

2 消去したい迂回メモリ地点にタッ
チ。

3 ［消去］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 迂回メモリ

迂回メモリの編集選択画面

登録地点の情報を修正する

登録した自宅・特別メモリ・メモリ地
点・迂回メモリは、地点編集画面から
修正することができます。

マークを変更する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［自宅］、［特別メモリ］または［メ
モリ地点］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

MENU
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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マークが不要なとき
  の［マーク無し］にタッチ。

■地点付近で音が鳴るようにする

地点に近づいた時に鳴る音を確認すると
き
［音確認］にタッチ。

■設定した方向から地点に近づいたと
き音が鳴るようにする

［ ］：反時計回り
［ ］：時計回り

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

7 ［マーク］にタッチ。

8  、  、  ま
たは［音声付］にタッチし、希望の
マークを選ぶ。

9 ［完了］にタッチ。

音声付マークを設定した地点の約
500m付近に近づくと音が鳴ります。

1 地点編集画面の［マーク］にタッチ。

2 ［音声付］にタッチし、希望の音を
選択。

マーク１ マーク２ マーク３

マーク３

指定した方向から地点の約 500m 付
近に近づくと音が鳴ります。

1 地点編集画面の［マーク］にタッチ。

2 ［音声付］にタッチ。

3 ［方向付メモリ］にタッチ。

4 方向を指定し、［セット］にタッチ。

名称を入力する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

MENU
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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［特別メモリ］、［メモリ地点］または［迂
回メモリ］にタッチしたとき
名称を入力したい地点にタッチ。

迂回メモリは、ボタンの位置が異なりま
す。

間違えたとき
［修正］にタッチ。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［特別メモリ］、［メモリ地点］または［迂
回メモリ］にタッチしたとき
名称を表示したい地点にタッチ。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［自宅］、［特別メモリ］、［メモリ地
点］または［迂回メモリ］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

7 ［名称］にタッチ。

8 ソフトウェアキーボードを使用し
て名称を入力する。

9 ［完了］にタッチ。

名称を表示する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［自宅］、［特別メモリ］、［メモリ地
点］または［迂回メモリ］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

MENU
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する

AW   

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

名称が表示されているときは、作動表示灯
が点灯します。

解除するとき
［地図への名称表示］にタッチ。

迂回メモリは、ボタンの位置が異なりま
す。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［特別メモリ］または［メモリ地点］にタッ
チしたとき
名称読みを入力したい地点にタッチ。

間違えたとき
［修正］にタッチ。

7 ［地図への名称表示］にタッチ。

8 ［完了］にタッチ。

知 識
● 1/8 万図より詳細な地図で名称を表示する
ことができます。

名称読みを入力する

名称読みを入力しておくと、音声操作
で地図を呼び出すことができます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

MENU

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［自宅］、［特別メモリ］または［メ
モリ地点］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

7 ［名称読み］にタッチ。

8 ソフトウェアキーボードを使用し
て名称読みを入力する。

9 ［完了］にタッチ。
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［特別メモリ］、［メモリ地点］または［迂
回メモリ］にタッチしたとき
位置を修正したい地点にタッチ。

迂回メモリは、ボタンの位置が異なりま
す。

マップコードも、修正後の位置に変更され
ます。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

位置を修正する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［自宅］、［特別メモリ］、［メモリ地
点］または［迂回メモリ］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

7 ［位置］にタッチ。

MENU

8 にタッチして地点の位置を修正
し、［セット］にタッチ。

9 ［完了］にタッチ。

電話番号を入力する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

MENU



162

4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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［特別メモリ］または［メモリ地点］にタッ
チしたとき
電話番号を入力したい地点にタッチ。

市外局番から入力します。
間違えたとき
［修正］にタッチ。

電話番号を入力しておくと、電話番号で地
図を呼び出すことができます。
（→ P.112）

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［有効］：迂回メモリを有効にする
［無効］：迂回メモリを無効にする

5 ［自宅］、［特別メモリ］または［メ
モリ地点］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

7 ［電話番号］にタッチ。

8 電話番号を入力し、［完了］にタッチ。

9 ［完了］にタッチ。

迂回エリアの有効 /無効を切り
替える

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

MENU

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［迂回メモリ］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

7 有効/無効を切り替えたい迂回メモ
リにタッチ。

8 ［有効］または［無効］にタッチ。

9 ［完了］にタッチ。



163

4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

［▲］：迂回範囲を広くする
［▼］：迂回範囲を狭くする

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

迂回エリアの変更

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

5 ［迂回メモリ］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

7 迂回範囲を修正したい迂回メモリ
にタッチ。

8 ［迂回エリア変更］にタッチ。

MENU

9 迂回範囲を設定し、［セット］にタッ
チ。

10［完了］にタッチ。

グループで絞り込む

メモリ地点は、指定したグループで絞
り込むことができます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

4 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

MENU
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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［消去］にタッチしても、同じ手順で絞り
込みを行うことができます。

絞り込みを解除したいとき
［絞り込み解除］にタッチ。 新しいグループを作成したいとき

［新規グループ作成］にタッチ。
グループ名を修正したいとき
［グループ名修正］にタッチ。

グループを削除したいとき
［グループ削除］にタッチ。

グループ指定をしないとき
［グループなし］にタッチ。

5 ［メモリ地点］にタッチ。

6 ［修正］にタッチ。

7 ［グループで絞る］にタッチ。

8 絞り込みたいグループにタッチ。

地図呼び出し画面のメモリ地点検索で
も、グループで絞り込むことができま
す。（→ P.101）

グループを指定する

1 ［修正］にタッチ。

2 グループを指定したい地点にタッ
チ。

3 ［グループ］にタッチ。

4 指定したいグループにタッチ。

5 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 メモリ地点

メモリ地点編集画面
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4. 地点の登録

1. メモリ地点を登録する
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グループ名を修正したいとき
修正したいグループ名にタッチして
［グループ名修正］にタッチ。

間違えたとき
［修正］にタッチ。

すべてのグループを選択するとき
［全選択］にタッチ。

グループを作成・修正する

1 ［修正］にタッチ。

2 グループを新規作成または修正し
たい地点にタッチ。

3 ［グループ］にタッチ。

4 ［新規グループ作成］ にタッチ。

5 ソフトウェアキーボードを使用し
て名称を入力し、［完了］にタッチ。

6 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 メモリ地点

メモリ地点編集画面

グループを削除する

1 ［修正］にタッチ。

2 登録されている地点のいずれかに
タッチ。

3 ［グループ］にタッチ。

4 ［グループ削除］にタッチ。

5 削除したいグループにタッチし、
［削除］にタッチ。

6 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集 メモリ地点

メモリ地点編集画面
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2. メモリ地点を取り込み・取り出しする

パスワード初期化は（→ P.167）を参照
してください。
初期化すると、車載機に登録しているメモ
リ地点も消去されますのでご注意くださ
い。

すでにパスワードが設定されているとき
既存のパスワードを入力後、新しいパ

スワードを入力。
間違えたとき
［修正］にタッチ。

メモリ地点の取り込みと取
り出しについて

車載機で登録したメモリ地点を、取り
出したり、取り込んだりすることがで
きます。
車載機からメモリ地点を取り出すと
きには、パスワードの設定が必要にな
ります。

知 識
● WEB検索（→P.560）で登録したメモリ地
点は、取り出すことができません。

パスワードの設定

パスワードを設定する

データの読み込みで使用するパス
ワードを設定すると、メモリ地点の
データを保存することができます。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 → メモリ地点の種類
を選択 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集

メモリ地点移行

メモリ地点移行画面

1 パスワードの［設定］にタッチ。

2 数字4桁のパスワードを入力し、［完
了］にタッチ。

3 もう一度パスワードを入力し、［完
了］にタッチ。

知 識
● 設定したパスワードは、SDメモリーカード
からメモリ地点を読み込むときに必要です。
忘れないよう控えておいてください。
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2. メモリ地点を取り込み・取り出しする
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［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

パスワードを初期化する

注 意

● パスワードを忘れた場合、パスワードの初期
化が必要です。初期化すると、車載機に登録
しているメモリ地点も消去されますのでご
注意ください。

1 パスワードの［初期化］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 → メモリ地点の種類
を選択 →  → 

MENU 設定

メモリ地点登録編集

メモリ地点移行

メモリ地点移行画面

メモリ地点の取り込み

メディアに保存したメモリ地点の情
報を、車載機に取り込むことができま
す。

1 メモリ地点の情報を保管したメ
ディアを挿入する。

2 画面外の  にタッチ。

3 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

4 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

5 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

6 ［自宅］、［特別メモリ］、［メモリ地
点］または［迂回メモリ］にタッチ。

MENU
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2. メモリ地点を取り込み・取り出しする
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間違えたとき
［修正］にタッチ。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

7 ［メモリ地点移行］にタッチ。

8 読み込みの［SD］または［CD-R］
にタッチ。

9 パスワードを入力し、［完了］にタッ
チ。

10［はい］にタッチ。

11［了解］にタッチ。

知 識
● メモリ地点を移すには、保存するときに入力
したパスワードが必要です。

● メモリ地点を移すと、車載機に登録している
メモリ地点のデータは全て消去され、SDメ
モリーカードや CD-R/RW に保存したメモ
リ地点、迂回メモリのデータに置き替えられ
ます。

● SD メモリーカードからメモリ地点を移す
と、SDメモリーカードに保存していたメモ
リ地点のデータは全て消去されます。

● SDメモリーカードの誤消去防止スイッチが
LOCK の状態になっている場合、誤消去防
止スイッチの LOCK を解除してから操作し
ます。

メモリ地点の取り出し

車載機で登録したメモリ地点をSDメ
モリカードに保存することができま
す。

1 メモリ地点の情報を保管するSDメ
モリーカードを挿入する。

2 画面外の  にタッチ。

3 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

4 設定項目を『ナビ』にフリック操作
で切り替える。

MENU
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間違えたとき
［修正］にタッチ。

登録している全てのメモリ地点が保存さ
れます。

5 ［メモリ地点登録編集］にタッチ。

6 ［自宅］、［特別メモリ］、［メモリ地
点］または［迂回メモリ］にタッチ。

7 ［メモリ地点移行］にタッチ。

8 保存の［SD］にタッチ。

9 パスワードを入力し、［完了］にタッ
チ。

10［はい］にタッチ。

11［了解］にタッチ。

知 識
● メモリ地点を保存する前に、パスワードを設
定してください。（→P.166）

● メモリ地点をSDメモリーカードに保存する
と、車載機に登録しているメモリ地点は全て
消去されます。また、パスワードも初期化さ
れます。

● すでにメモリ地点のデータを保存している
SDメモリーカードを使用した場合、上書き
保存となり、保存していたデータは消去され
ます。消去したデータは保証できませんので
注意して保存してください。

● SDメモリーカードにデータを保存中はエン
ジンスイッチを OFF（LOCK）にしないで
ください。データが破損する恐れがありま
す。

● 車両のエンジンスイッチをOFF（LOCK）に
するなどして保存、読み込みが中断した場
合、再度操作します。

● メモリ地点移行画面（8の画面）で画面外の

スイッチにタッチしても、操作することがで
きません。［ ］にタッチして、メモリ地点
画面から操作します。
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5. ナビを使いこなす

1. 補正が必要なとき

補正について

地図上の自車マーク がずれても、
しばらく走行すると、マップマッチン
グやGPS 情報が利用されて、現在地
が自動的に修正されます。（場合に
よっては、数分程度かかることがあり
ます。）
GPS 情報が利用されず、現在地が自
動的に修正されないときは、安全な場
所にいったん停車して、現在地の修正
を行ってください。

現在地を修正する

実際の現在地と異なる場所に自車
マーク が表示されている（自車
マーク がずれている）とき、自車
マーク の位置と向いている方向を
修正することができます。

1 ［ナビ補正］にタッチ。

2 ［現在地修正］にタッチ。

3 にタッチして現在地を修正し、
［セット］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面

4 方向を修正し、［セット］にタッチ。
［ ］：反時計まわり
［ ］：時計まわり

知 識
● 1/8 万図より詳細な地図で補正することが
できます。

距離を補正する

走行中、地図上の自車マーク の進
み方と、実際の車の進み方が全く違っ
ているとき、自車マーク の進み方
を修正することができます。

1 ［距離補正］にタッチ。

2 補正をし、［完了］にタッチ。
実際より遅く進むとき
［ ］（進める）にタッチ。

実際より早く進むとき
［ ］（遅らせる）にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他 ナビ補正

ナビ補正画面

初期状態の位置
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［自動補正］にタッチすると、GPS 情報を
利用しながら、しばらく走行し、自動的に
補正を行います。

［初期状態］にタッチすると、自車マーク
を適切な位置に表示できるように自動

で補正します。（ （黄色）の位置が初期状
態（0 の位置） にもどります。）

知 識
● タイヤ交換を行ったときや車載機を別のお
車に取り付けたときは自動補正を行ってく
ださい。

● 自動補正モード中ではないときも、距離補正
の学習機能を持っているため、自車マーク

の進み方が走行状態により、変化するこ
とがあります。

● 自動補正モード中は、操作をすることはでき
ません。

2. ナビの設定状態を記憶す
る

次の設定項目を記憶することができます。

記憶しておくことができる
ナビの設定項目について

各種ナビ設定の設定状態を 3 パター
ンまで記憶させておくことができま
す。

項目 ページ

地図向きの設定 P.74

地図表示モードの設定 P.76、
P.77

地図表示縮尺の設定 P.73

周辺施設　走行中呼出ジャ
ンルの設定 P.83

2画面時の右画面の設定 P.76

音量設定 P.100

メンテナンス自動通知の設
定 P.184

ナビ詳細設定一覧の設定※1 P.174

安全・快適走行設定一覧の
設定 P.179

VICS・交通情報の表示設定 P.213

VICS 割込情報の表示設定 P.219

ETC の通知設定※2 P.480

渋滞増減予測の表示設定※3 P.611

後席ディスプレイの
設定※4 P.250

画面モードの設定

P.293、
P.348、
P.370、
P.372
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※1 ルート学習、車両情報設定は記憶する
ことができません。

※2 ナビゲーション対応 ETC 車載器を接
続しているときのみ。

※3 G-BOOK オンラインサービスを利用
されているときのみ。

※4 後席ディスプレイを接続しているとき
のみ。

手順 2ですでに記憶されている設定を選

んだときは、［はい］にタッチすると上書
きされます。

新規で記憶するとき
ソフトウェアキーボードを使用して名

称を入力し、［完了］にタッチ。

1 ［ユーザーカスタマイズ］にタッチ。

2 ［記憶］にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面

記憶を呼び出して使う

ご希望の各種ナビ設定を呼び出すこ
とにより、その設定状態でナビゲー
ションを使用することができます。

1 設定1 ～ 3 のいずれかにタッチ。

設定した名称を変更する

1 ［名称変更］にタッチ。

2 ソフトウェアキーボードを使用し
て修正・入力をする。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 
 → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ユーザーカスタマイズ

ユーザーカスタマイズ画面

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 
 → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ユーザーカスタマイズ

ユーザーカスタマイズ画面
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各種ナビ設定の記憶を消去
する

1 ［消去］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 
 → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ユーザーカスタマイズ

ユーザーカスタマイズ画面
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3. ナビ詳細設定一覧

ナビの詳細を設定する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替える。
［設定］にタッチしても切り替えることがで
きます。

3 設定項目を『ナビ』にフリック操作で
切り替える。

 または にタッチしても切り替えること
ができます。

4 ［詳細設定］にタッチ。

5 設定したい項目にタッチ。
初期設定の状態にもどすとき
［初期状態］にタッチ。

6 各項目を設定する。
詳しくは、次の表をご覧ください。

7 ［完了］にタッチ。

地図表示設定をする

項目（スイッチ） 機能 ページ

地図表示設定 地図表示設定を変更する。 P.75

右画面設定 右画面の表示設定を変更する。 P.76

3D地図表示設定 3D表示したときの視点を変更する。 P.74

地図色設定
地図表示色を変更する。
［ストレート］［ファイン］［ビジブル］［クリア］
［カラフル ] 

P.78

地図の文字サイズ変更 地図に表示される地名などの文字サイズを変更する。
［大］［中］［小］ P.75

地図色切り替え
タイミング設定

［時刻連動］ ：日の出、日の入り時刻に合わせて、昼
画・夜画を切り替える。

［イルミ連動］ ：ライトの点灯・消灯に合わせて、昼
画・夜画を切り替える。

［強制昼画］ ：つねに昼画を表示する。

P.53

MENU
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自車マーク変更
地図に表示される自車マークを変更する。
［ ］［ ］［ ］［ ]［ ］ P.78

ビジュアルシティ
マップ表示

［する］ ：ビジュアルシティマップを表示する。
［しない］：ビジュアルシティマップを表示しない。 P.83

周辺施設表示 地図上に表示する施設の記号を変更する。 P.81

立体ランドマーク表示 ［する］ ：立体ランドマークを表示する。
［しない］：立体ランドマークを表示しない。 P.84

シーズンレジャー
ランドマーク表示

［する］ ：シーズンレジャーランドマークを表示す
る。

［しない］：シーズンレジャーランドマークを表示し
ない。

P.95

自動表示切替設定をする

項目（スイッチ） 機能 ページ

ターンリスト自動表示 ［する］ ：ターンリスト図を自動的に表示する。 
［しない］：ターンリスト図を自動的に表示しない。 P.136

エコトライアル
2画面自動表示

［する］ ：エコトライアル2画面を自動的に表示す
る。

［しない］：エコトライアル2画面を自動的に表示し
ない。

P.195

エコトライアル
運転結果自動表示

［する］ ：エコトライアル運転結果を自動的に表示
する。

［しない］：エコトライアル運転結果を自動的に表示
しない。

P.196

案内表示設定をする

項目（スイッチ） 機能 ページ

縮尺切替メッセージ
表示

［する］ ：縮尺切替メッセージを表示する。
［しない］：縮尺切替メッセージを表示しない。 P.73

県境案内 ［する］ ：県境案内をする。
［しない］：県境案内をしない。 P.96

3D交差点拡大図
［する］ ：交差点拡大図を立体的（3D）に表示する。
［しない］：交差点拡大図を立体的（3D）に表示しな

い。 
P.135

項目（スイッチ） 機能 ページ
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きます。
※2充電喚起案内の対象車種については、お買い上げの販売店にお問い合わせ

ください。

到着予想時刻用
速度設定

［自動］ ：所要時間を計算する基準である平均車速を
自動で設定する。

［手動］ ：平均車速を手動で設定する。
P.138

到着予想時刻表示 ［デジタル］：到着予想時刻をデジタル表示にする。
［アナログ］：到着予想時刻をアナログ表示にする。 P.137

G情報マーク連動サービ
ス※1

［する］ ：サービスを利用する。 
［しない］：サービスを利用しない。 P.616

ご当地グルメ近接案内 ［する］ ：ご当地グルメ近接案内をする。
［しない］：ご当地グルメ近接案内をしない。 P.96

充電喚起案内※2 ［する］ ：充電喚起案内をする。
［しない］：充電喚起案内をしない。 P.133

音声設定をする

項目（スイッチ） 機能 ページ

VICS 渋滞・
規制音声自動発声

［する］ ：VICS・交通情報を音声案内する。
［しない］：VICS・交通情報を音声案内しない。 P.215

細街路での音声案内
［する］ ：幅 5.5m未満の道路での音声案内をする。
［しない］：幅 5.5m 未満の道路での音声案内をしな

い。
P.133

他モード時の案内

［する］ ：ナビゲーション以外の画面でも、音声によ
る目的地案内をする。

［しない］：他モードに切り替えたとき、音声案内をし
ない。

P.133

ハートフル音声 ［する］ ：ハートフル音声を出力する。
［しない］：ハートフル音声を出力しない。 P.100

エコドライブ
インフォメーション

［する］ ：エコドライブのアドバイスを音声案内す
る。

［しない］：エコドライブのアドバイスを音声案内し
ない。

P.198

項目（スイッチ） 機能 ページ
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※ 1販売店装着オプションのビーコンユニットを装着したとき、または G-
BOOK オンラインサービスを利用されているときに操作することができ
ます。

※2G-BOOK オンラインサービスを利用されているときに操作することがで
きます。

ルート系設定をする

項目（スイッチ） 機能 ページ

ルート学習 ［する］ ：ルート学習する。
［しない］：ルート学習しない。 P.125

ルート学習結果の消去 ルート学習していたルートを消去する。 P.125

季節規制メッセージ
表示

［する］ ：季節規制メッセージを表示する。 
［しない］：季節規制メッセージを表示しない。 P.94

フェリールート利用 ［する］ ：フェリーを使用するルートを探索する。
［しない］：フェリーを使用するルートを探索しない。 P.140

渋滞考慮探索※1 ［する］ ：渋滞を考慮してルート探索する。 
［しない］：渋滞を考慮してルート探索しない。 P.220

新旧ルート比較表示※1 ［する］ ：新旧ルートを比較表示する。
［しない］：新旧ルートを比較表示しない。 P.221

プローブ交通情報
自動取得※2

［する］ ：プローブ交通情報を自動取得する。
［しない］：プローブ交通情報を自動取得しない。 P.607
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※目的地が設定されているときは操作することができません。

その他の設定をする

項目（スイッチ） 機能 ページ

スイッチ表示設定 ［  Off］にタッチしたときに表示させたいスイッチ
類を変更する。 P.71

車両情報設定※ 料金の計算、および提携駐車場を検索するときの基
準である車両情報を変更する。 P.138

目的地履歴の消去 目的地履歴を消去する。 P.117

画面切り替え時の
動画表現

［する］ ：画面切り替え時を動画で表現する。 
［しない］：画面切り替え時を動画で表現しない。 P.96

時計表示 ［する］ ：地図画面に時計を表示する。
［しない］：地図画面に時計を表示しない。 P.79

ナビ補正 現在地の修正または距離を補正する。 P.170

VICS/ITSスポット設定
VICS 、および ITS スポットサービス（DSRC）自
動割込情報表示の設定、自動割込表示時間を変更す
る。

P.219

ユーザーカスタマイズ 各種ナビ設定を記憶・呼び出し・消去する。 P.171

周辺施設 走行中呼出
ジャンル

走行中に呼び出すことのできる周辺施設のジャンル
を変更する。 P.83

QUICK SETUP QUICK SETUP の設定や設定した内容を修正する。 P.34

エコマップ診断難易度
［初級］ ：エコマップ診断難易度を初級にする。
［中級］ ：エコマップ診断難易度を中級にする。
［上級］ ：エコマップ診断難易度を上級にする。

P.196
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4. 安全・快適走行設定一覧

安全・快適走行の設定をする

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替える。
［設定］にタッチしても切り替えることがで
きます。

3 設定項目を『運転支援』にフリック操
作で切り替える。

 または にタッチしても切り替えること
ができます。

4 ［安全・快適走行設定］にタッチ。

5 各項目を設定する。
詳しくは、次の表をご覧ください。

6 ［完了］にタッチ。

項目（スイッチ） 機能 ページ

一時停止案内 ［する］ ：一時停止案内をする。
［しない］：一時停止案内をしない。 P.84

信号待ち発進準備案内
（DSSS）※1

［する］ ：信号待ち発進準備案内をする。
［しない］：信号待ち発進準備案内をしない。 P.91

前方停止車両存在案内
（DSSS）※1

［する］ ：前方停止車両存在案内をする。
［しない］：前方停止車両存在案内をしない。 P.92

わき道車両存在案内
（DSSS）※1

［する］ ：わき道車両存在案内をする。
［しない］：わき道車両存在案内をしない。 P.92

逆走注意案内 ［する］ ：逆走注意案内をする。
［しない］：逆走注意案内をしない。 P.87

踏切案内 ［する］ ：踏切案内をする。
［しない］：踏切案内をしない。 P.85

合流案内 ［する］ ：合流案内をする。
［しない］：合流案内をしない。 P.85

ITS スポット安全運転
支援案内※2

［する］ ：ITS スポットサービス（DSRC） による
安全運転支援案内をする。

［しない］：ITSスポットサービス（DSRC）による
安全運転支援案内をしない。

P.93

MENU
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※1販売店装着オプションのビーコンユニットを装着したときのみ項目が表
示されます。

※2販売店装着オプションの ITSスポット対応DSRCユニットを装着したと
きに操作することができます。

カーブ案内 ［する］ ：カーブ案内をする。
［しない］：カーブ案内をしない。 P.85

レーン案内 ［する］ ：レーン案内をする。
［しない］：レーン案内をしない。 P.85

事故多発地点案内 ［する］ ：事故多発地点案内をする。
［しない］：事故多発地点案内をしない。 P.86

学校存在案内 ［する］ ：学校存在案内をする。
［しない］：学校存在案内をしない。 P.88

項目（スイッチ） 機能 ページ
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5. メンテナンス機能について

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

 （任意入力項目）にタッチすると、表
示されている項目以外の項目を設定する
ことができます。（→P.182）

すでに設定されている任意入力項目に

タッチしたときは、 6 の画面が表示され

ます。

未設定の項目は （白色）、すでに設定さ

れている項目は （青色）、メンテナンス

案内が行われる時期の項目は （橙色）
で表示されます。

日付・距離の両方、または日付のみ・距離
のみを設定します。

間違えたとき［修正］にタッチ。
「日付入力画面」で、一桁の日付を入力す
るときは、［年］・［月］・［日］にタッチし
て入力することができます。
･ 2 ～ 9 月と 4 ～ 9 日は［月］・［日］に
タッチして入力する必要はありません。
〈例〉2012年5 月 2 日と入力するとき
［1］・［2］・［0］・［5］・［0］・［2］または
［1］・［2］ ・［5］ ・［2］・［日］の順にタッ
チします。

メンテナンス機能とは

メンテナンス機能とは、GPS（→
P.199） のカレンダー機能と車速信
号を利用して、オイルなどの消耗部品
の交換時期・各種点検時期などのイベ
ント時期の案内を行う機能です。

知 識
● メンテナンス機能の内容・時期の設定につい
ては、お買い上げの販売店にご相談くださ
い。

● 車の使用状況により、設定した時期と実際に
案内が行われる時期は誤差が生じることが
あります。また、計測された走行距離と実際
の走行距離は誤差が生じることがあります。

メンテナンスの項目を設定
する

メンテナンスを知らせる時期 /
距離を設定する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『メンテナンス』にフ
リック操作で切り替える。

MENU

4 ［項目設定］にタッチ。

5 設定する項目にタッチ。

6 ［お知らせ日］または［お知らせ距
離］にタッチ。

7 日付・距離を入力し、［完了］に
タッチ。
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間違えたとき
［修正］にタッチ。

 5つ以上の項目があるときは、 が表示
されます。
･ 任意入力項目のときは、入力した名称を表
示します。

［次回表示しない］にタッチすると、次に
ナビゲーション画面が立ち上がるときは、
案内されません。

8 ［完了］にタッチ。

知 識
● メンテナンス時期の設定をしても、自動通知
（メンテナンス案内）の設定をしないと、メ
ンテナンス案内は行われません。
（→P.184）

任意入力項目を設定する

1 （任意入力項目）にタッチ。

2 設定するマークにタッチ。

3 ソフトウェアキーボードを使用し
て名称を入力し、 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

項目設定 メンテナンス画面

4 お知らせ日、またはお知らせ距離を
設定する。（→P.181）

5 ［完了］にタッチ。

メンテナンスの案内について

設定をした日をすぎる、または設定し
た距離を走行すると、ナビゲーション
画面が表示される（立ち上がる）とき、
同時に4 つまで案内されます。

メンテナンス案内の自動通知を設
定できます。（→P.184）



183

5. ナビを使いこなす

5. メンテナンス機能について

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

AW   

距離が更新され、新しい日付・設定した距
離に変更されます。

メンテナンスの設定を変更
する

メンテナンス設定を個別に消去
する

1 設定を消去する項目にタッチ。

2 ［設定消去］にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

すべて消去するとき
「メンテナンス設定をすべて消去す

る」（→P.184）

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

項目設定 メンテナンス画面

メンテナンス設定を個別に更新
する

1 設定を更新する項目にタッチ。

2 ［自動更新］にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。（2の画面）

すべて更新するとき
「メンテナンス設定をすべて更新す

る」（→P.184）

知 識
● 新しい日付は、メンテナンスの時期を設定し
た日と現在の日、または案内する予定だった
日から自動的に計算され、変更されます。（項
目により、計算方法は異なります。）

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

項目設定 メンテナンス画面
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は、作動表示灯が点灯します。

自動通知（メンテナンス案内）
の設定をする

メンテナンス時期に案内が自動で通
知されるよう設定することができま
す。

1 ［自動通知］にタッチ。

メンテナンス設定をすべて消去
する

1 ［設定全消去］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

個別に消去するとき
「メンテナンス設定を個別に消去す

る」（→P.183）

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

項目設定 メンテナンス画面

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

項目設定 メンテナンス画面

メンテナンス設定をすべて更新
する

1 ［自動全更新］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

個別に更新するとき
「メンテナンス設定を個別に更新す

る」（→P.183）

販売店の設定をする

販売店を設定する

1 ［販売店設定］にタッチ。

2 地図の呼び出し方法を選び、販売店
を設定する地点の地図を表示する。
（→P.101、P.118）

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

項目設定 メンテナンス画面

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

項目設定 メンテナンス画面
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 の位置に販売店が設定されます。
「施設で地図を検索する」（→ P.111）で
トヨタ・ダイハツ販売店を呼び出し、地図
が表示されたら、このまま地図を動かさず
に［セット］にタッチすると、販売店名・
電話番号が自動的に入力されます。

修正・入力方法については次のページをご
覧ください。

［販売店に行く］にタッチすると、販売店
の地図が表示されます。

3 ［セット］にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。

販売店の情報を修正・入力する

1 修正・入力をする。

項目 ページ

販売店名 P.158

スタッフ名前 P.158

位置 P.161

電話番号 P.161

2 ［完了］にタッチ。（1の画面）

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  →  → 

MENU 設定

項目設定 販売店設定

販売店設定画面

販売店を消去する

1 ［販売店の消去］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→  →  → 

MENU 設定

項目設定 販売店設定

販売店設定画面
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車両警告灯の自動通知の設定をするこ
とができます。（→P.186）

警告灯名や警告内容が表示されます。
表示を解除するとき
［表示消］にタッチ。

警告灯名や警告内容が表示されます。

車両警告灯表示の自動通知が設定されて
いるときはスイッチの作動表示灯が点灯
します。

自動通知の設定を解除するとき
メッセージの内容を確認し、［OK］に

タッチ。

車両警告灯表示について

車両の異常時に警告灯名や警告内容
をナビ画面に表示することができま
す。

知 識
● 車両警告灯表示の対象車種については、お買
い上げの販売店にお問い合わせください。

● 車両警告表示は、メーター内のすべての警告
灯を表示するものではありません。

車両警告灯の表示

自動で表示する

車両警告灯の自動通知設定をしてい
るときは、メーター内の警告灯が点灯
したとき、自動で警告灯をナビ画面に
表示することができます。

1 表示されている警告灯にタッチ。

手動で表示する

車両警告灯の自動通知設定をしてい
ないときは、次の手順で表示すること
ができます。

1 ［車両警告表示］にタッチ。

2 表示されている警告灯にタッチ。

自動通知の設定

メーター内の警告灯が点灯したとき
に自動でその警告灯がナビ画面に表
示されるように設定することができ
ます。

1 ［車両警告表示］にタッチ。

2 ［自動通知］にタッチ。

画面外の  →  → 
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

メンテナンス画面

画面外の  →  → 
『メンテナンス』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

メンテナンス画面
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6. エコ機能

 前回給油時に給油量を入力しなかった場合、
給油量を入力しても正しい燃費は計算され
ません。その場合、給油後、［走行距離リセッ
ト］→［はい］の順にタッチして走行距離を
リセットし、次回給油時に改めて給油量を入
力してください。

間違えたとき
［修正］にタッチ。

エコ機能について

エコ機能とは、燃料消費量の少ない
ルートにアイコンを表示したり、運転
内容をエコな観点で評価したりする
ことで、環境にやさしい運転をサポー
トする機能です。

燃費の計算

給油した量と給油した時点での走行
距離から、燃費が計算されます。
また、燃費の履歴から平均燃費が計算
されます。燃費の履歴は後から編集す
ることができます。

知 識
● 満タンに給油しない場合、燃費が正確に計算
されません。

● 燃費が自動計算される車種の場合、エコ情報
画面には［区間燃費］が表示（→ P.192）
され、［燃費履歴］は表示されません。対象
車種については、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

給油量の入力

ガソリンスタンド給油時に給油量を
入力すると、それまでの燃費が計算さ
れます。燃費の計算が終了すると、走
行距離はリセット（0km）されます。

1 画面外の  にタッチ。

2 ［情報］にタッチ。

3 ［エコ情報］にタッチ。

4 ［燃費履歴］にタッチ。

MENU

5 ［データ入力］にタッチ。

6 ［給油量入力］にタッチ。

7 給油量を入力し、［完了］にタッチ。

知 識
● 走行距離の表示は、0.0km から 999.9km
になります。

● 入力できる給油量は、最大99.9L、最小0.1L
です。
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前回の燃費と全履歴の平均燃費が数値で表
示されます。

過去５回分の燃費がグラフで表示されます。

前の履歴（期間）を表示したいとき

［ 前へ］にタッチ。
次の履歴（期間）を表示したいとき

［次へ ］にタッチ。
修正・入力方法については次のページをご覧
ください。

履歴とグラフの表示

平均燃費や燃費の履歴を表示させる
ことができます。

1 ［履歴・グラフ］にタッチ。

知 識
● グラフの表示は、最大40km/Lになります。
● 数値の表示は、最大 99.9km/L、最小
0.1km/Lになります。

画面外の  →  → 
 →  → 

MENU 情報

エコ情報 燃費履歴

燃費履歴画面

履歴の編集

計算された燃費は、履歴に最大 100
件まで保存されます。過去の燃費の確
認や給油量、走行距離などの修正をす
ることができます。

1 ［履歴一覧］にタッチ。

2 編集したい履歴（期間）を選択する。

3 修正・入力をする。

項目 ページ

開始日の編集 P.181

終了日の編集 P.181

走行距離の編集 P.181

給油量の編集 P.187

画面外の  →  → 
 →  → 

MENU 情報

エコ情報 燃費履歴

燃費履歴画面
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全ての履歴を消去したいとき
［全消去］にタッチ。

エコ度は葉マークで表示され、最もエコな
ルートには葉マークが3つ表示されます。

履歴の削除

履歴が 100 件をこえたときは、古い
ものから自動的に消去されますが、不
要な履歴を選択して消去することも
できます。

1 ［履歴一覧］にタッチ。

2 削除したい履歴（期間）を選択する。

3 ［本履歴を削除］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  → 
 →  → 

MENU 情報

エコ情報 燃費履歴

燃費履歴画面

ルート案内時の燃費設定

燃費を設定すると、５ルート同時表示
画面の中で最もエコなルートにアイ
コンを表示することができます。ま
た、全行程一覧表画面にはルートごと
にエコ度を3段階で表示することがで
きます。
燃費は次の方法で設定することがで
きます。
走行累積平均燃費を使用して燃費を設
定する

燃費を手動で設定する

5ルート同時表示画面

全行程一覧表画面
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走行累積平均燃費を使用しているときは、
作動表示灯が点灯します。

一般道および高速道路をしばらく走行す
ると「学習済み」と表示され、平均燃費が
設定されます。

燃費を上げたいとき
［ ］にタッチ。

燃費を下げたいとき
［ ］にタッチ。

走行累積平均燃費を使用する

走行状態に合わせて、自動で平均燃費
を算出し、燃費を設定することができ
ます。

1 ［燃費設定］にタッチ。

2 ［走行累積平均燃費を使用する］に
タッチ。

知 識
● 走行累積平均燃費機能の対象車種について
は、お買い上げの販売店にお問い合わせくだ
さい。

燃費を手動で設定する

履歴・グラフ（→ P.188）に表示さ
れている平均燃費などを参考に手動
で設定することができます。

画面外の  →  → 
 →  

MENU 情報

エコ情報 エコナビ情報画面

1 ［燃費設定］にタッチ。

2 ［一般道燃費］または［高速道路燃
費］にタッチ。

3 燃費を設定し、［完了］にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。（2の画面）

エコ情報の表示

運転内容をエコの観点で評価した結
果やアドバイスを表示することがで
きます。また、過去20分間の燃費を
確認することもできます。

画面外の  →  → 

 →  

MENU 情報

エコ情報 エコナビ情報画面
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■最新評価の表示

エコ運転評価は5段階で表示されます。

評価に合わせて、エコ運転に関するアドバイ
スが表示されます。

■評価履歴の表示

評価履歴を消去したいとき
［履歴消去］→［はい］の順にタッチ。

 e 燃費と平均燃費が横線で表示されます。
（→ P.192）

エコ運転評価の表示

全体のドライブ時間のうち、エコ運転
ができた時間の割合を計算し、評価結
果を表示します。

1 ［地図＆エコ情報］にタッチ。

知 識
● 評価を行うのに十分な走行時間が経過して
いない場合は、「判定中」というメッセージ
が表示されます。

地図画面 →  →  → 表示変更 地図表示

地図表示画面

画面外の  →  → 
 → 

MENU 情報

エコ情報  エコナビ情報画面

1 ［エコ運転評価履歴］にタッチ。
今日と過去9回のエコ運転評価結果が、グラ
フで表示されます。評価は 1日単位で記録さ
れます。

燃費情報の表示

1 ［ ］にタッチ。

過去20分間の燃費が2分単位のグラフで表
示されます。

地図画面 →  →  → 
 → 

表示変更 地図表示

地図＆エコ情報 エコ運転評価画面
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履歴グラフを消去したいとき
［履歴消去］→［はい］の順にタッチ。

エコトライアル画面（→ P.195）を表示
したいとき
［ ］にタッチ。

エコ運転評価画面に戻すとき
［ ］にタッチ。

履歴を消去したいとき
［履歴消去］→［はい］の順にタッチ。

最高燃費とは、区間燃費の履歴を消去して
から現在までの過去最高の区間燃費です。

 e 燃費と平均燃費が横線で表示されます。
（→ P.192）
航続可能距離は、メーターから通知された
数値が表示されます。

 e 燃費とは、e燃費サービス（自車の燃費
をオンライン管理できるサービス）を利用
しているユーザーの燃費を車種ごとにま
とめられた平均値です。自車の平均燃費と
比較することができます。

知 識
● 燃費情報表示の対象車種については、販売店
にお問い合わせください。

区間燃費の表示

メーターの燃費表示をリセットする
ごとの燃費情報を最大６個までグラ
フで表示します。

1 ［区間燃費］にタッチ。

区間燃費画面が表示されます。

画面外の  →  → 
 → 

MENU 情報

エコ情報  エコナビ情報画面

知 識
● 燃費が自動計算されない車種の場合、エコ情
報画面には［燃費履歴］が表示（→P.187）
され、［区間燃費］は表示されません。対象
車種については、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

● メーターの燃費表示や航続可能距離につい
ては、車両の取扱書をご覧ください。

平均燃費 /e 燃費について

平均燃費の算出やe燃費情報が設定さ
れているときは、燃費情報画面（→
P.191）と区間燃費画面（→P.192）
のグラフに横線で表示されます。

燃費情報画面

区間燃費画面

最新の e 燃費情報をダウンロードして、
車載機に取り込むことができます。
（→ P.194）
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■縮小表示について

平均燃費の数値により平均燃費欄の色が
次のように切り替わります。
･ 緑色： 平均燃費がe燃費より良いまたは同
等のとき

･ 茶色： 平均燃費が e燃費より悪いとき
燃費情報画面に戻すとき
燃費表示欄にタッチ。

平均燃費やe燃費情報が設定されていない
場合は、--:--km/L と表示されます。

■e燃費情報の設定

［その他］にタッチしたときは、e燃費情報
画面が表示され、パソコンの専用サイトか
ら最新の e 燃費情報をダウンロードして、
車載機に取り込むことができます。
（→ P.194）

燃費情報画面を縮小し、平均燃費と
e 燃費を数値で表示することができま
す。

1 にタッチ。

知 識
● 平均燃費およびe燃費の表示の対象車種は、
お買い上げの販売店にお問い合わせくださ
い。

燃費情報画面（→P.191）

車載機に保存されているe燃費情報を
設定することができます。

1 ［車種設定］にタッチ。

2 該当する車種にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

4 ［了解］にタッチ。

画面外の  →  → 
 →  →

MENU 情報

エコ情報 e燃費情報

e燃費情報画面
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■e燃費情報の更新

車載機のハードディスクにデータが保存
されます。

 仮登録できるルートは1件です。本登録をす
る前に、他のエコトライアルに登録していな
いルートを設定して目的地に到着した場合、
新しいルートが仮登録されます。

仮登録中のルートが表示されます。

パソコンの専用サイトから最新のe燃
費情報をダウンロードして、車載機に
取り込むことができます。

1 パソコンの専用サイト（http://
toyota.jp/dop/navi/update/）の
案内にしたがってデータをダウン
ロードする。

2 データを SD メモリーカードにコ
ピーする。

3 SDメモリーカードを車載機に挿入
する。（→P.26）

4 画面外の  にタッチ。

5 ［情報］→［エコ情報］→［e燃費］
の順にタッチ。

6 ［更新開始］にタッチ。

7 ［はい］にタッチ。

8 ［完了］にタッチ。

知 識
● e燃費情報の対象車種は、お買い上げの販売
店にお問い合わせください。

MENU

エコトライアル機能を使用
する

エコトライアルとは、ルートごとの燃
費を計算して記録する機能です。各
ルートの平均燃費や最高燃費を確認
することで、環境にやさしい運転がで
きるようサポートします。

知 識
● エコトライアル機能の対象車種については、
お買い上げの販売店にお問い合わせくださ
い。

ルートを登録する

エコトライアルに登録していない
ルートを設定して目的地に到着した
場合、ルートと燃費がナビに仮登録さ
れます。エコトライアルの対象ルート
として利用するためには、本登録が必
要です。

1 ［エコトライアル］にタッチ。

2 ［新規登録］にタッチ。

画面外の  →  → 
 → 

MENU 情報

エコ情報  エコナビ情報画面
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エコトライアルに登録されます。また、エ
コマップ表示（→ P.196）に対応してい
る車種については、エコマップの情報も登
録されます。

■エコトライアル画面

エコ運転評価画面を表示したいとき
［ ］にタッチ。

燃費情報画面（→ P.191）を表示したい
とき
［ ］にタッチ。

エコトライアル画面を解除するとき
［表示変更］→［地図表示］→［地図 1
画面］の順にタッチ。

エコマップを切り替えたいとき
［エコマップ切り替え］にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

4 ルート名を編集し、［完了］にタッ
チ。

知 識
● エコマップの情報は、走行距離が 100ｋｍ
以内のときに登録されます。

● エコマップ表示の対象車種は、お買い上げの
販売店にお問い合わせください。

エコトライアルを開始する

登録してあるルート（→ P.194）と
同じルートで目的地案内を開始する
と、エコトライアル画面が表示されま
す。目的地に到着すると、運転結果画
面が表示されます。

エコトライアル 2 画面自動表示のす
る／しないを設定できます。（→
P.175）
エコトライアル運転結果自動表示の
する／しないを設定できます。
（→P.175）
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■運転結果画面

運転結果画面を解除するとき
［閉じる］にタッチ。

エコマップは走行状態により、葉マークで
次のように表示されます。
・緑色：燃費に良い走行をしたと判定され

た区間
・茶色：燃費に良くない走行をしたと判定

された区間
ハイブリッド車は、EV走行された区間に
EVマークが表示されます。

エコ度は搭載されている車両により、次の
情報をもとに判定されます。
ガソリン車： エコドライブインジケー

タをもとに判定
ハイブリッド車：ハイブリッドシステムイ

ンジゲータと、EV 走行
状態をもとに判定

タッチするごとに前回のエコマップ→最
高燃費時のエコマップ→エコマップ表示
なしの順に切り替わります。

知 識
● 出発地と最終目的地が一致した場合に、同じ
ルートと判断します。通過目的地は対象にな
りません。

● 今回平均燃費の表示は、10秒ごとに更新さ
れます。

エコマップを表示する

エコマップが登録されているルート
でエコトライアルを開始すると、前回
走行したときの状態や最高燃費が出
た時の走行状態をエコの観点で判定
し、区間ごとにエコ度を表示すること
ができます。

エコマップの診断難易度を設定す
ることができます。（→P.178）

1 ［エコマップ切り替え］にタッチ。

知 識
● 走行距離が100kmを超えたルートには、エ
コマップが登録されません。

● エコマップ表示の対象車種は、お買い上げの
販売店にお問い合わせください。

燃費情報縮小表示画面の切り替
え

エコトライアル画面を縮小し、今回の
平均燃費と前回の平均燃費または最
高燃費を表示することができます。

エコトライアル画面（→P.195）
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走行状態により今回平均燃費欄の色が次
のように切り替わります。
緑色：走行中の平均燃費が前回の平均燃費／

最高燃費より良いまたは同等のとき
茶色：走行中の平均燃費が前回の平均燃費

／最高燃費より悪いとき
縮小表示を解除するとき
燃料表示欄にタッチ。

■ルート名を変更する

■表示内容を切り替える

選択した項目に合わせて、平均燃費・走行
時間・距離の表示が切り替わります。

すべてのルートを消去するとき
［全選択］→［消去］の順にタッチ。

1 にタッチ。

エコトライアル情報を表示する

1 ［情報］にタッチ。

2 情報を表示したいルートを選択する。
エコトライアル情報画面が表示されます。

エコトライアル画面（→P.195）

画面外の  →  → 
 →  → 

MENU 情報

エコ情報 エコトライアル

エコトライアル画面

1 ［編集］にタッチ。

2 ルート名を編集し、［完了］にタッ
チ。

1 ［前回］、［最高］または［累計］に
タッチ。

ルートを消去する

1 ［消去］にタッチ。

2 消去したいルートを選択し、［消去］
にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  → 
 →  → 

MENU 情報

エコ情報 エコトライアル

エコトライアル画面
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＜エコドライブインフォメーション音
声の例＞
気持ちにゆとりを持った運転がエコドライ
ブに繋がります。

エアコンの設定温度を控えめにすることで
燃費がよくなります。

空ぶかしを行うと多くの燃料を浪費します。

エコドライブインフォメーションをす
る／しないを設定できます。
（→P.176）

エコドライブインフォメー
ションの設定

エコな運転に役立つアドバイスを音
声で案内させることができます。

知 識
● エコドライブインフォメーションの音声は
一般的なものであり、運転環境やご使用の車
により該当しないことがあります。

● ハートフル音声（→ P.100）とエコドライ
ブインフォメーションの音声が重複した場
合、ハートフル音声が優先されます。その場
合、エコドライブインフォメーションは、次
回エンジンスイッチをACC、またはONに
したときに発話されます。

エネルギーモニターの表示

ハイブリッドシステムの状態を、画面
に表示することができます。

1 ［エネルギーモニター］にタッチ。
エネルギーモニター画面が表示されます。

知 識
● エネルギーモニター表示の対象車種につい
ては、お買い上げの販売店にお問い合わせく
ださい。

画面外の  →  → 
 → 

MENU 情報

エコ情報  エコナビ情報画面
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7. GPS について

以下のようなときは、GPS 情報を利用できないことがあります。
ビル・トラック・トンネルなどで人工衛星の電波が遮断されるとき
 GPS アンテナの上に物を置くなどして電波が遮断されるとき
人工衛星が電波を出していないとき（米国の追跡管制センターで信号をコントロール
しているため改良・修理等で電波が止まることがあります。） 

デジタル式携帯電話（1.5GHz）を GPS アンテナ付近で使用したとき

このシステムは、GPS 情報と各種センサー、道路地図データなどを利用して
現在位置表示を行っていますが、人工衛星からの電波の精度状態が良くないと
きや、2 個以下の人工衛星からの電波しか捕捉できないときなどには誤差が生
じることがあります。
この誤差は、補正などによってなくすことはできません。

GPSとは

GPS（Global Positioning System：汎地球測位システム）は、米国が開発・
運用しているシステムで、通常 4 個以上、場合により 3 個の人工衛星を利用し
て、利用者の現在位置（緯度・経度など）を知ることができるものです。
このシステムは、GPS 情報と各種センサー、道路地図データなどを利用して、ナ
ビゲーションを行っています。

GPS 情報を利用できないとき

システムの特性上、避けられないズレ
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8. 知っておいていただきたいこと

こんなメッセージが表示されたとき

メッセージ 原　因 処　置

自宅が登録されていません
設定のメモリ地点から登録で
きます

自宅が登録されていないとき
に、［自宅周辺］にタッチした
ため。

自宅を登録してからお使いく
ださい。（→P.151）

特別メモリ地点が登録されて
いません
設定のメモリ地点から登録で
きます

特別メモリ地点が登録されて
いないときに、特別メモリ周
辺［1］～［5］または特別メ
モリに行く［1］～［5］にタッ
チしたため。

特別メモリ地点を登録してか
らお使いください。
（→ P.152）

該当する電話番号が検索でき
ません
確認して修正して下さい

電話番号で地図を呼び出すと
き、入力した番号が登録され
ていないなどの原因で、地図
が呼び出せなかったため。

電話番号を再度入力しなおし
ても地図が呼び出せないとき
は、ほかの方法で地図を呼び
出してください。

該当するマップコードが収録
されていません
確認して修正して下さい

マップコードで地図を呼び出
すとき、入力した番号が登録
されていないなどの原因で、
地図が呼び出せなかったた
め。

マップコードを再度入力しな
おしても地図が呼び出せない
ときは、ほかの方法で地図を
呼び出してください。

該当する施設の地点が特定で
きません
周辺の地図を表示します

検索された施設の正確な所在
地が特定できず、所在地の住
所を代表する地点を表示した
ため。

実際の施設の所在地をご確認
ください。

この縮尺では位置が特定でき
ません
詳細な地図に切り替えます

1/8 万図より広域の地図で、
目的地・メモリ地点などを設
定・登録しようとしたため。
（現在地画面（地図画面）から
地点登録するときを除く）

目的地・メモリ地点などの設
定・登録はできるだけ詳細な
地図（1/8 万図以下）で行っ
てください。

付近に案内可能な道路があり
ません
移動してから再操作をお願い
します

通過道路を指定するときに、
道路情報などにより、通過道
路が指定されなかったため。

地図を移動して、道路付近に
通過道路を指定してくださ
い。

目的地周辺に河川などの水域
があります
目的地を移動しますか？

目的地を設定するときに、河
川などが近くにあるため。

［はい］にタッチしたあと、地
図を道路付近に移動して、
［セット］にタッチし、目的地
を設定してください。
表示されている位置に目的地
を設定するときは、［いいえ］
にタッチしてください。

目的地周辺に線路があります
目的地を移動しますか？

目的地を設定するときに、線
路が近くにあるため。
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メモリ地点が登録されていま
せん
メモリ地点を登録してからお
使い下さい

メモリ地点が登録されていな
いときに、メモリ地点で地図
を呼び出そうとしたため。

メモリ地点を登録してからお
使いください。（→ P.154）

これ以上登録できません
消去してからお使い下さい

メモリ地点（自宅・特別メモ
リ地点含む）400 カ所・G
メモリ地点 100 カ所登録し
ているときに、さらに登録し
ようとしたため。

不要なメモリ地点を消去して
から登録してください。
（→P.155）

セットで を乗降 IC に設定
します
次候補で別の出入口を探しま
す

指定した IC に出口（入口）が
複数あるため。

希望の出口（入口）のときは、
［セット］にタッチしてくださ
い。
希望の出口（入口）でないと
きは、［次候補］にタッチして
ください。

指定したICは時間規制により
ご利用できない場合がありま
す
IC 指定を続けますか？

指定した IC に時間規制があ
るため。

指定を続けるとき、［はい］に
タッチしてください。
指定をやめるとき、［いいえ］
にタッチしてください。

指定された出入口 IC は規制
があります
ご注意下さい

時間規制のある IC を利用時
間内に通過できないおそれが
あるため。

指定している前後のICから乗
降してください。

○○○○上に目的地を設定し
ますか？ 
[ 高速道路、有料道路など ]

高速道路、有料道路上などで
目的地を設定しようとしたた
め。

そのまま設定するときは、
［設定する］にタッチしてくだ
さい。
別の道路に設定するときは、
［他の道路］にタッチしてくだ
さい。

指定された区間の前後に乗降
IC または通過道路が決定済
みです
指定を解除しますか？

乗降 IC または通過道路を指
定してある前後に目的地を追
加しようとしたため。

乗降ICまたは通過道路の指定
を解除して目的地の追加を続
けるときは、［はい］にタッチ
してください。
乗降ICまたは通過道路の指定
を解除せず目的地の追加を続
けるときは、［いいえ］にタッ
チしてください。

ルート沿いに該当する施設が
ありません

ルート沿いの施設を検索する
とき、近くに該当する施設が
見つからないため。

場所を移動するか、ほかの施
設で検索してください。

該当する施設がありません
施設を検索するとき、近くに
該当する施設が見つからない
ため。

条件を変更して、再度検索し
てください。

メッセージ 原　因 処　置
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故障とお考えになる前に

ちょっとした操作のちがいで故障と間違えることがありますので、次の表にもと
づき、まず確認してください。
処置をしても直らないときは、お買い上げの販売店で点検を受けてください。

症　状 考えられること 処　置

走行しても地図が動かない。
現在地画面以外になっていま
せんか。

現在地画面を表示させてくだ
さい。（→ P.70）自車マーク が表示されな

い。

GPS マークが表示されな
い。

GPS 情報を利用できない状
態ではありませんか。

周囲に障害物がない所へ移動
するか、GPS アンテナの受
信を妨げるものを取り除いて
ください。

音声案内が出力されない。

案内中止になっていません
か。

目的地案内を中止したとき
は、目的地案内を再開させて
ください。（→P.124）

案内の音量が小さく（音声
OFF に）なっていませんか。

音量を大きくしてください。
（→ P.100）

モニターの画面中に小さな斑
点や輝点がある。

液晶パネル特有の現象です。
液晶パネルは非常に精密度の
高い技術でつくられており、
99.99％以上の有効画素が
ありますが、0.01％以下の
画素欠けや常時点灯するもの
が生じることがあります。

故障ではありませんので、そ
のままご使用ください。

車両のエンジンスイッチを
ACCまたはONにしたあと、
しばらく画面にムラがある。

寒冷時、液晶パネルのバック
ライトの特性上、光ムラが発
生することがあります。

バックライトが温まれば、数
分後には解消されます。

画面が見にくい。 画面のコントラスト、明るさ
調整は適正ですか。

コントラスト、明るさを調整
してください。（→P.52）

実際の現在地と異なる場所に
自車マーク が表示されて
いる。
（自車マーク がずれてい
る。）

人工衛星の状態、車両の状態
（走行場所や運転条件）などに
より、自車マーク がずれる
ことがあります。また、新設
道路など、地図データが実際
の道路形状と異なる道路を走
行すると、自車マーク がず
れることがあります。

しばらく走行すると、マップ
マッチングや GPS 情報が利
用されて、現在地が自動的に
修正されます。（場合によって
は、数分程度かかることがあ
ります。） 
GPS 情報が利用されず、現
在地が自動的に修正されない
ときは、安全な場所にいった
ん停車して、現在地の修正を
行ってください。（→P.170）
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■以下のような車両の状態（走行場所や
運転条件）のときは、実際の現在地と
異なる場所に自車マーク が表示さ
れている（自車マーク がずれてい
る）ことがあります。

角度の小さなY字路を走行しているとき、
他方の道に自車マーク が表示されるこ
とがあります。

隣の道路に自車マーク が表示されるこ
とがあります。

市街図を表示させているとき、自車マーク
やルート表示が反対車線や道路以外の

場所に表示されることがあります。
市街図から市街図以外の縮尺の地図に切
り替えたとき、ほかの道路に自車マーク

が表示されることがあります。
フェリー、車両運搬車などで移動したあ
と、自車マーク が移動前の位置になっ
ていることがあります。

自車マーク を手動で修正したときに、
正しい位置に修正しない状態で走行した
とき

バッテリーターミナルを脱着したあと
らせん状の道路を走行しているとき
勾配の急な山岳等を走行しているときや
急カーブを走行しているとき

地下駐車場や立体駐車場などでの切り返
しや、ターンテーブルで回転をしたあと、
一般道路に出たとき

渋滞・交差点の手前などで、発進・停止を
繰り返したときや徐行運転時

砂、砂利、雪道などのすべりやすい道路を
走行しているとき

タイヤチェーンを装着して走行している
とき

タイヤを交換したとき（とくに応急用タイ
ヤ、スタッドレスタイヤ使用時） 

指定サイズ以外のタイヤを使用したとき
タイヤの空気圧が 4 輪とも指定の空気圧
でないとき

摩耗したタイヤに交換したとき（2 シーズ
ン目以降のスタッドレスタイヤなど） 

ビルの近くを走行したとき
ルーフキャリヤを取りつけたとき
高速走行中、長距離のルート探索を行った
とき

以上のようなときでも、しばらく走行す
ると、マップマッチングやGPS 情報が
利用されて、現在地が自動的に修正され
ます。（場合によっては、数分程度かか
ることがあります。）

エンジンスイッチをOFF 
(LOCK) にしたとき、ディス
プレイの角度が調整した位置
に戻らない。
（NHBA-X62Gのみ）

バッテリーを1度はずしてい
ませんか。

ディスプレイの角度調整を
行ってください。（→P.51）

症　状 考えられること 処　置

ナビの精度について

次のようなときは、故障ではありませ
ん。

知 識
● このシステムは、タイヤの回転などをもとに
して作動していますので、タイヤを交換する
と精度が悪くなることがあります。

● タイヤを交換したときは、自動補正を行って
ください。（→P.170）
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■探索条件や走行場所により、以下のよ
うに適切な目的地案内が行われない
ことがあります。

直線道路走行中に、直進の案内が行われる
ことがあります。

交差点で曲がるのに、案内が行われないこ
とがあります。

案内が行われない交差点があります。
 U ターン禁止の場所で、U ターンする
ルートの案内が行われることがあります。

実際には通行できない道（進入禁止の道
路、工事中の道路、道幅が狭い道路など）
の案内が行われることがあります。

目的地までの道路がなかったり、細い道路
しかないときは、目的地から離れた所まで
しか目的地案内が行われないことがあり
ます。

ルートからはずれたとき（手前の交差点な
どで曲がったときなど）、音声案内が誤っ
て出力されることがあります。

実際の現在地と異なる場所に自車マーク
が表示されている場合、誤った案内を

することがあります。

■ルート再探索時、以下のようなことが
あります。

再探索時のルートの表示が、次の右左折ま
でに間に合わないことがあります。

高速走行時の再探索時間が長いことがあ
ります。

再探索時に、ルートが遠まわり（大まわ
り）になることがあります。

通過するはずの目的地を通らずに最終の
目的地に向かうとき、再探索すると、通過
するはずの目的地へもどるルートが表示
されることがあります。

再探索しても、ルートがかわらないことが
あります。

ルートが探索されないことがあります。
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6. データ情報を確認する

1. 地図について

地図データについて

道路・地名・施設情報・料金は地図デー
タ作成後、変更されることがあります
ので、現場の状況と異なることがあり
ます。
なお、このGPS ボイスナビゲーショ
ンシステムの「地図」は国土交通省 国
土地理院発行の地形図、および地勢図
をもとに、一般財団法人日本デジタル
道路地図協会作成の「全国デジタル道
路地図データベース」と株式会社 ゼン
リンの地図情報を付加して、株式会社
トヨタマップマスターが製作したも
のです。

知 識
●地図の作成に当たり、できる限り正確なもの
を提供できるよう道路の改良、新規開通など
の情報収集や現地調査などを行っておりま
す。しかしながら、道路・地名・施設情報・
料金などは日々刻々と変化しており、その性
質上、道路の抜け、道路形状・道路名称・施
設名称・料金の間違いなどを完全にゼロにす
ることはできません。この点に留意してご利
用ください。

●幅が3m 未満の区間を含む道路は、原則とし
て地図データに収録されていません。道路工
事や最新の測量により、幅が 3ｍ 未満の区
間を含むと判定された道路は、地図データ
ベースの更新時に削除されることがありま
す。

地図データの更新について

地図データは、次の方法で更新するこ
とができます。
全更新：最新版地図ソフトを購入い
ただき、全ての地図データを更新し
ます。詳しくは、トヨタ販売店にご
相談ください。

※ 最新版地図ソフトの発行は、予告なく終
了することがあります。
差分更新：通信またはCD-R/DVD-
R を使用して、部分的に地図データ
を更新します。詳しくは、「マップオ
ンデマンド」（→ P.590）をご覧く
ださい。

知 識
●全更新するときは、それまでの差分更新の
データと比較し、古い情報のみ更新され、最
新の情報はそのまま保存されます。
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地図データの情報を見る

ハードディスクに収録されている
データベースなどの情報は、使用デー
タ画面で確認できます。

1 ［使用データ］にタッチ。

知 識
● 使用データ画面に表示される［地図更新］は、
全更新（→ P.205）時に使用するスイッチ
です。
全更新については、お買い上げの販売店にご
相談ください。

画面外の  →  → 
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 → 

MENU 設定

地図更新 地図更新画面
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■交通規制データの出典について
この地図に使用している交通規制データは、道路交通法及び警察庁の指導に基づき全国交
通安全活動推進センターが公開している交通規制情報を使用して、（株）トヨタマップマス
ターが作成したものを使用しています。

■道路交通規制の優先について
このデータが現場の交通規制と違うときは、現場の交通規制標識・標示等にしたがってく
ださい。

■交通事故多発地点について
この地図に使用している事故多発地点データは、警察庁および国土交通省のデータをもと
に作成しました。

■道路交通情報データについて
道路交通情報データは、財団法人日本道路交通情報センターから提供されます。
データ作成には、財団法人道路交通情報通信センター(VICS センター )の技術が用いられ
ています。

■Gルート探索について
Gルート探索は、JARTIC/VICS の情報、プローブコミュニケーション交通情報を基にト
ヨタメディアサービス株式会社が作成したデータを使用しています。

■渋滞考慮探索について
渋滞考慮探索は、JARTIC/VICS の情報、プローブコミュニケーション交通情報を基にア
イシン・エィ・ダブリュ株式会社が作成したデータを使用しています。

■周辺迂回路探索について
周辺迂回路探索は、道路交通センサス、株式会社 昭文社提供データを基にアイシン・エィ・
ダブリュ株式会社が作成したデータを使用しています。

■渋滞考慮探索機能（交通情報予測機能）について
渋滞考慮探索機能（交通情報予測機能）はアイシン・エィ・ダブリュ株式会社の提供です。

地図データベースについて

いかなる形式においても、著作権者に無断でこの地図の全部、または一部を複製し、
利用することを固く禁じます。
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 20 万分の
1地勢図、5万分の1地形図、2万5千分の1地形図、1万分の1地形図及び数
値地図 50m メッシュ（標高）を使用しました。（測量法 第 30 条に基づく成果使
用承認 平 23情使第456-001号）
この地図作成に当たっては、国土情報整備事業の一環として国土交通省国土地理院
において作成された、国土数値情報を使用しました。
この地図作成に当たっては、一般財団法人日本デジタル道路地図協会発行の全国デ
ジタル道路地図データベースを使用しました。
（測量法 第 44条に基づく成果使用承認 06-052T）
2007 一般財団法人日本デジタル道路地図協会
アイシン・エィ・ダブリュ（株） ＆ ZENRIN CO.,LTD. ＆

　（株）トヨタマップマスター ＆（株）昭文社
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地図の縮尺の切り替えについて
「地図縮尺を切り替える」（→ P.73）

地図のスケール表示につい
て

地図左上に表示される  の 
の長さが約 100m であり、表示され
ている地図が 1/1 万縮尺であること
を示しています。

スケール表示 縮  尺

1/2500

1/5 千

1/1 万

1/2 万

1/4 万

1/8 万

1/16 万

1/32 万

1/64 万

1/128 万

1/256 万

1/512 万

1/1024 万

1/2048 万

知 識
● 1/2500 図は市街図表示（→P.79）に切り
替えたとき、表示することができます。

地図記号・表示について

表  示 内  容

（紫色）

高速道路
（都市高速道路・有料道路を含
む）

国道、主要道、都道府県道、そ
の他の道路

トンネルまたは整備計画区間
（各道路で表示色は異なりま
す。）

私鉄

JR

水域

都道府県界

緑地

駅舎・敷地

知 識
● ビジュアルシティマップ表示（→P.83）に
すると、道路の幅を実際の道路幅の比率と同
じように表示させることができます。

● 道路の表示色は地図の表示色（→P.78）の
設定によって異なります。
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※列車が頻繁に通過するため、通過するの
に時間がかかる踏切。

記  号 内　容

官公庁

都道府県庁

市役所・東京23 区役所

町村役場・東京以外の区役
所

警察署

消防署

郵便局

IC（インターチェンジ）

SA（サービスエリア）

PA（パーキングエリア）

スマート IC
（ETC 専用インターチェン
ジ）

信号機

駐車場

駅

道の駅

フェリーターミナル

港湾

空港・飛行場

学校

幼稚園

病院・医院

電力会社・発電所

電話局

銀行・信用金庫・農協

デパートなど

ホテル・旅館など

ビル

工場

灯台

神社

寺院

教会

霊園・墓地

城・城跡

名所・観光地など

ゴルフ場

スキー場

海水浴場

アイススケート場

マリーナ・ヨットハーバー

陸上競技場・体育館

キャンプ場

公園

温泉

山

その他の施設

通常の踏み切り

ボトルネック踏み切り※

トヨタ販売店・トヨタ共販
店

ダイハツ販売会社

ネッツ店

トヨタ L ＆ F 

記  号 内　容
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知 識
● 地図データに収録されているボトルネック
踏み切りデータは、国土交通省の資料を参考
に作成してあります。

● 表示される記号・表示の位置は実際と異なる
ことがあります。また、複数の施設が代表し
て 1 つのマークで表示されることがありま
す。



211

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

AW   

7. VICS・交通情報を使う

1. VICS・交通情報の表示について

 VICS・交通情報には、現況情報と統計情
報があります。

現況情報は次の情報です。

■現況VICS 情報

■現況交通情報

■統計情報

VICS・交通情報を表示する

地図上に VICS・交通情報（VICS 記
号・表示）を表示することができます。
（→P.227）

VICS・交通情報の表示例

渋滞情報の表示例

渋滞 混雑 空き道

現況情報 （赤色） （橙色） （水色）

統計情報 （赤色） （橙色） （水色）

通常の地図

ハイウェイモード

現況情報について

VICS センターから提供される現況の
情報

G-BOOKオンラインサービス 利用時
G-BOOK センターから提供されるプ
ローブコミュニケーション交通情報
（→P.606）

過去の交通情報を統計処理した情報
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1. VICS・交通情報の表示について
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知 識
● 統計情報は、地図データに収録されていま
す。現況情報が受信できないときでも、日
時・時間帯に応じた情報を表示できます。

● 現況情報は、1/16 万図より詳細な地図で表
示することができます。VICS 記号によって
は、1/16 万図では表示できない記号もあり
ます。

● 統計情報は、1/8 万図より詳細な地図で表
示することができます。

● 現況交通情報は、Gルート探索（→P.606）
すると取得することができます。

● 現況情報と統計情報を同時に表示する設定
にしている場合は、現況情報を優先して表示
します。

● 現況交通情報・統計情報は表示されない地点
があります。また、地図差分更新（→P.590）
などにより今まで表示されていた地点でも、
表示されなくなることがあります。

● 提供される現況交通情報・統計情報は、実際
の交通状況と異なる場合がありますので、あ
くまでも参考としてください。

● 表示する地図の種類によっては、VICS・交
通情報を表示させることができない場合が
あります。

● 車両情報の設定で、モーターアンテナ車の設
定を ON に設定している場合、オーディオ
がOFFのときはVICS情報を受信すること
ができません。（→P.139）

タイムスタンプについて

タイムスタンプにタッチすると、渋
滞・規制音声案内を出力することがで
きます。（→P.215）

時刻表示について

知 識
● 現況情報が提供された時刻を示しています。
（現況情報が受信された時刻ではありませ
ん。）

● 現況情報が継続して受信されないと、約30
分後に自動的に消去され、［- - : - -］の表示
になります。
現況情報が受信されていて、地図に表示する
情報がないときも、表示が［- - : - -］になり
ます。

● エンジンスイッチをACCまたはONにした
直後など、現況情報が受信されるまでは、［-
- : - -］の表示になります。

タイムスタンプ
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色について

目的地案内中で現在地がルート上に
あるとき、ルート上（約10km 以内）
に現況情報があると色がかわります。

スイッチ 内容

赤色（  ） 渋滞情報

橙色（  ） 混雑情報

黄色（  ） 交通規制情報

文字表示について

現況VICS 情報を受信すると「VICS」、
現況交通情報を受信すると「交通情
報」と表示します。

知 識
● 現況VICS 情報・現況交通情報の両方が受信
されていないときは、「交通情報」が灰色に
なります。

● 1/32 万図より広域な地図では「交通情報」
と表示します。

● エンジンスイッチをACCまたはONにした
直後など、現況情報が受信されるまでは「交
通情報」と表示します。

● 現況VICS情報と現況交通情報を同時に表示
できるときは、「VICS」と表示します。

8：00

8：00

8：00

VICS 記号の内容を表示する

1 規制情報の記号、または駐車場情報
の記号にタッチ。

知 識
● VICS 記号によっては、内容が表示されない
VICS 記号もあります。

VICS・交通情報の表示設定

VICS・交通情報を表示する

1 ［VICS・交通情報］にタッチ。

地図画面 →  → 表示変更 表示変更画面
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1. VICS・交通情報の表示について
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※ ハイウェイモード（→P.97）では、「一
般道のみ」に設定しているときでも、
VICS・交通情報が表示されます。

 VICS・交通情報を表示したときは、タイ
ムスタンプが表示されます。

※ 渋滞・混雑、空き道は統計情報を表示す
ることができます。また、現況情報と統
計情報を同時に表示することもできま
す。ただし、同じ地点に両方の情報があ
るときは、現況情報を優先して表示しま
す。

作動表示灯が点灯している項目が表示さ
れます。

2 VICS・交通情報を表示する道路を
選択する。

スイッチ 内容

［全て］ 高速道路・一般道路に
表示

［高速道のみ］ 高速道路のみに表示

［一般道のみ］ ※ 一般道路のみに表示

［非表示］ 交通情報を表示しな
い

表示するVICS・交通情報を選択
する

1 ［表示設定］にタッチ。

2 表示するVICS・交通情報を選択し、
［完了］にタッチ。

スイッチ 内容

［渋滞・混雑］※ 渋滞・混雑している道
路の表示

［空き道］※ 空いている道路の表
示

［規制情報］ 事象・規制がある道路
の表示

［駐車場］ 駐車場情報の表示

地図画面 →  → 

 → 

表示変更

VICS・交通情報 VICS・交通情報画面
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2. VICS・交通情報を活用する

■VICS 表示がある地点
「およそ1km 先 渋滞があります」

■VICS 記号のある地点
「およそ5km 先 電気工事のため 車線規制
中です」
音声案内はあくまでも参考としてくだ
さい。

一度音声案内が出力されるとタイムスタ
ンプがスイッチになり操作することがで
きます。

渋滞・規制音声案内につい
て

目的地案内中で、現在地がルート上に
あるとき、ルート上（約10km 以内）
の現況情報を音声案内させることが
できます。

音声案内の例

 VICS 渋滞・規制音声自動発声の出力す
る ／ し な い を 設 定 で き ま す。（→
P.176）

知 識
● 音声案内の例は一般的なものであり、状況な
どにより異なった音声案内が出力されるこ
とがあります。

● 自車位置が正確に特定できないときなどに、
音声案内が出力されなかったり、まれに遅れ
たり、誤った音声案内が出力されることがあ
ります。

渋滞・規制音声案内を再出力す
る

一度出力された渋滞・規制音声案内を
再度出力させることができます。

1 タイムスタンプにタッチ。

知 識
● VICS 渋滞・規制音声自動発声を「しない」
に設定していても、タイムスタンプがタッチ
スイッチになっていれば、タッチすると渋
滞・規制音声案内を出力させることができま
す。

タイムスタンプ
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文字情報または図形情報に切り替えると
き
［文字］または［図形］にタッチ。

前回情報を表示させたときに「自動送り」
を選択していると、情報を表示すると同時
に自動送りが開始されます。

情報のページを送るとき
［▲］または［▼］にタッチ。

［自動送り］にタッチすると、情報が自動
で送られます。すべての情報が表示された
あとは、最初のページにもどります。
走行中は自動送りできません。

情報の自動送りを中止するとき
［停止］にタッチ。

自動送り中に［▲］または［▼］にタッチ
して、情報を送ったときは、自動送りは中
止されます。

文字情報または図形情報に切り替えると
き
［文字］または［図形］にタッチ。

［目次］にタッチすると、3の画面が表示

されます。

販売店装着オプションのビーコンユ
ニットを装着したとき

VICS 図形情報・文字情報を
表示する

1 ［VICS］にタッチ。

2 ［FM図形］または［FM文字］にタッ
チ。

3 情報の番号（［1］・［2］・［3］… ）
にタッチ。

4 ［▲］、［▼］または［自動送り］に
タッチ。

画面外の  →  → MENU 情報 情報画面

割込情報（ビーコン即時案
内） を表示する

ビーコンからの現況VICS 情報が受信さ
れたとき、VICS 文字情報または図形情
報を自動的に表示させることができま
す。

知 識
● ビーコンユニットを装着していない場合で
も、緊急情報が受信されたときは、割込情報
が表示されます。

割込情報の表示例
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文字情報または図形情報に切り替えると
き
［文字］または［図形］にタッチ。

［表示消］にタッチする、または約 15 秒
以上操作しなかったときは、もとの画面に
もどります。
表示時間は調整することができます。
（→ P.219）

 ITS スポット対応 DSRC ユニットを装着
している場合、VICS文字情報・図形情報
以外に、以下のサービスが受けられます。

画面内容はあくまでも参考です。本書の画
面と実際の画面は異なることがあります。

 ITS スポット対応 DSRC ユニットについ
ては、ITS スポット対応 DSRC ユニット
に同梱の取扱書をご覧ください。

■前方状況情報提供サービス
進行方向先の交通状況を画面と音声、また
は音声で案内します。

■電子標識情報提供サービス
標識の画像を表示することで、自動車専用
道路などへ入ったことを案内します。

■長文読上げサービス
ハイウェイラジオなどの情報を音声で案
内します。
「現在の首都高速４号線上り方向の情報を
お知らせします。・・・・・」

割込情報を切り替えるとき

1 ［▲］または［▼］にタッチ。

知 識
● 表示させている画面により、割込情報が表示
されないことがあります。

ITS スポット対応DSRC ユニッ
ト 装着時に追加で受けられる
割込情報

☆印はオプションです。

☆

ピッ この先、約2km霞ヶ関
トンネル内の状況です。

ピッ 現在の首都高速４号線上り方向
の情報をお知らせします。・・・・・
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読上げ中、［中止］にタッチすると、読上
げを中止します。

読上げ情報は、2 回読上げると終了しま
す。

約15秒以上操作しなかったときは、もと
の画面にもどります。

再度読上げ情報を聞くときは、「割込情報
を呼び出す」（→ P.218）をご覧ください。

画面は、図形情報を使用しています。文字
情報（ITS スポット呼出のときは、表示情
報、読上げ情報）を表示したときも操作方
法は同じです。

 VICS 呼出：文字情報または図形情報に切
り替えるとき
［文字］または［図形］にタッチ。

 ITS スポット呼出：表示情報または読上げ
情報に切り替えるとき
［表示情報］または［読上げ情報］に

タッチ。

読上げ情報を案内するとき

1 ［はい］にタッチ。

割込情報を呼び出す

割込情報の表示を「しない」に設定し
ているときに、受信された割込情報を
表示させることができます。
また、一度表示された割込情報を再度
表示させることもできます。

1 VICS呼出、またはITSスポット呼出
の［割込情報］にタッチ。

画面外の  →  →  → MENU 情報 VICS

VICS 画面

2 ［▲］または［▼］にタッチして、割
込情報を切り替える。

知 識
● 提供時刻より約30分以上経過した割込情報
は、表示させることができません。

● ITSスポット呼出の［割込情報］はITSスポッ
ト対応DSRCユニットを装着している場合
に表示されます。
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長くするとき［＋］にタッチ。
短くするとき［－］にタッチ。

割込情報の表示設定を変更
する

割込情報の表示／非表示の設定、およ
び割込情報の表示時間の調整をする
ことができます。

1 ［VICS/ITS スポット設定］にタッ
チ。

2 割込設定をし、［完了］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。（1の画面）

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面

自動割込を設定する

自動割込のする／しないを設定でき
ます。

1 各項目の［する］または［しない］
にタッチ。

割込設定 内容

VICS注意警戒情報
自動割込 注意警戒情報の表示

VICS文字情報自動
割込 文字情報の表示

VICS図形情報自動
割込 図形情報の表示

ITSスポット表示情
報自動割込

ITS スポットサービ
ス（DSRC）情報の
表示

ITSスポット読上げ
情報自動割込

ITS スポットサービ
ス（DSRC）読上げ
情報（長文読上げ情
報）確認画面の表示

2 ［完了］にタッチ。

知 識
● 自動割込情報を「しない」に設定していて
も、緊急情報が受信されたときは、自動的に
文字情報または図形情報が表示されます。

自動割込表示時間を調整する

割込情報の表示時間を調整できます。

1 ［自動割込みの表示時間］にタッチ。

2 ［完了］にタッチ。
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販売店装着オプションのビーコンユ
ニットを装着したとき

G-BOOKオンラインサービス利用時
渋滞予測情報が取得されたときは、取得さ
れた渋滞・規制情報が考慮されたルート探
索ができます。（→ P.606）

■渋滞考慮探索の設定を変更する

ITSスポットサービス（DSRC）
走行情報アップリンクの設定を
変更する

ITSスポットサービス（DSRC）走行
情報アップリンクのする／しないを
設定できます。

1 ［する］または［しない］にタッチ。

知 識
● ITS スポット走行情報アップリンクを「す
る」に設定した場合、走行履歴などの情報
（走行位置の履歴や車両に関する情報など）
を ITSスポット対応DSRCユニットを通じ
て、ITSスポットサービス（DSRC）の路側
無線装置へ送ることができます。

● 詳しくは、「道路管理者等からのお知らせと
お願い」（→P.225）をご覧ください。

渋滞を考慮して探索する

ビーコンからの現況VICS 情報が受信
されたとき、受信された渋滞・規制情
報が考慮されたルート探索ができま
す。

知 識
● 現在地から約10km 以内の渋滞・規制情報
が考慮されます。したがって、遠方の渋滞・
規制情報は考慮されません。

渋滞考慮探索のする／しないを設定
できます。

1 ［渋滞考慮探索］にタッチ。

2 ［する］または ［しない］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

渋滞情報

渋滞情報が考慮された
ルート

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 ルート系設定

ナビ詳細設定画面
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約 10 秒以上操作しなかったときも、新
ルートで案内します。

新旧ルートを比較して表示
する

ビーコン※または G-BOOK センター
から提供される現況情報が受信され、
渋滞・規制情報が考慮されたルートが
新たに見つかったとき、右画面に新
ルートと元ルートの比較と分岐点ま
での距離を表示します。
※ビーコンを受信するには販売店装着オプ
ションのビーコンユニットが必要です。

新旧ルート比較表示（→P.221）を「す
る」に設定したとき、新旧ルート比較表
示ができます。

新ルートで案内するとき

1 ［新ルート］にタッチ。

元ルートで案内するとき

1 ［元ルート］または［ ］にタッチ。

新旧ルート比較表示の設定を変
更する

新旧ルート比較表示のする／しない
を設定できます。

1 ［新旧ルート比較表示］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

知 識
● 新旧ルート比較表示を「しない」に設定して
いても、渋滞考慮探索（→ P.220）を「す
る」に設定していて、渋滞を考慮したルート
が新たに見つかったときは自動的に新しい
ルートで案内します。

● 新旧ルート比較表示では、VICS・交通情報
の表示設定（→ P.213）に関わらず渋滞情
報が表示されます。
ただし、地図の縮尺によっては表示されない
ことがあります。（→P.212）

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 ルート系設定

ナビ詳細設定画面
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3. VICS 放送局を選択する

表示される画面は、前回選択していたモー
ド（自動選択または手動選択）により異な
ります。

放送局を選択する

現況VICS 情報を提供しているFM 放
送局を選ぶことができます。

1 ［VICS/ITS スポット設定］にタッ
チ。

2 ［VICS選局］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 その他

ナビ詳細設定画面

自動選択時

手動選択時

エリア選択 周波数選択

通常は、「自動」にしておいてください。
「自動」で受信されないときのみ、「手
動」で放送局または放送エリアを選択し
てください。

知 識
● 新規エリアについては周波数を手動で選択
しないと受信できない場合があります。

自動で放送局を選択する

現在地がある都道府県の、VICS 提供
FM 放送局が受信され、現在地を移動
すると、自動的に放送局が切り替わり
ます。

1 ［自動］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

 → 
 → 

MENU 設定

詳細設定 その他

VICS/ITS スポット設定

VICS選局 VICS選局画面
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放送局の電波が受信されると、「受信中」
が表示されます。

手動で放送局を選択する

エリア選択
選んだ都道府県のVICS 提供FM 放送
局が受信されます。受信状態がかわる
と、選んだ都道府県内で自動的に放送
局が切り替わります。
周波数選択
選んだ周波数の放送局が受信されま
す。受信状態がかわっても自動的に放
送局は切り替わりません。

1 ［手動］にタッチ。
2 エリア選択時は、受信させる放送局
のある都道府県名にタッチ。
周波数選択時は、［ ］または［ ］
にタッチして、放送局の周波数を選
ぶ。

3 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 
 → 

 → 

MENU 設定

詳細設定 その他

VICS/ITS スポット設定

VICS選局 VICS選局画面

4. VICS の概要について

VICS リンクデータベースの著作権は、
一般財団法人日本デジタル道路地図協
会・公益財団法人日本交通管理技術協会
（TMT）が有しています。
VICS、およびこの機器に付与された

 のロゴマークは財団法人道路交
通情報通信システムセンターの登録商
標です。

津波情報などの緊急の伝達が必要とさ
れる情報を受信すると、このシステムで
は、ほかの情報より優先して提供・表示
されます。

渋滞：交通の流れが非常に悪い状態を示し
ます。
混雑：交通の流れがやや悪い状態を示しま
す。

VICSについて

VICS（Vehicle Information and
Communication System：道路交通
情報通信システム）は、渋滞や事故・
工事・所要時間・駐車場混雑状況など
の道路交通情報をリアルタイムに送
信し、ナビゲーションなどの車載のモ
ニターに表示するシステムです。ま
た、道路交通情報の提供を通して、安
全性の向上・交通の円滑化による環境
の保全などを促進することを目的と
しています。

VICS の用語について

より有効にVICS を利用していただく
ために、以下の用語の説明をご一読く
ださい。

緊急情報について

交通情報関連の用語について
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空車：駐車場（SA・PA）の利用が可能な
状態を示します。
混雑：駐車場（SA・PA）において、利用
率が高い状態を示します。
満車：駐車場（SA・PA）において、ほぼ
満車の状態を示します。
不明：駐車場（SA・PA）の情報がない状
態を示します。
閉鎖：駐車場が閉鎖されている状態を示し
ます。

1. お客様は、共通ネットワーク仕
様書の著作権その他知的所有権
を財団法人道路交通情報通信シ
ステムセンター、一般社団法人
UTMS 協会および財団法人道
路新産業開発機構が所有しまた
は管理すること、並びに共通
ネットワーク仕様書以外の
VICS 技術情報等の著作権その
他知的所有権および使用許諾権
を財団法人道路交通情報通信シ
ステムセンターが所有しまたは
管理することに同意する。

2. お客様は、財団法人道路交通情
報通信システムセンター、一般
社団法人 UTMS 協会および財
団法人道路新産業開発機構の共
通ネットワーク仕様書の著作権
その他知的所有権の保護に努め
る、並びに財団法人道路交通情
報通信システムセンターの共通
ネットワーク仕様書以外の
VICS 技術情報等の著作権その
他知的所有権および使用許諾権
の保護に努める。

VICS 車載機、ITSスポット対応DSRCユ
ニットの調子・機能・使用方法・その他に
関するもの
VICS 情報の表示に関するもの
VICS のサービスエリアに関するもの
DSSS 運転支援機能に関するもの
その他上記に類するもの

VICS 文字情報・VICS 図形情報に関する
もの
ITS スポット安全運転支援案内に関する
もの
VICS の概念・事業計画（サービスエリア
の計画）に関するもの
DSSS の概念・事業計画に関するもの

駐車場・SA・PA 関連の用語に
ついて

VICSセンター著作権につい
て

VICS について問い合わせを
する

トヨタ販売店への問い合わせに
ついて

サービス・サポート・ センター
への問い合わせについて

サービス・サポート・ センター
電話番号（受け付け時間…9：30 ～
17：45、土曜・日曜・祝日・年末
年始を除く）

0570ー00ー8831（全国共通）※

※全国どこからでも市内通話料金で
ご利用になれます。
※ PHS、IP 電話等からはご利用で
きません。

FAX 番号（受け付け時間…24 時間）
03ー 3562ー 1719（全国共通）
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■ITS スポットサービス（DSRC）アッ
プリンク機能※１を用いたプローブ情
報の利用及び取り扱いについて

国土交通省、東日本高速道路株式会社、
中日本高速道路株式会社、西日本高速道
路株式会社、首都高速道路株式会社、阪
神高速道路株式会社、本州四国連絡高速
道路株式会社、名古屋高速道路公社、福
岡北九州高速道路公社及び広島高速道
路公社（以下、「道路管理者等」と言い
ます。）は、ITSスポット対応DSRCユ
ニット※２からプローブ情報を収集する
場合における情報の利用や取り扱いに
ついて、次の通りお知らせします。
多くの方々からプローブ情報をご提供
いただくことで、より精度の高い道路交
通情報などをドライバーの方々に提供
することなどが可能となり、道路がより
使いやすくなると期待されます。また、
交通事故の削減や道路渋滞の緩和など
環境負荷低減の取り組みに活用するこ
とも予定しています。
プローブ情報の収集にご理解とご協力
をお願いします。

※１： ITS スポットサービス
（DSRC）路側無線装置に情
報を送信するITSスポット対
応DSRC ユニットの機能。

※２： 狭域通信（DSRC）を利用し、
路側無線装置と通信を行うこ
とで、これを利用した様々な
サービスを受けることが可能
なユニット。

1. プローブ情報
（1）ここで「プローブ情報」とは、ITS

スポット対応DSRCユニットに
記録された走行位置の履歴など
の情報で、道路管理者等が管理
する路側無線装置等※３と無線
通信を行うことにより ITS ス
ポット対応DSRCユニットから
収集される情報を言います。
※３： 道路管理者等が管理する路

側無線装置及び道路管理者
等とプローブ情報の収集に
関する協定等を結んだ者が
管理する路側無線装置を言
います。

2. プローブ情報の利用目的
（1）道路管理者等は、プローブ情報

を道路交通情報や安全運転支援
情報の提供などドライバーへの
サービス、道路に関する調査・
研究、道路管理の目的に利用し
ます。※４

※４： 例えば、収集した走行位置
の履歴を統計的に処理する
ことで、区間の走行所要時
間や、渋滞の影響を高い精
度で把握し、ITS スポット
対応 DSRC ユニット利用
者やドライバーに情報提供
することができます。また、
急な車両の動きを統計的に
処理することで、道路上の
障害物の検知や、走行に注
意が必要な箇所を把握し、
ITSスポット対応DSRCユ
ニット利用者やドライバー
に情報提供することが考え
られます。

知 識
● VICSについては、以下のホームページでも
ご覧いただけます。
URL: http://www.vics.or.jp/

● ITSスポットサービス（DSRC）については、
以下のホームページでもご覧いただけます。
URL: http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-
html/spot_dsrc/index.html

道路管理者等からのお知らせと
お願い
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（2）道路管理者等は、(1) の目的以外
でプローブ情報を利用しません。

3. プローブ情報の収集
（1）道路管理者等は、道路管理者等

が管理する路側無線装置※３に
よって、プローブ情報を収集す
る場合があります。収集する情
報は次のとおりです。
なお、これらの情報に特定の車
両又は個人を容易に識別できる
情報は含まれていません。
･ ITSスポット対応DSRCユニッ
ト、カーナビゲーションに関す
る情報（製造メーカ、型番等）

･ 車両に関する情報※５

･ 走行位置の履歴※６

･ 急な車両の動きの履歴（急ブ
レーキ、急ハンドル等で車両の
動きに急な変化があった場合に
のみ、位置、加速度等が保存さ
れます。）※６

※５： ユニットのセットアップの
際にご提供いただいた車両
情報の一部です。なお、こ
の情報に、車台番号や、自
動車登録番号又は車両番号
の４桁の一連番号は含まれ
ません。（例：「品川 500
あ 1234」では「1234」
の部分は含まれません。）

※６： 走行開始地点などの個人情
報にかかわる情報を、履歴
から特定できない仕組みが
カーナビゲーションに施さ
れています。

（2）道路管理者等は、プローブ情報
から車両又は個人を特定するこ
とはありません。

（3）ITSスポット対応DSRCユニッ
ト利用者は、ITS スポット対応
DSRCユニットと連動したカー
ナビゲーションの設定により、
(1) で示す情報のうちカーナビ
ゲーションに関する情報、走行
位置の履歴、急な車両の動きの
履歴について、道路管理者等へ

の提供の可否を選択することが
できます。※７ 選択の方法につ
いては、「ITS スポットサービス
（DSRC）走行情報アップリンク
の設定を変更する」（→P.220）
をご覧ください。
※７： カーナビゲーションに関す

る情報、走行位置の履歴、
急な車両の動きの履歴を提
供する機能の無いカーナビ
ゲーションでは選択できな
い場合があります。カーナ
ビゲーションと連動してい
ない ITS スポット対応
DSRC ユニットからは、
カーナビゲーションに関す
る情報、走行位置の履歴、
急な車両の動きの履歴は提
供されません。

（4）ITSスポット対応DSRC ユニッ
ト利用者は、カーナビゲーショ
ンに関する情報、走行位置の履
歴、急な車両の動きの履歴を提
供することで、これを利用した
様々な追加サービスの提供を受
けられる場合があります。

4. プローブ情報の第三者への提供
（1）道路管理者等は、２．(1) の目的

のため、プローブ情報又はこれ
を統計的に処理した情報を、道
路管理者等、他の情報提供主体、
大学等の研究機関、その他第三
者に提供する場合があります。

（2）道路管理者等は、ITS スポット
対応DSRCユニット、路側無線
装置等の関係設備について、障
害発生時の対応や、これらの研
究・開発の目的のため、プロー
ブ情報又はこれを統計的に処理
した情報を、製造・開発メーカー
に提供する場合があります。

（3）道路管理者等は、(1) 及び (2) 以
外でプローブ情報を第三者に提
供しません。
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※夜画のときは白色で表示されます。

VICS 記号・表示について

表  示 道路の種類

（黒色）※ 通行止めの区間

（赤色） 渋滞している道路

（橙色） 混雑している道路

（水色） すいている道路

記　号 駐車場・SA・PA 情
報

（青色） 駐車場（空車）

（橙色） 駐車場（混雑）

（赤色） 駐車場（満車）

（黒色） 駐車場（不明）

駐車場（閉鎖）

（青色） SA・PA（空車）

（橙色） SA・PA（混雑）

（赤色） SA・PA（満車）

（黒色） SA・PA（不明）

SA・PA（閉鎖）

記　号 規制情報

事故

故障車

路上障害

（青色） 注意

（黒色） 地震警戒宣言

工事

火災

雨

凍結

雪

作業

通行止め

右折禁止

左折禁止

直進禁止

片側交互通行

チェーン規制

進入禁止

対面通行

車線規制

徐行

入口閉鎖

大型車両通行止め

入口規制

出口規制

速度規制

イベント

知 識
● 表示される記号・表示の位置は実際と異なる
ことがあります。また、複数のVICS・交通
情報が代表して 1 つの記号で表示されるこ
とがあります。

記　号 規制情報
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8. 携帯連携

1. 携帯連携について

［BTナビ］にタッチしても切り替えること
ができます。

携帯電話の操作は、地点を送信画面が表示さ
れているときに行います。

携帯連携とは

携帯電話で表示している地点情報を
車載機へ送信したり、車載機で設定さ
れている現在地や目的地の地点情報
を携帯電話へ送信することができる
機能です。
本機能を使用するためには携帯電話
を車載機に登録する必要があります。
（→P.492）

警 告

● 運転者が走行中に携帯電話を使用すること
は法律で禁止されています。安全のため、走
行中の操作は絶対に行わないでください。

知 識
● 携帯電話の操作については、携帯電話に添付
の取扱説明書を参照してください。

● データの送信中にエンジンスイッチを
OFF(LOCK) にした場合、送信が中止されま
す。その場合、エンジンスイッチを ACC、
またはONにして再度操作します。

● データの送信中に車載機を操作したり、他の
画面に切り替わった場合、送信が中止されま
す。

● データ送信中は、Bluetoothオーディオ（→
P.374）やハンズフリー（→P.485）の接
続が切断されます。その場合、送信が終了す
ると、再接続されます。（機種により、再接
続に時間がかかることや再接続できないこ
とがあります。）

情報を携帯電話へ送信する

現在地の地点情報を車載機から携帯
電話へ送信することができます。目的
地が設定されている場合は、目的地情
報を転送することができます。
本機能を使用するためには、専用のア
プリケーションを携帯電話にダウン
ロードする必要があります。車載機で
動作確認済みの機種、携帯電話の設定
や利用方法については、次の方法でご
確認ください。
各携帯電話会社へのお問い合わせ
携帯電話のパンフレット
専用カタログ
トヨタのホームページ

1 画面外の  にタッチ。

2 『BTナビ』にフリック操作で切り替
える。

3 ［地点を送信］にタッチ。

4 携帯電話を操作して、データ受信が
できる状態にする。

MENU
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通信を中止したいとき
［中止］にタッチ。

位置情報を送信するとメッセージが表示
され、現在地画面が表示されます。

通信を中止したいとき
［中止］にタッチ。

位置情報を取得するとメッセージが表示
され、検索された地図が表示されます。
（→ P.118）

5 ［送信］にタッチ。

知 識
● ハンズフリー（→ P.485）に接続中の携帯
電話のみ使用することができます。

● WEB検索（→P.560）で登録した地点情報
は、送信することができません。

情報を車載機へ送信する

車載機に登録されている携帯電話で
表示している地点情報を、携帯電話か
ら本機へ送信することができます。
本機能を使用するためには、専用のア
プリケーションを携帯電話にダウン
ロードする必要があります。車載機で
動作確認済みの機種、携帯電話の設定
や利用方法については、次の方法でご
確認ください。
各携帯電話会社へのお問い合わせ
携帯電話のパンフレット
専用カタログ
トヨタのホームページ

画面外の  →  → MENU BT ナビ

BT ナビ画面

1 ［地点を受信］にタッチ。

2 携帯電話から位置情報を送信する。

知 識
● 車載機に登録された Bluetooth 携帯電話の
み使用することができます。（→P.492）

● 同乗者が携帯電話を操作する場合、ハンズフ
リー（→ P.485）に接続中の携帯電話から
走行中は地点を受信することはできません。
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9. スマートフォンナビ連携

1. スマートフォンナビ連携について

車載機に接続するスマートフォンが対
応していなければならない仕様につい
ては、「車載機で使用できるメディア／
データについて」（→P.639）をご覧く
ださい。

スマートフォンを使用して、地図の操
作（スクロール、または縮尺の変更）
や目的地の設定をすることができま
す。本機能を使用するためには、専用
のアプリケーション（NaviCon または
smart nAVVi Link）をスマートフォ
ンにダウンロードする必要がありま
す。
NaviCon アプリ

smart nAVVi Link アプリ

スマートフォンの設定や利用方法につ
いては、「App Store」または「Google
Play」のヘルプをご覧ください。
スマートフォンナビ連携機能を使用
するためには、スマートフォンを車載
機に登録する必要があります。
（→P.233）

警 告

● 安全のため、運転者は走行中にスマートフォ
ンの操作をしないでください。

注 意

● スマートフォンは車室内に放置しないでく
ださい。（炎天下など、車室内が高温となる
場合があります）

● スマートフォンを車載機に近づけて使用し
ないでください。近づけすぎると、接続状態
が悪化することがあります。

知 識
● 一部機能については走行中の操作はできま
せん。

● 接続対応スマートフォンについては、お買い
上げの販売店にお問い合わせください。

● iPhone, iPod, iPod classic, iPod nano
and iPod touch are trademarks of
Apple Inc., registered in the U.S. and
other countries.

● "Made for iPhone," mean that an
electronic accessory has been
designed to connect specifically to
iPhone, respectively, and has been
certified by the developer to meet
Apple performance standards. Apple is
not responsible for the operation of
this device or its compliance with
safety and regulatory standards.
Please note that the use of this
accessory with iPhone may affect
wireless performance.
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スマートフォン連携が利用可能なときは、
タッチスイッチの作動表示灯が点灯しま
す。

「スマートフォン連携を有効にしている間
は G-BOOK サービスを利用できません。
スマートフォン連携を有効にしますか ?」
のメッセージが表示されます。
［はい］にタッチすると、スマートフォン
連携が利用できます。この場合、G-BOOK
のカーナビ通信量定額プランは一時的に
解約された状態になり、ヘルプネット以外
のG-BOOKの機能は使用できなくなりま
す。スマートフォン連携が有効になってい
る間は通常のパケット通信に切り替わり
ます。

 G-BOOK の利用を再開するには画面外の
 →［設定］の Bluetooth 設定画

面で［スマートフォン連携］にタッチし、
スマートフォン連携を無効にしてくださ
い。

 NaviCon が起動し、本機との接続が完了
すると、スマートフォンと本機の画面上に
同じ位置の地図が表示されます。（ナビ画
面の状態によって地図表示がされない場
合があります。）

NaviCon アプリは以下からダウンロー
ドできます。
http://www.denso.co.jp/ja/
products/aftermarket/info/
navicon/index.html

本アプリは、株式会社デンソーが提供し
ます。

スマートフォン連携を利用
する

スマートフォン連携機能が利用でき
るように設定します。G-BOOK と通
信している場合は、スマートフォン連
携を利用することができません。次の
手順でスマートフォン連携を利用で
きる状態にすることができます。

1 ［スマートフォン連携］にタッチ。

画面外の  →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

Bluetooth 設定画面

MENU

NaviCon アプリを起動する

警 告

● 安全のため、運転者は走行中にスマートフォ
ンの操作をしないでください。

1 ス マ ー ト フ ォ ン を 操 作 し て、
NaviCon アプリを起動する。

知 識
● NaviCon 起動時の操作方法は、アプリケー
ションのヘルプをご覧ください。
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 smart nAVVi Link が起動し、本機との
接続が完了すると、接続インジケータが
「オンライン」と表示されます。

smart nAVVi Link アプリは以下から
ダウンロードできます。
http://smartnavvilink.com/

本アプリは、アイシン・エィ・ダブリュ
株式会社が提供します。

smart nAVVi Link アプリ
を起動する

警 告

● 安全のため、運転者は走行中にスマートフォ
ンの操作をしないでください。

1 スマートフォンを操作して、smart
nAVVi Link を起動する。

知 識
● smart nAVVi Link 起動時の操作方法は、ア
プリケーションのヘルプをご覧ください。

スマートフォンナビ連携の
操作について

警 告

● 安全のため、運転者は走行中にスマートフォ
ンの操作をしないでください。

スマートフォンを操作することに
よって、車載機の下記操作を行うこと
ができます。
地図のスクロール（NaviCon）
地図の縮尺変更（NaviCon）
目的地の設定（共通）
オーディオ操作
（smart nAVVi Link）
エコ運転結果の確認
（smart nAVVi Link）

知 識
● 同乗者がスマートフォンを操作する場合、ス
マートフォンナビ連携（→ P.231）を利用
していると、走行中に専用のアプリケーショ
ンを操作することはできません。

● ナビ画面の状態によっては、スマートフォン
アプリと連携して動作しない場合がありま
す。（地図表示中でない場合など）

● スマートフォンの地図操作やアプリケー
ションの操作については、各アプリケーショ
ンのヘルプをご覧ください。

● スマートフォンアプリ単体に関するお問い
合わせについては、各アプリ内のお問い合わ
せフォームからお尋ねください。
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車載機に最大 5 台まで登録することがで
きます。

スマートフォンナビ連携を利用する場合
は、NaviConアプリまたはsmart nAVVi
Linkアプリをあらかじめダウンロードし、
登録を行ってください。

スマートフォン側の操作については、ス
マートフォンに添付の取扱説明書をご覧
ください。

スマートフォンをBluetooth オーディオ
としても使用したい場合は、同時に登録で
きます。（→P.375）

Bluetooth 機器使用上の注
意事項

この機器の使用周波数帯では、電子
レンジ等の産業・科学・医療用機器
のほか、工場の製造ライン等で使用
されている移動体識別用の構内無線
局（免許を要する無線局）及び特定
小電力無線局（免許を要しない無線
局）並びにアマチュア無線局（免許
を要する無線局）が運用されていま
す。
（上記 3 種の無線局を以下「他の無
線局」と略します）
この機器を使用する前に、近くで「他
の無線局」が運用されていないこと
を確認してください。万一、この機
器から「他の無線局」に対して有害
な電波干渉事例が発生した場合に
は、速やかに使用場所を変更して電
波干渉を回避してください。

この機器の使用周波数帯は2.4GHz
帯です。変調方式として FH-SS 変
調方式を採用しています。想定与干
渉距離は 10m 以下です。この機器
は全帯域を使用し、かつ移動体識別
装置の帯域を回避可能です。

知 識
● 本製品は、電波法および電気通信事業法の基
準に適合しています。製品に貼り付けてある
シールはその証明です。シールをはがさない
でください。

● 本製品を分解・改造すると、法律により罰せ
られることがあります。

Bluetooth は Bluetooth SIG,Inc. の
登録商標です。Bluetooth ワードマー
クとロゴはBluetooth SIG 所有であ
り、ライセンス取得者「アイシン・
エィ・ダブリュ株式会社」のマーク使
用は許可を得ています。その他のト
レードマーク及びトレードネームは
各所有者のものです。本機は、電波法
に基づく特定無線設備の工事設計の
認証を取得しています。

スマートフォンを登録する

スマートフォン連携を利用するには、
まず次の手順で車載機に登録する必
要があります。

画面外の  →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

Bluetooth 設定画面



234

9. スマートフォンナビ連携

1. スマートフォンナビ連携について

AW   

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ボ
イ
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

複数のスマートフォンを使用する場合は、
メッセージが表示されることがあります。
画面の案内にしたがって操作してくださ
い。

スマートフォン側の登録操作は、必ずこの
Bluetooth 接続画面を表示させて行って
ください。

中止するとき→［中止］にタッチ。

「スマートフォン連携を有効にしている間
は G-BOOK サービスを利用できません。
スマートフォン連携を有効にしますか ?」
のメッセージが表示されます。
［はい］にタッチすると、スマートフォン
連携が利用できます。この場合、G-BOOK
のカーナビ通信量定額プランは一時的に
解約された状態になり、ヘルプネット以外
のG-BOOKの機能は使用できなくなりま
す。スマートフォン連携が有効になってい
る間は通常のパケット通信に切り替わり
ます。

 G-BOOK の利用を再開するには画面外の
 →［設定］の Bluetooth 設定画

面で［スマートフォン連携］にタッチし、
スマートフォン連携を無効にしてくださ
い。

■接続失敗画面が表示されたとき
「接続できませんでした」のメッセージ
が表示されたときは、画面の案内にした
がってやり直してください。

1 ［機器登録］にタッチ。

2 ［新規登録］にタッチ。

3 Bluetooth 接続画面に表示される
案内にしたがって、スマートフォン
本体を操作する。

4 接続が完了したとき、メッセージが
表示される。
［はい］にタッチすると、スマート

フォン連携が利用できる状態にな
る。

知 識
● スマートフォンによっては、パスキーの入力
が必要になります。

● パスキーとは、スマートフォンを車載機に登
録する際のパスワードです。任意の数字に変
更することもできます。（→P.526）

● スマートフォンの登録をすると、一番新しく
登録したスマートフォンが車載機で使用す
るスマートフォンとして選択されます。

● スマートフォンの設定によっては、接続後に
ダイヤルロックがかかることがあります。ス
マートフォンのオートロック機能を解除し
てご使用ください。

● Bluetooth オーディオ再生中にスマート
フォンを登録する場合、Bluetooth オー
ディオの音声が途切れることがあります。

MENU
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■Bluetooth 接続確認案内

■自動接続できなかった場合

 NaviCon アプリまたは smart nAVVi
Linkアプリをあらかじめダウンロードし、
アプリを起動した状態で接続してくださ
い。

知 識
● 登録時、スマートフォン側に登録完了が表示
されても、車載機側の登録が完了しない場合
があります。その場合、スマートフォン側か
らBluetooth の接続を行ってください。

スマートフォンを接続する

Bluetooth 詳細設定の電話機自動接
続（→ P.528）を「する」に設定す
ると、自動で Bluetooth 接続できま
す。エンジンスイッチをOFF（LOCK）
にしてから ACCまたはONにするた
びに車載機は選択されているスマー
トフォンと自動的に Bluetooth 接続
します。

Bluetooth 詳細設定の電話機自動接
続（→ P.528）を「する」に設定す
るを選択しているときは、Bluetooth
接続されると、接続完了の表示が画面
上部に表示されます。
スマートフォン連携を使用するとき
は、この表示をご確認ください。

知 識
● 接続完了の表示は、エンジンスイッチをOFF
（LOCK）からACCまたはONにした後、初
めてスマートフォンを Bluetooth 接続完了
したときに１回のみ表示されます。（ヘルプ
ネット動作後に再接続した場合は表示され
ません。）

自動接続は約６０秒行います。その間
に接続できなかった場合は、手動で接
続します。

1 ［スマートフォン連携接続］にタッ
チ。

2 使用するスマートフォンにタッチ。

3 Bluetooth 接続画面が表示される
案内にしたがってスマートフォン
本体を操作する。

4 接続が完了したとき、メッセージが
表示される。

画面外の  →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

Bluetooth 設定画面
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スマートフォンの登録について
「スマートフォンを登録する」
（→P.233）

選択中のスマートフォンは、作動表示灯が
点灯します。

 Bluetooth 接続中のスマートフォンは、
Bluetooth マークが表示されます。

［新規登録］にタッチすると、スマートフォ
ンを追加で登録することができます。
（→ P.233）
他のBluetooth機器が接続中のときは、確
認のメッセージが表示されます。切断して
よければ［はい］にタッチします。

接続完了のメッセージが表示された後、
「スマートフォン連携機器を登録します
か？」の表示がされます。［はい］にタッ
チすると、スマートフォン連携が使用でき
ます。

情報は、次の項目が表示されます。

使用するスマートフォンを
選択する

スマートフォンの登録をすると、一番
新しく登録したスマートフォンが車
載機で使用するスマートフォンとし
て選択されます。複数のスマートフォ
ンを使用するときは、必要に応じてス
マートフォンを選択します。

1 ［スマートフォン連携接続］にタッ
チ。

2 使用するスマートフォンにタッチ。

画面外の  →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

Bluetooth 設定画面

スマートフォン機器情報を
表示する

機器登録から車載機に登録されてい
るスマートフォンに関する情報の表
示と設定をすることができます。

機器名称

車載機に表示されるスマートフォンの名称
です。任意の名称に変更することができま
す。

機器アドレス

機器固有のアドレスで、変更することはで
きません。

自局電話番号

スマートフォンの電話番号です。

対応プロファイル

スマートフォンで対応しているプロファイ
ルで、変更することはできません。

画面外の  →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  →  

MENU 設定

機器登録 機器登録画面
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次の操作を行うことができます。
･ 機器名称の変更（→ P.237）

車載機で機器名称を変更しても、スマート
フォンに登録されている機器名称は変更
されません。 スマートフォンの詳細情報を確認すると

き
［編集］にタッチ。（→P.237）

登録してある機器をすべて削除するとき
［全選択］→［削除］の順にタッチ

1 ［編集］にタッチ。

2 情報を表示したいスマートフォン
にタッチ。

3 各項目を確認する。

スマートフォン機器の名称を変
更する

車載機に表示されるスマートフォン
の名称を、任意の名称に変更すること
ができます。

画面外の  →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  →  → 

 →

MENU 設定

機器登録 編集

名称変更したいスマートフォン

詳細情報画面

1 ［機器名称］にタッチ。

2 ソフトウェアキーボードで入力す
る。

3 ［完了］にタッチ。

スマートフォンの登録を削
除する

1 ［削除］にタッチ。

2 削除したいスマートフォンを選択
し、［削除］にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

画面外の   →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

機器登録 機器登録画面
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通信を終了するとき
［はい］にタッチ。

通信を継続するとき
［いいえ］にタッチ。
･［いいえ］にタッチした場合は、データ通

信終了後、再度 2からやり直します。

データ通信中に電話機の登録を
削除する

データ通信中にスマートフォンの登
録を削除すると、メッセージが表示さ
れます。

知 識
● 緊急通報中（ヘルプネット動作中）は、ス
マートフォンの登録を削除することはでき
ません。
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1. はじめに

1. 基本操作をする

操作スイッチ

エンジンスイッチがACCまたはONのとき使用できます。

オーディオモードのスイッチ切り替え DISC、SDメモリーカードの取り出し、画面の傾き変更

オーディオモード選択タブ
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スイッチにタッチし続けるごとに、オー
ディオがONと OFF に切り替わります。

大きくするとき   にタッチ。

小さくするとき   にタッチ。

選択されているモードの操作画面が表示
されます。

スイッチにタッチするごとに、以下の順に
モードが切り替わります。
AM→FM→DISC→HDD→USB（iPod）
→ BT→ VTR → TV→ SD→ AM

［］または［］にタッチして、切り替
えたいオーディオモードのスイッチを表
示させます。

オーディオをONする /
OFFする

1 画面外の  にタッチし続ける。

知 識
● オーディオを聞いているときに、車内または
車の近くで携帯電話を使用すると、オーディ
オのスピーカーからノイズ（雑音）が聞こえ
ることがありますが、故障ではありません。

音量を調節する

1 画面外の  または  にタッチ。

画面外の  または  にタッチし続
けると音量が変わり続けます。

注 意

● 安全運転に支障がないように適度な音量で
お聞きください。

操作画面を表示する

オーディオやデジタルテレビの操作
は、おもに操作画面を表示させて行い
ます。

1 画面外の  にタッチ。

AV

+ －

+

－

+ －

AV

操作画面を表示したとき、約 20秒以上
操作しないと自動的に前の画面に戻り
ますが、自動的に画面が切り替わらない
ように設定することもできます。（→
P.56）

モードを切り替える

パネルスイッチで切り替える

操作画面を表示しているとき、画面外
のパネルスイッチで選択することが
できます。

1 画面外の  にタッチ。

タッチスイッチで切り替える

操作画面を表示しているとき、画面内
のタッチスイッチで選択することが
できます。

1 画面外の  にタッチ。

2 希望のモードを選択する。

AV

AV
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 QUICK SETUP で車種の設定（→ P.34）
をしていない場合、メッセージが表示され
て車種選択画面が表示されます。

「車種の設定」（→ P.249）手順 2へ

スイッチ 内容

AMラジオを受信する

FMラジオを受信する

CD、DVD または Blu-ray
を再生する

HDD オーディオを再生す
る

（ ）
USB メモリを再生する
（iPod を再生する）

Bluetooth 接続したポータ
ブルオーディオプレイヤー
を再生する

VTR機器を再生する

デジタルテレビを受信する

SD メモリーカードを再生
する

知 識
● 次のようなときは、スイッチを操作しても選
択することができません。
･ メディアが挿入されていないとき（Blu-
rayプレーヤーモード、SD音楽モード）

･ 再生するデータのない（録音されていな
い）とき（HDDオーディオモード）

･ USB メモリが販売店装着オプションの
iPod対応USB/VTRアダプターに接続さ
れていないとき（USBメモリモード）

●  は iPod が販売店装着オプションの
iPod対応USB/VTRアダプターに接続され
ていないと表示されません。

●  は販売店装着オプションの iPod 対
応 USB/VTR アダプターが接続されていな
いと表示されません。

AM

FM

DISC

HDD

USB
iPod

BT

VTR

TV

SD

iPod

VTR

音の設定をする

1 画面外の  にタッチ。

2 ［音設定］にタッチ。

3 各項目を設定する。

スイッチ 機能 ページ

［EUPHONY］ サラウンド
システムの設定 P.243

［CSE］ Clear Sound 
Effector の設定 P.244

［BASS］ CSE・BASSの
設定 P.245

［TIME 
CORRECTION］

音の到達時間の
補正 P.246

［FAD / BAL］ 音量バランスの
調整 P.247

［P.EQ］ パラメトリック
イコライザの設定 P.247

［車種設定］ 車種の設定 P.249

4 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

AV
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 EUPHONY（ユーフォニー）とは、「美し
い音の響きを楽しむ」という基本コンセプ
トのもと、最新音響技術を駆使して実現し
たDiMAGIC社の画期的な音場再生方式で
す。残響や音響効果など、ステレオソース
の左右信号間に存在するわずかな音の違
いを適応フィルタによって最大限に引き
出し、音場の臨場感を演出します。長時間
聴いても疲れにくい音質が特徴で、長距離
のドライブにも最適なサラウンドです。
EUPHONYTM AUTOMOBILE およびロ
ゴは株式会社DiMAGIC の商標です。

■EUPHONYの設定

オーディオモードごとに設定できます。
 EUPHONYが作動中のときは、タッチス
イッチの色が変わります。

解除するとき  再度［EUPHONY］に
タッチ。

■EUPHONY設定の変更

知 識
● EUPHONY、CSE、CSE ･ BASSでは、再生
するオーディオモードごとに音質を設定、記
憶することができます。

● 走行中は、EUPHONY、CSE、CSE･BASS、
TIME CORRECTION の設定をすることが
でません。

● 後席ディスプレイの設定（→P.250）で後席
のオーディオモードを「前席連動」以外を選
択した場合、EUPHONY の ON/OFF のみ
設定できます。

サラウンドシステムを設定する
（EUPHONY）

EUPHONYを設定し、CD や iPod の
ステレオ音源を再生すると、自分の周
囲でミュージシャンが演奏している
ような臨場感をお楽しみいただけま
す。また、DVD映画再生の場合には、
台詞の定位感、迫力がある立体的な効
果音を充分にお楽しみいただけます。
リニアPCM7.1chで収録されたBlu-
ray Disc では、CINEMAモードを選
択すると、7.1chに適したパラメータ
が設定され、迫力のある音声をお楽し
みいただけます。

EUPHONY は、オーディオモードご
とに記憶されます。オーディオモード
を切り替えると、自動で EUPHONY
の設定も切り替わります。

1 ［EUPHONY］にタッチ。

1 EUPHONYの［設定］にタッチ。

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面
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メーカ初期設定は次のとおりです。

■CSEの設定

メーカー初期値（補正値［2］ ）で CSEが
設定されます。

 CSE が作動中のときは、タッチスイッチ
の色が変わります。

解除するとき  再度［CSE］にタッチ。

■補正値の変更

2 お好みの設定にタッチにタッチ。

スイッチ

初期設定さ
れている
オーディオ
モード

特性

[EMOTION] -
華やかさが
あるサウン
ド

[SYMPHONY]

DISC（CD、
MP3・
WMA）、
HDDオー
ディオ、
Bluetooth
オーディオ、
SD、USB、
iPod

程よいバラ
ンスが取れ
たサウンド

[AMBIENT] - 明るさのあ
るサウンド

[CINEMA]
D I S C
（DVD、Blu-
ray）

映画再生に
適したサウ
ンド

[BROADCAST]
デジタルテ
レビ、AM、
FM、VTR

デジタルテ
レビ、ラジ
オ音声に適
したサウン
ド

[OFF] 交通情報
通常のステ
レオサウン
ド

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

CSE（Clear Sound Effector）
を設定する

原音から各メディアに録音するとき、
通常人間の耳に聴こえない音域が圧
縮されます。CSEはその圧縮された音
域をできるだけ原音にもどして再生
するため車室内で聴きやすく、迫力あ
るサウンドを楽しむことができます。
また、ラジオやテレビなどの音声はよ
りクリアに再生するため、リアルで明
瞭な音声を楽しむことができます。

1 ［CSE］にタッチ。

お好みにより、CSEの補正値を変更す
ることができます。

1 CSEの［設定］にタッチ。

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面
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解除したいとき  ［OFF］にタッチ。

■CSE ･ BASSの設定

 CSE・BASS が作動中のときは、タッチ
スイッチの色が変わります。

解除するとき  再度［BASS］にタッチ。

2 ［1］、［2］または［3］にタッチ。

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

知 識
● EUPHONYが設定されているときは、CSE
の設定は可能ですが、CSE 補正値の変更は
できません。EUPHONY 専用の CSE 設定
値がオーディオモードごとに設定されてい
ます。

● AMラジオ、デジタルテレビ、VTRモードの
ときは補正レベル3に対応していません。

CSE ･ BASSを設定する

CSEで、圧縮された音域を擬似的に再
現しても、音の低域部分（約 200Hz
以下の低音、重低音）は走行ノイズな
どにより、不足がちになります。
CSE･BASSは不足がちな音の低域部
分を調整することができます。
●CSE ･ BASS の特長
CSE 設定時に、従来のトーンコント
ロールではできなかった低音の音質
（立ち上がり／減衰、しまり）を調整
することができます。
DYNAMICS: 立ち上がり／減衰レベ
ルを調整
HARDNESS: しまりを調整

1 ［BASS］にタッチ。

知 識
● EUPHONYが設定されているときは、
CSE・BASSの設定はできません。

● CSEの設定を解除すると、自動で
CSE ･ BASSの設定も解除されます。

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面
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■BASSレベルの設定

 DYNAMICS: 低域楽器の迫力感

 HAEDNESS: 低域楽器の質感（存在感 )

■TIME CORRECTIONを設定する

 TIME CORRECTION が設定されます。
 TIME CORRECTIONが作動中のときは、
タッチスイッチの色が変わります。

解除するとき  再度［TIME
CORRECTION］にタッチ。

■TIME CORRECTIONを調整する

リスニングポジションまでの到達時間を
調整することができます。
･［ ］: 到達時間が遅れる。
･［ ］: 到達時間が早くなる。

1 BASSの［設定］にタッチ。

2 レベルにタッチ。

レベル 低域の音量 低域の音質

LIGHT 小さくなる
立ち上がり
／減退が弱
くなる

HEAVY 大きくなる
立ち上がり
／減退が強
くなる

レベル 低域の音量 低域の音質

SOFT 小さくなる
広がる（楽
器の質感が
弱くなる）

HARD 大きくなる
しまる（楽
器の質感が
強くなる）

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面

音の到達時間を補正する（TIME 
CORRECTION）

音が各スピーカーから耳に届くまで
の時間を補正し、距離の違いによって
生じる到達時間差を調整することが
できます。

1 ［TIME CORRECTION］にタッチ。

1 TIME CORRECTION の［設定］に
タッチ。

2 各スピーカーの［ ］または［ ］に
タッチ。

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面
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距離で調整するとき
［距離表示］にタッチ。
･［ ］: リスニングポジションから離れる。
･［ ］: リスニングポジションに近づける。

イコライザカーブを選択するとき
「イコライザカーブの選択」（→P.248）

イコライザカーブを調整するとき
「イコライザカーブの調整」（→P.248）

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

音量バランスを調整する（FAD/
BAL)

前後・左右のスピーカーの音量バラン
スを別々に調整することにより、届き
にくいスピーカーからの音を強調す
ることができます。

1 ［FAD/BAL］にタッチ。

2 ［ ］、［ ］、［ ］または［ ］に
タッチ。

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面

パラメトリックイコライザを設
定する（P.EQ)

車室内では音が乱反射し、周波数特性
に特定の高低差が生まれます。パラメ
トリックイコライザは、中心周波数の
ポジションやレベル、カーブの緩急を
微細に設定することができます。

1 ［P.EQ］にタッチ。

2 イコライザを設定する。

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面
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■イコライザカーブの選択

選択された音質モードのイコライザカー
ブ（緑色）が表示されます。

あらかじめ設定されている音質モードは
次のとおりです。

■イコライザカーブの調整

［ ］: 中心周波数を高くする。

［ ］: 中心周波数を低くする。
各バンドで設定できる中心周波数は次の
とおりです。

［ ］: レベルを上げる。

［ ］: レベルを下げる。

あらかじめ設定されているイコライ
ザカーブを選択し、お好みの音質に設
定することができます。

1 ［EQ1］～［EQ5］のいずれかにタッ
チ。

スイッチ 音質モード

[EQ1] POPS

[EQ2] ROCK

[EQ3] JAZZ

[EQ4] CLASSIC

[EQ5] VOCAL

[FLAT] 音質補正なし

画面外の  →  →  → AV 音設定 P.EQ

Parametric EQ 画面

イコライザカーブの中心周波数、レベ
ル、Qカーブ（帯域幅）をそれぞれ任
意に調整することができます。

1 ［A］ ～［E］のいずれかにタッチし
て、バンドを選択する。

2 ［ ］または［ ］にタッチして、中
心周波数を設定する。

バンド 中心周波数（Hz）

A 40、50、63、85、100

B 140、170、220、300、400

C 500、600、800、1k、1.3k

D 1.7k、2.2k、2.8k、3.5k、4.5k

E 6k、7.5k、10k、12k、15k

3 ［ ］または［ ］にタッチして、
レベルを調整する。

画面外の  →  →  → AV 音設定 P.EQ

Parametric EQ 画面
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  : Q カーブ（帯域幅）を広くする。

  : Q カーブ（帯域幅）を狭くする。

調整したイコライザカーブを記憶するとき
［EQ1］～［EQ5］のいずれかに“ピーッ

" と音がするまでタッチし続ける。

■イコライザカーブのリセット

車載機に保存されていない車種について
は、調整データをダウンロードして、車載
機に取り込むことができます。
（→ P.250）

［その他の車種］にタッチすると、BODY
TYPE設定画面が表示されます。
･ 設定の方法については「BODY　TYPEの
設定」（→P.249）をご覧ください。

■BODY TYPEの設定

スピーカーサイズについては「スピーカー
一覧」（→P.637）をご覧ください。

ツイーターの有無などについておわかり
にならないときは、お求めの販売店にお問
い合わせください。

リアスピーカーの有無などについておわ
かりにならないときは、お求めの販売店に
お問い合わせください。

皮製の生地が使われている場合
［LEATHER］にタッチ。

皮製以外の生地が使われている場合
［MOQUETTE］にタッチ。

4  または  にタッチして、Q
カーブを調整する。

5 各バンドごとに、手順 1～ 4の操作
を繰り返す。

現在、記憶されているイコライザカー
ブをあらかじめ設定されているイコ
ライザカーブ（メーカー初期値）に戻
すことができます。

1 ［FLAT］に“ピーッ " と音がするま
でタッチし続ける。

車種の設定

車載機は、その車種の音響特性に合わ
せて調整されたデータが車種ごとに
保存されています。車種を選択するだ
けで、その車種に最適な音響空間を創
り出すことができます。

画面外の  →  →  → AV 音設定 P.EQ

Parametric EQ 画面

画面外の  →  → AV 音設定 音設定画面

1 ［車種設定］にタッチ。

2 車種にタッチ。

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

1 車の形状にタッチ。

2 フロントスピーカーサイズにタッ
チ。

3 ツイーターの有無にタッチ。

4 リアスピーカータイプにタッチ。

5 シートタイプにタッチ。

6 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。
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■車載機に保存されていない車種につ
いて

車載機のハードディスクに車種情報が保
存されます。

後席設定画面から次の設定をすることが
できます。

車載機に保存されていない車種につ
いては、調整データをダウンロードし
て、SD メモリーカードで車載機に取
り込むことができます。

1 パソコンの専用サイト（http://
toyota.jp/dop/navi/update/）の
案内にしたがってデータをダウン
ロードする。

2 データを SD メモリーカードにコ
ピーする。

3 SDメモリーカードを車載機に挿入
する。（→P.26）

4 オーディオ操作画面（→P.241）で
［音設定］→［車種設定］の順にタッ
チ。

5 車種にタッチ。

6 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

知 識
● ダウンロードした調整データをSDメモリー
カードに保存する際は、SDメモリーカード
のROOTフォルダに保存してください。

後席ディスプレイ接続時の
設定をする

販売店装着オプションの後席ディス
プレイを接続すると、前席側（車載機）
と後席側（後席ディスプレイ）で違っ
たオーディオモードを楽しめるよう
に設定したり、後席の音量を調整する
ことができます。

1 ［後席設定］にタッチ。
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タッチしたオーディオモードを後席ディ
スプレイで視聴することができます。

後席側のオーディオモードを選択すると、
前席側の音声は、フロントスピーカーから
出力され、後席側の音声は、リヤスピー
カーから出力されます。

前席側と同じオーディオモードを視聴す
るとき
［前席連動］にタッチ。

前席側のオーディオモードにより、選択で
きる後席側のオーディオモードは次のと
おりです。

後席側のオーディオモードを選
択する

後席側のオーディオモードを選択す
ることができます。

オーディオ操作画面（→P.240）

1 ［後席設定］にタッチ。

2 ［前席連動］、［BD/DVD］、［TV］、
［iPod Video］または［VTR］にタッ
チ。

前席側の
オーディオ
モード

後席側で選択できる
オーディオモード

AUDIO 
OFF

Blu-ray/DVD、TV、
iPod Video、VTR

ラジオ Blu-ray/DVD、TV、
iPod Video、VTR

DISC
（DVD、Blu-
ray）

TV、iPod Video、VTR

DISC（CD） TV、iPod Video、VTR

DISC
（MP3/
WMA）

TV、iPod Video、VTR

HDD
オーディオ

Blu-ray/DVD、TV、
iPod Video、VTR

SD音楽 Blu-ray/DVD、TV、
iPod Video、VTR

Bluetooth
オーディオ

Blu-ray/DVD、TV、
iPod Video、VTR

テレビ Blu-ray/DVD、
iPod Video、VTR

iPod 
(Video) Blu-ray/DVD、TV

iPod （音楽
ファイル） Blu-ray/DVD、TV、VTR

VTR Blu-ray/DVD、TV

USB Blu-ray/DVD、TV、VTR
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大きくするとき  ［ ］にタッチ。

小さくするとき  ［ ］にタッチ。

タッチするごとに、後席側の映像や音声が
ON/OFF します。

知 識
● 後席側のオーディオモードを選択すると、
BODY TYPE以外の音質の設定値は初期値
になり、設定することができません。［前席
連動］にタッチすると、もとの設定値に戻り
ます。

● 後席側で選択したオーディオモードについ
てもEUPHONYの効果をお楽しみいただけ
るよう、後席再生用にEUPHONYが調整さ
れています。設定画面ではON/OFFのみ操
作できます。

後席側の音量を調整する

後席側の音量を調整することができ
ます。

オーディオ操作画面（→P.240）

1 ［後席設定］にタッチ。

2 ［ ］または［ ］にタッチ。

後席側の映像・音声をON/OFF
する

後席側の映像や音声を車載機側で
ON/OFF することができます。

オーディオ操作画面（→P.240）

1 ［後席設定］にタッチ。

2 ［ON］または［OFF］にタッチ。
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2. ラジオを聞く

1. ラジオを操作する

エンジンスイッチがACCまたは ONのときに使用することができます。

ラジオ操作画面（AM）

ラジオ操作画面（FM）

画面外の  にタッチし、［AM］または［FM］にタッチすると、操作画面が表
示されます。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

AV

プリセットスイッチ

プリセットスイッチ
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1. ラジオを操作する
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プリセットスイッチに放送局を記憶させ
たいときや、記憶されている放送局を変更
したいとき
「放送局を記憶する」（→P.255）

■コントロール画面で選ぶ

周波数を高い方へ選択するとき
［ ］ にタッチ。

周波数を低い方へ選択するとき
［ ］ にタッチ。

■操作画面で選ぶ

周波数を高い方へ選択するとき
［＋］ にタッチ。

周波数を低い方へ選択するとき
［－］ にタッチ。

■コントロール画面で選ぶ

周波数を高い方へ選択するとき
［ ］ に“ピッ”と音がするまでタッ

チし続ける。
周波数を低い方へ選択するとき
［ ］ に“ピッ”と音がするまでタッ

チし続ける。
･ 途中で止めるとき 再度スイッチにタッ
チ。

■操作画面で選ぶ

周波数を高い方へ選択するとき
［＋］ に“ピッ”と音がするまでタッチ

し続ける。

ラジオを聞く

1 画面外の  にタッチ。

2  または  にタッチ。

知 識
● 走行中、受信状態は刻々とかわるため電波の
強さがかわったり、障害物や電車、信号機な
どの影響により最良な受信状態を維持する
ことが困難なことがあります。

● 放送を受信できても、放送局名が表示されな
いことがあります。

放送局を選ぶ

プリセットスイッチから選ぶ

ラジオ操作画面（→P.253）

1 希望の放送局が記憶されているプ
リセットスイッチにタッチ。

手動で選ぶ

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

AV

AM FM

MENU

ラジオ操作画面（→P.253）

1 ［＋］ または［－］ にタッチ。

自動で選ぶ

受信感度が良く、現在受信している周
波数に一番近い周波数を自動で選択
します。

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］  に“ピッ”と音
がするまでタッチし続ける。

ラジオ操作画面（→P.253）

1 ［＋］または［－］に“ピッ”と音
がするまでタッチし続ける。

MENU



255

2. ラジオを聞く

1. ラジオを操作する

AW   

オ
ー
デ
ィ
オ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル

周波数を低い方へ選択するとき
［－］ に“ピッ”と音がするまでタッチ

し続ける。
･ 途中で止めるとき 再度スイッチにタッ
チ。

記憶された周波数がプリセットスイッチ
に表示されます。

画面に「AUTO.P」の表示が出ます。
周波数の記憶操作が終了すると、“ピッ
ピッ”と音がして記憶した中で一番低い周
波数を受信します。

記憶された周波数がプリセットスイッチ
に表示されます。

解除するとき 再度［AUTO.P］にタッ
チ。

記憶された周波数がプリセットスイッチ
に表示されます。

知 識
● 地域や車の向きなどの条件により、すべての
周波数の受信感度が悪い場合、自動で選択で
きないことがあります。

放送局を記憶する

プリセットスイッチに周波数をあら
かじめ記憶させておくことにより、ワ
ンタッチで選局することができます。
自宅付近などで日頃よくお聞きにな
る放送局を記憶させておくと便利で
す。

ラジオ操作画面（→P.253）

手動で放送局を記憶する

1 記憶したい放送局の周波数を選択
する。（→P.254）

2 記憶させたいプリセットスイッチ
に“ピー”と音がするまでタッチし
続ける。

自動で放送局を記憶する

自動で受信可能な周波数を、一時的に
プリセットスイッチに記憶させるこ
とができます。
旅先などで放送局の周波数がわから
ないときなどに便利です。

ラジオ操作画面（→P.253）

1 ［AUTO.P］に“ピー”と音がする
までタッチし続ける。

AUTOスイッチで記憶させた周
波数を変更する

ラジオ操作画面（→P.253）

1 記憶したい放送局の周波数を選択
する。（→P.254）

2 変更したい周波数が記憶されてい
るプリセットスイッチに“ピー”と
音がするまでタッチし続ける。
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画面に「エリア .P」の表示が出ます。
解除するとき 再度［エリア］にタッチ。

解除するときオーディオモードスイッ
チにタッチ。

知 識
● 自動で周波数を記憶させても、［AUTO.P］
にタッチする前（「AUTO.P」の表示が出て
いないとき）に記憶させた周波数は消去され
ません。

● 受信感度の良い周波数を低い順に 6 局まで
自動的に記憶します。受信周波数が 6 局未
満のときは、残りのプリセットスイッチには
何も記憶されません。

● 地域や車の向きなどの条件により、すべての
周波数の受信感度が悪い場合、自動で記憶で
きないことがあります。

● 同じ放送局からの受信でも、［ ］ または

［ ］ スイッチで選択し、記憶させた周波
数と［AUTO.P］スイッチで記憶させた周
波数は一致しないことがあります。

●［AUTO.P］スイッチによる周波数の記憶操
作を同じ場所で繰り返しても、受信感度の状
態によっては、操作ごとに記憶される周波数
が異なることがあります。

エリアスイッチについて

あらかじめナビゲーションがエリア
ごとに記憶している放送局を表示さ
せることができます。（GPSの自車位
置情報により、今いる地域で放送され
ている放送局の局名と周波数がプリ
セットスイッチに表示されます。）
旅先などで放送局の周波数がわから
ないときなどに便利です。

ラジオ操作画面（→P.253）

1 ［エリア］にタッチ。

知 識
● プリセットスイッチにタッチし続けても、周
波数を記憶させることはできません。

● AM 放送の場合、昼画表示（ライト消灯時）
と夜画表示（ライト点灯時）で、表示される
周波数・放送局名が異なることがあります。

交通情報放送を受信する

交通情報放送を行っている地域で、あ
らかじめ記憶されている交通情報放
送局を受信することができます。

ラジオ操作画面（→P.253）

1 ［交通情報］にタッチ。

記憶されている周波数を変更す
る

ラジオ操作画面（→P.253）

1 AM放送を選択する。（→P.254）

2 記憶したい放送局の周波数を選択
する。（→P.254）

3 ［交通情報］に“ピッ”と音がする
までタッチし続ける。

知 識
● 初期設定では 1620kHz にセットしてあり
ます。

●［交通情報］にタッチして、ラジオを受信して

いるときは、［ ］ または［ ］ スイッチ
を操作しても、周波数は切り替わりません。
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後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。
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3. Blu-ray プレーヤーを操作する

1. 音楽CDを聞く

エンジンスイッチがACCまたはONのときに使用することができます。

車載機で使用できる音楽 CD については、「車載機で使用できるメディア／デー
タについて」（→P.639）をご覧ください。
画面外の  にタッチし、［DISC］にタッチすると、CD操作画面が表示されま
す。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

AV
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再生を再開するとき［ ］にタッチ。

後ろの曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

前の曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

後ろの曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

前の曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

CDを聞く

CDが挿入されていないとき

1 CDを挿入する。（→P.26）

CDが挿入されているとき

1 画面外の  にタッチ。

2  にタッチ。

［録音開始］にタッチすると、現在再生
中のCDをHDDオーディオに録音しま
す。（→ P.316）

 CDを再生したとき、自動的に録音を開
始するように設定することもできます。
（→P.316）

知 識
● 再生しているCDにアーティスト名などの情
報が収録されていなくても、本機のデータ
ベースに該当する情報がある場合は表示さ
れます。

● ディスク挿入時にディスクの種類を判別し
ているため、再生までに時間がかかります。

再生を一時停止する

CD操作画面（→P.258）

1 ［ ］にタッチ。

AV

DISC

聞きたい曲を選ぶ

コントロール画面で選ぶ

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

操作画面で選ぶ

CD操作画面（→P.258）

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッチ。

知 識
● 録音中は、録音済みの曲（録音中の曲も含
む）の中でのみ選曲することができます。

MENU
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早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RPT」
が表示されます。

解除するとき再度［RPT］にタッチ。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RAND」
が表示されます。

解除するとき再度［RAND］にタッチ。

リスト画面で選ぶ

CD操作画面（→P.258）

1 曲名にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

知 識
● ハードディスクに録音されている曲には録
音済みアイコンが表示されます。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

録音済みアイコン

MENU

操作画面で操作する

CD操作画面（→P.258）

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッ
チし続ける。

同じ曲を繰り返し聞く

選択している曲を繰り返し再生する
ことができます。

CD操作画面（→P.258）

1 ［RPT］にタッチ。

曲の順番をランダムに聞く

ランダム（無作為）に曲を選択し再生
することができます。

CD操作画面（→P.258）

1 ［RAND］にタッチ。
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後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。
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2. MP3/WMAディスクを聞く

エンジンスイッチがACCまたはONのときに使用することができます。

車載機で使用できる MP3/WMA 音楽データについては、「車載機で使用できる
メディア／データについて」（→P.639）をご覧ください。
画面外の  タッチし、［DISC］にタッチすると、MP3/WMA 操作画面が表
示されます。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

AV
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再生を再開するとき［ ］にタッチ。

後ろのフォルダを選択するとき
［ ］にタッチ。

前のフォルダを選択するとき
［ ］にタッチ。

MP3/WMAディスクを再
生する

ディスクが挿入されていないと
き

1 ディスクを挿入する。（→P.26）

ディスクが挿入されているとき

1 画面外の  にタッチ。

2  にタッチ。

知 識
● ディスク挿入時にディスクの種類を判別し
ているため、再生までに時間がかかります。

再生を一時停止する

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 ［ ］にタッチ。

AV

DISC

聞きたいフォルダを選ぶ

操作画面で選ぶ

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 フォルダ名の［ ］または［ ］に
タッチ。

リスト画面で選ぶ

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 フォルダ名にタッチ。

2 聞きたいフォルダにタッチ。
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後ろの曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

前の曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

後ろの曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

前の曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

聞きたい曲（ファイル）を
選ぶ

コントロール画面で選ぶ

1 画面外の    に 1 秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］   にタッチ。

操作画面で選ぶ

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 曲名の［ ］または［ ］にタッチ。

リスト画面で選ぶ

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 曲名にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

MENU

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の    に 1 秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］   にタッチし続け
る。

操作画面で操作する

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 曲名の［ ］ または［ ］   にタッ
チし続ける。

MENU
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スイッチの作動表示灯が点灯し、「RPT」
が表示されます。

解除するとき［RPT］に２回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「FLD.RPT」が表示されます。
解除するとき再度［RPT］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RAND」
が表示されます。

解除するとき ［RAND］に2回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「FLD.RAND」が表示されます。
解除するとき 再度［RAND］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

同じ曲（ファイル）を繰り返
し聞く

選択している曲を繰り返し再生する
ことができます。

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 ［RPT］にタッチ。

同じフォルダを繰り返し聞
く

選択しているフォルダを繰り返し再
生することができます。

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 ［RPT］に２回タッチ。

RPT　　　FLD.RPT　　　消灯

RPT　　　FLD.RPT　　　消灯

フォルダの中からランダム
に聞く

選択しているフォルダの中からラン
ダム（無作為）に曲を選択し再生する
ことができます。

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 ［RAND］にタッチ。

全フォルダの中からランダ
ムに聞く

全フォルダの中からランダム（無作
為）に曲を選択し再生することができ
ます。

MP3/WMA操作画面（→P.262）

1 ［RAND］に2回タッチ。

RAND　　　FLD.RAND　　　消灯

RAND　　　FLD.RAND　　　消灯
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MP3/WMA ファイルが収録されている
ディスクを挿入すると、最初にディスク内
のすべてのファイルをチェックします。
ファイルのチェックが終わると、最初の
MP3/WMAファイルを再生します。
ディスク内のチェックを早く終わらせる
ために、MP3/WMA ファイル以外のファ
イルや必要のないフォルダなどを書き込
まないことをおすすめします。
音楽データと MP3 または WMA 形式の
データが混在しているディスクは、音楽
データのみを再生します。
MP3およびWMAのフォーマットについ
ては、「MP3/WMA について」（→P.643）
をご覧ください。

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。

MP3/WMAについて

MP3/WMAの再生について

注 意

● MP3/WMA 以外のファイルに“.mp3”/
“.wma”の拡張子をつけると、MP3/WMA
ファイルと誤認識して再生してしまい、大き
な雑音が出てスピーカーを破損する場合が
あります。MP3/WMA 以外のファイルに
“.mp3”/“.wma”の拡張子をつけないで
ください。

知 識
● CD-RW を消去して使用する場合、完全に消
去したことを確認してから使用してくださ
い。（消去方法はライティングソフトで異な
ります。また、クイックおよび高速消去は使
用できません。）

● パケットライト記録ディスクには対応して
いません。（例えば、DirectCD などで作成
したディスクには対応していません。）

● MP3/WMA ファイルの書き込み状況によ
り、演奏時間が一致しないことがあります。
（VBR（可変ビットレート）の FAST UP/
DOWN動作をすると、演奏時間が一致しな
いことがあります。）
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3. Blu-ray Discを見る

エンジンスイッチがACCまたはONのときで、さらに安全上の配慮から車を完全に停
止し、パーキングブレーキをかけたときのみディスクの映像をご覧になることができ
ます。（走行中は音声だけになります。）

BDMVフォーマット再生時

この項目では、Blu-ray ビデオ（BDMV フォーマットで記録された BD-ROM）
や録画したBlu-ray Disc（BDAVや AVCRECフォーマットで記録したBD-R/
RE）の操作方法を説明しています。
車載機で使用できる Blu-ray については、「車載機で使用できるメディア／デー
タについて」（→P.639）をご覧ください。
Blu-ray Disc を操作する画面には、操作画面と各種切替画面があります。目的に
応じていずれかの画面を表示して操作します。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面や各種切替画面が表示されていないときでも操
作することができます。

･ 画面のスイッチにタッチしたとき、画面に が表示されたときは、ディスクがその操
作を禁止していることを示していますので、その操作を行うことはできません。

知 識
● Blu-ray DiscTM、Blu-rayTM、BONUSVIEWTM、AVCRECTMは、Blu-ray Disc Association
の商標です。

● 無許可コピーディスクの利用の制限について（→P.300）

操作画面について

画面外の  にタッチし、［DISC］にタッチ、またはディスクの映像をご覧に
なっているときに画面にタッチすると表示されます。

AV
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BDAVフォーマット再生時

AVCRECフォーマット再生時

知 識
● BDAVまたはAVCRECフォーマットで記録されたディスクには［トップメニュー］、［ポップアッ
プメニュー］および［ ］が表示されないなど、再生するディスクやフォーマットにより表
示されるスイッチが異なることがあります。
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 Blu-ray用SDメモリーカード挿入口に差
し込みます。

 SDメモリーカードは奥まで挿入したこと
を確認します。

各種切替画面について

操作画面で、［各種切替］にタッチす
ると表示されます。
［全画面］にタッチすると映像を全画
面で表示します。

Blu-ray 用 SDメモリー
カードについて

Blu-ray ビデオの中には、ローカルス
トレージにディスクの付加情報（ゲー
ムのセーブデータなど）を保存して、
再生時に利用できるものがあります。
車載機では、SD メモリーカードを挿
入することによりこの機能に対応し
ています。

BDMVフォーマット

BDAVおよびAVCRECフォー
マット

Blu-ray 用 SDメモリーカード
を入れる

1 ディスプレイを開く。（→P.26）

2 SDメモリーカードを挿入する。

3 ディスプレイを閉じる。（→P.26）

Blu-ray 用 SDメモリーカード
を取り出す

1 ディスプレイを開く。（→P.26）

2 SDメモリーカードを軽く押して取
り出す。

3 ディスプレイを閉じる。（→P.26）

知 識
● SDメモリーカードを利用する際は、再生す
るBlu-rayビデオにより動作が異なります。
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メニュー表示の画面例

メニュー項目が色（青・赤・黄・緑）で割
り当てられているときは、［青］、［赤］、
［緑］、［黄］にタッチしても選択すること
ができます。

ディスクによっては、メニュー項目を直接
タッチして選択できるものもあります。

選択したメニュー項目が再生されます。
番号を入力するとき
［10キー］にタッチ。（→ P.273）

間違えたとき［］にタッチ。

Blu-ray Disc を再生する

ディスクが挿入されていないと
き

1 ディスクを挿入する。（→P.26）

ディスクが挿入されているとき

1 画面外の  にタッチ。

2  にタッチ。

知 識
● ディスクを挿入する、またはディスクが挿入
されているときに Blu-ray モードにすると、
ディスク読込み中の画面が表示され、その後
再生をはじめます。

メニュー画面が表示されたとき

1 ［ ］、［ ］、［］または［］に
タッチして、メニュー項目を選択
し、［決定］にタッチ。

AV

DISC

知 識
● オートスタートの設定（→ P.281）がされ
ているときは、走行を開始すると自動的に再
生されます。

● 表示されるメニュー項目や操作方法はディ
スクによって異なります。再生させている
ディスクに添付の取扱説明書をご覧くださ
い。（画面は一例です。）

PINコードを解除する

BDAVおよびAVCRECフォーマット
再生保護されているディスクは、挿入
時に自動でPINコード解除画面が表示
されます。

Blu-ray 操作画面（→P.267）

1 ［PINコード解除］にタッチ。

2 暗証番号を入力し、［完了］にタッ
チ。

警 告

● Blu-rayビデオでは、迫力のある効果音を得
るために、通常の会話シーンの音量を小さく
して録音されているものがあります。このよ
うなディスクで、会話シーンのときに音量調
整を行うと、効果音のシーンやBlu-rayビデ
オ以外のモードにしたとき、音量が大きすぎ
ることがありますので、注意してください。
音量が大きすぎると運転の妨げとなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険です。
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通常再生するとき［ ］にタッチ。

通常再生するとき［ ］にタッチ。

BDMVフォーマット

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

早送りするとき
［ ］にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

スイッチにタッチしている間、スロー再生
されます。

■タイトル番号で選ぶ

知 識
● ディスクに傷がついていたり、内部が結露し
ているときは、画面の一部が表示されなくな
ることがあります。

● ディスクによっては読込み中の画面の表示
時間が長い場合があります。

● メニュー項目の画面など音声が収録されて
いない場面があります。そのような場面で
は、音声が出力されない状態が継続されます
ので、一度、映像を確認して、再生などの操
作を行ってください。

映像を一時停止する

Blu-ray 操作画面（→P.267）

1 ［ ］にタッチ。

映像を止める

Blu-ray 操作画面（→P.267）

1 ［ ］にタッチ。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

■

MENU

操作画面で操作する

Blu-ray 操作画面（→P.267）

1 ［ ］または［ ］にタッチし続
ける。

スロー再生する

Blu-ray 操作画面（→P.267）

1 ［ ］にタッチ。

2 ［ ］にタッチ。

見たい場所を選ぶ

タイトルを選ぶ

Blu-ray 操作画面（→P.267）→ 
 → 各種切替 各種切替画面
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間違えたとき ［修正］にタッチ。

■操作画面で選ぶ

BDAV およびAVCREC フォーマット

後ろのタイトルを選択するとき
［TITLE ▲］にタッチ。

前のタイトルを選択するとき
［TITLE ▼］にタッチ。

■コントロール画面で選ぶ

後ろのチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

■操作画面で選ぶ

後ろのチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

BDAVおよびAVCRECフォーマット

■コントロール画面で選ぶ

後ろのプログラム（プレイリスト）を選択
するとき
［ ］ にタッチし続ける。

前のプログラム（プレイリスト）を選択す
るとき
［ ］ にタッチし続ける。

1 ［タイトルサーチ］または［チャプ
ターサーチ］にタッチ。

2 タイトル番号を入力する。

3 ［完了］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.268）

1 ［TITLE ▲］または［TITLE ▼］に
タッチ。

チャプターを選ぶ

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

MENU

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

Blu-ray 操作画面（→P.268）

1 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

プログラム（プレイリスト）を
選ぶ

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

MENU
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メニュー画面を表示中に、操作スイッチが
表示されていないとき
［ ］にタッチ。

メニュー表示の画面例

メニュー項目が色（青・赤・黄・緑）で割
り当てられているときは、［青］、［赤］、
［緑］、［黄］にタッチしても選択すること
ができます。

ディスクによっては、メニュー項目を直接
タッチして選択できるものもあります。

選択したメニュー項目が再生されます。

■メニュー番号で選ぶ
タッチするごとに、音声言語が切り替わり
ます。

メニュー画面を操作する

ディスク独自のメニュー項目を操作
することができます。

Blu-ray 操作画面（→P.267）

1 ［トップメニュー］または［ポップ
アップメニュー］にタッチ。

2 ［ ］、［ ］、［］または［］に
タッチして、メニュー項目を選択
し、［決定］または映像にタッチ。

メニュー画面

1 ［10キー］にタッチ。

2 メニュー番号を入力し、［完了］に
タッチ。

知 識
● 表示されるメニュー項目や操作方法はディ
スクによって異なります。再生させている
ディスクに添付の取扱説明書をご覧くださ
い。

● トップメニューおよびポップアップメ
ニューは、BDAV または AVCREC フォー
マットで記録されたディスクには対応して
いません。

音声を切り替える

音声が複数収録されているディスク
の場合、音声を切り替えることができ
ます。

1 ［音声］にタッチ。

2 ［音声切替］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267）→ 
 → 各種切替 各種切替画面
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タッチするごとに、字幕言語が切り替わり
ます。

［字幕スタイル］にタッチするとディスク
に記録されている字幕スタイルを切り替
えることができます。

［字幕消し］にタッチすると、字幕を表示
させないようにすることができます。

再び表示するとき
再度［字幕消し］にタッチ。

タッチするごとに、アングルが切り替わり
ます。

字幕を切り替える

BDMV フォーマット
字幕が複数収録されているディスク
の場合、字幕を切り替えることができ
ます。

1 ［字幕］にタッチ。

2 ［字幕切替］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267）→ 
 → 各種切替 各種切替画面

アングルを切り替える

BDMVフォーマット
複数のカメラで同時に撮影された映
像が収録されているディスクの場合、
カメラアングルを切り替えることが
できます。複数のアングルが収録され
ているときは、マルチアングルマーク
（→P.279）が表示されます。

1 ［アングル］にタッチ。

2 ［アングル切替］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267）→ 
 → 各種切替 各種切替画面
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タッチするごとに小画面の映像が切り替
わります。

第二映像を表示しないとき
［第二映像無効］にタッチ。

タッチするごとに音声が切り替わります。
第二音声を再生しないとき
［第二音声無効］にタッチ。

第二映像を切り替える

BDMVフォーマット
BONUSVIEW に対応したディスクを
再生中、特典映像などを第二映像とし
て、小画面で同時に表示することがで
きます。第二映像が収録されている
ディスクは、ビデオセカンダリマーク
（→P.280）が表示されます。

1 ［第二映像］にタッチ。

2 ［第二映像切替］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 → 各種切替 各種切替画面

第二音声を切り替える

BDMVフォーマット　
BONUSVIEW に対応したディスクを
再生中、特典映像などの音声を第二音
声として切り替えることができます。
第二音声が収録されているディスク
は、オーディオセカンダリマーク（→
P.280）が表示されます。

1 ［第二音声］にタッチ。

2 ［第二音声切替］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267）→ 
 → 各種切替 各種切替画面
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タッチするごとに、以下の順に切り替わり
ます。

 Blu-ray Disc には次の2種類のプレイリ
ストがあります。
･ RPLS：リアルプレイリストの略で、録画
時に自動的に作成されるプレイリスト (再
生する順番を決めたリスト ) になります。

･ VPLS：バーチャルプレイリストの略で、
お客様がお気に入りのシーンなどを編集
することによって作成されるプレイリス
トです。

車載機ではVPLSの作成、編集ができませ
ん。VPLSの作成、編集方法についてはご
使用のBlu-ray 機器をご確認ください。

バーチャルプレイリストを再生するとき
［VPLS］にタッチ。

音声モードを切り替える

BDAVおよびAVCRECフォーマット
音声多重で収録されているディスク
の場合、主音声 /副音声を切り替える
ことができます。

1 ［主 /副］にタッチ。

再生モードを切り替える

BDAVおよびAVCRECフォーマット
ディスク内にプレイリストが作成さ
れているときにプレイリストを再生
することができます。

Blu-ray 操作画面（→P.267）→ 
 → 各種切替 各種切替画面

主音声　　　副音声　　　主・副音声

1 ［再生モード］にタッチ。

2 ［RPLS］にタッチ。

知 識
● ディスク内にプレイリストがないときは［再
生モード］は表示されません。

ディスクで指定された位置ま
で戻って見る

BDMVフォーマット
ディスクのあらかじめ決められた位
置へ移動し、その位置から再生されま
す。

1 ［リターン］にタッチ。

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 → 各種切替 各種切替画面

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 → 各種切替 各種切替画面
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初期設定画面

画面モードを切り替える

1 ［Wide］にタッチ。

2 ［Normal］、［Wide 1］または［Wide
2］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

画面の表示については「画面モードにつ
いて」（→ P.54）をご覧ください。

画質を調整する

1 ［画質調整］にタッチ。

画質の調整については「画質を調整す
る」（→ P.52）をご覧ください。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 → 各種切替 各種切替画面

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 → 各種切替 各種切替画面

プレーヤーの設定をする

あらかじめお好みの設定にしておけ
ば、ディスクを再生するたびに設定す
る必要がありません。

1 ［BD初期設定］にタッチ。

2 各項目を設定する。

項目 ページ

音声言語の設定 P.278

字幕言語の設定 P.278

ソフトメニュー言語の設定 P.279

マルチアングルマーク表示
の設定 P.279

セカンダリマーク表示の設
定 P.280

視聴制限レベルの設定 P.280

オートスタートの設定 P.281

映像出力切替の設定 P.281

擬似レジューム再生の設定 P.282

Dynamic Range 
Compression の設定 P.282

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 → 各種切替 各種切替画面
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［初期状態］にタッチすると、視聴制限以
外の項目が初期設定の状態にもどります。
（→ P.284）

［その他］にタッチしたとき
「言語コードを入力する」（→ P.282）

［その他］にタッチしたとき
「言語コードを入力する」（→P.282）

ローカルストレージの初期
化 P.284

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

音声言語を設定する

優先して聞きたい音声の言語を設定
することができます。

1 ［音声］にタッチ。

2 出力させる音声言語にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

項目 ページ

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

字幕言語を設定する

優先して表示したい字幕の言語を設
定することができます。

1 ［字幕］にタッチ。

2 表示させる字幕言語にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面
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［その他］にタッチしたとき
「言語コードを入力する」（→ P.282）

ソフトメニュー言語を設定する

ディスク独自のメニュー項目に表示
される言語を設定することができま
す。

1 ［ソフトメニュー］にタッチ。

2 表示させるソフトメニュー言語に
タッチ。

3 ［完了］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

マルチアングルマーク表示の設
定をする

マルチアングル（→ P.304）で記憶
されているディスクを再生させてい
るときに表示されるマルチアングル
マークを「表示」または「非表示」に
切り替えることができます。

1 ［マルチアングルマーク］にタッチ。

2 ［表示］または［非表示］にタッチ。

マルチアングルマーク

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面
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暗証番号が未設定のとき（「ーーーー」が
表示されているとき）は、入力した番号が
暗証番号として登録されます。

間違えたとき［］にタッチ。

暗証番号入力時、［修正］に連続して 10回
タッチすると、暗証番号を初期化（未設定
の状態に）することができます。

セカンダリマーク表示の設定を
する

BDMVフォーマット
BONUSVIEW に対応したディスクを
再生させているときに表示されるビ
デオセカンダリマークやオーディオ
セカンダリマークを「表示」または
「非表示」に切り替えることができま
す。

1 ［セカンダリマーク］にタッチ。

2 ［表示］または［非表示］にタッチ。

ビデオセカンダリマーク

オーディオセカンダリマーク

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

視聴制限レベルを設定する

視聴制限レベル（→P.304）の設定
をすることができます。

1 ［視聴制限］にタッチ。

2 暗証番号を入力する。

3 ［完了］にタッチ。

4 設定したい視聴制限レベルにタッ
チ。

5 ［完了］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面
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オートスタートの設定をする

メニュー画面表示中に走行を開始し
たとき、選択されているメニュー項目
を自動的に再生するように設定する
ことができます。

1 ［オートスタート］にタッチ。

2 ［ON］または［OFF］にタッチ。

知 識
● ディスクにより自動的に再生することがで
きないことがあります。

映像出力切替の設定をする

Blu-ray Disc の再生画面に合わせて
画面サイズを切り替えることができ
ます。

1 ［映像出力切替］にタッチ。

2 ［16：9（ワイド）］、［4：3（レター
ボックス）］または［4：3（パンス
キャン）］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

16：9
（ワイド）

通常のワイドサイズで表
示されます。4：3 のサ
イズで収録された Blu-
ray Disc の場合、左右両
端が黒表示、または左右
に伸びて表示されます。

4：3
（レターボックス）

上下両端が黒く表示され
た映像です。4：3 のサ
イズで収録された Blu-
ray Disc の場合、画面サ
イズぴったり（4：3）で
表示されます。

4：3
（パンスキャン）

左右両端がカットされた
映像です。4：3 のサイ
ズで収録された Blu-ray
Disc の場合、画面サイズ
ぴったり（4：3）で表示
されます。

知 識
● 後席ディスプレイなどの別のディスプレイ
を接続した場合、車載機で設定した画面サイ
ズにより、後席ディスプレイで表示されるサ
イズは異なります。

注 意

● お客様が個人的にワイド画面で視聴する限
りにおいては問題ありませんが、営利目的、
または公衆に視聴させることを目的として
画面の圧縮・引き伸ばしなどを行うと、著作
権法上で保護されている著作者の権利を侵
害する恐れがありますので、ご注意くださ
い。
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コード入力画面（音声言語の場合）

間違えたとき［］にタッチ。

擬似レジューム再生の設定をす
る

通常BD-J対応ディスクではレジュー
ム再生（再生中に Audio off や他の
モードにした場合でも、停止した箇所
から再生）することができません。次
の操作をすることで、擬似的にレ
ジューム再生できるように設定する
ことができます。
BD-J については（→P.305）をご覧
ください。

1 ［擬似レジューム再生］にタッチ。

2 ［ON］または［OFF］にタッチ。

知 識
● 擬似レジューム再生をONに設定すると、レ
ジューム再生が可能になりますが、擬似レ
ジューム再生中は、BD-Jディスクの一部機
能が制限されます。

Dynamic Range 
Compression の設定をする

音声信号のダイナミックレンジを圧
縮して、音量が小さくても映画のセリ
フなどを聞き取りやすくしたり、効果
音などで過剰な大音量が鳴るのを抑
制することができます。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

1 ［Dynamic Range Compression］
にタッチ。

2 ［ON］または［OFF］にタッチ。

言語コードを入力する

音声言語・字幕言語・ソフトメニュー
言語の初期設定で、［その他］にタッ
チしたときは、言語コードを入力する
ことにより、言語を選択することがで
きます。

1 言語コードを入力する。

2 ［完了］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  →  各種切替 BD初期設定

初期設定画面

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  →  

（  、  ） →  → 

各種切替 BD初期設定 音声

字幕 ソフトメニュー その他

言語コード入力画面
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■言語コード一覧

コード 言語名称 コード 言語名称 コード 言語名称 コード 言語名称
1001 日本語 0520 エストニア語 1214 リンガラ語 1911 スロバック語
0514 英語 0521 バスク語 1215 ラオス語 1912 スロベニア語
0618 フランス語 0601 ペルシア語 1220 リトアニア語 1913 サモア語
0405 ドイツ語 0609 フィンランド語 1222 ラトビア語 1914 ショナ語
0920 イタリア語 0610 フィジー語 1307 マダガスカル語 1915 ソマリ語
0519 スペイン語 0615 フェロー語 1309 マオリ語 1917 アルバニア語
1412 オランダ語 0625 フリジア語 1311 マケドニア語 1918 セルビア語
1821 ロシア語 0701 アイルランド語 1312 マラヤーラム語 1919 シスワティ語
2608 中国語 0704 スコットランドゲール語 1314 モンゴル語 1920 セストゥ語
1115 韓国語 0712 ガルシア語 1315 モルダビア語 1921 スンダ語
0512 ギリシャ語 0714 グアラニ語 1318 マラータ語 1922 スウェーデン語
0101 アファル語 0721 グジャラート語 1319 マライ語 1923 スワヒリ語
0102 アプハジア語 0801 ハウサ語 1320 マルタ語 2001 タミル語
0106 アフリカーンス語 0809 ヒンディー語 1325 ビルマ語 2005 テルグ語
0113 アムハラ語 0818 クロアチア語 1401 ナウル語 2007 タジク語
0118 アラビア語 0821 ハンガリー語 1405 ネパ－ル語 2008 タイ語
0119 アッサム語 0825 アルメニア語 1415 ノルウェー語 2009 チグリス語
0125 アイマラ語 0901 国際語 1503 プロパンス語 2011 ツルキ語
0126 アゼルバイジェン語 0905 インターリング 1513 オロモ語 2012 タガログ語
0201 バシキール語 0911 イヌピアック語 1518 オリヤー語 2014 セツワナ語
0205 ベラルーシ語 0914 インドネシア語 1601 パンジャブ語 2015 トンガ語
0207 ブルガリア語 0919 アイスランド語 1612 ポーランド語 2018 トルコ語
0208 ビハーリー語 0923 ヘブライ語 1619 アフガニスタン語 2019 ツォンガ語
0209 ビスラマ語 1009 イディッシュ語 1620 ポルトガル語 2020 タタール語
0214 ベンガル語 1023 ジャワ語 1721 ケチュア語 2023 トウィ語
0215 チベット語 1101 グルジア語 1813 レートロマン語 2111 ウクライナ語
0218 ブルトン語 1111 カザフ語 1814 キルンディ語 2118 ウルドゥー語
0301 カタロニア語 1112 グリーンランド語 1815 ルーマニア語 2126 ウズベク語
0315 コルシカ語 1113 カンボジア語 1823 キニヤルワンダ語 2209 ベトナム語
0319 チェコ語 1114 カンナダ語 1901 サンスクリット語 2215 ボラピュク語
0325 ウェールズ語 1119 カシミール語 1904 シンド語 2315 ウォルフ語
0401 デンマーク語 1121 クルド語 1907 サンド語 2408 コーサ語
0426 ブータン語 1125 キルギス語 1908 セルボクロアチア語 2515 ヨルバ語
0515 エスペラント語 1201 ラテン語 1909 セイロン語 2621 ズールー語
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視聴制限以外の項目が初期設定の状態に
もどります。

プレーヤーの設定を初期化する

各項目の設定を初期設定の状態にも
どすことができます。

1 ［初期状態］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

ローカルストレージを初期化す
る

Blu-ray Disc では、ディスクの種類に
より、ローカルストレージとして SD
メモリーカードにデータを記録する
場合があります。これが原因で動作が
異常になった場合、初期化することで
正常になることもあります。

1 ［ローカルストレージ初期化］に
タッチ。

2 ［はい］にタッチ。

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

Blu-ray 操作画面（→P.267） → 
 →  → 各種切替 BD初期設定

初期設定画面

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。
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4. DVD（DVDビデオ、DVD-VR）を見る

エンジンスイッチがACCまたはONのときで、さらに安全上の配慮から車を完全に停
止し、パーキングブレーキをかけたときのみディスクの映像をご覧になることができ
ます。（走行中は音声だけになります。）

この項目では、DVDビデオ（ビデオフォーマットで記録したDVD-R/RW含む）・
DVD-VR（ビデオレコーディングフォーマットで記録したDVD-R/RW）の操作
方法を説明しています。
車載機で使用できるDVD については、「車載機で使用できるメディア／データに
ついて」（→P.639）をご覧ください。
DVD を操作する画面には、操作画面と各種切替画面があります。目的に応じて
いずれかの画面を表示して操作します。
･ 本体（画面外）のスイッチは、操作画面や各種切替画面が表示されていないときでも操
作することができます。

･ 画面のスイッチにタッチしたとき、画面に が表示されたときは、ディスクがその操
作を禁止していることを示していますので、その操作を行うことはできません。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。
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DVDビデオ再生時

DVD-VR再生時

［メニュー］、［トップメニュー］、［ ］は、DVDビデオ再生時のみ表示さ
れます。

［TITLE ▼］、［TITLE ▲］は、DVD-VR再生時のみ表示されます。

操作画面について

画面外の  にタッチし、［DISC］にタッチ、またはディスクの映像をご覧に
なっているときに画面にタッチすると表示されます。

AV
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DVDビデオ

メニュー表示の画面例

ディスクによっては、メニュー項目を直接
タッチして選択できるものもあります。

選択したメニュー項目が再生されます。

各種切替画面について

操作画面で、［各種切替］にタッチす
ると表示されます。
［全画面］にタッチすると映像を全画
面で表示します。

DVDを再生する

ディスクが挿入されていないと
き

1 ディスクを挿入する。（→P.26）

ディスクが挿入されているとき

1 画面外の  にタッチ。

2  にタッチ。

知 識
● ディスクを挿入する、またはディスクが挿入
されているときに DVD モードにすると、
ディスク読込み中の画面が表示され、その後
再生をはじめます。

DVDビデオ再生時

AV

DISC

メニュー画面が表示されたとき

1 ［ ］、［ ］、［］または［］に
タッチして、メニュー項目を選択
し、［決定］にタッチ。

知 識
● オートスタートの設定（→ P.296）がされ
ているときは、走行を開始すると自動的に再
生されます。

● 表示されるメニュー項目や操作方法はディ
スクによって異なります。再生させている
ディスクに添付の取扱説明書をご覧くださ
い。（画面は一例です。）
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DVDビデオ

間違えたとき ［修正］にタッチ。

通常再生するとき［ ］にタッチ。

通常再生するとき［ ］にタッチ。

DVDビデオ

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

暗証番号入力画面が表示された
とき

1 暗証番号を入力し、［完了］にタッチ。

暗証番号については「視聴制限レベルを
設定する」（→P.296）をご覧ください。

警 告

● DVDビデオでは、迫力のある効果音を得る
ために、通常の会話シーンの音量を小さくし
て録音されているものがあります。このよう
なディスクで、会話シーンのときに音量調整
を行うと、効果音のシーンやDVDビデオ以
外のモードにしたとき、音量が大きすぎるこ
とがありますので、注意してください。
音量が大きすぎると運転の妨げとなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険です。

知 識
● ディスクに傷がついていたり、内部が結露し
ているときは、画面の一部が表示されなくな
ることがあります。

● ディスクによっては読込み中の画面の表示
時間が長い場合があります。

● メニュー項目の画面など音声が収録されて
いない場面があります。そのような場面で
は、音声が出力されない状態が継続されます
ので、一度、映像を確認して、再生などの操
作を行ってください。

映像を一時停止する

DVD操作画面（→P.286）

1 ［ ］にタッチ。

映像を止める

DVD操作画面（→P.286）

1 ［ ］にタッチ。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

■

MENU
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早送りするとき
［ ］にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

スイッチにタッチしている間、スロー再生
されます。

DVD-VR

■タイトル番号で選ぶ

間違えたとき ［］にタッチ。

■コントロール画面で選ぶ

後ろのチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

操作画面で操作する

DVD操作画面（→P.286）

1 ［ ］または［ ］にタッチし続
ける。

スロー再生する

DVD操作画面（→P.286）

1 ［ ］にタッチ。

2 ［ ］にタッチ。

静止画を切り替える

1 ［ページ送り］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

見たい場所を選ぶ

タイトルを選ぶ

1 ［サーチ］にタッチ。

2 タイトル番号を入力する。

3 ［完了］にタッチ。

チャプターを選ぶ

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

MENU
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■操作画面で選ぶ

後ろのチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のチャプターを選択するとき
［ ］ にタッチ。

DVD-VR

■コントロール画面で選ぶ

後ろのプログラム（プレイリスト）を選択
するとき
［ ］ にタッチし続ける。

前のプログラム（プレイリスト）を選択す
るとき
［ ］ にタッチし続ける。

■操作画面で選ぶ

後ろのプログラム（プレイリスト）を選択
するとき
［TITLE ▲］にタッチ。

前のプログラム（プレイリスト）を選択す
るとき
［TITLE ▼］にタッチ。

メニュー画面を表示中に、操作スイッチが
表示されていないとき
［ ］にタッチ。

メニュー表示の画面例

DVD操作画面（→P.286）

1 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

プログラム（プレイリスト）を
選ぶ

1 画面外の  に1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

MENU

DVD操作画面（→P.286）

1 ［TITLE ▲］または［TITLE ▼］に
タッチ。

メニュー画面を操作する

DVDビデオ
ディスク独自のメニュー項目を操作
することができます。

DVD操作画面（→P.286）

1 ［メニュー］または［トップメ
ニュー］にタッチ。

2 ［ ］、［ ］、［］または［］に
タッチして、メニュー項目を選択
し、［決定］にタッチ。
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ディスクによっては、メニュー項目を直接
タッチして選択できるものもあります。

選択したメニュー項目が再生されます。

タッチするごとに、音声言語が切り替わり
ます。

タッチするごとに、字幕言語が切り替わり
ます。

［字幕消し］にタッチすると、字幕を表示
させないようにすることができます。

再び表示するとき
再度［字幕消し］にタッチ。

知 識
● 表示されるメニュー項目や操作方法はディ
スクによって異なります。再生させている
ディスクに添付の取扱説明書をご覧くださ
い。（上の画面は一例です。）

音声を切り替える

音声が複数収録されているディスク
の場合、音声を切り替えることができ
ます。

1 ［音声］にタッチ。

2 ［音声切替］にタッチ。

知 識
● 現在選択中の音声はDVDビデオ再生時のみ
表示されます。

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

字幕を切り替える

字幕が複数収録されているディスク
の場合、字幕を切り替えることができ
ます。

1 ［字幕］にタッチ。

2 ［字幕切替］にタッチ。

知 識
●［字幕消し］および現在選択中の字幕はDVD
ビデオ再生時のみ表示されます。

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面
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タッチするごとに、アングルが切り替わり
ます。

タッチするごとに、以下の順に切り替わり
ます。

プログラムを再生するとき
［プログラム］にタッチ。

アングルを切り替える

DVDビデオ
複数のカメラで同時に撮影された映
像が収録されているディスクの場合、
カメラアングルを切り替えることが
できます。複数のアングルが収録され
ているときは、マルチアングルマーク
（→P.295）が表示されます。

1 ［アングル］にタッチ。

2 ［アングル切替］にタッチ。

音声モードを切り替える

DVD-VR
音声多重で収録されているディスク
の場合、主音声 /副音声を切り替える
ことができます。

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

1 ［主 /副］にタッチ。

再生モードを切り替える

DVD-VR
ディスク内にプレイリストが作成さ
れているときにプレイリストを再生
することができます。

1 ［再生モード］にタッチ。

2 ［プレイリスト］にタッチ。

知 識
● ディスク内にプレイリストがないときは［再
生モード］は表示されません。

主音声　　　副音声　　　主・副音声

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面
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初期設定画面

ディスクで指定された位置ま
で戻って見る

DVDビデオ
ディスクのあらかじめ決められた位
置へ移動し、その位置から再生されま
す。

1 ［リターン］にタッチ。

知 識
● ディスクにより、操作できなかったり、異な
る動作をすることがあります。

画面モードを切り替える

1 ［Wide］にタッチ。

2 ［Normal］、［Wide 1］または［Wide
2］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

画面の表示については「画面モードにつ
いて」（→ P.54）をご覧ください。

画質を調整する

1 ［画質調整］にタッチ。

画質の調整については「画質を調整す
る」（→ P.52）をご覧ください。

プレーヤーの設定をする

あらかじめお好みの設定にしておけ
ば、ディスクを再生するたびに設定す
る必要がありません。

1 ［DVD初期設定］にタッチ。

2 各項目を設定する。

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面

DVD操作画面（→P.286） → 
 → 各種切替 各種切替画面
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※ DVD-VRには反映されません。

［初期状態］にタッチすると、視聴制限以
外の項目が初期設定の状態にもどります。
（→ P.299）

［その他］にタッチしたとき
「言語コードを入力する」（→P.298）

［その他］にタッチしたとき
「言語コードを入力する」（→P.298）

項目 ページ

音声言語の設定※ P.294

字幕言語の設定※ P.294

ソフトメニュー言語の
設定※ P.295

マルチアングルマーク表示
の設定※ P.295

視聴制限レベルの設定※ P.296

オートスタートの設定※ P.296

映像出力切替の設定 P.296

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

音声言語を設定する

DVDビデオ
優先して聞きたい音声の言語を設定
することができます。

1 ［音声］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面

2 出力させる音声言語にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

字幕言語を設定する

DVDビデオ
優先して表示したい字幕の言語を設
定することができます。

1 ［字幕］にタッチ。

2 表示させる字幕言語にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面
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［その他］にタッチしたとき
「言語コードを入力する」（→ P.298）

ソフトメニュー言語を設定する

DVDビデオ
ディスク独自のメニュー項目に表示
される言語を設定することができま
す。

1 ［ソフトメニュー］にタッチ。

2 表示させるソフトメニュー言語に
タッチ。

3 ［完了］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面

マルチアングルマーク表示の設
定をする

DVDビデオ
マルチアングル（→ P.304）で記憶
されているディスクを再生させてい
るときに表示されるマルチアングル
マークを「表示」または「非表示」に
切り替えることができます。

1 ［マルチアングルマーク］にタッチ。

2 ［表示］または［非表示］にタッチ。

マルチアングルマーク

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面
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DVDビデオ

暗証番号が未設定のとき（「ーーーー」が
表示されているとき）は、入力した番号が
暗証番号として登録されます。

間違えたとき ［修正］にタッチ。

暗証番号入力時、［修正］に連続して 10回
タッチすると、暗証番号を初期化（未設定
の状態に）することができます。

タッチするごとに、以下の順に切り替わり
ます。

視聴制限レベルを設定する

視聴制限レベル（→P.304）の設定
をすることができます。

1 ［視聴制限］にタッチ。

2 暗証番号を入力する。

3 ［完了］にタッチ。

4 設定したい視聴制限レベルにタッ
チ。

5 ［完了］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面

オートスタートの設定をする

DVDビデオ
メニュー画面表示中に走行を開始し
たとき、選択されているメニュー項目
を自動的に再生するように設定する
ことができます。

1 ［オートスタート］にタッチ。

2 ［ON］または［OFF］にタッチ。

知 識
● ディスクにより自動的に再生することがで
きないことがあります。

映像出力切替の設定をする

DVD の再生画面に合わせて画面サイ
ズを切り替えることができます。

1 ［映像出力切替］にタッチ。

2 ［16：9（ワイド）］、［4：3（レター
ボックス）］または［4：3（パンス
キャン）］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面
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間違えたとき ［修正］にタッチ。

16：9
（ワイド）

通常のワイドサイズで表
示されます。4：3 のサ
イズで収録された DVD
ソフトの場合、左右両端
が黒表示、または左右に
伸びて表示されます。

4：3
（レターボックス）

上下両端が黒く表示され
た映像です。4：3 のサ
イズで収録された DVD
ソフトの場合、画面サイ
ズぴったり（4：3）で表
示されます。

4：3
（パンスキャン）

左右両端がカットされた
映像です。4：3 のサイ
ズで収録された DVD ソ
フトの場合、画面サイズ
ぴったり（4：3）で表示
されます。

知 識
● 後席ディスプレイなどの別のディスプレイ
を接続した場合、車載機で設定した画面サイ
ズにより、後席ディスプレイで表示されるサ
イズは異なります。

注 意

● お客様が個人的にワイド画面で視聴する限
りにおいては問題ありませんが、営利目的、
または公衆に視聴させることを目的として
画面の圧縮・引き伸ばしなどを行うと、著作
権法上で保護されている著作者の権利を侵
害する恐れがありますので、ご注意くださ
い。

言語コードを入力する

音声言語・字幕言語・ソフトメニュー
言語の初期設定で、［その他］にタッ
チしたときは、言語コードを入力する
ことにより、言語を選択することがで
きます。

1 言語コードを入力する。

2 ［完了］にタッチ。

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  →  

（  、  ） →  → 

各種切替 DVD初期設定 音声

字幕 ソフトメニュー その他

言語コード入力画面
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■言語コード一覧

コード 言語名称 コード 言語名称 コード 言語名称 コード 言語名称
1001 日本語 0520 エストニア語 1214 リンガラ語 1911 スロバック語
0514 英語 0521 バスク語 1215 ラオス語 1912 スロベニア語
0618 フランス語 0601 ペルシア語 1220 リトアニア語 1913 サモア語
0405 ドイツ語 0609 フィンランド語 1222 ラトビア語 1914 ショナ語
0920 イタリア語 0610 フィジー語 1307 マダガスカル語 1915 ソマリ語
0519 スペイン語 0615 フェロー語 1309 マオリ語 1917 アルバニア語
1412 オランダ語 0625 フリジア語 1311 マケドニア語 1918 セルビア語
1821 ロシア語 0701 アイルランド語 1312 マラヤーラム語 1919 シスワティ語
2608 中国語 0704 スコットランドゲール語 1314 モンゴル語 1920 セストゥ語
1115 韓国語 0712 ガルシア語 1315 モルダビア語 1921 スンダ語
0512 ギリシャ語 0714 グアラニ語 1318 マラータ語 1922 スウェーデン語
0101 アファル語 0721 グジャラート語 1319 マライ語 1923 スワヒリ語
0102 アプハジア語 0801 ハウサ語 1320 マルタ語 2001 タミル語
0106 アフリカーンス語 0809 ヒンディー語 1325 ビルマ語 2005 テルグ語
0113 アムハラ語 0818 クロアチア語 1401 ナウル語 2007 タジク語
0118 アラビア語 0821 ハンガリー語 1405 ネパ－ル語 2008 タイ語
0119 アッサム語 0825 アルメニア語 1415 ノルウェー語 2009 チグリス語
0125 アイマラ語 0901 国際語 1503 プロパンス語 2011 ツルキ語
0126 アゼルバイジェン語 0905 インターリング 1513 オロモ語 2012 タガログ語
0201 バシキール語 0911 イヌピアック語 1518 オリヤー語 2014 セツワナ語
0205 ベラルーシ語 0914 インドネシア語 1601 パンジャブ語 2015 トンガ語
0207 ブルガリア語 0919 アイスランド語 1612 ポーランド語 2018 トルコ語
0208 ビハーリー語 0923 ヘブライ語 1619 アフガニスタン語 2019 ツォンガ語
0209 ビスラマ語 1009 イディッシュ語 1620 ポルトガル語 2020 タタール語
0214 ベンガル語 1023 ジャワ語 1721 ケチュア語 2023 トウィ語
0215 チベット語 1101 グルジア語 1813 レートロマン語 2111 ウクライナ語
0218 ブルトン語 1111 カザフ語 1814 キルンディ語 2118 ウルドゥー語
0301 カタロニア語 1112 グリーンランド語 1815 ルーマニア語 2126 ウズベク語
0315 コルシカ語 1113 カンボジア語 1823 キニヤルワンダ語 2209 ベトナム語
0319 チェコ語 1114 カンナダ語 1901 サンスクリット語 2215 ボラピュク語
0325 ウェールズ語 1119 カシミール語 1904 シンド語 2315 ウォルフ語
0401 デンマーク語 1121 クルド語 1907 サンド語 2408 コーサ語
0426 ブータン語 1125 キルギス語 1908 セルボクロアチア語 2515 ヨルバ語
0515 エスペラント語 1201 ラテン語 1909 セイロン語 2621 ズールー語
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視聴制限以外の項目が初期設定の状態に
もどります。

プレーヤーの設定を初期化する

各項目の設定を初期設定の状態にも
どすことができます。

1 ［初期状態］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。

DVD操作画面（→P.286） → 
 →  → 各種切替 DVD初期設定

初期設定画面
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5. 知っておいていただきたいこと

Cinavia の通告
この製品はCinavia 技術を利用して、商用制作された映画や動画およびそのサウンド
トラックのうちいくつかの無許可コピーの利用を制限しています。無許可コピーの無
断利用が検知されると、メッセージが表示され再生あるいはコピーが中断されます。

 Cinavia技術に関する詳細情報は、http://www.cinavia.comのCinaviaオンライン
お客様情報センターで提供されています。Cinavia についての追加情報を郵送でお求
めの場合、Cinavia Consumer Information Center, P.O. Box 86851, San
Diego, CA, 92138, USA まではがきを郵送してください。

この製品は Verance Corporation （ベランス・コーポレーション）のライセンス下
にある占有技術を含んでおり、その技術の一部の特徴は米国特許第 7,369,677 号
など、取得済みあるいは申請中の米国および全世界の特許や、著作権および企業秘密
保護により保護されています。

 Cinavia は Verance Corporationの商標です。Copyright 2004-2010 Verance
Corporation.
すべての権利は Verance が保有しています。リバース・エンジニアリングあるいは
逆アセンブルは禁じられています。

Blu-ray Disc や DVD ではディスクのソフト制作者の意図により、再生状態
が決められていることがあります。このBlu-ray プレーヤーでは、ソフト制作
者が意図した内容にしたがって再生されるため、操作した通りに機能が働かな
いことがあります。必ず、再生させるディスクに添付の取扱説明書もあわせて
ご覧ください。

この製品は、米国特許およびその他の知的財産権により保護された著作権保護
技術を組み込んでいます。この著作権保護技術の使用は、Rovi Corporation
による承認を受けなければならず、Rovi Corporation による承認なき場合、
家庭用またはその他の限定的視聴用のみを目的とします。逆行分析および分解
は、禁止されています。

無許可コピーディスクの利用の制限について

Blu-ray Disc、DVD再生中の操作について
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ディスクには、表示させることができるプレーヤーの地域（国）を表す地域番
号が表示されているものがあります。
地域番号が表示されているディスクでは、その表示の中に「2」（DVD ビデ
オ）、「A」（Blu-ray ビデオ）（日本を含む番号）が含まれていない、または
「ALL」（DVDビデオ）、「ABC」（Blu-ray ビデオ）（全世界向け）と表示され
ていないディスクは、このBlu-rayプレーヤーで再生させることができません。
このようなディスクを再生させようとしたときは、「リージョンコードエラー」
というメッセージが画面に表示されます。
また、地域番号の表示がないディスクでも地域が制限されていることがありま
すので、その場合は、このBlu-ray プレーヤーで再生させることができないこ
とがあります。

Blu-ray Disc、DVDについて

再生可能なディスクの地域番号（リージョンコード）について
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■Blu-ray ビデオ

■DVDビデオ

ディスクに表示されているマークについて

ディスクやパッケージに表示されているマークには、下記のものがあります。

マーク 意　味

音声のトラック数。
数字が収録されている音声数。

字幕の言語数。
数字が収録されている言語数。

アングルの数。
数字が収録されているアングル数。

選択することができる画面モード。
「16：9」はワイド画面、「4：3」は標準画面。

再生可能な地域番号。
アルファベットは地域記号。

マーク 意　味

カラーテレビの方式。

音声のトラック数。
数字が収録されている音声数。

字幕の言語数。
数字が収録されている言語数。

アングルの数。
数字が収録されているアングル数。

選択することができる画面モード。
「16：9」はワイド画面、「4：3」は標準画面。

再生可能な地域番号。
 ALLは全世界向け、数字は地域番号。
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【例】

■タイトル
ディスクに記憶されている映像や曲の区切りの一番大きい単位。通常は、映像
ソフトでは映画1作品、音楽ソフトでは、アルバム1枚（あるいは1曲）に
あたります。それぞれのタイトルに順につけられた番号をいいます。

■チャプター
ディスクに記憶されている映像や曲の区切りで、タイトルより小さい単位。1
つのタイトルは、複数のチャプターで構成され、それぞれのチャプターに順に
つけられた番号をいいます。

より正しく有効にDVDや Blu-ray Disc を利用していただくために、次の用
語の説明をご一読ください。

■DVDビデオ
動画の記憶されているDVDビデオでは、デジタル圧縮技術の世界標準規格の
ひとつである「MPEG2」（エムペグ2）が採用され、映像データが平均約1/
40に圧縮して記憶されています。また、画像の形状に合わせて割り当てる情
報量を変化させる可変レート符号化技術も採用されています。音声情報は、
PCMのほか、ドルビーデジタルを用いて記憶させることができ、より臨場感
のある音声を楽しむことができます。
さらに、マルチアングル・マルチランゲージなどさまざまな付加機能も用意さ
れており、より高度に楽しむことができます。

■BDMV（Blu-ray Disk Movie）
市販の映画などで使用されているフォーマットで、読み込み専用の Blu-ray
Disc（BD-ROM）で記録されています。

ディスクの構成について

ディスクに記憶されている映像や曲はいくつにも区切られています。

タイトル1 タイトル 2 タイトル 3

チャプター1 チャプター2 チャプター1 チャプター2 チャプター3 チャプター1

知 識
● ディスクによっては、再生中にタイトル番号、チャプター番号、再生時間が表示されないものも
あります。

Blu-ray プレーヤーの用語
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■BDAV（Blu-ray Disc Audio/Visual）
お手持ちのBlu-ray Disc レコーダーで書き込み型Blu-ray Disc（BD-R、BD-
RE）に録画した時に使われる記録フォーマットです。

■AVCREC
BDAV を応用し、デジタルハイビジョン映像を記録するためのフォーマット
です。

■視聴制限
「国ごとの規制レベルに合わせ、その国の視聴制限に対応し、ディスクの再生
を制限する。」というDVDビデオやBlu-ray ビデオの機能の1つです。視聴
制限は、ディスクによって異なり、全く再生されないことや、過激な場面を飛
ばしたり、別の場面に差し替えて再生されることがあります。
DVDビデオでは、1から8のレベルで視聴制限を設定することができます。
レベル1：子ども向けのディスクのみを再生させることができます。
（一般向けと成人向けのディスクを再生させることはできません。）
レベル2～ 7：子ども向けと一般向けのディスクのみを再生させることができます。
（成人向けのディスクを再生させることはできません。）
レベル8：すべてのディスクを再生させることができます。
Blu-ray ビデオでは、年齢制限が記録されているディスクで視聴制限を設定す
ることができます。車載機では、1（0歳）から255（254歳）まで設定す
ることができます。

■マルチアングル
DVDビデオやBlu-ray ビデオの機能のひとつで、同じ場面が視点をかえて複
数のアングル（カメラの位置）で記憶させることができるため、アングルを自
由に選択することができます。

■マルチランゲージ（多言語）
DVDビデオやBlu-ray ビデオの機能のひとつで、同じ映像に対して音声や字
幕を複数の言語で記憶させることができるため、言語を自由に選択することが
できます。

■擬似的レジューム再生
通常BD-J 対応ディスクでは、レジューム再生（再生中にエンジンスイッチを
OFF（LOCK) にする、またはAudio off や他のモードにした場合でも、停止
した箇所から再生）することができません。車載機では、それを擬似的に再生
できるように設定することができます。
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■地域番号（リージョンコード）
DVDビデオやBlu-ray ビデオプレーヤーとディスクは、販売地域ごとに再生
可能な地域番号（リージョンコード）が設けられています。
再生させるディスクに表示されている番号に、プレーヤーに設定されている地
域番号が含まれていない場合は、ディスクを再生させることはできません。地
域番号については、「再生可能なディスクの地域番号（リージョンコード）に
ついて」をご覧ください。（→P.301）

■BONUSVIEW
Blu-ray の機能のひとつで、「BONUSVIEW」に対応したディスクを再生する
と、特典映像が小画面で同時に表示することができます。

■BD-J
Blu-ray ビデオには JAVA アプリケーションを含むものがあり、そのアプリ
ケーションはBD-J と呼ばれます。通常のビデオの操作に加えて、いろいろな
インタラクティブな機能を楽しむことができます。

このBlu-ray プレーヤーでは、ディスク再生時の音声は、リニアPCM・ドル
ビーデジタルプラス・DTS・MPEG オーディオ・AAC に対応しており、ほ
かのデコード方式には対応していません。

■ドルビーデジタルプラス

ドルビー社が開発したデジタル音声の圧縮技術です。ドルビーデジタル技術※
を拡張した多機能デジタル音声コーディング技術です。 最大7.1チャンネルの
サラウンドサウンドを再現するドルビーデジタルプラスは、音声伝達方式の拡
張性が高く幅広いビットレートに対応しているので、利用可能な帯域幅に合わ
せた最適な音質と効率を実現します。
※：ドルビー社が開発したデジタル音声の圧縮技術です。音楽信号を分解して記録、再生す
る完全ディスクリート（分割）方式です。

■DTS
Digital Theater Systems 社が開発したデジタル音声の圧縮技術です。ドル
ビーデジタルと同様の音声分割をする方式ですが、圧縮率が低いため、より高
品位なサラウンド再生をする事ができます。

知 識
● JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国における
米国Oracle Corporationの商標または登録商標です。

音声について
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■サンプリング周波数、量子化ビット
アナログ信号をデジタル信号に変換する時、一定の時間で信号を区切りデジタ
ル化する（サンプリング）という方法が取られています。
1秒間に区切る回数を表わしたのが、サンプリング周波数でその時のデータ量
の大きさが量子化ビット数です。
これらの数値が大きいほど、アナログの音を精密に再現できます。

■リニアPCM
音楽CDに用いられている信号記録方式です。
音楽CDでは44.1kＨz／16bitで記録されているのに対し、DVDビデオでは
48kHz ／ 16bit ～ 96kHz ／ 24bit、DVD オーディオでは 44.1kHz ／
16bit～192kHz／24bit、Blu-ray Discでは48kHz／24bit～192kHz
／ 24bit で記録されているので、音楽CDよりも高音質の再生が可能です。

■AAC（Advanced Audio Coding）
衛星デジタル放送で標準に定められたデジタル音声方式です。CD並みの音質
データを約1/12まで圧縮できます。また、5.1 ch のサラウンド音声や多言
語放送を行うこともできます。
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4. SDメモリーカードについて

1. SD 音楽を操作する

エンジンスイッチがACCまたは ONのときに使用することができます。

本機は、SD メモリーカードに記録された音楽ファイルを再生することができま
す。
車載機で使用できる SD メモリーカードや音楽ファイルについては、「車載機で
使用できるメディア／データについて」（→P.639）をご覧ください。
画面外の  にタッチし、［SD］にタッチすると、操作画面が表示されます。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

AV
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再生を再開するとき［ ］にタッチ。

後ろの曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

前の曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

後ろの曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

前の曲を選曲するとき
［ ］ にタッチ。

SD音楽を聞く

1 SDメモリーカードを車載機に挿入
する。（→P.26）

2 画面外の  にタッチ。

3  にタッチ。

知 識
● 車載機で表示されるリストの順番は、パソコ
ンまたはオーディオ機器使用時の表示と異
なることがあります。

再生を一時停止する

SD操作画面（→P.307）

1 ［ ］にタッチ。

聞きたい曲（ファイル）を
選ぶ

コントロール画面で選ぶ

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

AV

SD

MENU

操作画面で選ぶ

SD操作画面（→P.307）

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッチ。

リスト画面で選ぶ

SD操作画面（→P.307）

1 曲名にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

知 識
● フォルダ数やファイル数により、リストの表
示に時間がかかることがあります。

フォルダ /アルバム画面で選ぶ

SD操作画面（→P.307）

1 フォルダ /アルバム名にタッチ。

2 聞きたいフォルダ/アルバムにタッ
チ。

3 聞きたい曲にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。
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後ろのフォルダ/アルバムを選択するとき
［ ］にタッチ。

前のフォルダ /アルバムを選択するとき
［ ］にタッチ。

早送りするとき［ ］ にタッチし続け
る。

早戻しするとき［ ］ にタッチし続け
る。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

早送りするとき［ ］ にタッチし続け
る。

早戻しするとき［ ］ にタッチし続け
る。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RPT」
が表示されます。

解除するとき ［RPT］に２回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

フォルダ /アルバムを切り
替える

SD操作画面（→P.307）

1 フォルダ /アルバム名の［ ］または
［ ］にタッチ。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

操作画面で操作する

SD操作画面（→P.307）

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッ
チし続ける。

MENU

同じ曲（ファイル）を繰り
返し聞く

SD操作画面（→P.307）

選択している曲を繰り返し再生する
ことができます。

1 ［RPT］にタッチ。

RPT　　　FLD.RPT　　　消灯
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ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「FLD.RPT」が表示されます。
解除するとき ［RPT］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RAND」
が表示されます。

解除するとき ［RAND］に２回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「FLD.RAND」が表示されます。
解除するとき［RAND］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

同じフォルダ /アルバムを
繰り返し聞く

選択しているフォルダ /アルバムを繰
り返し再生することができます。

SD操作画面（→P.307）

1 ［RPT］に2回タッチ。

フォルダ /アルバムの中か
らランダムに聞く

選択しているフォルダ /アルバムの中
からランダム（無作為）に曲を選択し
再生することができます。

SD操作画面（→P.307）

1 ［RAND］にタッチ。

RPT　　　FLD.RPT　　　消灯

RAND　　　FLD.RAND　　　消灯

全フォルダ /アルバムの中
からランダムに聞く

全フォルダ /アルバムの中からランダ
ム（無作為）に曲を選択し再生するこ
とができます。

SD操作画面（→P.307）

1 ［RAND］に2回タッチ。

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。

RAND　　　FLD.RAND　　　消灯
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MP3/WMA ファイルが収録されている
SD メモリーカードを接続すると、最初に
SD メモリーカード内のすべてのファイル
をチェックします。
SD メモリーカード内のチェックを早く終
わらせるために、MP3/WMA ファイル以
外のファイルや必要のないフォルダなど
を書き込まないことをおすすめします。
MP3およびWMAのフォーマットについ
ては、「MP3/WMA について」（→P.643）
をご覧ください。

MP3/WMA について

MP3/WMA の再生について

注 意

● MP3/WMA 以外のファイルに“.mp3”/
“.wma”の拡張子をつけると、MP3/WMA
ファイルと誤認識して再生してしまい、大き
な雑音が出てスピーカーを破損する場合が
あります。MP3/WMA 以外のファイルに
“.mp3”/“.wma”の拡張子をつけないで
ください。

知 識
● 最大ファイル数は9999ファイル、最大フォ
ルダ数は3000フォルダです。1つのフォ
ルダ内のファイル総数は、最大255ファイ
ルです。フォルダ数が多い場合、リスト表示
に時間がかかることがあります。

● MP3/WMA ファイルの書き込み状況によ
り、演奏時間が一致しないことがあります。
（VBR（可変ビットレート）の FAST UP/
DOWN動作をすると、演奏時間が一致しな
いことがあります。）
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5. HDDオーディオについて

1. お使いになる前に

 SCMS（シリアルコピーマネジメントシステム）に対応しているため、音楽CDなど
をデジタル録音したCD-R などから録音することはできません。

 HDDオーディオには、約 3000 曲※録音することができます。（1曲約 5分換算、録
音音質が普通の場合）

※ 録音時間や録音音質、ハードディスクの空き容量によって、3000 曲録音
できないことがあります。
･ 録音音質を「普通」に設定して録音する。（→ P.317）

HDDオーディオの概要

音楽CDを内蔵のハードディスクに録音することができます。また、録音したアルバム
にアルバム名やアーティスト名、ジャンル名などの情報を自動で付けるので、聞きたい
アルバムをアルバム名やアーティスト名、ジャンルなどから簡単に探し出し再生するこ
とができます。

データベースについて

CD アルバムを再生または録音した場合、ハードディスクに収録されているデー
タベースの中からアルバム名やアーティスト名、ジャンル、トラック名を検索し、
各情報がデータベースに収録されていると、各情報を自動で付与します。本機に
収録されているデータベース情報は、Gracenote  メディアデータベースを使用
しています。

Gracenote メディアデータベースについて

音楽認識技術と関連情報はGracenote  社によって提供されています。Gracenote は、
音楽認識技術と関連情報配信の業界標準です。詳細は、Gracenote 社ウェブサイト
www.gracenote.com をご覧下さい。

 Gracenote, Inc. 提供の CD および音楽関連データ : copyright  2000-present
Gracenote. Gracenote Software, copyright  2000-present Gracenote. 製
品およびサービスには、Gracenote が所有する 1 つまたは複数の特許が適用されます。
適用可能な一部の Gracenote 特許の一覧については、Gracenote 社ウェブサイトを
ご覧ください。Gracenote、CDDB、MusicID、MediaVOCS, Gracenote のロゴと
ロゴタイプ、および“Powered by Gracenote” ロゴは、米国および /またはその他の
国におけるGracenote の登録商標または商標です。
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知 識
● 自動で付与されたタイトル情報は、実際のタイトル情報と異なる場合があります。
●「Gracenote メディアデータベース」によって提供されたデータについては内容を100％保証
するものではありません。

Gracenote メディアデータベースのご利用について

本ソフトウエア製品または本電器製品には、カリフォルニア州エメリービル市の
Gracenote, Inc. ( 以下「Gracenote」とする ) から提供されているソフトウェアが含
まれています。本ソフトウエア製品または本電器製品は、Gracenote 社のソフトウェ
ア ( 以下「Gracenote ソフトウェア」とする ) を利用し、音楽CDや楽曲ファイルを識
別し、アーティスト名、トラック名、タイトル情報 ( 以下「Gracenote データ」とする
) などの音楽関連情報をオンラインサーバー或いは製品に実装されたデータベース ( 以
下、総称して「Gracenote サーバー」とする ) から取得するとともに、取得された
Gracenote データを利用し、他の機能も実現しています。お客様は、本ソフトウエア
製品または本電器製品の使用用途以外に、つまり、エンドユーザー向けの本来の機能の
目的以外にGracenote データを使用することはできません。
お客様は、Gracenote データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サー
バーを非営利的かつ個人的目的にのみに使用することについて、同意するものとします。
お客様は、いかなる第三者に対しても、Gracenote ソフトウェアや Gracenote デー
タを、譲渡、コピー、転送、または送信しないことに同意するものとします。お客様は、
ここに明示的に許諾されていること以外の目的に、Gracenote データ、Gracenote ソ
フトウェア、または Gracenote サーバーを使用または活用しないことに同意するもの
とします。
お客様は、お客様がこれらの制限に違反した場合、Gracenote データ、Gracenote ソ
フトウェア、および Gracenote サーバーを使用するための非独占的な使用許諾契約が
解除されることに同意するものとします。また、お客様の使用許諾契約が解除された場
合、お客様はGracenote データ、Gracenote ソフトウェア、およびGracenote サー
バー全ての使用を中止することに同意するものとします。Gracenote は、Gracenote
データ、Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サーバーの全ての所有権を含
む、全ての権利を保有します。いかなる場合においても、Gracenote は、お客様が提
供する任意の情報に関して、いかなる支払い義務もお客様に対して負うことはないもの
とします。お客様は、Gracenote, Inc. が本契約上の権利をGracenote として直接的
にお客様に対し、行使できることに同意するものとします。
Gracenote のサービスは、統計的処理を行うために、クエリ調査用の固有の識別子を
使用しています。無作為に割り当てられた数字による識別子を使用することにより、
Gracenote サービスを利用しているお客様を認識しながらも、特定することなしにク
エリを数えられるようにしています。詳細については、Web ページ上の、Gracenote
のサービスに関するGracenote プライバシーポリシーを参照してください。
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Gracenote ソフトウェアと Gracenote データの個々の情報は、お客様に対して「現
状有姿」のままで提供され、使用が許諾されるものとします。Gracenote は、Gracenote
サーバーにおける全ての Gracenote データの正確性に関して、明示的または黙示的を
問わず、一切の表明や保証をしていません。Gracenote は、妥当な理由があると判断
した場合、Gracenote サーバーからデータを削除したり、データのカテゴリを変更し
たりする権利を保有するものとします。Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote
サーバーにエラー、障害のないことや、或いは Gracenote ソフトウェアまたは
Gracenote サーバーの機能に中断が生じないことの保証は致しません。Gracenote
は、将来 Gracenote が提供する可能性のある、新しく拡張や追加されるデータタイプ
またはカテゴリを、お客様に提供する義務を負わないものとします。また、Gracenote
は、任意の時点でサービスを中止できるものとします。
Gracenote は、黙示的な商品適合性保証、特定目的に対する商品適合性保証、権利所
有権、および非侵害性についての責任を負わないものとし、これに限らず、明示的また
は黙示的ないかなる保証もしないものとします。Gracenote は、お客様による
Gracenote ソフトウェアまたは任意の Gracenote サーバーの利用により、得る結果
について保証しないもとのとします。いかなる場合においても、Gracenote は結果的
損害または偶発的損害、或いは利益の損失または収入の損失に対して、一切の責任を負
わないものとします。
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データベースの更新を開始します。
更新中は本機の操作をしたり、エンジンス
イッチを OFF（LOCK）にしないでくだ
さい。

データベースのバージョン
を確認する

ハードディスクに収録されているタ
イトルデータベースのバージョン情
報を表示することができます。

1 ［バージョン情報］にタッチ。

データベースを更新する

本機のデータベース（Gracenote  メ
ディアデータベース）は、提供された
データによって更新することができ
ます。新譜のタイトル情報がハード
ディスクに収録されているデータ
ベースにないときに、更新を行ってく
ださい。Gracenote  メディアデータ
ベースの更新時期やデータの提供に
ついては、下記のダウンロードサイト
をご覧ください。
● ダウンロードサイト： http://
toyota. jp/dop/navi/update/
cddb.html
更新操作は必ずお車を安全な場所に
停車し、パーキングブレーキをかけた
状態で行ってください。

画面外の  →  → 
 → 

MENU 情報

データ管理 データ管理画面

1 更新データが書き込まれたSDメモ
リーカードまたは CD-R/RW を挿
入する。（→P.26）

2 ［SD で更新］または［CD で更新］
にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

4 更新が終わったら、SD メモリー
カードまたは CD-R/RW を取り出
す。（→P.27）

知 識
● CDの録音中は、データベースの更新を行え
ません。

● 更新にかかる時間はバージョンにより異な
ります。

画面外の  →  → 

 → 

MENU 情報

データ管理 データ管理画面
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2. HDDオーディオに録音する

再生している CDの録音を開始します。

再生と同時に、自動的に録音を開始しま
す。

走行中は曲を選択することはできません。
リストにあるすべての曲を録音するとき
［全選択］にタッチ。

選択を解除するとき
選択されている曲にタッチ。

すべての選択を解除するとき
［全解除］にタッチ。

録音についての注意

知 識
● 本機の故障、誤作動または不具合により録音
されなかった録音内容、および消失した録音
データについては保証できません。

● お客様が録音したものは、個人として楽しむ
などのほかは、著作権法上、権利者に無断で
使用できません。

録音する

1 録音したいCDを挿入する。
（→P.26）

2 画面外の  にタッチ。

3 ［録音開始］にタッチ。

自動で録音する

CD を再生すると同時に、自動的に録
音を開始することができます。

1 録音設定の自動録音を「する」に設
定する。（→P.318）

2 録音したいCDを挿入する。

AV

曲を選んで録音する

希望の曲だけを選んで録音すること
ができます。

1 録音設定の自動録音を「しない」、選
んで録音を「する」に設定する。
（→P.318）

2 録音したいCDを挿入する。
（→P.26）

3 画面外の  にタッチ。

4 ［録音開始］にタッチ。

5 録音したい曲にタッチ。

6 ［完了］にタッチ。

AV
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［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

録音を中止する

1 画面外の  にタッチ。

2 ［録音停止］にタッチ。

知 識
● 通常の速さで再生しながら、最大4倍の速さ
で録音するため、再生している曲と録音して
いる曲は異なります。

● 録音中は、操作画面に「● REC」と表示さ
れます。

● 録音中は、［RPT］、［RAND］、曲名の各ス
イッチは操作できません。また、早送り・早
戻しもできません。
選曲は、録音済みの曲に対して操作できま
す。

● CD以外のモードに切り替えても、録音は継
続されます。ただし以下のときは、録音を中
止または中断し、録音途中の曲を削除しま
す。
･ エンジンスイッチをOFF（LOCK）にし
たとき

･ オーディオの電源をOFF にしたとき
･ CDを取り出したとき
･ HDDの容量がいっぱいになったとき

● CDを録音しながら再生しているときに、録
音が終了すると、CDの再生が一瞬途切れる
場合があります。

AV

録音の設定を変更する

CD の再生と同時に録音を開始する
「自動録音」と、希望の曲を選んで録
音する「選んで録音」の切り替えや録
音音質を切り替えることができます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『オーディオ』にフリッ
ク操作で切り替える。

4 ［CD⇒HDD録音設定］にタッチ。

5 録音音質、録音方法を選択します。

6 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

MENU
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［高音質］：高音質
［普通］：標準音質

録音音質を切り替える

1 ［録音音質］にタッチ。

2 ［高音質］または［普通］にタッチ。

自動録音を設定する

1 ［自動録音］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

CD⇒HDD録音設定

CD録音設定画面

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

CD⇒HDD録音設定

CD録音設定画面

曲を選んで録音を設定する

1 自動録音を「しない」に設定する。
（→P.318）

2 ［選んで録音］にタッチ。

3 ［する］または［しない］にタッチ。

知 識
● 走行中および録音中は、録音設定をすること
ができません。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

CD⇒HDD録音設定

CD録音設定画面
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3. HDDオーディオを聞く

エンジンスイッチがACCまたは ONのときに使用することができます。

画面外の  にタッチし、［HDD］にタッチすると、HDDオーディオ操作画面
が表示されます。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

AV
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後ろのアルバムを選択するとき
［ ］にタッチ。

前のアルバムを選択するとき
［ ］にタッチ。

HDDオーディオを再生する

1 画面外の  にタッチ。

2  にタッチ。

知 識
● 録音したCDの情報がデータベースにない場
合、アーティスト名には「NO DATA」、ア
ルバムタイトルには録音した日時、トラッ
クタイトルには TRACK1、TRACK2…と
表示されます。

聞きたいアルバムを選ぶ

操作画面で選ぶ

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 アルバム名の［ ］または［ ］に
タッチ。

AV

HDD

リスト画面で選ぶ

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 アルバム名にタッチ。

2 アルバムリスト画面で、聞きたいア
ルバムを選択する。
録音日順のリスト画面

3 トラックリスト画面で、聞きたいト
ラックを選択する。

4 ［完了］にタッチ。



321

5. HDDオーディオについて

3.HDDオーディオを聞く

AW   

オ
ー
デ
ィ
オ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル

■アルバムリスト画面について

アルバムリストはアーティストやジャンルでグループ分けして表示したり、録音
日順に表示することができます。また、お気に入りの楽曲集を作成しているとき
はマイベストから表示、選択します。

アルバムリスト画面

ア
Ｉ
テ
ィ
ス
ト

アーティスト
選択

録
音
日
順

ジ
ャ
ン
ル ジャンル選択

マ
イ
ベ
ス
ト

知 識
●  は、オリジナルの楽曲集が作成されていないときは選べません。（→P.325）
● アルバムはリストに表示されている順に再生されます。そのためリストの表示方法
（  、  、  ）を変更すると再生順が変わります。

マイベスト

アーティスト 録音日順 ジャンル
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後ろのトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

後ろのトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

聞きたい曲（トラック）を
選ぶ

コントロール画面で選ぶ

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

操作画面で選ぶ

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッチ。

リスト画面で選ぶ

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 曲名にタッチ。

MENU

2 聞きたい曲にタッチ。

知 識
● 録音中に音飛びが発生したときはそのト
ラックの録音をやり直しますが、再び音飛び
が発生したときはそのままの状態で録音さ
れます。音飛び状態のまま録音されたトラッ
クには、音飛び録音アイコンが表示されま
す。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

音飛び録音アイコン

MENU
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早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RPT」
が表示されます。

解除するとき 再度［RPT］に 2回タッ
チ。

タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し
「ALB.RPT」が表示されます。
解除するとき  再度［RPT］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RAND」
が表示されます。

解除するとき 再度［RAND］に2回タッ
チ。

タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

操作画面で操作する

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッ
チし続ける。

同じ曲（トラック）を繰り
返し聞く

選択している曲を繰り返し再生する
ことができます。

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 ［RPT］にタッチ。

RPT　　　ALB.RPT　　　消灯

同じアルバムを繰り返し聞
く

選択しているアルバムを繰り返し再
生することができます。

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 ［RPT］に2回タッチ。

アルバムの中からランダム
に聞く

選択しているアルバムの中からラン
ダム（無作為）に曲を選択し再生する
ことができます。

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 ［RAND］にタッチ。

RPT　　　ALB.RPT　　　消灯

RAND　　　ALB.RAND　　　消灯
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ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「ALB.RAND」が表示されます。
解除するとき  再度［RAND］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

全アルバムの中からランダ
ムに聞く

全アルバムの中からランダム（無作
為）に曲を選択し再生することができ
ます。

HDDオーディオ操作画面
（→P.319）

1 ［RAND］に2回タッチ。

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。

RAND　　　ALB.RAND　　　消灯

4. HDDオーディオを編集す
る

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

HDD オーディオに録音すると、アー
ティスト名やジャンルなどの情報を
自動で付与しグループ分けしますが、
お気に入りの楽曲集（マイベスト） を
作成することもできます。また、アル
バム情報の編集などをすることがで
きます。

サウンドライブラリ編集メ
ニュー画面について

HDDオーディオの編集をするときは、
サウンドライブラリ編集メニュー画
面から行います。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『オーディオ』にフリッ
ク操作で切り替える。

4 ［サウンドライブラリ編集］にタッ
チ。

MENU
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サウンドライブラリ編集メニュー画面か
ら以下のことができます。

ソフトウェアキーボードで入力します。

アルバムはアーティストで絞り込む他に、
次の方法で選択することができます。
･ 録音日順のリストから選択するとき
   にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
   にタッチ。

･ マイベストから選択するとき
   にタッチ。

サウンドライブラリ編集メニュー画
面

項目 ページ
マイベストの作成 P.325
マイベストの編集 P.326

･トラックの追加 P.326
･トラックの並び替え P.327
･トラックの削除 P.327
･マイベストの削除 P.328

マイベストの名称修正 P.326
アルバム情報の編集 P.328

･アルバムタイトル、アルバ
ム読み修正 P.329

･アーティスト名、アーティ
スト読み修正 P.329

･ジャンル修正 P.330
･トラックタイトル、トラッ
ク読み修正 P.330

･タイトル情報の再取得 P.331
･トラックの削除 P.333

アルバムの削除 P.332
HDD詳細情報の表示 P.333

知 識
● 走行中および録音中は、HDDオーディオの
編集をすることができません。

お気に入りの楽曲集（マイ
ベスト）を作成する

お気に入りの曲を集めた楽曲集（マイ
ベスト）を作成することができます。
作成した楽曲集は、アルバムリスト画
面のマイベストから簡単に呼び出す
ことができます。

1 マイベストの［新規作成］にタッチ。

2 マイベストの名称を入力する。

3 ［完了］にタッチ。

4 登録したい曲の含まれているアル
バムのアーティストを選択する。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面

録音日順

ジャンル

マイベスト
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リストにあるすべての曲を登録するとき
［全選択］にタッチ。

選択を解除するとき
選択されている曲にタッチ。

すべての選択を解除するとき
［全解除］にタッチ。

続けて曲を追加するとき

［追加］にタッチ。（手順 4へ）
･ 同様の手順で追加できます。

ソフトウェアキーボードで入力します。

5 登録したい曲の含まれているアル
バムを選択する。

6 登録したい曲にタッチ。

7 ［登録］にタッチ。

8 ［完了］にタッチ。

知 識
● 同じ名称は重複して登録できません。
● マイベストは999個作成できます。また、1
つのマイベストには 99 曲まで登録できま
す。

マイベストを編集する

マイベストの名称を修正したり、曲の
追加や順番の並べ替え、削除をするこ
とができます。また、マイベスト自体
を削除することができます。

マイベストの名称を修正する

画面外の  →  → 
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面

1 マイベストの［名称修正］にタッチ。

2 修正したいマイベストにタッチ。

3 名称を入力する。

4 ［完了］にタッチ。

知 識
● 同じ名称は重複して登録できません。

曲を追加する

1 マイベストの［編集］にタッチ。

2 曲を追加したいマイベストにタッ
チ。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面
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アルバムはアーティストで絞り込む他に、
次の方法で選択することができます。
･ 録音日順のリストから選択するとき
   にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
   にタッチ。

･ マイベストから選択するとき
   にタッチ。

すべての曲を追加するとき
［全選択］にタッチ。

選択を解除するとき
選択されている曲にタッチ。

すべての選択を解除するとき
［全解除］にタッチ。

続けて曲を追加するとき

［追加］にタッチ。（手順 4へ） 

同様の手順で追加できます。

3 ［トラックを追加］にタッチ。

4 追加したい曲が含まれているアル
バムのアーティストを選択する。

5 追加したい曲が含まれているアル
バムを選択する。

6 追加したい曲にタッチ。

7 ［登録］にタッチ。

8 ［完了］にタッチ。

知 識
● 1つのマイベストには99曲まで登録できま
す。

録音日順

ジャンル

マイベスト

曲を並べ替える

1 マイベストの［編集］にタッチ。

2 並べ替えをしたいマイベストに
タッチ。

3 ［トラックを並び替え］にタッチ。

4 移動したい曲にタッチ。

5 移動したい場所の［挿入］にタッチ。

6 ［完了］にタッチ。

曲を削除する

1 マイベストの［編集］にタッチ。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面
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すべての曲を削除するとき
［全選択］にタッチ。

選択を解除するとき
選択されている曲にタッチ。

すべての選択を解除するとき
［全解除］にタッチ。

2 消去したい曲の含まれているマイ
ベストにタッチ。

3 ［トラックを削除］にタッチ。

4 削除したい曲にタッチ。

5 ［削除］にタッチ。

6 ［はい］にタッチ。

マイベストを削除する

1 マイベストの［編集］にタッチ。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面

2 消去したいマイベストにタッチ。

3 ［このマイベストを削除］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

アルバム情報を編集する

アルバム名やアーティスト名、ジャン
ル、トラック名などを変更することが
できます。

1 アルバムの［修正］にタッチ。

2 編集したいアルバムのアーティス
トを選択する。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面
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アルバムはアーティストで絞り込む他に、
次の方法で選択することができます。
･ 録音日順のリストから選択するとき
   にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
   にタッチ。

ソフトウェアキーボードで入力します。

■マニュアル入力するときは

ソフトウェアキーボードで入力します。

3 編集したいアルバムを選択する。
アルバム修正画面

アルバムタイトル、アルバム読み
を変更する

1 ［アルバム］または［アルバム読み］
にタッチ。

2 アルバムまたはアルバム読みを入
力する。

録音日順

ジャンル

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 
アルバムの  → アルバムを選択 → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

修正

アルバム修正画面

3 ［完了］にタッチ。

知 識
● 読みは半角カタカナのみ入力できます。

アーティスト名を変更する

1 ［アルバムアーティスト］にタッチ。

2 編集方法を選択する。

1 ［マニュアル入力する］にタッチ。

2 アーティスト名を入力する。

3 ［完了］にタッチ。

画面外の   →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

修正

アルバム修正画面
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■リストから選ぶときは

ソフトウェアキーボードで入力します。

1 ［リストから選択する］にタッチ。

2 アーティスト名にタッチ。

知 識
● リストに表示されるアーティストはすでに
登録されているアーティストのみです。

アーティスト読みを変更する

1 ［アルバムアーティスト読み］に
タッチ。

2 アーティスト読みを入力する。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

修正

アルバム修正画面

3 ［完了］にタッチ。

知 識
● 読みは半角カタカナのみ入力できます。

ジャンルを変更する

1 ［ジャンル］にタッチ。

2 ジャンルにタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

トラックタイトル、トラック読
みを変更する

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

アルバムの  → アルバムを選択 → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

修正

アルバム修正画面

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 
アルバムの  → アルバムを選択 → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

修正

アルバム修正画面
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ソフトウェアキーボードで入力します。

 CDタイトル検索画面が表示されます。

 CDタイトル検索画面が表示されます。

1 ［トラック名を修正］にタッチ。

2 修正したいトラックにタッチ。

3 ［トラック］または［トラック読み］
にタッチ。

4 トラックまたはトラック読みを
入力する。

5 ［完了］にタッチ。

知 識
● 読みは半角カタカナのみ入力できます。

タイトル情報を再取得する

録音時に本機のデータベースから付
与されたタイトル情報が、録音に使用
したCDのタイトル情報と違っている
ときには、再度、データベースを検索
し、該当する情報を付与することがで
きます。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 
アルバムの  → アルバムを選択 → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

修正

アルバム修正画面

1 ［HDDで検索］にタッチ。

［Gで検索］は、G-BOOKオンラインサー
ビスを利用されているときに使用する
ことができます。G-BOOK オンライン
サービスを利用すると、最新の CDタイ
トル情報を G-BOOK センター経由で
Gracenote  メディアデータベースか
ら 取 得 す る こ と が で き ま す。（→
P.616）

2 複数候補があるときは、タイトルに
タッチ。

3 ［登録］にタッチ。
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アルバムはアーティストで絞り込む他に、
次の方法で選択することができます。
･ 録音日順のリストから選択するとき
   にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
   にタッチ。

知 識
● 再生している曲の録音に使用したCDのタイ
トル情報とは、全く異なる候補が表示される
ことがあります。登録の前に、必ずタイトル
情報を確認してください。

● CDタイトル検索画面は、CDタイトルを検
索しているときに表示されます。

･ 検索が終わると自動的に画面が切り替わ
ります。

･ 中止するとき［中止］にタッチ。

アルバムを削除する

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  →  

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面

1 アルバムの［削除］にタッチ。

2 削除したいアルバムのアーティス
トを選択する。

3 削除したいアルバムを選択する。

4 ［このアルバムを削除］にタッチ。

5 ［はい］にタッチ。

知 識
● 削除するアルバム内の曲がマイベストにも
登録されているときは、マイベスト内の曲も
同時に削除されます。

録音日順

ジャンル
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アルバムはアーティストで絞り込む他に、
次の方法で選択することができます。
･ 録音日順のリストから選択するとき
   にタッチ。

･ ジャンルで絞り込み選択するとき
   にタッチ。

すべての曲を削除するとき
［全選択］にタッチ。

選択を解除するとき
選択されている曲にタッチ。

すべての選択を解除するとき
［全解除］にタッチ。

 HDD詳細情報画面が表示されます。

HDD詳細情報画面

曲（トラック）を削除する

1 アルバムの［削除］にタッチ。

2 削除したい曲の含まれているアル
バムのアーティストを選択する。

3 削除したい曲の含まれているアル
バムを選択する。

4 ［トラックを削除］にタッチ。

5 削除したい曲にタッチ。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  →  

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面

録音日順

ジャンル

6 ［削除］にタッチ。

7 ［はい］にタッチ。

知 識
● 削除する曲がマイベストにも登録されてい
るときは、マイベスト内の曲も同時に削除さ
れます。

HDD空き容量を確認する
（詳細情報の表示）

データベースのバージョン情報や
HDD の空き容量を確認することがで
きます。

1 ［HDD詳細情報］にタッチ。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

サウンドライブラリ編集

サウンドライブラリ編集メニュー画面
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6. デジタルテレビを見る

1. 地上デジタルテレビの操作について

エンジンスイッチがACCまたはONのときで、さらに安全上の配慮から車を完全に停
止し、パーキングブレーキをかけたときのみ地上デジタルテレビ放送をご覧になるこ
とができます。（走行中は音声だけになります。） 

地上デジタルテレビ放送が表示されないとき 画面外の  にタッチ。（→P.340）

地上デジタルテレビの操作は、おもに操作画面と放送局リスト画面から行いま
す。
目的に応じていずれかの画面を表示して操作します。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面や放送局リスト画面が表示されていないときでも操作す
ることができます。

● デジタルテレビの画面表示などは、製品の仕様変更などにより、予告なく変更される場合があり
ます。あらかじめご了承ください。

搭載ブラウザについて

本製品には、株式会社 ACCESS の NetFront Browser DTV Profile BML
Edition を搭載しています。

ACCESS、NetFront は株式会社ACCESSの日本およびその他の国における登
録商標または商標です。
本製品のソフトウェアの一部分に、Independent JPEG Group が開発したモ
ジュールが含まれています。

AV
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［全画面］または映像にタッチすると操作画面が解除されます。

■アンテナインジケータについて
電波の受信状態を表示します。

操作画面について

画面外の  にタッチし、［TV］にタッチ、または映像をご覧になっているとき
に画面にタッチすると表示されます。

AV

表示

レベル

プリセットスイッチ

受信不可 受信状態が悪い 受信状態が良い
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miniB-CASカードの動作確認について
「miniB-CASカードの動作確認をす

る」（→ P.355）

より詳しい情報は、B-CAS社のホーム
ページ（http://www.b-cas.co.jp）を
ご覧ください。
使用許諾契約約款をお読みのうえ、使用者
ご自身でパッケージを開封し、カードを車
載機に正しく挿入してください。

miniB-CASカードの説明書をよくお読み
のうえ、お使いください。

使用許諾契約約款をお読みのうえ、お使い
ください。

miniB-CASカードを挿入しないと、デジ
タル放送を視聴することができません。
常にワンセグ放送のみを受信するように
設定している場合は、ワンセグ放送を視聴
することができます。（→P.348）

重いものをのせないでください。
水をかけたり、濡れた手で触らないでくだ
さい。

カード端子面には手を触れないでくださ
い。

カード端子面を手で触れた場合、手に付着
している目に見えない異物が端子面に付

着し、カードの読み取り不良が発生する恐
れがあります。

端子面に触れてしまい、カードの読み取り
不良が発生した場合には、工業用アルコー
ル（純度の高いエタノール）を染み込ませ
た綿棒で、端子面全体を直線でなぞるよう
に、まんべんなく拭き取ってください。拭
き取り後も同様の症状が発生する場合に
は、お買い上げの販売店にご相談くださ
い。

 IC（集積回路）部には手を触れないでくだ
さい。

分解、改造はしないでください。
折り曲げたり、変形させたりしないでくだ
さい。

高温になるところにカードを放置しない
でください。

バス・タクシーなど、不特定または多数の
人の視聴を目的とした業務用途には使用
できません。

miniB-CASカードの所有権は株式会社
ビーエス・コンディショナルアクセスシ
ステムズにあります。
カードの故障や車載機の廃棄などによ
りminiB-CAS カードの交換、廃棄が必
要になったときは株式会社ビーエス・コ
ンディショナルアクセスシステムズカ
スタマーセンターに連絡して交換、返却
の手続きをしてください。
電話番号　0570-000-250
受付時間　AM10:00～ PM8:00

（年中無休）

miniB-CASカードについて

miniB-CAS カードは、デジタル放送
番組の著作権保護などに利用する
カードです。地上デジタルテレビ放送
を受信するときは、必ず miniB-CAS
カードを車載機に挿入してください。
（→P.337）

取り扱いについての注意

miniB-CASカードの交換・廃棄
について
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miniB-CAS カードを差し込むときはカー
ド側面を挟むように持って端子面に指が
被らないように注意してください。

miniB-CASカードを挿入した後、正常に
動作しているか必ず確認してください。
（→ P.355）

miniB-CASカードの挿入と取
り出し方

警 告

● miniB-CASカードを取り出している場合、
カードを乳幼児の手の届かないところに保管
してください。誤って飲み込むと窒息、また
はけがの恐れがあります。万一、飲み込んだ
場合は、ただちに医師に相談してください。

注 意

● miniB-CASカード以外のものを挿入しな
いでください。故障や損傷の原因となり
ます。

● miniB-CASカードは、奥に突き当たるま
で差し込んで、ツメでロックしてくださ
い。しっかり差し込まれていないと、受
信不良などの原因になります。

● miniB-CASカードを抜き差しするときな
どに、落として紛失しないように注意し
てください。

● miniB-CASカードを抜き差ししたとき
は、３秒以上経ってからminiB-CAS
カードの動作確認を行ってください。

● ご使用中はminiB-CASカードを抜き差し
しないでください。視聴できなくなる場
合があります。

miniB-CASカードの入れかた

1 ディスプレイを開ける。（→P.26）

2 カバーを開ける。

3 miniB-CASカードスロットに
miniB-CASカードを挿入しカバー
を閉じる。

4 ディスプレイを閉じる。（→P.26）

miniB-CASカードの取り出し方

1 ディスプレイを開ける。（→P.26）

2 エンジンスイッチを OFF（LOCK）
にする。

3 カバーを開ける。

miniB-CAS カードはラベル
貼付面を上、IC 側を下にして、
カードの側面を持って挿入し
てください。
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間違えたとき
［修正］にタッチ。

東京都島部（伊豆・小笠原諸島）と鹿児島
県島部（南西諸島の鹿児島県域）にお住ま
いの方
［沖縄地方・その他の島部］にタッチ。

4 miniB-CASカードを軽く押して（1
回）、ゆっくりと miniB-CAS カー
ドを引き出す。

miniB-CASカードは水平方向に引き出し
ます。

miniB-CAS カードを取り出すときは、端
子面に指が被らないようにつまみ、半分ま
で引き出してください。その後カード側面
を挟むように持って引き出してください。

5 カバーを閉じる。

6 エンジンスイッチを ACC または
ONにして、ディスプレイを閉じる。
（→P.27）

初回起動時の設定をする

地上デジタルテレビの機能を初めて
使用する場合は、プリセットスイッチ
にチャンネルを記憶します。

1 画面外の  にタッチ。AV

2  にタッチ。

3 ［開始］にタッチ。

4 郵便番号を入力し、［次へ］にタッ
チ。

5 地域を選択する。

TV
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ホームプリセット設定画面が表示され、自
動で放送局の受信が始まります。

受信を中止したいとき
［中止］にタッチ。

受信した放送局のうち12局がプリセット
スイッチに表示されます。

プリセットスイッチの内容を変更したい
とき
「プリセットスイッチの内容を変更す

る」（→ P.353）

6 都道府県を選択し、［次へ］にタッ
チ。

7 地域を選択する。

8 都道府県を選択し、［スキャン］に
タッチ。

9 ［OK］にタッチ。

10［完了］にタッチ。

知 識
● 受信する地域により、放送局を表示するまで
約5分程度かかる場合があります。
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な場所に停車し、表示してください。

プリセットスイッチにチャンネルを記憶
させたいときや、記憶されているチャンネ
ルを変更したいとき
「プリセットスイッチの内容を変更す

る」（→ P.353）

地上デジタルテレビを見る

1 画面外の  にタッチ。

2  にタッチ。

知 識
● 車載機での地上デジタルテレビ放送の受信
は受信場所によって、電波の強さがかわった
り、障害物などの影響により最良な受信状態
を維持することが困難な場合もあります。
この関係の主な例を次に説明します。
･ 電車の架線、高圧線、信号機、ネオンサ
インなどの近くで受信すると、画像が静
止したり音声がとぎれる場合がありま
す。

･ ラジオ放送やアマチュア無線の送信用ア
ンテナの近くで受信すると、画像が静止
したり音声がとぎれる場合があります。

･ 電波の特性上、建物や山などが障害物と
なり受信状態が悪くなることがありま
す。

･ トンネル内にはいったり、放送局から遠
ざかると電波が微弱になり受信状態が悪
くなります。

･ 一部の地域において、テレビやラジオな
どの送信アンテナ塔付近では、受信して
いる周波数以外の電波の影響により、画
像が静止したり音声がとぎれる場合があ
ります。

● 本機はハイビジョン放送の受信は可能です
が、表示は標準映像となります。
また、双方向通信には対応していません。

● 地上デジタルテレビ放送では、5.1ch を
AAC 方式で圧縮した番組（AAC5.1ch 放
送）を放送していることがあります。車載機
は AAC5.1ch 放送には対応していません。
AAC5.1ch放送を受信した場合、2ch再生
となります。

● 販売店装着オプションの後席ディスプレイ
を接続している場合、走行中でも後席で地上
デジタルテレビ放送をご覧になることがで
きます。

AV

TV

緊急警報放送（EWS) につ
いて

緊急警報放送 (EWS:Emergency
Warning System) は、緊急警報信号
を送信し、地震や津波などの情報をお
知らせする放送です。緊急警報放送
は、警戒宣言、津波警報、知事からの
要請があったときに放送されます。

緊急警報放送を受信したときは

緊急警報放送を受信した場合、メッ
セージが表示されます。放送が終了す
ると、自動的にもとの番組にもどりま
す。

チャンネルを選ぶ

プリセットスイッチから選ぶ

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
または放送局リスト画面（→P.341）

1 希望のチャンネルが記憶されてい
るプリセットスイッチにタッチ。
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チャンネルを大きい方へ選択するとき
［ ］にタッチ。

チャンネルを小さい方へ選択するとき
［ ］にタッチ。

［番組内容］にタッチすると、受信してい
る番組の情報が表示されます。
（→ P.343）

選択している番組の映像が画面右側に表
示されます。

手動で選ぶ

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］または［ ］にタッチ。

放送局リストから選ぶ

操作画面で、［放送局リスト］にタッ
チすると表示されます。

放送局から受信したデータを使用して
放送局名、番組名、番組内容などを表示
しています。データと実際の受信状態が
一致しない場合、放送を受信できても放
送局名が表示されないことがあります。
また、放送局名を表示できても放送を受
信できない場合があります。

知 識
● プリセットスイッチにチャンネルを記憶し
た地域から移動した場合に、放送局名とチャ
ンネル番号が一致しない場合があります。

MENU

プリセットスイッチ

放送局リスト画面（→P.341）

1 見たい放送局にタッチ。

番組を選ぶ

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

1 ［放送局リスト］ にタッチ。

2 見たい放送局を選択し、［サービス
リスト］ にタッチ。

3 見たい番組にタッチ。

4 ［全画面］にタッチ。
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 TV 番組表画面（テーブル表示）が表示さ
れます。

番組数が多くて表示できない場合は、メッ
セージ画面が表示されます。［リスト画面］
にタッチすると、TV番組表画面（リスト
表示）が表示されます。

TV番組表画面（リスト表示）

知 識
● ワンセグ放送のサービス番号は、611 ～
728に割り当てられています。

● ご覧になっているチャンネルがワンセグ放
送をおこなっていない場合、ワンセグ放送に
切り替えることができません。

● 受信モードが自動切替に設定されている場
合、通常の地上デジタルテレビ放送が受信可
能なときは、ワンセグ放送に切り替えても自
動で通常の地上デジタルテレビ放送にもど
ります。（→P.348）

● 地上デジタルテレビ放送では 1 つのチャン
ネル（放送局）で複数の番組（サービス）を
同時に放送することができます。
違うチャンネルの番組に切り替えたい場合、
チャンネルを選択した後、番組を切り替えて
ください。

● 1つのチャンネルで、同じ番組を放送してい
る場合があります。

EPG( 電子番組表 )を見る

EPG とは放送局が提供する、画面上
で見ることができるテレビ番組表で
す。画面上で番組をさがすことができ
ます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

チャンネル（放送局）選択 番組選択

 チャンネルA

 チャンネルB

 チャンネルC

  番組 1

  番組 2

  番組 3

  番組 4
  （ワンセグ放送）

・
・

1 ［放送局リスト］にタッチ。

2 ［番組表］にタッチ。



343

6. デジタルテレビを見る

1. 地上デジタルテレビの操作について

AW   

オ
ー
デ
ィ
オ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル■サービスを切り替える

選択しているチャンネルで複数の番
組が放送されている場合

■日付を切り替える

翌日の番組表を表示するとき
［ ］にタッチ。

前日の番組表を表示するとき
［ ］にタッチ。

■時間帯を切り替える

次の放送時間帯の番組を表示するとき
［ ］にタッチ。

前の放送時間帯の番組を表示するとき
［ ］にタッチ。

■チャンネルを切り替える

ｃｈを大きい方へ選択するとき
［ ］にタッチ。

ｃｈを小さい方へ選択するとき
［ ］にタッチ。

番組の情報が表示されます。

知 識
● データと実際の受信状況が一致しない場合、
放送を受信できていても、番組表が表示でき
ない場合があります。

見たい番組を探す（別の番組表
に切り替える）

表示している番組表を別の番組表に
切り替えることができます。

1 ［サービス切替］にタッチ。

1 日付切り替えスイッチの［ ］また
は［ ］にタッチ。

1 ［ ］または［ ］にタッチ。

デジタルテレビ操作画面（→P.335） 
→  →  → 放送局リスト 番組表

番組表画面

1 ｃｈの［ ］または［ ］にタッチ。

番組の情報を見る

1 情報が見たい番組にタッチ。

2 ［番組内容］にタッチ。

知 識
● TV番組表画面で番組にタッチすると、番組
の情報を見ることができます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335） 
→  → 放送局リスト 放送局リスト画面
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データ放送画面が表示されます。

データ放送操作画面が表示されます。
スイッチを消すとき
［消去］にタッチ。

データ放送画面を解除するとき
［ｄ］にタッチ。

データ放送を見る

データ放送とはデジタルテレビ映像
の他に、図形や文字の情報を付加した
放送です。受信するデータ放送によ
り、番組の内容と関係ないニュースや
天気、交通情報などの独立した情報や
番組に連動した情報を見ることがで
きます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

1 ［ｄ操作］にタッチ。

2 ［ｄ］にタッチ。

知 識
● 本機はワンセグ放送のデータ放送には対応
していません。

● データ放送を受信可能な場合、デジタルテレ
ビ操作画面に  が表示されます。d

データ放送を操作する

画面に表示される説明の順に操作す
ると、さまざまな情報を見ることがで
きます。受信したデータ放送は色ボタ
ン、カーソル、10 キー（テンキー）
などで操作します。
操作方法は受信したデータ放送によ
り異なります。

知 識
● データ放送の操作は、画面に表示される指示
の順におこなってください。

● データ放送には双方向サービス（クイズやテ
レビショッピングなどに視聴者がリアルタイ
ムで参加できるサービス）をおこなっている
番組がありますが、本機は対応していません。

データ放送操作画面を表示する

データ放送を操作するときは、データ
放送操作画面を表示して行います。

1 ［d操作］にタッチ。
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［移動］にタッチするごとに、操作スイッ
チの位置が左右に切り替わります。

［移動］にタッチするごとに、操作スイッ
チの位置が左右に切り替わります。

色ボタン・カーソルを表示したいとき
［十字］にタッチ。

色ボタン、カーソルで操作する

データ放送を操作するときに、色ボタ
ンとカーソルを使用します。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

1 ［d操作］にタッチ。

2 ［d］にタッチ

3 色ボタンまたはカーソル（［ ］、
［ ］、［ ］または［ ］）にタッチ。

4 カーソル（［ ］、［ ］、［ ］また
は［ ］）を操作して選択するとき
は、［決定］にタッチ。

△
▽

▽

▽

△ ▽

▽

▽
10キー（テンキー）で操作する

数字を入力するときに使用します。

データ放送操作画面（→P.344）

1 ［10キー］にタッチ。

2 数字を入力する。

3 ［決定］にタッチ。
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各種切替画面が表示されます。

タッチするごとに、映像および映像表示が
切り替わります。

前の画面に戻る

データ放送画面を、ひとつ前に表示さ
せていた画面に戻したいときに使用
します。

データ放送操作画面（→P.344）

1 ［戻る］にタッチ。

画面表示・音声を切り替え
る

ご覧になっている番組が提供してい
る映像・音声・字幕をお好みに合わせ
て切り替えることができます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

1 ［設定］にタッチ。

2 ［各種切替］にタッチ。

映像を切り替える

ご覧になっている番組が複数の映像
を提供している場合、お好みに合わせ
て映像を切り替えることができます。

各種切替画面（→P.346）

1 ［映像］にタッチ。

知 識
● 映像を切り替えると同時に、音声と字幕も切
り替わることがあります。

映像表示
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タッチするごとに、音声および音声表示が
切り替わります。

タッチするごとに、以下の順に切り替わり
ます。

タッチするごとに、文字スーパーが以下の
順に切り替わります。

音声を切り替える

ご覧になっている番組が複数の音声
を提供している場合、お好みに合わせ
て音声を切り替えることができます。

各種切替画面（→P.346）

1 ［音声］にタッチ。

音声多重放送の音声モードを切
り替える

各種切替画面（→P.346）

1 ［主／副］にタッチ。

知 識
● 副音声または主／副音声を選択している場
合、受信状態によって主音声・副音声がひん
ぱんに切り替わることがあります。

音声表示

主音声 副音声 主／副音声

文字スーパーを切り替える

地上デジタルテレビ放送では、映像や
音声などとは別に、放送と独立した文
字スーパー（天気予報やニュースなど
を字幕で放送するサービス）をおこ
なっています。

各種切替画面（→P.346）

1 ［文字スーパー］にタッチ。

文字スーパー言語

OFF 第 1言語 第2言語
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タッチするごとに、字幕および字幕言語が
以下の順に切り替わります。

字幕を切り替える

ご覧になっている番組が複数の字幕
を提供している場合、お好みに合わせ
て字幕を切り替えることができます。

各種切替画面（→P.346）

1 ［字幕］にタッチ。

画面モードを切り替える

各種切替画面（→P.346）

1 ［Wide］にタッチ。

2 ［Normal］または［Wide］にタッチ。

字幕言語

字幕OFF 第 1言語 第2言語

画面の表示については「画面モードにつ
いて」（→P.54）をご覧ください。Wide
モードについては、「ワイド１画モード
（Wide1)」（→ P.55）をご覧ください。

画質を調整する

1 ［画質調整］にタッチ。

画質の調整については「画質を調整す
る」（→ P.52）をご覧ください。

テレビ放送の受信方法を設
定する

地上デジタルテレビ放送の受信方法
を周囲の環境に合わせて設定するこ
とができます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

1 ［設定］にタッチ。

2 ［地デジ・ワンセグ受信設定］にタッ
チ。

3 希望の受信方法を選択する。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
→  →  → 設定 各種切替 各種切替画面
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自動切替

通常の地上デジタルテレビ
放送（12セグ）が周囲の環
境により受信できなくなる
と、自動でワンセグ放送の
受信に切り替わります。通
常の地上デジタルテレビ放
送（12セグ）が受信可能に
なると、自動でもとに戻り
ます。

地デジ

周囲の環境に関係なく、常
に通常の地上デジタルテレ
ビ放送（12セグ）のみ受信
します。

ワンセグ
周囲の環境に関係なく、常
にワンセグ放送のみ受信し
ます。

知 識
● ワンセグ放送を受信しているときは、画面左
上に「ワンセグ」と表示されます。

● 自動で切り替わった番組が、ご覧になってい
た番組と異なることがあります。

● 自動で切り替わった番組の映像や音声が、ご
覧になっていた番組と異なることがありま
す。

● ワンセグ放送を実施していない放送局をご
覧になっている場合、受信方法を自動切替に
していても、ワンセグ放送に切り替わりませ
ん。

放送局（系列局／中継局）
サーチを設定する

現在受信しているチャンネルが受信
できなくなった場合、その系列局や中
継局を自動で探し受信できるように
設定することができます。

知 識
● 放送局のサーチ中は、映像および音声が出力
されず、「放送局サーチ中です」のメッセー
ジが表示されます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

1 ［設定］にタッチ。

2 ［放送局サーチ設定］にタッチ。
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［トラベル］選択後に選局を始めたいとき
“ピッ”と音がするまで［スキャン］に

タッチし続ける。

3 設定方法を選択する。

系列局 + 中
継局

受信していたエリアから外
れた場合、その地点の周辺
にある中継局を探します。
中継局が見つからなかった
場合は、系列局を探します。
受信するとプリセットス
イッチにチャンネルが更新
されます。

中継局

受信していたエリアから外
れた場合、その地点の周辺
にある中継局を探します。
受信するとプリセットス
イッチにチャンネルが更新
されます。

OFF 放送局のサーチを行いませ
ん。

知 識
● 放送局のサーチ中、後席ディスプレイに異な
る映像が表示される場合がありますが、故障
ではありません。

● プリセットモードで「エリア」を選択（→
P.351）しているときは、放送局サーチで
チャンネルが切り替わってもプリセットス
イッチは更新されません。

● 系列局を受信した場合、切り替わった番組が
ご覧になっていた番組と異なることがあり
ます。

プリセットモードを切り替
える

プリセットモードには、ホーム、トラ
ベル、エリアの３種類があり、それぞ
れのプリセットモードごとにチャン
ネルを記憶／表示することができま
す。
デジタルテレビ操作画面に選択したプ
リセットモード名が表示されます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）

1 ［設定］にタッチ。

2 ［プリセットモード設定］にタッチ。

3 プリセットモードを選択する。
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スキャン後プリセットスイッチにチャン
ネルが記憶されます。

初期設定画面が表示されます。

初期設定画面

初期設定画面から以下のことができます。

ホーム

ホームプリセットで記憶し
たチャンネル（→ P.352）
が表示されます。普段ご覧
になるときは、このモード
を使用します。

トラベル

旅先などでこのモードを使
用すると、ホームとは別に
プリセットスイッチにチャ
ンネルを記憶することがで
きます。自宅周辺に帰って
きたときは、ホームに戻す
ことができます。

エリア

自分がいる地域の放送局が
分からなくなったとき、こ
のモードを使用すると、そ
の地域で放送されている
チャンネルがプリセットス
イッチに表示されます。

初期設定をする

各種機能設定やメールの閲覧などを
行うことができます。

1 ［初期設定］にタッチ。

項目 ページ

ホームプリセットの設定 （→P.352）

居住地域を設定する （→P.354）

受信したメールを見る （→P.354）

miniB-CAS カードの情報
を見る （→P.355）

miniB-CAS カードの動作
確認をする （→P.355）

デジタルテレビ操作画面（→P.335） 
→  → 設定 設定画面
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■初期スキャンをする

ホームプリセット設定画面が表示され、自
動で放送局の受信が始まります。

受信を中止したいとき
［中止］にタッチ。

プリセットスイッチの内容を変更したい
とき
「プリセットスイッチの内容を変更す

る」（→ P.353）

ホームプリセットの設定

ご使用になる地域で受信できる放送
局（チャンネル）を自動で受信して、
プリセットスイッチに記憶させるこ
とができます。ホームプリセットの設
定には、新たに記憶させる初期スキャ
ンと、プリセットスイッチに新たに受
信できる放送局（チャンネル）を追加
させる追加スキャンの2種類がありま
す。

知 識
● 12局がプリセットスイッチに表示されま
す。

1 ［ホームプリセット設定］にタッチ。

2 ［初期スキャン］にタッチ。

3 地域を選択する。

デジタルテレビ操作画面（→P.335） 
→  →  → 設定 初期設定 初期設定画面

4 都道府県を選択し、 ［スキャン］に
タッチ。

5 ［OK］にタッチ。

6 ［完了］にタッチ。
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■追加スキャンをする

ホームプリセット設定画面が表示され、自
動で放送局の受信が始まります。

受信を中止したいとき
［中止］にタッチ。

■プリセットスイッチの内容を変更す
る

1 ［ホームプリセット設定］にタッチ。

2 ［追加スキャン］に“ピッ”と音が
するまでタッチし続ける。

3 ［OK］にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
→  →  → 設定 初期設定 初期設定画面

1 ［ホームプリセット設定］にタッチ。

2 変更したいプリセットスイッチ
（［1］～［12］）を選択する。

3 ［＞］または［＜］にタッチして放
送局を選択し、［完了］にタッチ。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
→  →  → 設定 初期設定 初期設定画面
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間違えたとき
［修正］にタッチ。

東京都島部（伊豆・小笠原諸島）と鹿児島
県島部（南西諸島の鹿児島県域）にお住ま
いの方
［沖縄地方・その他］にタッチ。

メール詳細画面が表示されます。

居住地域を設定する

データ放送で地域情報を受信するた
めに、居住地域を設定する必要があり
ます。引越したときは必ず設定してく
ださい。

1 ［地域設定］にタッチ。

2 郵便番号を入力し、［次へ］にタッ
チ。

3 地域を選択する。

4 都道府県を選択し、［完了］にタッ
チ。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
→  →  → 設定 初期設定 初期設定画面

受信したメールを見る

放送局から受信したメールを見るこ
とができます。

1 ［メールインフォメーション］に
タッチ。

2 見たいメールにタッチ。

知 識
● 受信したメールのタイトルが長い場合、すべ
て表示されないことがあります。

● メールの保存件数は最大7件です。7件を超
えたときは、一番古いメールが自動で削除さ
れます。（未読メール含む） 

● メールを見たかどうかは、開封済みマーク、
未開封マークの表示で確認することができ
ます。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
→  →  → 設定 初期設定 初期設定画面

開封済みマーク

未開封マーク
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 IC カード情報画面が表示されます。

miniB-CASカードの情報を見る

1 ［B-CASカード情報］にタッチ。

miniB-CASカードの動作確認を
する

1 ［B-CASカード情報］にタッチ。

2 ［カードテスト］にタッチ。

3 ［OK］にタッチ。

知 識
● 異常を検出したときは、miniB-CAS カード
の抜き差しを行ってください。抜き差しにて
読み取れない場合には、お買い上げの販売店
にご相談ください。

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
→  →  → 設定 初期設定 初期設定画面

デジタルテレビ操作画面（→P.335）
→  →  → 設定 初期設定 初期設定画面

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。
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2. 知っておいていただきたいこと

こんなメッセージが表示されたとき

メッセージ 原　因 処　置

正常に動作しませんでした
正しく装着されていないか、
故障しています
販売店へお問い合わせ下さ
い

miniB-CAS カードの動作確
認（→P.355）で、異常を
検出したため。カードの読み
取り不良が考えられます。

miniB-CASカードの抜き差
しを行ってください。抜き差
しにて読み取れない場合は、
お買い上げの販売店にご相談
ください。

IC カードが正常に動作しま
せんでした
販売店へお問い合わせ下さ
い

miniB-CAS カードとの通信
で異常を検出したため。カー
ドの読み取り不良が考えられ
ます。

miniB-CASカードの動作確
認を行ってください。
（→ P.355）
異常を検出したときは、
miniB-CAS カードの抜き差
しを行ってください。抜き差
しにて読み取れない場合は、
お買い上げの販売店にご相談
ください。

miniB-CAS カードを挿入し
ていないため。

miniB-CASカードを挿入し
てください。

使用できないminiB-CAS
カードが挿入されているた
め。（エラーコード : A1FF、
A103）

miniB-CAS カードを交換す
る必要があるため。（エラー
コード :6400）

miniB-CASカードを交換し
てください。

miniB-CAS カード内のセ
キュリティ情報が改ざんされ
ているおそれがあるため。
（エラーコード :A104）

有効な条件を満たしていない
miniB-CAS カードが挿入さ
れているため。（エラーコー
ド : EC01、EC02）

放送を受信できません 地上デジタル放送の受信エリ
ア外にいるため。

地上デジタル放送を受信でき
るエリアに移動してくださ
い。

チャンネルを記憶した地域と
異なる場所にいるため。

初期スキャン（→ P.352）、
またはプリセットモードの切
り替え（→P.350）をしてく
ださい。
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ちょっとした操作のちがいで故障と間違えることがありますので、次の表に基づき、
まず確認してください。

データを受信できませんで
した

データ放送を正常に受信でき
なかったため。

もう一度、操作し直してくだ
さい。

データを表示できませんで
した

本機で対応していないデータ
を受信したため。

故障ではありません。

故障とお考えになる前に

症　状 考えられること 処　置

地上デジタル放送が受信で
きない。

地上デジタル放送の受信状態
が良くない。

受信エリア内でも環境により
受信できない場合がありま
す。（→P.340）
受信できる場所に移動してく
ださい。

映像は出るが、音が出ない。 音量が小さくなっていません
か。

音量を大きくしてください。
（→P.241）

映像が止まって、音が出な
い。

地上デジタル放送の受信状態
が良くない。

受信エリア内でも環境により
受信できない場合がありま
す。（→P.340）
受信できる場所に移動してく
ださい。

知 識
● 処置をしても直らないときは、お買い上げの販売店で点検を受けてください。

メッセージ 原　因 処　置
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7. USBについて ★

1. はじめに

エンジンスイッチがACCまたはONのときに使用することができます。

☆印はオプションです。

販売店装着オプションの iPod対応USB/VTRアダプターに接続したUSBメモ
リを再生することができます。
車載機で使用できる USB メモリや USB メモリに記録できる音楽データについ
ては、「車載機で使用できるメディア／データについて」（→P.639）をご覧くだ
さい。
再生しているときに、画面外の  にタッチすると、USBメモリ操作画面が表
示されます。

AV
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注 意

● 車載機で USB メモリを使用しているとき
にUSB メモリのデータが消失しても、消失
したデータについては補償できません。

● USB メモリを車室内に放置しないでくだ
さい。炎天下など、車室内が高温となり、故
障の原因となります。

● USB メモリが接続されているときに、USB
メモリの上に乗ったり、物を上に置かないで
ください。故障の原因になります。

● USB メモリの差込口にUSB メモリ以外の
ものを入れないでください。故障の原因とな
ります。

● USB モード中は、USB メモリを取りはず
さないでください。USBメモリ内のデータ
が破損するおそれがあります。

● グローブボックス内などで USB メモリを
直接接続した場合、USBメモリ本体と車内
部分が干渉し、USBメモリが破損するおそ
れがあります。その場合は、同梱のUSBメ
モリ接続用ケーブルを使用してください。

知 識
● USBを車載機に接続するときは、販売店装
着オプションの iPod 対応 USB/VTR アダ
プター以外は使用しないでください。正しく
動作しない場合があります。

● 本機は市販の USB ハブやマルチカード
リーダ、外付けのハードディスク、USB 端
子付オーディオポータブル機には対応して
いません。

● USB メモリ以外（USB 扇風機や USB ク
リーナーなど）は接続しないでください。接
続して使用すると、ノイズなどが発生する場
合があります。

2. USB メモリを操作する

 USB メモリの接続・取りはずし方法の詳
細は、販売店装着オプションの iPod 対応
USB/VTR アダプターに同梱の取扱書を
参照してください。

再生する

1 USB メモリを接続する。

2 画面外の  にタッチ。

3  にタッチ。

知 識
● 車載機にUSBメモリを接続しても、自動で
USB モードに切り替わりません。

● 車載機にUSBメモリを接続すると、車載機
で表示されるリストの順番が USB メモリ
と異なることがあります。

● USB モード中にUSB 端子を抜いたり、接
続する機器を抜き差ししたりすると、雑音が
出ることがあります。

● USB メモリが接続されている状態で、他
モードより USB モードに切り替えたとき、
最初のファイルが再生されます。もし、同じ
USB メモリ（内容が変更されていないも
の）が再び差し込まれたときは、前回、最後
に再生していた曲から再生されます。

AV

USB
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後ろのアルバムを選択するとき
フォルダ（アルバム）名の［ ］にタッチ。

前のアルバムを選択するとき
フォルダ（アルバム）名の［ ］にタッチ。

聞きたいフォルダは、以下の方法で選択す
ることもできます。
･ アーティストのリストから選択するとき
  にタッチ。
･ アルバムのリストから選択するとき
  にタッチ。

後ろのファイルを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のファイルを選択するとき
［ ］ にタッチ。

後ろのファイルを選択するとき
ファイル（トラック）名の［ ］ にタッ

チ。
前のファイルを選択するとき
ファイル（トラック）名の［ ］ にタッ

チ。

聞きたいフォルダ（アルバ
ム）を選ぶ

操作画面で選ぶ

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 フォルダ（アルバム）名の［ ］ま
たは［ ］にタッチ。

リスト画面で選ぶ

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 フォルダ（アルバム）名にタッチ。

2 フォルダ選択画面で、聞きたいフォ
ルダを選択する。

3 ファイル選択画面で、聞きたいファ
イルを選択する。

4 ［完了］にタッチ。

知 識
● 選択したフォルダの中がさらにフォルダの
場合、そのフォルダの選曲リスト画面が表示
されます。

アーティスト

アルバム

聞きたい曲（ファイル）を
選ぶ

コントロール画面で選ぶ

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］  にタッチ。

操作画面で選ぶ

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 ファイル（トラック）名の［ ］ ま
たは［ ］  にタッチ。

リスト画面で選ぶ

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 ファイル（トラック）名にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

知 識
● フォルダ数やファイル数により、リストの表
示に時間がかかることがあります。

MENU
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早送りするとき［ ］ にタッチし続け
る。

早戻しするとき［ ］ にタッチし続け
る。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

早送りするとき［ ］ にタッチし続け
る。

早戻しするとき［ ］ にタッチし続け
る。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RPT」
が表示されます。

解除するとき  ［RPT］に2回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「ALB.RPT」または「FLD.RPT」が表示
されます。

解除するとき  再度［RPT］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

操作画面で操作する

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 ファイル（トラック）名の［ ］ ま
たは［ ］ にタッチし続ける。

MENU

同じ曲（ファイル）を繰り
返し聞く

選択している曲を繰り返し再生する
ことができます。

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 ［RPT］にタッチ。

同じフォルダを繰り返し聞
く

選択しているフォルダを繰り返し再
生することができます。

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 ［RPT］に2回タッチ。

RPT
ALB.RPT
FLD.RPT 消灯
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が表示されます。
解除するとき ［RAND］に 2回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「ALB.RAND」または「FLD.RAND」が
表示されます。

解除するとき 再度［RAND］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

フォルダの中からランダム
に聞く

選択しているフォルダの中からラン
ダム（無作為）に曲を選択し再生する
ことができます。

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 ［RAND］にタッチ。

RPT
ALB.RPT
FLD.RPT 消灯

RAND
ALB.RAND
FLD.RAND

消灯

全フォルダの中からランダ
ムに聞く

全フォルダの中からランダム（無作
為）に曲を選択し再生することができ
ます。

USBメモリ操作画面（→P.358）

1 ［RAND］に2回タッチ。

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。

RAND ALB.RAND
FLD.RAND

消灯
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MP3/WMA ファイルが収録されている
USB メモリを接続すると、最初にUSBメ
モリ内のすべてのファイルをチェックし
ます。ファイルのチェックが終わると、最
初のMP3/WMA ファイルを再生します。
USB メモリ内のチェックを早く終わらせ
るために、MP3/WMA ファイル以外の
ファイルや必要のないフォルダなどを書
き込まないことをおすすめします。
MP3およびWMAのフォーマットについ
ては、「MP3/WMA について」（→P.643）
をご覧ください。

MP3/WMA について

MP3/WMA の再生について

注 意

● MP3/WMA 以外のファイルに“.mp3”/
“.wma”の拡張子をつけると、MP3/WMA
ファイルと誤認識して再生してしまい、大き
な雑音が出てスピーカーを破損する場合が
あります。MP3/WMA 以外のファイルに
“.mp3”/“.wma”の拡張子をつけないで
ください。

知 識
● 最大ファイル数は9999ファイル、最大フォ
ルダ数は1000フォルダです。ファイル数
が多い場合、リスト表示に時間がかかること
があります。

● MP3/WMA ファイルの書き込み状況によ
り、演奏時間が一致しないことがあります。
（VBR（可変ビットレート）の FAST UP/
DOWN動作をすると、演奏時間が一致しな
いことがあります。）
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8. iPodについて ★

1. はじめに

エンジンスイッチがACCまたはONのときに使用することができます。

iPod ミュージック再生時

iPod ビデオ再生時

 iPod ビデオ再生時に［全画面］または映像にタッチすると操作画面が解除されます。

☆印はオプションです。

販売店装着オプションの iPod対応USB/VTRアダプターに接続した iPodを再
生することができます。
車載機で使用できる iPodについては、「車載機で使用できるメディア／データに
ついて」（→P.639）をご覧ください。
再生しているときに、画面外の  にタッチすると、表示されます。AV
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警 告

● 安全のため、運転者は運転中に iPod を操作
しないでください。

注 意

● 車載機で iPod を使用しているときに iPod
のデータが消失しても、消失したデータにつ
いては補償できません。

● iPod を車室内に放置しないでください。炎
天下など、車室内が高温となり、故障の原因
となります。

● iPod が接続されているときに、iPod の上に
乗ったり、物を上に置かないでください。故
障の原因になります。

● iPod 端末の差込口に iPod 端末以外のもの
を入れないでください。故障の原因となりま
す。

● iPod モード中は、iPodを取りはずさないで
ください。iPod 内のデータが破損するおそ
れがあります。

知 識
● iPod を車載機に接続するときは、販売店装
着オプションの iPod 対応 USB/VTR アダ
プター以外は使用しないでください。正しく
動作しない場合があります。

2. iPodを操作する

 iPod の接続・取りはずし方法の詳細は、
iPod対応USB/VTRアダプターに同梱の
取扱書を参照してください。

 iPod の電源が入らない場合は、電源を入
れます。

再生する

1 iPod を接続する。

2 画面外の  にタッチ。

3  にタッチ。

知 識
● 車載機と iPod を接続しても、自動で iPod
モードに切り替わりません。

● iPodを車載機に接続している間はiPodによ
る操作をすることができません。

● iPod の電源をOFF にしたまま接続すると、
充電済マークが表示されることがあります。

● エンジンスイッチがACCまたはON になっ
ている場合、接続した iPodのバッテリが充
電されます。ただし、電池残量により iPod
が起動するまでに時間がかかる場合があり
ます。

● iPodが操作不能になった場合、iPodの接続
をはずし、iPod をリセットしてから再度接
続してください。iPod のリセット方法につ
いては、iPod の取扱説明書を参照してくだ
さい。

● iPod と販売店装着オプションの iPod 対応
USB/VTR アダプターが正しく接続されて
いないと、iPodの電源がONにならない場
合や車載機に認識されない場合があります。
この場合は、一度 iPodを取りはずし、再度
接続してください。

AV

iPod
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後ろのトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

後ろのトラックを選択するとき
トラック名の［ ］ にタッチ。

前のトラックを選択するとき
トラック名の［ ］ にタッチ。

iPod ミュージック再生時

知 識
● 再生中は、iPod保護のため、iPodを取りは
ずさないでください。

● iPodモード中に iPod端子を抜いたり、接続
する機器を抜き差ししたりすると、雑音が出
ることがあります。

● iPod が接続されている状態で、他モードよ
り iPodモードに切り替えたとき、前回、最
後に再生していたファイルから再生されま
す。

プレイモードを選ぶ

iPod ミュージック操作画面、または
iPod ビデオ操作画面（→P.364）

1 ［ビデオ］または［ミュージック］に
タッチ。

iPod ミュージック操作画面

iPod ビデオ操作画面

再生したいファイルを選ぶ

コントロール画面で選ぶ

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］   にタッチ。

操作画面で選ぶ

iPod ミュージック操作画面
（→P.364）

1 トラック名の［ ］ または［ ］   に
タッチ。

リスト画面で選ぶ

iPod ミュージック操作画面
（→P.364）

1 トラック名にタッチ。

2 聞きたい曲（トラック）にタッチ。

MENU
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iPod ビデオ再生時

iPod ミュージック再生時

iPod ビデオ再生時

早送りするとき［ ］ にタッチし続け
る。

早戻しするとき［ ］ にタッチし続け
る。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

iPod ビデオ操作画面（→P.364）

1 ファイル名にタッチ。

2 見たいファイルにタッチ。

選択リスト画面で選ぶ

iPod ミュージック操作画面
（→P.364）

1 ［選曲］にタッチ。

2 カテゴリ選択リスト画面で、プレイ
モードを選択する。

iPod ビデオ操作画面（→P.364）

1 フォルダ（アルバム）名にタッチ。

2 カテゴリ選択リスト画面で、プレイ
モードを選択する。

知 識
● カテゴリはiPod本体に登録されているもの
のみ表示されます。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

操作画面で操作する

iPod ビデオ操作画面（→P.364）

1 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

MENU
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スイッチの作動表示灯が点灯し、「RPT」
が表示されます。

解除するとき  再度［RPT］にタッチ。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RAND」
が表示されます。

解除するとき ［RAND］に2回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「ALB．
RAND」が表示されます。

解除するとき 再度［RAND］にタッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

同じ曲（トラック）を繰り
返し聞く

選択している曲を繰り返し再生する
ことができます。

iPod ミュージック操作画面
（→P.364）

1 ［RPT］にタッチ。

アルバムの中からランダム
に聞く

選択しているアルバムの中からラン
ダム（無作為）に曲を選択し再生する
ことができます。

iPod ミュージック操作画面
（→P.364）

1 ［RAND］にタッチ。

RAND　　　ALB.RAND　　　消灯

全アルバムの中からランダ
ムに聞く

全アルバムの中からランダム（無作
為）に曲を選択し再生することができ
ます。

iPod ミュージック操作画面
（→P.364）

1 ［RAND］に2回タッチ。

RAND　　　ALB.RAND　　　消灯
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3. iPod の設定を変更する

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

「USB」に設定した場合、デジタル音声で
iPod ミュージックを楽しむことができま
す。しかし、iPod ビデオ再生時に、映像
と音声の再生スピードにズレが生じやす
くなります。

カバーアート表示の設定を
変更する

収録されている音楽ファイルにカ
バーアート（ジャケット写真）のデー
タが収録されている場合、カバーアー
トを表示するかしないかを選択でき
ます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『オーディオ』にフリッ
ク操作で切り替える。

4 ［iPod設定］にタッチ。

5 ［カバーアート表示］にタッチ。

MENU

6 ［する］または［しない］にタッチ。

7 ［完了］にタッチ。

ビデオ音声入力の設定を変
更する

ビデオ音声入力の設定を変更するこ
とができます。

1 ［ビデオ音声入力］にタッチ。

2 ［VTR］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『オーディオ』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

iPod 設定 iPod 設定画面
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各種切替画面について

iPod ビデオ
操作画面で、［各種切替］にタッチす
ると表示されます。
［全画面］にタッチすると映像を全画
面で表示します。

iPod ビデオ再生時

画質を調整する

1 ［画質調整］にタッチ。

画質の調整については「画質を調整す
る」（→ P.52）をご覧ください。

iPod ビデオ操作画面（→P.364） → 
 → 各種切替 各種切替画面

画面モードを切り替える

1 ［Wide］にタッチ。

2 ［Normal］、［Wide 1］または［Wide
2］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

画面の表示については「画面モードにつ
いて」（→ P.54）をご覧ください。

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。

iPod ビデオ操作画面（→P.364） → 
 → 各種切替 各種切替画面
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9. VTR ★

1. VTRの操作

エンジンスイッチがACC、またはONで、さらに安全上の配慮から車を完全に停止し、
パーキングブレーキをかけた場合のみVTRの映像をご覧になることができます。（走
行中は音声のみ聞くことができます。）

［全画面］または映像にタッチすると操作画面が解除されます。

☆印はオプションです。

販売店装着オプションの iPod 対応USB/VTR アダプターで市販のVTR 機器を
接続すると、VTRの映像をご覧になれます。
接続・取りはずし方法の詳細は、iPod 対応USB/VTR アダプターに同梱の取扱
書を参照してください。
VTR機器を再生しているときに、画面外の  にタッチ、または映像をご覧に
なっているときに画面にタッチすると、VTR操作画面が表示されます。

AV
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 VTR 機器の接続・取りはずし方法の詳細
は、iPod 対応USB/VTR アダプターに同
梱の取扱書を参照してください。

 iPod対応USB/VTRアダプターに接続し
たVTR機器の映像を見るとき
［VTR1］にタッチ。

販売店装着オプションのドライブレコー
ダーに保存された映像を見るとき
［VTR2］にタッチ。

VTRを再生する

1 iPod対応USB/VTRアダプターに
VTR 機器の出力ケーブルを接続す
る。

2 接続した機器の電源を入れる。

3 画面外の  にタッチ。

4  にタッチ。

知 識
● 接続する VTR 機器や再生するメディアに
よっては、映像が正しく表示されなかった
り、音声が聞き取りにくくなったりする場合
があります。

● 販売店装着オプションの後席ディスプレイ
を接続している場合、走行中でも後席でビデ
オをご覧になることができます。

VTRモードを切り替える

2 つの VTR 機器を同時に接続してい
るときに映像を切り替えることがで
きます。

VTR操作画面（→P.371）

1 ［VTR1］または［VTR2］にタッチ。

AV

VTR

画面モードを切り替える

VTR操作画面（→P.371）

1 ［各種切替］にタッチ。

2 ［Wide］にタッチ。

3 ［Normal］、［Wide 1］または［Wide
2］にタッチ。

4 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

画面の表示については「画面モードにつ
いて」（→ P.54）をご覧ください。

画質を調整する

VTR操作画面（→P.371）

1 ［各種切替］にタッチ。

2 ［画質調整］にタッチ。

画質の調整については「画質を調整す
る」（→ P.52）をご覧ください。
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後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。
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10. Bluetooth オーディオを聞く

1. Bluetooth オーディオの準備をする

※ 携帯電話のオーディオプレーヤーを含
む。
Bluetooth オーディオ対応のアダプ
ターについては、動作確認を実施してい
ません。
本機で動作確認済みの機種については、
お買い上げの販売店または http://toy-
ota.jp/ でご確認ください。

Bluetooth オーディオにつ
いて

動作確認済の Bluetooth ポータブル
オーディオプレーヤー※（以下「ポー
タブル機」）を車載機に接続すること
で、ポータブル機を直接操作すること
なく使用できます。
本システムに接続するポータブル機
が対応していなければならない仕様
については、「車載機で使用できるメ
ディア／データについて」（→P.639）
をご覧ください。ただし、ポータブル
機の機種により、一部機能が制限され
る場合がありますので、あらかじめご
了承ください。

Bluetooth は Bluetooth SIG,Inc.
の登録商標です。
Bluetooth ワードマークとロゴは
Bluetooth SIG 所有であり、ライセ
ンス取得者「アイシン・エィ・ダブ
リュ株式会社」のマーク使用は許可
を得ています。その他のトレード
マーク及びトレードネームは各所有
者のものです。
本機は、電波法に基づく特定無線設
備の工事設計の認証を取得していま
す。

警 告

● 安全のため、運転者は運転中にポータブル機
本体の操作をしないでください。

注 意

● ポータブル機は車室内に放置しないでくだ
さい。炎天下など、車室内が高温となり、故
障の原因となります。

● ポータブル機を車載機に近づけて使用しな
いでください。近づけすぎると、音質が劣化
したり、接続状態が悪化することがありま
す。

● 車載機で Bluetooth オーディオを使用して
いるときにポータブル機のデータが消失し
ても、消失したデータの補償はできませんの
でご容赦ください。

知 識
● 他の無線機器と同時に使用すると、それぞれ
の通信に悪影響をおよぼすことがあります。

● Bluetooth 接続により、ポータブル機の電
池が早く消耗します。
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すでに他のポータブル機が登録されてい
るときは、ポータブル機接続画面が表示さ
れます。［新規登録］にタッチすると、手

順 3の画面が表示されます。

他のポータブル機が Bluetooth 接続中の
ときは、確認のメッセージが表示されま
す。切断してよろしければ、「はい」にタッ
チします。

すでに5 台登録されているときは、いずれ
かの登録を削除してから登録してくださ
い。

ポータブル機側の登録操作は、必ずこの
Bluetooth オーディオ接続中画面を表示
させて行ってください。

中止するとき ［中止］にタッチ。

「スマートフォン連携機器を登録します
か？」のメッセージが表示されたとき
スマートフォンナビ連携を使用する場

合は、「スマートフォン連携を利用す
る」（→ P.231）をご覧ください。

使用するポータブル機を追加する場合は、
同様に登録します。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

ポータブル機を登録する

Bluetooth オーディオを使用するた
めには、まず車載機にポータブル機を
登録することが必要です。
次のいずれかの方法で登録すること
ができます。
操作画面からの登録
設定画面からの登録

操作画面で登録する

スマートフォンナビ連携を利用する場
合は、「スマートフォン連携を利用する」
（→P.231）をご覧ください。

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ［接続］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

3 ポータブル機を登録する。

4 登録が完了したとき
メッセージが表示され、ポータブ
ル機の登録が完了する。

設定画面で登録する

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『Bluetooth』にフリッ
ク操作で切り替える。

MENU
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他のポータブル機が Bluetooth 接続中の
ときは、確認のメッセージが表示されま
す。
切断してよければ、［はい］にタッチしま
す。

すでに5台登録されているときは、いずれ
かの登録を削除してから登録してくださ
い。

ポータブル機側の登録操作は、必ずこの
Bluetooth オーディオ接続中画面を表示
させて行ってください。

中止するとき ［中止］にタッチ。

使用するポータブル機を追加する場合は、
同様に登録します。

操作スイッチがないなど、パスキーを入力
することのできないポータブル機の場合
は、あらかじめ車載機のパスキーをポータ
ブル機のパスキーに変更し 1 ～ 4 の操作
を行ってください。

パスキーの変更について
「車載機のBluetooth設定を変更する」
（→P.390）

4 ［機器登録］にタッチ。

5 ［新規登録］にタッチ。

6 ポータブル機を登録する。

7 登録が完了したとき
メッセージが表示され、ポータブル機

の登録が完了する。

知 識
● ポータブル機によっては、パスキーの入力が
必要になります。

● パスキーとは、ポータブル機を車載機に登録
する際のパスワードです。任意の数字に変更
することもできます。（→P.390）

● 登録操作と接続操作が分かれているポータ
ブル機の場合、パスキー入力後にポータブル
機からの接続操作が必要になる場合があり
ます。

● ポータブル機は、車載機に最大5台まで登録
することができます。

● ポータブル機側の操作については、ポータブ
ル機に添付の取扱説明書をご覧ください。

ポータブル機でパスキー入力で
きないとき

知 識
● ポータブル機のパスキーについては、ポータ
ブル機に添付の取扱説明書をご確認くださ
い。

● 一番新しく登録したポータブル機が車載機
で使用するポータブル機として選択されま
す。

● パスキーとは、ポータブル機を車載機に登録
する際のパスワードです。任意の数字に変更
することもできます。（→P.390）

● 登録操作と接続操作が分かれているポータ
ブル機の場合、パスキー入力後にポータブル
機からの接続操作が必要になる場合があり
ます。
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「接続ができませんでした」のメッセージ
が表示されたときは、画面の案内にした
がってやり直してください。

解除するとき ［しない］にタッチ。
 Bluetooth接続されると、接続完了の表示
が画面上部に表示させることができます。
（→ P.379）
使用するときは、この表示をご確認くださ
い。

通常は自動接続「する」の状態で使用して
ください。

ポータブル機は Bluetooth 接続可能な状
態にしておいてください。

接続失敗画面が表示されたとき

ポータブル機を接続する

ポータブル機の車載機への接続は、自
動と手動の2通りの方法があります。

知 識
● ポータブル機側の操作については、ポータブ
ル機に添付の取扱説明書をご覧ください。

自動で接続する

エンジンスイッチをOFF（LOCK）か
ら ACCまたはONにするたびに、車
載機は登録（選択）したポータブル機
と自動的にBluetooth 接続します。

1 ［自動接続］にタッチし、［する］に
タッチ。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

Bluetooth 接続確認案内
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■自動接続できなかった場合  Bluetooth接続状態表示を確認します。良
好な状態であれば使用できます。

知 識
● Bluetooth接続状態表示でも確認できま
す。（→P.380）

●「接続方法を変更する」（→P.389）で「ポー
タブル機から接続」に設定している場合は、
自動Bluetooth接続の設定はできません。

● 接続完了の表示は、エンジンスイッチをOFF
（LOCK）からACCまたはONにした後、初
めてBluetooth接続完了したときに1回の
み表示されます。

● ポータブル機の機種によっては、次のような
場合があります。
･ 自動接続しない。
この場合、手動で接続してください。
（→P.378）
･ エンジンスイッチがACCまたはONのと
きに表示部の照明がついたままになる。
この場合、ポータブル機本体で照明を
OFFに設定してください。
（設定については、ポータブル機に添付の
取扱説明書をご覧ください。）

･「外部からの接続」、「ポータブル機からの
接続」などの切り替え設定がある場合が
あります。ポータブル機の設定をご確認
ください。

自動接続を開始して約15秒経過した時
点で接続完了していない場合「携帯電話
が接続できませんでした。携帯電話を忘
れていませんか？」というメッセージが
表示され、同内容の音声案内が流れま
す。

自動接続動作は約 60秒行います。
その間に接続できなかった場合は、手動
で接続操作を行ってください。
（→P.378）

手動で接続する

自動接続が失敗したときや自動接続
OFF 状態にしているときに
Bluetooth 接続するときは、手動で
Bluetooth 接続操作をします。

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ポータブル機を Bluetooth 接続可
能な状態にする。

2 ［接続］にタッチ。

3 接続したいポータブル機を選択し
タッチ。

知 識
● ポータブル機の状態によっては、一度で接続
できないことがあります。その場合、しばら
くしてから再度接続操作を行ってください。
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解除するとき
［しない］にタッチ。

ポータブル機側の接続操作は、必ずこの
Bluetooth オーディオ接続中画面を表示
させて行ってください。

中止するとき［中止］にタッチ。

■Bluetooth 接続が意図的に切断され
た場合

再接続は次のいずれかの方法で行ってく
ださい。
･ 手動で接続する（→P.378）
･ 改めてポータブル機を選択する
（→P.379）

Bluetooth 接続確認を表示する

Bluetooth 接続されると、接続完了の
表示を画面上部に表示することがで
きます。

1 ［ポータブル機の接続確認表示］に
タッチ。

2 ［する］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

ポータブル機から接続するとき

ポータブル機側から Bluetooth 接続
をするように設定しているとき（→
P.389） は、ポータブル機を操作して
接続します。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

Bluetooth 接続の再接続につい
て

エンジンスイッチが ACC または ON
のときに、一度接続が成立した
Bluetooth 接続が Bluetooth ネット
ワーク電波状況などで切断された場
合は、自動接続の設定に関わらず、自
動的に再接続処理を行います。

再接続処理は一定時間行われます。その
間に接続できなかった場合は、手動で接
続操作を行ってください。（→ P.378）
ポータブル機の機種によっては、自動的
に再接続しない場合があります。

ポータブル機側から Bluetooth 接続
を OFF にするなど、一度接続が成立
した Bluetooth 接続が意図的に切断
された場合は、再接続処理は行いませ
ん。
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各種表示について

Bluetooth 接続状態表示につい
て

ポータブル機の Bluetooth 接続状態
を表示します。

表示 接続状態

Bluetooth 接続の状態が良
好であることを示していま
す。この状態でご使用くだ
さい。

この状態では再生時に音質
が劣化することがありま
す。点が 3 つ表示される位
置まで、ポータブル機を移
動してご使用ください。

Bluetooth 接続されていな
い状態を示しています。
この状態では使用できませ
んので、再度、ポータブル
機の選択をご確認くださ
い。（→P.379）
ポータブル機の登録がされ
ていない場合は、登録を
行ってからご使用くださ
い。（→P.375）

Bluetooth 接続状態表示

知 識
● Bluetooth 通信用のアンテナがディスプレ
イ内に内蔵されています。
次のような場所や状態でポータブル機を使
用すると、Bluetooth 接続状態表示の点の
数が少なくなることや、Bluetooth 接続が
できないことがあります。
･ ディスプレイから隠れる場所にあるとき
（シートのうしろや下にあるとき、または
グローブボックス内やコンソールボック
ス内にあるときなど）

･ 金属製のものに接したり、覆われている
とき

● ポータブル機を使用するときは、点が3つ表
示されるように、ポータブル機の場所を移動
させてください。

● ポータブル機を接続しても充電されません。

電池残量表示について

ポータブル機の電池残量の目安を表
示します。

電池残量表示

表示

残量 無 少 多



381

10. Bluetooth オーディオを聞く

1.Bluetooth オーディオの準備をする

AW   

オ
ー
デ
ィ
オ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル

知 識
● 接続した機器によっては、電池残量の表示が
できないことがあります。

● 電池残量表示はポータブル機の表示と一致
しないことがあります。

● 外部電源が接続されているときは残量表示

は  で表示されます。

Bluetooth 機器使用上の注
意事項について

この機器の使用周波数帯では、電子
レンジ等の産業・科学・医療用機器
のほか、工場の製造ライン等で使用
されている移動体識別用の構内無線
局（免許を要する無線局）及び特定
小電力無線局（免許を要しない無線
局）並びにアマチュア無線局（免許
を要する無線局）が運用されていま
す。
（上記 3 種の無線局を以下「他の無
線局」と略します）
この機器を使用する前に、近くで「他
の無線局」が運用されていないこと
を確認してください。
万一、この機器から「他の無線局」
に対して有害な電波干渉事例が発生
した場合には、速やかに使用場所を
変更して電波干渉を回避してくださ
い。

この機器の使用周波数帯は2.4GHz
帯です。
変調方式として FH-SS 変調方式を
採用しています。
想定与干渉距離は10m以下です。
この機器は全帯域を使用し、かつ移
動体識別装置の帯域を回避可能で
す。

知 識
● 本製品は、電波法および電気通信事業法の基
準に適合しています。製品に貼り付けてある
シールはその証明です。
シールをはがさないでください。

● 本製品を分解・改造すると、法律により罰せ
られることがあります。

ハンズフリーと同時に使用する
とき

知 識
● Bluetooth オーディオとハンズフリーで異
なる Bluetooth 対応機器（携帯電話）を使
用するときは、次のようになります。
･ ポータブル機のBluetooth 接続が切断さ
れることがあります。

･ ポータブル機の再生音声にノイズが発生
することがあります。

･ ポータブル機の動作が遅くなることがあ
ります。

● 再生中にハンズフリーで使用する通信機器
の選択を変更した場合、再生音声が途切れる
ことがあります。

● ハンズフリーの電話帳データ転送中は、ポー
タブル機の接続が切断されます。
この場合、転送が終了すると再接続されま
す。（機種によっては、再接続できないこと
があります。）

● ハンズフリー接続とオーディオ接続の両方
に対応している携帯電話でも、ハンズフリー
接続とオーディオ接続を同時に接続できな
い場合があります。
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2. Bluetooth オーディオを操作する

エンジンスイッチがACCまたはONのときに使用することができます。

ポータブル機を接続したときに、接続した機器を再生することができます。
Bluetooth オーディオを使用するためには、まず車載機にポータブル機を登録す
ることが必要です。（→P.375）
Bluetooth オーディオモードを選択しているときに、画面外の  にタッチす
ると、Bluetooth オーディオ操作画面が表示されます。

知 識
● 本体（画面外）のスイッチは、操作画面が表示されていないときでも操作することができます。

AV
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通常再生するとき［ ］にタッチ。

操作画面について

接続した機器によっては、アーティス
ト名、アルバム名、トラック名、電池
残量などの表示やアルバム名の［ ］・
［ ］、トラック名の［ ］・［ ］な
どのスイッチが表示されない画面が
表示されることがあります。

Bluetooth オーディオを聞
く

1 車載機にポータブル機を登録する。
（→P.375）

2 画面外の  にタッチ。

3  にタッチ。

AV

BT

知 識
● 接続した機器によっては、次のような場合が
あります。
･ 車載機で操作できない。（または一部操作
できない。）

･ 動作や音量が異なる。
･ 車載機とポータブル機で曲情報や時間表
示などの表示が異なる。

･ 再生を停止すると、接続が切断される。こ
の場合、手動で接続してください。
（→P.378）

● 車載機との接続状態によっては、車載機で操
作できない場合があります。そのときは、接
続状態表示が良好であることを確認してか
ら再度操作してください。
（→P.380）

一時停止する

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ［ ］にタッチ。

知 識
● 接続した機器によっては、一時停止時に
［ ］にタッチすることで、再生する場合が
あります。また、再生中に［ ］にタッチ
することで、一時停止する場合があります。
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対応ポータブル機接続時

後ろのアルバムを選択するとき
アルバム名の［ ］にタッチ。

前のアルバムを選択するとき
アルバム名の［ ］にタッチ。

対応ポータブル機接続時

後ろのトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

前のトラックを選択するとき
［ ］ にタッチ。

対応ポータブル機接続時

後ろのトラックを選択するとき
トラック名の［ ］にタッチ。

前のトラックを選択するとき
トラック名の［ ］にタッチ。

対応ポータブル機接続時

対応ポータブル機接続時

聞きたいアルバムを選ぶ

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 アルバム名の［ ］または［ ］に
タッチ。

知 識
● 接続した機器によっては機能に対応してい
ないため、スイッチが表示されない場合があ
ります。

聞きたい曲（トラック）を
選ぶ

コントロール画面で選ぶ

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチ。

操作画面で選ぶ

MENU

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッチ。

知 識
● 接続した機器によっては機能に対応してい
ないため、スイッチが表示されない場合があ
ります。

トラックリスト画面で選ぶ

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 曲名にタッチ。

2 聞きたい曲にタッチ。

アルバムリスト画面で選ぶ

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 アルバム名にタッチ。

2 聞きたい曲が表示されるまでフォ
ルダまたは曲にタッチ。
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対応ポータブル機接続時

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

対応ポータブル機接続時

早送りするとき
［ ］ にタッチし続ける。

早戻しするとき
［ ］ にタッチし続ける。

希望の位置で手を離すと、その位置から再
生されます。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RPT」
が表示されます。

解除するとき ［RPT］に2回タッチ。
タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

3 聞きたい曲にタッチ。

知 識
● 接続した機器によっては機能に対応してい
ないため、スイッチが表示されない場合があ
ります。

早送り、早戻しする

コントロール画面で操作する

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［ ］ または［ ］ にタッチし続け
る。

知 識
● 接続した機器によっては、手を離したあとも
早送り、早戻しが継続される場合がありま
す。
この場合、再度［ ］ または［ ］ に
タッチすることで、再生が再開されます。

操作画面で操作する

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

MENU

1 曲名の［ ］ または［ ］ にタッ
チし続ける。

知 識
● 接続した機器によっては、手を離したあとも
早送り、早戻しが継続される場合がありま
す。
この場合、再度［ ］ または［ ］ に
タッチすることで、再生が再開されます。

同じ曲（トラック）を繰り
返し聞く

対応ポータブル機接続時
選択している曲を繰り返し再生する
ことができます。

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ［RPT］にタッチ。

RPT 　 　　ALB.RPT　　　  消灯
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対応ポータブル機接続時

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「ALB.RPT」が表示されます。
解除するとき
再度［RPT］にタッチ。

タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

スイッチの作動表示灯が点灯し、「RAND」
が表示されます。

解除するとき ［RAND］に 2回タッチ。

タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

ス イ ッ チ の 作 動 表 示 灯 が 点 灯 し、
「ALB.RAND」が表示されます。
解除するとき
再度［RAND］にタッチ。

タッチするごとに、以下の順に表示が切り
替わります。

同じアルバムを繰り返し聞
く

選択しているアルバムを繰り返し再
生することができます。

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ［RPT］に2回タッチ。

アルバムの中からランダム
に聞く

対応ポータブル機接続時
選択しているアルバムの中からラン
ダム（無作為）に曲を選択し再生する
ことができます。

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ［RAND］にタッチ。

RPT　　　  ALB.RPT　　　  消灯

全アルバムの中からランダ
ムに聞く

対応ポータブル機接続時
全アルバムの中からランダム（無作
為）に選択し再生することができま
す。

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ［RAND］に2回タッチ。

後席ディスプレイ接続時の
設定について

販売店装着オプションの後席ディス
プレイ接続時、後席側のオーディオ
モード設定については、「後席側の
オーディオモードを選択する」（→
P.251）をご覧ください。

RAND　　  ALB.RAND　　  消灯

RAND　　  ALB.RAND　　  消灯
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3. Bluetooth オーディオの設定を変更する

ポータブル機の登録について
「ポータブル機を登録する」（→P.375）

選択中のポータブル機は、作動表示灯が点
灯します。

 Bluetooth 接続中のポータブル機は、
Bluetooth マークが表示されます。

 Bluetooth 接続中のポータブル機がある
場合は、確認のメッセージが表示されま
す。
切断してよければ、［はい］にタッチしま
す。

選択中のポータブル機は、作動表示灯が点
灯します。

 Bluetooth 接続中のポータブル機は、
Bluetooth マークが表示されます。

 Bluetooth 接続中のポータブル機がある
場合は、確認のメッセージが表示されま
す。
切断してよければ、［はい］にタッチしま
す。

使用するポータブル機を選
択する

一番新しく登録したポータブル機が
車載機で使用する機器として選択さ
れます。
複数のポータブル機を使用するとき
は、必要に応じて機器を選択します。

操作画面でポータブル機を選択
する

Bluetooth オーディオ操作画面
（→P.382）

1 ［接続］にタッチ。

2 ポータブル機を Bluetooth 接続可
能状態にする。

3 使用するポータブル機を選択する。
作動表示灯

Bluetooth マーク

設定画面でポータブル機を選択
する

1 ［ポータブル機接続］にタッチ。

2 ポータブル機を Bluetooth 接続可
能状態にする。

3 使用するポータブル機を選択する。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

Bluetooth 設定画面

作動表示灯
Bluetooth マーク
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■ポータブル機から接続するとき

ポータブル機側の接続操作は、必ずこの
Bluetooth オーディオ接続中画面を表示
させて行ってください。

中止するとき ［中止］にタッチ。

情報は、次の項目が表示されます。

機器名称 : 車載機に表示されるポータブル
機の名称です。任意の名称に変更すること
ができます。
機器アドレス : 機器固有のアドレスで、変
更することはできません。
対応プロファイル : ポータブル機が対応し
ているプロファイルで、変更することはで
きません。

接続方法 : ポータブル機と車載機との接続
方法で、「車載機から接続」と「ポータブ
ル機から接続」を切り替えることができま
す。

この画面で、以下の変更を行うことができ
ます。

知 識
● ポータブル機は車載機に最大 5 台まで登録
することができますが車載機で使用できる
のはポータブル機選択で選択されたポータ
ブル機のみです。

ポータブル機側から Bluetooth 接続
をするように設定しているとき（→
P.389）は、ポータブル機を操作して
接続します。

ポータブル機の詳細情報を
表示する

車載機に登録されているポータブル
機に関する情報の表示と機器名称や、
車載機との接続方法を変更すること
ができます。

1 詳細情報を表示したいポータブル
機を選択しタッチ。

2 各項目を確認する。

項目 ページ

機器名称の変更 P.389

接続方法の変更 P.389

3 確認および変更が終わったら、［完
了］にタッチ。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  →  →   

MENU 設定

機器登録 編集

機器編集画面
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ソフトウェアキーボードで入力します。

ポータブル機の名称を変更する

車載機に表示されるポータブル機の
名称を、任意の名称に変更することが
できます。

1 ［機器名称］にタッチ。

2 名称を入力する。

3 ［完了］にタッチ。

知 識
● 車載機で機器名称を変更しても、ポータブル
機に登録されている機器名称は変更されま
せん。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  →  → 
名称を変更したいポータブル機器名称  →  

MENU 設定

機器登録 編集

詳細情報画面

接続方法を変更する

車載機にポータブル機を接続すると
きの方法を選択することができます。

1 ［接続方法］にタッチ。

2 ［車載機から］または［ポータブル
機から］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

知 識
●「車載機から」か「ポータブル機から」のど
ちらで接続すればいいかは、接続するポータ
ブル機により異なります。
接続方法についてはポータブル機に添付の
取扱説明書をご覧ください。

● 接続方法を「ポータブル機から」に設定した
場合、「自動で接続する」（→P.377）で「す
る」にしていても自動接続は行いません。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  →  → 
接続方法を変更したいポータブル機器
名称 → 

MENU 設定

機器登録 編集

詳細情報画面
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情報は、次の項目が表示されます。

機器名称 : Bluetoothネットワーク内での
車載機の名称です。任意の名称に変更する
ことができます。
パスキー : ポータブル機を車載機に登録す
る際のパスワードです。4～8桁の任意の
数字に変更することができます。
機器アドレス : 車載機に登録されている機
器固有のアドレスで、変更することはでき
ません。
機器名称やパスキーを他の Bluetooth 機
器と同じにしてしまい、ネットワーク内で
の車載機の区別がつけられなくなってし
まった場合に参考にすることができます。
対応プロファイル : 車載機が対応している
プロファイルで、変更することはできませ
ん。
機器名称またはパスキーを変更したいと
きは、次の手順で行ってください。

この画面で Bluetooth 設定情報が確認で
きます。

機器名称
ソフトウェアキーボードで入力する。

パスキー
4～8桁の範囲で任意の数字を入力し、［完
了］にタッチ。
間違えたとき［修正］にタッチ。

車載機のBluetooth 設定を
変更する

Bluetooth 設定は、車載機に関する
Bluetooth 設定情報の表示と設定の
変更をすることができます。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

1 ［機器名称］または［パスキー］に
タッチ。

2 各項目を変更する。

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

知 識
● 機器名称を変更した場合、ハンズフリーの
Bluetooth 設定の機器名称も同時に変更さ
れます。
パスキーについては、それぞれ別の数字を設
定することができます。
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すべてのポータブル機を削除するとき
［全選択］にタッチ。

削除するポータブル機が Bluetooth 接続
中のときは、確認のメッセージが表示され
ます。切断してよければ、［はい］にタッ
チします。

Bluetooth 設定を初期化する

各設定を初期設定の状態にもどすこ
とができます。

1 ［初期状態］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

ポータブル機の登録を削除
する

1 ［削除］にタッチ。

2 削除するポータブル機を選択し、
［削除］ にタッチ。

3 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

機器登録 機器登録画面
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11. 後席ディスプレイ ★

1. リモコンでの操作

販売店装着オプションの後席ディスプ
レイを接続している場合、車載機の映像
を後部座席でも楽しむことができます。
後席ディスプレイは、走行中、停車中に
関わらず映像をご覧になることができ
ます。
後席ディスプレイに付属のリモコンで
映像の切り替えやオーディオの操作を
することができます。詳しい説明や、後
席ディスプレイ本体の取り扱いについ
ては後席ディスプレイ取扱書をご覧く
ださい。

■後席ディスプレイに表示される画面
車載機に次の画面が表示されている場
合、後席ディスプレイにも同じ画面が表
示されます。
デジタルテレビ
 Blu-ray/DVD
 VTR
 iPod Video

その他のオーディオの画面が表示され
ている場合、黒い画面が表示されます。

6.1 型／11型後席ディスプレイ

9型後席ディスプレイ

後席ディスプレイについて

警 告

● 事故防止のため、リモコンの電池および絶縁
シートは幼児の手の届かないところに保管
してください。万一、お子さまが飲み込んだ
場合は、ただちに医師と相談してください。

注 意

● リモコンを落としたり、衝撃をあたえないで
ください。

● リモコンの上に重いものをのせたり、すわっ
たりしないでください。

● リモコンを分解しないでください。
● リモコンの電池を交換する場合、＋極と－極を
必ず正しい向きにして取り付けてください。

☆印はオプションです。

リモコンについて
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電源スイッチ

ディスクモード切り替えスイッチ

フォルダ /アルバム切り替えスイッチ

放送局 /チャンネル切り替えスイッチ

ワイドモード切り替えスイッチ

早戻しスイッチ

停止スイッチ

メニュースイッチ

トップメニュースイッチ

早送りスイッチ

一時停止 /再生スイッチ

画質調整スイッチ

項目決定スイッチ

項目選択スイッチ

音量スイッチ

周波数切り替え / チャンネル切り替え /
チャプター切り替え / ファイル切り替え
/選曲スイッチ

オーディオモード切り替えスイッチ

オーディオOFFスイッチ

VTR切り替えスイッチ

TV切り替えスイッチ

BD切り替えスイッチ

OPTIONスイッチ

オーディオ共通の操作をす
る

電源スイッチ

押すごとに、後席ディスプレイの電源の
ON/OFF が切り替わります。

1 秒以上押し続けるごとに、後席ディスプ
レイにあるLED のイルミネーション連動機
能のON/OFF が切り替わります。※8※ 9

ディスクモード切り替えスイッチ

押すと、Blu-ray/DVDプレーヤーに切り替
わります。

ワイドモード切り替えスイッチ

押すごとに、後席ディスプレイのワイド
モードが、ノーマル、ワイド1、ワイド 2、
ワイド 3の順に切り替わります。※3※ 4

押すごとに、後席ディスプレイのワイド
モードが、ノーマル、ワイド 1、ワイド 2
の順に切り替わります。※3※ 5※8

1 秒以上押し続けるごとに、後席ディスプ
レイの背面にあるインジケータ表示の ON/
OFF が切り替わります。※8

画質調整スイッチ

オーディオがDVDやデジタルテレビ、VTR
の場合、または後席ディスプレイの画面
モードが入力 2 ※ 4 の場合、押すと、後席
ディスプレイの画質調整画面に切り替わり
ます。

1 秒以上押すごとに、オートディマー機能
のON/OFFが切り替わります。※8

項目決定スイッチ

後席ディスプレイの画質調整画面で押す
と、調整内容が決定されます。

後席ディスプレイのワイドモードを切り替
えた場合、押すと、選択したモードに決定
されます。※8
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※1電源OFF の状態
※2車両のエンジンスイッチを OFF（LOCK）

にする直前の状態
※3オーディオがDVD、またはVTRの場合のみ
※46.1 型後席ディスプレイのみ
※59型後席ディスプレイのみ
※6再生、または視聴できない場合は切り替わ

りません。
※7VTR1 と VTR2 との切り替えはできませ

ん。
※811 型後席ディスプレイのみ
※9車両のライト点灯時のみ

項目選択スイッチ

後席ディスプレイの画質調整画面で押す
と、明るさやコントラストなどの調整項目
が切り替わります。

音量スイッチ

押すごとに、1 ステップずつ音量が変わり
ます。押し続けると音量が連続して変わり
ます。

後席ディスプレイの画面モードが入力 2 の
場合、後席ディスプレイの音量が変わりま
す。このとき、オーディオの音量は変わり
ません。※4

オーディオモード切り替えスイッチ

スイッチを押すごとに、次の順に切り替わ
ります。
ＦＭ→（Blu-ray/DVDプレーヤー）→（HDD
オーディオ）→（USB/iPod）→（Bluetooth
オーディオ）→（VTR）→（デジタルテレ
ビ）→（SD音楽）→ AM→ FM※6

ラジオ、デジタルテレビ、VTRでは、１秒
以上押し続けると、ミュートします。
再度、１秒以上押し続けると、ミュートが
解除されます。
ラジオ、デジタルテレビ、VTR 以外では、
再生中に１秒以上押し続けると、一時停止
します。
再度、１秒以上押し続けると、再生されま
す。

オーディオOFFスイッチ

押すと、オーディオの電源がOFF になりま
す。

VTR切り替えスイッチ

押すと、VTRに切り替わります。※7

TV切り替えスイッチ

押すと、デジタルテレビに切り替わります。

BD切り替えスイッチ※5

押すと、後席ディスプレイに挿入した Blu-
ray Disc、DVD、音楽 CD、MP3/WMA
ディスクを再生することができます。

OPTIONスイッチ※5

押すと、後席ディスプレイの Blu-ray/DVD
機能の操作メニューを表示します。Blu-ray
Disc/DVDを後席ディスプレイ挿入時に操
作することができます。詳しくは後席ディ
スプレイ取扱書をご覧ください。

再生中の曲を操作する
※フォルダ/アルバム切り替えスイッチ
（上側）

押すと、次のフォルダ / アルバムに切り替
わり、フォルダ / アルバム内の先頭の曲か
ら再生されます。

※フォルダ/アルバム切り替えスイッチ
（下側）

押すと、前のフォルダ / アルバムに切り替
わり、フォルダ / アルバム内の先頭の曲か
ら再生されます。

早戻しスイッチ

押し続けている間、曲が早戻しされます。

早送りスイッチ

押し続けている間、曲が早送りされます。

一時停止 / 再生スイッチ

再生中に押すと、曲が一時停止します。
一時停止中に押すと、曲が再生されます。
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※ MP3/WMA、HDDオーディオ、iPod ミュー
ジック、USBメモリ、Bluetooth オーディ
オ、SDメモリーカードを再生している場合
のみ

※1 ラジオの場合
※2 デジタルテレビをご覧の場合

選曲スイッチ（上側）

押すと、次の曲に切り替わります。
1秒以上押し続けると、押し続けている間、
曲が早送りされます。

選曲スイッチ（下側）

押すと、曲の頭出し、連続で押すと、前の
曲に切り替わります。
1秒以上押し続けると、押し続けている間、
曲が早戻しされます。

ラジオ・デジタルテレビを
操作する

放送局 /チャンネル切り替えスイッチ

押すと、プリセットスイッチに記憶されて
いる放送局やチャンネルを順に呼び出しま
す。

周波数切り替えスイッチ※1

押すごとに、1 ステップずつ周波数が切り
替わります。
1 秒以上押し続けると、自動選局を開始し
ます。

チャンネル切り替えスイッチ※2

押すと、プリセットスイッチに記憶されて
いるチャンネルを順に呼び出します。

知 識
● 放送局やチャンネルを切り替える場合、あら
かじめプリセットスイッチに記憶します。そ
の場合、本体側で操作します。（→ P.254、
P.352）

● ラジオの放送局を自動受信する場合、受信電
波の弱い地域では、自動的に選局できないこ
とがあります。

Blu-ray/DVDプレーヤーを
操作する

早戻しスイッチ

押し続けている間、映像が早戻しされます。

停止スイッチ

押すと、映像が停止します。

メニュースイッチ

押すと、Blu-ray/DVDメニューが表示され
ます。

トップメニュースイッチ

押すと、Blu-ray/DVDトップメニューが表
示されます。

早送りスイッチ

押し続けている間、映像が早送りされます。

一時停止 /再生スイッチ

再生中に押すと、映像が一時停止します。
一時停止中に押すと、映像が再生されます。

項目決定スイッチ

押すと、Blu-ray/DVDメニューやBlu-ray/
DVDトップメニューで選択した項目が決定
されます。

項目選択スイッチ

押すと、Blu-ray/DVDメニューやBlu-ray/
DVD トップメニューで項目が選択されま
す。

チャプター切り替えスイッチ（上側）

押すと、次のチャプターに切り替わります。
1秒以上押し続けると、押し続けている間、
映像が早送りされます。

チャプター切り替えスイッチ（下側）

押すと、チャプターの頭出し、連続で押す
と前のチャプターに切り替わります。
1秒以上押し続けると、押し続けている間、
映像が早戻しされます。



396

11. 後席ディスプレイ

1. リモコンでの操作

AW   

オ
ー
デ
ィ
オ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル

知 識
● 自動再生されないディスクや、記録されてい
るメニュー項目を操作しないと再生されな
いディスクがあります。

● ディスク内容に従って再生されるため、操作
したとおりに機能しないことがあります。

iPod の映像を操作する

早戻しスイッチ

押し続けている間、映像が早戻しされます。

早送りスイッチ

押し続けている間、映像が早送りされます。

一時停止 / 再生スイッチ

再生中に押すと、映像が一時停止します。
一時停止中に押すと、映像が再生されます。

ファイル切り替えスイッチ（上側）

押すと、次の映像に切り替わります。
1秒以上押し続けると、押し続けている間、
映像が早送りされます。

ファイル切り替えスイッチ（下側）

押すと、映像の頭出し、連続で押すと、前
の映像に切り替わります。
1秒以上押し続けると、押し続けている間、
映像が早戻しされます。
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音声操作システム

1 音声操作システムを使う前に

1. はじめに........................................ 398

2. 各部の名称.................................... 399

2 基本操作について

1. 基本操作を覚える........................ 400

3 代表的な音声操作

1. 音声操作の使用例........................ 402

4 音声認識コマンド一覧

1. 音声認識コマンド一覧 ................ 411
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1. 音声操作システムを使う前に ★

1. はじめに

音声操作システムは、正しく発声しないと
認識されないことがありますので、以下の
点にご留意の上、ご使用ください。
･ 音声操作を開始するときは、必ず音声認識
スイッチを短く押してください。

･“ピッ”という音の後にお話しください。
“ピッ”という音の前または同時に発声し
た場合は、正しく認識されません。

･ ハッキリと発声してください。
･ 声色によっては、認識されづらいこともあ
ります。

･ 騒音（風切り音・外部の音）などにより正
しく認識されないことがあるため、発声す
るときは、できるだけ窓を閉めておいてく
ださい。また、エアコンのファンの音が大
きいときも、正しく認識されないことがあ
ります。

･ 方言や言い方の違いには対応していませ
ん。必ず指定された読みで発声してくださ
い。

･ 地名や施設名称などは、通称名や略称には
対応しない場合があります。その場合は、
正式名称の読みで発声してください。

音声操作システムについて

販売店装着オプションの音声操作シ
ステム（音声認識マイク＆音声認識ス
イッチ）を使用することにより、音声
認識コマンドを発声して、ナビゲー
ションやオーディオなどの操作を行
うことができます。

☆印はオプションです。
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2. 各部の名称

音声認識マイク

音声認識コマンドを発声するときに
使用します。

音声認識スイッチ

音声認識モードを開始／中止すると
きに使用します。

音声操作画面について

表示 内容

コマンド
リスト

発声可能なコマンドが、
認識中アイコンと同じ
色で表示される。

認識中
アイコン

音声認識中になると点
灯する。

認識結果 認識結果が表示される。

候補 認識結果に他の候補が
ある場合に表示される。
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2. 基本操作について

1. 基本操作を覚える

コマンドの表示を切り替えたいとき
「ページ切替」と発声する、または［ペー
ジ切替］にタッチ。

ガイドメニュー画面を表示したいとき
「ガイドメニュー」と発声する、または
［ガイドメニュー］にタッチ。

音声操作画面に切り替わり、「ピッと鳴っ
たら、お話しください」、「詳細な説明が必
要な場合は、ヘルプとお話しください」と
いう音声ガイドのあと、＜ピッ＞と音がし
ます。

メニュー画面の種類につい
て

メニュー画面には、メインメニュー画
面とガイドメニュー画面があります。

メインメニュー画面について

音声認識スイッチを押すと最初に表
示される画面です。よく使われるコマ
ンドが表示されます。ここに表示され
ないコマンドは、ガイドメニューから
操作してください。

知 識
● G-BOOK のデータ受信ができないなど使用
できないコマンドは灰色になり、操作できな
いことがあります。

ガイドメニュー画面について

希望のコマンドがメインメニュー画
面にない場合、ガイドメニュー画面に
表示されたコマンドから操作してく
ださい。操作できるコマンドは、コマ
ンドリスト（→ P.412）にあるコマ
ンドです。

音声認識モードを開始する

基本的な操作の流れを見ながら、音声
操作を開始する方法と、音声認識モー
ド中の基本操作を覚えましょう。

1 音声認識スイッチを押し、すぐにス
イッチから指を離す。
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＜ピッ＞と音がしてから約 5 秒以内に発
声してください。

コマンドが認識されると、音声ガイドが出
力され、実行されます。

発声したコマンドと異なる認識結果のと
き
「いいえ」と発声し、「音声認識モード

を開始する」（→P.401）手順 2へ。

候補に希望の結果が表示されているとき 
「候補1」または「候補 2」と発声する。 

候補に希望の結果が表示されていないと
き、候補が表示されないとき 
「戻る」と発声する、または［戻る］に

タッチし、「音声認識モードを開始す
る」（→P.401）手順 2へ。

コマンドを２回連続で認識できなかった
とき

この場合、音声認識スイッチを押すと再
開できます。

コマンドの読み方や発声例を知りたいと
き
「ヘルプ」と発声する。

音声認識スイッチを押し続ける。 
コマンドリストに「中止」が表示されてい
るとき 
［中止］にタッチ。

2 認識中アイコンが点灯したら、希望
のコマンドを発声する。

知 識
● 音声認識スイッチを押した後の音声ガイド
は、状況などにより異なる音声ガイドが出力
されることがあります。

認識結果が違うとき

表示された画面により、次の操作をし
ます。

認識中アイコン

連続して音声操作をする

目的地検索など、連続して音声操作を
する場合があります。（→P.403）

音声操作を再開する

次のような場合は、音声認識モードを
中断します。 

ヘルプ機能を使用する

音声ガイドによる詳しい操作方法を
聞くことができます。

音声ガイドを省略する

音声ガイド出力時に音声認識スイッ
チを押すと、音声ガイドが途中でも次
の動作に移ることができます。

音声認識モードを中止する

次のいずれかの操作をします。 
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3. 代表的な音声操作

1. 音声操作の使用例

文中の表記は次のようになっています。

（○○○）:スイッチの操作
「○○○」: 車載機から出力される音声ガイ
ド
＜○○○＞ :車載機から出力される操作音
「○○○」: 発声するコマンド

以上で、自宅を目的地に設定して、ルート
が探索されます。

使用例の見方

ここでは、音声操作の具体的な使い方
を説明します。
例にしたがって、同じように操作して
みてください。
ここで紹介するのは、主にメインメ
ニュー画面から連続して音声操作を
する場合の例です。

説明にないコマンドの使い方は、「音
声認識コマンド一覧」（→P.412）を
ご覧ください。

自宅を目的地に設定する

自宅を目的地に設定して、ルートを探
索してみましょう。

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機:「ピッと鳴ったら、お話しください」
車載機 :「詳細な説明が必要な場合は、ヘ
ルプとお話しください」＜ピッ＞
お客様 :「自宅に帰る」

車載機 :「自宅に帰る」
車載機 :「よろしければ、はいとお話しく
ださい」
お客様 :「はい」
車載機 :「はい」

知 識
● 自宅が登録されていない場合は、使用するこ
とができません。自宅を登録してから使用し
てください。（→P.151）
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検索できる住所は、画面操作の住所検索
（→ P.110）から検索できる住所です。
例）「東京都文京区後楽一丁目」を目的地
に設定します。

以上で、この住所を目的地に設定して、
ルートが探索されます。

色々な方法で目的地を設定
する

目的地を設定するときは、色々な検索
方法を使うことができます。
ここでは代表して、「住所で探す」か
ら設定する場合を説明します。

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機:「ピッと鳴ったら、お話しください」
車載機 :「詳細な説明が必要な場合は、ヘ
ルプとお話しください」＜ピッ＞
お客様 :「目的地を探す」

車載機 :「目的地を探す」
車載機 :「検索方法をお話しください」
＜ピッ＞
お客様 :「住所で探す」
車載機 :「住所で探す」
車載機 :「住所を都道府県からお話しくだ
さい」＜ピッ＞

お客様 : 「東京都」
車載機 :「東京都」
車載機 :「続きの住所をお話しください」
＜ピッ＞
お客様 :「文京区」
車載機 :「文京区」
車載機 :「続きの住所をお話しください」
＜ピッ＞
お客様 :「後楽」
車載機 :「後楽」
車載機 :「続きの住所をお話しください」
＜ピッ＞
お客様 :「1丁目」
車載機 :「1丁目」
車載機 :「続きの住所をお話しください」
＜ピッ＞
お客様 :「1ー2」
車載機 :「1ー2」
車載機 :「よろしければ、目的地セットと
お話しください」＜ピッ＞
お客様 :「目的地セット」
車載機 :「目的地セット」
車載機 :「よろしければ、はいとお話しく
ださい」
お客様 :「はい」
車載機 :「はい」
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例）住所検索で、東京都文京区を検索した
とき
都道府県名と市区町村名を一度に発声し
た場合
「東京都文京区」と都道府県名から言い

なおす。 
都道府県名と市区町村名を分けて発声し、
直前に発声したのが市区町村名の場合
「文京区」と市区町村名のみ言いなお

す。

■すでに目的地が設定されているとき
検索結果を一番手前の目的地として追加
します。

知 識
● コマンドを発声するときは、次の点に注意し
て発声してください。
･ 住所は、すべての地名を一度に発声して
も、途中で区切って発声してもかまいま
せん。

･ 郡・大字・字・番地・号は省略して発声
してください。

･「ー」は「の」または「はいふん」と発声
してください。

地図を表示する

住所で検索中、地点が特定できないと
きは、最後に発声した地名の広域図を
表示します。

コマンドを言いなおす

直前に発声した内容によって言いな
おす範囲が異なります。

目的地設定について

設定した目的地の条件により、設定方
法を選択する必要があります。

知 識
●音声操作・スイッチのどちらでも操作
できます。

知 識
●目的地は最大5カ所まで設定できます。
すでに 5カ所目的地が設定されている
ときは、「すべての目的地を削除しま
す。よろしいですか？」と音声ガイド
が出力されます。

その他の方法で検索する

検索方法を発声するときに次のコマ
ンドを発声すると、希望の方法で検索
できます。
操作方法は「住所で探す」と同様です。
ここでは、それぞれの検索方法を使用
するときの注意点を説明します。

検索方法
機能

コマンド

施設名で探す 施設名から目的地を
検索する（→ P.405）「施設で探す」

電話番号で探
す

電話番号から目的地
を検索する
（→P.405）「電話番号で探す」

最寄の施設で
探す

最寄の施設から目的
地を検索する
（→P.406）「近くで探す」

メモリ地点で
探す メモリ地点から目的

地を検索する
（→P.406）「メモリ地点で探

す」
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検索できる施設は、画面操作の施設検索
（→ P.111）から検索できる施設です。
原則として「都道府県名＋施設名」を発声
します。
･ 都道府県名と施設名は、都道府県名・施設
名の順に続けて発声しても、都道府県名だ
け発声して、次の音声ガイドの後に施設名
を発声するというように分けて発声して
もかまいません。

次の施設は、都道府県名が分からないと
き、他の名称で指定することもできます。

販売店、レンタリース、ジェームス※

系列名＋店名
例）トヨタ＋△△店
※ジェームスの場合、系列名は「ジェーム
ス」になります。

駅
鉄道会社名＋路線名＋駅名
例）JR　東海道新幹線　東京駅：丸の内側
駅によっては出入口の指定が必要な場合
があります。

高速 IC・SA・PA、有料 IC
道路名＋施設名＋（入口または出口）
例）東名高速道路　東京 IC：入り口

例）「03－1234－5678」を発声する場
合
･ 一度にすべて発声するとき
「ゼロ、サン、イチ、ニ、サン、ヨン、ゴ、
ロク、ナナ、ハチ」

･ 分けて発声するとき
「ゼロ、サン」＋「イチ、ニ、サン、ヨン」
＋「ゴ、ロク、ナナ、ハチ」

市内局番については、桁読みで発声するこ
とができます。
･ 例）「03－ 1234－ 5678」の市内局番
を桁読みで発声する場合
「センニヒャクサンジュウヨン」

施設名で探す

知 識
● 現在地の都道府県の施設を認識させるとき
は、都道府県名を発声する必要はありませ
ん。また、立体ランドマークが表示される施
設を認識させるときも、都道府県名を発声す
る必要はありません。

知 識
● 都道府県名・政令指定都市名で開始される施
設名は、施設名のみで認識されます。また、
施設名の最初の名称と実際に存在する都道
府県（政令指定都市）名が一致しなくても、
認識されます。
例）千葉県にある東京ディズニーランドは、
「東京ディズニーランド」と発声すれば認識
され、“千葉県”を発声する必要はありませ
ん。

● 音声操作で検索できる施設は、次の操作で表
示することができる施設になります。
･「立体的な施設マークを表示する（立体ラ
ンドマーク）」（→P.84）

･「施設で地図を検索する」（→P.111）
● 発声する施設名は、上記方法で表示される施
設名をそのまま発声してください。

電話番号で探す

数字は一度にすべて発声しても、分けて
発声してもかまいません。
発声するときは、以下の例を参照の上、
局番単位の区切る位置に注意して発声
してください。

知 識
●「－」は「の」または「はいふん」と発声し
ても、省略してもかまいません。
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ジャンルを選択するときは、「ジャンル名」
または「番号」を発声します。

例）最寄の「コンビニエンスストア」を目
的地に設定します。

以上で、最寄のコンビニエンスストアを目
的地に設定して、ルートが探索されます。

■「近くで探す」と「（ジャンル名）」を
続けて発声する

 ※１で「近くで探す " ○○○（ジャンル名）"」
と発声してください。

例）○○○（メモリ地点名）を目的地に設
定します。

最寄の施設を目的地に設定する

施設を最大5件まで検索し、目的地に
設定できます。

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機:「ピッと鳴ったら、お話しください」
車載機 :「詳細な説明が必要な場合は、ヘ
ルプとお話しください」＜ピッ＞

お客様 :「近くで探す」※1

車載機 :「近くで探す」
車載機 :「ジャンル名をお話しください」
＜ピッ＞
お客様 :「コンビニ」
車載機 :「コンビニエンスストア」
車載機 :「施設の番号を選択してお話しく
ださい」、「またはルート沿いで探すとお話
しください」＜ピッ＞
お客様 :「2」
車載機 :「2」
車載機 :「よろしければ、はいとお話しく
ださい」＜ピッ＞
お客様 :「はい」
車載機 :「はい」

メモリ地点を目的地に設定する

登録した特別メモリ、メモリ地点を目
的地に設定できます。使用するには特
別メモリ、メモリ地点の " 名称読み "
を登録する必要があります。
特別メモリを登録する。（→ P.152）
メモリ地点を登録する。（→ P.154）
名称読みを入力する（→ P.160）

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機:「ピッと鳴ったら、お話しください」
車載機 :「詳細な説明が必要な場合は、ヘ
ルプとお話しください」＜ピッ＞

お客様 :「メモリ地点で探す」※1

車載機 :「メモリ地点で探す」
車載機 :「選択したいメモリ地点登録名称
をお話しください」＜ピッ＞
お客様 :「○○○（メモリ地点名）」
車載機 :「○○○（メモリ地点名）」
車載機 :「よろしければ、はいとお話しく
ださい」＜ピッ＞
お客様 :「はい」
車載機 :「はい」
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車載機 :「よろしければ、はいとお話しく
ださい」＜ピッ＞
お客様 :「はい」
車載機 :「はい」
以上で、メモリ地点を目的地に設定して、
ルートが探索されます。

■「メモリ地点で探す」と「（メモリ地点
名）」を続けて発声する

 ※１で「メモリ地点で探す " ○○○（メモ
リ地点名）"」 と発声してください。

アーティスト名とアルバム名は、HDD
オーディオ画面で表示される読みを発声
します。
･ アーティスト名：アーティスト読み
･ アルバム名：アルバム読み

例）　○○○（アーティスト名）の曲を再
生します。
ここでは「アーティストで再生」と「（アー
ティスト名）」を発声する場合で説明しま
す。

知 識
● 特別メモリ、メモリ地点の登録データの名称
および名称読みが異なる場合、発声する名称
と車載機で表示される名称が異なります。

● 名称読みが同じ特別メモリ、メモリ地点の登
録データがあった場合、[ 候補1]、[ 候補2]
として表示されます。4つ以上同じ名称読み
がある場合、4つ目以降は［候補］に表示さ
れず、選択することができません。

HDDオーディオの楽曲を検
索する

HDD オーディオ内の楽曲を、音声認
識で検索して再生できます。

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機 :「ピッと鳴ったら、お話しくださ
い」＜ピッ＞

お客様 :「アーティストで再生」※１

車載機 :「アーティストで再生」
車載機 :「アーティスト名をお話しくださ
い」＜ピッ＞
お客様 :「○○○（アーティスト名）」
車載機 :「○○○（アーティスト名）」
車載機 :「よろしければ、はいとお話しく
ださい」　＜ピッ＞

お客様 :「はい」※２

以上で、選択したアーティストの曲が再生
されます。
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 ※１で 「アーティストで再生 “○○○
（アーティスト名）”」 と発声してくださ
い。

 ※２で再生したい候補の番号、または「再
生」と発声してください。

電話番号を発声するときの注意点につい
ては、「電話番号で探す」（→ P.405）と
同様です。

例）「03ー1234ー5678」に電話をか
けます。

「アーティストで再生」と
「（アーティスト名）」を続けて発
声する

複数の候補が表示されたとき

知 識
● アーティスト読み（アーティスト名）、アル
バム読み（アルバム名）が付与されなかった
り、表示用のアーティスト、アルバムの名称
と読みが異なることがあります。
この場合、HDDオーディオ画面で表示され
るアーティスト名、アルバム名を発声しても
読みが異なるため、音声操作で楽曲の検索が
できません。
HDDオーディオ画面で、それぞれの読みを
ご確認ください。

● HDD オーディオ画面を確認し、ご希望の
アーティスト読み（アーティスト名）、アル
バム読み（アルバム名）でない場合は、次の
いずれかの操作をしてください。
･「タイトル情報を再取得する」（→P.331）
の操作で、再度、該当する情報を付与し、
情報が更新されないか確認する。

･「アーティスト読みを変更する」（→
P.330）の操作で、希望の読みに変更す
る。

･「アルバムタイトル、アルバム読みを変更
する」（→ P.329）の操作で、希望の読
みに変更する。

● 認識対象となるアーティスト名、またはアル
バム名が1500 件を超えると、楽曲の検索
ができないため、手動で操作してください。
（→P.320）

● 楽曲の検索ができない場合、「曲を探す」と
表示されます。

電話をかける

電話帳に登録した名称や電話番号を
発声して、電話をかけることができま
す。

電話番号でかける

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機 :「ピッと鳴ったら、お話しください」
車載機 :「詳細な説明が必要な場合は、ヘ
ルプとお話しください」＜ピッ＞
お客様 :「電話番号でかける」

車載機 :「電話番号でかける」
車載機 :「電話番号を市外局番からお話し
ください」＜ピッ＞
お客様 :「03－1234－5678」
車載機 :「03－1234－5678」
車載機 :「続きの番号、または発信とお話
しください」＜ピッ＞
お客様 :「発信」
車載機 :「発信」
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発信できる電話番号は、電話帳（→
P.511）に登録してある電話番号のうち、
名称読み（→ P.515）の設定をしてある
電話番号です。

以上で、選択した電話帳データの電話番号
に発信します。

 ※１で「電話帳でかける“○○○（電話帳
名）”」と発声してください。

 ※２で再生したい候補の番号、または「発
信」と発声してください。

電話帳でかける

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機:「ピッと鳴ったら、お話しください」
車載機 :「詳細な説明が必要な場合は、ヘ
ルプとお話しください」＜ピッ＞

お客様 :「電話帳でかける」※1

車載機 :「電話帳でかける」
車載機 :「電話帳に登録されている名称を
お話しください」＜ピッ＞
お客様 :「○○○（登録した名称読み）」

車載機 :「発信とお話しください」※２

お客様 :「発信」
車載機 :「発信」

「電話帳でかける」と「（電話帳
名）」を続けて発声する

複数の候補が表示されたとき

知 識
● 音声操作で電話をかける場合、携帯電話の機
種によっては、発信後電話画面に切り替わる
までに時間がかかることがあります。この場
合、切り替え中は現在地画面が表示されます
ので、電話画面に切り替わるまではナビの操
作をしないでお待ちください。

● データ通信中に音声操作で電話をかけると、
データ通信は強制終了されます。
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コンテンツを選択するときは、「コンテン
ツ名」を発声します。

例）「道路交通情報：一般道」をリクエス
トします。

Myリクエストを使う

G-BOOKオンラインサービス利用時
My リクエストに登録されているコン
テンツをリクエストできます。

お客様 :（音声認識スイッチを押す）
車載機:「ピッと鳴ったら、お話しください」
車載機 :「詳細な説明が必要な場合は、ヘ
ルプとお話しください」＜ピッ＞
お客様 :「マイリクエストを実行」

車載機 :「マイリクエストを実行」
車載機 :「表示されているコンテンツ名を
お話しください」＜ピッ＞
お客様 :「道路交通情報一般道」
車載機 :「道路交通情報一般道」

他のページのコンテンツを
リクエストする

他のページに登録してあるコンテン
ツをリクエストしたいときは、次の操
作を行います。

1 ［ ］または［ ］にタッチ。

2 「コンテンツ名」を発声する。
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4. 音声認識コマンド一覧

1. 音声認識コマンド一覧

「音声認識モードを開始する」（→P.400）の手順で、コマンドを発声します。

音声認識コマンド一覧について

音声認識モードで表示されるコマンドについて、発声する認識語とそのときの動
作をまとめています。

知 識
● 表ではすべてのコマンドを紹介しています。
● メインメニュー画面に表示されないコマンドを認識させるには、まずガイドメニュー画面の表示
コマンドを発声し、希望のコマンドを表示させてください。

● 使用できないコマンドは表示が灰色になり、操作できません。
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音声認識コマンド一覧

メインメニュー画面の表示コマンド

コマンド名称 認識語 動作

自宅に帰る じたくにかえる 自宅へのルートを表示する。

目的地を探す もくてきちをさがす ルート検索コマンドを表示する。

近くで探す＋
（ジャンル名）

ちかくでさがす
例 )「近くで探す コンビニ」

「近くのコンビニ」

希望の（ジャンル名）のうち、より
近いところを探す。

電話帳でかける＋
(電話帳名 )

でんわちょうでかける
例 )「電話帳でかける 

XXXXXX※ 1」
「電話帳 XXXXXX※ 1」

( 電話帳名 ) の電話にかける。

アーティストで再生＋
（アーティスト名）

あーてぃすとでさいせい
例 )「アーティストで再生

XXXXXX※ 2」
「アーティスト
XXXXXX※ 2」

（アーティスト名）から音楽を再生
する。

アルバムで再生＋
（アルバム名）

あるばむでさいせい
例 )「アルバムで再生 

XXXXXX※ 3」
「アルバム 
XXXXXX※ 3」

（アルバム名）から音楽を再生する。

メモリ地点で探す＋
(メモリ地点名 )

めもりちてんでさがす
例 )「メモリ地点で探す 

XXXXXX※ 4」
「メモリ地点 
XXXXXX※ 4」

( メモリ地点名 ) へのルートを表示
する。

電話番号でかける でんわばんごうでかける 電話番号から電話をかける。

G-BOOKを実行＋
(コンテンツ名 )

じーぶっくをじっこう
例 )「G-BOOKを実行

XXXXXX※ 5」
「G-BOOK 
XXXXXX※ 5」

G-BOOK サービスの ( コンテンツ
名 )を実行する。

マイリクエストを実行 まいりくえすとをじっこう マイリクエストを実行する。
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※1任意の電話帳名を発声してください。
※2任意のアーティスト名を発声してください。
※3任意のアルバム名を発声してください。
※4登録したメモリ地点名称を発声してください。
※5G-BOOKセンターから設定されたコンテンツを利用できます。
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ルート検索コマンド

※1「ジェームス」、「トヨタ販売店」などの施設名称がコマンドとして利用でき
ます。

※2名称読み（→P.160）で登録した名称がコマンドとして利用できます。

ガイドメニュー画面の表示コマンド

コマンド名称 認識語 動作

自宅に帰る じたくにかえる 自宅へのルートを表示する。

目的地を探す もくてきちをさがす ルート検索コマンドを表示する。

曲を探す きょくをさがす オーディオ操作コマンドを表示
する。

電話をかける でんわをかける 通話コマンドを表示する。

G-BOOKを使う じーぶっくをつかう G-BOOKコマンドを表示する。

コマンド名称 認識語 動作

住所で探す じゅうしょでさがす 住所から目的地を設定し、ルート
を表示する。

電話番号で探す でんわばんごうでさがす 電話番号から目的地を設定し、
ルートを表示する。

施設で探す※1 しせつでさがす 施設名から目的地を設定し、ルー
トを表示する。

近くで探す ちかくでさがす 近くの施設を目的地に設定し、
ルートを表示する。

メモリ地点で探す※2 めもりちてんでさがす 登録したメモリ地点を目的地に
設定し、ルートを表示する。
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オーディオ操作コマンド

通話コマンド

G-BOOKコマンド

※G-BOOKセンターから設定されたコンテンツを利用できます。

コマンド名称 認識語 動作

アルバムで再生 あるばむでさいせい アルバム名から音楽を再生する。

アーティストで再生 あーてぃすとでさいせい アーティスト名から音楽を再生
する。

コマンド名称 認識語 動作

電話帳でかける でんわちょうでかける 電話帳から電話をかける。

電話番号でかける でんわばんごうでかける 電話番号から電話をかける。

コマンド名称 認識語 動作

G-BOOKを実行 じーぶっくをじっこう G-BOOK サービスのコンテンツ
を実行する※。

マイリクエストを実行 まいりくえすとをじっこう マイリクエストを実行する。
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1 情報について

1. 情報・G・BTナビ（情報）
について ..................................... 417

2. 交通ナビ関連情報について......... 418
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1. 情報・G・BTナビ（情報）について

情報画面から次の操作を行うことができます。

※1 販売店装着オプションのビーコンユニット、または ITSスポット対応DSRC ユニットを装
着したときに操作することができます。

※2 G-BOOK オンラインサービスを利用されているときに操作することができます。
※3 販売店装着オプションのナビ連動の ETC システムを取りつけたときのみ表示されます。

ETCシステムを取りつけていないときは、表示順序が繰り上がって表示されます。

情報・G・BTナビ（情報）を表示する

1 画面外の  にタッチ。

2 『情報』にフリック操作で切り替える。
［情報］にタッチしても切り替えることがで
きます。

表示順序／
項目（スイッチ） 機　能 ページ

電話
交通・ナビ関連情報の表示 P.418

ハンズフリー画面の表示 P.499

エコ情報 エコ情報の表示 P.187

VICS
VICS 図形情報、文字情報の表示 P.216

割込情報（VICS/ITS スポット）の
表示※１ P.216

高速渋滞予測※2 渋滞予測情報の表示 P.609

ETC※ 3 ETC 画面の表示 P.478

データ管理 データ管理画面の表示 P.315

MENU
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2. 交通ナビ関連情報について

目的地が 1カ所のみ設定されているとき
［目的地］にタッチすると、名称と電話

番号を表示する。

交通ナビ関連情報を表示す
る

JAF や道路交通情報センターなどの
電話番号を表示することができます。
また、登録されているメモリ地点（→
P.150）や設定されている目的地（→
P.121）に電話番号が入力されていれ
ば、その地点の電話番号を表示するこ
とができます。

1 ［電話］にタッチ。

2 ［交通ナビ］にタッチ。

3 項目にタッチ。

4 選択した項目により、次のいずれか
の操作をする。

画面外の  →  → MENU 情報 情報画面

［JAF］または［道路交通情報セ
ンター］の情報を表示する

1 都道府県名 → 施設名称の順にタッ
チ。

［メモリ地点］の情報を表示する

1 メモリ地点にタッチ。
地図を表示するとき
［地図］にタッチ。

リストの並べ方をかえるとき
「メモリ地点を修正する」（→ P.154）

手順 2へ。

［目的地］の情報を表示する

目的地が複数設定されているとき
目的地名称にタッチ。
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周辺モニター

1 バックガイドモニター

1. バックガイドモニターとは......... 420

2. ガイド画面の出し方 .................... 420

3. ガイド方法の選び方 .................... 421

4. 並列駐車のしかた
（進路表示モード）...................... 423

5. 並列駐車のしかた
（駐車ガイド線表示モード）...... 426

6. 縦列駐車のしかた
（縦列ガイドモード）.................. 428
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（駐車ガイド線表示モード）...... 436

8. バックガイドモニターの設定..... 437
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ついての注意点.......................... 439

2 マルチビューバック
ガイドモニター

1. マルチビューバックガイド
モニターとは.............................. 445

2. カメラの視点切替方法 ................ 446

3. マルチビューバックガイド
モニターについての注意点 ...... 447
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1. バックモニターとは .................... 451

2. 操作のしかた................................ 451
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1. ブラインドコーナーモニター /
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3. ブラインドコーナーモニター /
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3. バックモード................................ 463

4. 回転表示モード............................ 465

5. マルチアングル全周囲
モニターの設定.......................... 465
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1. バックガイドモニター ★

1. バックガイドモニターと
は

車両後方の映像をモニター画面に映
し出し、ガイド線や音声案内で、駐車
時の後退操作を補助する装置です。
バックガイドモニターは、以下の2 通
りの駐車方法について補助します。
車庫入れのような並列駐車。進路表
示モードか駐車ガイド線表示モード
を使います。
路側などに止める縦列駐車。縦列ガ
イドモードか駐車ガイド線表示モー
ドを使います。

※ 車種により、バックガイドモニター機能
が使用できないことがあります。詳しく
は、販売店にご相談ください。

警 告

● バックガイドモニターは、後退操作を補助す
る装置です。後退するときは、必ず後方や周
囲の安全を直接確認しながら運転してくだ
さい。（→P.439）

● カメラのレンズの特性により、画面に映る人
や障害物は、実際の位置や距離と異なりま
す。（→P.441）

知 識
● 本文中で使用している画面のイラストは例
であり、イラストと実際に映し出される映像
では車両の映り込みなどが異なることがあ
ります。

☆印はオプションです。

2. ガイド画面の出し方

解除するときシフトレバーを  以外にす
る。

ガイド画面の出し方

1 エンジンスイッチがONのとき、シ
フトレバーを  にする。

知 識
● シフトレバーを  にしていても、画面外の

 ・  など各モードのスイッチに
タッチすると、タッチしたスイッチのモード
画面に切り替わります。

MAP AV
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3. ガイド方法の選び方

■進路表示モード（→P.423）

ハンドル操作に連動した予想進路線な
どが表示されるモードです。

■駐車ガイド線表示モード（→ P.426）

ハンドルの切り返し点（駐車ガイド線）
が表示されるモードです。
車両感覚に慣れた方（進路表示モードを必
要とせずに駐車できる方）はご使用くださ
い。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

並列駐車（車庫入れ）時に使
用するとき

車庫入れなど並列駐車をするときは、
次のいずれかのモードを使用します。

モードの切り替え方

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『運転支援』にフリック
操作で切り替える。

4 ［バックガイドモニター設定］に
タッチ。

5 ［駐車ガイド線表示］にタッチ。

MENU
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駐車ガイド線表示モードに切り替えるとき
［する］にタッチ。

進路表示モードに切り替えるとき
［しない］にタッチ。

■縦列ガイドモード（→P.428）

画面表示と音声案内により、縦列駐車を
補助するモードです。

■駐車ガイド線表示モード（→ P.436）

ハンドルの切り返し点（駐車ガイド線）
が表示されるモードです。
縦列ガイドモードを必要とせずに駐車の
できる方や、縦列ガイドモードが使用でき
ないときなどにご使用ください。

■縦列ガイドモードへの切り替え

■駐車ガイド線表示モードへの切り替
え

6 ［する］または［しない］にタッチ
し、［完了］にタッチ。

縦列駐車時に使用するとき

縦列駐車をするときは、次のいずれか
のモードを使用します。

モードの切り替え方

1 ［縦列ガイド］にタッチ。

1 ［駐車ガイド線表示］にタッチ。

2 ［する］にタッチし、 ［完了］にタッ
チ。

画面外の  →  → 
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

バックガイドモニター設定

バックガイドモニター設定画面
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4. 並列駐車のしかた（進路表示モード）

画面の見方

予想進路線（黄色）

車が後退していく進路の目安を示す。
ハンドル操作と連動します。

車幅延長線（緑色）

車をまっすぐ後退させたときの進路の目安
を示す。
実際の車幅より広く表示しています。
ハンドルがまっすぐ（直進状態）になって
いるときは、予想進路線と重なります。

距離目安線（緑色 約 0.5ｍ先）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示
す。
約 0.5m先を示します。

距離目安線（赤色 約 0.5ｍ先）
（黄色 約 1ｍ先）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示
す。
ハンドル操作と連動します。予想進路線と
ともに動きます。

それぞれの中心位置で、約 0.5m 先（赤
色）・約1m先（黄色）を示します。

ハンドルがまっすぐ（直進状態）になって
いないときは誤差が生じます。
上の画面では、距離目安線が示す実際の距
離（赤色：約 0.5m先、黄色：約 1m先）
より、右側は近くの位置に、左側は遠くの
位置に表示されます。

バンパー後端
車の前方 



警 告

● 乗車人数・積載量などにより、画面のガイド
線の示す位置は変わります。必ず後方や周囲
の安全を直接確認しながら運転してくださ
い。

● ハンドルがまっすぐ（直進状態）で車幅延長
線と予想進路線がずれているときは、できる
だけ曲り角・カーブ等がなく、渋滞の少ない
道路を前進で約 5 分間以上走行してくださ
い。それでもなおらない場合は、販売店で点
検を受けてください。

● 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示され
ます。後退するときは、必ず後方や周囲の安
全を直接確認しながら運転してください。

知 識
●［進路消去］にタッチすると、予想進路線や
車幅延長線を消すことができます。この場
合、距離目安線はハンドル操作と連動しませ
ん。もとに戻すときは、同じ画面に表示され
る［進路表示］にタッチします。
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以下の手順と逆方向の駐車スペースに
駐車するときは、ハンドル操作がすべて
左右逆になります。

操作のしかた

1 進路表示モードにする。（→P.421）

2 シフトレバーを  にする。

3 予想進路線が駐車スペースの中に
入るようにハンドルを操作して、
ゆっくり後退する。

予想進路線

駐車スペース
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4 車の後部が駐車スペースの中に
入ったら、車幅延長線と駐車スペー
ス左右の区画線との間隔が、車の近
くの位置で同じくらいになるよう
にハンドルを操作する。

同じくらいの間隔にする

駐車場の区画線

車幅延長線

5 車幅延長線と駐車場の区画線が平
行になったら、ハンドルをまっすぐ
（直進状態）にして、車が駐車スペー
スに全部入るまで、ゆっくり後退す
る。

知 識
● 駐車するときは、画面の映像と実際の状況は
異なることがありますので、必ず直接確認し
てください。
･ 距離目安線と駐車スペースの後端が画面
では平行に見えても（下図参照）、実際に
は平行ではないことがあります。

･ 駐車場の区画線が片側しかないときは、
車幅延長線と駐車スぺースの左端（右端）
が画面では平行に見えても（下図参照）、
実際には平行ではないことがあります。

駐車場の区画線

駐車スペースの後端



1. バックガイドモニター

426

AW   

周
辺
モ
ニ
タ
ー

5. 並列駐車のしかた（駐車ガイド線表示モード）

画面の見方

車幅延長線（緑色）

車をまっすぐ後退させたときの進路の目安
を示す。
実際の車幅より広く表示しています。

距離目安線　約 0.5ｍ先（緑色）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示
す。
約 0.5m先を示します。

駐車ガイド線（緑色）

ハンドルをいっぱいまでまわして後退
（もっとも小回り）したときの進路の目安を
示す。
駐車時にハンドルを操作する位置の目安
となります。

警 告

● 乗車人数・積載量などにより、画面のガイド
線の示す位置はかわります。必ず後方や周囲
の安全を直接確認しながら運転してくださ
い。

● 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示され
ます。後退するときは、必ず後方や周囲の安
全を直接確認しながら運転してください。

バンパー後端

車の前方 



知 識
●［進路消去］にタッチすると、車幅延長線と
駐車ガイド線を消すことができます。距離目
安線は赤色になります。もとに戻すときは、
同じ画面に表示される［進路表示］にタッチ
します。
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以下の手順と逆方向の駐車スペースに
駐車するときは、ハンドル操作がすべて
左右逆になります。

操作のしかた

1 駐車ガイド線表示モードにする。
（→P.421）

2 シフトレバーを  にする。

3 駐車ガイド線が駐車スペースの左
端の区画線に合うまで後退したら
止まる。

区画線

駐車ガイド線

知 識
● 画面のように駐車ガイド線と区画線に合わ
せて後退すると、駐車スペースの幅が約
2.2mの場合にほぼ中央に進入します。駐車
スペースの幅に応じて止まる位置を調整し
てください。

4 ハンドルを右いっぱいにまわして、
ゆっくり後退する。

5 車が駐車スペースと平行になった
ら、ハンドルをまっすぐ（直進状態）
にする。画面を参考に最適な位置ま
で後退し、駐車を終える。
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6. 縦列駐車のしかた（縦列ガイドモード）

〈車の動き〉 〈操作内容〉

車の動きと画面・音声案内の流れ

道路と平行で、駐車している車との間隔が約
1ｍの位置で止まる。

緑の縦線が隣に駐車している車の後端に合う
まで後退したら止まる。
（画面①）

車を止めたままハンドルを操作し、緑の枠を
駐車したい場所に合わせたら、ハンドルをそ
のままにして後退する。
（画面②）

緑の曲線が表示されて、緑の曲線が駐車した
い位置の左端に合うまでハンドルをそのまま
にして後退する。（画面③）

駐車したい位置の左端に合ったら止まり、ハ
ンドルを逆方向にいっぱいまで操作する。
（画面④）

ハンドルをそのままにして、距離目安線など
を参考に目視やミラーで周辺を確認し後退す
る。（画面⑤）

車がほぼまっすぐになったら、縦列ガイド
モードが終了する。（画面⑥）

約1ｍ
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■画面・音声案内の流れ

画
面
①

音声案内 「緑の縦線が隣の車のうしろに合う
までバックして止まります。」

画
面
②

音声案内
「止まったままハンドルをまわして、
緑の枠を駐車スペースに合わせま
す。」

音声案内
「枠を合わせたらハンドルをそのま
まに車両周辺を確認しながらバック
します。」

画
面
③

画
面
④

音声案内
「緑の線が車を寄せたい位置に合っ
たら、止まってハンドルを右いっぱ
いに切り返します。」

画
面
⑤

画
面
⑥

音声案内 「ハンドルをそのままに車両周辺を
確認しながらバックします。」 音声案内 「縦列ガイドを終了します。」

緑の縦線が、隣に駐車している車
の後端に合うまで後退する。

ここまで後退する。

緑の枠を駐車したい場所に
合わせる。

緑の曲線が駐車したい場所
の左端に合うまで後退する。

距離目安線などを参考に、目視や
ミラーで周辺を確認し後退する。
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以下の手順は、左側の駐車スペースに駐
車するときの例を示しています。
右側の駐車スペースに駐車するときは、
ハンドル操作などがすべて左右逆にな
ります。
マルチビューバックガイドモニターを接
続しているとき
カメラの視点を標準画面に切り替えま

す。（→ P.446）

前後の位置は、駐車している車より車半分
ほど前の位置にします。

警 告

● カーブや坂道など平坦・まっすぐではない道
路では正しく表示されないため、使わないで
ください。

● ハンドル操作は、必ず車を止めた状態で行っ
てください。

知 識
● ガイドを中止したいときは、［ガイド中止］
にタッチすると、最初（シフトレバーを 
にしたとき）の画面にもどります。

● 音声案内をもう一度聞きたいときは、［再音
声］にタッチします。

● 音声案内は運転席側スピーカーより出力さ
れます。

操作のしかた

1 道路（または路肩）と平行で、駐車
している車との間隔が約1mの位置
に止まり、ハンドルをまっすぐ（直
進状態）にする。

2 シフトレバーを  にする。

自車

ほぼ車半分

駐車している車

駐車したい位置

約1m
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画面で、駐車している車のリヤタイヤより
うしろの部分が映っていることを確認し
てください。
映っていないときは、車を正しい位置まで
前進させ、操作をやりなおします。

前の画面に戻るとき
［ガイド中止］にタッチ。

この画面を表示させないようにするとき
［次回からこの表示を省略］にタッチ。

この画面を再度表示させるとき
「はじめのコツの表示設定」
（→P.438）

3 車の位置を確認し、［縦列ガイド］に
タッチ。

4 表示された画面と同じ位置に車が
止まっていることを確認し、［次へ］
にタッチ。

5 音声で案内されたら、ハンドルを
まっすぐ（直進状態）にしたまま、
緑の縦線が隣に駐車している車の
後端に合う位置まで後退し、止ま
る。

音声案内 「緑の縦線が隣の車のうしろに合う
までバックして止まります。」

緑の縦線

車をここまで後退させる
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知 識
● ハンドルをまっすぐ（直進状態）にしないで
後退すると、次の音声案内まで進んでしまう
ことがあります。
その場合は、最初に車を止めた位置まで車を
前進させ、やりなおしてください。

● シフトレバーを  以外にしても、約10秒
以内に  にもどせば、この画面にもどりま
す。

緑の縦線

6 音声で案内され、緑の枠が表示され
る。止まったままハンドルを左にま
わして、緑の枠を駐車したい位置に
合わせる。

音声案内
「止まったままハンドルをまわし
て、緑の枠を駐車スペースに合わせ
ます。」

緑の縦線 緑の枠

緑の縦線 緑の枠
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緑の縦線

ハンドルを
左にまわす

緑の枠

注 意

● 緑の枠の中に障害物がないことを必ず確認
してください。緑の枠の中に障害物がある場
合は、縦列ガイドモードを使用することはで
きません。

● 緑の枠を駐車したい位置に合わせるときは、
必ず手前に延びている緑の線が前方に駐車
している車のタイヤにかからないようにし
てください。緑の枠を駐車したい位置に合わ
せると前方に駐車している車にかかってし
まう場合は、かからない範囲で合わせてくだ
さい。

延長線がタイヤにかかっている
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知 識
● 枠が赤くなって、下のようなメッセージが表
示されたら、ガイドすることができませんの
で、ハンドルをもどしてください。

● 枠が正しい駐車位置に合っている場合でも、
下のようなメッセージが表示されることが
あります。この場合、車が路肩から離れすぎ
ていることが考えられますので、隣に駐車し
ている車との間隔（約1m）を確認してくだ
さい。

7 緑の枠を合わせ、音声で案内された
ら、ハンドルをそのままの状態にし
て後退する。

音声案内
「枠を合わせたらハンドルをそのま
まに車両周辺を確認しながらバッ
クします。」

注 意

● 車の右前端を前方の障害物にぶつけないよ
うに注意して、ゆっくり後退してください。

知 識
● 後退中にハンドルを操作してしまうと、ガイ
ドされなくなります。
その場合は、シフトレバーを  以外にして
から、再度  にして最初からやりなおして
ください。

● ごく低速で後退すると、次の案内が行われな
いことがあります。

● 後退を開始すると、ガイド線が表示されなく
なります。
必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら
運転してください。
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必ず車を止めた状態でハンドルを操作し
てください。

車がほぼまっすぐになったら、音声で案内
され、縦列ガイドモードが終了します。

8 音声で案内され緑の曲線が表示さ
れたら、ハンドルをそのままの状態
にして後退する。
緑の曲線が、駐車したい位置の左端
の地点に合ったら止まる。

音声案内
「緑の線が車を寄せたい位置に合っ
たら、止まってハンドルを右いっぱ
いに切り返します。」

緑の曲線

ハンドルをその
ままにして後退
する

緑の曲線

緑の曲線を
ここに合わせる

知 識
● 後退の速度が速すぎると、案内が間に合わな
いことがあります。

9 車を止めたまま、ハンドルを右いっ
ぱいまでまわす。

10 画面が切り替わり音声で案内され
たら、ハンドルをそのままの状態に
して後退する。

音声案内 「ハンドルをそのままに、車両周辺
を確認しながらバックします。」

注 意

● 車の左前端を前方に駐車している車にぶつ
けないよう注意して、ゆっくり後退してくだ
さい。

11 車が道路（または路肩）と平行に
なったら、ハンドルをまっすぐ（直
進状態）にもどす。
距離目安線を参考に、必ず目視やミ
ラーで車の前後を確認して、ゆっく
り後退し止まる。

音声案内 「縦列ガイドを終了します。」
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7. 縦列駐車のしかた（駐車ガイド線表示モード）

以下の手順と逆方向の駐車スペースに
駐車するときは、ハンドル操作がすべて
左右逆になります。

画面の見方

車幅延長線（緑色）

車をまっすぐ後退させたときの進路の目安
を示す。
実際の車幅より広く表示しています。

距離目安線　約 0.5ｍ先（緑色）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示
す。
約 0.5m先を示します。

駐車ガイド線（緑色）

ハンドルをいっぱいまでまわして後退
（もっとも小回り）したときの進路の目安を
示す。
駐車時にハンドルを操作する位置の目安
となります。

警 告

● 乗車人数・積載量などにより、画面のガイド
線の示す位置はかわります。必ず後方や周囲
の安全を直接確認しながら運転してくださ
い。

● 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示され
ます。後退するときは、必ず後方や周囲の安
全を直接確認しながら運転してください。

バンパー後端

車の前方 



操作のしかた

1 駐車ガイド線表示モードにする。
（→P.421）

2 シフトレバーを  にする。

3 駐車ガイド線が駐車したい位置の
左端に合うまで後退したら止まる。

駐車したい位置
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4 ハンドルを右いっぱいにまわして、
ゆっくり後退する。

注 意

● 車の左前端を前方に駐車している車にぶつ
けないよう注意して、ゆっくり後退してくだ
さい。

5 車が道路（または路肩）と平行に
なったら、ハンドルをまっすぐ（直
進状態）にする。
画面を参考に必ず目視やミラーで
車の前後を確認し、最適な位置まで
後退して駐車を終える。

8. バックガイドモニターの
設定

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

次の項目を設定できます。

バックガイドモニター設定
画面の表示

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『運転支援』にフリック
操作で切り替える。

4 ［バックガイドモニター設定］に
タッチ。

5 設定する項目を選択する。

項　目 ページ

縦列ガイド音量設定 P.438

はじめのコツ表示 P.438

駐車ガイド線表示 P.421、
P.422

MENU
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音声をOFF にするとき
［消音］にタッチ。

縦列ガイドの音量設定

1 ［縦列ガイド音量設定］にタッチ。

2 設定したい音量にタッチし、［完了］
にタッチ。

はじめのコツの表示設定

縦列ガイドモード（→P.428）に「は
じめのコツ」を表示することができま
す。

1 ［はじめのコツ表示］にタッチ。

2 ［する］または［しない］にタッチ
し、［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

バックガイドモニター設定

バックガイドモニター設定画面

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

バックガイドモニター設定

バックガイドモニター設定画面
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9. バックガイドモニターについての注意点

運転時の注意

警 告

● バックガイドモニターを過信しないでくだ
さい。
一般の車と同様、必ず後方や周囲の安全を直
接確認しながら慎重に後退してください。と
くに周辺に駐車している車や障害物などに
接触しないようにしてください。

● 後退するときは、必ず後方や周囲の安全を直
接確認しながら運転してください。

● 画面だけを見ながら後退することは絶対に
しないでください。
画面に映っている映像と実際の状況は異な
ることがあり、画面だけを見て後退すると車
をぶつけたり、思わぬ事故を引き起こすおそ
れがあります。後退するときは、必ず目視や
ミラーなどで後方や周囲の安全を直接確認
してください。

● 以下のような状況では、使用しないでくださ
い。車の進路が予想進路線から大きく外れる
可能性があります。
･ 凍結したり、すべりやすい路面、または
雪道

･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使用し
ているとき

･ バックドアが完全に閉まっていないとき
･ 坂道など平坦でない道路

● バックガイドモニターの各モードの操作手
順はあくまでも一例であり、駐車時の道路事
情・路面や車の状況などにより、ハンドル操
作のタイミング・操作量は異なります。以上
のことを十分理解したうえで、バックガイド
モニターをご使用ください。
また、駐車するときは、必ず駐車スペースに
車を駐車できるかを確認してから操作をお
こなってください。

● 外気温が低い場合、画面が暗くなったり、映
像が薄れることがあります。特に動いている
ものの映像が歪む、または画面から見えなく
なることがあるため、必ず周囲の安全を直接
目で確認しながら運転してください。

● タイヤを交換するときは、販売店にご相談く
ださい。タイヤを交換すると、画面に表示さ
れるガイド線の示す位置に誤差が生じるこ
とがあります。

注 意

● 本機能を過信しないで注意して運転してく
ださい。道路固有の特性や路面などの状況、
また運転操作のばらつきや、舵角センサーの
補正状態などにより予測した位置に駐車で
きない場合があります。

● 本機能は、各車種ごとの設定が必要です。し
たがってお車の買い換えなどのとき、本機を
他の車へ付け替えるときは必ず販売店で
バックガイドモニター設定値（車両データ）
を変更してからご使用ください（そのままで
は本機能をご使用になれない車種がありま
す）。



440

1. バックガイドモニター

9. バックガイドモニターについての注意点

AW   

周
辺
モ
ニ
タ
ー

バンパー後端から車の後方（下図の範
囲）が映ります。

■画面

■映る範囲

画面に映る範囲

バンパーの両端付近は映りません

知 識
● 車や路面の状況により、映る範囲は異なるこ
とがあります。

● カメラに映る範囲には限度があり、バンパー
の両端付近やバンパーの下にあるものは映
りません。

● バックガイドモニターのカメラは特殊なレ
ンズを使用しているため、画面に映る映像の
距離感覚は実際の距離とは異なります。

● 次のようなときは、画面が見づらくなること
がありますが、異常ではありません。
･ 暗いところ（夜間など）
･ レンズ付近の温度が高い、または低いと
き

･ カメラに水滴がついたときや、湿度が高
いとき（雨天時など）

･ カメラ付近に異物（泥など）がついたとき
･ 太陽やヘッドランプの光が直接カメラの
レンズに当たったとき

● バックガイドモニターの画質調整の方法は、
ナビゲーション画面の調整と同じです。
（→P.51）
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車両の後方に取りつけられています。

距離目安線は、平らな路面に対しての距
離の目安を示しています。そのため、以
下の状態のときは、画面のガイドと実際
の路面上の距離・進路に誤差が生じま
す。

■急な上り坂が後方にあるとき

実際の距離より手前に距離目安線が表
示されます。そのため、上り坂に障害物
があった場合には、実際より遠くにある
ように見えます。
同様にガイド線と実際の路面上の進路
にも誤差が生じます。

カメラ

注 意

● バックガイドモニターが正常に作動しなく
なるおそれがありますので、以下のことにご
注意ください。
･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶつけ
るなど、強い衝撃を与えないでください。
カメラの位置、取りつけ角度がずれるお
それがあります。

･ カメラ部は防水構造となっていますの
で、取りはずし・分解・改造をしないで
ください。

･ カメラのカバーを強くこすったり、硬い
ブラシや研磨剤などでみがいたりすると
カバーが傷つき、映像に悪影響をおよぼ
すおそれがあります。

･ カメラのカバーやレンズは樹脂ですの
で、有機溶剤・ボディワックス・油膜取
り剤・ガラスコート剤などを付着させな
いでください。付着したときは、すぐに
ふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急激な
温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメラ周
辺に直接水を当てないでください。強い
水圧により衝撃が加わり、カメラが脱落
する恐れがあります。また、内部に水が
入り、故障の原因となることがあります。

･ カメラ部をぶつけたときは、カメラの故
障などのおそれがあります。早めにお買
い上げの販売店で点検を受けてくださ
い。

･ スチーム洗車機は、高温の蒸気が噴出す
るタイプがあるため、絶対に使用しない
でください。

知 識
● カメラのレンズがよごれていると、鮮明な画
像が得られません。
水滴、雪、泥などのよごれが付着したときは
水洗いし、柔らかい布でふき取ってくださ
い。よごれがひどい場合は、中性洗剤で洗い
流してください。

画面と実際の路面との誤差

距離目安線

誤差

実際の距離

誤差
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■急な下り坂が後方にあるとき

実際の距離よりうしろに距離目安線が
表示されます。そのため、下り坂に障害
物があった場合には、実際より近くにあ
るように見えます。
同様にガイド線と実際の路面上の進路
にも誤差が生じます。

■車が傾いているとき

乗車人数、積載量などにより車が傾いて
いるときは、実際の距離、進路と誤差が
生じます。

画面のガイドは平面物（道路など）を対
象にしています。
張り出しのある立体物（トラックの荷台
のような障害物）が近くにあるときは、
以下のことに注意して、ぶつからないよ
うにしてください。

■予想進路線
予想進路線は路面に対して表示されて
いるため、立体物の位置を判断すること
はできません。

画面では、トラックの荷台が予想進路線
の外側にあり、ぶつからないように見え
ますが、実際には荷台が進路上に張り出
しているためぶつかることがあります。
このように予想進路線が障害物の近く
を通るときは、後方や周囲の安全を直接
確認してください。

誤差 誤差

誤差 誤差

立体物が近くにあるとき

予想進路線
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■距離目安線
距離目安線は路面に対して表示されて
いるため、立体物との距離を判断するこ
とはできません。

A、B、Cの位置

画面では、距離目安線により約 1m 先
（B の位置）にトラックが駐車してある
ように見えますが、実際には A の位置
まで後退すると、ぶつかります。
画面ではA、B、Cの順に近く見えます
が、実際の距離はAとCは同じ距離で、
BはA、Cより遠い距離にあります。

以下の場合には、必ず初期化作業を行っ
てください。
バッテリーを脱着したとき

シフトレバーを  にして、システム初期
化中画面が表示されたとき（バッテリー能
力の低下など）

システム初期化中画面

■初期化作業
次のいずれかの操作をします。
車を止めた状態で、ハンドルを左いっぱい
にまわしたあと、右いっぱいにまわしま
す。（左右どちらが先でも可）

できるだけ曲り角・カーブなどがなく、渋
滞していない道路を前進で約 5 分間以上
走行します。

通常の画面にもどれば、設定終了です。

C
B
A

約 1ｍ

バッテリーの脱着後やシス
テム初期化中画面がでたと
きは

注 意

● 上記操作を行っても、画面が切り替わらない
ときは、販売店で点検を受けてください。
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車載機を載せ替えたとき
［はい］にタッチ。

車載機を載せ替えていないとき
［いいえ］にタッチ。

［はい］にタッチしたとき
次に表示される画面で［OK］にタッチ。

知 識
● システム初期化中画面で、［ヘルプ］にタッ
チすると、操作方法を表示させることができ
ます。

画面に表示された操作をして、通常の画面に
もどれば設定終了です。
システム初期化中画面、またはヘルプ画面が
表示されたままのときは、販売店で点検を受
けてください。
［了解］にタッチすると、もとの画面にもど
ります。

バッテリーの脱着後や車載
機の載せ替えをしたときは

バッテリーの脱着や車載機を載せ替
えた場合、チェンジレバーを  にす
ると確認画面が表示されます。本機を
載せ替えた場合、必ず販売店でバック
ガイドモニターの設定を行ってくだ
さい。

1 ［はい］または［いいえ］にタッチ。
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2. マルチビューバックガイドモニター ★

1. マルチビューバックガイドモニターとは

マルチビューバックガイドモニター
はバックガイドモニターの機能を使
用できる他、カメラの映像を次の3つ
の視点で表示することができます。
標準画面…バックガイドモニターと
同じ視点です。ハンドル操作に連動
したガイド線が表示されます。縦列
駐車への切り替えや、ガイド線を消
すことができます。

ワイドビュー…標準画面と比べ、左
右に広い範囲の映像を表示すること
ができます。車両後退時の左右安全
確認をサポートする視点です。

ワイドビュー＋トップビュー…ワイ
ドビューの映像と、上方から見下ろ
した映像（トップビュー）を同時に
表示することができます。車両後退
時の安全運転をよりいっそうサポー
トする視点です。

基本的な操作方法や注意点について
は「バックガイドモニター」（→P.420
～ P.444）をご覧ください。
※ 車種により、マルチビューバックガイド

モニター機能が使用できないことがあ
ります。詳しくは、販売店にご相談くだ
さい。

知 識
● ワイドビューおよびワイドビュー＋トップ
ビューで表示している場合、車幅延長線など
のガイド線を消すことができません。また、
ハンドル操作に連動した予想進路線などの
ガイド線は表示されません。（→P.423）

☆印はオプションです。

警 告

● マルチビューバックガイドモニターは、後退
操作を補助する装置です。後退するときは、
必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら
運転してください。（→P.447）

● カメラのレンズの特性により、画面に映る人
や障害物は、実際の位置や距離と異なりま
す。（→P.441）

知 識
● 本文中で使用している画面のイラストは例
であり、イラストと実際に映し出される映像
では車両の映り込みなどが異なることがあ
ります。
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2. カメラの視点切替方法

＜標準画面＞
バックガイドモニターの「画面の見方」
（→P.423、P.426）をご覧ください。

タッチするごとに、標準画面→ワイド
ビュー→ワイドビュー＋トップビューと
切り替わります。

画面の見方

車幅延長線（緑色）

車をまっすぐ後退させたときの進路の目安
を示す。
実際の車幅より広く表示しています。

バンパー後端

車の前方 



＜ワイドビュー＞

バンパー後端

車の前方 


＜ワイドビュー＋トップビュー＞

距離目安線　約 0.5ｍ先（赤色）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示
す。
約0.5m先を示します。

駐車ガイド線 （緑色）

車の後方（バンパー後端から）の距離を示
す。
約1m先（1本目）・約2.7m先（2本目）を
示します。

警 告

● 乗車人数・積載量などにより、画面のガイド
線の示す位置はかわります。必ず後方や周囲
の安全を直接確認しながら運転してくださ
い。

● 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示され
ます。後退するときは、必ず後方や周囲の安
全を直接確認しながら運転してください。

視点の切り替え方

1 シフトレバーを  にする。

2 ［視点切替］にタッチ。

知 識
● 縦列ガイドモード中は視点を切り替えるこ
とができません。
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3. マルチビューバックガイドモニターについての注意点

運転時の注意

警 告

● マルチビューバックガイドモニターを過信しないでください。
一般の車と同様、必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら慎重に後退してください。とくに周
辺に駐車している車や障害物などに接触しないようにしてください。

● 後退するときは、必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら運転してください。
● 画面だけを見ながら後退することは絶対にしないでください。
画面に映っている映像と実際の状況は異なることがあり、画面だけを見て後退すると車をぶつけ
たり、思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。後退するときは、必ず目視やミラーなどで後
方や周囲の安全を直接確認してください。

● 以下のような状況では、使用しないでください。車の進路が予想進路線から大きく外れる可能性
があります。
･ 凍結したり、すべりやすい路面、または雪道
･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使用しているとき
･ バックドアが完全に閉まっていないとき
･ 坂道など平坦でない道路

● マルチビューバックガイドモニターの各モードの操作手順はあくまでも一例であり、駐車時の道
路事情・路面や車の状況などにより、ハンドル操作のタイミング・操作量は異なります。以上の
ことを十分理解したうえで、マルチビューバックガイドモニターをご使用ください。
また、駐車するときは、必ず駐車スペースに車を駐車できるかを確認してから操作をおこなって
ください。

● 外気温が低い場合、画面が暗くなったり、映像が薄れることがあります。特に動いているものの
映像が歪む、または画面から見えなくなることがあるため、必ず周囲の安全を直接目で確認しな
がら運転してください。

● タイヤを交換するときは、販売店にご相談ください。タイヤを交換すると、画面に表示されるガ
イド線の示す位置に誤差が生じることがあります。

注 意

● 本機能を過信しないで注意して運転してください。道路固有の特性や路面などの状況、また運転
操作のばらつきや、舵角センサーの補正状態などにより予測した位置に駐車できない場合があり
ます。

● 本機能は、各車種ごとの設定が必要です。したがってお車の買い換えなどのとき、本機を他の車
へ付け替えるときは必ず販売店でマルチビューバックガイドモニター設定値（車両データ）を変
更してからご使用ください（そのままでは本機能をご使用になれない車種があります）。
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3. マルチビューバックガイドモニターについての注意点
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＜標準画面＞
バックガイドモニターの「画面に映る範囲」（→P.440）をご覧ください。

＜ワイドビュー＞

■画面

■映る範囲

画面に映る範囲

バンパー後端

ワイドビュー ワイドビュー＋トップビュー

ワイド
ビュー
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＜トップビュー＞

■画面

■映る範囲

知 識
● 車や路面の状況により、映る範囲は異なることがあります。
● バンパー後端の見え方は車種により異なります。
● マルチビューバックガイドモニターのカメラは特殊なレンズを使用しているため、画面に映る映
像の距離感覚は実際の距離とは異なります。

● 次のようなときは、画面が見づらくなることがありますが、異常ではありません。
･ 暗いところ（夜間など）
･ レンズ付近の温度が高い、または低いとき
･ カメラに水滴がついたときや、湿度が高いとき（雨天時など）
･ カメラ付近に異物（泥など）がついたとき
･ 太陽やヘッドランプの光が直接カメラのレンズに当たったとき
･ バックライトやブレーキランプの光が直接カメラのレンズに当たったとき

● マルチビューバックガイドモニターの画質調整の方法は、ナビゲーション画面の調整と同じで
す。（→P.51）

バンパー後端

ワイドビュー＋トップビュー

トップ
ビュー
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3. マルチビューバックガイドモニターについての注意点
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車両の後方に取りつけられています。

カメラ

注 意

● マルチビューバックガイドモニターが正常
に作動しなくなるおそれがありますので、以
下のことにご注意ください。
･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶつけ
るなど、強い衝撃を与えないでください。
カメラの位置、取りつけ角度がずれるお
それがあります。

･ カメラ部は防水構造となっていますの
で、取りはずし・分解・改造をしないで
ください。

･ カメラのカバーを強くこすったり、硬い
ブラシや研磨剤などでみがいたりすると
カバーが傷つき、映像に悪影響をおよぼ
すおそれがあります。

･ カメラのカバーやレンズは樹脂ですの
で、有機溶剤・ボディワックス・油膜取
り剤・ガラスコート剤などを付着させな
いでください。付着したときは、すぐに
ふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急激な
温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメラ周
辺に直接水を当てないでください。強い
水圧により衝撃が加わり、カメラが脱落
する恐れがあります。また、内部に水が
入り、故障の原因となることがあります。

･ カメラ部をぶつけたときは、カメラの故
障などのおそれがあります。早めにお買
い上げの販売店で点検を受けてくださ
い。

･ スチーム洗車機は、高温の蒸気が噴出す
るタイプがあるため、絶対に使用しない
でください。

知 識
● カメラのレンズがよごれていると、鮮明な画
像が得られません。
水滴、雪、泥などのよごれが付着したときは
水洗いし、柔らかい布でふき取ってくださ
い。よごれがひどい場合は、中性洗剤で洗い
流してください。
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3. バックモニター ★

1. バックモニターとは

車両後方の映像をモニター画面に映
し出し、ガイド線で駐車時の後退操作
を補助する装置です。
※ 車種により、バックモニター機能が使用

できないことがあります。詳しくは、販
売店にご相談ください。

警 告

● バックモニターは、後退操作を補助する装置
です。後退するときは、必ず後方や周囲の安
全を直接確認しながら運転してください。
（→P.452）

● カメラのレンズの特性により、画面に映る人
や障害物は、実際の位置や距離と異なりま
す。（→P.454）

知 識
● 本文中で使用している画面のイラストは例
であり、イラストと実際に映し出される映像
では車両の映り込みなどが異なることがあ
ります。

☆印はオプションです。

2. 操作のしかた

解除するとき
シフトレバーを  以外にする。

操作のしかた

1 エンジンスイッチがONのとき、シ
フトレバーを  にする。

知 識
● シフトレバーを  にしていても、画面外の

 ・  など各モードのスイッチに
タッチすると、タッチしたスイッチのモード
画面に切り替わります。

画面の見方

車幅延長線（黄色）

車をまっすぐ後退させたときの進路の目安
を示す。
実際の車幅より広く表示しています。

距離目安線

車の後方（バンパー後端から）の距離を示
す。
ハンドル操作と連動しません。
約 0.5m先（1本目）・約1m先（2本目）・
約 2m先（3本目）を示します。

MAP AV

バンパー後端
車の前方 


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警 告

● 乗車人数・積載量などにより、画面のガイド
線の示す位置はかわります。必ず後方や周囲
の安全を直接確認しながら運転してくださ
い。

● 車幅延長線は、実際の車幅より広く表示され
ます。後退するときは、必ず後方や周囲の安
全を直接確認しながら運転してください。

知 識
● ガイド線は表示する／しないを設定できま
す。（→P.452）

ガイド線表示の設定

後方の映像にガイド線を表示する /し
ないを設定できます。

1 画面外の  に 1秒タッチ。

2 ［画質・消］にタッチ。

3 ［ガイドON］または［ガイドOFF］
にタッチし、［完了］にタッチ。

バックモニター映像画面（→P.451）

MENU

3. バックモニターについて
の注意点

運転時の注意

警 告

● バックモニターを過信しないでください。
一般の車と同様、必ず後方や周囲の安全を直
接確認しながら慎重に後退してください。と
くに周辺に駐車している車や障害物などに
接触しないようにしてください。

● 後退するときは、必ず後方や周囲の安全を直
接確認しながら運転してください。

● 画面だけを見ながら後退することは絶対に
しないでください。
画面に映っている映像と実際の状況は異な
ることがあり、画面だけを見て後退すると車
をぶつけたり、思わぬ事故を引き起こすおそ
れがあります。後退するときは、必ず目視や
ミラーなどで後方や周囲の安全を直接確認
してください。

● 以下のような状況では、使用しないでくださ
い。
･ 凍結したり、すべりやすい路面、または
雪道

･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使用し
ているとき

･ バックドアが完全に閉まっていないとき
･ 坂道など平坦でない道路

● 外気温が低い場合、画面が暗くなったり、映
像が薄れることがあります。特に動いている
ものの映像が歪む、または画面から見えなく
なることがあるため、必ず周囲の安全を直接
目で確認しながら運転してください。

● タイヤを交換するときは、販売店にご相談く
ださい。タイヤを交換すると、画面に表示さ
れるガイド線の示す位置に誤差が生じるこ
とがあります。
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バンパー後端から車の後方（下図の範
囲）が映ります。

■画面

■映る範囲

距離目安線は路面に対して表示されて
いるため、立体物との距離を判断するこ
とはできません。
画面では、距離目安線により約 1m 先
（B の位置）にトラックが駐車してある
ように見えますが、実際には A の位置
まで後退すると、ぶつかります。
画面ではA、B、Cの順に近く見えます
が、実際の距離はAとCは同じ距離で、
BはA、Cより遠い距離にあります。

画面に映る範囲

C
B

A

＜ A、B、Cの位置＞

約1m

知 識
● 太陽光を直接長時間撮像しないでください。
焼き付け現象が残ることがあります。

● シフトレバーを  にした瞬間は、一端黒画
面になりますが、その後次第に安定します。

● 車や路面の状況により、映る範囲は異なるこ
とがあります。

● カメラに映る範囲には限度があり、バンパー
の両端付近やバンパーの下にあるものは映
りません。

● バックモニターのカメラは特殊なレンズを
使用しているため、画面に映る映像の距離感
覚は実際の距離とは異なります。

● 次のようなときは、画面が見づらくなること
がありますが、異常ではありません。
･ 暗いところ（夜間など）
･ レンズ付近の温度が高い、または低いと
き

･ カメラに水滴がついたときや、湿度が高
いとき（雨天時など）

･ カメラ付近に異物（泥など）がついたとき
･ 太陽やヘッドランプの光が直接カメラの
レンズに当たったとき

● 蛍光灯、ナトリウム灯、水銀灯などの照明下
でカメラ撮影を行うと、照明および照明の照
らされている部分がちらついているように
見えることがあります。（フリッカー現象）

● バックモニターの画質調整の方法は、ナビ
ゲーション画面の調整と同じです。
（→P.51）

● 後方の映像は実際の色合いと異なることが
あります。

● 車両によりバックガイド線が左右にずれて
表示されることがありますが、故障ではあり
ません。
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車両の後方に取りつけられています。

距離目安線は、平らな路面に対しての距
離の目安を示しています。そのため、以
下の状態のときは、画面のガイドと実際
の路面上の距離・進路に誤差が生じま
す。

■急な上り坂が後方にあるとき

実際の距離より手前に距離目安線が表
示されます。そのため、上り坂に障害物
があった場合には、実際より遠くにある
ように見えます。
同様にガイド線と実際の路面上の進路
にも誤差が生じます。

カメラ

注 意

● バックモニターが正常に作動しなくなるお
それがありますので、以下のことにご注意く
ださい。
･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶつけ
るなど、強い衝撃を与えないでください。
カメラの位置、取りつけ角度がずれるお
それがあります。

･ カメラ部は防水構造となっていますの
で、取りはずし・分解・改造をしないで
ください。

･ カメラのカバーを強くこすったり、硬い
ブラシや研磨剤などでみがいたりすると
カバーが傷つき、映像に悪影響をおよぼ
すおそれがあります。

･ カメラのカバーやレンズは樹脂ですの
で、有機溶剤・ボディワックス・油膜取
り剤・ガラスコート剤などを付着させな
いでください。付着したときは、すぐに
ふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急激な
温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメラ周
辺に直接水を当てないでください。強い
水圧により衝撃が加わり、カメラが脱落
する恐れがあります。また、内部に水が
入り、故障の原因となることがあります。

･ カメラ部をぶつけたときは、カメラの故
障などのおそれがあります。早めにお買
い上げの販売店で点検を受けてくださ
い。

･ スチーム洗車機は、高温の蒸気が噴出す
るタイプがあるため、絶対に使用しない
でください。

知 識
● カメラのレンズがよごれていると、鮮明な画
像が得られません。
水滴、雪、泥などのよごれが付着したときは
水洗いし、柔らかい布でふき取ってくださ
い。よごれがひどい場合は、中性洗剤で洗い
流してください。

画面と実際の路面との誤差

距離目安線

誤差

実際の距離

誤差
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■急な下り坂が後方にあるとき

実際の距離よりうしろに距離目安線が
表示されます。そのため、下り坂に障害
物があった場合には、実際より近くにあ
るように見えます。
同様にガイド線と実際の路面上の進路
にも誤差が生じます。

誤差 誤差
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4. ブラインドコーナーモニター /サイドモニターシステム★ ★

1. ブラインドコーナーモニター/
サイドモニターシステムとは

車両周辺の映像をモニター画面に映
し出すことができます。
ブラインドコーナーモニター…車両
前方直下、または見通しの悪い交差
点や T 字路などで、車両の左右前方
を確認することができます。
左折や幅寄せなどをする際に、車両
の左前方を確認することができま
す。

※ 車種により、ブラインドコーナーモニ
ターやサイドモニターシステムが使用
できないことがあります。詳しくは、販
売店にご相談ください。

警 告

● 必ず車の前方や左右の安全を直接確認しな
がら運転してください。（→P.459）

● カメラのレンズの特性により、画面に映る人
や障害物は、実際の位置や距離と異なりま
す。

知 識
● 本文中で使用している画面のイラストは例
であり、イラストと実際に映し出される映像
では車両の映り込みなどが異なることがあ
ります。

☆印はオプションです。

2. 操作のしかた

次の場合は、映像が解除されます。
走行を開始し、車速が約 12km/h 以上に
なったとき

カメラ映像呼び出しボタンを押した
とき※1

シフトレバーを  にしたとき※2

画面外の  など各モードのスイッチ
にタッチしたとき

※1 優先表示に設定されている画面を表示
しているとき
２回押す。

※2 バックガイドモニター、またはバックモ
ニターを接続していないとき
サイドモニター画面は解除されませ

ん。

画面の出し方

1 エンジンスイッチがONで車速が約
12km/h 未満のとき、カメラ映像
呼び出しボタンを押す。

画面の解除

MAP
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タッチするごとに、自動で表示する条件が
切り替わり、条件によって作動表示灯の色
が変わります。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

自動表示設定

車速やエンジンスイッチの位置に
よって自動的にカメラ映像の画面に
切り替わるように設定することがで
きます。

1 ［自動］にタッチ。

作動表示灯 表示条件

黄色 減速して 10ｋｍ/ｈ 以下に
なったとき

橙色 エンジンスイッチをONにし
たとき

無灯 自動表示しない

知 識
● シフトレバーが  のとき、ブラインドコー
ナーモニターの映像を表示することができ
ません。

● ブラインドコーナーモニターとサイドモニ
ターシステムを同時に接続しているとき、自
動表示設定は同じになります。異なる設定に
することはできません。

周辺の映像画面（→P.456）

優先表示設定

ブラインドコーナーモニターとサイ
ドモニターシステムを同時に接続し
ているとき、優先して表示する画面を
選ぶことができます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『運転支援』にフリック
操作で切り替える。

4 ［カメラ表示優先設定］にタッチ。

5 ［ブラインドコーナーモニター］ま
たは［サイドモニターシステム］に
タッチし、 ［完了］にタッチ。

MENU
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タッチするごとに、VIEW AとVIEW Bが
切り替わります。

画面の切り替え方

ブラインドコーナーモニターと
サイドモニターシステムの切り
替え方

ブラインドコーナーモニターとサイ
ドモニターシステムを同時に接続し
ているとき、映像を切り替えることが
できます。

1 カメラ映像呼び出しボタンを押す。

周辺の映像画面（→P.456）

サイドモニターシステムの表示
範囲の切り替え方

サイドモニターシステムはVIEW Aと
VIEW Bの２つの表示範囲に切り替え
ることができます。
＜VIEW A ＞
車両左前方の映像を、左側中心で表示し
ます。

＜VIEW B＞
車両左前方の映像を、前方中心で表示し
ます。

1 ［視点切替］にタッチ。

サイドモニターシステムの映像画面
（→P.458）
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3. ブラインドコーナーモニター /サイドモニターシステムについての注意点

＜ブラインドコーナーモニター＞
車両の左右前方が映ります。

■画面

■映る範囲

運転時の注意

警 告

● ブラインドコーナーモニター／サイドモニ
ターシステムを過信しないでください。
運転は一般の車と同様、慎重に行ってくださ
い。

● 画面だけを見ながら走行することは絶対に
しないでください。
画面に映し出されている映像と実際の状況
は異なることがあり、画面だけを見て走行す
ると車をぶつけたり、思わぬ事故を引き起こ
すおそれがあります。走行するときは、必ず
目視やミラーなどで周囲の安全を直接確認
してください。

● 以下のような状況では、使用しないでくださ
い。
･ ドアミラーを格納したとき
･ 助手席側ドアが完全に閉まっていないと
き

● 外気温が低い場合、画面が暗くなったり、映
像が薄れることがあります。とくに動いてい
るものの映像が歪む、または画面から見えな
くなることがあるため、必ず周囲の安全を直
接目で確認しながら運転してください。

画面に映る範囲

左右方向

上下方向
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3. ブラインドコーナーモニター /サイドモニターシステムについての注意点
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＜サイドモニターシステム＞
車両の左前方が映ります。
 VIEW A…左側中心に表示します。
 VIEW B…前方中心に表示します。

■画面

■映る範囲

VIEW A

VIEW B

VIEW A

VIEW B

知 識
● 車や路面の状況により、映る範囲は異なるこ
とがあります。

● 画面に車両の一部（バンパーやグリル、ライ
センスプレートなど）が映ることがありま
す。

● ブラインドコーナーモニターやサイドモニ
ターシステムのカメラは特殊なレンズを使
用しているため、画面に映る映像の距離感覚
は実際の距離とは異なります。

● 次のようなときは、画面が見づらくなること
がありますが、異常ではありません。
･ 暗いところ（夜間など）
･ レンズ付近の温度が高い、または低いと
き

･ カメラに水滴がついたときや、湿度が高
いとき（雨天時など）

･ カメラ付近に異物（泥など）がついたとき
･ 太陽やヘッドランプの光りが直接カメラ
のレンズに当たったとき

● 蛍光灯、ナトリウム灯、水銀灯などの照明下
でカメラ撮影を行うと、照明および照明の照
らされている部分がちらついているように
見えることがあります。（フリッカー現象）

● ディスプレイが冷えているときに、映像が尾
を引いたり、通常より暗くなり見づらくなる
ことがあります。必ず周囲の安全を直接目で
確認しながら運転してください。

● 次のようなときは故障ではありません。
･ 雨の日など湿度が高いときは、カメラが
曇ることがあります。

･ 夜間走行のときなどに、前方の車のラン
プや建物などの灯りが映像に映り込むこ
とがあります。

･ 夜間など暗い場所では、ノイズを目立た
なくするために、白黒映像のように見え
たり、実際とは異なった色で見えます。

･ 画面の中央や四隅は映像の鮮明度が低下
することがありますが、故障ではありま
せん。

● ブラインドコーナーモニターやサイドモニ
ターシステムの画質調整の方法は、ナビゲー
ション操作画面の調整と同じです。
（→P.51）
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3. ブラインドコーナーモニター /サイドモニターシステムについての注意点
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＜ブラインドコーナーモニター＞

＜サイドモニターシステム＞

カメラ

カメラ

注 意

● ブラインドコーナーモニターやサイドモニ
ターシステムが正常に作動しなくなるおそ
れがありますので、以下のことにご注意くだ
さい。
･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶつけ
るなど、強い衝撃を与えないでください。
カメラの位置、取りつけ角度がずれるお
それがあります。

･ カメラ部は防水構造となっていますの
で、取りはずし・分解・改造をしないで
ください。

･ カメラのレンズを強くこすったり、硬い
ブラシや研磨剤などでみがいたりする
と、レンズが傷つき、映像に悪影響をお
よぼすおそれがあります。

･ カメラのレンズはガラスですので、有機
溶剤・ボディワックス・油膜取り剤・ガ
ラスコート剤などを付着させないでくだ
さい。付着したときは、すぐにふき取っ
てください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして、急激
な温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメラ周
辺に直接水を当てないでください。強い
水圧により衝撃が加わり、カメラが脱落
する恐れがあります。また、内部に水が
入り、故障の原因となることがあります。

･ カメラ部をぶつけたときは、カメラの故
障などのおそれがあります。早めにお買
い上げの販売店で点検を受けてくださ
い。

･ カメラの表面に飛び石などで傷がつくこ
とがあります。

･ スチーム洗車機は、高温の蒸気が噴出す
るタイプがあるため、絶対に使用しない
でください。

知 識
● カメラのレンズがよごれていると、鮮明な画
像が得られません。
水滴、雪、泥などのよごれが付着したときは
水洗いし、柔らかい布でふき取ってくださ
い。よごれがひどい場合は、中性洗剤で洗い
流してください。
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5. マルチアングル全周囲モニター ★

1. マルチアングル全周囲モ
ニターとは

マルチアングル全周囲モニターは車
両を中心とした全周囲（前方・左右・
後方）の映像を次の3つのモードで表
示することができます。
フロントモード…車両前方の映像を
表示する他、車両左右の映像や車両
周辺の映像を表示することができま
す。
バックモード…車両後方の映像を表
示する他、車両左右の映像や車両周
辺の映像を表示することができま
す。
回転表示モード…車両周辺の映像を
回転表示することができます。
車両後方の映像については「バック
ガイドモニター」（→ P.420 ～
P.444）をご覧ください。

※ 車種により、マルチアングル全周囲モニ
ター機能が使用できないことがありま
す。詳しくは、販売店にご相談ください。

警 告

● 必ず周囲の安全を直接確認しながら運転し
てください。（→P.469）

● カメラのレンズの特性により、画面に映る人
や障害物は、実際の位置や距離と異なりま
す。（→P.472）

知 識
● 本文中で使用している画面のイラストは例
であり、イラストと実際に映し出される映像
では車両の映り込みなどが異なることがあ
ります。

☆印はオプションです。

2. フロントモード

フロントモード優先表示画面設定（→
P.467）で設定した画面に切り替わりま
す。

＜全周囲＋前方表示画面＞

＜前方表示画面＞

画面の出し方

1 ドアミラーが開いている状態およ
びシフトレバーが  以外の状態で
あることを確認する。

2 フロントモード表示条件設定（→
P.466）で設定した切り替え方で操
作する。

画面の見方

全周囲視点表示 前方視点表示

前方視点表示
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＜前方左右表示画面＞

押すごとに、視点を切り替えることができ
ます。
例えば、フロントモード優先表示画面の設
定（→ P.467）を「サイド」に設定して
いるとき、全周囲＋前方表示画面→前方表
示画面→ナビゲーション画面→前方左右
表示画面の順に切り替わります。
･ 車速が 12km/h 以上になったとき
もとの画面に戻ります。

視点の切り替え方

1 カメラ映像呼び出しボタンを押す。

知 識
● 車速が12km/h以上のとき、カメラ映像呼
び出しボタンを押すと前方左右表示画面が
表示されます。

前方左視点表示 前方右視点表示

フロントモード画面（→P.462）

3. バックモード

全周囲＋後方表示画面、後方表示画面（標
準）、後方表示画面（ワイド）の中で、前
回表示されていた画面が表示されます。
･ 後方左右表示画面を表示させるとき
ドアミラーを格納する。

＜全周囲＋後方表示画面＞

＜後方表示画面（標準）＞
（→P.423～ P.426）

画面の出し方

1 ドアミラーが開いている状態であ
ることを確認し、シフトレバーを 
にする。

画面の見方

全周囲視点表示 後方視点表示
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＜後方表示画面（ワイド）＞（→P.446）

※後方表示画面（ワイド）などの画面で、カ
メラの一部が映り込む現象（ケラレ）が生
じることがありますが、故障ではありませ
ん。
＜前方左右表示画面＞

＜後方左右表示画面＞

タッチするごとに、視点を切り替えること
ができます。
全周囲＋後方表示画面→後方表示画面（標
準）→後方表示画面（ワイド）の順に切り
替わります。
･ 後方表示画面（標準）で縦列ガイドモード
にするとき
「バックガイドモニター」（→P.428）

ドアミラーが開いているとき
前方左右表示画面が表示されます。

ドアミラーが閉じているとき
後方左右表示画面が表示されます。

車速が 12km/h 以上になる、または再度
カメラ映像呼び出しボタンを押す
後方表示画面に切り替わります。

シフトレバーを  以外にしたとき
もとの画面に戻ります。

ケラレ※

前方左視点表示 前方右視点表示

後方左視点表示 後方右視点表示

視点の切り替え方

1 ［視点切替］にタッチ。

2 車速が10km/h 未満でカメラ映像
呼び出しボタンを押す。

バックモード画面（→P.463）
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4. 回転表示モード

車速が1km/h 以上になったとき
もとの画面に戻ります。

シフトレバーを  にしたとき
バックモードの画面に切り替わりま

す。

初期状態では、エンジンスイッチがACC
またはON のとき、オープニング画面が
表示された後に自動で車両周辺の映像
が回転表示されます。（→P.465）

画面の出し方

1 車両が停止していることを確認す
る。

2 ドアミラーが開いている状態およ
びシフトレバーが  以外の状態で
あることを確認する。

3 カメラ映像呼び出しボタンを1秒以
上押す。

5. マルチアングル全周囲モ
ニターの設定

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

次の項目を設定できます。

マルチアングル全周囲モニ
ターの設定

マルチアングル全周囲モニター
設定画面の表示

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『運転支援』にフリック
操作で切り替える。

4 ［全周囲モニター設定］にタッチ。

5 設定する項目を選択する。

項　目 ページ

ACC ON時の全周囲回転表示 P.466

フロントモード表示条件 P.466

フロントモード優先表示画面 P.467

カメラ視点角度 P.467

MENU
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［減速時］…車速が10km/h 未満になった
とき、フロントモードに切り替わります。

［ACC ON時］…エンジンスイッチをACC
または ON にしたとき、フロントモード
に切り替わります。

［手動のみ］…カメラ映像呼び出しボタン
を押したとき、フロントモードに切り替わ
ります。

ACC ON時の全周囲回転表示設
定

エンジンスイッチを ACC または ON
にすると、オープニング画面が表示さ
れた後に自動で車両周辺の映像を回
転表示させることができます。

1 ［する］または［しない］にタッチ
し、［完了］にタッチ。

知 識
● フロントモード表示条件（→ P.466）を
「ACC ON時」に設定していると、エンジン
スイッチをACCまたはONにしたときオー
プニング画面が表示された後にフロント
モードの画面が表示されます。全周囲回転表
示を設定することはできません。

● 車両のドアミラーが閉じていると、全周囲回
転表示画面は表示されません。

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

全周囲モニター設定

マルチアングル全周囲モニター設定画面

フロントモード表示条件設定

フロントモードへの切り替え方を設
定できます。

1 ［減速時］、［ACC ON 時］または
［手動のみ］にタッチし、［完了］に
タッチ。

知 識
●「ACC ON時」に設定しているとき、車速が
12km/h 以上になり、もとの画面にもどっ
た後で、再度減速しても自動で切り替わりま
せん。

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

全周囲モニター設定

マルチアングル全周囲モニター設定画面
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［全周囲］…全周囲＋前方表示画面が表示
されます。

［ブラインドコーナー］…前方表示画面が
表示されます。

［サイド］…前方左右表示画面が表示され
ます。

フロントモード優先表示画面設
定

フロントモードに切り替えたときに、
はじめに表示される画面を設定でき
ます。

1 ［全周囲］、［ブラインドコーナー］ま
たは［サイド］にタッチし、［完了］
にタッチ。

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

全周囲モニター設定

マルチアングル全周囲モニター設定画面

カメラ視点角度設定

車両周辺の映像を回転表示させると
きのカメラの視点角度を設定するこ
とができます。

1 ［設定する］にタッチ。

2 ［ ］または［ ］にタッチし、
［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

全周囲モニター設定

マルチアングル全周囲モニター設定画面
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全周囲＋後方表示画面、後方表示画面（標
準）、後方表示画面（ワイド）の中で、前
回表示されていた画面が表示されます。

便利な使い方

駐車時などに車両のシフトレバーの
 と  を連続して切り替えるとき、

画面の全周囲視点表示を固定して、前
方視点表示と後方視点表示のみをシ
フトレバーに連動して切り替えるこ
とができます。

前方視点表示

後方視点表示全周囲視点表示

＜シフトレバーが ＞

＜シフトレバーが ＞

全周囲視点表示

画面外の  →  →
『運転支援』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

全周囲モニター設定

マルチアングル全周囲モニター設定画面

1 フロントモード表示条件の［減速
時］、フロントモード優先表示画面
の［全周囲］にタッチし、［完了］に
タッチ。

2 シフトレバーを  にする。

3 全周囲＋後方表示画面に切り替わ
るまで［視点切替］にタッチ。
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6. マルチアングル全周囲モニターについての注意点

運転時の注意

警 告

● マルチアングル全周囲モニターを過信しないでください。
一般の車と同様、必ず周囲の安全を直接確認しながら慎重に運転してください。とくに周辺に駐
車している車や障害物などに接触しないようにしてください。

● 後退するときは、必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら運転してください。
● 画面だけを見ながら運転することは絶対にしないでください。
画面に映っている映像と実際の状況は異なることがあり、画面だけを見て運転すると車をぶつけ
たり、思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。運転するときは、必ず目視やミラーなどで後
方や周囲の安全を直接確認してください。

● 以下のような状況では、使用しないでください。
･ 凍結したり、すべりやすい路面、または雪道
･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使用しているとき
･ バックドアが完全に閉まっていないとき
･ 坂道など平坦でない道路

● タイヤを交換するときは、販売店にご相談ください。タイヤを交換すると、画面に表示されるガ
イド線の示す位置に誤差が生じることがあります。

● 車両のドアミラーを格納した状態で使用しないでください（車両の後方左右を表示する場合を除
く）。適切な範囲を映すことができません。



470

5. マルチアングル全周囲モニター

6. マルチアングル全周囲モニターについての注意点

AW   

周
辺
モ
ニ
タ
ー

■画面
＜フロントモード＞

※車両の後方上部から前方を見る視点

＜バックモード＞画面に映る範囲

全周囲＋前方視点表示

前方表示画面

※

前方左右表示画面

全周囲＋後方表示画面

後方表示画面（標準）（→P.440）

後方表示画面（ワイド）（→P.448）

前方左右表示画面
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＜回転表示モード＞

※4 つのカメラの映像を合成して擬似的に全
周囲を表示します。

※上記は表示範囲を正確に示しているものではありません。

後方左右表示画面

回転表示画面※

番号 視点表示
前方視点表示

前方左右視点表示

後方左右視点表示

後方視点表示

全周囲視点表示
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注 意

● 本機能は、車両に取り付けられた４つのカメラの映像を合成して擬似的に全周囲が見えるように
しています。次のマルチアングル全周囲モニターの特性をご理解のうえ使用してください。
･ カメラ取付け位置より上部にある物体は映し出されません。
･ 車両を上から見た映像や後方から見た映像も映像処理により表現しているため、実際の映像と
異なる場合があります。（例えば人物などの立体物が寝ているように映る、距離感が実際とは
異なるなどの現象が生じます。）

･ 車両の四隅の映像は、人物などの立体物が二重に見えます。
･ 車両の四隅および車両付近に死角があり、画面に表示されないエリアがあります。（下図参照）
･ 画面に表示される車両は、コンピューター処理しているため、実際の車両と異なります。
･ 画面に表示される車両は、実際の形状より大きく表示されるため、車両付近の物体が車両と接
触しているように見える場合があります。

画面に表示されない
エリア（死角）

カメラの特性 画面の見え方
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知 識
● 車や路面の状況により、映る範囲は異なるこ
とがあります。

● マルチアングル全周囲モニターのカメラは
特殊なレンズを使用しているため、画面に映
る映像の距離感覚は実際の距離とは異なり
ます。

● 次のようなときは、画面が見づらくなること
がありますが、異常ではありません。
･ 暗いところ（夜間など）
･ レンズ付近の温度が高い、または低いと
き

･ カメラに水滴がついたときや、湿度が高
いとき（雨天時など）

･ カメラ付近に異物（泥など）がついたとき
･ 太陽やヘッドランプの光が直接カメラの
レンズに当たったとき

･ バックライトやブレーキランプの光が直
接カメラのレンズに当たったとき

● 車両後方の映像を表示する場合、バンパー後
端の見え方は車種により異なります。

● 広範囲の映像を切り出し、引き伸ばして全周
囲画像に処理しているため、画面モードに
よって部分的に解像度が落ちる場合があり
ます。

● 夜間のサイドカメラ映像は赤外光照明に
よって周辺を照らすため、昼間の色や明るさ
とは異なって見えることがあります。例えば
赤外光を吸収しやすい物（水たまりなど）は
黒く、反射しやすい物（植物の葉など）は
白っぽく見えるなどの現象が生じます。

● マルチアングル全周囲モニターの画質調整
の方法は、ナビゲーション画面の調整と同じ
です。
（→P.51）

カメラ

フロントカメラ

サイドカメラ（助手席側）

バックカメラ

サイドカメラ（運転席側）
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注 意

● マルチアングル全周囲モニターが正常に作
動しなくなるおそれがありますので、以下の
ことにご注意ください。
･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶつけ
るなど、強い衝撃を与えないでください。
カメラの位置、取りつけ角度がずれるお
それがあります。

･ カメラ部は防水構造となっていますの
で、取りはずし・分解・改造をしないで
ください。

･ カメラのカバーを強くこすったり、硬い
ブラシや研磨剤などでみがいたりすると
カバーが傷つき、映像に悪影響をおよぼ
すおそれがあります。

･ カメラのカバーやレンズは樹脂ですの
で、有機溶剤・ボディワックス・油膜取
り剤・ガラスコート剤などを付着させな
いでください。付着したときは、すぐに
ふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急激な
温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメラ周
辺に直接水を当てないでください。強い
水圧により衝撃が加わり、カメラが脱落
する恐れがあります。また、内部に水が
入り、故障の原因となることがあります。

･ カメラ部をぶつけたときは、カメラの故
障などのおそれがあります。早めに販売
店で点検を受けてください。

･ スチーム洗車機は、高温の蒸気が噴出す
るタイプがあるため、絶対に使用しない
でください。

知 識
● カメラのレンズがよごれていると、鮮明な画
像が得られません。
水滴、雪、泥などのよごれが付着したときは
水洗いし、柔らかい布でふき取ってくださ
い。よごれがひどい場合は、中性洗剤で洗い
流してください。

● サイドカメラには夜間照明（赤外光照明）機
能があり、夜間の視認性を確保するために赤
外光を遮断しない構造になっています。その
ため、昼間の太陽光に含まれる赤外光によっ
て、画面の映像が実際の見え方と異なる場合
があります。（例えば、映像の色が薄くなっ
たり変色して見えるなどの現象が生じま
す。）
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ETCシステム／ ITSスポットサービス（DSRC）

1 ETC システム

1. ETC システムについて .............. 476

2. ETC 画面の使い方...................... 478

3. エラーコードについて ................ 481

2 ITSスポットサービス（DSRC）

1. ITSスポット対応DSRC
ユニットについて...................... 483

※販売店装着オプションのナビ連動 ETC システムまたは ITS スポット対応 DSRC ユニットを
取りつけたときに使用することができます。

本書では、販売店装着オプションのナビ連動 ETC システムまたは ITS スポット対応 DSRC ユ
ニットが装着された車両の画面での操作のみを説明しています。ETC 車載器や ITS スポット対
応 DSRC ユニット本体の操作については、ETC 車載器または ITS スポット対応 DSRC ユニッ
トに添付の取扱書をご覧ください。
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1. ETC システム ★

1. ETC システムについて

ETC システムの概要

ETC（Electronic Toll Collection）シ
ステムは、有料道路の通過をスムーズ
に行うために、自動で料金を精算する
システムです。
路側無線装置と車両の ETC ユニット
との間で通信を行い、料金はお客様が
登録された ETC カードの引き落とし
口座から後日引き落とされます。

☆印はオプションです。

ETC を利用する前に

ETC システムを利用する際には、次の
点に注意してください。

警 告

● 安全のため、運転者は走行中に ETC カー
ドの抜き差し、および ETC ユニットの操
作を極力しないでください。
走行中の操作はハンドル操作を誤るなど思
わぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。車を停車させてから操作をしてくださ
い。

● 以下のとき、ETCレーンに設置されている
開閉バーが開かず、思わぬ事故につながる
おそれがあります。
･ ETC カードが挿入されていないとき
･ ETC カードの有効期限が切れていると
き

･ ETC レーンへの進入速度が速すぎると
き

注 意

● その他、 ETC ユニットを用いたサービス
（スマート IC など）には、様々な制約があ
ります。サービス提供者が案内する利用方
法をご確認ください。

ETC カードを挿入する前

警 告

● ETC カードの有効期限切れにご注意くだ
さい。ETC カードの有効期限が切れている
と、開閉バーが開かず、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。お手持ちの ETC
カードに記載された有効期限を、あらかじ
め確認してください。
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 ETCカードを挿入する、または挿入した状
態で車両のエンジンスイッチをACCまた
はON にすると、「ETC カードの有効期限
が切れています」などと案内されます。

ETC カードを挿入した後

警 告

● ETC を利用する際は、あらかじめ ETC
カードが確実に ETC ユニットに挿入され
ていることと、ETC ユニットが正常に作動
していることを確認してください。開閉
バーが開かず、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● ETC ユニットが ETC カードを認証するま
でには数秒かかりますので、料金所手前で
の ETC カードの挿入はエラーの原因とな
る場合があります。

料金所を通過するときは

警 告

● ETC レーンの進入は、十分な車間距離をと
り、約20km/h以下の安全な速度で進入し
てください。

● ETC レーンに設置されている開閉バーは、
ETC ユニットと路側無線装置の間の通信、
あるいは ETC ユニットと ETC  カードと
の通信が正常に行われなかった場合は、開
閉バーが開かず、思わぬ事故につながるお
それがあります。

● ETC レーンを通行するときは、前車との車
間距離を保持した上で、開閉バーの手前で
安全に停止できるように十分に減速し、開
閉バーが開いたことを確認してから通行し
てください。

ETCカードの有効期限案内
について

ETCカードの有効期限が当月、または
切れている場合、音声と画面表示で案
内されます。

注 意

● 本機能は、ETC カードの有効期限を確認す
るための補助手段として使用してくださ
い。ETC を使用する前は、必ず ETC カー
ドに記載されている有効期限を確認してく
ださい。

知 識
● 通知設定画面のETC音声案内（→P.480）
を「しない」に設定していても、ETC カー
ドの有効期限は案内されます。
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2. ETC 画面の使い方

表示される通行料金は道路事業者の割り
引きなどにより実際と異なる場合があり
ます。
また、他のナビ案内などと重なったとき
は、通行料金の割込表示・音声による案内
は行われない場合があります。

ETC 画面の表示

1 ［ETC］にタッチ。

2 ETC 画面が表示される。

ETC カードメッセージ

現在の ETC システムの状態が表示さ
れます。

メッセージ 状　態

ETC カード
確認中

ETC カードを読み込んで
います。

ETC カード
挿入済み

ETC カードが挿入されて
いることを確認しました。

システム異常 ETC システムに何らかの
異常が発生しています。

ETC カード
異常

ETC カードを読み込むこ
とができませんでした。

画面外の  →  → MENU 情報 情報画面

ETC カードメッセージ

ETC カード
未挿入

ETC カードが挿入されて
いません。

未セット
アップ

ETCユニットがセット
アップされていません。

セットアップ
完了

ETC ユニットがセット
アップされました。

ITS スポット
通信中

ITS スポットサービス
（DSRC）通信中のため、
ETC システムが利用でき
ません。

カード挿入済
み
ETC レーン
通行不可

ETC カード以外のカード
が挿入されているため、
ETC システムが利用でき
ません。

ETC 割込表示

有料道路にある ETC ゲートを通った
ときや、エラーが発生したときに表示さ
れます。

メッセージ 状　態

割込表示
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 ETC マーク表示は、ETC ゲートを通過で
きることを表してはいません。また、有効
期限切れのカードを挿入しても表示され
ます。

表示させることができる履歴は、ETC
カードに記録されるため、記録件数は使用
する ETC カードにより異なります。（最
大100件）

道路事業者の設定する料金所情報に追加・
変更があった場合、利用区間が正しく表示
されないことがあります。

ETC マーク表示

ETC カードを挿入すると、スタート画
面に ETC マークが表示されます。

履歴表示

1 ［履歴情報表示］にタッチ。

2 履歴表示を切り替える。
［最新］：最新の履歴にもどる
［詳細］：利用区間を表示する

ETC マーク表示

画面外の  →  →  → MENU 情報 ETC

ETC画面

警 告

● ETC ゲート付近で履歴を表示させると、路
側無線装置との通信ができなくなるなど、
ETCレーンに設置されている開閉バーが開
かず、思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

統一エラーコードの表示

最後に発生した統一エラーコードが
確認できます。

1 エラー発生時、［登録情報表示］に
タッチ。

画面外の  →  →  → MENU 情報 ETC

ETC画面
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エラー発生時は最後に発生した統一エ
ラーコードも表示されます。

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

次の設定を変更することができます。

通知設定画面で ETC 割込表示を「しな
い」に設定すると、エラー発生時に統一エ
ラーコードが画面表示されません。
ETC 画面の［登録情報表示］で確認して
ください。（→ P.479）

ETC 登録情報の表示

お客様の車の ETC ユニットに登録さ
れた情報が表示されます。

1 ［登録情報表示］にタッチ。

ETC の通知設定

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『ETC』にフリック操作
で切り替える。

4 ［通知設定］にタッチ。

5 各項目の［する］または［しない］
にタッチし、［完了］にタッチ。

画面外の  →  →  → MENU 情報 ETC

ETC画面

MENU

項　目 内　容

ETC 
割込表示

「ETC 割込表示」
（→P.478）

ETC 
音声案内

ETC システムを利用する
ときに、音声を出力する。

ACCオン時
警告表示

エンジンスイッチを OFF
（LOCK）からACCにして
から約20秒以上経過した
とき、カードの差し忘れな
どを画面に表示して警告
する。

ACCオン時
警告音声案内

エンジンスイッチを OFF
（LOCK）からACCにして
から約20秒以上経過した
とき、カードの差し忘れな
どを音声で警告する。

カード
抜き忘れ警告

ETC カードが挿入されて
いる状態で、エンジンス
イッチを ACC から OFF
（LOCK）にしたとき、カー
ドの抜き忘れを ETC ユ
ニットからの音声で警告
する。なお、ETC ユニッ
トの音声案内を中止（音量
0）に設定した場合は、
「ピーッ、カードが残って
います。」と警告する。

地図上への表
示

ETC カード挿入時に ETC
マークを地図画面上に表
示する。
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3. エラーコードについて

（例）エラー01が発生したときは、次のように音声で案内されると同時に、統一エラー
コードが画面に表示されます。
音声案内：「ポーン ETC カードが挿入されていません」または「ポーン ETC ゲートを
通過できません」
画面表示：「ETC カードが挿入されていません〔01〕」または「ETC ゲートを通過で
きません〔01〕」

統一エラーコード一覧

エラーが発生すると、統一エラーコードが画面に表示されます。
この場合は、次の表にもとづき、処置をしてください。

統一エラー
コード 異常状態 想定される要因 処　置

01 ETC カード
挿入異常

 ETC カードが通
信時に挿入され
ていない

 ETC カードの挿
入状態が悪い

ETC カードの挿入状態をご確認のうえ、
再度挿入してください。

02 データ処理
異常

 ETC カードへの
読出し、書込みエ
ラー

 ETC カードと
ETC ユニットの
接点不良（ETC
カードアクセス
中の瞬断）

読出し中、書込み
中 カ ー ド の イ
ジェクト

［ETC カード挿入時］
挿入された ETC カードのデータが読み
出せませんでした。再度挿入してくださ
い。それでも異常のときは、お買い上げ
の販売店へお問い合わせください。
［ETC ゲート通過前］
料金所にて車両の停止が案内（表示）さ
れることがあります。
車両停止後、料金所係員の指示にした
がってください。
［ETC ゲート通過後］
次の料金所にて車両の停止が案内（表示）
されることがあります。料金所係員のい
る一般レーン（ETC/ 一般 共用レーンを
含む）へ進入してください。

03 ETC カード
異常

 ETC カードが故
障している

 IC カード以外の
カードが挿入さ
れ、通信しない

 ETC カードの誤
挿入（裏面、挿入
方向違い）

挿入されたカードが ETC カードである
と認識できませんでした。正しい ETC
カードであること、および挿入方向など
をご確認のうえ、再度挿入してください。
それでも異常のときは、お買い上げの販
売店へお問い合わせください。

04 ETC 
ユニット故障

自己診断結果によ
り、ETC ユニット
が故障している

再度エンジンを始動してみてください。
それでも異常のときは、お買い上げの販
売店へお問い合わせください。
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以下の設定にした場合は、エラーが発生しても音声案内は出力されません。 ETC ユ
ニットからブザー音のみが出力されます。
･ 通知設定画面で、 ETC 音声案内（→ P.480）を「しない」に設定したとき
･ ナビゲーションの音量設定画面（→ P.100）で、「消音」に設定したとき

 ETC カード未挿入お知らせアンテナなどと通信した際に、統一エラーコード〔07〕
と通知されることがありますが、 ETC ユニットの故障ではありません。

 ETC ユニットの無線通信を利用して、駐車場管理システムが運用されています。有
料道路の料金支払いと異なる通信を行った場合、画面表示・［登録情報表示］で確認
できる統一エラーコードが〔01〕もしくは〔07〕と表示されることがありますが、
ETC ユニットの故障ではありません。

 ETC ゲート通過後にエラーが発生した場合、 ETC カードを抜くとエラー音が停止し
ます。
この場合、再度 ETC カードを挿入すると、「ポーン  ETC カードが挿入されました」
の音声と同時に緑ランプが点灯しますが、次の料金所にて車両の停止が案内（表示）
されることがあります。

05 ETC カード
情報の異常

 ETC カードとの
認証エラー

 ETC カード以外
の IC カードが挿
入

認証中 ETC
カードのイジェ
クト

未セットアップ
状態での ETC
カードの挿入

挿入されたカードが ETC カードである
と認識できませんでした。正しい ETC
カードであること、および挿入方向など
をご確認のうえ、再度挿入してください。
それでも異常のときは、お買い上げの販
売店へお問い合わせください。

06 ETC ユニッ
ト情報の異常

路側無線装置との
認証エラー

ETC ユニットと料金所間におけるデー
タ処理にエラーが発生しました。料金所
係員の指示にしたがってください。

07 通信異常 路側無線装置との
通信が途中で終了

統一エラー
コード 異常状態 想定される要因 処　置
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2. ITS スポットサービス（DSRC）★

1. ITS スポット対応DSRCユニットについて

表示される画面の使い方などについては、「ETC 画面の使い方」（→P.478）をご覧
ください。

エラーコードなどについては、「エラーコードについて」（→P.481）をご覧ください。

ご利用の前に

各サービスをご利用される前に、ITSスポット対応DSRCユニットのセットアッ
プ手続きが必要です。セットアップ手続きについては、お買い上げの販売店にご
相談ください。（セットアップ手続きには別途費用が発生します。）

ITS スポットサービス（DSRC）で提供されるサービス内容
について

ITS スポット対応DSRCユニットは、ETC システム（自動料金支払いシステム）
と、新たに ITS スポット 安全運転支援等の ITS スポットサービス（DSRC）に
対応しています。各サービスの概要、取り扱いについては、各ページを参照して
ください。
なお、今後サービスが追加された場合は、新しいサービスに対応できないことが
あります。

提供サービス サービス内容 ページ

ETC 自動料金支払い機能 P.476

ITS スポット 
サービス
（DSRC）

ITS
スポット 
安全運転
支援情報

合流支援情報提供（音声、図形表示）

P.93
前方障害物情報提供（音声、図形表示）

道路交通
情報

前方状況情報提供（音声、図形表示、画像表示）

P.217電子標識情報提供（図形表示）

長文読み上げ情報（音声）

ITSスポット  走行情報アップリンク P.220

ITS スポット 画面の使い方

エラーコードについて

☆印はオプションです。
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ハンズフリーを使う

1 お使いになる前に

1. ハンズフリーとは ........................ 485

2. 各部の名称について .................... 487

3. 音声について................................ 488

4. 各種表示について ........................ 488

5. お車を手放すとき ........................ 490

6. Bluetooth機器使用上の
注意事項 ..................................... 491

2 ハンズフリーの基本操作

1. ハンズフリーの準備をする......... 492

2. 電話をかける................................ 496

3. 電話を受ける................................ 497

4. 通話中に操作する ........................ 498

3 ハンズフリーの便利な使い方

1. 色々な方法で電話をかける......... 499

2. 着信中画面で電話を受ける......... 505

3. 通話中画面で操作する................. 506

4. 簡易画面で操作する .................... 508

4 ハンズフリーの設定を変更する

1. 設定画面を表示する .................... 509

2. 音の設定を変更する .................... 510

3. 電話帳を編集する ........................ 511

4. ハンズフリーの詳細設定を
変更する ..................................... 520

5. Bluetoothの設定を変更する..... 522

本機で携帯電話を利用する際には、必ず動作確認済携帯電話をトヨタ販売店または G-BOOKの
パソコンサイト（http://g-book.com/）、携帯サイト（http://mo.g-book.com/）でご確認
ください。なお、動作確認は、一定の条件下で確認したものです。そのため、携帯電話の仕様
変更などにより、動作確認済機種でも、確認内容が変更になることがありますので、あらかじ
めご了承ください。
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1. お使いになる前に

1. ハンズフリーとは

本システムに接続する携帯電話が対応
していなければならない仕様について
は、「車載機で使用できるメディア／
データについて」（→P.639）をご覧く
ださい。ただし、携帯電話の機種によ
り、一部機能が制限される場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。

動作確認済の Bluetooth 携帯電話※

（以下「携帯電話」）を車載機に接続す
ることで、携帯電話を直接操作するこ
となく、｢電話をかける｣「電話を受け
る」という電話機能を使用できます。
これをハンズフリー機能と呼びます。
※ 本機で動作確認済みの機種については、

トヨタ販売店または G-BOOK のパソコ
ンサイト（http://g-book.com/）、携
帯サイト（http://mo.g-book.com/）
でご確認ください。

Bluetooth は Bluetooth SIG,Inc.
の登録商標です。
Bluetooth ワードマークとロゴは
Bluetooth SIG 所有であり、ライセ
ンス取得者「アイシン・エィ・ダブ
リュ株式会社」のマーク使用は許可
を得ています。その他のトレード
マーク及びトレードネームは各所有
者のものです。
本機は、電波法に基づく特定無線設
備の工事設計の認証を取得していま
す。

警 告

● 安全のため、運転者は運転中に携帯電話
本体の操作をしないでください。

● 運転中は電話をかけないでください。ま
た、運転中にかかってきたときには、あ
わてずに安全な場所に停車してから受け
てください。どうしても受けなければい
けないときは、ハンズフリーで「かけ直
す」ことを伝え、安全な場所に停車して
からかけ直してください。

注 意

● 携帯電話は車室内に放置しないでください。
炎天下など、車室内が高温となり、故障の原
因となります。



486

1. お使いになる前に

1. ハンズフリーとは

AW   

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
を
使
う

次の場合は、ハンズフリーを使用すること
ができません。
･ 通話エリア外のとき
･ 回線が混雑しているなど、発信規制中のと
き

･ 緊急通報中のとき
･ 携帯電話から電話帳データを転送中のと
き

･ 携帯電話がダイヤルロックされていると
き

･ データ通信中など、携帯電話が使用中のと
き

･ 携帯電話が故障しているとき
･ 携帯電話が車載機に接続されていないと
き

･ 携帯電話のバッテリー残量が不足してい
るとき

･ 携帯電話の電源が OFF のとき
･ 携帯電話の設定が、ハンズフリーモードで
ないとき

･ 車載機側でデータ通信や電話帳転送から
ハンズフリー通話に切り替えているとき
（切り替え中は車載機のBluetooth接続状
態表示が表示されません。）

･ その他、携帯電話自体が使えないとき

Bluetooth 携帯電話につい
て

Bluetooth 携帯電話は、車載機と携帯
電 話 と の 間 の 通 信 を 無 線
（Bluetooth）を使用して行う携帯電
話です。
従来の携帯電話では、ハンズフリーを
利用するために、別途ハンズフリー
キットなどのケーブルを用意して、接
続する必要がありました。これに対
し、Bluetooth 携帯電話では、どこに
も接続することなく、ハンズフリーを
利用することができます。

注 意

● Bluetooth 携帯電話を車載機に近づけて使
用しないでください。近づけすぎると、音質
が劣化したり、接続状態が悪化することがあ
ります。

知 識
● Bluetooth 携帯電話と他の無線機器を同時
に使用すると、それぞれの通信に悪影響をお
よぼすことがあります。

● Bluetooth携帯電話は、Bluetooth接続によ
り、携帯電話の電池が早く消耗します。

ハンズフリーが使用できな
いとき
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知 識
● 三者通話を契約しているときは、携帯電話本
体で三者通話を解除してからお使いくださ
い。

● ヘルプネットをご利用の場合は、次のような
制限があります。
･ ヘルプネット動作中はハンズフリーを使
用できません。
また、ヘルプネットを携帯電話でご利用
の場合、ヘルプネット動作中は電話を切
る操作による回線切断ができません。た
だし、呼び返し待機中は、ハンズフリー
で発信できます。

･ 着信中、応答保留中または通話中画面表
示中にヘルプネットが起動すると、ハン
ズフリーは強制終了されて、ハンズフ
リー画面が解除されます。

2. 各部の名称について

NHBA-X62G

NHBA-W62G

車載機

画面に表示されるスイッチを操作す
ることで、ハンズフリーのさまざまな
機能の操作をすることができます。

マイク

車載機に内蔵されています。
通話時に使用します。

知 識
● 販売店装着オプションの音声認識マイクを
接続した場合は、内蔵されているマイクを使
用せずに、音声認識マイクを使用します。
（→P.399）

マイク

マイク
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3. 音声について

発信後および着信後は、マイクおよびス
ピーカーを通して通話できます。

着信通知や通話時などの音声出力は、前席
両側のスピーカーから出力されます。

知 識
● 通話時は通話相手と交互にお話しください。
通話相手と同時に話した場合、こちらの音声
が相手に、相手の音声がこちらに聞こえにく
くなることがあります。（故障ではありませ
ん。）

● 受話音量はできるだけ小さく調整してくだ
さい。音量が大きい場合、次のようになるこ
とがあります。
･ 通話相手の音声が車外にもれる。
･ 通話相手側にエコーが聞こえる。

● 音声は大きくはっきりとお話しください。
● 次のような場合は、通話相手側にこちらの音
声が聞こえにくくなることがあります。
･ 悪路走行時
･ 高速走行時
･ 窓を開けているとき
･ エアコンの吹き出し口をマイクの方に向
けたとき

･ エアコンのファンの音が大きいとき
･ 携帯電話をマイクに近づけたとき

● 使用する携帯電話やネットワークの影響に
より、音質が悪化（ノイズ、エコーなど）す
ることがあります。

● 他のBluetooth対応機器（ポータブル機）が
同時に接続されている場合、ハンズフリーの
音声にノイズが発生することがあります。

4. 各種表示について

「圏外」の表示が出ているときは、サービ
スエリア外または電波の届かない場所に
います。この場合は、携帯電話本体も使用
できません。「圏外」の表示が消えるとこ
ろまで移動してください。

受信レベルは携帯電話の表示と一致しな
いことがあります。

機種によっては、受信レベルの表示ができ
ないことがあります。

「未接続」の表示が出ているときは、携帯
電話が車載機に接続されていません。ハン
ズフリーを利用する場合は、Bluetooth
接続してからご利用ください。

受信レベル表示

電波の受信レベルの目安を表示しま
す。ただし、データ通信中および電話
帳データの転送中は表示されません。

表示

レベル 圏外 弱 強

受信レベル表示
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電池残量表示は携帯電話の表示と一致し
ないことがあります。また、機種によって
は、電池残量の表示ができないことがあり
ます。

本システムには携帯電話の充電機能はあ
りません。販売店装着オプションの iPod
対応USB/VTRアダプターに接続すると、
充電が可能になります。

電池残量表示

携帯電話の電池残量の目安を表示し
ます。ただし、データ通信中および電
話帳データの転送中は表示されませ
ん。

表示

残量 無 少 多

電池残量表示

Bluetooth 接続状態表示

携帯電話の Bluetooth 接続状態を表
示します。

表示 接続状態

Bluetooth接続の状態が良好
であることを示しています。
この状態で携帯電話をご使用
ください。

この状態では通話時に音質が
劣化することがあります。点
が 3 つ表示される位置まで、
携帯電話を移動してご使用く
ださい。

携帯電話がBluetooth接続さ
れていない状態を示していま
す。この状態では携帯電話で
のハンズフリーは使用できま
せんので、再度、携帯電話の
選択をご確認ください。
（→P.523）
携帯電話の登録がされていな
い場合は、登録を行ってから
ご使用ください。（→P.492）

Bluetooth 接続状態表示
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知 識
● Bluetooth 通信用のアンテナがディスプレ
イ内に内蔵されています。
次のような場所や状態で Bluetooth 携帯電
話を使用すると、Bluetooth 接続状態表示
の点の数が少なくなることや、Bluetooth接
続ができないことがあります。
･ 携帯電話がディスプレイから隠れる場所
にあるとき
（携帯電話がシートのうしろや下にある
とき、またはグローブボックス内やコン
ソールボックス内にあるときなど）

･ 携帯電話が金属製のものに接したり、覆
われているとき

Bluetooth 携帯電話を使用するときは、点
が 3 つ表示されるように、携帯電話の場所
を移動させてください。

● 携帯電話を省電力モードに設定していると、
自動的に Bluetooth 接続が切断されてしま
うことがあります。この場合は、携帯電話の
省電力モードを解除してください。

5. お車を手放すとき

ハンズフリーでは、次の情報が初期化され
ます。
･ 電話帳データ
･ 発信履歴および着信履歴
･ ワンタッチダイヤル
･ Bluetooth 電話機の登録情報
･ ハンズフリー関連の設定・編集項目

ハンズフリーを使用すると、多数の個
人情報が登録されます。
お車を手放すときには、個人情報の初
期化を行ってください。（→P.57）
なお、個人情報の初期化を行うと、二
度ともとの状態にもどすことはでき
ません。
間違えて初期化してしまわないよう、
ご注意ください。
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6. Bluetooth 機器使用上の注意事項

 Bluetooth オーディオとハンズフリーで
異なる Bluetooth 対応機器（携帯電話）
を同時に使用するときは、次のようになり
ます。
･ 携帯電話の Bluetooth 接続が切断される
ことがあります。

･ ハンズフリーの音声にノイズが発生する
ことがあります。

･ ハンズフリーの動作が遅くなることがあ
ります。

 Bluetooth オーディオを再生中にハンズ
フリーで使用する携帯電話の選択を変更
した場合、再生音声が途切れることがあり
ます。

電話帳データ転送中は、ポータブル機の接
続が切断されます。
この場合、転送が終了すると再接続されま
す。（機種によっては、再接続できないこ
とがあります。）

ハンズフリー接続とオーディオ接続の両
方に対応している携帯電話でも、ハンズフ
リー接続とオーディオ接続を同時にでき
ない場合があります。

本機で携帯電話を利用する際には、必ず動
作確認済携帯電話をトヨタ販売店または
G-BOOK のパソコンサイト（http://g-
book.com/）、携帯サイト（http://mo.g-
book.com/）でご確認ください。

この機器の使用周波数帯では、電子
レンジ等の産業・科学・医療用機器
のほか、工場の製造ライン等で使用
されている移動体識別用の構内無線
局（免許を要する無線局）及び特定
小電力無線局（免許を要しない無線
局）並びにアマチュア無線局（免許
を要する無線局）が運用されていま
す。
（上記 3 種の無線局を以下「他の無
線局」と略します）
この機器を使用する前に、近くで「他
の無線局」が運用されていないこと
を確認してください。
万一、この機器から「他の無線局」
に対して有害な電波干渉事例が発生
した場合には、速やかに使用場所を
変更して電波干渉を回避してくださ
い。

この機器の使用周波数帯は2.4GHz
帯です。
変調方式として FH-SS 変調方式を
採用しています。
想定与干渉距離は10m以下です。
この機器は全帯域を使用し、かつ移
動体識別装置の帯域を回避可能で
す。

知 識
● 本製品は、電波法および電気通信事業法の基
準に適合しています。製品に貼り付けてある
シールはその証明です。シールをはがさない
でください。

● 本製品を分解・改造すると、法律により罰せ
られることがあります。

Bluetooth オーディオと同
時に使用するとき
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2. ハンズフリーの基本操作

1. ハンズフリーの準備をする

ハンズフリーを使用する前に、まず使用す
る携帯電話を設定します。

携帯電話を接続中に別の携帯電話を登録
すると、携帯電話の接続が切断されます
が、携帯電話の情報は保存されているた
め、簡単に再接続することができます。詳
しくは、「使用する携帯電話を選択する」
（→ P.523）をご覧ください。

携帯電話側の登録操作は、必ずこの
Bluetooth 接続画面を表示させて行って
ください。

中止するとき［中止］にタッチ。

ハンズフリーの設定をする

ここでは、ハンズフリーを使用するた
めの基本的な操作について説明して
います。
初めてハンズフリーを使われる方や
すぐにハンズフリーを使いたいとい
う方は、まずこの章をご覧の上、操作
してください。

携帯電話を登録する

Bluetooth 携帯電話を使用するため
には、まず次の手順で車載機に登録を
することが必要です。

携帯電話を Bluetooth オーディオとし
ても使用したい場合は、同時に登録でき
ます。（→ P.375）

スマートフォンナビ連携を利用する場
合は、「スマートフォン連携を利用する」
（→P.231）をご覧ください。

1 ［機器登録］にタッチ。

画面外の  →  → 
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

Bluetooth 設定画面

2 ［新規登録］にタッチ。

3 Bluetooth 接続画面に表示される
案内にしたがって、携帯電話本体を
操作する。

4 接続が完了したとき
メッセージが表示され、携帯電話の登

録が完了する。
「スマートフォン連携機器を登録します
か？」のメッセージが表示されたとき
スマートフォンナビ連携を使用する場

合は、「スマートフォン連携を利用す
る」（→ P.231）をご覧ください。

知 識
● 携帯電話によっては、パスキーの入力が必要
になります。

● パスキーとは、Bluetooth携帯電話を車載機
に登録する際のパスワードです。任意の数字
に変更することもできます。（→P.526）

● 携帯電話は、車載機に最大5台まで登録する
ことができます。
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● 携帯電話側の操作については、携帯電話に添
付の取扱説明書をご覧ください。

● 複数の携帯電話を使用する場合は、携帯電話
の数だけ登録を繰り返します。

G-BOOKオンラインサービスを
携帯電話で利用するとき

携帯電話の登録後、ご利用の携帯電話に
合わせて、使用する携帯電話の設定をし
てください。（→P.617）

接続失敗画面が表示されたとき

「接続できませんでした」のメッセージが
表示されたときは、画面の案内にしたがっ
てやり直してください。

知 識
● 携帯電話の登録をすると、一番新しく登録し
た携帯電話が車載機で使用する携帯電話と
して選択されます。

● 携帯電話の設定によっては、接続後にダイヤ
ルロックがかかることがあります。携帯電話
のオートロック機能を解除してご使用くだ
さい。

● HFP に対応していない携帯電話は、車載機
に登録ができません。また、そのような携帯
電話では、DUN、OPP、PBAPのみのサー
ビスは利用できません。

● 接続する携帯電話により、動作や音量が異な
ることがあります。

● Bluetooth オーディオ再生中に携帯電話を
登録する場合、Bluetooth オーディオの音
声が途切れることがあります。

知 識
● 登録時、携帯電話側に登録完了が表示されて
も、車載機側の登録が完了しない場合があり
ます。
その場合、携帯電話側から Bluetooth の接
続を行ってください。

携帯電話を接続する

Bluetooth 携帯電話の車載機への接
続は、自動と手動の2通りの方法があ
ります。

知 識
● 携帯電話側の操作については、携帯電話に添
付の取扱説明書をご覧ください。

● Bluetooth オーディオの再生中に接続動作
を行った場合、音声が途切れることがありま
す。

● Bluetooth オーディオの操作後に携帯電話
の接続を行った場合、接続できないことがあ
ります。また、携帯電話の接続動作中に
Bluetoothオーディオの操作を行った場合、
接続が中断されます。これらの場合、しばら
くしてから手動で接続を行ってください。

● 電話帳自動転送（→ P.513）と履歴自動転
送（→ P.513）の設定を「する」に設定し
ている場合、携帯電話を接続するたびに、電
話帳データと履歴のデータが自動で転送さ
れます。

知 識
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■Bluetooth 接続確認案内

■自動接続できなかった場合

携帯電話を自動で接続する

Bluetooth 詳細設定の電話機自動接
続（→ P.528）を「する」に設定す
ると、自動で Bluetooth 接続できま
す。
エンジンスイッチをOFF（LOCK）か
ら ACCまたはONにするたびに、車
載機は選択されている携帯電話と自
動的にBluetooth 接続します。

Bluetooth 詳細設定の電話機の接続
確認案内（→ P.528）で「する」を
選択しているときは、Bluetooth 接続
されると、接続完了の表示が画面上部
に表示されます。
ハンズフリーを使用するときは、この
表示をご確認ください。

 Bluetooth 接続状態表示でも確認でき
ます。（→ P.489）

Bluetooth 接続確認案内

知 識
● 接続完了の表示は、エンジンスイッチをOFF
（LOCK）からACCまたはONにした後、初
めて携帯電話と Bluetooth 接続完了したと
きに1回のみ表示されます。
（ヘルプネット動作後に再接続した場合は表
示されません。）

● 携帯電話の機種によっては、エンジンスイッ
チがACCまたはONのときに表示部の照明
がついたままになることがあります。この場
合、携帯電話本体で照明をOFFに設定して
ください。
（設定については、携帯電話の取扱説明書を
ご覧ください。）

自動接続動作は約60 秒行います。そ
の間に接続できなかった場合は、手動
で接続操作を行ってください。
（→P.494）

携帯電話を手動で接続する

携帯電話の自動接続が失敗したとき
や自動接続 OFF 状態にしているとき
に Bluetooth 接続するときは、手動
でBluetooth 接続操作をします。

ダイヤル画面（→P.499）

1 携帯電話を Bluetooth 接続可能な
状態にする。
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中止するとき［中止］にタッチ。

次のいずれかの方法で再接続してくださ
い。

2 ［接続］にタッチ。

3 使用する携帯電話にタッチ。

4 Bluetooth 接続画面が表示される。

5 再びダイヤル画面が表示されたら、
Bluetooth 接続状態表示を確認す
る。

良好な状態であれば携帯電話が使用でき
ます。

知 識
● 携帯電話の状態によっては、一度で接続でき
ない場合があります。その場合、しばらくし
てから再度接続操作を行ってください。

Bluetooth 接続の再接続に
ついて

エンジンスイッチが ACC または ON
のときに、一度接続が成立した
Bluetooth 接続が Bluetooth ネット
ワーク電波状況などで切断された場
合は、自動接続の設定に関わらず、再
接続処理を約60秒、自動的に行いま
す。この場合、接続完了しても表示は
ありません。

知 識
● 自動接続を開始して約15秒経過した時点で
接続完了していない場合「携帯電話が接続で
きませんでした。携帯電話を忘れていません
か？」というメッセージが表示され、同内容
の音声案内が流れます。

● 60秒以内に接続できなかった場合は、手動
で接続操作を行ってください。（→P.494）

Bluetooth 接続が意図的に切断
された場合

携帯電話側から Bluetooth 接続を
OFF にするなど、一度接続が成立した
Bluetooth 接続が意図的に切断され
た場合は、再接続処理は行いません。

項目 ページ

手動で接続する P.494

使用する携帯電話を選択する P.523
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2. 電話をかける

携帯電話が登録されていないときはメッ
セージが表示されます。
［はい］にタッチすると、携帯電話の登録
（→ P.492）を開始します。

最後の 1桁を消去するとき
［修正］にタッチ。

最後の 1桁から続けて消去するとき
［修正］にタッチし続ける。

発信音が出力された後、呼出音が出力され
ます。

ダイヤル発信する

ここでは、基本操作としてダイヤル発
信を説明します。
電話番号を入力して電話をかけるこ
とができます。

その他の電話のかけ方について
「はじめにおこなうこと」（→P.499）

知 識
● ダイヤル画面を表示しているときに走行を
開始すると、10キーが灰色になり、操作で
きなくなります。この場合、電話番号が入力
済みであれば、発信することはできます。

● ハンズフリーを使用して電話をかけるとき
の通話料は、お客様のご負担になります。

● Bluetooth携帯電話は、車載機に携帯電話を
登録して Bluetooth 接続しないとハンズフ
リーが使用できません。ハンズフリーを使用
するときは、まずご使用になる携帯電話の登
録を行ってください。（→P.492）

● 携帯電話は Bluetooth 機能を使用できる状
態にしてご使用ください。
携帯電話側の操作については、携帯電話に添
付の取扱説明書をご覧ください。

● Bluetooth 接続状態表示が切断表示の場合
は、携帯電話でのハンズフリーはご使用にな
れません。

1 停車中に画面外の  にタッ
チ。

2 ［情報］にタッチ。

3 ［電話］にタッチ。

4 電話番号を入力する。

5 ［ ］にタッチ。

6 発信できたとき
発信中画面が表示される。

7 相手が電話に出たとき
通話中画面が表示され、通話を開始する。

MENU
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次のいずれかの操作をする。

･ 発信中または通話中画面で［ ］にタッ
チ。

･ 携帯電話本体で電話を切る。

知 識
● 携帯電話の機種によっては、次のようなこと
があります。
･ 発信音や呼出音が鳴らず、無音になるこ
とがあります。

･ 発信中画面が表示されず、相手が電話に
出る前に通話中画面が表示されることが
あります。

･ 通信事業者のサービスにより発信中画面
で10キー入力する必要がある場合、10
キー入力をしてもトーン信号を送れない
ことがあります。10 キー入力について
は、「通話中に 10 キー入力する」（→
P.498）をご覧ください。

● Bluetoothオーディオ再生中に発信すると、
発信中画面の表示および発信音の鳴る動作
が遅れることがあります。

電話を切る

知 識
● 電話が切れるとナビ画面に戻ります。

3. 電話を受ける

電話を受ける

ここでは、全画面表示の場合で説明し
ています。簡易表示の場合は、相手の
名称や電話番号が表示されません。
（→P.508）

1 表示中の画面に関わらず、電話がか
かってくると着信音を鳴らして着
信中画面を表示し、着信を通知す
る。

2 ［ ］にタッチ。
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知 識
● 着信したら、ハンズフリー以外で出力される
音声をミュート（消音）します。ただし、ハ
ンズフリーより優先される音声の場合は、
ミュートされません。

● 携帯電話の機種によっては、次のようなこと
があります。
携帯電話の操作については、携帯電話に添付
の取扱説明書でご確認ください。
･ ドライブモードなど、携帯電話の設定に
よっては、着信できないことがあります。

･ 携帯電話をマナー（バイブレータ）モー
ドや着信音消去に設定すると、着信音が
聞こえない場合があります。

･ 機種によっては、着信音については、
①車両のスピーカーから聞こえる
②携帯電話から聞こえる
③両方から聞こえる
など、機種によって異なります。また、携
帯電話の着信音が出力できないときは、
車載機に登録されている着信音が鳴るこ
とがあります。

･ 着信時に相手の電話番号が表示されない
ことがあります。

･ 携帯電話を直接操作して電話を受けたと
き、または携帯電話を自動着信応答に設
定したときは、ハンズフリーでの通話に
なるか、携帯電話本体での通話になるか
は、機種によって異なります。

･ 携帯電話でデータ通信を行っている最中
に着信があった場合、機種によっては、車
載機に着信中画面が表示されず、着信音
も鳴らないことがあります。

･ Bluetoothオーディオ再生中に着信が
あった場合、着信中画面の表示および着
信音の鳴る動作が遅れることがありま
す。

● PBAP に対応している携帯電話で画像表示
設定をしている場合、電話帳データに画像情
報があると電話番号と共に画像が表示され
ます。

4. 通話中に操作する

［ ］にタッチすると、電話が切れます。

次のいずれかの操作をする。

･ 通話中画面で［ ］にタッチする。
･ 携帯電話本体で電話を切る。

通話中に10キー入力する

通話中に 10 キー入力が必要な場合
は、10キーを表示させます。
ここでは、全画面表示の場合で説明し
ています。簡易表示の場合は、相手の
名称や電話番号は表示されません。
（→P.508）

ハンズフリー通話中

1 ［トーン］にタッチ。

2 スイッチにタッチして入力する。

知 識
● 走行中は10キーが灰色になり、操作できま
せん。

通話を終了する

ここでは、全画面表示の場合で説明し
ています。簡易表示の場合は、相手の
名称や電話番号は表示されません。
（→P.508）
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3. ハンズフリーの便利な使い方

1. 色々な方法で電話をかける

停車中に、画面外の  →［情報］→
［電話］の順にタッチ。
走行中は、10キーが灰色になり、操作で
きません。

ダイヤル画面

この画面から、次のいずれかの方法で電話
をかけることができます。

その他、次の方法で電話をかけることもで
きます。

はじめにおこなうこと

ここでは、ダイヤル発信以外の電話の
かけ方について説明します。

ダイヤル画面を表示する

発信方法 内容 ページ

ダイヤル
発信

電話番号を入力
して電話をかけ
る

P.496

電話帳発信
車載機の電話帳
から電話をかけ
る

P.500

履歴発信
発信履歴または
着信履歴から電
話をかける

P.501

ワンタッチ
発信

ワンタッチダイ
ヤルから電話を
かける

P.503

MENU

発信方法 内容 ページ

音声認識発
信

音声認識で電話
をかける P.503

ナビからの
発信

ナビのデータか
ら電話をかける P.504

知 識
● ハンズフリーで使用する携帯電話の場合は、
データ通信中に電話をかけようとすると、
メッセージが表示されます。
データ通信を終了しても良い場合は、［はい］
にタッチしてください。データ通信を終了し
たくない場合は、［いいえ］にタッチし、デー
タ通信が終了してから、再度電話をかけてく
ださい。
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電話帳データが登録されていないときは
メッセージが表示されます。
･ PBAPに対応していない携帯電話の場合、
［編集］にタッチすると、電話帳編集画面
（→ P.515）が表示されます。［転送］に
タッチすると、電話帳転送画面（→
P.512）が表示されます。

･ PBAP に対応している携帯電話の場合、
［はい］にタッチすると電話帳転送が行わ
れます。

接続されている携帯電話に対応した電話
帳のみ表示されます。

次のいずれかにタッチすると、ショート
カットスイッチが切り替わります。
［その他］：英数字ショートカット
［50音］：50音ショートカット
英数字ショートカットを表示していると
きは、アルファベットのショートカットス
イッチのみ任意のアルファベットが選択
できます。
（例）［ABC］を2回タッチすると、Bで始ま

るデータのリストが先頭に表示されま
す。

 [転送]にタッチすると、電話帳転送画面が
表示されます。（→ P.512）

 [機能]にタッチすると、電話帳編集画面が
表示されます。（→ P.515）

 PBAP に対応している携帯電話で画像表
示設定をしている場合、電話帳データに画
像情報があると電話番号と共に画像が表
示されます。

電話帳から発信する

あらかじめ電話番号を車載機の電話
帳に登録しておくことにより（→
P.511）、登録した電話番号を呼び出
して電話をかけることができます。

ダイヤル画面（→P.499）

1 ［電話帳］にタッチ。

2 希望の通話相手にタッチ。

3 電話番号が複数登録してあるとき
は、希望の電話番号にタッチ。

4 ［ ］にタッチ。

ショートカットスイッチ
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履歴から発信する

発信履歴または着信履歴に登録され
ている電話番号を呼び出して、電話を
かけることができます。

ダイヤル画面（→P.499）

1 ［履歴］にタッチ。

2 必要に応じて、 、   
または  にタッチ。
全履歴画面

着信履歴画面

全履歴 着信履歴
発信履歴

不在着信アイコン

発信履歴画面

3 希望の通話相手にタッチ。

4 ［ ］にタッチ。
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履歴データはそれぞれ個別に削除するこ
ともできます。（→ P.519）

知 識
● 過去に発信または着信した電話番号を、それ
ぞれ最大10件記憶しています。

● それぞれの履歴が10件を超えると、古い履
歴から自動で削除されます。

● 着信および着信拒否、不在着信、発信の電話
番号に、それぞれアイコンが表示されます。

● 発信履歴は、状況によって次のように登録さ
れます。
･ 車載機の電話帳またはナビに登録されて
いる電話番号に発信した場合、そのデー
タに名称情報・画像情報があると、名称・
画像も発信履歴に登録されます。
名称読みのみ登録されているときは、名
称読みが発信履歴に登録されます。

･ 同一電話番号に発信した場合は、最新の
発信履歴のみ登録されます。

● 着信履歴は、状況によって次のように登録さ
れます。
･ 車載機の電話帳に登録してある電話番号
から着信した場合、そのデータに名称情
報・画像情報があると、名称・画像も着
信履歴に登録されます。
名称読みのみ登録されているときは、名
称読みが着信履歴に登録されます。

･ 同一電話番号から着信した場合は、すべ
て着信履歴に登録されます。

･ 不在着信および着信拒否も着信履歴とし
て登録されます。

･ 相手先電話番号の情報がない場合は、
「通知不可」と着信履歴に登録されます。

履歴を削除する

発信履歴および着信履歴のデータは、
それぞれ全削除できます。

1 ［削除］にタッチ。

2 ［全選択］にタッチ。

3 ［削除］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

お車を手放すときには、個人情報の初期
化を行ってください。（→P.57）

ダイヤル画面（→P.499） →  → 
、  または  → 

履歴

全履歴 着信履歴 発信履歴

全履歴画面、発信履歴画面または
着信履歴画面
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選択した電話番号に発信されます。
ページを切り替えるとき
   、  または 

  にタッチ。

走行中は、10キーなどが灰色になり、操
作できません。ワンタッチ発信を使用して
ください。

音声認識発信のしかたについて
「電話をかける」（→ P.408）

ワンタッチで発信する

電話帳に登録してある任意の電話番
号をワンタッチダイヤルとして登録
しておくことにより（→P.517）、簡
単な操作で電話をかけることができ
ます。
ワンタッチ発信は走行中でも使用す
ることができます。

ダイヤル画面（→P.499）

1 ［ワンタッチダイヤル］にタッチ。

2 希望の電話番号にタッチ。

知 識
●［機能］にタッチすると、ワンタッチダイヤ
ルの登録・削除ができます。（→P.518）

走行中に電話をかける場合

ワンタッチ1 ワンタッチ2
ワンタッチ3

音声認識で発信する

音声認識で電話をかけることができ
ます。

音声認識発信を中止する

「音声認識モードを中止する」（→
P.401）の方法で、音声認識発信を中
止できます。

知 識
● 音声認識中に着信した場合やハンズフリー
以外の画面に切り替えた場合は、認識動作を
中止します。

● 音声認識発信は走行中でも使用できます。
● 音声操作で電話をかける場合、携帯電話の機
種によっては、発信後電話画面に切り替わる
までに時間がかかることがあります。
この場合、切り替え中は現在地画面が表示さ
れますので、電話画面に切り替わるまではナ
ビの操作をしないでお待ちください。

● データ通信中に音声操作で電話をかけると、
データ通信は強制終了されます。
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ダイヤル画面で［交通ナビ］にタッチする
と、ナビの交通ナビ関連画面が表示され、
ここからも電話をかけることができます。
（→ P.418）

画面外の  →［情報］→［電話］の
順にタッチ。

ナビ画面から発信する

ナビ画面で［ ］または［電話をか
ける］が表示されているときは、ナビ
に登録されているデータの電話番号
に電話をかけることができます。

1 ［ ］または［電話をかける］が表
示されている画面を表示する。

2 ［ ］または［電話をかける］に
タッチ。

ダイヤル画面の［交通ナビ］の
使い方

携帯電話本体から発信する

車載機に Bluetooth 接続された携帯
電話本体を直接操作して、発信するこ
とができます。

ハンズフリー画面を表示する

携帯電話本体から 発信しても、
Bluetooth 接続中であれば、ハンズフ
リー画面を表示することができます。

画面スイッチを使用したいとき
通話を転送する。（→P.507）

警 告

● 安全のため、運転者は運転中に携帯電話本体
の操作をしないでください。

知 識
● 携帯電話本体から発信した場合、次の点がハ
ンズフリーと異なります。
･ 携帯電話側で直接操作して発信した場合
は、発信履歴に登録されません。

･ 単独で通話中の携帯電話が車載機に接続
された場合、相手先電話番号は発信履歴
または着信履歴に登録されません。

● 携帯電話本体から発信した場合、ハンズフ
リーでの通話になるか、携帯電話本体での通
話になるかは、機種によって異なります。携
帯電話の操作については、携帯電話に添付の
取扱説明書でご確認ください。

MENU
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2. 着信中画面で電話を受ける

応答保留を解除して通話するとき

［ ］にタッチ。
応答保留中に音量を調整するとき
  ［－］または［+］にタッチ。

応答保留中に電話を切るとき
［ ］にタッチ。

着信中、［－］または［+］にタッチ。

［ ］にタッチし続ける。
着信拒否すると、ハンズフリー画面が解除
されます。

ここでは、電話を受ける以外に着信中
画面で操作できることを説明します。

知 識
● ここでは、全画面表示の場合で説明していま
す。簡易表示の場合は、相手の名称や電話番
号が表示されません。（→P.508）

電話を保留する（応答保留）

1 着信中、［ ］にタッチ。

知 識
● 携帯電話の機種によっては、応答保留できな
いことがあります。

● 携帯電話の機種によっては、車載機側の操作
で応答保留中になると、自動的に携帯電話本
体での通話に切り替わることがあります。

● Bluetooth接続中に、携帯電話本体で応答保
留する、または携帯電話本体で応答保留を解
除すると、携帯電話本体での通話に切り替わ
ることがあります。

着信音量を調整する

知 識
● 着信音は携帯電話で選択している着信音を
鳴らします。ただし、機種によっては、選択
している音以外の着信音が鳴ることや着信
音が聞こえないことがあります。

着信を拒否する

着信中画面で、着信拒否できます。
携帯電話が着信拒否に対応している
ときのみ使用することができます。
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3. 通話中画面で操作する

通話中、［－］または［+］にタッチ。

ミュート状態のときは、作動表示灯が点灯
します。

ミュートを解除するとき
再度［ミュート］にタッチ。

通話中は通話中画面が表示され、次の
操作をすることができます。
（1）受話音量の調整
（2）送話音量の調整
（3）送話音のミュート
（4）通話の転送
（5）割込通話

通話中画面

知 識
● ここでは、全画面表示の場合で説明していま
す。簡易表示の場合は、相手の名称や電話番
号が表示されません。（→P.508）

● 携帯電話の機種によっては、次のようなこと
があります。
携帯電話の操作については、携帯電話に添付
の取扱説明書でご確認ください。
･ 単独で通話中の携帯電話が車載機に接続
されると、通話中画面が表示されます。こ
の場合、そのままで通話が維持されるか、
ハンズフリーでの通話になるかは、機種
によって異なります。

･ ハンズフリーで通話中にエンジンスイッ
チをOFF（LOCK）にすると、機種によっ
て、通話が切断される場合と、通話が携
帯電話で継続される場合があります。
なお、通話が携帯電話で継続される場合
は、携帯電話の操作が必要になることが
あります。この場合、エンジンスイッチ
がACCまたはONであれば、通話を転送
することでハンズフリーでの通話に切り
替えられます。（→P.507）

受話音量を調整する

送話音量を調整する

通話相手に聞こえる音量を調整する
ことができます。

1 ［送話音量］にタッチ。

2 ［－］または［+］にタッチして調整
し、［完了］にタッチ。　

送話音をミュート（消音）
する

お客様の音声を通話相手に聞こえな
くすることができます。
（この場合でも、通話相手の声はお客
様に聞こえます。）

1 ［ミュート］にタッチ。

作動表示灯
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携帯電話本体での通話からハンズフリー
での通話に切り替えると、ハンズフリー画
面が表示され、スイッチでの操作ができま
す。

電話会社と割込通話（キャッチホン）の契
約をしている必要があります。

携帯電話がHFP Ver 1.5 プロファイルに
対応していない場合は、割込通話できませ
ん。

着信相手と通話でき、通話していた相手は
保留中になります。

［ ］にタッチする度に通話相手が切り
替わります。

携帯電話の機種により、両者とも通話が切
れる場合があります。携帯電話に添付の取
扱説明書でご確認ください。

通話を転送する

Bluetooth 携帯電話では、車載機と携
帯電話の間で、通話を転送することが
できます。
ハンズフリーでの通話から携帯電話
本体での通話、または携帯電話本体で
の通話からハンズフリーでの通話に
切り替えられます。

画面で操作する

1 通話中画面で、［電話機通話］また
は［ハンズフリー通話］にタッチ。

知 識
● 走行中は、ハンズフリーでの通話から携帯電
話本体での通話に切り替えることはできま
せん。

携帯電話本体で操作する

発信中、通話中、着信中、応答保留中
に通話を転送することができます。

知 識
● 携帯電話の機種により、転送方法や動作が異
なります。携帯電話の操作については、携帯
電話に添付の取扱説明書でご確認ください。

● 応答保留中の携帯電話本体の通話をハンズ
フリー通話に切り替えると、携帯電話は応答
保留中のままで車載機には通話中画面が表
示されます。

割込通話を操作する

通話中に第三者から着信が入った場
合、割込通話（キャッチホン）で両者
と通話することができます。

割込通話を使用する

通話中に第三者から着信が入った場
合、着信メッセージが表示されます。

1 ［ ］にタッチ。

割込通話を拒否する

1 ［ ］にタッチ。
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4. 簡易画面で操作する

簡易画面での操作について

状況に応じて次のような画面が表示
され、電話がつながっていることをお
知らせします。
画面に電話番号および名称は表示さ
れませんが、通常通り操作することが
できます。

知 識
● 電話が切れる、または電話を切ると、簡易表
示画面やTEL音声画面は解除されます。

簡易表示画面

電話詳細設定の着信割り込み表示（→
P.520）で「簡易」を選択していると
きに表示されます。

TEL 音声画面

電話がつながっているときにオー
ディオ画面に切り替えようとした場
合に表示されます。
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4. ハンズフリーの設定を変更する

1. 設定画面を表示する

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

設定画面で、次の項目の設定ができます。

設定画面

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

設定画面で、次の項目の設定ができます。

設定画面

電話の設定をする

設定画面から、電話の各種設定をする
ことができます。
お客様の使用状況に応じて、ご利用く
ださい。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『電話』にフリック操作
で切り替える。

項目／内容 ページ

音設定
ハンズフリー各音の音量調整・
設定

P.510

電話帳設定
電話帳の転送・登録・編集・削除
ワンタッチダイヤルの登録・削除
発信履歴・着信履歴の削除

P.511

詳細設定
ハンズフリー画面の設定 P.520

MENU

Bluetooth の設定をする

設定画面から、Bluetooth の各種設定
をすることができます。
お客様の使用状況に応じて、ご利用く
ださい。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『Bluetooth』にフリッ
ク操作で切り替える。

項目／内容 ページ

機器登録
携帯電話の登録・削除、詳細設定 P.522

電話機接続
使用する携帯電話の選択 P.523

詳細設定
Bluetooth 自動接続の設定
Bluetooth の詳細設定

P.526

MENU
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2. 音の設定を変更する

音設定画面を表示する

1 ［音設定］にタッチ。

2 各設定をする。

項目 ページ

受話音量 P.510

着信音量 P.510

送話音量 P.510

音量設定の初期化 P.510

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

受話音量を調整する

通話相手の音声の音量を調整するこ
とができます。

1 ［受話音量］にタッチ。

2 ［－］または［+］にタッチして調整
し、［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

MENU 設定

設定画面

知 識
● 受話音量は、発信中画面、通話中画面、応答
保留中画面でも調整できます。

● 車速が約 80ｋｍ/ｈ以上の高速走行時にな
ると、設定した音量が自動的に 1 段階上が
ります。（車速が約 70ｋｍ/ｈ 以下になる
と、もとの音量に復帰します。）この設定は
解除することができます。（→P.100）

着信音量を調整する

1 ［着信音量］にタッチ。

2 ［－］または［+］にタッチして調整
し、［完了］にタッチ。

知 識
● 着信音量は、着信中画面でも調整できます。

送話音量を調整する

通話相手に聞こえる音量を調整する
ことができます。

1 ［送話音量］にタッチ。

2 ［－］または［+］にタッチして調整
し、［完了］にタッチ。

知 識
● 送話音量は、通話中画面でも調整できます。

設定を初期化する

各設定を初期設定の状態にもどすこ
とができます。

1 音設定画面で、［初期状態］にタッ
チし、［はい］にタッチ。
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3. 電話帳を編集する

 PBAPに対応している携帯電話では、一部
の操作が異なります。PBAP とは、電話
帳のデータを転送するためのプロファイ
ルです。Bluetooth 接続時に電話帳デー
タ (電話番号、氏名、画像情報など ) を自
動転送することができます。

電話帳について

電話帳は、次のいずれかの方法で電話
番号（電話帳データ）を登録しておく
ことができます。
（1）携帯電話に登録してある電話帳を

車載機の電話帳に転送する。
（→P.512）

（2）車載機の電話帳に新規登録する。
（→P.515）

（3）発信履歴または着信履歴から登録
する。（→P.515）

また、登録したデータは、車載機で編
集することができます。

知 識
● 電話帳は接続された携帯電話 1 台につき、
1000 名分のデータを登録することができ
ます。接続されている携帯電話に対応した電
話帳のみ表示することができます。

● この電話帳は、1名につき最大3件の電話番
号が登録できます。

● 低温時は、登録、編集または転送した電話帳
データが保存されないことがあります。

電話帳を編集する

1 ［電話帳設定］にタッチ。

2 電話帳の編集をする。

機能 ページ

電話帳データの転送 P.512

電話帳データの新規追加 P.515

電話帳データの編集 P.516

電話帳データの削除 P.516

ワンタッチダイヤルの登録 P.517

ワンタッチダイヤルの削除 P.518

全履歴・着信履歴・発信履歴の
削除 P.519

画面外の   →  → 
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

MENU 設定

設定画面
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 PBAP に対応していない携帯電話の場
合、携帯電話を操作して電話帳データを転
送します。
･ 電話帳にすでに電話帳データがある場合
は、転送方法を選択します。
［上書き］：現在のデータに上書きする
［追加］：現在のデータに追加する

･ 携帯電話側の転送操作は、必ず上の画面を
表示させた状態で行ってください。

･ 転送中は、転送完了のメッセージが表示さ
れるまで、そのままでお待ちください。

･ 中止するとき
［中止］にタッチ。

 PBAP に対応している携帯電話の場合、
［電話帳転送］にタッチすると自動的に電
話帳転送が行われます。

･ 中止するとき
［中止］にタッチ。

携帯電話の電話帳データを
転送する

携帯電話に登録してある電話番号（電
話帳データ）を、車載機に転送するこ
とができます。

1 ［電話帳編集］にタッチ。

2 ［転送］にタッチ。

画面外の  →  → 
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面

3 転送が完了すると、転送完了のメッ
セージが表示され、電話帳編集画面
にもどる。

知 識
● 転送するときは、エンジンを始動した状態で
行ってください。

●この機能は、OPPとPBAPのどちらかに対
応している携帯電話で使用することができ
ます。また、携帯電話によって、携帯電話か
らの電話帳データの転送方法が異なります。
詳しくは、携帯電話に添付の取扱説明書を合
わせてご覧ください。

● PBAPのみに対応している携帯電話では、追
加・修正をすることができません。追加・修
正が必要な場合は、携帯電話側で追加・修正
後転送してください。
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通信を終了するとき
［はい］にタッチ。

通信を継続するとき
［いいえ］にタッチ。
･［いいえ］にタッチした場合は、データ通
信終了後にやり直します。

転送操作を最初からやり直してください。

データ通信中に電話帳データを
転送する

データ通信中に電話帳転送をすると、
メッセージが表示されます。

電話帳データを自動転送する

PBAP に対応している携帯電話では、
Bluetooth 接続時に携帯電話の電話
帳データを自動転送することができ
ます。

1 ［電話帳編集］にタッチ。

2 ［転送］にタッチ。

3 ［電話帳自動転送］にタッチし、［す
る］にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面

履歴のデータを自動転送する

PBAP に対応している携帯電話では、
Bluetooth 接続時に携帯電話の履歴
データを自動転送することができます。

1 ［電話帳編集］にタッチ。

2 ［転送］にタッチ。

3 ［履歴自動転送］にタッチし、［する］
にタッチ。

4 ［完了］にタッチ。

転送失敗画面が表示されたとき

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面
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知 識
● 電話帳データを転送する際、各データについ
ては、次のような制限があります。
･ 携帯電話の電話帳で1つの名称に4件以
上の電話番号が登録されている場合、車
載機の電話帳には同じ名称を複数登録し
てすべての電話番号を登録します。

･ 電話番号と同時に名称・名称読みも転送
されますが、機種によっては漢字や記号
などが転送されないことや、すべての文
字が転送されないことがあります。また、
転送されても正しく表示されないことが
あります。

･ 通常はシークレットメモリの読み出しは
行いません。（携帯電話の仕様により可能
な場合もあります。）

･ 携帯電話に登録されているグループ名は
転送されません。

･ 車載機の電話帳で表示されるアイコン
は、転送元の情報を元にして自動で割り
当てられます。ただし、携帯電話の機種
や使用環境によっては、表示されるアイ
コンがすべて同じになることがありま
す。

･ 電話帳データを転送する際、機種によっ
ては、携帯電話の暗証番号および認証パ
スワードの入力を求められることがあり
ます。この場合、認証パスワードは
“1234”を入力してください。

● 一括転送可能な機種は、電話帳データを転送
する際、次のような特徴があります。
･ 転送には 10 分程度かかる場合がありま
す。

･ 電話帳データ転送画面が表示されている
ときでも他画面に切り替えることができ
ます。この場合、電話帳データ転送は継
続されます。

● 電話帳データ転送中は、次のように対応しま
す。
･ 電話帳データ転送中に着信があった場合
は、状況によりどちらかが優先されます。
着信が優先された場合、着信した電話は
携帯電話本体での通話になります。この
場合は、通話終了後、再度転送操作をや
り直してください。

･ 電話帳データ転送中に発信操作をした場
合、転送を継続して発信を中止します。

･ 電話帳データ転送中にエンジンスイッチ
を OFF（LOCK）にした場合、転送は中
止されます。この場合は、エンジンを始
動して、再度転送操作をやり直してくだ
さい。

● 次の場合、転送済みの電話帳データは車載機
の電話帳に保存されます。
･ 車載機のメモリ容量により途中で転送が
終了したとき

･ 何らかの原因で転送が中断されたとき
● 車載機の電話帳データを携帯電話に転送す
ることはできません。

● 電話帳データ転送中は、Bluetooth オー
ディオの接続が切断されます。この場合、転
送が終了すると再接続されます。（機種に
よっては、再接続できないことがあります。）



515

4. ハンズフリーの設定を変更する

3. 電話帳を編集する

AW   

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
を
使
う

 PBAP に対応している携帯電話の電話帳
は、新規データを追加することはできませ
ん。

他の電話番号を続けて登録するとき
［はい］にタッチ。

電話帳に新規データを追加
する

車載機の電話帳に直接データを入力
して電話帳を作ることができます。
電話帳には、1名のデータにつき、次
の項目が登録できます。
名称、名称読み、電話番号（最大 3
件）、アイコン（各電話番号にそれぞ
れ1つ）

1 ［電話帳編集］にタッチ。

2 ［新規追加］にタッチ。

3 各項目を編集する。（→P.515）

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面

履歴内容画面（→ P.501）からも、電
話帳編集画面を呼び出して新規データ
を追加することができます。

［新規登録］にタッチ。

名称、名称読み、電話番号、ア
イコンの編集をする

電話帳は名称、名称読み、電話番号、
アイコンの順で編集することができ
ます。
電話番号は 1 名につき最大 3 件登録
できます。また、それぞれの電話番号
にアイコンを登録できます。

1 ソフトウェアキーボードで名称を
入力し、［完了］にタッチ。

2 名称読みを入力し、［完了］にタッ
チ。

3 電話番号を入力し、［完了］にタッ
チ。

4 登録したいアイコンにタッチ。

5 ［いいえ］にタッチ。
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電話帳のデータを編集する

登録済みの電話帳データを編集する
ことができます。

1 ［電話帳編集］にタッチ。

2 ［編集］にタッチ。

3 編集したいデータにタッチ。

4 各項目のスイッチにタッチして編
集する。（→P.516）

5 ［完了］にタッチ。

知 識
● PBAPに対応している携帯電話の電話帳は、
電話帳データを編集することはできません。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面

名称、名称読みの編集をする

名称、名称読みは省略することができ
ますが、その場合、電話帳画面には電
話番号が表示されます。

1 編集する項目（［名称］、［名称読み］）
にタッチ。

2 ソフトウェアキーボードで入力す
る。

電話番号を編集する

電話番号は、電話番号 1 ～ 3 にそれ
ぞれ1件ずつ登録でき、1名につき最
大3件登録できます。また、それぞれ
の電話番号にアイコンを登録できま
す。

1 ［電話番号1］、［電話番号2］または
［電話番号3］にタッチ。

2 電話番号を入力し、［完了］にタッ
チ。

3 登録したいアイコンにタッチ。

電話帳のデータを削除する

電話帳データは、個別に選択して削
除、または全削除ができます。

お車を手放すときには、個人情報の初期
化を行ってください。（→P.57）
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知 識
● PBAPに対応している携帯電話の電話帳は、
「電話帳自動転送」設定されている場合、削
除することはできません。

電話帳のデータを個別に削除す
る

1 ［電話帳編集］にタッチ。

2 ［削除］にタッチ。

3 削除したいデータを選択しタッチ。

4 ［削除］にタッチ。

5 ［はい］にタッチ。

電話帳のデータをすべて削除す
る

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面

1 ［電話帳編集］にタッチ。

2 ［削除］にタッチ。

3 ［全選択］にタッチ。

4 ［削除］にタッチ。

5 ［はい］にタッチ。

ワンタッチダイヤルを登録
する

電話帳に登録してある任意の電話番
号を、最大18件までワンタッチダイ
ヤルに登録することができます。
ワンタッチダイヤルは走行中でも使
用できるため、よく利用する電話番号
を登録しておくと便利です。

1 ［ワンタッチダイヤル編集］にタッ
チ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面
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ページを切り替えるとき
  、  または

 にタッチ。

2 ［登録］にタッチ。

3  登録したいデータにタッチ。

4 登録したい電話番号にタッチ。

5 登録したいスイッチにタッチ。

6 登録済みのスイッチを選択したと
き

置き換えてもよいときは［はい］にタッ
チ。

ワンタッチ1 ワンタッチ2
ワンタッチ3

ワンタッチダイヤルを削除
する

ワンタッチダイヤルの 1～18は、個
別に選択して削除できます。
全削除すると、18 件すべてが削除で
きます。

ワンタッチダイヤルを個別に削
除する

1 ［ワンタッチダイヤル編集］にタッ
チ。

2 ［削除］にタッチ。

3 削除したいワンタッチダイヤルに
タッチ。

4 ［削除］にタッチ。

5 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面
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履歴データを全削除したいとき
履歴を削除する。（→ P.502）

ワンタッチダイヤルをすべて削
除する

1 ［ワンタッチダイヤル編集］にタッ
チ。

2 ［削除］にタッチ。

3 ［全選択］にタッチ。

4 ［削除］にタッチ。

5 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面

履歴のデータを削除する

履歴データは、個別に選択して削除、
または全削除ができます。

お車を手放すときには、個人情報の初期
化を行ってください。（→P.57）

履歴のデータを個別に削除する

1 ［履歴削除］にタッチ。

2 ［全履歴削除］、［着信履歴削除］ま
たは［発信履歴削除］にタッチ。

3 削除したいデータを選択しタッチ。

4 ［削除］にタッチ。

5 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

電話帳設定 電話帳設定画面
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4. ハンズフリーの詳細設定を変更する

［全画面］：着信中、通話中および応答保
留中に各画面が表示され、画
面のスイッチで操作ができ
ます。

［簡易］　：着信中、通話中および応答保
留中に、電話番号および名称
を表示しない簡易画面が表
示されます。全画面同様、画
面のスイッチで操作ができ
ます。

電話詳細設定画面を表示す
る

1 ［詳細設定］にタッチ。

2 各設定をする。

項目 ページ

着信割り込み表示 P.520

電話帳転送時の完了表示 P.521

履歴転送時の完了表示 P.521

着信時画像表示 P.521

着信時画像の回転設定 P.522

電話詳細設定の初期化 P.522

3 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  → 
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

MENU 設定

設定画面

着信割り込みを表示する

ハンズフリー以外の画面が表示され
ているときに電話がかかってきた場
合の、画面の表示方法を選択できま
す。
簡易表示

1 ［着信割込み表示］にタッチ。

2 ［全画面］または［簡易］にタッチ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 電話詳細設定画面



521

4. ハンズフリーの設定を変更する

4. ハンズフリーの詳細設定を変更する

AW   

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
を
使
う

解除するとき
［しない］にタッチ。

解除するとき
［しない］にタッチ。

解除するとき
［しない］にタッチ。

電話帳転送の完了を表示す
る

PBAP に対応している携帯電話と
Bluetooth 接続後、電話帳データの自
動転送が完了したときに、完了表示を
画面上部に表示するかしないかを選
択できます。

1 ［電話帳転送確認表示］にタッチし、
［する］にタッチ。

知 識
● 電話帳の自動転送は、PBAPに対応していな
い携帯電話では行うことができません。

履歴転送の完了を表示する

PBAP に対応している携帯電話と
Bluetooth 接続後、履歴データの自動
転送が完了したときに、完了表示を画
面上部に表示するかしないかを選択
できます。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 電話詳細設定画面

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 電話詳細設定画面

1 ［履歴の転送確認表示］にタッチし、
［する］にタッチ。

知 識
● 履歴の自動転送は、PBAPに対応していない
携帯電話では行うことができません。

着信時画像を表示する

PBAP に対応している携帯電話で電
話帳データに画像情報がある場合に、
着信時に画像を表示するかしないか
を選択できます。

1 ［着信時の画像表示］にタッチし、
［する］にタッチ。

知 識
● 着信時画像表示は、PBAPに対応していない
携帯電話では行うことができません。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 電話詳細設定画面
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着信時画像の回転を設定す
る

PBAP に対応している携帯電話で着
信時画像を表示するに設定している
場合、画像の方向を変更できます。

1 ［画像回転］にタッチし、使用した
い方向にタッチ。

知 識
● 着信時画像の回転設定は、PBAPに対応して
いない携帯電話では行うことができません。

電話詳細設定を初期化する

各設定を初期設定の状態にもどすこ
とができます。

1 ［初期状態］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 電話詳細設定画面

画面外の  →  →
『電話』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 電話詳細設定画面

5. Bluetooth の設定を変更
する

「携帯電話を登録する」（→ P.492）をご
覧ください。

電話機の詳細情報を確認するとき
［編集］にタッチ。（→P.524）

Bluetooth の設定について

ここでは、携帯電話と Bluetooth に
関する次の設定の説明をしています。

項目 ページ

携帯電話の登録・削除 P.522

通信機器の選択 P.523

ポータブル機の接続方法 P.526

車載機のBluetooth設定の変更 P.526

携帯電話を登録する

Bluetooth 電話機の登録を
削除する

機器登録は、個別に選択して削除、ま
たは全削除ができます。

機器登録を個別に削除する

1 ［削除］にタッチ。

2 削除したい携帯電話を選択し、［削
除］にタッチ。

画面外の   →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

機器登録 機器登録画面
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通信を終了するとき
［はい］にタッチ。

通信を継続するとき
［いいえ］にタッチ。
･［いいえ］にタッチした場合は、データ通

信終了後、再度 2からやり直します。

3 ［はい］にタッチ。

データ通信中に電話機の登録を
削除する

データ通信中に携帯電話の登録を削
除すると、メッセージが表示されま
す。

知 識
● 緊急通報中（ヘルプネット動作中）は、携帯
電話の登録を削除することはできません。

機器登録をすべて削除する

1 ［削除］にタッチ。

2 ［全選択］にタッチ。

3 ［削除］にタッチ。

4 ［はい］にタッチ。

画面外の   →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

機器登録 機器登録画面

使用する携帯電話を選択す
る

携帯電話の登録をすると、一番新しく
登録した携帯電話が車載機で使用す
る携帯電話として選択されます。
複数の携帯電話を使用するときは、必
要に応じて携帯電話を選択します。

携帯電話の登録について
「携帯電話を登録する」（→P.492）

1 ［電話機接続］にタッチ。

2 携帯電話を Bluetooth 接続可能状
態にする。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→ 

MENU 設定

設定画面
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選択中の携帯電話は、作動表示灯が点灯し
ます。

 Bluetooth 接続中の携帯電話は、
Bluetooth マークが表示されます。

他の携帯電話が Bluetooth 接続中のとき
は、確認のメッセージが表示されます。切
断してよければ、［はい］にタッチします。

接続完了のメッセージが表示されたら、携
帯電話が使用できます。

通信を終了するとき
［はい］にタッチ。

通信を継続するとき
［いいえ］にタッチ。
･［いいえ］にタッチした場合は、データ通

信終了後、再度手順 3からやり直します。

情報は、次の項目が表示されます。

3 使用する携帯電話にタッチ。

知 識
● 携帯電話は車載機に最大 5 台まで登録する
ことができますが、本機で使用できるのは電
話機接続で選択された携帯電話のみです。

● Bluetooth オーディオ再生中に電話機接続
をした場合、音声が途切れることがありま
す。

Bluetooth マーク
作動表示灯

データ通信中に通信機器を選択
する

データ通信中に電話機接続をすると、
メッセージが表示されます。

知 識
● 緊急通報中（ヘルプネット動作中）は、携帯
電話の登録を削除することはできません。

電話機詳細情報を表示する

電話機詳細情報では、車載機に登録さ
れている携帯電話に関する情報の表
示と設定をすることができます。

項目 内容

機器名称

車載機に表示される携帯
電話の名称です。任意の名
称に変更することができ
ます。

機器アドレス 機器固有のアドレスで、変
更することはできません。

自局電話番号 携帯電話の電話番号です。

対応プロファ
イル

携帯電話で対応している
プロファイルで、変更する
ことはできません。
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この画面で、次の操作を行うことができま
す。
･ 機器名称の変更（→ P.525）
･ Bluetooth オーディオとの接続方法
（Bluetooth オーディオ使用時）
（→ P.526）

1 ［編集］にタッチ。

2 詳細情報を表示したい携帯電話に
タッチ。

3 各項目を確認する。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

機器登録 機器登録画面

携帯電話の名称を変更する

車載機に表示される携帯電話の名称
を、任意の名称に変更することができ
ます。

知 識
● 車載機で機器名称を変更しても、携帯電話に
登録されている機器名称は変更されません。

1 ［機器名称］にタッチ。

2 ソフトウェアキーボードで入力す
る。

3 ［完了］にタッチ。

画面外の   →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  →  → 

 →   

MENU 設定

機器登録 編集

（名称変更したい電話機）

電話機詳細情報画面
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 Bluetooth オーディオから接続するとき
［ポータブル機から］にタッチ。

 Bluetooth詳細設定画面で、次の情報を確
認できます。

ポータブル機との接続方法を設
定する

Bluetooth オーディオとの接続を車
載機側からするか、Bluetooth オー
ディオからするかを設定することが
できます。

1 ［接続方法］にタッチし、［車載機か
ら］にタッチ。

2 ［完了］にタッチ。

画面外の   →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  →  → 

 →   

MENU 設定

機器登録 編集

（接続したい Bluetooth オーディオ）

電話機詳細情報画面

車載機のBluetooth 情報を
編集する

Bluetooth 設定は、車載機に関する
Bluetooth 設定情報の表示と設定の
変更をすることができます。

項目 内容

電話機の接続
確認案内

エンジンスイッチを OFF
（LOCK）から ACC また
は ON にして、携帯電話
と自動的に Bluetooth 接
続したときに、接続確認の
表示を画面上部に案内す
るかしないかを選択でき
ます。

機器名称

Bluetooth ネットワーク
内での車載機の名称です。
任意の名称に変更するこ
とができます。

パスキー

携帯電話を車載機に登録
する際のパスワードです。
4 ～ 8 桁の任意の数字に
変更することができます。

機器アドレス

車載機に登録されている
機器固有のアドレスで、変
更することはできません。
機器名称やパスキーを他
の Bluetooth 機器と同じ
にしてしまい、ネットワー
ク内での車載機の区別が
つけられなくなってし
まった場合に参考にする
ことができます。

対応プロファ
イル

車載機で対応しているプ
ロファイルで、変更するこ
とはできません。

ポータブル機
の接続確認案
内

Bluetooth 接続される
と、接続完了の表示を画面
上部に表示することがで
きます。
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間違えたとき
［修正］にタッチ。

パスキーは Bluetooth オーディオ設定の
パスキー（→ P.390）と別の数字を設定
することができます。

1 各項目を確認する。

この画面で、次の操作を行うことができま
す。
･ 機器名称の変更（→ P.527）
･ パスキーの変更（→ P.527）
･ 電話機自動接続の設定（→ P.528）
･ 携帯電話接続確認表示の設定
（→ P.528）
･ ポータブル機の接続確認表示の設定（→
P.379）

車載機の名称を変更する

Bluetooth ネットワーク内での車載
機の名称を、任意の名称に変更するこ
とができます。

1 ［機器名称］にタッチ。

2 ソフトウェアキーボードで入力し、
［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

知 識
● 機器名称を変更した場合、Bluetooth オー
ディオ設定の機器名称（→ P.389）も同時
に変更されます。パスキーについては、それ
ぞれ別の数字を設定することができます。

パスキーを変更する

パスキーは 4 ～ 8 桁の任意の数字に
変更することができます。

1 ［パスキー］にタッチ。

2 4～8桁の範囲で任意の数字を入力
し、［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面
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通常はこの状態で使用してください。
携帯電話は Bluetooth 接続可能な状態に
しておいてください。

解除するとき［しない］にタッチ。

解除するとき［しない］にタッチ。

自動で電話機を接続する

エンジンスイッチをOFF（LOCK）か
ら ACCまたはONにするたびに、選
択 し た 携 帯 電 話 と 自 動 的 に
Bluetooth 接続します。

1 ［自動接続］にタッチし、［する］に
タッチ。

ACC ON時のBluetooth
接続確認を案内する

エンジンスイッチをOFF（LOCK）か
ら ACCまたはONにして、携帯電話
と自動的に Bluetooth 接続したとき
に、接続確認の表示を画面上部に案内
するかしないかを選択できます。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

Bluetooth 接続確認案内

1 ［電話機の接続確認案内］にタッチ
し、［する］にタッチ。

車載機のBluetooth 情報を初期
化する

各設定を初期設定の状態にもどすこ
とができます。

1 ［初期状態］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面

画面外の  →  →
『Bluetooth』に切り替え（→P.38）
→  → 

MENU 設定

詳細設定 Bluetooth 詳細設定画面
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10.G-駐車場 ...................................... 615
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13 各種登録・設定

1. G-BOOK詳細設定 ....................... 617

2. プライバシー設定 ........................ 626

3. 契約内容・契約者情報の
確認・変更.................................. 627

14 こんなメッセージが
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1. こんなメッセージが
表示されたときは...................... 628

本機で携帯電話を利用する際には、必ず動作確認済携帯電話をトヨタ販売店または G-BOOKの
パソコンサイト（http://g-book.com/）、携帯サイト（http://mo.g-book.com/）でご確認
ください。なお、動作確認は、一定の条件下で確認したものです。そのため、携帯電話の仕様
変更などにより、動作確認済機種でも、確認内容が変更になることがありますので、あらかじ
めご了承ください。

※本書で使用している画面は、携帯電話使用時の画面を使用して説明しています。
通信モジュール（DCM）使用時については、特に注記のない限り、携帯電話使用時と同様の
操作になります。また、表示内容はサンプル表示となっております。
なお、全体に関わる注意点として、携帯電話使用時の画面に表示される［切断］については、
通信モジュール（DCM）使用時は表示されません。

※本書で使用しているコンテンツの画面は、実際の画面と異なることがあります。
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1. はじめに

1. ご利用の前に知っておいていただきたいこと

走行中にG-BOOK オンラインサービスをご利用になると、安全のため、操作の一部
を制限したり、コンテンツによってはブラウザのコンテンツ表示部分を覆って、メッ
セージを表示します。
このようなコンテンツをご覧になるときは、安全な場所に車を停車させてご覧くださ
い。

接続する通信機器により、データ通信やハンズフリー通話に利用する機器は、次のよ
うに選択されます。

※本機で動作確認済みの Bluetooth 携帯電話については、G-BOOKのパソコ
ンサイト（http://g-book.com/）、携帯サイト（http://mo.g-book.com/）
でご確認ください。

安全に利用するため注意いただきたいこと

G-BOOK オンラインサービスをご利用になるときは、次の注意事項を必ずお守
りの上、正しくお使いください。

警 告

● 安全のため、運転者は走行中に極力操作（音声操作も含む）をしないでください。
走行中の操作はハンドル操作を誤るなど、思わぬ事故につながるおそれがあります。車を停車さ
せてから操作をしてください。
なお、走行中に画面を見るときは、必要最小限の時間にしてください。

走行中の操作、表示規制について

通信機器について

本機はG-BOOK mX(Ver.2.0)、G-BOOK mX Pro(Ver.2.0) 対応ナビです。

G-BOOK オンラインサービスは、Bluetooth 携帯電話※または通信モジュール
（DCM）を利用して、データ通信を行います。

サービス データ通信／
ヘルプネットとオペレーターサービスの

音声通話

ハンズフリー通話

G-BOOK ｍX Bluetooth 携帯電話※ Bluetooth 携帯電話※

G-BOOK ｍX Pro 通信モジュール（DCM） Bluetooth 携帯電話※

G-BOOKオンラインサービス
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 Bluetooth 携帯電話を使用してデータ通信するときは、次の点をご理解の上、正しく
お使いください。
･ Bluetooth 携帯電話でデータ通信を行うときは、あらかじめ本機に携帯電話を登
録しておかないと使用できません。Bluetooth 携帯電話を使用するときは、まず
最初に、ご使用になる携帯電話の登録を行ってください。（→P.492）

･ Bluetooth 携帯電話の機種によっては、受信レベル表示を行うことができないこ
とがあります。

･ Bluetooth 携帯電話でデータ通信を利用される場合、携帯電話の割込着信の設定
または契約を「割込着信する」で利用していると、携帯電話の機種によっては、
データ通信を行っている最中とデータ通信終了後の約 1 分間は、電話を受けるこ
とや応答保留などができないにもかかわらず、発信元では呼び出し中の状態が続く
ことになります。
割込着信の設定変更または契約変更については、ご利用の携帯電話に添付の取扱説
明書などでご確認ください。

･ Bluetooth 携帯電話でデータ通信する場合は、操作しない状態が一定時間継続す
ると、G-BOOK センターとのデータ通信を自動で切断します。自動で切断するま
での時間は、携帯電話の機種によって異なります。

･ Bluetooth 携帯電話の機種や状態によっては、エンジン始動後にデータ通信を行
うことができる状態になるまでに時間がかかることがあります。
この場合は、しばらく待ってから再度操作を行ってください。

･ Bluetooth 携帯電話の機種によっては、携帯電話が待ち受け状態でないとデータ
通信ができないことがあります。

･ 通信にはお手持ちの携帯電話の電波を使用します。通信可能なエリアについては、
携帯電話各社のサービスエリア図などを参照ください。

･ お手持ちの携帯電話に添付の取扱説明書の注意事項もよくお読みください。
･ 通信料金はお客様のご負担になります。
･ データ取得までの時間は、本機の状態やデータの内容、電波状態、接続している携
帯電話の機種によって異なります。

･ G-BOOK オンラインサービスを利用中に携帯電話と本機の接続を切断すると、機
種によってはデータ通信や音声通話を継続したままになることがあります。
G-BOOK オンラインサービス利用後に携帯電話と本機の接続を切断したら、携帯
電話の状態を必ず確認してください。

･ G-BOOK オンラインサービスを利用中に、エンジンをかけなおすなどのエンジン
スイッチの操作を行うと、接続している携帯電話の機種によっては、ハンズフリー
の着信中画面になることがあります。
この場合は、電話機を操作するなどして、通話を終了する操作を行ってください。
（→ P.497）

Bluetooth 携帯電話を使用するときの留意事項
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通信モジュール（DCM）使用時
通信方式は、株式会社NTTドコモのW-
CDMA方式の携帯電話と同一です。
FOMAサービスエリアでは、最大
7.2Mbps データ通信サービスがご利用
いただけます。同社サービスエリア図を
ご参照ください。
なお、通信状況は様々な要因で変動しま
す。必ずしもサービスエリア内にいれば、
常に通信が可能というわけではありませ
ん。

 G-BOOK オンラインサービスはデータ取
得に通信を利用するため、次のような通信
環境が整わない状況では通信を利用する
サービスはすべて利用できません。
･ トンネルの中にいるとき
･ 地下駐車場にいるとき
･ 山奥などの通信圏外にいるとき
･ 回線が混雑しているなど、発信規制中のと
き

この先、通信事業者にて通信に使用する電
波が変更もしくは打ち切りになった場合、
G-BOOK オンラインサービスが使用でき
なくなります。
（その場合には事前にご連絡します。）

通信モジュール（DCM）を利用
するときの留意事項

通信モジュール（DCM）は通信アン
テナを使用します。
通信アンテナの位置は、販売店でご確
認ください。

知 識
● データ通信に関する通信料金はG-BOOK利
用料金に含まれています。

● データ取得までの時間は、本機の状態やデー
タの内容、電波状態によって異なります。

警 告

● 植え込み型心臓ペースメーカーや植え込み
型除細動器をお使いの方は、通信アンテナか
ら22cm以内にこれらの医療用電気機器が
近づくような姿勢をとらないようにしてく
ださい。上記以外の医療用電気機器をお使い
の方は、G-BOOK オンラインサービスをお
使いになる前に、医療用電気機器の製造事業
者などに個別にご相談ください。
データ通信に伴う電波により、医療用電気機
器の作動に影響を与えるおそれがあります。

知 識
● 本製品は、電波法および電気通信事業法の基
準に適合しています。製品に貼り付けてある
シールはその証明です。シールをはがさない
でください。

● 本製品を分解・改造すると、法律により罰せ
られることがあります。

本製品には、電気通信事業法第56条
第2項の規定に基づく端末機器の設計
について認定をうけた以下の設備が
組込まれております。
･ 機器名称：FOMA TM02-KY、
認証番号：AD11-0014001

本製品には、電波法第38条の24第
1項の規定に基づく認証を受けた以下
の設備が組込まれております。
･ 機器名称：FOMA TM02-KY、
認証番号：005XYAA0301

005MWAA0236
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画面上部（タイトル）に、ネットワーク接
続中は「接続中」、コンテンツ読み込み中
は「しばらくお待ちください」が表示され
ます。
また、コンテンツ読み込み中は、タイトル
の下に読み込み状況がバーで表示されま
す。バーの表示が消えて、コンテンツのタ
イトルが表示されたら、画面の操作を行っ
てください。
･ 走行中のためにコンテンツの表示が制限
されている場合は、コンテンツの読み込み
が終了すると、“ピッ”という音でもお知
らせします。

通信中は、ネットワーク接続中であること
をお知らせするため、現在地画面などに通
信中マークが表示されます。

通信機器共通留意事項

ここでは、各通信機器に共通の留意事
項がまとめてあります。

タイトル

バー

通信中マーク

知 識
● GPS信号を長い間（数カ月間）受信してい
ないとき、またはバッテリーとの接続が断た
れたときは、データ通信ができなくなること
があります。この場合は、GPS信号が受信
できる場所（→ P.199）に車を移動し、画
面外の  にタッチして地図画面上に
GPS マークが表示されることを確認した
後、再度試してみてください。

MAP

GPSマーク
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携帯電話接続時の表示は、携帯電話本体の
受信レベル表示と一致しないことがあり
ます。

通信モジュール（DCM）使用時

携帯電話使用時

使用する携帯電話が Bluetooth 接続され
ていないときは、「未接続」が表示されま
す。

受信レベルについて

画面右上に受信レベルが表示されま
す。データ通信時の目安にしてくださ
い。

表示

レベル 圏外 弱 強

表示

レベル 圏外 弱 強

受信レベル
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2. G-BOOKとは

1. G-BOOKオンラインサービスとは

本機に通信機器を接続することで、「安心・快適・便利」な車向け情報サービ
スをご利用いただけます。

G-BOOK mX

G-BOOKオンラインサービスとは

G-BOOKの通信方法

G-BOOKの通信方法には２種類あります。

Bluetooth 対応携帯電話を使う

G-BOOKに対応したBluetooth 携帯電話が必要です。
「動作確認済み携帯電話」を G-BOOK のパソコンサイト（http://
g-book.com/）、携帯サイト（http://mo.g-book.com/）でご確認くだ
さい。

通信費はお客様負担です。
カーナビ向け通信が定額になる料金プラン※にご加入の場合、地図更新
を自動で行う設定が可能です。

※カーナビ通信料定額プラン
・au：カーナビ用料金オプション
・Softbank：カーナビプラン
・ドコモには2012年5月現在カーナビ通信料定額プランはありません。
最新の情報は各通信事業者にお問い合わせください。

オンラインで地図更新
地図更新サービス

情報の検索はお任せ
事故・急病時に安心
緊急通報サービス

VICS＋プローブで情報充実
プローブコミュニケーション交通情報情報

24時間愛車を見守る
カーセキュリティサービス

パソコン・スマートフォン・
ケータイが車と連携
ユーザーサイト

Webで最新情報を探す
スポット検索

オペレーターサービス

オンラインで地図更新
地図更新サービス

情報の検索はお任せ
事故・急病時に安心
緊急通報サービス

VICS＋プローブで情報充実
プローブコミュニケーション交通情報

24時間愛車を見守る
カーセキュリティサービス

パソコン・スマートフォン・
ケータイが車と連携
ユーザーサイト

Webで最新情報を探す
スポット検索

オペレーターサービス

サービスによりWeb 登録が必要です。（詳細→P.540）
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G-BOOK mX Pro

通信モジュール（DCM）を使う

車両に装着した通信モジュール（DCM）で通信を行います。
ご利用にはG-BOOK利用申し込みが必要です。
通信費はG-BOOK mX Pro 利用料金に含まれます。
利用料金は、トヨタ販売店またはG-BOOKのパソコンサイト（http://
g-book.com/）でご確認ください。

10_Chap01.fm  537 ページ  ２０１３年１２月６日　金曜日　午後４時３分
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△：有料オプション

※1 通信にかかる費用はお客様のご負担となります。
※2 ヘルプネットサービス開始操作後ご利用いただけます。なお、ご利用には２年ごとに登録情

報の更新が必要です。
※3 GAZOO会員登録でも利用可能です。

主なサービス

主なサービス
G-BOOK mX※ 1 G-BOOK mX Pro

通信機：
Bluetooth 対応携帯電話

通信機：
通信モジュール（DCM）

緊急通報サービス
ヘルプネット ○  ※ 2 ○

ナビ操作をサポート
オペレーターサービス △  ○

地図更新サービス
マップオンデマンド ○ ○

パソコンや携帯電話と連携
ドライブプラン ○  ※ 3 ○

カーセキュリティサービス
G-Security × ○

最適ルートの探索
Gルート探索（プローブ情報付） ○ ○

ルート上の渋滞を予測
渋滞予測 ○ ○

ルート上や目的地周辺の情報サービス
周辺情報 ○ ○

選択ルートの割引率表示
ETC割引情報 ○ ○

満空情報付の駐車場情報
G- 駐車場 ○ ○

ドライブに役立つ情報コンテンツ
G-BOOK.com

     一部サービス
○ 

○

最新の楽曲情報をダウンロード
CDタイトル情報取得 ○ ○

Web 登録

Web 登録

Web 登録

Web 登録
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※1 初年度無料期間中は、G-BOOK利用申し込み前でも一部のサービスはご利用いただけますが、
すべてのサービスのご利用にはG-BOOK利用申し込みが必要です。
初年度無料期間：初度登録日より初回の12カ月点検月の末日までとなります。初年度無料期

間内に一旦解約した場合、次回契約時には有料となります。利用料金は、ト
ヨタ販売店または G-BOOK のパソコンサイト（http://g-book.com/）で
ご確認ください。

※2 利用料金は、トヨタ販売店または G-BOOK のパソコンサイト（http://g-book.com/）でご
確認ください。

掲載の情報は、2012年5月現在のサービスです。サービス内容は変更する場合がありま
すのであらかじめご了承ください。

G-BOOK mX G-BOOK mX Pro

通信機：
Bluetooth 対応携帯電話

通信機：
通信モジュール（DCM）

利用料金 基本料無料
オペレーターサービス有料※2

初年度無料※1

2年目以降有料※2

必要な手続き

 マーク利用の場合
Web登録
* ドライブプランは GAZOO
会員登録でも利用可能

G-BOOK 利用申込書ご提出
またはWeb登録

最新のサービスはG-BOOKのパソコンサイト（http://g-book.com/）でご確認ください。

Web登録

10_Chap01.fm  539 ページ  ２０１３年１２月６日　金曜日　午後４時６分
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3. G-BOOKを使うための準備

1. 利用手続きをする

利用手続きをする

G-BOOK mX の場合

Web 登録が必要なサービス
（ヘルプネット、オペレーター
サービスなど）を使いたい

左記サービスを使わない

パソコンサイト
または

携帯サイトで

Web 登録
パソコンサイト
http://g-book.com/

携帯サイト

＜用意するもの＞
・ 車検証
・ メールアドレス
（パソコンまたは携帯電話）

契約 ID 取得

携帯電話と
ナビで

携帯電話を登録する（→ P.492）

使用する携帯電話の通信設定をする（→P.617）
＊「カーナビ通信料定額プラン」加入時はここで登録します

G-BOOK利用開始操作をする（→P.542）

ヘルプネット
サービス開始操作※をする

（→ P.574）

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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初年度無料期間中は、G-BOOK利用申し込み前でも一部のサービスはご利用いただけま
すが、すべてのサービスのご利用にはG-BOOK利用申し込みが必要です。
初年度無料期間：初度登録日より初回の 12 カ月点検月の末日までとなります。初年度

無料期間内に一旦解約した場合、次回契約時には有料となります。利
用料金は、トヨタ販売店または G-BOOK のパソコンサイト（http://
g-book.com/）でご確認ください。

G-BOOK mX Pro の場合

トヨタ販売店で申し込み済み Web登録で申込み

パソコンサイト
または

携帯サイトで

Web登録
パソコンサイト
http://g-book.com/

携帯サイト

＜用意するもの＞
・ 車検証
・ メールアドレス
（パソコンまたは携帯電話）

契約 ID取得

ナビで
G-BOOK利用開始操作（ヘルプネットサービス開始操作※）

をする（→P.543）

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

10_Chap01.fm  541 ページ  ２０１３年１２月６日　金曜日　午後４時７分
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利用開始操作は、可能な限り見晴しの良い
場所で行ってください。

利用開始操作をする

利用開始操作は、ご利用のサービスに
より操作手順が異なります。
該当のページをご覧の上、手続きを
行ってください。

G-BOOK mX
Web登録をしない場合 →P.542

G-BOOK mX
Web登録をした場合 →P.542

G-BOOK mX Pro の場合 → P.543

知 識
● 車載機を起動したときに、G-BOOK のサー
ビスが利用できないことを通知することが
できます。（→P.625）

G-BOOK mX
Web 登録をしない場合

1 ［メインメニュー］にタッチ。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面

2 ［G-BOOK.com］にタッチ。

3 ［利用開始する］にタッチ。

4 サービス内容、利用規約などを確認
し、画面の指示にしたがって操作す
る。

5 利用開始操作完了画面が表示され
たら完了です。

知 識
● メインメニュー画面に 6 個のアイコンが表
示されていれば、利用開始操作は正常に完了
しています。

G-BOOK mX
Web 登録をした場合

1 ［メインメニュー］にタッチ。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面
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 IDおよびパスワードの入力は、それぞれの
入力枠にタッチして、ソフトウェアキー
ボードで入力します。

ヘルプネットセンターの音声案内にした
がって、現在地とマイク音声を確認します。

サービス開始操作※が正常に完了しない
と、ヘルプネットサービスの提供ができま
せん。

申込書で申し込みの方
本人確認の画面が表示される。

画面の指示にしたがって、確認・操作
する。

Web 登録で申し込みの方
契約 ID照会画面が表示される場合、

ID とパスワードを入力し、［決定］に
タッチ。

 G暗証番号の設定をしていない方
G暗証番号の設定が表示される。

画面の指示にしたがって、確認・操作
する。

2 ［G-BOOK.com］にタッチ。

3 ［利用開始する（Web登録済の方）］
にタッチ。

4 契約 ID 照会画面が表示される。
ID とパスワードを入力し、［決定］
にタッチ。

5 登録内容を確認し、画面の指示にし
たがって操作する。

6 G-BOOK 利用手続き完了画面が表
示されたら［はい］にタッチし、ヘ
ルプネットのサービス開始操作※

（→P.574）を行う。

7 Ｇ-BOOK 利用手続き完了画面が表
示されたら完了です。

知 識
● G-BOOK 画面に［HELPNET］が表示され
ていれば、ヘルプネットのサービス開始操
作※は正常に完了しています。

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

G-BOOK mX Pro の場合

1 ［メインメニュー］にタッチ。

2 ［G-BOOK.com］にタッチ。

3 申し込み方法により、次の画面が表
示される。

4 サービス内容などを確認し、画面の
指示にしたがって操作する。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面
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ヘルプネットセンターの音声案内にした
がって、現在地とマイク音声を確認しま
す。

サービス開始操作※が正常に完了しない
と、ヘルプネットサービスの提供ができま
せん。

5 G-BOOK 利用手続き完了画面が表
示されたら［はい］にタッチし、ヘ
ルプネットのサービス開始操作※

（→P.574）を行う。

6 Ｇ-BOOK 利用手続き完了画面が表
示されたら完了です。

知 識
●「G暗証番号」は、有料コンテンツの購入や
G-Security の設定変更など暗証番号が必要
なときに入力していただく4桁の番号です。

● G-BOOK画面に［HELPNET］が表示され
ていれば、ヘルプネットのサービス開始操
作※は正常に完了しています。

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

2. 各種手続きについて

継続方法を変更する

G-BOOK mX Pro 利用時
G-BOOK mX Pro は、年単位で契約
更新となります。
契約の更新日が近づくと、トヨタメ
ディアサービス（株）より案内を送付
します。
次の手順で、本機から契約の継続／停
止の手続きができます。

1 ［会員情報 /利用契約変更・解約］に
タッチ。

2 ［利用契約の確認・変更］にタッチ。

3 ［利用契約内容の変更］にタッチ。

4 G暗証番号入力画面が表示される。
G暗証番号を入力し、 ［決定］ にタッ
チ。

画面外の  →  → 

 →  → 
 → 

MENU G-BOOK

メインメニュー G-BOOK.com

ユーザー ユーザー画面
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自動継続に変更したい場合
  ［G-BOOK 利用継続処理］にタッチ。

自動継続を停止したい場合
  ［自動継続停止］にタッチ。

■有料コンテンツ購入手続き
有料コンテンツを購入する際は、画面の指
示にしたがって、「規約への同意」「購入方
法と支払い方法の確認」「G 暗証番号の入
力」を実行し、ご利用ください。

■有料コンテンツ解約手続き

5 利用契約の変更画面が表示される。

6 G-BOOK 利用契約の確認画面が表
示される。
内容を確認し、［決定］にタッチ。

知 識
●「G暗証番号」は、有料コンテンツの購入や
G-Security の設定変更など暗証番号が必要
なときに入力していただく4桁の番号です。

● 自動継続に設定すると、次年度の契約を自動
で更新できます。契約の更新をし忘れて、ヘ
ルプネットなどが解除されてしまうのを防
ぐことができます。

● 利用契約の継続／停止はG-BOOKのパソコ
ンサイト（http://g-book.com/）からも手
続きができます。

有料コンテンツのご利用に
ついて

G-BOOK mX の場合、有料コンテン
ツの利用にはWeb登録が必要です。

有料コンテンツを購入・解約す
る

G-BOOK 有料コンテンツの購入・解
約には、次の手続きが必要になりま
す。
また、利用料金はコンテンツ毎に異な
ります。

1 ［コンテンツ購入履歴／解約］に
タッチ。

2 ［コンテンツ契約内容の確認］に
タッチ。

3 G暗証番号を入力し、解約する。

知 識
●「G暗証番号」は、有料コンテンツの購入や
G-Security の設定変更など暗証番号が必要
なときに入力していただく4桁の番号です。

画面外の  →  → 

 →  → 
 → 

MENU G-BOOK

メインメニュー G-BOOK.com

ユーザー ユーザー画面
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解約手続きについて

お車を手放すときなど、G-BOOK オンラインサービスを解約するときは、状況
に応じて、次の手続きを行ってください。

＜車載機で解約する場合＞
解約手続きをする→P.547 解約しないで車を手放したときなど

＜お車を手放す場合＞
個人情報の初期化をする→P.57

G-BOOK サポートセンターに連絡して
解約する
G-BOOKサポートセンター
全国共通・フリーダイヤル
0120ー 104ー 370
受付時間 9:00～ 18:00

（年中無休）

注 意

● 本機に保存した情報は、本機で個人情報の初期化を行わないと消去されません。
お客様の大切な情報を保護するため、お車を手放すときは、本機で解約手続きおよび初期化を必
ず行ってください。

知 識
● G-BOOK契約 IDは、解約手続き後、GAZOO会員 IDとして利用できます。



547

3. G-BOOKを使うための準備

2. 各種手続きについて

AW   

Ｇ-

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

解約手続きをしただけでは、本機に保存し
たお客様の情報は消去されません。
お客様の大切な情報を保護するため、お車
を手放す際は必ず、解約手続きおよび個人
情報の初期化（→P.57）を実施してくだ
さい。

 G-BOOK オンラインサービスが不要とい
うお客様は、G-BOOK サポートセンター
に電話をしてください。
オペレーターに｢非アクセス登録｣を申し
出ていただければ、「車載機端末アクセス
制限申請書」を送付します。
申請書を提出していただくと、利用開始操
作をできないように設定します。
･ G-BOOK オンラインサービスを利用中の
お客様は、申請書を提出する前に解約手続
きを行ってください。

再びG-BOOKオンラインサービスの利用
をご希望の際は、G-BOOK サポートセン
ターに電話をしてください。｢非アクセス
登録｣の解除を申し出ていただければ、「車
載機端末アクセス制限申請書」を送付しま
す。

解約手続きをする

G-BOOK オンラインサービスを解約
するときは、次の手順で実施してくだ
さい。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『G-BOOK』にフリック
操作で切り替える。

4 ［詳細設定］にタッチ。

5 ［契約解除］にタッチ。

6 画面の指示にしたがって操作する。

ユーザー画面からでも解約手続きがで
きます。

知 識
● G-BOOK オンラインサービスの利用開始が
できないように設定したい場合は、「非アク
セス登録」をしてください。（→P.547）

MENU

お車を手放す際にすること

非アクセス登録をする

G-BOOKサポートセンター
全国共通・フリーコール
0800ー123ー0016
受付時間 9:00～18:00
年中無休
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4. G-BOOKトップ画面

1. G-BOOKトップ画面

［G-BOOK］にタッチしても切り替えることができます。

この画面から、次の操作をすることができます。

※ 情報画面やBTナビ画面でも表示されます。

G-BOOK画面の使い方

G-BOOK画面から、G-BOOKオンラインサービスの各アプリケーションを起動
することができます。

1 画面外の  にタッチ。MENU

2 『G-BOOK』にフリック操作で切り替える。

スイッチ 機　能

Myリクエストスイッチ Myリクエスト画面（→P.551）を表示する。

ドライブプランスイッチ ドライブプランをダウンロードする。（→P.601）

HELPNETスイッチ※
ヘルプネットの緊急通報（→P.575）を行う。
 ヘルプネットサービス開始操作後に表示されます。
（→P.574）

情報確認スイッチ オペレーターサービスで取得した情報を確認する。
（→ P.589）

地図更新スイッチ 地図更新画面（→P.596）を表示する。

オペレータースイッチ オペレーターサービスを利用する。（→P.587）

メインメニュースイッチ メインメニュー画面（→P.549）を表示する。
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5. G-BOOK.comで情報をさがす（メインメニュー）

1. G-BOOK.comで情報をさがす（メインメニュー）

メインメニュー画面の使い方

メインメニューは、G-BOOK オンラインサービスのアプリケーションを起動す
るメニューです。 

画面外の  →  → 

1 ［メインメニュー］にタッチ。

スイッチ 機　能

ページ切り替えタブ ページを切り替える。

G-BOOK.comスイッチ
G-BOOK センターに接続し、ブラウザ画面（→ P.562）を
表示する。
 G-BOOK.com コンテンツが閲覧できます。

Gメモリ地点情報
スイッチ

Gメモリ地点情報のリスト画面を表示する。（→P.556）
 G メモリ地点は、同じ内容がナビのメモリ地点にも保存さ
れます。修正や消去をしたいときは、ナビのメモリ地点画
面で行ってください。（→P.154、P.155）

切断スイッチ
携帯電話使用時

G-BOOK センターとのデータ通信を切断する。 
切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

G-BOOK センターから
配信されるスイッチ

タッチすると該当のコンテンツを起動する。 
ご利用のサービス（G-BOOK mX Web登録なし/G-BOOK
mX Web 登録あり /G-BOOK mX Pro）により、表示さ
れるスイッチは異なります。

保守点検スイッチ ヘルプネットの手動保守点検を実施する。（→P.579）

MENU G-BOOK G-BOOK画面
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ブックマークスイッチ ブックマーク画面を表示する。

閲覧履歴スイッチ 閲覧履歴画面を表示する。

知 識
● G-BOOKオンラインサービスを携帯電話で使用する場合、データ通信を切断するときは切断スイッ
チを使用してください。携帯電話本体で切断の操作をしても、データ通信を切断できないことがあ
ります。

スイッチ 機　能
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6. よく使う情報を登録する（Myリクエスト）

1. よく使う情報を登録する（Myリクエスト）

Myリクエストについて

My リクエストでは、ニュースや天気予報などを簡単な操作でリクエストして、
取得した情報を読み上げることができます。
（1）G-BOOK ｍX をWeb 登録してご利用の方、および G-BOOK ｍX Pro を

ご利用の方は、登録するメニューを変更したり、並べ替えることができます。
（2）G-BOOK ｍXをWeb登録なしでご利用の方は、メニューが固定されます。
操作は、Myリクエスト画面から行う方法と、音声認識で行う方法があります。

読み上げるコンテンツを操作する

画面外の  →  → MENU G-BOOK G-BOOK 画面

1 ［Myリクエスト］にタッチ。

スイッチ 機　能

音量調整スイッチ

コンテンツを読み上げるときの音量を調整する。 
Myリクエスト画面で操作するとき
 [ － ]：小さくする
[ ＋ ]：大きくする

画面外のスイッチで操作するとき
  ：小さくする

 ：大きくする
－
+
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前項目／次項目スイッ
チ

読み上げの開始位置を変更する。 
［ ］: 読み上げ中の項目の先頭からはじめる 
［ ］: 次の項目の先頭からはじめる 
前の項目の先頭からはじめるとき 
［ ］にタッチしてから約 1秒以内に再度タッチ。

停止スイッチ コンテンツの読み上げを停止し、閲覧中の画面にもどる。 

ポーズ／再開スイッチ

［ ］: コンテンツの読み上げを一時停止する 
（読み上げ中に表示） 

［ ］: 読み上げていた項目の頭から読み上げを再開する
（読み上げ一時停止中に表示）

切断スイッチ
携帯電話使用時

G-BOOK センターとのデータ通信を切断する。 
切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

中止スイッチ
通 信 モ ジ ュ ー ル
（DCM）使用時

G-BOOK センターとのデータ通信を中止する。 

PWRスイッチ（1秒タッ
チ） コンテンツの読み上げを停止する。 

知 識
● G-BOOKオンラインサービスを携帯電話で使用する場合、データ通信を切断するときは切断スイッ
チを使用してください。携帯電話本体で切断の操作をしても、データ通信を切断できないことがあ
ります。

スイッチ 機　能

▼ ▼

▼▼

▼ ▼

〓
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走行中はリストを動かすことができませ
ん。2ページ目以降に登録してあるコンテ
ンツをリクエストしたいときは、音声認識
でリクエストしてください。（→ P.410）

データ取得後、コンテンツの読み上げ、ま
たは地図上へのアイコン表示などが行わ
れます。 

Myリクエストを使う

1 リクエストしたいコンテンツに
タッチ。

2 ナビ画面に切り替わる。

知 識
● ネットワーク接続中は、通信中マークが表示
されます。

画面外の  →  → 

 → 

MENU G-BOOK

My リクエスト Myリクエスト画面

通信中マーク

読み上げ中に操作する

読み上げ中に音量調整などの操作を
したいときは、My リクエスト画面を
表示させて行います。（→P.551）

知 識
● コンテンツの読み上げ中に別の読み上げコ
ンテンツを受信したときは、読み上げ中のコ
ンテンツを中止し、次の読み上げコンテンツ
に切り替わります。 

● リクエストによっては、画面上にメッセージ
が表示されることがあります。 
状況によって、次のようになります。
･ 運転補助画面（交差点案内などの運転を
補助する画面）が表示されているときは、
運転補助画面が優先されるため、運転補
助画面の終了後にメッセージが表示され
ます。 

･ ハンズフリーなど優先度の高い機能の割
り込みがあると、メッセージは破棄され
ます。

● コンテンツの読み上げ中にナビの音声案内
が出力されたときは、読み上げを一時停止し
ます。

● コンテンツの読み上げ中にハンズフリーの
着信があったときは、読み上げを終了しま
す。 

● リクエストによるコンテンツの読み上げは、
ブラウザの自動読上げの設定（→ P.565）
に関係なく行われます。
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アイコンが表示されるコンテンツにもか
かわらず、アイコンが画面に表示されてい
ないときは、地図縮尺の切り替えや地図の
移動をすると、アイコンが確認できます。

ブラウザ画面または施設情報画面に切り
替わり、情報が表示されます。 

情報取得後の操作について
「ドライブプランを利用する」
（→P.558）

リクエストのしかたについて
「My リクエストを使う」（→P.410）

情報を見る

リクエストによって、地図上にアイコ
ンが表示されたときは、その施設の情
報を見ることができます。

1 アイコンにタッチ。

2 ［情報］にタッチ。

リクエストで地図上に表示されたアイ
コンの表示／非表示を設定することが
できます。（→P.566）

ドライブプランを利用する

My リクエストからもドライブプラン
を利用できます。

1 設定したいドライブプランにタッ
チ。

音声認識でリクエストをす
る

音声認識でリクエストすると、登録し
てあるすべてのコンテンツを、走行中
でもリクエストすることができます。

知 識
● リクエストしたあとの操作については、My
リクエスト画面のスイッチでリクエストし
た場合と同様です。
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Myリクエストの編集をする

My リクエストに登録するコンテンツ
の変更や並べ替えをすることができ
ます。
G-BOOK ｍXをWeb登録してご利用
の方、およびG-BOOK ｍX Pro をご
利用の方のみ操作できます。

1 ［Myリクエスト編集］にタッチ。

2 ［登録するコンテンツの選択］に
タッチ。

3 画面の指示にしたがって、リクエス
トしたいコンテンツを登録する。

画面外の  →  → 
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

MENU 設定

設定画面



556

AW   

Ｇ-

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

7. お気に入りのスポットを登録する（Gメモリ地点）

1. G メモリ地点

 G-BOOK.com コンテンツ上の詳細な情
報を表示すると同時に、情報を読み上げま
す。

Gメモリ地点について

G-BOOK.comで検索したスポットを
「G メモリ地点」として本機に登録で
きます。また、G-BOOK のパソコン
サイトや携帯サイト、スマートフォン
で登録した G メモリも「G メモリ地
点」にダウンロードできます。

Gメモリ地点を登録する

Gメモリ地点を登録するときは、次の
いずれかの方法で行ってください。

本機で検索したスポットを登録
する

1 本機でG-BOOK.comコンテンツを
表示し、詳細情報が表示されている
画面で［Gメモリ］にタッチ。

Gメモリを本機に登録する

「G メモリを一括ダウンロードする」を
ご覧ください。（→ P.559）

Gメモリ地点を表示する

Gメモリ地点として登録した地点情報
は、メインメニューから呼び出すこと
ができます。

1 ［Gメモリ地点情報］にタッチ。

2 Gメモリ地点名称にタッチ。

3 ブラウザ画面に切り替わる。

画面外の  →   → 
 → 

MENU G-BOOK

メインメニュー メインメニュー画面
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 Gメモリ地点に登録すると、目的地設定
の「メモリ地点」にも登録されます。目
的地設定のメモリ地点から呼び出せば
G-BOOK センターに接続せずそのまま
目的地設定ができます。また、名称読み
が登録してあれば、音声認識を使用する
こともできます。

 Gメモリ地点は、同じ内容がナビゲー
ションのメモリ地点にも保存されます。
修正や消去をしたいときは、ナビゲー
ションのメモリ地点画面で行ってくだ
さい。
ただし、修正できるのは「自宅・特別
メモリに種別変更」と「名称読み」に
限定されます。
詳しくは、「地点の登録について」をご
覧ください。（→P.150）

知 識
● 同一の G メモリ地点は、上書き登録されま
す。ただし、音声認識で使用する名称読みが
登録してある場合、その情報は保持されま
す。
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8. G-BOOKで目的地を探す

1. G で設定

 Gで設定では追加目的地の設定（→
P.145）はできません。Gで設定を行う
と、設定されていた目的地に新しく設定
した目的地が上書きされます。「Gメモリ
地点」に登録済み（→ P.556）の Gメ
モリであれば、目的地画面の［メモリ地
点］から追加目的地の設定ができます。

 [ 目的地 ]にタッチしても切り替えること
ができます。

 Gで設定画面から、次の機能を利用できま
す。

Gで設定について

G-BOOK のパソコンサイトや携帯サ
イトで作成したドライブプランやGメ
モリを、本機で利用することができま
す。

Gで設定画面を表示する

1 画面外の  にタッチ。

2 『目的地』にフリック操作で切り替
える。

3 ［Gで設定］にタッチ。

項目 ページ

ドライブプラン（Myルート） P.558

Gメモリ P.558

G-BLOG P.559

MENU

Gメモリ一括ダウンロード P.559

ドライブプランを利用する

G-BOOK のパソコンサイトや携帯サ
イトでドライブプランを作成してお
くと、本機にダウンロードするだけで
経由地および目的地が設定できます。

1 ［ドライブプラン（Myルート）］に
タッチ。

2 設定したいドライブプランにタッ
チ。

3 ［はい］にタッチ。

4 ドライブプランをダウンロード後、
経由地・目的地が設定され、ルート
探索を開始する。

Gメモリを利用する

G-BOOK のパソコンサイトや携帯サ
イトで登録した G メモリを呼び出し
て、ナビの目的地に設定できます。ナ
ビのデータベースに収録されていな
い地点が利用できるようになります。

項目 ページ

画面外の  →  → 

 → 

MENU 目的地

Gで設定 Gで設定画面
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 Gメモリ地点として利用できます。
「Gメモリ地点」（→P.556）

1 ［Gメモリ］にタッチ。

2 目的地に設定したいGメモリにタッ
チ。

3 ［はい］にタッチ。

4 目的地が設定され、ルート探索を開
始する。

G-BLOGを利用する

GAZOO.com のユーザーが紹介する
スポット情報や口コミ情報を検索し、
目的地に設定できます。

1 ［G-BLOG］にタッチ。

画面外の  →  → 

 → 

MENU 目的地

Gで設定 Gで設定画面

画面外の  →  → 
 → 

MENU 目的地

Gで設定 Gで設定画面

2 目的に合わせて検索する。

3 画面の指示にしたがって操作する。

Gメモリを一括ダウンロードす
る

G-BOOK のパソコンサイトや携帯サ
イトで登録したGメモリを一度本機に
一括ダウンロードすると、次からはG-
BOOK センターに接続しなくてもナ
ビのメモリ地点（Gメモリ地点）とし
て常に利用することができます。

1 ［Gメモリ一括ダウンロード］に
タッチ。

2 ダウンロード完了の画面が表示さ
れる。

画面外の  →  → 
 → 

MENU 目的地

Gで設定 Gで設定画面
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2. WEB検索 

G-BOOK mX(Ver.2.0)、G-BOOK mX
Pro(Ver.2.0) 対応ナビ限定サービス

 [ 目的地 ]にタッチしても切り替えること
ができます。

ソフトウェアキーボードの使用方法は、
「入力画面の各スイッチを使う」（→P.40）
をご覧ください。

［検索エンジン］にタッチすると、検索エ
ンジンを切り替えることができます。

［エリア］にタッチすると、検索エリアを
変更することができます。

検索結果の地図画面が表示され、施設アイ
コンが表示されます。

 [ 目的地 ]にタッチしても切り替えること
ができます。

 [ 利用案内 ] にタッチすると、各検索エン
ジンの利用規約を確認することができま
す。
初めてご利用になる際は、必ず利用規約を
ご確認ください。

WEB検索で目的地を設定す
る

本機からインターネットの検索エン
ジンを使用して施設を検索し、目的地
に設定することができます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『目的地』にフリック操作で切り替
える。

3 [WEB] にタッチ。

4 ソフトウェアキーボードを使用し
てキーワードを入力し、[ 検索 ] に
タッチ。

5 [ 目的地セット ] にタッチ。
目的地を設定する画面が表示されます。
（→ P.121）

MENU

6 [ 目的地セット ] にタッチ。

知 識
● 1/8万図より詳細な地図で、目的地の設定を
することができます。

検索エンジンを変更する

WEB 検索で使用する検索エンジンを
変更することができます。

1 画面外の  にタッチ。

2 『目的地』にフリック操作で切り替
える。

3 [WEB] にタッチ。

4 [ 検索エンジン ] にタッチ。

5 変更したい検索エンジンにタッチ。

6 [ 完了 ] にタッチ。

MENU
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9. 地図画面から使う

1. 地図画面から使う

1 目的地を設定する。（→P.121）

この画面から､次の操作をすることができます｡

地図画面から使う

地図画面から G-BOOK オンラインサービスの各コンテンツをご利用いただけま
す｡

スイッチ 機能

Gルートスイッチ Gルート探索（→ P.606）を利用する

割引情報スイッチ ETC割引情報（→ P.614）を表示する
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10. 画面操作の説明

1. ブラウザ

ブラウザ画面で操作する

ブラウザは、G-BOOK オンラインサービスの各種コンテンツの表示や操作を行
います。
ブラウザ画面には、コンテンツ閲覧中に表示される画面と、コンテンツ読み上げ
中に表示される画面があります。

閲覧中に操作する

コンテンツの閲覧中は、次の操作ができます。

スイッチ 機　能

Gメイン／終了スイッチ
［Gメイン］: メインメニュー画面にもどる 
［終了］: ブラウザ画面を終了してブラウザ表示前の画面にも

どる

登録スイッチ 表示中のページをブックマークに登録する。 

読上げスイッチ

読み上げを開始する。 
読み上げ情報がないときは、スイッチは灰色になっていま
す。

読み上げ情報があるコンテンツを表示したときに、自動で
読み上げをするかしないかを設定できます。（→P.565）
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※コンテンツの読み込み中に［中止］にタッチしたり通信が切断された場合、コンテンツ
が表示されずに背景のみとなったり、読み込み中のコンテンツが乱れて表示されること
があります。 
この場合は、次のいずれかの操作を行ってください。 
･［更新］にタッチして、コンテンツを再取得する。 
･［ ］にタッチしていったん前のページを表示し、コンテンツを取得しなおす。

更新／中止スイッチ※

［更新］: コンテンツの再読み込みをして画面を更新する （コ
ンテンツの読み込みが完了または中断しているとき
に表示）

［中止］: コンテンツの読み込みを中止する 
（コンテンツの読み込み中に表示）

切断スイッチ
携帯電話使用時

G-BOOK センターとのデータ通信を切断する。 
切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

知 識
● 各スイッチはブラウザ表示前の画面により、スイッチの表示・非表示およびスイッチ名称に違い
があることがあります。

● G-BOOKオンラインサービスを携帯電話で使用する場合、データ通信を切断するときは切断スイッ
チを使用してください。携帯電話本体で切断の操作をしても、データ通信を切断できないことがあ
ります。

スイッチ 機　能
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読み上げ中に操作する

読み上げ情報があるコンテンツの読み上げ中は、次の操作ができます。

スイッチ 機　能
Gメインスイッチ メインメニュー画面にもどる。

音量調整スイッチ

コンテンツを読み上げるときの音量を調整する。 
ブラウザ画面で操作するとき
 [ － ]：小さくする
[ ＋ ]：大きくする

画面外のスイッチで操作するとき
  ：小さくする

 ：大きくする

前項目／次項目スイッ
チ

読み上げの開始位置を変更する。 
［ ］: 読み上げ中の項目の先頭からはじめる 
［ ］: 次の項目の先頭からはじめる 
前の項目の先頭からはじめるとき 
［ ］にタッチしてから約 1秒以内に再度タッチ。

停止スイッチ コンテンツの読み上げを停止し、閲覧中の画面にもどる。 

ポーズ／再開スイッチ

［ ］: コンテンツの読み上げを一時停止する 
（読み上げ中に表示） 

［ ］: 読み上げていた項目の頭から読み上げを再開する
（読み上げ一時停止中に表示）

切断スイッチ
携帯電話使用時

G-BOOK センターとのデータ通信を切断する。 
切断されているときは、スイッチは灰色になっています。

PWRスイッチ コンテンツの読み上げを停止する。 

－
+

▼ ▼

▼▼

▼ ▼

〓
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解除するとき
［しない］にタッチ。

知 識
● G-BOOK オンラインサービスを携帯電話で
使用する場合、データ通信を切断するときは
切断スイッチを使用してください。携帯電話
本体で切断の操作をしても、データ通信を切
断できないことがあります。

ブラウザの自動読上げ

ブラウザで読み上げ情報があるコン
テンツを表示したとき、自動で読み上
げをすることができます。 

1 ［ブラウザ自動読上げ］にタッチ。 

2 ［する］にタッチ。 

3 ［完了］にタッチ。 

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 G-BOOK詳細設定画面

2. G 情報マーク

G情報マークを表示する

G情報マークは、G-BOOK.comコン
テンツが提供する地点情報です。
情報を取得すると自動で地図に表示
されます。

施設の情報を表示する

地図上にG情報マークが表示されてい
るときは、その施設の情報を見ること
ができます。

1 G情報マークにタッチ。

G情報マーク
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地図画面の G 情報マークが非表示になり
ます。

2 ［情報］にタッチ。

3 ブラウザ画面に切り替わる。
 G-BOOK.com コンテンツ上の詳細な情
報を表示すると同時に、情報を読み上げま
す。

G 情報マークを非表示にす
る

G 情報マークを消したいときは、次の
手順で非表示にすることができます。

地図画面

1 ［表示変更］にタッチ。

2 ［周辺施設］にタッチ。

3 ［G情報マーク表示］にタッチ。
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11. パソコンや携帯電話・スマートフォンで利用する

1. パソコンや携帯電話・スマートフォンで利用する

･ G-Security ※の設定確認や変更
･ スポット検索
･ ドライブプラン
･ マイカーインフォメーション
･ Eメールデリバー
※G-BOOK mX Pro 契約が必要です。

パソコンでの操作
URL→ http://g-book.com/

G-BOOKのパソコンサイトに
アクセスする

▼
[ログイン ]をクリック

▼
IDとパスワードを入力

▼
ユーザーサイトが表示されます。

携帯電話
･ URL→ http://mo.g-book.com/
･ QRコード→ 

G-BOOK moのトップページに
アクセスする

▼
[ ログインする ]を選択

▼
IDとパスワードを入カ

▼
[ ログイン ]を選択

▼
ユーザーサイトが表示されます。

パソコンや携帯電話・ス
マートフォンで利用する

G-BOOK はパソコンや携帯電話・ス
マートフォンからも情報確認や各種
設定ができます。

便利にご利用いただける主なコ
ンテンツ

知 識
●「かんたんログイン」を設定しておくと、G
暗証番号(数字4桁)の入力で簡単にログイ
ンできます。

●「G暗証番号」は、有料コンテンツの購入や
G-Security の設定変更など暗証番号が必要
なときに入力していただく4桁の番号です。
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スマートフォン
smart G-BOOK アプリ（無料）を
「Google Play」または「App Store」
からダウンロードします。
･ URL→ http://mo.g-book.com/
mpx/spappdl/

･ QRコード→ 

smart G-BOOKアプリを起動

▼
「G-BOOK IDまたはGAZOO ID をお

持ちですか？」で［はい］を選択
▼

IDとパスワードを入力
▼

[ログイン ] にタッチ
▼

トップ画面が表示されます
▼

[メニュー ] にタッチ
▼

メニューが表示されます。

知 識
●「オートログイン」を「オン」にすると、2
回目以降は ID・パスワードの入力が不要と
なります。
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12. サービスの使い方

1. ヘルプネット

本システムは、エンジンスイッチがACCまたはONのときに作動します。

ヘルプネットは、本機でG-BOOKオンラインサービスを利用開始の上、サービス開
始操作※が完了すると利用することができます。（→P.574）

 G-BOOK mXの場合、サービス開始操作後は、2年ごとに本機またはG-BOOK サイ
トでの登録情報の更新が必要です。

ヘルプネットは（株）日本緊急通報サービスの登録商標です。

本機のG-BOOK画面に表示される［HELPNET］にタッチすると、ヘルプネットセ
ンターに通報し、専門のオペレーターが応答します。

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

ヘルプネットについて

ヘルプネットは、急病などの緊急事態発生時に、ヘルプネットスイッチにタッチ
するだけでヘルプネットセンターに接続し、車内からの通報を補助するシステム
です。
ヘルプネットセンターに電話が接続されるとオペレーターが応答し、ドライバー
あるいは他の乗員から状況を確認して、通報位置に適した警察または消防にお客
様の状況を通報します。

ヘルプネットは警察や消防への緊急通報サービスです。ロードサービスへの取次
ぎは行いません。

サービスのご利用について

緊急通報のしくみ

警察消防などの
救援機関

本機を搭載した
通報車両

G-BOOK
センター

ヘルプネット
センター

携帯電話回線

一般公衆固定回線

携帯電話基地局

一般公衆固定回線

緊急車両
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※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

緊急通報の主な流れ

「緊急通報を開始しました
ヘルプネットに接続して
います」

「データ送信中です
しばらくお待ちください」

「緊急通報を終了しました
これより着信した場合は自
動的に通話を開始します」

※携帯電話使用時は約 10
分 間、通 信 モ ジ ュ ー ル
（DCM）使用時は約 30 分
間で終了します。

 車両情報
 位置情報
など

どうされ
ましたか？

（ヘルプネット
センター）

（センター内）

緊急通報の流れ お客様の状態 ヘルプネットセン
ター／救援機関

緊急通報可能状態

センター呼び出し中

サ－ビス開始操作※の終了 ［HELPNET］の表示を確認

センターの
オペレーターと
会話中

通報データ送信中
データ送信

通報開始

データ受信

救援要請

状況報告 状況確認

緊急通報完了

呼び返し待機状態

救援機関到着

待機 救援機関出動
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NHBA-W62G

NHBA-X62G

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契
約者本人が行うようにしてください。

各部の名称とはたらき

車載機

緊急通報時や手動保守点検時に使用
します。

マイク

本機に内蔵されています。
緊急通報中や手動保守点検中のハン
ズフリー通話時に使用します。

注 意

● 本機が故障すると、緊急通報ができなくなっ
たり、システム状態を正確にお知らせするこ
とができなくなります。本機に液体をかけた
り、強い衝撃を与えたりしないでください。
本機が故障したときは、必ずトヨタ販売店に
ご相談ください。

マイク

マイク

安全のために

警 告

● 安全運転を心がけてください。本機は、交通
事故や急病時などの救援通報を補助するも
のであり、乗員保護の機能を持つものではあ
りません。乗員保護のために、乗員はシート
ベルトを着用し、安全運転を心がけてくださ
い。

● 緊急事態が発生したときは、人命救助とけが
人の対処を最優先にしてください。

● 緊急事態発生により燃料の匂いや異臭を感
じるときは、車内にとどまらずにただちに安
全な場所に避難してください。

● サービス開始操作※は契約者本人が行い、G-
BOOK 画面に［HELPNET］が表示されて
いることを必ず確認してください。

● 本機は衝撃などによって、作動しなくなるこ
とがあります。このようなときには、最寄り
の公衆電話などから通報してください。

● バッテリーの電圧低下または接続が断たれ
たとき、ヘルプネットセンターと通信できな
いことがあります。

● 携帯電話サービスエリア内であっても電波
状態または回線混雑のために、緊急通報や通
話が困難になることがあります。この場合
は、ヘルプネットセンターと回線接続して
も、ヘルプネットセンターと通信できず、救
援要請の通報および通話ができません。緊急
通報できないときには、最寄りの公衆電話な
どから通報してください。
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※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契
約者本人が行うようにしてください。

警 告

● 次の場合は緊急通報できません。緊急通報で
きない場合には、最寄りの公衆電話などから
通報してください。
･ 携帯電話サービスエリア外でご使用の場
合

･ 機器（車載機本体、携帯電話回線に接続
する機器、アンテナ、およびこれらを接
続する電気配線）に異常または損傷があ
り、故障している場合

･ G-BOOKオンラインサービスの利用契約
がされてない、または利用契約が解除さ
れている場合

･ 登録情報が更新されていない場合

･ サービス開始操作※を実施していないた
め、本機が緊急通報可能状態になってい
ない場合

● ヘルプネットを携帯電話で使用すると
き、次の場合は緊急通報できません。緊
急通報できない場合には、最寄りの公衆
電話などから通報してください。

･ 携帯電話と本機がBluetooth接続されて
いない場合

･ 携帯電話の電源が入っていない、または
携帯電話のバッテリー残量が不足してい
る場合

･ 携帯電話が本システムで動作確認済みの
機種でない場合

･ 携帯電話が故障している場合
･ 携帯電話の料金を滞納している場合

● 緊急通報時は、ヘルプネットセンターへの回
線接続を繰り返し行います。ただし、電波状
態などの理由で回線接続ができない場合に
は、通報しないまま緊急通報を終了します。
通報が必要な場合には、最寄りの公衆電話な
どから通報してください。

警 告

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、携
帯電話の電話機能によっては緊急通報動作
の妨げとなり、緊急通報できなくなります。
緊急通報の妨げとなる電話機能は利用しな
いでください。
「携帯電話の設定について」をご覧ください。
（→P.583）

● 緊急通報後に救援を待つ間は、後続車の追突
などの二次災害を防ぐ手段をとり、乗員は安
全な場所へ避難してください。
基本的には車内にとどまらず、窓を開け、ヘ
ルプネットセンターのオペレーターの声が
聞こえる車外で、安全な場所を確保してくだ
さい。
なお、ヘルプネットを携帯電話で使用する場
合、状況によっては、携帯電話と本機の
Bluetooth 接続を切断して、携帯電話を身
に付けてお待ちください。このとき、携帯電
話の電源が OFF になってしまった場合は、
携帯電話の電源を ON にし、ヘルプネット
センターのオペレーターからの着信をお待
ちください。また、通話中の場合は、
Bluetooth 接続の切断により、通話も切断
されることがあります。

● 安全のため、走行中は緊急通報をしないでく
ださい。
走行中の通報はハンドル操作を誤るなど、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
緊急通報は、停車して安全を確認してから
行ってください。

● 本機はエアバッグと連動していないため、エ
アバッグが作動しても通報されません。
このような場合には、［HELPNET］による
緊急通報をしてください。

● G-BOOK オンラインサービスを解約して
も、G-BOOK画面に、［HELPNET］が表
示されているときは、トヨタ販売店にご相
談ください。
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警 告

● ヒューズ交換は、必ず表示された規格の
ヒューズをご使用ください。規定以外の
ヒューズを使用すると、発煙、発火の原因と
なり、火災につながるおそれがあり危険で
す。

● 煙が出る、異臭がするなど異常な状態で使用
すると、発火の原因になります。ただちに使
用を中止してトヨタ販売店にご相談くださ
い。

注 意

● 本機内部は精密な構造になっています。無理
に分解しようとすると、故障の原因になりま
す。万一、異常などがあるときには、すぐに
トヨタ販売店にご相談ください。

● 本機の取り外しを行うと、接触不良や機器の
故障などを引き起こし、緊急通報ができなく
なる可能性があります。取り外しが必要な場
合には、トヨタ販売店にご相談ください。

● 緊急通報および手動保守点検時は、スピー
カーまたはマイクに故障などがあると、ヘル
プネットセンターのオペレーターと通話が
できません。これらの機器が故障したとき
は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。

● 次の温度範囲以外では、緊急通報や携帯電話
が正常に動作しない場合があります。そのと
きは、最寄りの公衆電話を使用してくださ
い。
動作温度範囲：ー20℃～＋60℃

● 実際の通報地点とヘルプネットセンターに
通報される位置には、誤差が発生することが
あります。通報地点や目標物は、ヘルプネッ
トセンターのオペレーターと通話で相互確
認してください。

注 意

● 呼び返し待機状態で火災発生などの危険が
ある場合および車外に避難するときは、パー
キングブレーキを確実に作動させ、エンジン
スイッチをOFF（LOCK）にしてください。
この場合、エンジンスイッチをOFF（LOCK）
にした時点で、緊急通報は終了します。
なお、ヘルプネットを携帯電話で使用する場
合、状況によっては、携帯電話と本機の
Bluetooth 接続を切断して、携帯電話を身
に付けてお待ちください。このとき、携帯電
話の電源が OFF になってしまった場合は、
携帯電話の電源を ON にし、ヘルプネット
センターのオペレーターからの着信をお待
ちください。また、通話中の場合は、
Bluetooth 接続の切断により、通話も切断
されることがあります。

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、電
話料金を滞納していると、緊急通報できませ
ん。電話料金の滞納にはくれぐれもご注意く
ださい。

知 識
● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、ヘ
ルプネットによる緊急通報、自動保守点検、
手動保守点検などで行われるすべてのデー
タ通信の通信料金や通話時の通話料は、お客
様のご負担となります。

● いたずらなどが原因で救急車両などの出動
が起きた場合、該当費用に関しての請求や関
連法規により処罰されることがあります。い
たずらをしないようにしてください。
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ビルの谷間や工場などの屋内は避けてく
ださい。

通信が正常に始まる。
通報位置が正しい（ヘルプネットセンター
との通話で確認）。

通話ができる。

 G-BOOK 画面に［HELPNET］が表示さ
れない場合は、再度、手動保守点検を実施
してください。

手動保守点検が正常に終了しなくても
［HELPNET］が表示される場合がありま
す。この場合、緊急通報できないことがあ
るため、トヨタ販売店にご相談ください。

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契
約者本人が行うようにしてください。

サービス開始操作 をする

ヘルプネットは、サービス開始操作※

を完了してはじめて利用できるよう
になります。
利用開始操作完了後、次の手順でサー
ビス開始操作※および本機が正常に動
作するか確認してください。この確認
が行われないと、ヘルプネットサービ
スの提供ができません。

1 できるだけ見晴らしの良い場所に
車を移動する。

2 「手動保守点検」を行い、以下の点
を確かめる。（→P.579）

3 手動保守点検後、G-BOOK 画面に
［HELPNET］が表示される。

※ 警 告

● 通話が正常に終了したか否かの確認画面で
［いいえ］にタッチする、または画面外の

 などにタッチして他の画面を表示し
た場合は、サービスが開始されません。再
度、サービス開始操作※を行い、本機が正常
に動作することを確認してください。なお、
正常に動作しないときは、トヨタ販売店にご
相談ください。

● 次のように、本機が正常に動作しない場合、
緊急時にヘルプネットセンターへ正しい情
報が伝わらず、救援困難となる可能性があり
ます。
･ 発呼しない。
･ 通報位置とヘルプネットセンターでの位
置表示が間違っている。

･ 通話できない。

● サービス開始操作※は途中で中断せず、最後
まで完了してください。
途 中 で 中 断 し た 場 合 は、基 本 的 に
［HELPNET］は 表 示 さ れ ま せ ん が、
［HELPNET］が表示された場合はトヨタ販
売店にご相談ください。

● サービス開始操作※時の手動保守点検が正
常に動作しなかった場合は、緊急通報できな
いことがあり危険です。手動保守点検時に本
機が正常に動作しない場合や、［HELPNET］
は表示されたが通話できない場合には、トヨ
タ販売店にご相談ください。

● 手動保守点検後、［HELPNET］が表示され
ない場合、緊急通報は動作しません。
［HELPNET］の表示が正常に行われない場
合は、トヨタ販売店にご相談ください。

MAP
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警 告

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合は、
次の点に注意してください。
･ 本システムで動作確認済みの携帯電話を
使用してください。動作確認済みでない
携帯電話をご使用になられると、緊急通
報が動作しないおそれがあり危険です。
また、携帯電話本体の破損など故障の原
因となる場合があります。

･ ヘルプネットを使用する前に、携帯電話
の登録（→P.492）および使用する携帯
電話の通信設定（→P.617）を行ってく
ださい。

･ 本機に携帯電話をBluetooth 接続する際
は、必ず携帯電話の電池残量を確認して
ください。携帯電話の電池が空になると
携帯電話が動作しないため、緊急通報も
動作しません。なお、本機には携帯電話
の充電機能はありません。

･ 電話機能によっては緊急通報動作の妨げ
となり、緊急通報できなくなります。緊
急通報の妨げとなる電話機能は利用しな
いでください。「携帯電話の設定につい
て」をご覧ください。（→P.583）

･ 携帯電話と本機がBluetooth 接続されて
いることを確認してください。接続され
ていないと、緊急通報は動作しません。

知 識
● 手動保守点検中はヘルプネットが優先され
るため、ハンズフリー通話などが利用できま
せん。この場合、手動保守点検が終了してか
らご利用ください。

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、携
帯電話の機種によっては、エンジンスイッチ
がACCまたはONのときに表示部の照明が
ついたままになることがあります。この場
合、携帯電話の照明をOFFに設定してくだ
さい。
（設定については携帯電話の取扱説明書をご
参照ください。）

緊急通報をする

急病などの緊急事態発生時、車内から
ヘルプネットセンターへ通報すると
きにボタン操作をすることで緊急通
報ができます。ここでは、緊急通報の
流れを一通り説明します。実際に使用
するときにあわてないために、流れを
覚えておいてください。
エンジンスイッチが ACC または ON
のとき、G-BOOK画面で［HELPNET］
にタッチすると緊急通報を開始しま
す。あとは音声案内やヘルプネットセ
ンターのオペレーターの指示にした
がってください。

警 告

● 次の場合は緊急通報できません。緊急通報で
きなかった場合には、最寄りの公衆電話など
から通報してください。
･ 携帯電話サービスエリア外では緊急通報
動作が開始しても、緊急通報できません。

･ 携帯電話サービスエリア内であっても、
電波状態または回線混雑のために、緊急
通報や通話することが困難になることが
あります。この場合は、ヘルプネットセ
ンターと回線接続しても通信できず、救
援要請の通報および通話ができません。

● 緊急通報時は、ヘルプネットセンターへの回
線接続を繰り返し行います。ただし、電波状
態などの理由で回線接続ができない場合に
は、通報しないまま緊急通報を終了します。
通報が必要な場合には、最寄りの公衆電話な
どから通報してください。
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メッセージが表示されると、その都度、
メッセージと同内容の音声案内が流れま
す。

緊急通報を中止するとき
  ［中止］にタッチ。

マイクを通して、ヘルプネットセンターと
通話することができます。

警 告

● ヘルプネットセンターへ接続中に、エンジン
スイッチを OFF（LOCK）にしないでくだ
さい。緊急通報が中止されます。エンジンス
イッチを OFF（LOCK）にしてしまった場
合、緊急通報はできていないので、再度エン
ジンスイッチをACCまたはONにして通報
するか、最寄りの公衆電話などから通報して
ください。

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合は、
携帯電話と本機を Bluetooth 接続し、ダイ
ヤルロックを解除した状態にしてください。

1 ［HELPNET］にタッチ。

2 ヘルプネットセンターへ接続を開
始し、緊急通報が開始される。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面

3 ヘルプネットセンターにデータ通
信を行い、車両の位置などが送信さ
れる。

4 データ通信完了後、通話モードにな
る。

5 オペレーターと通話する。ヘルプ
ネットセンターのオペレーターに、
状況やけがの症状、警察または消防
への通報の要・不要を伝える。
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通話音量を調整するとき
［－］または［＋］にタッチ。

知 識
● 緊急通報時には、ヘルプネットセンターのオ
ペレーターは、通報者の応答が取れたときに
救援機関に通報します。通話にて状況を直接
オペレーターにお知らせください。

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、通
話中にエンジンスイッチをOFF（LOCK）に
すると、機種によって、通話が切断される場
合と、通話が携帯電話で継続される場合があ
ります。
（ヘルプネットを通信モジュール（DCM）で
使用する場合は、緊急通報は中止されます。）

6 警察または消防への通報が必要な
ときはヘルプネットセンターが警
察または消防に接続する。

7 通話が終了すると、ヘルプネットセ
ンターが電話回線の切断をする。

8 通話終了後、しばらくの間（携帯電
話使用時は約 10 分間、通信モ
ジュール（DCM）使用時は約 30
分間）は、ヘルプネットセンターお
よび救援機関からの電話による問
い合わせのため、呼び返し待機状態
になる。この間にかかってくる電話
は、自動的にハンズフリー通話でつ
ながる。

警 告

● 呼び返し待機状態の間は、後続車の追突など
の二次災害を防ぐ手段をとり、乗員は安全な
場所へ避難してください。
基本的には車内にとどまらず、窓を開け、ヘ
ルプネットセンターのオペレーターの声が
聞こえる車外で、安全な場所を確保してくだ
さい。
なお、ヘルプネットを携帯電話で使用する場
合、状況によっては、携帯電話と本機の
Bluetooth 接続を切断して、携帯電話を身
に付けてお待ちください。このとき、携帯電
話の電源が OFF になってしまった場合は、
携帯電話の電源を ON にし、ヘルプネット
センターのオペレーターからの着信をお待
ちください。また、通話中の場合は、
Bluetooth 接続の切断により、通話も切断
されることがあります。

● 呼び返し待機中は、緊急通報に関係のない着
信も自動的にハンズフリー通話でつながり
ます。通話中は救援活動に関わる着信であっ
ても、着信できません。



578

12. サービスの使い方

1. ヘルプネット

AW   

Ｇ-

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

保守点検は、次の2種類があります。
･ 自動保守点検 : （→ P.578）
･ 手動保守点検 : （→ P.579）

知 識
● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、呼
び返し待機中に携帯電話本体で電話を受け
ると、その時点でヘルプネット画面は解除さ
れます。

● 呼び返し待機中はヘルプネットが優先され
るため、その他のG-BOOKオンラインサー
ビスは利用できません。

9 呼び返し待機状態が終了すると、ヘ
ルプネット画面は解除される。

知 識
● 緊急通報中に音声案内が流れている間は、通
話することができません。音声案内が終わっ
たら、ヘルプネットセンターのオペレーター
と通話して、状況をお知らせください。

● 緊急通報開始から通話終了までの間は、オー
ディオなどの音声が自動的にミュート（消
音）されます。

● 緊急通報中はヘルプネットが優先されるた
め、その他のG-BOOKオンラインサービス
は利用できません。

● 誤操作などでヘルプネットセンターに接続
されたときは、ヘルプネットセンターのオペ
レーターに理由を告げて、通報を終了してく
ださい。

保守点検について

保守点検は、自動または手動で車内か
らヘルプネットセンターに接続し、動
作確認や契約状態の確認などを行う
ときに使用します。

自動保守点検について

自動保守点検は、本機が定期的に自動
で実施する保守点検です。お客様が利
用登録されているかの確認を、ヘルプ
ネットセンターがするために実施さ
れます。

警 告

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合は、
携帯電話と本機を Bluetooth 接続し、ダイ
ヤルロックを解除した状態にしてください。

注 意

● 自動保守点検開始後、何らかの理由で通信が
中断されてしまったときは、次にエンジンス
イッチを OFF（LOCK）から ACC または
ONにしたときに、再び自動保守点検を開始
します。何度も正常に終了しないときは、ト
ヨタ販売店にご相談ください。
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 G-BOOK mX の場合、使用する携帯電話
を追加・変更したときは、必ず手動保守点
検を行ってください。

手動保守点検は、以下の保守点検を実施し
ます。
･ 車載機の保守点検（車載機修理点検や車両
修理後の保守点検）

･ ヘルプネットセンターに利用登録されて
いるかの確認（加入時、契約内容変更時）

ヘルプネットを携帯電話で使用する場合
は、携帯電話と本機が Bluetooth 接続さ
れていることを確認してください。

手動保守点検を実施する前に、現在地画面
で GPS の受信（GPS マークが表示され
ること）を確認してください。

知 識
● 自動保守点検を行うための特別な操作は、必
要ありません。
･ 点検時期：（株）日本緊急通報サービスが
定める期間ごとに行われます。

･ 点検時間：開始後1～2分で終了します。
● 自動保守点検中はヘルプネットが優先され
るため、その他のG-BOOKオンラインサー
ビスは利用できません。この場合、自動保守
点検が終了してからご利用ください。

手動で保守点検を実施する

手動保守点検は、お客様ご自身が手動
で実施する保守点検です。

警 告

● 手動保守点検の途中で、エンジンスイッチを
OFF（LOCK）にしないでください。手動保
守点検が正しく終了しません。エンジンス
イッチを OFF（LOCK）にしてしまったと
きは、再度手動保守点検をやり直してくださ
い。

● ヘルプネットを携帯電話で使用する場合は、
携帯電話と本機を Bluetooth 接続し、ダイ
ヤルロックを解除した状態にしてください。

1 ［メインメニュー］にタッチ。

2  ［保守点検］に約10秒以上タッチ
し続ける。

GPSマーク

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面
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メッセージが表示されると、その都度、
メッセージと同内容の音声案内が流れま
す。

中止するとき
［中止］にタッチ。

ヘルプネットセンターの応対は、自動音声
で行われます。自動音声で車両の現在地の
確認後に、名前を聞かれます。「ピー」と
鳴ったら、お客様の名前を話してくださ
い。自動音声で名前を繰り返したのち、緊
急通報可能であることをお知らせし、通話
が終了します。

通話音量を調整したいとき
［－］または［＋］にタッチ。

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契
約者本人が行うようにしてください。

3 ヘルプネットセンターに接続を開
始します。

4 ヘルプネットセンターに接続する
と、最初にデータ通信を行い、以下
の確認をする。

車両の現在地
手動保守点検をしていること
ヘルプネットセンターに利用登録されて
いること

5 データ通信完了後、通話モードにな
ります。

6 マイクを通して、ヘルプネットセン
ターと通話する。

7 サービス開始操作※時は、通話が正
常に終了したら［はい］にタッチ。

警 告

● ここで表示された画面で［いいえ］にタッチ

する、または画面外の  などにタッチ
して他の画面を表示した場合は、サービスが
開始されません。再度、サービス開始操作※

を行い、本機が正常に動作することを確認し
てください。なお、正常に動作しないとき
は、トヨタ販売店にご相談ください。

MAP
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約者本人が行うようにしてください。

8 保守点検を終了する。

9 画面外の  →［G-BOOK］
にタッチして、G-BOOK画面に
［HELPNET］が表示されているこ
とを確認する。

警 告

● サービス開始操作※で手動保守点検を実施
するときは、途中で中断せず、最後まで完了
してください。
途 中 で 中 断 し た 場 合 は、基 本 的 に
［HELPNET］は 表 示 さ れ ま せ ん が、
［HELPNET］が表示された場合はトヨタ販
売店にご相談ください。

MENU

注 意

● 手動保守点検は、正確に位置情報を送ること
ができることを確認しています。手動保守点
検はビルの谷間や工場などの屋内は避け、
GPS を受信できる見晴らしのよい場所で
行ってください。

● 手動保守点検開始後、何らかの理由でヘルプ
ネットセンターとの接続ができなかったと
きは、エンジンスイッチを一度OFF（LOCK）
にし、手動保守点検をやり直してください。
携帯電話サービスエリア内でやり直しても
接続されない場合には、トヨタ販売店にご相
談ください。

知 識
● 手動保守点検開始から通話終了までの間は、
本機の音声が自動的にミュート（消音）され
ます。

● 手動保守点検中はヘルプネットが優先され
るため、その他のG-BOOKオンラインサー
ビスは利用できません。この場合、手動保守
点検が終了してからご利用ください。
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登録情報に変更がある場合、［変更］にタッ
チし、画面にそって情報を変更してくださ
い。

利用登録の更新

G-BOOK mX利用時
ヘルプネットサービス利用開始日か
ら2年毎に利用登録の更新手続きが必
要です。
更新期限が近づくと、ナビ画面にて更
新手続きのご案内が表示されます。
ナビ画面または G-BOOK のパソコン
サイト（http://g-book.com/) のユー
ザーサイトにて更新または変更して
ください。

利用登録の更新操作について

1 ［ヘルプネット］にタッチ。

2 ［利用登録の更新手続き］にタッチ。

3 G暗証番号を入力する。

4 ［決定］にタッチ。

5 ヘルプネット登録情報画面の内容
を確認。

画面外の →  → 
 →  → 

MENU G-BOOK

メインメニュー G-BOOK.com

G-BOOK.com 画面

6 ［更新］にタッチ。

7 ヘルプネットの登録情報を更新し
たと表示される。

知 識
●「G暗証番号」は、有料コンテンツの購入や
G-Security の設定変更など暗証番号が必要
なときに入力していただく4桁の番号です。

● 更新期限の約一ヶ月前に、ナビの画面にお知
らせを表示します。
このお知らせ画面から更新することもでき
ます。
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未登録の場合
利用契約を解除した場合

サービス開始操作※を完了していない場
合

登録情報が更新されていない場合
※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契
約者本人が行うようにしてください。

携帯電話の設定について

警 告

● 緊急通報の妨げになる電話機能は利用しな
いでください。（機能を解除する方法につい
ては、携帯電話の取扱説明書をご参照くださ
い。）
（１）ダイヤルロック
（２）発信を制限もしくは禁止する機能
（３）ドライブモード
（４）着信拒否、着信制限
（５）着信転送
（６）留守番電話
（７）発信者電話番号非通知
（８）着信を制限もしくは禁止する機能
※（1）（2）の機能が解除されていない場
合、ヘルプネットセンターに電話をかけるこ
とができないため、緊急通報が動作せず、危
険です。
（3）～（8）の機能が解除されていない場
合、ヘルプネットセンターからの呼び返しが
できず、救援困難となる可能性があり危険で
す。
また、各通信事業者が独自に設定している付
加サービス（キャッチホン、三者通話、セレ
クフォン、マルチナンバーなど）によって
は、緊急通報が正常に動作しない場合があり
危険です。

● ヘルプネットはG-BOOKオンラインサービ
スの通信設定を利用します。
ヘルプネットを携帯電話で使用する場合、携
帯電話を追加したときは、必ず使用する携帯
電話の通信設定（→P.617）を行ってから、
手動保守点検を実施して正常に動作するこ
とを確認してください。

知 識
● ヘルプネットを使用する場合、携帯電話の通
信機能はヘルプネットに優先的に使用され
ます。このため、次のような場合は携帯電話
は使用できません。
･ 携帯電話を使用中の場合でも、緊急通報
が開始されると携帯電話の使用を中止し
ます。

･ 緊急通報中は、携帯電話は使用できませ
ん。

･ 自動保守点検、手動保守点検のいずれか
が先行して通信機能を使用している場
合、携帯電話は使用できません。

緊急通報できない場合につ
いて

以下のようなときには、ヘルプネット
サービスが提供できない、またはヘル
プネットサービスに支障が出ること
があります。

G-BOOK利用契約の不成立また
は消滅

ヘルプネット利用登録の不成立
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車載機（車載ユニット、通信モジュール
（DCM）、マイク、スピーカー、接続電気
回路など）の故障

バッテリーの電圧低下など、車両関連機器
の故障・消耗など

車両の衝突・横転時の衝撃や車両火災など
による、車載機または車両関連機器の損傷

 GPS のシステムの異常、トンネルや建物
の密集地、フェリー降船後などでGPSで
の位置演算の誤差が大きいとき、地図デー
タベースが古くマップマッチングに誤差
が大きいときなど、位置評定が正常に行わ
れないまたは誤差が大きいとき

センターシステムの故障など
センターの火災などによる、センターシス
テムの損傷

本サービスに使用する携帯電話サービス
エリア外に、“登録車両”が位置するとき

本サービスに使用する携帯電話サービス
エリア内であっても、電波の受信状態が悪
く、結果として通信ができないとき

本サービスに使用する携帯電話網または
一般公衆固定網（中継網を含む）が著しく
混雑しているなど、通話利用もしくは通話
時間が制限され、結果としてヘルプネット
による通信ができないとき

本サービスに使用する通信事業者が大規
模災害などにより通話が制限され、結果と
してヘルプネットによる通話ができない
とき

本サービスに使用する携帯電話網または
一般公衆固定網（中継網を含む）のサービ
スが事故、保守、工事などのため中断また
は休止されたとき

センターシステムの保守を、定期的にまた
は緊急に行う必要があるとき

大規模な事故や災害により、一時的に緊急
通報がセンターに集中したとき

車載機または車両関連機器の異
常による通信不能

緊急通報センターシステムの位
置評定エラー

知 識
● ヘルプネットは、本機のGPSから位置情報
を取得しています。（→P.199）

ヘルプネットセンター／G-
BOOKセンターシステムの異常
による通信不能

ヘルプネットで利用する通信網
に起因する通信不能

緊急通報事業者の都合による
サービス提供の中断または休止
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ヘルプネットを携帯電話で使用するとき、
次のような理由で携帯電話が使用できな
い場合
･ 携帯電話と本機が Bluetooth 接続されて
いない

･ 携帯電話の電源が入っていない、または携
帯電話のバッテリー残量が不足している

･ 携帯電話が本システムで動作確認済みの
機種でない

･ 携帯電話が故障している
･ 携帯電話の料金を滞納しているなど

緊急通報で、ヘルプネットセンターからの
問いかけに対して、通報者から応答が無
く、ヘルプネットセンターとして状況把握
ができないとき（緊急通報後に容体が悪化
した、強盗や暴漢に襲われたなど）

その他
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※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。

故障とお考えになる前に

本機が正常に作動しなくなったときは、以下の表にしたがって確認してくださ
い。表にしたがって対処しても作動しないときは、トヨタ販売店にご相談くださ
い。また、万一異常が起きたら、必ずトヨタ販売店に修理をご依頼ください。

警 告

● 緊急事態発生時に緊急通報できないときは、最寄りの公衆電話などから通報してください。

症　状 考えられること 処　置

［保守点検］
が表示されない

利用開始操作が完了していな
い。

利用開始操作を実施してくだ
さい。（→ P.542）

［HELPNET］ 
が表示されない

サービス開始操作※が完了し
ていない。

サービス開始操作※を実施し
てください。（→ P.574）

緊急通報できない

携帯電話使用時
動作確認済みの携帯電話を使
用していますか。

トヨタ販売店にご確認くださ
い。

携帯電話使用時
使用する携帯電話の通信設定
をしましたか。

使用する携帯電話の通信設定
をしてください。（→ P.617）

携帯電話使用時
携帯電話で、緊急通報の妨げ
になる電話機能を利用してい
ませんか。

携帯電話およびネットワーク
サービスの発信や着信を制限
もしくは禁止する機能を解除
してください。

電波状態は良好ですか。 電波状態の良好な場所に移動
して、手動保守点検を実施し
てください。（→ P.579）

携帯電話のサービスエリア外
で使用していませんか。

携帯電話回線が混雑してい
る。

しばらくしてから、または電
波状況の良好な場所に移動し
て、手動保守点検を実施して
ください。（→P.579）
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2. オペレーターサービス

ドライブサポート
･ ナビの目的地設定
･ 駐車場の案内
･ 電話番号の案内
･ 夜間・休日診療機関の案内

セキュリティサービス
（G-BOOK mX Pro 契約が必要）
･ オートアラームの作動連絡
･ 盗難車両の位置追跡
･ 警備員の派遣手配

トラブルサポート
･ ロードアシスト24への取次ぎ

※ 携帯電話・固定電話からご利用の場合、
通話料はお客様のご負担になります。

G-BOOK mX Pro をご利用の場合は、
購入手続きなしで利用することがで
きます。
G-BOOK ｍX をご利用の場合は、有
料オプションになります。

オペレーターサービスにつ
いて

オペレーターサービスは、電話で依頼
するだけで、オペレーターがお客様に
代わって、ナビゲーションの目的地設
定やレストラン／駐車場の検索など
を行うサービスです。

オペレーターサービスメニュー

G-BOOK mX G-BOOK 
mX Pro

申込 Web登録が必要
（有料） 不要

ハンズ
フリー 必要 不要

通話料 お客様負担 無料※

利用料金や詳しいサービス内容につい
ては、トヨタ販売店またはG-BOOKの
パソコンサイト（http://g-book.com/）
でご確認ください。

知 識
● G-BOOK mX Proをご利用の場合は、オペ
レーターへの発信のみ可能です。オペレー
ターからの着信には対応していません。

●本機の時刻データが更新されていないと、オ
ペレーターサービスを利用できません。 
この場合は、GPS信号が受信できる場所に
車を移動し、画面外の  にタッチして
地図画面上にGPSマークが表示されること
を確認した後、再度試してみてください。 

●ヘルプネットの緊急通報中または保守点検中
は、オペレーターサービスを利用できません。 

●オペレーターサービス中は、ヘルプネット以
外のデータ通信を必要とするサービスは使
用できません。これらのサービスを使用する
ときは、オペレーターサービスを終了してか
らご使用ください。

●マルチナンバーなど、ひとつの携帯電話に複
数の番号が付与されるサービスをご利用の
場合、オペレーターサービスが正常に動作し
ないことがあります。

● G-BOOKオンラインサービスを通信モ
ジュール（DCM）で使用する場合、電話機
接続で携帯電話が選択されていても、オペ
レーターサービス中は一時的にBluetooth
接続が切断されます。

MAP

10_Chap03.fm  587 ページ  ２０１３年１２月６日　金曜日　午後４時９分



588

12. サービスの使い方

2. オペレーターサービス

AW   

Ｇ-

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

中止するとき
［切断］（携帯電話使用時）または
［中止］（通信モジュール（DCM）使用
時）にタッチ。

オペレーターサービスを購
入する

G-BOOK ｍX利用時
利用するには、まずコンテンツの購入
手続きをします。

1 ［オペレーター］にタッチ。

2 画面の指示にしたがって、購入手続
きをする。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面

オペレーターサービスを使
う

車内よりハンズフリーを利用する場
合の使用例を紹介します。

1 ［オペレーター］にタッチ。

2 オペレーターに接続する。

3 オペレーターと通話する。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面
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「ナビの目的地設定」、「レストランや駐車
場などの周辺情報の検索」や「ニュースの
配信」など、利用したい内容をオペレー
ターにお伝えください。

自動的に回線が切断されます。

「周辺情報の検索」や「ニュースの配信」
などを利用した場合、G-BOOK センター
から情報を取得すると、メッセージが表示
されます。

「ナビの目的地設定」を依頼した場合、メッ
セージは表示されず、ルート案内画面に自
動で切り替わります。

いつもご利用の携帯電話、自宅やオフィス
の電話からも利用できます。

携帯電話や固定電話から利用すると、次回
エンジンスイッチを ACC または ON にし
たときに、情報の受信をお知らせするメッ
セージが本機に表示されます。画面の指示
にしたがって、操作してください。
表示されない場合は、手動で情報を取得し
てください。（→ P.589）

自動で情報が取得されない場合は、次の手
順で取得してください。

メッセージが表示されないとき
［受信一覧］にタッチ。

過去に依頼した情報が表示されます。

4 オペレーターとの通話が終了する。

5 画面の指示にしたがって操作する。

携帯電話・固定電話から利用す
る

1 オペレーターに電話をかける。

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－57－6818 
（365日 24時間対応）

2 利用したい内容を伝える。

3 本機を使用して、手動で受信する。

知 識
● ご利用の際は、お申し込み時にサポートアド
レスとして登録した番号から、発信者番号通
知でかけていただくと、スムーズにご利用い
ただけます。

● ご本人であることをオペレーターが確認さ
せていただく場合があります。

● 通話料はお客様のご負担になります。
本機から通信モジュール（DCM）を接続し
てご利用の場合は通話料は必要ありません
が、携帯電話、自宅やオフィスの電話からご
利用の場合、通話料はお客様のご負担になり
ます。

手動で情報を取得する

1 ［情報確認］にタッチ。

2 メッセージが表示されたら、［はい］
にタッチ。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面
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3. マップオンデマンド（差分更新）

マップオンデマンドとは

G-BOOK センターでは、新しい道路情報が準備でき次第、順次地図データを更
新しています。
マップオンデマンドは、通信モジュール（DCM）・携帯電話の通信またはパソコ
ン（インターネット）を経由して新しい道路情報をダウンロードし、地図を更新
するサービスです。

更新方法

更新方法は3種類あります。

通信でナビに直接ダウンロード

パソコン（インターネット）でダウンロード

①通信で自動更新※1

（→P.597）

②通信で手動更新※2

（→P.597）

③CD-R/DVD-Rで更新
（→P.598）

※1 G-BOOK ｍX の場合、自動更新には「カーナビ通信料定額プラン」
（→P.536）の契約が必要です。

※2 初回の更新は③で実施が必要です。
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※ G-BOOK オンラインサービス利用時

サービス期間

マップオンデマンドは、本機購入後3 年間ご利用いただけます。それ以降、また
はサービス利用期限内に「最新版地図ソフト」を購入いただくと、購入日より 2
年間利用いただけます。

マップオンデマンド（地図差分更新）と全更新

地図更新は、新しい道路データ（差分）を携帯電話やパソコンで更新していく「マップオンデ
マンド（地図差分更新）」と、「最新版地図ソフト」を購入いただきすべての地図データを更新
する「全更新」があります。
「全更新」を行う際、マップオンデマンドで更新済みの差分データが「全更新」データより新し
い部分はそのまま保存されます。

更新にかかる費用

更新方法により、更新時に次の費用がかかります。

[ 通信で更新 ] ※
　・携帯電話のパケット通信費

[ パソコンで更新 ]
　・パソコンのインターネット通信費
　・CD-R/DVD-R 代

[ 地図更新DVDを注文して更新 ]
・地図更新DVDは有料です。料金については、トヨタ販売店またはG-BOOKのパソコン
サイト（http://g-book.com/）でご確認ください。
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※指定エリア
[ 通信で更新時 ]：
ナビゲーションで登録した自宅周辺 80 ㎞（細街路は 10 ㎞）四方、目的地周辺
10 ㎞四方
[ パソコンで更新時 ]：
選択した都道府県

■通信で更新
自動更新※

下記のタイミングで、自動的に更新データをダウンロードします。
･ エンジンスイッチをACCまたはONにしたときに、ナビゲーションで登録した自
宅周辺80 ㎞（細街路は10㎞）四方ならびに全国配信道路に更新情報がある場合

･ 目的地設定時、目的地周辺 10 ㎞四方ならびに全国配信道路に更新情報がある場合
※G-BOOK ｍX の場合、「カーナビ通信料定額プラン」の契約が必要です。（→P.536）
手動更新
地図更新画面の [ 自宅周辺 ] にタッチ。
･ ナビゲーションで登録した自宅周辺 80 ㎞（細街路は 10 ㎞）ならびに全国配信
道路に更新情報があると更新データをダウンロードします。

地図更新画面の [ 目的地周辺 ] にタッチ。
･ ナビゲーションで登録した目的地周辺10㎞四方ならびに全国配信道路に更新情報
があると更新データをダウンロードします。

■パソコン経由で更新
更新したい都道府県を選択すると、全国配信道路の更新データもあわせてダウンロー
ドします。

更新対象

全国配信 指定エリア※配信

道路データ 高速道路・有料道路、主要国道 一部国道、主要道、都道府県道、
その他道路、道幅 5.5ｍ 未満の道路

施設情報 高速道路・有料道路施 設立体ランドマーク相当の著名な施設

市街図 更新対象外 更新対象外

音声案内 更新対象外 更新対象外

知 識
● コンビニなどの一般施設は、マップオンデマンドでは更新されません。
● マップオンデマンドでは、音声案内データは更新されませんので、交差点、路線、方面名称、施
設名称、目印などが更新された場合、固有の音声案内は出力されません。

更新エリア
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■地図更新DVDを注文して更新
マップオンデマンド・サポートデスクに地図更新DVD を電話注文して、更新するこ
とができます。その際、以下の情報が必要となりますのでご確認ください。
･ 車種名
･ ナビ型番
･ サービス終了日※

･ 地図のタイプ※

･ ナビバージョン※

※地図更新画面で確認できます。（→P.596）
地図更新DVDは有料です。料金については、トヨタ販売店またはG-BOOKのパソコ
ンサイト（http://g-book.com/）でご確認ください。

■更新データ配信の目安
高速道路は供用開始後、最短7 日で更新します。ただし、年末年始などの長期休暇、
開通道路状況、天候不良、システム保守などにより、配信までの期間に遅延が生じる
場合があります。地図更新データの収集・整備状況によっては、配信までに 3 カ月
ほどかかる場合もあります。

一般道路は、開通後（変更後）、地図データとして収集・整備を行った後、順次配信
します。

マップオンデマンド・サポートデスク
0561-57-6814
受付時間 9:00～ 18:00

（年中無休）
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※ [地図更新 ] にタッチしなかった場合、次回エンジンスイッチをACCまたはON
にしたときに、地図更新を行います。

地図更新のステップ

更新データの本機へのダウンロード（またはコピー）後、地図の更新が完了する
まで2つのステップがあります。
（1） 地図の更新準備

地図データを書き換えるための準備を行います。
ご利用の地図データや更新頻度により異なりますが、更新データが多い場
合、数時間かかることがあります。自動更新以外でご利用の場合、定期的に
更新することをお勧めします。

（2） 地図更新
本機の地図データを書き換える処理です。
更新準備が完了後、現在地画面の [ 地図更新 ] にタッチした後、20 ～ 30
秒程度で完了します。ただし、更新データが多い場合は数分程度かかること
があります。

＜通信で更新＞ ＜パソコン経由で更新＞

地図データのダウンロード 地図データのダウンロード

（1）地図の更新準備
時間がかかります

現在地画面の [ 地図更新 ] に
タッチ※

（2）地図更新

CD-R/DVD-Rにコピー

ナビに地図データをコピー

（1）地図の更新準備
時間がかかります

現在地画面の [ 地図更新 ] に
タッチ※

（2）地図更新
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知 識
●「地図の更新準備」および「地図更新」中にオーディオなどの操作を行った場合は、さらに時間
がかかることがあります。とくに音楽CD をハードディスクに録音している間は、一時的に更新
処理を停止し、録音終了後に処理を再開するため、その分時間がかかります。
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携帯電話使用時

通信モジュール（DCM) 使用時

地図更新画面の使い方

地図更新に関する情報の確認や操作
は、地図更新画面から行います。

画面外の  →  → 
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 → 

MENU 設定

地図更新 地図更新画面

番号 機能

ナビゲーション地図のバージョン
を示しています。

CD-R/DVD-R で更新する。

更新エリアと更新対象を確認する。

携帯電話で、全国の高速道路・有料
道路と自宅周辺を更新する。
ナビゲーションでの自宅登録が必
要となります。

使用データ画面を表示する。
ハードディスクに収録されている
データベースなどの情報を確認で
きます。

更新サービス終了日を表示する。

ナビゲーション地図のタイプを示
しています。地図更新 DVDをご注
文の際などに必要になることがあ
ります。

携帯電話で、全国の高速道路・有料
道路と目的地周辺を更新する。
ナビゲーションでの目的地設定が
必要となります。

最新の更新日を確認する。
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更新準備が完了すると、音声案内が出力さ
れます。

G-BOOK mX利用時

地図が最新状態の場合は、メッセージが表
示されます。

地図を更新する

通信（通信モジュール（DCM）
または携帯電話）で自動更新す
る

差分データがあると、自動で更新デー
タをダウンロードします。
G-BOOK mX の場合、ご利用には
「カーナビ通信料定額プラン」（→
P.536）にご加入のうえ、車載機での
登録（→P.540）が必要です。

1 G-BOOK センターに接続し、差分
データがあると、データがダウン
ロードされる。

2 現在地画面の[地図更新] にタッチ。

3 地図が更新される。

通信（携帯電話）で手動更新する

差分データがあると手動で更新デー
タをダウンロードします。
ただし、初回は必ずCD-R/DVD-R に
て更新をする必要があります。
（→P.598）

または

1 更新する場所を選択する。
［自宅周辺］または［目的地周辺］に
タッチ。

2 G-BOOKセンターに接続する。

3 差分データ量が多いときはメッセー
ジが表示される。
継続してよければ、［はい］にタッチ。

画面外の  →  → 
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 → 

MENU 設定

地図更新 地図更新画面

画面外の  →  → 
 → 

MENU G-BOOK

地図更新 地図更新画面
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更新準備が完了すると、音声案内が出力さ
れます。

■地図データを用意する

4 データがダウンロードされ、地図更
新の準備をする。

5 現在地画面の［地図更新］にタッチ。

6 地図が更新される。

知 識
● 通信にかかる実費はお客様のご負担になり
ます。

● データ量が多いときに表示される通信デー
タ量は概算値になります。
データ量が多い場合は、通信にかかる費用を
節約するためにも、CD-R/DVD-R での更新
をお勧めします。

● 次のいずれかにより前回のダウンロードを
途中で中断した場合は、次回［自宅周辺］ま
たは［目的地周辺］にタッチすると、続きの
ダウンロードを再開できます。
･ 通信が中断したとき
･ エンジンスイッチを OFF（LOCK）にし
たとき

● CD-R/DVD-R代、パソコンの通信にかかる
実費はお客様のご負担となります。

パソコン（CD-R/DVD-R）で更
新する

1 マップオンデマンドのダウンロー
ド サ イ ト（http://g-book.com/
mapondemand/Top.aspx）から
データをダウンロードする。

2 地図データを CD-R/DVD-R にコ
ピーする。

注 意

● CD-R/DVD-R には地図データ以外の情報
を入れないでください。

● ダウンロードした地図データのファイル名
および拡張子を変更しないでください。
変更すると地図更新できません。
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■地図を更新する

地図が最新状態の場合は、メッセージが表
示されます。

コピーが完了したら、CD-R/DVD-R を取
り出すことができます。

更新準備が完了すると、音声案内が出力さ
れます。

車種名
ナビ型番

サービス終了日※

地図のタイプ※

ナビバージョン※

※地図更新画面で確認できます。
（→P.596）

1回の更新で3都道府県まで更新でき
ます。

1 CD-R/DVD-Rを本機に挿入する。

2 ［DISCで更新］にタッチ。

3 CD-R/DVD-Rに差分データがある
場合は、［開始］にタッチ。
更新する都道府県を3つまで選択し、
［開始］にタッチ。

4 データがコピーされ、地図更新の準
備をする。

5 現在地画面の［地図更新］にタッチ。

6 地図が更新される。

知 識
●詳しい操作方法は、マップオンデマンドの
ダウンロードサイト（http://gbook.com/
mapondemand/Top.aspx）の「使い方ガ
イド」にてご確認ください。

画面外の  →  → 
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 → 

MENU 設定

地図更新 地図更新画面

地図更新DVD を注文する（有
料）

地図更新DVD は、マップオンデマン
ド・サポートデスクに電話で注文して
購入することも可能です。
その際、以下の情報が必要になります
ので、確認しておいてください。

マップオンデマンド・サポートデスク
0561ー57ー6814
受付時間 9:00～ 18:00

（年中無休）
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故障とお考えになる前に

症　状 考えられること 処　置

地図更新画面の終了
日が「＊」になって
いる。

サービス有効期間の設定前であ
るためです。

サービス有効期間は自動で設定
されます。
サービス有効期間設定前でも地
図の更新は可能です。

いつまでたっても地
図データが更新され
る気配がない。

通信で更新する場合、通信状態に
よってはダウンロードが中断す
ることがあります。

しばらくしてから、通信状態が良
好な場所で再度確認してくださ
い。

通信モジュール（DCM）使
用時

お客様がお住まいの地域で実際
に道路更新がなかった。

地図データの更新はありません。

ダウンロード中、コピー中、また
は更新準備中である。

画面外の  →［G-BOOK］
→［地図更新］の順にタッチし、
表示された画面で状態を確認し
てください。

MENU
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4. ドライブプラン

ドライブプランを利用する

G-BOOK のパソコンサイトや携帯サ
イトでドライブプランを作成してお
くと、簡単な操作で経由地および目的
地が設定できます。

1 ［ドライブプラン］にタッチ。

2 設定したいドライブプランにタッ
チ。

3 ドライブプランをダウンロード後、
経由地・目的地が設定され、ルート
探索を開始する。

目的地が設定されているときにドライ
ブプランで目的地を設定すると、設定さ
れていた目的地の数に関係なく、新しく
設定した目的地にすべて上書きされま
す。
なお、設定されていた目的地を再度設定
したい場合は、目的地履歴から設定する
ことができます。

ドライブプランは次の手順でも利用で
きます。
･ My リクエスト（→P.551）
･ Gで設定（→P.558）

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面
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5. G-Security

G-BOOK ｍX Pro 利用時

■アラーム通知（→P.604）

■エンジン始動通知（→P.605）

■車両の位置追跡（→P.605）

■警備員の派遣（→P.605）

詳しくは、G-BOOK のパソコンサイト
（http://g-book.com/）でご確認くだ
さい。 

G-Security について

G-Security は、ドアのこじ開けなど
オートアラームの作動を検知した場
合、異常をメールや電話でお知らせし
ます。また、車両盗難時はお客様の要
請により、車両の位置を追跡し、警備
員を現場に派遣します。

G-Security のご利用に際して

G-Security を利用するには、次の機
器の装着が必要です。 
（1）車載機 
（2）通信モジュール（DCM）
（3）G-BOOK 対応オートアラーム：

アラーム通知サービス利用時に必
要です。 

上記の必要機器を車両に装着された
上で、G-BOOK ｍX Pro に申し込み
いただくと、次のようなサービスをご
利用いただけます。 

G-BOOK対応オートアラーム装着車
お車のオートアラーム作動を検知し
た場合、お客様へメールと電話でお知
らせします。

エンジンの始動を検知し、メールでお
知らせします。

お客様の要請により、盗難車の位置を
追跡します。

車両盗難や車上荒らしの際、お客様の
要請により、警備員を派遣します。

知 識
● G-Security では、車両の異常を検知した場
合、サポートアドレスに登録されている電話
番号やメールアドレスに通知します。サポー
トアドレスに登録されていない場合、通知で
きませんので、必ずご登録ください。また、
連絡先に変更があった場合は変更手続きを
行ってください。（→P.620）

● 携帯電話で迷惑メールの拒否設定などをさ
れている場合は、以下の発信元メールを受信
できるようにご登録ください。
［登録する発信元メールアドレス］
g-book.info@03-003.mail.g-book.com

● メールによる通知には遅延が発生すること
がありますので、あらかじめご了承くださ
い。

● アラーム通知される番号は発信専用番号と
なっています。ご連絡の際はオペレーター
サービスへご連絡ください。（→P.588）
また、指定着信許可・拒否などの設定をされ
ている場合は、以下の番号を着信できるよう
ご登録ください。
［通知番号］0570-024-111

● G-Security では車両の位置情報を使用しま
す。本機が起動していない状態で車両が移動
された場合、または電波の届かない場所に車
両が移動された場合は、位置情報の変化を確
認できません。

● G-BOOK 利用契約を解除した場合、メール
や電話による通知は送信されません。
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※ G-BOOK 対応オートアラーム装着車の
み

初期設定

設定中 : 通知します
解除中 : 通知されません

設定の説明画面が表示されるとき
内容を確認し、［確認］にタッチ。

スイッチが「設定中」にかわり、通知設定
が切り替わります。

初期設定を確認・変更する

アラーム通知※、エンジン始動通知の
設定の確認・変更について説明しま
す。

通知設定の一覧

サービス名 通知方法 設定

アラーム
通知

電話 設定中  解除中

Eメール 設定中  解除中

エンジン
始動通知 Eメール 設定中 解除中 

知 識
● E メールアドレスの登録がない場合は、E
メールでの通知はされません。サポートアド
レスの登録はナビ画面で行えます。
（→P.620）

解除中→設定中へ切り替える

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK 画面

1 ［メインメニュー］にタッチ。

2 ［セキュリティ］にタッチ。

3 設定したい項目にタッチ。

設定中→解除中へ切り替える

1 ［メインメニュー］にタッチ。

画面外の  →  → MENU G-BOOK

G-BOOK画面
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アラーム通知を解除するとき

手順 5へ

 G暗証番号を登録しているとき
G暗証番号表示窓スイッチにタッチ。

 G暗証番号を登録していないとき
パスワード表示窓スイッチにタッチ。

ソフトウェアキーボードで入力します。

設定が解除中にかわり、通知設定が切り替
わります。

車外に出た後、ドア・トランクまたはバッ
クドア・ボンネットを閉め、全てのドアを
ロックした後、30秒以上経過すると自動
的にオートアラームが設定されます。

アラーム通知はサポートアドレスに連絡
されます。

アラーム通知の連絡を受けたとき、車両か
ら遠く離れていたり車両が盗難にあった
場合は、車両の位置追跡／警備員の派遣
サービスをご利用ください。
車両の位置追跡／警備員の派遣サービス
は、お客様の要請に基づいてオペレーター
が車両の位置を追跡します。さらに、お客
様の要請に基づき警備員を現場に派遣し
ます。
ご利用の際はオペレーターサービスにご
連絡ください。

2 ［セキュリティ］にタッチ。

3 解除したい項目にタッチ。

4 エンジン始動通知を解除するとき
   ［解除］にタッチ。

5 G暗証番号またはパスワードを入力
する。

6 ［解除］にタッチ。

7 ［確認］にタッチ。

知 識
●「G暗証番号」は、有料コンテンツの購入や
G-Security の設定変更など暗証番号が必要
なときに入力していただく4桁の番号です。

オートアラーム作動を通知
する

G-BOOK 対応オートアラーム装着車
ドアのこじ開けなどのオートアラー
ム作動を検知した場合、サポートアド
レスに登録してあるEメールアドレス
や電話番号に通知します。

アラーム通知の設定・解除を行うことが
できます。（→P.603）

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－57－6818 
（365日 24時間対応）

知 識
● バッテリーがあがった場合、アラーム通知は
行われません。

● 車両の室内温度が非常に高いとき、アラーム
通知の送信が行われないことがあります。

● 通信環境が整わない状況等によりアラーム
通知の送信が行われない場合、送信が完了す
るまで継続されます。

● アラーム通知が未送信状態で、アラームが複
数回作動した場合は、最新のアラームを通知
します。

● ヘルプネット通報中は、通報が終わるまで、
アラーム通知は行われません。

● G-BOOK 利用契約を解除した場合、アラー
ム通知は送信されません。
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エンジン始動通知はサポートアドレスに
連絡されます。

エンジン始動通知の連絡を受けたとき、車
両から遠く離れていたり車両が盗難に
あった場合は、車両の位置追跡／警備員の
派遣サービスをご利用ください。
車両の位置追跡／警備員の派遣サービス
は、お客様の要請に基づいてオペレーター
が車両の位置を追跡します。さらに、お客
様の要請に基づき警備員を現場に派遣し
ます。
ご利用の際はオペレーターサービスにご
連絡ください。

ご利用の際はオペレーターサービスにご
連絡ください。

ご利用の際はオペレーターサービスにご
連絡ください。

エンジン始動を通知する

エンジン始動を検知し、サポートアド
レスに登録されているメールアドレ
スに通知します。
お車から離れるとき、携帯電話などか
ら設定しておけば第三者によるエン
ジン始動がわかります。

エンジン始動通知の設定・解除を行うこ
とができます。（→P.603）

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－ 57－6818 
（365日 24時間対応）

知 識
●オプション設定にて、エンジン始動通知の連
絡を受けたあと、エンジンスイッチが OFF
（LOCK）になったことを検知し、通知させ
ることができます。

●オプション設定にて、エンジン始動通知の連
絡を受けたあと、10分間隔で通知させるこ
とができます。（初回の通知から24時間経
過後、自動解除されます。）

車両の位置を追跡する

お客様の要請により、オペレーターが
盗難車両の位置を追跡します。

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－57－6818 
（365日 24時間対応）

警備員を派遣する

お車が盗難にあったり、オートアラー
ム作動を検知した場合にお客様の要
請により、警備員を現場に派遣しま
す。

オペレーターサービス専用電話番号 
0561－57－6818 
（365日 24時間対応）

知 識
●警備員が出動してから 1 時間以内は無料で
す。1時間を超える場合は、オペレーターか
ら延長するかどうかの確認を行います。
延長した場合の利用料金は、トヨタ販売店ま
たは G-BOOK のパソコンサイト（http://
g-book.com/）でご確認ください。

●警備員は盗難車両の確保はいたしません。追
跡調査のみ行います。
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6. G ルート探索（プローブ情報付）

プローブコミュニケーション交通情報
とは、G-BOOK 利用車両の走行情報を
G-BOOKセンターで集約し、G-BOOK
利用車両に配信するリアルタイムな交
通情報です。G-BOOK 利用車両が増え
るにつれて、従来の交通情報に比べ、幅
広いエリアのリアルタイムな交通情報
を提供できるようになります。

Gルート探索をする
（プローブ情報付）

G-BOOK センターから、プローブコ
ミュニケーション交通情報に基づく
「現在地周辺の交通情報」および「高
速道路・一般道路の渋滞予測情報」を、
広域の渋滞予測情報として提供しま
す。この情報をもとに、目的地までの
最適なルートを探索し、ご案内しま
す。

知 識
● オペレーターにナビの目的地設定を依頼す
ると、G ルート探索による最適なルート案
内を行います。

● 渋滞予測は、突発で起こる事象（事故など）
および規制などは予測しておりません。

● Gルート探索をしても、ルートが変わらない
ことがあります。

プローブコミュニケーショ
ン交通情報とは
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手動取得（自動取得を解除）にするとき
［しない］にタッチ。

Gルート探索の利用方法

Gルート探索の取得方法には、自動取
得と手動取得の２種類の設定があり
ます。
ご利用のサービスにより、初期設定が
異なります。
初期設定
･ G-BOOK mX Pro：自動取得
･ G-BOOK mX：手動取得

取得設定（自動／手動）を切り
替える

Gルート探索の取得方法（自動／手動）
はナビ詳細設定画面で切り替えるこ
とができます。（→P.177）

1 ［プローブ交通情報自動取得］に
タッチ。

2 ［する］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→ 

 →  →  

MENU 設定

詳細設定 ルート系設定

ナビ詳細設定画面

 G-BOOK mX で自動取得する場合、G-
BOOK センターへ接続するときの確認
メッセージを表示する／しないを設定
することができます。（→P.619）

Gルート探索を自動で取得
する

Gルート探索の取得を自動に設定する
と、次のタイミングで自動的にGルー
ト探索情報を取得できます。
ルート案内開始時と、案内開始以降約
20分ごと

 JCT 手前や高速道路にはいる手前

全ルート図表示画面（→P.126）

1 ルート案内が始まると自動的に G-
BOOK センターに接続し、G ルー
ト探索を行います。

2 Gルート探索でルートが変更になっ
た場合、画面と音声でお知らせしま
す。

3 新旧ルートを表示します。
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 G-BOOKセンターに接続し、Gルート探索
を行います。

新たなルートが探索されたとき、渋滞を考
慮したルートが表示されます。

通常のルート探索をしたルートにもどす
とき
［元ルート］にタッチ。

 G ルート探索で取得した情報が本機に保
存されていれば、［元ルート］にタッチし
たあとに［Gルート］にタッチしても、G-
BOOK センターに接続されません。

 G-BOOKセンターに接続し、Gルート探索
を行います。

 Gルート探索情報の取得を中止するとき
［取得中止］にタッチ。

新たなルートが探索されたとき、渋滞を考
慮したルートが表示されます。

目的地設定時に手動で取得
する

目的地設定後に表示される全ルート
図表示画面で、Gルート探索を取得で
きます。

1 ルート探索終了後に表示される全
ルート図表示画面で［G ルート］
にタッチ。

知 識
● Gルート探索後に IC指定や探索条件変更な
どを行うと、広域の渋滞予測情報は破棄され
ます。

ルート案内中に手動で取得する

ルート案内中に、手動でGルート探索
を取得することができます。

現在地画面

1 ［再探索］にタッチ。

2 ［Gルート探索］にタッチ。
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7. 渋滞予測

渋滞予測情報は現在地周辺を基準として
提供され、「渋滞」および「混雑」につい
て、旅行時間データが提供されている路線
のみ表示します。

※渋滞予測は、突発で起こる事象（事故な
ど）および規制などは予測しておりませ
ん。
なお、「通行止め」は現在の状況が継続
するとして扱っております。
交通情報提供区間の距離が短い場合は、
矢じりを表示しません。

都市間高速道路
都市高速道路
主な有料道路
一部の一般道路
･ 松永道路、名阪国道、姫路西バイパス、姫
路バイパス、保土ヶ谷バイパス、加古川バ
イパス、米子バイパスなど

情報提供路線は随時更新されます。

渋滞予測情報を表示する

G-BOOK センターから渋滞予測情報
を取得し、その情報を表示するサービ
スです。
高速路線マップで表示された道路の
現在地周辺とルート上に、渋滞の増減
を示すアイコン（渋滞増減予測のアイ
コン）を表示します。また、ルートが
設定されているときは、ルート上の渋
滞予測情報を読み上げることもでき
ます。
今後の旅行の計画を立てるときに利
用すると便利です。
渋滞予測情報画面

表示 名称 内容

赤色 渋滞 渋滞の区間を示し
ています。

橙色 混雑 混雑の区間を示し
ています。

黒色 通行止め
区間 通行止めの区間を

示しています。

灰色 不明区間 交通情報が配信さ
れていない区間を
示しています。

渋滞予測情報を提供する路線に
ついて
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情報の表示および読み上げを行います。
中止するとき 
［切断］（携帯電話使用時）または
［中止］（通信モジュール（DCM）使用
時）にタッチ。

渋滞予測情報を表示する

1 ［高速渋滞予測］にタッチ。

2 G-BOOKセンターに接続し、渋滞予
測情報を取得する。

知 識
● 渋滞予測情報の読み上げは、ブラウザの自動
読上げ設定（→ P.565）に関係なく、常に
読み上げられます。

● 以前に取得した渋滞予測情報が本機に保存
されているときは、G-BOOK センターに接
続しないことがあります。

● 極端に遠い距離の渋滞予測情報（到着予想時
刻を含む）は、表示されないことがあります。

画面外の  →  → MENU 情報 情報画面

渋滞予測時間を変更する

渋滞予測情報は、現在の渋滞状況以外
に、一定の時間単位で時間を進めて、
今後の渋滞予測を表示させることが
できます。

1 次のいずれかにタッチ。
［＋］: 渋滞予測時間を進める
［ー］: 渋滞予測時間をもどす
［現在］: 現在の渋滞状況を表示する

知 識
● G-BOOK センターから提供される渋滞予測
情報は、現在については現在の交通状況が提
供され、未来については予測した情報が提供
されます。

● その時間の渋滞予測情報を取得していない
場合のみ、G-BOOK センターに接続して渋
滞予測情報を取得します。
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アイコン表示がONのときは、作動表示灯
が点灯します。

アイコンを表示しないとき
再度［渋滞増減予測表示］にタッチ。

渋滞情報を読み上げます。

渋滞増減予測を表示する

渋滞予測画面の地図上に、渋滞増減予
測のアイコンを表示させることがで
きます。
また、ルート上の読み上げ情報がある
アイコンの場合は、渋滞情報を音声で
読み上げることができます。
渋滞増減予測アイコンの ON（表示す
る）／OFF（表示しない）を選択でき
ます。

1 ［渋滞増減予測表示］にタッチ。

画面外の  →  → 
 → 

MENU 情報

高速渋滞予測 渋滞予測画面

作動表示灯

2 読み上げ情報があるアイコンの場
合は、地図上に表示されたアイコン
にタッチ。

アイコン 内  容

表示している時間後に、渋滞
が増加傾向であることを表し
ます。

表示している時間後に、渋滞
が減少傾向であることを表し
ます。

表示している時間後に、渋滞
が変化しないことを表しま
す。

知 識
● 渋滞増減予測のアイコンは、地図の縮尺に
よっては、表示されないものもあります。

● 渋滞増減予測のアイコンは、ルートが設定さ
れている場合は、ルート沿いの情報を提供し
ます。また、ルートが設定されていない場合
は、現在地周辺の情報を提供します。

アイコン
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ルートが設定されているときは、もっとも
詳細な縮尺に切り替えると、地図上に IC
毎の到着予想時刻が表示されます。
･ もっとも詳細な縮尺で表示される到着予
想時刻は、3時間先以降は到着予想時刻設
定（→ P.137）で設定した車速から計算
されます。
そのため、渋滞予測情報から計算される到
着予想時刻にくらべると、誤差が広がるこ
とがあります。

 G-BOOK センターに接続し、区間所要時
間予測情報を取得すると、ブラウザ画面で
区間所要時間予測が表示されると同時に
読み上げが行われます。

渋滞予測地図の縮尺を切り替え
る

渋滞予測画面の地図は、通常の地図と
同様に地図の縮尺を切り替えること
ができます。

1 ［広域］または［詳細］にタッチ。
到着予想時刻

区間所要時間予測を表示する

高速道路を通るルートが設定されて
いるとき、休憩した場合の所要時間予
測を行います。
ルート上の渋滞変化を予測し、高精度
の到着予測時間をサービスします。

区間所要時間予測表示

1 ［所要時間］にタッチ。

2 区間所要時間予測表示を解除する
ときは、［終了］または［ ］にタッ
チ。

知 識
● 出口ICまでの距離が遠い場合は、出口ICまで
表示されないことがあります。

● 渋滞予測画面で表示される到着予想時刻と
区間所要時間予測表示で表示される内容は、
それぞれ独自で処理するため異なる表示を
することがあります。

画面外の  →  → 
 → 

MENU 情報

高速渋滞予測 渋滞予測画面
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8. 周辺情報

G-BOOK mX(Ver.2.0)、G-BOOK mX
Pro(Ver.2.0) 対応ナビ限定サービス

提供する情報は、随時追加します。
最新の情報はG-BOOKのパソコンサイ
ト（http://g-book.com/）などでお知
らせします。

情報は「自動案内」「手動取得」を選択で
きます。

 G-BOOK センターに接続し、情報を取得
します。

取得した情報は、音声で案内、または地図
上にアイコンで表示します。

周辺情報について

目的地やルート周辺の気象情報など、
ドライブに役立つ情報を音声読み上
げや地図上のアイコンで案内します。

案内する情報について

次の情報を案内します。
･ 目的地到着予想時刻頃の天気
（情報が更新された場合、目的地接近時に変
更情報を表示）

･ ルート周辺および目的地付近の、短時間の
雷雨、強風・豪雨情報

･ 目的地周辺の駐車場情報
･ ルート上の高速道路・有料道路・自動車専
用道路の道路交通規制情報等

※ 目的地までの直線距離が 50km 以下の
場合、天気についての表示・案内はあり
ません。

周辺情報を設定する

ご利用の際は、あらかじめ取得したい
情報を設定してください。

画面外の  →  →  

 →    → 

MENU G-BOOK

メインメニュー G-BOOK.com

G-BOOK.com画面

1 ［周辺情報］にタッチ。

2 ［メニュー］にタッチ。

3 取得したい情報を選択する。

注 意

●  自動案内では定期的に通信が発生します。
カーナビ通信料定額プランへご加入の上、利
用されることをおすすめします。

※カーナビ通信料定額プランについては、ご利
用の携帯電話事業者へお問い合わせくださ
い。

周辺情報を取得する

1 目的地画面から目的地を設定する。
（→P.121）

2 ［案内開始］にタッチ。

知 識
● 情報は案内開始時、一定距離走行毎、目的地
に接近時に G-BOOK センターにアクセス
し、更新します。
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9. ETC 割引情報

G-BOOK mX(Ver.2.0)、G-BOOK mX
Pro(Ver.2.0) 対応ナビ限定サービス

※ 画面は表示例です。実際の画面とは異な
ります。

休日割引情報を表示したいとき
［休日］にタッチ。

特別割引情報を表示したいとき
［特別］にタッチ。

各画面で［詳細］にタッチすると、適用条
件などの詳細を表示します。

ETC割引情報を表示する

本機に表示されている通常料金をも
とに、各種割引情報（平日・休日・特
別）の一覧を表示することができま
す。

全ルート図画面（→P.126）

1 [ 割引情報 ]にタッチ。 

2 平日割引情報が表示される。

スイッチ 機能

平日 平日（月曜～金曜、除く祝祭
日）割引を一覧表示

休日 休日（土曜～日曜、祝祭日）割
引を一覧表示

特別 特別に設定された期間の割引
を一覧表示

知 識
● ルートが複数の路線にまたがっている場合、
割引率が同じ路線はまとめて表示されます。

● 割引情報の更新は割引適用日まで、または各
道路管理者による割引情報開示日から 9 営
業日までに行います。割引適用日までに情報
を更新できない場合がありますので、最新情
報は各道路管理者のホームページ等をご確
認ください。

● 割引情報は、実際の料金と異なる場合があり
ます。
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10. G- 駐車場

こだわり検索ではあらかじめ、条件の設定
が必要です。
次の条件を３つまで設定できます。
･ 満車空車の情報あり
･ 空車優先
･ 24 時間営業
･ 立体駐車場除く
･ 機械式除く
･ 障害者用スペースあり
･ 領収書発行可能

G- 駐車場について

現在地や目的地付近の駐車場情報を
提供します。満空情報を表示できるほ
か、車両のサイズや形状、こだわり条
件を登録しておくと、ご希望の駐車場
情報を検索することができます。

駐車場情報を表示する

1 ［駐車場］にタッチ。 

2 希望の検索条件にタッチ。

画面外の  →  → 
 →  → 

MENU G-BOOK

メインメニュー G-BOOK.com

G-BOOK.com 画面

3 駐車場の情報をG情報マークで表示
します。

マーク 内容

満車（赤）

混雑（橙）

空車（青）

満空情報なし（灰）

車両制限の可能性あり

休止中

 G 情報マークの表示／非表示を設定で
きます。（→P.566）

知 識
● G- 駐車場のこだわり検索では、設定した優
先順位に合わない駐車場を薄い色のマーク
で表示します。
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解除するとき［しない］にタッチ。

近接案内

オペレーターに目的地周辺の駐車場
情報の送信を依頼した場合に、目的地
に近付くと最新の満空情報に自動で
更新されます。
設定はナビ詳細設定画面から行いま
す。（→P.175）

1 ［G情報マーク連動サービス］にタッ
チ。

2 ［する］にタッチ。

3 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『ナビ』に切り替え（→P.38）→

 →  → 

MENU 設定

詳細設定 案内表示設定

ナビ詳細設定画面

11. CD タイトル情報取得

データベースの検索について
 ｢タイトル情報を再取得する」（→

P.331）

タイトル情報を取得する

HDD オーディオでは、音楽 CD から
内蔵のハードディスクへ録音した楽
曲のタイトル情報（アルバム名、アー
ティスト名、ジャンル名など）を、ハー
ドディスクに収録されているデータ
ベースから取得することができます。 
ただし、新しい曲などはデータベー
スにタイトル情報がないものもあり
ます。G-BOOKオンラインサービス
を利用すると、最新のCDタイトル
情報をG-BOOKセンター経由で
Gracenote   メディアデータベース
から取得することができます。

アルバム修正画面（→P.328）

1 ［Gで検索］にタッチ。

2 表示された画面の指示にしたがっ
て、希望のタイトルを選択・登録す
る。

知 識
● ハンズフリー着信など、優先順位の高い機能
の割り込みがあったときは、CDタイトル情
報の取得を中止します。
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13. 各種登録・設定

1. G-BOOK詳細設定

通信設定を変更する

携帯電話使用時
携帯電話でデータ通信を行う場合、通
信に関する各種設定をすることがで
きます。 

1 ［通信設定］にタッチ。

2  各項目を設定する。

項目 ページ

使用する携帯電話の通信設定を
する P.617

カーナビ通信料定額プランの設
定をする P.618

通信接続時の確認 P.619

自動通信の設定 P.620

3 設定が終わったら、［完了］  にタッ
チ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

MENU 設定

設定画面

注 意

●  ［完了］にタッチして設定が終わるまでは、
次のような操作をしないでください。 
･ エンジンスイッチをOFF（LOCK）にす
る。 

･ エンジンをかけなおす。

知 識
● 通信設定画面の項目は携帯電話毎に設定が
保持されます。

使用する携帯電話の通信設定を
変更する

次のような場合は、必ず使用する携帯
電話の通信設定を確認してください。 
（1）携帯電話を初めて接続するとき
（2）バッテリーの接続が断たれたとき
（3）使用する携帯電話を変更したとき 

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

通信設定 通信設定画面
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※1 au は KDDI 株式会社の商標または登
録商標です。 

※2 docomoは株式会社NTTドコモの商
標です。 

※3 SoftBank はソフトバンクモバイル
株式会社の商標です。 変更しないとき

［いいえ］にタッチ。

1 使用する携帯電話の通信事業者を
選択する。

項目 機能

au※ 1 au のパケット通信対応携
帯電話をご利用の場合

docomo※2
docomo のパケット通信
対応携帯電話をご利用の
場合

SoftBank※3
SoftBank のパケット通
信対応携帯電話をご利用
の場合

通信に利用し
ない

携帯電話をハンズフリー
通話のみに使用する場合

知 識
● 通信事業者の設定が間違っていると、G-
BOOK オンラインサービスを利用できませ
ん。

カーナビ通信料定額プランの設
定をする

G-BOOK mX 利用時、カーナビ通信
料定額プランを設定すると、マップオ
ンデマンドは自動更新となります。

1 ［カーナビ通信料定額プラン］に
タッチ。

2 ［契約あり］にタッチ。

3 表示されている内容を確認し、設定
を変更する場合は［はい］にタッチ。

4 暗証番号を入力し、［完了］にタッ
チ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

通信設定 通信設定画面
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解除するとき
［しない］にタッチ。

知 識
● カーナビ向け通信が定額になる料金プラ

ン※にご加入の場合、地図更新を自動で行う
設定が可能です。
※カーナビ通信料定額プラン
　・au：カーナビ用料金オプション
　・Softbank：カーナビプラン
　・ドコモには2012年5月現在カーナビ
　通信料定額プランはありません。
最新の情報は各通信事業者にお問い合わ
せください。

通信接続時の確認メッセージを
表示する

携帯電話で G-BOOK センターへ接続
するときに、確認のメッセージを表示
させることができます。

1 ［通信接続時の確認］にタッチ。

2 [ する ]にタッチ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

通信設定 通信設定画面

知 識
● 接続確認画面で［以降は確認せずに接続］に
タッチすると、次回接続時以降は、接続確認
画面が表示されません。
このとき、通信接続時の確認は「しない」に
設定されます。
再度表示したいときは、通信接続時の確認を
「する」に設定してください。

● 通信接続時の確認を「しない」に設定する
と、画面に「自動で通信する場合がありま
す」と表示されます。
これは、自動で通信するサービスを利用した
とき、お客様が気付かないところで通信料金
が発生する場合があることをご確認いただ
くためのものです。
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解除するとき
［しない］にタッチ。

 G暗証番号が未設定の場合、契約IDとパス
ワードを入力して G 暗証番号を設定して
ください。

携帯電話による自動通信の設定
をする

エンジン始動時に G-BOOK センター
へ自動で接続し、G-BOOK センター
からのお知らせや新着メールなどの
有無を確認できます。

1 ［自動通信］にタッチ。

2 [ する ]にタッチ。

知 識
● 電話機接続（→P.523）で携帯電話を変更す
ると、自動通信の設定も「する」に変更され
ます。「しない」を選択していた場合は、設
定しなおしてください。

● 自動通信の設定を「しない」に設定しても、
プローブ交通情報自動取得の設定（→
P.607）により自動で通信する場合がありま
す。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

通信設定 通信設定画面

サポートアドレスについて

サポートアドレスは、G-Security や
ロードアシスト24などのサービス利
用にあたって、お客様に連絡が必要に
なった場合の連絡先です。
G-BOOK 利用申込書に記入または
Web登録で入力いただいた連絡先が、
サポートアドレスとして登録されて
います。
連絡先に変更があった場合は下記操
作で変更してください。

サポートアドレスを確認・変更する

1 ［サポートアドレスの登録・変更］に
タッチ。

※表示されているメニューは一例です。
この画面に表示されていないときは
［ユーザー］にタッチし、ユーザーページ
にて操作してください。

2 G暗証番号入力画面が表示されたと
きは、G暗証番号を入力する。

画面外の  →  → 
 →  → 

MENU G-BOOK

メインメニュー G-BOOK.com

G-BOOK.com 画面



621

13. 各種登録・設定

1.G-BOOK詳細設定

AW   

Ｇ-

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

電話番号を変更するときは、変更する電話
番号にタッチし、入力します。

 E メールアドレスを変更するとき
変更するEメールアドレスにタッチし、

入力する。

3 表示される電話番号を確認した後、
［メール］にタッチ。

4 Eメールアドレスを確認する。

知 識
● サポートアドレスの確認・変更は、G-BOOK
のパソコンサイト（http://g-book.com/）、
携帯サイト（http://mo.g-book.com/）でも
行えます。

携帯電話を追加する

G-BOOK mX利用時
利用手続き後、データ通信に利用する
携帯電話の追加や変更をする場合は、
次の手続きを行ってください。

携帯電話を追加する場合

携帯電話を登録する→P.492

使用する携帯電話の通信設定をする
（au ／ docomo／ SoftBank）→ P.617

ヘルプネットの「手動保守点検」を実施する
→ P.579
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○：利用できます 
×：利用できません

通信ロックを使う

通信ロックを使用すると、各機能の動作を下表のように制限することができま
す。 
他人に車を貸す場合など、G-BOOK オンラインサービスを触らせたくないとき
や、プライベートな情報を見せたくないときに使用してください。

機　能 動　作

ヘルプネット ○

マップオンデマンド（地図更新）
×（携帯電話または通信モ

ジュール（DCM）で更新す
るとき）

メインメニュー

G-BOOK.com ×

閲覧履歴 ×

ブックマーク ×

Myリクエスト ×

オペレーターサービス ×

CDタイトル情報取得 ×

G-BOOKと
ナビの連携機能

WEB 検索 ×

周辺情報 ×

ETC 割引情報 ×

渋滞予測 ×

Gルート探索 ×（プローブコミュニケー
ション交通情報を含む）

Gメモリ地点 ○（保存済みデータのみ）

ドライブプラン ×

Gで設定 ×

施設情報表示 ×

G情報マーク連動サービス ○（情報の読み上げのみ）
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間違えたとき
［修正］にタッチ。

ロックする

1 ［通信ロック］にタッチ。

2 ［はい］にタッチ。

解除する

1 ［通信ロック解除］にタッチ。

2 暗証番号を入力し、［完了］にタッ
チ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

プライバシー設定

プライバシー設定画面

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

プライバシー設定

プライバシー設定画面

暗証番号を変更する

暗証番号は、通信ロック（→P.622）
したときに、ロックを解除するために
入力が必要になります。通信ロックを
使用するときは、まず暗証番号および
暗証番号を忘れたときの質問とその
回答を設定してください。 

注 意

［完了］にタッチして設定が終わるまでは、
次のような操作をしないでください。 
● エンジンスイッチをOFF（LOCK）にす
る。 

● エンジンをかけなおす。

1 ［暗証番号変更］にタッチ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

プライバシー設定

プライバシー設定画面
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はじめて設定するとき 
「0000」を入力する。

変更するとき 
設定してある暗証番号を入力する。

間違えたとき
［修正］にタッチ。

暗証番号を忘れたとき 
「暗証番号を忘れた場合」（→ P.624）

ソフトウェアキーボードで入力します。 ソフトウェアキーボードで入力します。

2 現在の暗証番号を入力し、［完了］に
タッチ。

3 新しく設定したい暗証番号を入力
し、［完了］にタッチ。

4 新しい暗証番号の確認のため、再度
新しく設定したい暗証番号を入力
し、［完了］にタッチ。

5 ［質問］、［回答］にタッチして、そ
れぞれ入力する。

6 ［完了］にタッチ。

知 識
● 暗証番号は、他人にわかりにくい番号にして
おいてください。

● 質問とその回答は、暗証番号を忘れた場合に
暗証番号を表示するために設定します。
（→P.624）
質問とその回答は、お客様以外にわかりにく
い内容にしておいてください。

● 暗証番号を変更するときも、同様の操作で行
うことができます。

暗証番号を忘れた場合

1 ［暗証番号を忘れた場合］にタッチ。

2 ［回答］にタッチ。

3 回答を入力する。

4 ［完了］にタッチ。

5 暗証番号を確認したら、［了解］に
タッチ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

プライバシー設定

プライバシー設定画面
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通知しないとき
［しない］にタッチ。

G-BOOK利用案内の設定を
する

G-BOOK ｍX 利用時に、スマート
フォンナビ連携（→ P.231）を有効
にしていると、ヘルプネット以外のG-
BOOK のサービスを利用することが
できません。
車載機を起動したときに、G-BOOKが
利用できないことを通知することが
できます。

1 ACC ON時のG-BOOK利用案内の
［する］にタッチ。

2 ［完了］にタッチ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

 → 

MENU 設定

詳細設定 G-BOOK詳細設定画面
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2. プライバシー設定

［設定］にタッチしても切り替えることが
できます。

 または にタッチしても切り替えるこ
とができます。

設定画面で、次の項目を設定することがで
きます。

※携帯電話接続時のみ設定することができ
ます。

設定画面を表示する

G-BOOK オンラインサービスを利用
するときの各種設定は、設定画面から
行います。

1 画面外の  にタッチ。

2 『設定』にフリック操作で切り替え
る。

3 設定項目を『G-BOOK』にフリック
操作で切り替える。

項目 ページ

通信設定※ P.617

My リクエスト編集 P.555

プライバシー設定 P.626

MENU

プライバシー設定を変更す
る

プライバシーに関する各種設定をす
ることができます。

1 ［プライバシー設定］にタッチ。

2 各項目を設定する。

項目 ページ

通信ロックを使う P.622

暗証番号を変更する P.623

暗証番号を確認する P.624

3 設定が終わったら、［完了］にタッ
チ。

画面外の  →  →
『G-BOOK』に切り替え（→P.38）→ 

MENU 設定

設定画面
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3. 契約内容・契約者情報の確認・変更

登録内容や契約者情報の確認・変更、G暗証番号の変更などを行えます。

この画面から、次の操作をすることができます。

契約内容・契約者情報の確認・変更

スイッチ 機　能

会員情報／利用契約変更・
解約スイッチ

登録しているユーザーの情報や利用契約内容を確認・変更
できます。

サポートアドレスの登録・
変更スイッチ

サポートアドレス（電話番号やメールアドレス）の登録を
追加・変更できます。

コンテンツ購入履歴／解
約スイッチ 契約している有料コンテンツの確認や解約ができます。

ドライブプランのデータ
コピースイッチ

他の G-BOOK や GAZOO ID で登録しているドライブプ
ランやGメモリをコピーできます。

お車を手放す際に
スイッチ 利用契約を解約することができます。

お車の情報スイッチ 車両登録番号の変更ができます。

画面外の  →  →  →  →  → MENU G-BOOK メインメニュー G-BOOK.com ユーザー

ユーザー画面
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14. こんなメッセージが表示されたときは

1. こんなメッセージが表示されたときは

こんなメッセージが表示されたときは

次のようなメッセージが表示されたときは、処置内容や画面の指示にしたがって
操作してください。

メッセージ 原　因 処　置

G-BOOK の利用手続き
が必要です
（所要時間：約５～１０
分）

G-BOOK mX Pro に申し込
んだが、車載機で利用開始操
作が実施されていない。

利用開始操作の方法を選択してく
ださい。
すぐに操作をする。
［開始する］にタッチ。

あとで操作をする。
［あとで］ にタッチ。

サービス開始操作を実
施していないためヘル
プネット機能が使用で
きません（所要時間：約
２分）

ヘルプネットのサービス開
始操作※が実施されていな
い。

サービス開始操作※の方法を選択
してください。
すぐに操作をする。
［開始する］にタッチ。

あとで操作をする。
［あとで］ にタッチ。

G-BOOK の利用手続き
が必要です
MENUのG-BOOKから
手続きできます

G-BOOK オンラインサービ
スの利用手続きがされてい
ない。

利用手続きを行ってください。
（→P.540）

電話機選択が必要です
設定の Bluetooth から
設定してください

使用する電話機が選択され
ていない。

使用する電話機を選択してくださ
い。（→ P.523）

携帯電話の通信設定が
必要です
設定の G-BOOK から設
定してください

使用する携帯電話の通信設
定がされていない。

使用する携帯電話の通信設定を
行ってください。（→ P.617）

Bluetooth 設定が必要
です
設定・編集のBluetooth
から設定してください

Bluetooth の設定がされて
いない。

Bluetooth の設定を行ってくださ
い。（→ P.522）

緊急通報中です
このサービスはご利用
できません

ヘルプネットの緊急通報中
のため。

緊急通報が終了してから、ご利用く
ださい。
誤操作などでヘルプネットセン
ターに接続されたときは、ヘルプ
ネットセンターのオペレーター
に理由を告げて、通報を終了して
ください。

※ヘルプネットサービス開始操作は必ず契約者本人が行うようにしてください。
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オペレーターと通話中
です
終了してからご利用く
ださい

オペレーターサービスを利
用中のため。

オペレーターサービスが終了して
からご利用ください。

センター接続中は変更
できません
回線を切断して再度操
作してください

通信中のため。
通信が終了してから再度操作する、
または［切断］にタッチして通信を
終了してください。

電話機が使用中です
通話を終了してからご
利用ください ハンズフリー通話中のため。 通話を終了してからご利用くださ

い。
通話中は操作できませ
ん

これ以上登録できませ
ん
設定の G-BOOK のプラ
イバシー設定で削除し
てください

ブックマークの最大登録数
を超過したため。

不要なブックマークを削除してく
ださい。

携帯電話が接続されて
いません
保守点検はできません
再度操作してください

携帯電話が接続されていな
いため。

携帯電話を接続してください。（「携
帯電話を接続する」（→ P.493）

これ以上Gメモリ地点情
報を登録できません
設定のナビから不要なG
メモリ地点情報を削除
してください

G メモリ地点の最大保存数
を超過したため。

不要な G メモリ地点を削除してく
ださい。（→P.155）

通信ロック中です
ロックを解除してから
ご利用ください

通信ロックされている。

通信ロックを解除してください。
通信ロック解除のための暗証番号を
忘れた場合は、プライバシー設定画面
で［暗証番号を忘れた場合］にタッ
チして確認してください。

回線が混み合っている
等により表示できませ
んでした
しばらく待ってから再
度操作してください

サービスエリア圏外にい
る。

認証に失敗した。
通信環境が悪い。
通信機器の接続状態に異
常がある。

①携帯電話について、次の点を確
認してください。

携帯電話が動作確認済みの機種
であるか。

携帯電話単体で正常動作するか。
携帯電話の異常でないか。
（携帯電話の電源OFF、携帯電話
の充電不足、携帯電話の故障）
②携帯電話とBluetooth接続がで
きているか確認してください。

③他の携帯電話に変えて、試して
みてください。

メッセージ 原　因 処　置
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時刻データが古いため
通信できません
移動して GPS を受信し
てください

GPSが受信できていない。 GPSが受信できる場所に移動して
ください。

電話機をご確認くださ
い

携帯電話が Bluetooth 接
続されていない。

携帯電話に異常がある。
（携帯電話の電源 OFF、携
帯電話の充電不足、携帯電
話の故障）

携帯電話が動作確認済み
の機種でない。

次の点を確認してください。
携帯電話と Bluetooth 接続され
ているか。

携帯電話が動作確認済みの機種
であるか。

携帯電話の充電は十分であるか。

回線が混雑しています
しばらく待ってご利用
ください

発信規制中である。 しばらくしてから場所を変えて、数
回試してみてください。

通話エリア外です
通話エリアに移動して
ご利用ください

サービスエリア圏外にいる。 しばらくしてから場所を変えて、数
回試してみてください。

回線が混みあっている
等により情報を取得で
きませんでした
しばらく待ってから再
度操作してください

サービスエリア圏外にい
る。

認証に失敗した。
通信環境が悪い。
通信機器の接続状態に異
常がある。

通信設定に誤りがある。

①しばらくしてから場所を変え
て、数回試してみてください。

②使用する携帯電話の通信設定を
確認してください。（→ P.617）

メッセージ 原　因 処　置
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1. 参考情報

1. アフターサービスについて

1） 保証の内容
トヨタの販売店、又はトヨタ指定サービス工場でトヨタ車にお取付けしたト
ヨタ純正商品に材料、又は製造上の不具合が発生した場合、下記に示す期間
と条件に従ってこれを無償修理いたします。
（以下、この無償修理を保証修理といいます。）
保証修理は部品の交換あるいは補修により行います。また、取外した不具合
部品はトヨタの所有となります。

2） 保証の期間、受け方
①保証の期間

保証修理を受けられる期間は、商品をトヨタ車にお取付けした日をご使用
開始日として起算し3か年間とします。
ただし、その期間内でも走行距離が60,000kmまでとします。

②保証修理の受け方
保証修理をお受けになる場合はトヨタの販売店、又はトヨタ指定サービス
工場へ自動車に取付けた状態でお持ちいただき、保証修理をお申しつけく
ださい。

3） 保証しない事項
①保証期間内でも、下記に起因する不具合は保証修理いたしません。
・トヨタの販売店、又はトヨタ指定サービス工場以外での取付け、修理お
よびトヨタが認めていない改造など

・取扱書に示す取扱い方法と異なる使用および不適切な保管などおよび地
震、台風、水害などの天災並びに事故、火災

②次に示すものの費用は負担いたしません。
消耗部品および油脂類など（ヒューズ、各種電球など）
商品を使用できなかった事による不便さおよび損失など

4) 保証の適用
日本国内で使用されている場合のみに適用いたします。

5） その他
保証期間経過後の修理についてご不明の場合はお買い上げの販売店にお問い
合わせください。

この HDD ナビゲーションの補修用性能部品（機能維持のために必要な部品）は、
製造打ち切り後最低6年間保有しております。

保証について

補修用性能部品の最低保有期間

知 識
● アフターサービスなどについて、おわかりにならないときは、お買い上げの販売店にお問い合わ
せください。



1. 参考情報

633

AW   

ご
参
考
に

2. バッテリーの交換について

■初期化されない情報

※「このナビを以前使用されていた車から新しい車へのせかえされましたか？」のメッセージに
「いいえ」を選択したとき。（→P.444）

バッテリー交換をする前に

お車から車載機やバッテリーを取りはずした場合、一部（下記表）を除き、車載
機に保存されている情報（設定）が初期化（消去）されます。お車の点検やバッ
テリーの交換、地図データの全更新を行う際は、ご注意ください。

項目 内容

メンテナンス 各種項目・自動通知設定

メモリ地点 登録したメモリ地点（自宅を含む）

迂回メモリ地点 登録した迂回メモリ地点

販売店の設定 設定した販売店の情報

ユーザーカスタマイズ 記憶させた各種ナビ設定

地上デジタルテレビ放送 プリセットスイッチに記憶されたチャンネル

ＨＤＤオーディオデータ
プレイリストデータや音楽データ

録音の設定

Gracenote  メディア
データベース更新データ

バージョンアップしたデータ

バージョンアップ履歴

セキュリティ パスワードの設定

電話帳 登録した電話帳データ

ワンタッチダイヤル 設定したワンタッチダイヤル

発信 /着信履歴 記憶された発信 /着信履歴

エコ機能 燃費の設定やこれまでの履歴

バックガイドモニター※ バックガイドモニターの設定

知 識
● 一度初期化（消去）された内容（データ）は元に戻せません。ご注意ください。
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次のように画面がかわります。

バッテリーを交換した後に

バッテリーを交換したとき（バッテ
リーの  ターミナルを接続）は、車
両のエンジンスイッチを ACC または
ON にするとプログラムの読み込みが
開始されます。プログラム読み込み中
は絶対にバッテリーターミナルをは
ずさないでください。

知 識
● セキュリティを設定している場合（→P.62）
は、表示される画面は異なります。

＋

3. お手入れについて

汚れをおとす場合、柔らかい布（シリコン
クロスなど）をお使いください。
汚れがひどい場合、水でうすめた台所用洗
剤にひたした布をよく絞ってふきとり、乾
いた布でしあげます。

化学ぞうきんをご使用の場合、その注意書
に従ってください。

ベンジンやシンナーなどの揮発性のある
薬品は使用しないでください。

変質したり、塗装がはげることがあります。

 フィルムアンテナおよびケーブルをアル
コール、ベンジン、シンナー、ガソリン
等揮発性のものでふかないでください。
表面処理を傷める原因となります。

 一部の車種に採用されている断熱ガラ
ス、熱遮断フィルムには電波を反射させ
る性質があり、受信感度が極端に低下す
ることがあります。またお車のフロント
ガラスにミラータイプ等のフィルムを
貼っている場合、受信感度が落ちること
があります。

車載機のお手入れ

アンテナのお手入れ

タッチパネルは傷が
つきやすいのでご注
意ください
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4. VICS情報有料放送サービス契約約款

第1章　総則
（約款の適用） 
第 1条 一般財団法人道路交通情報通信システムセ

ンター（以下「当センター」といいます。）
は、放送法（昭和25年法律第132号）第
147条の規定に基づき、このVICS 情報有
料放送サービス契約約款（以下「この約款」
といいます。）を定め、これによりVICS情
報有料放送サービスを提供します。

（約款の変更） 
第 2条 当センターは、この約款を変更することが

あります。この場合には、サービスの提供
条件は、変更後の VICS 情報有料放送サー
ビス契約約款によります。

（用語の定義） 
第 3条 この約款においては、次の用語はそれぞれ

次の意味で使用します。
（1）VICS サービス

当センターが自動車を利用中の加入者のために、
FM多重放送局から送信する、道路交通情報の有
料放送サービス

（2）VICS サービス契約
当センターからVICSサービスの提供を受けるた
めの契約

（3）加入者
当センターとVICS サービス契約を締結した者

（4）VICS デスクランブラー
FM多重放送局からのスクランブル化（攪乱） さ
れた電波を解読し、放送番組の視聴を可能とする
ための機器

第2章　サービスの種類等
（VICSサービスの種類） 
第 4条 VICS サービスには、次の種類があります。
（1）文字表示型サービス

文字により道路交通情報を表示する形態のサー
ビス

（2）簡易図形表示型サービス
簡易図形により道路交通情報を表示する形態の
サービス

（3）地図重畳型サービス
車載機のもつデジタル道路地図上に情報を重畳
表示する形態のサービス

（VICSサービスの提供時間） 
第 5条 当センターは、原則として一週間に概ね

120時間以上のVICSサービスを提供しま
す。

第3章　契約
（契約の単位） 
第 6条 当センターは、VICS デスクランブラー１台

毎に１のVICSサービス契約を締結します。
（サービスの提供区域） 
第 7条 VICS サービスの提供区域は、当センターの

電波の受信可能な地域（全都道府県の区域
で概ねNHK-FM放送を受信することができ
る範囲内）とします。ただし、そのサービ
ス提供区域であっても、電波の状況により
VICS サービスを利用することができない
場合があります。

（契約の成立等） 
第 8条 VICS サービスは、VICS 対応 FM 受信機

（VICS デスクランブラーが組み込まれた
FM 受信機）を購入したことにより、契約の
申込み及び承諾がなされたものとみなし、
以後加入者は、継続的にサービスの提供を
受けることができるものとします。

（VICS サービスの種類の変更） 
第 9条 加入者は、VICS サービスの種類に対応した

VICS 対応 FM 受信機を購入することによ
り、第 4 条に示す VICS サービスの種類の
変更を行うことができます。

（契約上の地位の譲渡又は承継） 
第 10条 加入者は、第三者に対し加入者としての権

利の譲渡又は地位の承継を行うことができ
ます。

（加入者が行う契約の解除） 
第 11条 当センターは、次の場合には加入者がVICS

サービス契約を解除したものとみなしま
す。

（1）加入者がVICSデスクランブラーの使用を将来に
わたって停止したとき

（2）加入者の所有するVICSデスクランブラーの使用
が不可能となったとき

（当センターが行う契約の解除） 
第 12条
1 当センターは、加入者が第 16 条の規定に反する

行為を行った場合には、VICS サー ビス契約を解
除することがあります。また、第 17 条の規定に
従って、本放送の伝送方式の変更等が行われた場
合には、VICS サービス契約は、解除されたもの
と見なされます。

2 第 11 条又は第 12 条の規定により、VICS サー
ビス契約が解除された場合であっても、当セン
ターは、VICS サービスの視聴料金の払い戻しを
いたしません。

Index.fm  635 ページ  ２０１３年１２月６日　金曜日　午後４時１５分
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第4章　料金
（料金の支払い義務） 
第 13条 加入者は、当センターが提供する VICS サー

ビスの料金として、契約単位ごとに加入時に
別表に定める定額料金の支払いを要します。
なお、料金は、加入者が受信機を購入する
際に負担していただいております。

第5章　保守
（当センターの保守管理責任） 
第 14条 当センターは、当センターが提供するVICS

サービスの視聴品質を良好に保持するた
め、適切な保守管理に努めます。ただし、加
入者の設備に起因する視聴品質の劣化に関
してはこの限りではありません。

（利用の中止） 
第 15条
1 当センターは、放送設備の保守上又は工事上やむ

を得ないときは、VICS サービスの利用を中止す
ることがあります。

2 当センターは、前項の規定により VICS サービス
の利用を中止するときは、あらかじめそのことを
加入者にお知らせします。
ただし、緊急やむを得ない場合は、この限りでは
ありません。

第6章　雑則
（利用に係る加入者の義務 ) 
第 16条 加入者は、当センターが提供するVICSサー

ビスの放送を再送信又は再配分することは
できません。

（免責） 
第 17条
1 当センターは、天災、事変、気象などの視聴障害

による放送休止、その他当センターの責めに帰す
ことのできない事由により VICS サービスの視聴
が不可能ないし困難となった場合には一切の責任
を負いません。
また、利用者は、道路形状が変更した場合等、合
理的な事情がある場合には、VICS サービスが一
部表示されない場合があることを了承するものと
します。但し、当センターは当該変更においても
変更後3年間、当該変更に対応していない旧デジ
タル道路地図上でも、VICS サービスが可能な限
度で適切に表示されるように、合理的な努力を傾
注するものとします。

2 VICS サービスは、FM放送の電波に多重して提供
されていますので、本放送の伝送方式の変更等が
行われた場合には、加入者が当初に購入された受
信機による VICS サービスの利用ができなくなり
ます。当センターは、やむを得ない事情があると
認める場合には、3年以上の期間を持って、VICS
サービスの「お知らせ」画面等により、加入者に
周知のうえ、本放送の伝送方式の変更を行うこと
があります。

［別表 視聴料金］ 
視聴料金　300円（税抜き）
ただし、車載機購入価格に含まれております。

※この契約約款は、2013年 11月 1日変更時のも
のを掲載しています。

Index.fm  636 ページ  ２０１３年１２月１９日　木曜日　午前１０時４分
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5. スピーカー一覧

2012年4月現在

車種 年式（Ｈ：平成） スピーカーサイズ（cm）

iQ H20/11～現在 16

アイシス H16/9 ～現在 16

アクア Ｈ23/12～現在 16

アリオン H22/4 ～現在 16

アルファード H20/5 ～現在 6× 9インチ

アルファードG H14/5 ～現在 16

ist H14/5 ～現在 16

WISH H21/4 ～現在 16

ヴァンガード H22/2 ～現在 16

ヴィッツ H17/1 ～現在 16

ヴェルファイア H20/5 ～現在 6× 9インチ

ヴォクシー H22/4 ～現在 16

エスティマ H18/1 ～現在 16

エスティマハイブリッド H18/6 ～現在 16

FJ クルーザー H22/11～現在 6× 9インチ

オーリス H21/10～現在 16

カムリ H18/1 ～現在 6× 9インチ

カローラアクシオ H18/10～現在 16

カローラフィールダー H18/10～現在 16

カローラ ルミオン H21/12～現在 16

クラウンセダン H13/8 ～現在 14

クラウン ロイヤル /
クラウン アスリート H20/2 ～現在 16

サクシード H14/7 ～現在 10

シエンタ H15/10～現在 16

タウンエース バン /
ライトエース バン H20/2 ～現在 16

タウンエース トラック /
ライトエース トラック H20/2 ～現在 16

ノア H22/4 ～現在 16

ハイエース H16/8 ～現在 16

パッソ H16/5 ～現在 10

パッソセッテ H20/12～現在 16

bB H17/12～現在 16
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ピクシススペース Ｈ23/9～現在 16

ピクシスバン Ｈ23/12～現在 16

プリウス H21/6 ～現在 6× 9インチ

プリウスα H23/5 ～現在 6× 9インチ

プリウスPHV Ｈ23/11～現在 6× 9インチ

ブレイド H21/12～現在 16

プレミオ H22/4 ～現在 16

プロボックス H14/7 ～現在 10

ベルタ H17/11～現在 16

ポルテ H16/7 ～現在 16

マーク X H21/10～現在 6× 9インチ

マーク X ジオ H19/9 ～現在 6× 9インチ

ラウム H15/5 ～現在 16

ラクティス H17/10～現在 16

Rush H18/1 ～現在 16

RAV4 H17/11～現在 16

ランドクルーザー H19/9 ～現在 6× 9インチ

ランドクルーザープラド H21/8 ～現在 6× 9インチ

レジアスエース H16/8 ～現在 16

知 識
● スピーカー一覧はラジオレス車のスピーカーサイズを掲載しています。車種、年式、グレードな
どご不明な点は販売店にお問い合わせください。

● 上記のスピーカー一覧から設定しても、お車の使用状況やお客様の好みにより必ずしも最適な音
質にならない場合があります。

車種 年式（Ｈ：平成） スピーカーサイズ（cm）
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6. 車載機で使用できるメディア／データについて

使用できるディスク、SD メモリーカードなどの仕様は、下記の通りです。

次のマークが表示されているディスクが使用できます。

ビデオモード（ビデオフォーマット）および VR モード（ビデオレコーディングフォー
マット）で記憶された DVD ± R/RW の再生に対応しています。また、CPRM 対応の
DVD-R/RWの再生にも対応しています。

 BDMVフォーマットで記録された BD-ROM（2.0/3.0）の再生に対応しています。
 BDAV および AVCREC フォーマットで記録した BD-R（1.0/2.0）、BD-RE（2.0/3.0）
の再生に対応しています。

カートリッジ付きのBD-RE（1.0）の再生には対応していません。
コピーコントロールCDなどの正式なCD規格に準拠していない特殊ディスクには対応し
ていません。

 CD-R/RW は、記録状態、記録方法やディスクの特性、キズ、汚れ、長時間の車室内環
境における劣化により再生できない場合があります。また、ファイナライズ処理されて
いないディスクは再生できません。

 CD-R、CD-RW は通常の音楽 CD に使用されているディスクに比べ高温多湿環境に弱
く、一部の CD-R、CD-RW は再生できない場合があります。また、ディスクに指紋や
傷をつけた場合、再生できないことや、音飛びすることがあります。

一部のCD-R、CD-RW は長時間の車内環境において劣化するものがあります。なお、CD-
R、CD-RW は紫外線に弱いため、光を通さないケースに保管することをおすすめします。

 Blu-ray/CD ハイブリッドディスクの Blu-ray Disc 層は再生できません。
 BD-XL には対応していません。
 BD-Live および Blu-ray 3D には対応していません。

メディアについて

ディスクについて

市販ディスク 記録されたディスク

CD

音楽 CD CD-R/RW

DVD

DVD ビデオ DVD -R/RW

DVD +R/RW

Blu-ray
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■DVD ビデオについて
 NTSC カラーテレビ方式に対応しています。NTSC 方式以外のカラーテレビ方式
（PAL・SECAM）対応のディスクは再生することができません。
ドルビー、DTSは 2ch 対応です。

■DTSについて

Manufactured under license under U.S. Patent Nos: 5,956,674; 5,974,380;
6,487,535 & other U.S. and worldwide patents issued & pending. DTS, the
Symbol, & DTS and the Symbol together are registered trademarks & DTS
2.0 Channel is a trademark of DTS, Inc. Product includes software.  DTS,
Inc. All Rights Reserved. 

■Dolby Digital について

Manufactured under license from Dolby Laboratories.
"Dolby" and the double-D symbol are trademarks of Dolby Laboratories.
ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
「ドルビー」、「Dolby」及びダブルＤ 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。

次のSD メモリーカードが使用できます。

 SD ロゴは SD-3C, LLC の商標です。
 SDHC ロゴは SD-3C, LLC の商標です。
マルチメディアカード（MMC）は使用できません。

SD メモリーカードについて

使用できる SD メモリーカード 容量

32MB ～ 2GB

4GB ～ 32GB
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使用できる互換性確認済みの iPod のモデル、世代、およびその世代の中でのソフト
ウェアバージョンは次のとおりです。

使用できるモデルに該当していても、機種やソフトウェアバージョン、個体差などによ
り使用できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

 iPod 第４世代以前には互換性がありません。
  iPod mini、iPod shuffle  、iPod photo、iPad には互換性がありません。
 iPod のソフトウェアバージョンは、iPod 本体で確認することができます。詳しくは
iPod の取扱説明書をご覧ください。

 iPod のソフトウェアは、アップル社のWeb サイトからバージョンアップすることがで
きます。

 iPod の写真表示・オーディオブック機能には対応していません。
ポッドキャスト機能に対応していますが、iPod/iPhone 本体と異なる動作になる場合が
あります。

 iPod および iTunes は、著作権の無いマテリアル、または法的に複製・再生を許諾され
たマテリアルを個人が私的に複製・再生するために使用許諾されるものです。著作権の
侵害は法律上禁止されています。

iPod について

モデル 世代 ソフトウェアバージョン

iPod 第 5 世代 Ver.1.3.0 以上

iPod nano

第 1 世代 Ver.1.3.1 以上

第 2 世代 Ver.1.1.3 以上

第 3 世代 Ver.1.1.3 以上

第 4 世代 Ver.1.0.4 以上

第 5 世代 Ver.1.0.2 以上

第 6 世代 Ver.1.2 以上

iPod
classic

第 1 世代 Ver.1.1.2 以上

第 1 世代 ('08) Ver.2.0.1 以上

第 1 世代 ('09) Ver.2.0.4 以上

iPod
touch

第 1 世代 Ver.3.1.3 以上

第 2 世代 Ver.4.2.1 以上

第 3 世代 Ver.5.0.1 以上

第 4 世代 Ver.5.0.1 以上

iPhone

3G Ver.4.2.1 以上

3GS Ver.5.0.1 以上

4 Ver.5.0.1 以上

4S Ver.5.0.1 以上
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 iPhone, iPod, iPod classic, iPod nano and iPod touch are trademarks of
Apple Inc., registered in the U.S. and other countries.

 "Made for iPod," and "Made for iPhone," mean that an electronic accessory
has been designed to connect specifically to iPod or iPhone, respectively,
and has been certified by the developer to meet Apple performance
standards. Apple is not responsible for the operation of this device or its
compliance with safety and regulatory standards. Please note that the use
of this accessory with iPod or iPhone may affect wireless performance.

使用できるUSB メモリのフォーマット、規格ならびに制限事項は次のとおりです。

上記フォーマット以外のファイルは正常に再生できなかったり、ファイル名やフォルダ
名などが正しく表示されない場合があります。

USB メモリについて

USB コミュニケーションフォーマット USB2.0

ファイルフォーマット FAT 16/32(Windows)

通信クラス Mass storage class

最大フォルダ数 1000（ルート含む）

最大ファイル数 9999
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使用できる音楽データや画像データの仕様は、次の通りです。

MP3（MPEG Audio LAYER3）は音声圧縮技術に関する標準フォーマットです。MP3
を使用すれば、元のファイルを約1/10 のサイズに圧縮することができます。
WMA（Windows Media Audio）はマイクロソフト社の音声圧縮フォーマットです。
MP3よりも小さいサイズに圧縮することができます。
Microsoft、Windows、Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の米国
及びその他の国における登録商標です。

■MP3 ファイルの規格

データの仕様について

MP3/WMA について

項目 CD-R/RW に記録する場合 SD メモリーカード／ USB メモリ
に記録する場合

対応規格 MP3（MPEG1 LAYER3、
MPEG2 LAYER3

MP3（MPEG1 AUDIO 
LAYER3、 MPEG2 AUDIO 
LAYER3）

対応サンプリング
周波数（kHz）

MPEG1 LAYER3：32、44.1、
48
MPEG2  LAYER3：1 6、
22.05 、24

MPEG1 AUDIO LAYER 3：32、
44.1、48
MPEG2 AUDIO LAYER3：16、
22.05、24

対応ビットレート
（kbps）

MPEG1 LAYER3：64、80、
96、112、128、160、192、
224、256、320
MPEG2 LAYER3：64、80、
96、112、128、144、160、
VBR（Variable Bit Rate）

MPEG1 AUDIO LAYER3 ：32、
40、48、56、64、80、96、
112、128、160、192、
224、256、320
MPEG2 AUDIO LAYER3 ：8、
16、24、32、40、48、56、
64、80、96、112、128、
144、160

対応チャンネル
モード

ステレオ、ジョイントステレオ、
デュアルチャンネル、モノラル －

ID3 タグ ID3 Ver.1.0、1.1、2.2、2.3
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■WMA ファイルの規格

項目 CD-R/RW に記録する場合 SD メモリーカード／ USB メモリ
に記録する場合

対応規格 WMA Ver.7、8、9

対応サンプリング
周波数（kHz） 32、44.1、48

対応ビットレート
（kbps）

WMA Ver. 7、8 CBR：48、
64、80、96、128、160、
192、VBR (Variable Bit Rate)
WMA Ver. 9 CBR：48、64、
80、96、128、160、192、
256、320、VBR (Variable 
Bit Rate)
※可逆圧縮（ロスレス圧縮）には
対応していません。

※サンプリング周波数48 kHz、
ビットレート48　kbps の組
み合わせで記録されたWMA 
ファイルは、再生することがで
きません。

WMA Ver. 7、8 CBR：48、64、
80、96、128、160、192、
VBR (Variable Bit Rate)
WMA Ver. 9 CBR：48、63、
64、80、95、96、127、
128、160、191、192、
256、320、VBR (Variable Bit 
Rate)
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■CD-R/RW に記録する場合のフォーマット

■ファイル名について
MP3/WMA と認識し再生するファイルは MP3/WMA の拡張子“.mp3”/“.wma”
がついたものだけです。MP3/WMA ファイルには、“.mp3”/“.wma”の拡張子をつ
けて保存してください。

■ID3 タグ /WMA タグについて
MP3 ファイルには、ID3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することができ、曲のタ
イトル、アーティスト名などを保存することができます。
WMA ファイルには、WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することができ、ID3
タグと同様に曲のタイトル、アーティスト名を保存することができます。

■マルチセッションについて
マルチセッションに対応しており、MP3/WMA ファイルを追記したCD-R およびCD-
RWの再生が可能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。

ファイルフォーマット ISO9660:　LEVEL1、
LEVEL2

拡張フォーマット：ROMEO 形式、
JOLIET 形式

最大フォルダ名
（最大文字数）

LEVEL1: 半角 8 文字
LEVEL2: 半角 24文字

ROMEO 形式 : 半角 24文字
（ISO9660準拠部
のみ）

JOLIET 形式 : 半角 24文字（区切
り文字“.”を含む）

最大ファイル名
（最大文字数）

LEVEL1: 半角 8+3文字
LEVEL2: 半角 24文字

ROMEO形式 : 半角 24文字
（ISO9660準拠部
のみ、区切り文字
“.”+ 拡張子含む）

JOLIET 形式 : 半角 24文字

文字コード 英数字（ASCII コード）

ROMEO 形式 : 英数字（ASCII コー
ド）日本語（S-JIS 
コード）

JOLIET 形式 : 英数字（ASCII コー
ド）日本語
（unicode）

ディスクフォーマット CD-ROM MODE1、CD-ROM XA MODE2（Form1）

最大ディレクトリ階層 8 階層

最大書き込みフォルダ数 256

最大書き込みファイル数 512
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ビデオデータの規格は次のとおりです。

録画機器の種類や使用するメディアによっては、ビデオデータを再生できない場合があ
ります。

オープニング画面に使用できる画像データは次のとおりです。

ビデオデータについて

フォーマット 映像形式 音声形式

BDMV

MPEG-2
 VC-1 Advanced Profile
 H.264/MPEG-4 AVC High
Profile

 LPCM
ドルビーデジタル（AC-3）
ドルビーデジタルプラス（DD+）
 DTSデジタルサラウンド

BDAV
MPEG-2
 H.264/MPEG-4 AVC High
Profile

 AAC（Advanced Audio Coding）
ドルビーデジタル（AC-3）

AVCREC H.264/MPEG-4 AVC High
Profile

リニア PCM
 AAC（Advanced Audio Coding）
ドルビーデジタル（AC-3）

画像データについて

ファイル拡張子 .jpg（JPEG2000 は対応していません）

画像容量 4MB 以下

推奨画素数 1000 万画素

画像サイズ 6656 × 3328dot 以下

フォルダ名／ファイル名文字数 最大半角 28 文字

取り込み対象となる画像データ ルートディレクトリ（最上位階層）のみ

最大読み込みファイル数 100
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使用できるBluetooth の仕様およびプロファイルは次のとおりです。

Bluetooth について

項目 Bluetooth
オーディオ ハンズフリー スマートフォンナビ

連携

対応
Bluetooth 仕様

Bluetooth Specification Ver.1.1 以上

Ver.2.1+EDR 以上を推奨 Ver.2.0+EDR 以上
を推奨

対応
Profile

 A2DP
（Advanced 
Audio 
Distribution 
Profile）：Ver.1.0
以上（Ver. 1.2 を
推奨）

 AVRCP（Audio/
Video Remote 
Control Profile）：
Ver.1.4 を推奨

 HFP（Hands 
Free Profile）：
Ver.1.0 以上
（Ver.1.5 を推奨）
 OPP（Object 
Push Profile）：
Ver.1.1

 DUN（Dial-up 
Networking 
Profile）：Ver.1.1

 PBAP (Phone 
Book Access 
Profile)：Ver.1.0

 SPP（Serial Port 
Profile）
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7. 仕様について

製品の仕様および外観等の変更により、本書の内容が車載機と一致しないことがありま
すのでご了承ください。

■テレビ･ディスプレイ

■ラジオ･チューナー部

■CD部

■DVD部

車載機の仕様について

NHBA-X62G

受信チャンネル
液晶パネル
画面寸法
画素数
有効画素率
表示方法
駆動方式
動作温度範囲
保存温度範囲

UHF13～ 62チャンネル
8型ワイド低反射パネル
幅174.8mm・高さ104.9mm
1,152,000個（800（H）×480（V）× 3）
99.99％以上
透過型カラーフィルター方式
TFT（薄膜トランジスタ）アクティブマトリックス方式
-20 ℃～ +65℃
-40 ℃～ +85℃

受信周波数

実用感度

ステレオセパレーション

AM…522～ 1,629kHz
FM…76～ 90MHz
AM…34dBμ以下 (S/N20dB)
FM…14dBμ以下 (S/N30dB)
25dB以上

残留歪み
周波数特性
Ｓ／Ｎ比
ステレオセパレーション

0.3%以下
20 ～ 20,000Hz 0 ± 3dB
65dB以上（1kHz）
60dB以上

音声歪み率
音声周波数特性
音声信号対雑音比
映像信号対雑音比

0.3％以下
20 ～ 20,000Hz 0 ± 3dB
65dB以上
58dB以上（White 50%）
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■BD部

■SDメモリーカード部

■共通部

■HDD（ハードディスクドライブ部）

音声歪み率
音声周波数特性
音声信号対雑音比
映像信号対雑音比

0.3％以下
20 ～ 20,000Hz 0 ± 3dB
65dB 以上
58dB 以上（White 50%）

残留歪み
周波数特性
Ｓ／Ｎ比
ステレオセパレーション

0.3％以下
20～ 20,000Hz
65dB以上（1kHz）
60dB以上

定格出力
最大出力
適合負荷インピーダンス
消費電流

外形寸法
質量（重量）

11W× 4（4Ω、1kHz、10%THD以下）
40W× 4（試験電圧14.4V）
4Ω（各チャンネル）
0.5W× 4出力時…約5A
最大…約15A
横幅 210mm・高さ 131.5mm・奥行 191.07mm
約 3.43kg

容量
使用温度範囲

100GB
- 20 ℃ ～ + 65 ℃
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■テレビ･ディスプレイ

■ラジオ･チューナー部

■CD部

■DVD部

■BD部

NHBA-W62G

受信チャンネル
液晶パネル
画面寸法
画素数
有効画素率
表示方法
駆動方式
動作温度範囲
保存温度範囲

UHF13～ 62チャンネル
7型ワイド低反射パネル
幅157.4mm・高さ82.4mm
1,152,000個（800（H）×480（V）× 3）
99.99％以上
透過型カラーフィルター方式
TFT（薄膜トランジスタ）アクティブマトリックス方式
-20 ℃～ +65℃
-40 ℃～ +85℃

受信周波数

実用感度

ステレオセパレーション

AM…522～ 1,629kHz
FM…76～ 90MHz
AM…34dBμ以下 (S/N20dB)
FM…14dBμ以下 (S/N30dB)
25dB以上

残留歪み
周波数特性
Ｓ／Ｎ比
ステレオセパレーション

0.3%以下
20 ～ 20,000Hz 0 ± 3dB
65dB以上（1kHz）
60dB以上

音声歪み率
音声周波数特性
音声信号対雑音比
映像信号対雑音比

0.3％以下
20 ～ 20,000Hz 0 ± 3dB
65dB以上
58dB以上（White 50%）

音声歪み率
音声周波数特性
音声信号対雑音比
映像信号対雑音比

0.3％以下
20 ～ 20,000Hz 0 ± 3dB
65dB 以上
58dB 以上（White 50%）
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■SDメモリーカード部

■共通部

■HDD（ハードディスクドライブ部）

残留歪み
周波数特性
Ｓ／Ｎ比
ステレオセパレーション

0.3％以下
20～ 20,000Hz
65dB以上（1kHz）
60dB以上

定格出力
最大出力
適合負荷インピーダンス
消費電流

外形寸法
質量（重量）

11W× 4（4Ω、1kHz、10%THD以下）
40W× 4（試験電圧14.4V）
4Ω（各チャンネル）
0.5W× 4出力時…約5A
最大…約15A
横幅 205.5mm・高さ104mm・奥行178.65mm
約 3.27kg

容量
使用温度範囲

100GB
- 20 ℃ ～ + 65 ℃
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■共通仕様

■その他の仕様

周辺モニター（オプション）

撮像素子 1/4 インチ　カラー
CMOS ホワイトバランス方式 自動

有効画素数 約31 万画素数 自動感度調整範囲 1：1600 以上
水平解像度 300TV（中心）以上 使用温度範囲 -30 ℃ ～ +70 ℃
TV 方式 NTSC 保存温度範囲 -40 ℃ ～ +85 ℃

標準映像出力
レベル 1Vp-p （75Ω）

バックガイドモニター マルチビューバックガイド
モニター

カメラ
焦点距離 f = 1.41mm f = 0.82mm
F 値 1：2.4

画角（水平、垂直）  135°、 105° 190°、155°
最低被写体照度 0.71lux（25IRE） 0.7lux（25IRE）

電源電圧 DC5.7V ～ 8.4V
消費電流（最大） 100mA 150mA

外形寸法カメラユニット
（W × H × D） 約 23mm × 20mm × 24mm

質量（重量） 約25g （ケーブル除く）

マルチアングル全周囲モニター
フロントカメラ バックカメラ サイドカメラ

カメラ
焦点距離 f = 0.8mm
F 値 1：2.6

画角（水平、垂直） 190°、155°
最低被写体照度 0.9lux（25IRE）

電源電圧 DC5.7V ～ 8.4V DC5.7V ～ 7.0V

消費電流（最大） 100mA

LED OFF 時：
100mA

LED ON 時：
200mA

外形寸法カメラユニット
（W × H × D） 約 27mm × 22mm × 24mm 約 37mm ×

37mm × 24mm

質量（重量） 約30g （ケーブル除く） 約36g
（ケーブル含む）
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8. 本製品で使用しているソフトウェアのライセンス情報

notice: THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE VC-1 PATENT 
PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE 
OF A CONSUMER TO (i) ENCODE VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE VC-1 
STANDARD　(“VC-1 VIDEO”)　AND/OR (ii) DECODE VC-1 VIDEO THAT 
WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON-
COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO 
PROVIDER LICENSED TO PROVIDE VC-1 VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED 
OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION 
MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA, L.L.C. SEE 
HTTP://WWW.MPEGLA.COM

notice: THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE VC-1 PATENT 
PORTFOLIO LICENSE. SUCH LICENSE EXTENDS TO THIS PRODUCT ONLY 
AND ONLY TO THE EXTENT OF OTHER NOTICES WHICH MAY BE 
INCLUDED HEREIN. THE LICENSE DOES NOT EXTEND TO ANY OTHER 
PRODUCT REGARDLESS OF WHETHER SUCH PRODUCT IS INCLUDED 
WITH THIS LICENSED PRODUCT IN A SINGLE ARTICLE. ADDITIONAL 
INFORMATION MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA, L.L.C. SEE 
HTTP://WWW.MPEGLA.COM

本製品には、OpenSSL Toolkit での使用を目的としてOpen SSLプロジェクトによっ
て開発されたソフトウェアが含まれています。
本製品には、Eric Young によって作成された暗号化ソフトウェアが含まれています。
本製品には、JPEG Group の著作物が一部含まれています。
本製品には、カリフォルニア大学バークレー校と、その貢献者によって開発されたソフ
トウェアが含まれています。
This product includes software developed by the OpenSSL Project for use 
in the OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/)
This product includes cryptographic software written by Eric Young.
This software is based in part on the work of the Independent JPEG Group.
This product includes software developed by the University of California, 
Berkeley and its contributors.

VC-1 PATENT PORTFOLIO ライセンス

Open SSL ライセンス
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上記ソフトウェアを含め、本製品には以下のフリーソフトウェアが使用されています。

フリーソフトウェア名称 使用条件

Linux Kernel GNU General Public License, version 2

binutils GNU General Public License, version 2

gcc GNU General Public License, version 2

glibc GNU General Public License, version 2

boot_loader GNU General Public License, version 2

zlib The zlib/libpng License

libjpeg-6b libjpeg-6b license

libgcc_s-3.4.5 GNU General Public License, version 2

libpng-1.0.26 libpng license

FreeType2 2.2.1 The FreeType Project LICENSE

filesystem-2.3.0 GNU General Public License, version 2

busybox-1.00 GNU General Public License, version 2

MAKEDEV-1.1.0 GNU General Public License, version 2

module-init-tools-3.1.0 GNU General Public License, version 2

libtermcap-2.0.8 GNU Lesser General Public License, version 2.1

bash-3.0-31 GNU General Public License, version 2

initscripts-8.11.1-1 GNU General Public License, version 2

libstdc++-3.4.5-10 GNU General Public License, version 2

libxml2-2.6.19 The MIT License

openssl-0.9.8j OpenSSL License

libiconv-1.11 GNU General Public License, version 2

portmap-4.0 The BSD 4-Clause License

mtd-utils-20050619 GNU General Public License, version 2

dosfstools-2.10-3 GNU General Public License, version 2

directfb 1.0.0-rc1 GNU Lesser General Public License, version 2.1

coreutils-6.9 GNU General Public License, version 2

kxml 1.21
 The BSD 3-Clause License
 GNU Lesser General Public License, version 2.1
 Common Public License Version 1.0

v2lin 0.1 GNU Lesser General Public License, version 2.1
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GNU General Public License, version 2、GNU Lesser General Public 
License, version 2.1 その他のソースコードの配布を要求しているオープンソフ
トウェアライセンスのもとでライセンスされているソフトウェアのソースコード
については、以下のWEBサイトからダウンロードすることができます。

http://aisin-aw.co.jp/oss/12dop

なお、本ソースコード提供は、本製品製造終了から4年間有効なものとします。
ソースコードの内容等についてのご質問にはお答えできませんので、あらかじめご
了承ください。
また、インターネット接続環境はお客様ご自身でご用意頂く必要があります。WEB
サイト閲覧中、およびダウンロード中のインターネット接続、回線使用料などはお
客様ご負担となります。

お客様は、下記のそれぞれのフリーソフトの使用条件に従いご使用ください。
GNU General Public License (GPL-2.0) Version 2, June 1991
Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc.
59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies
of this license document, but changing it is not allowed.
Preamble
The licenses for most software are designed to take away your freedom 
to share and change it. By contrast, the GNU General Public License is 
intended to guarantee your freedom to share and change free software-
-to make sure the software is free for all its users. This General Public 
License applies to most of the Free Software Foundation's software and 
to any other program whose authors commit to using it. (Some other 
Free Software Foundation software is covered by the GNU Library 
General Public License instead.) You can apply it to your programs, too.
When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. 
Our General Public Licenses are designed to make sure that you have 
the freedom to distribute copies of free software (and charge for this 
service if you wish), that you receive source code or can get it if you 
want it, that you can change the software or use pieces of it in new free 
programs; and that you know you can do these things. To protect your 
rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you 
these rights or to ask you to surrender the rights. These restrictions 
translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the 
software, or if you modify it.
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For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis 
or for a fee, you must give the recipients all the rights that you have. You 
must make sure that they, too, receive or can get the source code. And 
you must show them these terms so they know their rights.
We protect your rights with two steps: (1) copyright the software, and 
(2) offer you this license which gives you legal permission to copy, 
distribute and/or modify the software.
Also, for each author's protection and ours, we want to make certain 
that everyone understands that there is no warranty for this free 
software. If the software is modified by someone else and passed on, we 
want its recipients to know that what they have is not the original, so 
that any problems introduced by others will not reflect on the original 
authors' reputations.
Finally, any free program is threatened constantly by software patents. 
We wish to avoid the danger that redistributors of a free program will 
individually obtain patent licenses, in effect making the program 
proprietary. To prevent this, we have made it clear that any patent must 
be licensed for everyone's free use or not licensed at all.
The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow.
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND 
MODIFICATION
0. This License applies to any program or other work which contains a 
notice placed by the copyright holder saying it may be distributed under 
the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to 
any such program or work, and a "work based on the Program" means 
either the Program or any derivative work under copyright law: that is to 
say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim or 
with modifications and/or translated into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in the term 
"modification".) Each licensee is addressed as "you".
Activities other than copying, distribution and modification are not 
covered by this License; they are outside its scope. The act of running 
the Program is not restricted, and the output from the Program is 
covered only if its contents constitute a work based on the Program 
(independent of having been made by running the Program). Whether 
that is true depends on what the Program does.
1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source 
code as you receive it, in any medium, provided that you conspicuously 
and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice 
and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this 
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License and to the absence of any warranty; and give any other 
recipients of the Program a copy of this License along with the Program. 
You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you 
may at your option offer warranty protection in exchange for a fee.
2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of 
it, thus forming a work based on the Program, and copy and distribute 
such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided 
that you also meet all of these conditions:
a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating 
that you changed the files and the date of any change.
b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole 
or in part contains or is derived from the Program or any part thereof, to 
be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms 
of this License.
c) If the modified program normally reads commands interactively when 
run, you must cause it, when started running for such interactive use in 
the most ordinary way, to print or display an announcement including an 
appropriate copyright notice and a notice that there is no warranty (or 
else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute 
the program under these conditions, and telling the user how to view a 
copy of this License. (Exception: if the Program itself is interactive but 
does not normally print such an announcement, your work based on the 
Program is not required to print an announcement.) These requirements 
apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that 
work are not derived from the Program, and can be reasonably 
considered independent and separate works in themselves, then this 
License, and its terms, do not apply to those sections when you 
distribute them as separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based on the Program, the 
distribution of the whole must be on the terms of this License, whose 
permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to 
each and every part regardless of who wrote it.
Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your 
rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the 
right to control the distribution of derivative or collective works based 
on the Program. In addition, mere aggregation of another work not based 
on the Program with the Program (or with a work based on the Program) 
on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other 
work under the scope of this License.
3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under 
Section 2) in object code or executable form under the terms of 
Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following:



658

1. 参考情報

8. 本製品で使用しているソフトウェアのライセンス情報

AW   

ご
参
考
に

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable 
source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 
and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or,
b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give 
any third party, for a charge no more than your cost of physically 
performing source distribution, a complete machine-readable copy of 
the corresponding source code, to be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software 
interchange; or,
c) Accompany it with the information you received as to the offer to 
distribute corresponding source code.(This alternative is allowed only 
for noncommercial distribution and only if you received the program in 
object code or executable form with such an offer, in accord with 
Subsection b above.)
The source code for a work means the preferred form of the work for 
making modifications to it. For an executable work, complete source 
code means all the source code for all modules it contains, plus any 
associated interface definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the executable. However, as a special 
exception, the source code distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) with the major 
components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on 
which the executable runs, unless that component itself accompanies 
the executable.
If distribution of executable or object code is made by offering access 
to copy from a designated place, then offering equivalent access to 
copy the source code from the same place counts as distribution of the 
source code, even though third parties are not compelled to copy the 
source along with the object code.
4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program 
except as expressly provided under this License. Any attempt otherwise 
to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will 
automatically terminate your rights under this License. However, parties 
who have received copies, or rights, from you under this License will not 
have their licenses terminated so long as such parties remain in full 
compliance.
5. You are not required to accept this License, since you have not 
signed it. However, nothing else grants you permission to modify or 
distribute the Program or its derivative works. These actions are 
prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by 
modifying or distributing the Program (or any work based on the 
Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and all 
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its terms and conditions for copying, distributing or modifying the 
Program or works based on it.
6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the 
Program), the recipient automatically receives a license from the 
original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to 
these terms and conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You 
are not responsible for enforcing compliance by third parties to this 
License.
7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 
infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or 
otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not 
excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute 
so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and 
any other pertinent obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Program at all. For example, if a patent license would not 
permit royalty-free redistribution of the Program by all those who receive 
copies directly or indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain entirely from 
distribution of the Program.
If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 
particular circumstance, the balance of the section is intended to apply 
and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 
It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents 
or other property right claims or to contest validity of any such claims; 
this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free 
software distribution system, which is implemented by public license 
practices. Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance on 
consistent application of that system; it is up to the author/donor to 
decide if he or she is willing to distribute software through any other 
system and a licensee cannot impose that choice.
This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be 
a consequence of the rest of this License.
8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain 
countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original 
copyright holder who places the Program under this License may add an 
explicit geographical distribution limitation excluding those countries, 
so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if 
written in the body of this License.
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9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new 
versions of the General Public License from time to time. Such new 
versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in 
detail to address new problems or concerns.
Each version is given a distinguishing version number. If the Program 
specifies a version number of this License which applies to it and "any 
later version", you have the option of following the terms and conditions 
either of that version or of any later version published by the Free 
Software Foundation. If the Program does not specify a version number 
of this License, you may choose any version ever published by the Free 
Software Foundation.
10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free 
programs whose distribution conditions are different, write to the author 
to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free 
Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we 
sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the 
two goals of preserving the free status of all derivatives of our free 
software and of promoting the sharing and reuse of software generally.
NO WARRANTY
11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE 
IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED 
BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN 
WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES 
PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE 
PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION.
12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR 
AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY 
OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR 
DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY 
TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF 
DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE 
PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF 
SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.
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END OF TERMS AND CONDITIONS
How to Apply These Terms to Your New Programs
If you develop a new program, and you want it to be of the greatest 
possible use to the public, the best way to achieve this is to make it free 
software which everyone can redistribute and change under these 
terms.
To do so, attach the following notices to the program. It is safest to 
attach them to the start of each source file to most effectively convey 
the exclusion of warranty; and each file should have at least the 
"copyright" line and a pointer to where the full notice is found.
One line to give the program's name and a brief idea of what it does.
Copyright (C) <year> <name of author>
This program is free software; you can redistribute it and/or modify it 
under the terms of the GNU General Public License as published by the 
Free Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your 
option) any later version.
This program is distributed in the hope that it will be useful, but 
WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See 
the GNU General Public License for more details.
You should have received a copy of the GNU General Public License 
along with this program; if not, write to the Free Software Foundation, 
Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA
Also add information on how to contact you by electronic and paper mail.
If the program is interactive, make it output a short notice like this when 
it starts in an interactive mode: Gnomovision version 69, Copyright (C) 
year name of author Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO 
WARRANTY; for details type ̀ show w'. This is free software, and you are 
welcome to redistribute it under certain conditions; type `show c' for 
details.
The hypothetical commands `show w' and `show c' should show the 
appropriate parts of the General Public License. Of course, the 
commands you use may be called something other than `show w' and 
`show c'; they could even be mouse-clicks or menu items--whatever 
suits your program.
You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 
school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if 
necessary. Here is a sample; alter the names:
Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 
`Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James 



662

1. 参考情報

8. 本製品で使用しているソフトウェアのライセンス情報

AW   

ご
参
考
に

Hacker.
signature of Ty Coon, 1 April 1989
Ty Coon, President of Vice
This General Public License does not permit incorporating your program 
into proprietary programs. If your program is a subroutine library, you may 
consider it more useful to permit linking proprietary applications with the 
library. If this is what you want to do, use the GNU Library General Public 
License instead of this License.

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

GNU Lesser General Public License
Version 2.1, February 1999
Copyright (C) 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple 
Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA Everyone is permitted 
to copy and distribute verbatim copies of this license document, but 
changing it is not allowed.
[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as 
the successor of the GNU Library Public License, version 2, hence the 
version number 2.1.]
Preamble
The licenses for most software are designed to take away your freedom 
to share and change it. By contrast, the GNU General Public Licenses 
are intended to guarantee your freedom to share and change free 
software--to make sure the software is free for all its users.
This license, the Lesser General Public License, applies to some 
specially designated software packages--typically libraries--of the Free 
Software Foundation and other authors who decide to use it. You can 
use it too, but we suggest you first think carefully about whether this 
license or the ordinary General Public License is the better strategy to 
use in any particular case, based on the explanations below.
When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not 
price. Our General Public Licenses are designed to make sure that you 
have the freedom to distribute copies of free software (and charge for 
this service if you wish); that you receive source code or can get it if you 
want it; that you can change the software and use pieces of it in new 
free programs; and that you are informed that you can do these things.
To protect your rights, we need to make restrictions that forbid 
distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these 
rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if 
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you distribute copies of the library or if you modify it.
For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for 
a fee, you must give the recipients all the rights that we gave you. You 
must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you 
link other code with the library, you must provide complete object files 
to the recipients, so that they can relink them with the library after 
making changes to the library and recompiling it. And you must show 
them these terms so they know their rights.
We protect your rights with a two-step method: (1) we copyright the 
library, and (2) we offer you this license, which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the library.
To protect each distributor, we want to make it very clear that there is 
no warranty for the free library. Also, if the library is modified by someone 
else and passed on, the recipients should know that what they have is 
not the original version, so that the original author's reputation will not 
be affected by problems that might be introduced by others.
Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any 
free program. We wish to make sure that a company cannot effectively 
restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license 
from a patent holder. Therefore, we insist that any patent license 
obtained for a version of the library must be consistent with the full 
freedom of use specified in this license.
Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary 
GNU General Public License. This license, the GNU Lesser General 
Public License, applies to certain designated libraries, and is quite 
different from the ordinary General Public License. We use this license 
for certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free 
programs.
When a program is linked with a library, whether statically or using a 
shared library, the combination of the two is legally speaking a combined 
work, a derivative of the original library. The ordinary General Public 
License therefore permits such linking only if the entire combination fits 
its criteria of freedom. The Lesser General Public License permits more 
lax criteria for linking other code with the library.
We call this license the "Lesser" General Public License because it does 
Less to protect the user's freedom than the ordinary General Public 
License. It also provides other free software developers Less of an 
advantage over competing non-free programs. These disadvantages are 
the reason we use the ordinary General Public License for many libraries. 
However, the Lesser license provides advantages in certain special 
circumstances.
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For example, on rare occasions, there may be a special need to 
encourage the widest possible use of a certain library, so that it 
becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs must 
be allowed to use the library. A more frequent case is that a free library 
does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there 
is little to gain by limiting the free library to free software only, so we use 
the Lesser General Public License.
In other cases, permission to use a particular library in non-free 
programs enables a greater number of people to use a large body of free 
software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free 
programs enables many more people to use the whole GNU operating 
system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system.
Although the Lesser General Public License is Less protective of the 
users' freedom, it does ensure that the user of a program that is linked 
with the Library has the freedom and the wherewithal to run that 
program using a modified version of the Library.
The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. Pay close attention to the difference between a 
"work based on the library" and a "work that uses the library". The former 
contains code derived from the library, whereas the latter must be 
combined with the library in order to run.
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND 
MODIFICATION
0. This License Agreement applies to any software library or other 
program which contains a notice placed by the copyright holder or other 
authorized party saying it may be distributed under the terms of this 
Lesser General Public License (also called "this License"). Each licensee 
is addressed as "you".
A "library" means a collection of software functions and/or data prepared 
so as to be conveniently linked with application programs (which use 
some of those functions and data) to form executables.
The "Library", below, refers to any such software library or work which has 
been distributed under these terms. A "work based on the Library" 
means either the Library or any derivative work under copyright law: that 
is to say, a work containing the Library or a portion of it, either verbatim 
or with modifications and/or translated straightforwardly into another 
language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the 
term "modification".)
"Source code" for a work means the preferred form of the work for making 
modifications to it. For a library, complete source code means all the 
source code for all modules it contains, plus any associated interface 
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definition files, plus the scripts used to control compilation and 
installation of the library.
Activities other than copying, distribution and modification are not 
covered by this License; they are outside its scope. The act of running 
a program using the Library is not restricted, and output from such a 
program is covered only if its contents constitute a work based on the 
Library (independent of the use of the Library in a tool for writing it). 
Whether that is true depends on what the Library does and what the 
program that uses the Library does.
1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's 
complete source code as you receive it, in any medium, provided that 
you conspicuously and appropriately publish on each copy an 
appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all 
the notices that refer to this License and to the absence of any 
warranty; and distribute a copy of this License along with the Library.
You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you 
may at your option offer warranty protection in exchange for a fee.
2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, 
thus forming a work based on the Library, and copy and distribute such 
modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that 
you also meet all of these conditions:
a) The modified work must itself be a software library.
b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating 
that you changed the files and the date of any change.
c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to 
all third parties under the terms of this License.
d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data 
to be supplied by an application program that uses the facility, other 
than as an argument passed when the facility is invoked, then you must 
make a good faith effort to ensure that, in the event an application does 
not supply such function or table, the facility still operates, and performs 
whatever part of its purpose remains meaningful.
(For example, a function in a library to compute square roots has a 
purpose that is entirely well-defined independent of the application. 
Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied 
function or table used by this function must be optional: if the 
application does not supply it, the square root function must still 
compute square roots.)
These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable 
sections of that work are not derived from the Library, and can be 
reasonably considered independent and separate works in themselves, 
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then this License, and its terms, do not apply to those sections when 
you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole which is a work based on the Library, 
the distribution of the whole must be on the terms of this License, 
whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and 
thus to each and every part regardless of who wrote it.
Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your 
rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the 
right to control the distribution of derivative or collective works based 
on the Library.
In addition, mere aggregation of another work not based on the Library 
with the Library (or with a work based on the Library) on a volume of a 
storage or distribution medium does not bring the other work under the 
scope of this License.
3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public 
License instead of this License to a given copy of the Library. To do this, 
you must alter all the notices that refer to this License, so that they 
refer to the ordinary GNU General Public License, version 2, instead of 
to this License. (If a newer version than version 2 of the ordinary GNU 
General Public License has appeared, then you can specify that version 
instead if you wish.) Do not make any other change in these notices.
Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, 
so the ordinary GNU General Public License applies to all subsequent 
copies and derivative works made from that copy.
This option is useful when you wish to copy part of the code of the 
Library into a program that is not a library.
4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of 
it, under Section 2) in object code or executable form under the terms 
of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the 
complete corresponding machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange.
If distribution of object code is made by offering access to copy from a 
designated place, then offering equivalent access to copy the source 
code from the same place satisfies the requirement to distribute the 
source code, even though third parties are not compelled to copy the 
source along with the object code.
5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but 
is designed to work with the Library by being compiled or linked with it, 
is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not 
a derivative work of the Library, and therefore falls outside the scope of 
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this License.
However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates 
an executable that is a derivative of the Library (because it contains 
portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The 
executable is therefore covered by this License. Section 6 states terms 
for distribution of such executables. When a "work that uses the Library" 
uses material from a header file that is part of the Library, the object 
code for the work may be a derivative work of the Library even though 
the source code is not. Whether this is true is especially significant if 
the work can be linked without the Library, or if the work is itself a library. 
The threshold for this to be true is not precisely defined by law.
If such an object file uses only numerical parameters, data structure 
layouts and accessors, and small macros and small inline functions (ten 
lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, 
regardless of whether it is legally a derivative work. (Executables 
containing this object code plus portions of the Library will still fall under 
Section 6.)
Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute 
the object code for the work under the terms of Section 6. Any 
executables containing that work also fall under Section 6, whether or 
not they are linked directly with the Library itself.
6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link 
a "work that uses the Library" with the Library to produce a work 
containing portions of the Library, and distribute that work under terms 
of your choice, provided that the terms permit modification of the work 
for the customer's own use and reverse engineering for debugging such 
modifications.
You must give prominent notice with each copy of the work that the 
Library is used in it and that the Library and its use are covered by this 
License. You must supply a copy of this License. If the work during 
execution displays copyright notices, you must include the copyright 
notice for the Library among them, as well as a reference directing the 
user to the copy of this License. Also, you must do one of these things:
a) Accompany the work with the complete corresponding machine-
readable source code for the Library including whatever changes were 
used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 
above); and, if the work is an executable linked with the Library, with the 
complete machine-readable "work that uses the Library", as object code 
and/or source code, so that the user can modify the Library and then 
relink to produce a modified executable containing the modified Library. 
(It is understood that the user who changes the contents of definitions 
files in the Library will not necessarily be able to recompile the 
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application to use the modified definitions.)
b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. 
A suitable mechanism is one that (1) uses at run time a copy of the 
library already present on the user's computer system, rather than 
copying library functions into the executable, and (2) will operate 
properly with a modified version of the library, if the user installs one, as 
long as the modified version is interface-compatible with the version 
that the work was made with.
c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, 
to give the same user the materials specified in Subsection 6a, above, 
for a charge no more than the cost of performing this distribution.
d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a 
designated place, offer equivalent access to copy the above specified 
materials from the same place.
e) Verify that the user has already received a copy of these materials or 
that you have already sent this user a copy.
For an executable, the required form of the "work that uses the Library" 
must include any data and utility programs needed for reproducing the 
executable from it. However, as a special exception, the materials to be 
distributed need not include anything that is normally distributed (in 
either source or binary form) with the major components (compiler, 
kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, 
unless that component itself accompanies the executable.
It may happen that this requirement contradicts the license restrictions 
of other proprietary libraries that do not normally accompany the 
operating system. Such a contradiction means you cannot use both 
them and the Library together in an executable that you distribute.
7. You may place library facilities that are a work based on the Library 
side-by-side in a single library together with other library facilities not 
covered by this License, and distribute such a combined library, provided 
that the separate distribution of the work based on the Library and of 
the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you 
do these two things:
a) Accompany the combined library with a copy of the same work based 
on the Library, uncombined with any other library facilities. This must be 
distributed under the terms of the Sections above.
b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part 
of it is a work based on the Library, and explaining where to find the 
accompanying uncombined form of the same work.
8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the 
Library except as expressly provided under this License. Any attempt 
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otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library 
is void, and will automatically terminate your rights under this License. 
However, parties who have received copies, or rights, from you under 
this License will not have their licenses terminated so long as such 
parties remain in full compliance.
9. You are not required to accept this License, since you have not 
signed it. However, nothing else grants you permission to modify or 
distribute the Library or its derivative works. These actions are 
prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by 
modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), 
you indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms 
and conditions for copying, distributing or modifying the Library or works 
based on it.
10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the 
Library), the recipient automatically receives a license from the original 
licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to 
these terms and conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You 
are not responsible for enforcing compliance by third parties with this 
License.
11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent 
infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or 
otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not 
excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute 
so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and 
any other pertinent obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Library at all. For example, if a patent license would not 
permit royalty-free redistribution of the Library by all those who receive 
copies directly or indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain entirely from 
distribution of the Library.
If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 
particular circumstance, the balance of the section is intended to apply, 
and the section as a whole is intended to apply in other circumstances.
It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents 
or other property right claims or to contest validity of any such claims; 
this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free 
software distribution system which is implemented by public license 
practices. Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance on 
consistent application of that system; it is up to the author/donor to 
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decide if he or she is willing to distribute software through any other 
system and a licensee cannot impose that choice.
This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be 
a consequence of the rest of this License.
12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain 
countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original 
copyright holder who places the Library under this License may add an 
explicit geographical distribution limitation excluding those countries, 
so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if 
written in the body of this License.
13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new 
versions of the Lesser General Public License from time to time. Such 
new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ 
in detail to address new problems or concerns.
Each version is given a distinguishing version number. If the Library 
specifies a version number of this License which applies to it and "any 
later version", you have the option of following the terms and conditions 
either of that version or of any later version published by the Free 
Software Foundation. If the Library does not specify a license version 
number, you may choose any version ever published by the Free 
Software Foundation.
14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free 
programs whose distribution conditions are incompatible with these, 
write to the author to ask for permission. For software which is 
copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives 
of our free software and of promoting the sharing and reuse of software 
generally.
NO WARRANTY
15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS 
NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING 
THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 
LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE 
LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL 
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION.
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16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR 
AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY 
OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, 
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY 
TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF 
DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE 
LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH 
HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGES
END OF TERMS AND CONDITIONS
How to Apply These Terms to Your New Libraries
If you develop a new library, and you want it to be of the greatest 
possible use to the public, we recommend making it free software that 
everyone can redistribute and change. You can do so by permitting 
redistribution under these terms (or, alternatively, under the terms of the 
ordinary General Public License). To apply these terms, attach the 
following notices to the library. It is safest to attach them to the start 
of each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; 
and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to 
where the full notice is found.
<one line to give the library's name and an idea of what it does.> 
Copyright (C) <year> <name of author> This library is free software; you 
can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU Lesser 
General Public License as published by the Free Software Foundation; 
either version 2.1 of the License, or (at your option) any later version.
This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT 
ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See 
the GNU Lesser General Public License for more details.
You should have received a copy of the GNU Lesser General Public 
License along with this library; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-
1307 USA Also add information on how to contact you by electronic 
and paper mail.
You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 
school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if necessary. 
Here is a sample; alter the names:
Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library ̀ Frob' 
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(a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker.
signature of Ty Coon, 1 April 1990
Ty Coon, President of Vice
That's all there is to it!

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

The MIT License (MIT)
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a 
copy of this software and associated documentation files (the 
"Software"), to deal in the Software without restriction, including without 
limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, 
sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to 
whom the Software is furnished to do so, subject to the following 
conditions:
The above copyright notice and this permission notice shall be included 
in all copies or substantial portions of the Software.
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY 
KIND, EXPRESS OR
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND 
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR 
COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR 
OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR 
OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

The zlib/libpng License
This software is provided 'as-is', without any express or implied warranty. 
In no event will the authors be held liable for any damages arising from 
the use of this software.
Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, 
including commercial applications, and to alter it and redistribute it 
freely, subject to the following restrictions:
1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not 
claim that you wrote the original software. If you use this software in a 
product, an acknowledgment in the product documentation would be 
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appreciated but is not required.
2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must 
not be misrepresented as being the original software.
3. This notice may not be removed or altered from any source 
distribution.

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

libjpeg-6b license
1. We don't promise that this software works. (But if you find any bugs, 
please let us know!)
2. You can use this software for whatever you want. You don't have to 
pay us.
3. You may not pretend that you wrote this software. If you use it in a 
program, you must acknowledge somewhere in your documentation that 
you've used the IJG code.

In legalese:

The authors make NO WARRANTY or representation, either express or 
implied, with respect to this software, its quality, accuracy, 
merchantability, or fitness for a particular purpose. This software is 
provided "AS IS", and you, its user, assume the entire risk as to its quality 
and accuracy.
This software is copyright (C) 1991-2010, Thomas G. Lane, Guido 
Vollbeding. All Rights Reserved except as specified below.
Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this 
software (or portions thereof) for any purpose, without fee, subject to 
these conditions:
(1) If any part of the source code for this software is distributed, then 
this README file must be included, with this copyright and no-warranty 
notice unaltered; and any additions, deletions, or changes to the original 
files must be clearly indicated in accompanying documentation.
(2) If only executable code is distributed, then the accompanying 
documentation must state that "this software is based in part on the 
work of the Independent JPEG Group".
(3) Permission for use of this software is granted only if the user 
accepts full responsibility for any undesirable consequences; the 
authors accept NO LIABILITY for damages of any kind.
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These conditions apply to any software derived from or based on the IJG 
code, not just to the unmodified library. If you use our work, you ought to 
acknowledge us.
Permission is NOT granted for the use of any IJG author's name or 
company name in advertising or publicity relating to this software or 
products derived from it. This software may be referred to only as "the 
Independent JPEG Group's software".
We specifically permit and encourage the use of this software as the 
basis of commercial products, provided that all warranty or liability 
claims are assumed by the product vendor.
ansi2knr.c is included in this distribution by permission of L. Peter 
Deutsch, sole proprietor of its copyright holder, Aladdin Enterprises of 
Menlo Park, CA. ansi2knr.c is NOT covered by the above copyright and 
conditions, but instead by the usual distribution terms of the Free 
Software Foundation; principally, that you must include source code if 
you redistribute it. (See the file ansi2knr.c for full details.) However, 
since ansi2knr.c is not needed as part of any program generated from 
the IJG code, this does not limit you more than the foregoing paragraphs 
do.
The Unix configuration script "configure" was produced with GNU 
Autoconf. It is copyright by the Free Software Foundation but is freely 
distributable. The same holds for its supporting scripts (config.guess, 
config.sub, ltmain.sh). Another support script, install-sh, is copyright by 
X Consortium but is also freely distributable.
The IJG distribution formerly included code to read and write GIF files. 
To avoid entanglement with the Unisys LZW patent, GIF reading support 
has been removed altogether, and the GIF writer has been simplified to 
produce uncompressed GIFs. This technique does not use the LZW 
algorithm; the resulting GIF files are larger than usual, but are readable 
by all standard GIF decoders.
We are required to state that
"The Graphics Interchange Format(c) is the Copyright property of 
CompuServe Incorporated.
GIF(sm) is a Service Mark property of CompuServe Incorporated."

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

libpng license
COPYRIGHT NOTICE, DISCLAIMER, and LICENSE:
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If you modify libpng you may insert additional notices immediately 
following this sentence.

libpng version 1.2.6, August 15, 2004, is Copyright (c) 2004 Glenn 
Randers-Pehrson, and is distributed according to the same disclaimer 
and license as libpng-1.2.5 with the following individual added to the list 
of Contributing Authors

Cosmin Truta
libpng versions 1.0.7, July 1, 2000, through 1.2.5 - October 3, 2002, 
are Copyright (c) 2000-2002 Glenn
Randers-Pehrson, and are distributed according to the same disclaimer 
and license as libpng-1.0.6 with the following individuals added to the 
list of Contributing Authors

Simon-Pierre Cadieux
Eric S. Raymond
Gilles Vollant

and with the following additions to the disclaimer:
There is no warranty against interference with your enjoyment of the 
library or against infringement.
There is no warranty that our efforts or the library will fulfill any of your 
particular purposes or needs.
This library is provided with all faults, and the entire risk of 
satisfactory quality, performance, accuracy, and effort is with the 
user.

libpng versions 0.97, January 1998, through 1.0.6, March 20, 2000, 
are Copyright (c) 1998, 1999 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed according to the same disclaimer and license as libpng-
0.96, with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors:

Tom Lane
Glenn Randers-Pehrson
Willem van Schaik

libpng versions 0.89, June 1996, through 0.96, May 1997, are 
Copyright (c) 1996, 1997 Andreas Dilger
Distributed according to the same disclaimer and license as libpng-
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0.88, with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors:

John Bowler
Kevin Bracey
Sam Bushell
Magnus Holmgren
Greg Roelofs
Tom Tanner

libpng versions 0.5, May 1995, through 0.88, January 1996, are 
Copyright  1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. For the 
purposes of this copyright and license, "Contributing Authors" is defined 
as the following set of individuals:

Andreas Dilger
Dave Martindale
Guy Eric Schalnat
Paul Schmidt
Tim Wegner

The PNG Reference Library is supplied "AS IS". The Contributing Authors 
and Group 42, Inc. disclaim all warranties, expressed or implied, 
including, without limitation, the warranties of merchantability and of 
fitness for any purpose. The Contributing Authors and Group 42, Inc. 
assume no liability for direct, indirect, incidental, special, exemplary, or 
consequential damages, which may result from the use of the PNG 
Reference Library, even if advised of the possibility of such damage.

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this 
source code, or portions hereof, for any purpose, without fee, subject to 
the following restrictions:
1. The origin of this source code must not be misrepresented.
2. Altered versions must be plainly marked as such and must not be 
misrepresented as being the original source.
3. This Copyright notice may not be removed or altered from any source 
or altered source distribution.

The Contributing Authors and Group 42, Inc. specifically permit, without 
fee, and encourage the use of this source code as a component to 



677

1. 参考情報

8. 本製品で使用しているソフトウェアのライセンス情報

AW   

ご
参
考
に

supporting the PNG file format in commercial products. If you use this 
source code in a product, acknowledgment is not required but would be 
appreciated.

A "png_get_copyright" function is available, for convenient use in "about"
boxes and the like: printf ("%s",png_get_copyright(NULL)); Also, the PNG 
logo (in PNG format, of course) is supplied in the files "pngbar.png" and 
"pngbar.jpg (88x31) and "pngnow.png" (98x31).

Libpng is OSI Certified Open Source Software. OSI Certified Open 
Source is a certification mark of the Open Source Initiative.

Glenn Randers-Pehrson
glennrp@users.sourceforge.net

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

The FreeType Project LICENSE

2006-Jan-27 Copyright 1996-2002, 2006 by David Turner, Robert 
Wilhelm, and Werner Lemberg

Introduction
============
The FreeType Project is distributed in several archive packages; some 
of them may contain, in addition to the FreeType font engine, various 
tools and contributions which rely on, or relate to, the FreeType Project. 
This license applies to all files found in such packages, and which do not 
fall under their own explicit license. The license affects thus the 
FreeType font engine, the test programs, documentation and makefiles, 
at the very least.
This license was inspired by the BSD, Artistic, and IJG (Independent 
JPEG Group) licenses, which all encourage inclusion and use of free 
software in commercial and freeware products alike.
As a consequence, its main points are that:
o We don't promise that this software works. However, we will be 
interested in any kind of bug reports. (`as is' distribution)
o You can use this software for whatever you want, in parts or full form, 
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without having to pay us. (`royalty-free' usage)
o You may not pretend that you wrote this software. If you use it, or only 
parts of it, in a program, you must acknowledge somewhere in your 
documentation that you have used the FreeType code. (`credits')

We specifically permit and encourage the inclusion of this software, with 
or without modifications, in commercial products.
We disclaim all warranties covering The FreeType Project and assume 
no liability related to The FreeType Project.
Finally, many people asked us for a preferred form for a credit/disclaimer 
to use in compliance with this license. We thus encourage you to use 
the following text:
"""
Portions of this software are copyright  <year> The FreeType Project 
(www.freetype.org). All rights reserved.
"""
Please replace <year> with the value from the FreeType version you 
actually use.

Legal Terms
===========
0. Definitions
--------------
Throughout this license, the terms `package', `FreeType Project', and 
`FreeType archive' refer to the set of files originally distributed by the 
authors (David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg) as the 
`FreeType Project', be they named as alpha, beta or final release.
`You' refers to the licensee, or person using the project, where ̀ using' is 
a generic term including compiling the project's source code as well as 
linking it to form a `program' or `executable'. This program is referred to 
as `a program using the FreeType engine'.
This license applies to all files distributed in the original FreeType 
Project, including all source code, binaries and documentation, unless 
otherwise stated in the file in its original, unmodified form as distributed 
in the original archive.
If you are unsure whether or not a particular file is covered by this 
license, you must contact us to verify this. The FreeType Project is 
copyright (C) 1996-2000 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner 
Lemberg. All rights reserved except as specified below.
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1. No Warranty
--------------
THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED `AS IS' WITHOUT WARRANTY 
OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE. IN NO EVENT WILL ANY OF THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES CAUSED 
BY THE USE OR THE INABILITY TO USE, OF THE FREETYPE PROJECT.

2. Redistribution
-----------------
This license grants a worldwide, royalty-free, perpetual and irrevocable 
right and license to use, execute, perform, compile, display, copy, create 
derivative works of, distribute and sublicense the FreeType Project (in 
both source and object code forms) and derivative works thereof for any 
purpose; and to authorize others to exercise some or all of the rights 
granted herein, subject to the following conditions:
o Redistribution of source code must retain this license file (`FTL.TXT') 
unaltered; any additions, deletions or changes to the original files must 
be clearly indicated in accompanying documentation. The copyright 
notices of the unaltered, original files must be preserved in all copies of 
source files.
o Redistribution in binary form must provide a disclaimer that states 
that the software is based in part of the work of the FreeType Team, in 
the distribution documentation. We also encourage you to put an URL 
to the FreeType web page in your documentation, though this isn't 
mandatory.
These conditions apply to any software derived from or based on the 
FreeType Project, not just the unmodified files. If you use our work, you 
must acknowledge us. However, no fee need be paid to us.

3. Advertising
--------------
Neither the FreeType authors and contributors nor you shall use the 
name of the other for commercial, advertising, or promotional purposes 
without specific prior written permission.
We suggest, but do not require, that you use one or more of the following 
phrases to refer to this software in your documentation or advertising 
materials: `FreeType Project', `FreeType Engine', `FreeType library', or 
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`FreeType Distribution'.
As you have not signed this license, you are not required to accept it. 
However, as the FreeType Project is copyrighted material, only this 
license, or another one contracted with the authors, grants you the right 
to use, distribute, and modify it. Therefore, by using, distributing, or 
modifying the FreeType Project, you indicate that you understand and 
accept all the terms of this license.

4. Contacts
-----------
There are two mailing lists related to FreeType:
o freetype@nongnu.org
Discusses general use and applications of FreeType, as well as future 
and wanted additions to the library and distribution. If you are looking for 
support, start in this list if you haven't found anything to help you in the 
documentation.
o freetype-devel@nongnu.org
Discusses bugs, as well as engine internals, design issues, specific 
licenses, porting, etc. Our home page can be found at http://
www.freetype.org

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

OpenSSL License

Copyright (c) 1998-2000 The OpenSSL Project. All rights reserved. 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are 
met:

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, 
this list of conditions and the following disclaimer.
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution.
All advertising materials mentioning features or use of this software 
must display the following acknowledgment: This product includes 
software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit. (http://www.openssl.org)
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The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used 
to endorse or promote products derived from this software without prior 
written permission. For written permission, please contact openssl-
core@openssl.org
Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor 
may "OpenSSL" appear in their names without prior written permission 
of the OpenSSL Project.
Redistributions of any form whatsoever must retain the following 
acknowledgment: "This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://
www.openssl.org)"

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ``AS IS'' 
AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE.
This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com).

SSLeay license
Copyright (C) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All rights 
reserved. This package is an SSL implementation written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). The implementation was written so as to conform 
with Netscapes SSL. This library is free for commercial and non-
commercial use as long as the following conditions are aheared to. The 
following conditions apply to all code found in this distribution, be it the 
RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL 
documentation included with this distribution is covered by the same 
copyright terms except that the holder is Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com).
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Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in 
the code are not to be removed. If this package is used in a product, Eric 
Young should be given attribution as the author of the parts of the 
library used. This can be in the form of a textual message at program 
startup or in documentation (online or textual) provided with the 
package. Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met:

Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer.
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution.
All advertising materials mentioning features or use of this software 
must display the following acknowledgement: "This product includes 
cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)". The 
word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being 
used are not cryptographic related :-).
If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from 
the apps directory (application code) you must include an 
acknowledgement: "This product includes software written by Tim 
Hudson
(tjh@cryptsoft.com)"
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ``AS IS'' AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT,
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
The licence and distribution terms for any publically available version or 
derivative of this code cannot be changed. i.e. this code cannot simply 
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be copied and put under another distribution licence [including the GNU 
Public Licence.

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

The BSD 4-Clause License

Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are 
met:
1. Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer.
2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution.
3. All advertising materials mentioning features or use of this software 
must display the following acknowledgement: This product includes 
software developed by the <organization>.
4. Neither the name of the <organization> nor the names of its 
contributors may be used to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
COPYRIGHT HOLDER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE.

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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The BSD 3-Clause License
Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are 
met:
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, 
this list of conditions and the following disclaimer.
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution.
Neither the name of the <ORGANIZATION> nor the names of its 
contributors may be used to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written permission.
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
COPYRIGHT HOLDER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE.

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

Common Public License Version 1.0 (CPL)

THE ACCOMPANYING PROGRAM IS PROVIDED UNDER THE TERMS 
OF THIS COMMON PUBLIC LICENSE ("AGREEMENT"). ANY USE, 
REPRODUCTION OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM CONSTITUTES 
RECIPIENT'S ACCEPTANCE OF THIS AGREEMENT.

1. DEFINITIONS
"Contribution" means:
a) in the case of the initial Contributor, the initial code and 
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documentation distributed under this Agreement, and
b) in the case of each subsequent Contributor:
i) changes to the Program, and
ii) additions to the Program;
where such changes and/or additions to the Program originate from and 
are distributed by that particular Contributor. A Contribution 'originates' 
from a Contributor if it was added to the Program by such Contributor 
itself or anyone acting on such Contributor's behalf. Contributions do 
not include additions to the Program which: (i) are separate modules of 
software distributed in conjunction with the Program under their own 
license agreement, and (ii) are not derivative works of the Program.
"Contributor" means any person or entity that distributes the Program.
"Licensed Patents " mean patent claims licensable by a Contributor 
which are necessarily infringed by the use or sale of its Contribution 
alone or when combined with the Program.
"Program" means the Contributions distributed in accordance with this 
Agreement.
"Recipient" means anyone who receives the Program under this 
Agreement, including all Contributors.

2. GRANT OF RIGHTS
a) Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby 
grants Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free copyright 
license to reproduce, prepare derivative works of, publicly display, 
publicly perform, distribute and sublicense the Contribution of such 
Contributor, if any, and such derivative works, in source code and object 
code form.
b) Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby 
grants Recipient a non-exclusive, worldwide, royalty-free patent license 
under Licensed Patents to make, use, sell, offer to sell, import and 
otherwise transfer the Contribution of such Contributor, if any, in source 
code and object code form. This patent license shall apply to the 
combination of the Contribution and the Program if, at the time the 
Contribution is added by the Contributor, such addition of the 
Contribution causes such combination to be covered by the Licensed 
Patents. The patent license shall not apply to any other combinations 
which include the Contribution. No hardware per se is licensed 
hereunder.
c) Recipient understands that although each Contributor grants the 
licenses to its Contributions set forth herein, no assurances are 
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provided by any Contributor that the Program does not infringe the 
patent or other intellectual property rights of any other entity. Each 
Contributor disclaims any liability to Recipient for claims brought by any 
other entity based on infringement of intellectual property rights or 
otherwise. As a condition to exercising the rights and licenses granted 
hereunder, each Recipient hereby assumes sole responsibility to secure 
any other intellectual property rights needed, if any. For example, if a 
third party patent license is required to allow Recipient to distribute the 
Program, it is Recipient's responsibility to acquire that license before 
distributing the Program.
d) Each Contributor represents that to its knowledge it has sufficient 
copyright rights in its Contribution, if any, to grant the copyright license 
set forth in this Agreement.

3. REQUIREMENTS
A Contributor may choose to distribute the Program in object code form 
under its own license agreement, provided that:
a) it complies with the terms and conditions of this Agreement; and
b) its license agreement:
i) effectively disclaims on behalf of all Contributors all warranties and 
conditions, express and implied,
including warranties or conditions of title and non-infringement, and 
implied warranties or conditions of merchantability and fitness for a 
particular purpose;
ii) effectively excludes on behalf of all Contributors all liability for 
damages, including direct, indirect, special, incidental and 
consequential damages, such as lost profits;
iii) states that any provisions which differ from this Agreement are 
offered by that Contributor alone and not by any other party; and
iv) states that source code for the Program is available from such 
Contributor, and informs licensees how to obtain it in a reasonable 
manner on or through a medium customarily used for software 
exchange.
When the Program is made available in source code form:
a) it must be made available under this Agreement; and
b) a copy of this Agreement must be included with each copy of the 
Program.
Contributors may not remove or alter any copyright notices contained 
within the Program.
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Each Contributor must identify itself as the originator of its Contribution, 
if any, in a manner that reasonably allows subsequent Recipients to 
identify the originator of the Contribution.

4. COMMERCIAL DISTRIBUTION
Commercial distributors of software may accept certain responsibilities 
with respect to end users, business partners and the like. While this 
license is intended to facilitate the commercial use of the Program, the 
Contributor who includes the Program in a commercial product offering 
should do so in a manner which does not create potential liability for 
other Contributors. Therefore, if a Contributor includes the Program in a 
commercial product offering, such Contributor ("Commercial 
Contributor") hereby agrees to defend and indemnify every other 
Contributor ("Indemnified Contributor") against any losses, damages and 
costs (collectively "Losses") arising from claims, lawsuits and other 
legal actions brought by a third party against the Indemnified 
Contributor to the extent caused by the acts or omissions of such 
Commercial Contributor in connection with its distribution of the 
Program in a commercial product offering. The obligations in this 
section do not apply to any claims or Losses relating to any actual or 
alleged intellectual property infringement. In order to qualify, an 
Indemnified Contributor must: a) promptly notify the Commercial 
Contributor in writing of such claim, and b) allow the Commercial 
Contributor to control, and cooperate with the Commercial Contributor 
in, the defense and any related settlement negotiations. The 
Indemnified Contributor may participate in any such claim at its own 
expense.
For example, a Contributor might include the Program in a commercial 
product offering, Product X. That Contributor is then a Commercial 
Contributor. If that Commercial Contributor then makes performance 
claims, or offers warranties related to Product X, those performance 
claims and warranties are such Commercial Contributor's responsibility 
alone. Under this section, the Commercial Contributor would have to 
defend claims against the other Contributors related to those 
performance claims and warranties, and if a court requires any other 
Contributor to pay any damages as a result, the Commercial Contributor 
must pay those damages.

5. NO WARRANTY
EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, THE 
PROGRAM IS PROVIDED ON AN "AS IS" BASIS, WITHOUT 
WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR 
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IMPLIED INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY WARRANTIES OR 
CONDITIONS OF TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY OR 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. Each Recipient is solely 
responsible for determining the appropriateness of using and 
distributing the Program and assumes all risks associated with its 
exercise of rights under this Agreement, including but not limited to the 
risks and costs of program errors, compliance with applicable laws, 
damage to or loss of data, programs or equipment, and unavailability or 
interruption of operations.

6. DISCLAIMER OF LIABILITY
EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, NEITHER 
RECIPIENT NOR ANY CONTRIBUTORS SHALL HAVE ANY LIABILITY 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING WITHOUT  IMITATION LOST 
PROFITS), HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE 
OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM OR THE EXERCISE OF ANY 
RIGHTS GRANTED HEREUNDER, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

7. GENERAL
If any provision of this Agreement is invalid or unenforceable under 
applicable law, it shall not affect the validity or enforceability of the 
remainder of the terms of this Agreement, and without further action by 
the parties hereto, such provision shall be reformed to the minimum 
extent necessary to make such provision valid and enforceable.
If Recipient institutes patent litigation against a Contributor with 
respect to a patent applicable to software (including a cross-claim or 
counterclaim in a lawsuit), then any patent licenses granted by that 
Contributor to such Recipient under this Agreement shall terminate as 
of the date such litigation is filed. In addition, if Recipient institutes 
patent litigation against any entity (including a cross-claim or 
counterclaim in a lawsuit) alleging that the Program itself (excluding 
combinations of the Program with other software or hardware) infringes 
such Recipient's patent(s), then such Recipient's rights granted under 
Section 2(b) shall terminate as of the date such litigation is filed.
All Recipient's rights under this Agreement shall terminate if it fails to 
comply with any of the material terms or conditions of this Agreement 
and does not cure such failure in a reasonable period of time after 



689

1. 参考情報

8. 本製品で使用しているソフトウェアのライセンス情報

AW   

ご
参
考
に

becoming aware of such noncompliance. If all Recipient's rights under 
this Agreement terminate, Recipient agrees to cease use and 
distribution of the Program as soon as reasonably practicable. However, 
Recipient's obligations under this Agreement and any licenses granted 
by Recipient relating to the Program shall continue and survive.
Everyone is permitted to copy and distribute copies of this Agreement, 
but in order to avoid inconsistency the Agreement is copyrighted and 
may only be modified in the following manner. The Agreement Steward 
reserves the right to publish new versions (including revisions) of this 
Agreement from time to time. No one other than the Agreement 
Steward has the right to modify this Agreement. IBM is the initial 
Agreement Steward. IBM may assign the responsibility to serve as the 
Agreement Steward to a suitable separate entity. Each new version of 
the Agreement will be given a distinguishing version number. The 
Program (including Contributions) may always be distributed subject to 
the version of the Agreement under which it was received. In addition, 
after a new version of the Agreement is published, Contributor may elect 
to distribute the Program (including its Contributions) under the new 
version. Except as expressly stated in Sections 2(a) and 2(b) above, 
Recipient receives no rights or licenses to the intellectual property of 
any Contributor under this Agreement, whether expressly, by 
implication, estoppel or otherwise. All rights in the Program not 
expressly granted under this Agreement are reserved.
This Agreement is governed by the laws of the State of New York and 
the intellectual property laws of the United States of America. No party 
to this Agreement will bring a legal action under this Agreement more 
than one year after the cause of action arose. Each party waives its 
rights to a jury trial in any resulting litigation.

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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MP3 について.....................................266
同じフォルダを繰り返し聞く.............265
繰り返し聞く........................................265
再生する ...............................................263
再生を一時停止する............................263
全フォルダの中から
ランダムに聞く................................265

早送り、早戻し....................................264
ファイルを選ぶ....................................264
フォルダの中からランダムに聞く.....265
フォルダを選ぶ....................................263
メディアの出し入れ.............................. 26

エラーコードについて（ETC）..............481
エラーコードの確認方法 ....................479
統一エラーコード一覧 ........................481

エリアスイッチ........................................256
エンジン始動通知....................................605

お
応答保留...................................................505
お車を手放すとき.......................490、547
お手入れ
アンテナのお手入れ............................634
車載機のお手入れ................................634

オーディオ＆ビジュアル........................239
iPod......................................................364
HDD オーディオ.................................324
SD 音楽................................................307
デジタルテレビ ...................................334
Bluetooth オーディオ.......................374
Blu-ray プレーヤー ............................258
MP3/WMA.....................................262
音楽 CD............................................258
DVD .................................................285
Blu-ray Disc...................................267

USB メモリ.........................................358
ラジオ...................................................253

オーディオ操作画面 ...............................241
オーディオ操作スイッチ...........................20
オーディオ電源 .......................................241
オープニング画の設定...............................59
カスタムへの画像の登録.......................59

音の設定...................................................242
音の到達時間の補正
（TIME CORRECTION）....................246
オペレーターサービス............................587
オペレーターサービス専用電話番号 ....589
オペレーターサービスの購入................588
音声案内について ......................... 69、131
音声設定...................................................176
音声の設定...............................................100
音声操作画面...........................................399
音声操作システム ...................................397
音声多重放送...........................................347
音声認識（音声操作システム）..............397
音声認識コマンド一覧............................411
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音声認識中止機能 ...................................401
音声認識発信...........................................503
音量設定
ナビゲーション ...................................100
バックガイドモニター........................438
ハンズフリー.......................................510

音量調整...................................................241
音量調整スイッチ ......................................20
音量バランスの調整（FAD/BAL）.......247

か
ガイド画面
バックガイドモニター........................420

ガイド方法
バックガイドモニター........................421

解約手続き...............................................546
各種手続き...............................................544
画質・設定スイッチ ..................................20
画質の調整..................................................52
学校存在案内..............................................88
カメラ
バックガイドモニター........................420
バックモニター ...................................451
サイドモニター ...................................456
ブラインドコーナーモニター............456
マルチアングル全周囲モニター ........462
マルチビュー
バックガイドモニター....................445

画面切り替え時の動画表現.......................96
画面の調整・設定 ......................................52
画面モードについて ..................................54

画面モードの切り替え
iPod ..................................................... 370
DTV ..................................................... 348
DVD..................................................... 293
VTR ..................................................... 372

画面を消す ................................................. 54
簡易画面 .................................................. 508

き
機器アドレス
オーディオ...............................388、390
ハンズフリー...........................524、526

機器名称
オーディオ...............................388、390
ハンズフリー...........................524、526

季節規制区間の迂回ルート探索............ 149
季節規制区間の表示.................................. 94
逆走注意案内.............................................. 87
居住地域の設定（デジタルテレビ）...... 354
距離の補正 .............................................. 170
緊急警報放送（EWS）........................... 340
緊急情報 .................................................. 223
緊急通報 .................................................. 575

く
QUICK SETUP ........................................ 34
区間所要時間予測表示........................... 612
Gracenote  メディアデータベース .. 312
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け
継続方法を変更する................................544
携帯電話で地図を呼び出す ....................116
携帯電話の接続........................................493
自動接続 ...............................................494
手動接続 ...............................................494

携帯電話の登録........................................492
携帯電話本体から発信............................504
携帯連携 ...................................................228
携帯電話への情報の送信 ....................228
車載機への情報の送信 ........................229

警備員の派遣 ...........................................605
県境案内 ..................................................... 96
現在地の修正 ...........................................170
現在地の表示 ............................................. 70

こ
交差点案内 ...............................................133
交差点拡大図表示................................134
ターンリスト図表示............................136
レーンリスト図表示............................133

交差点拡大図表示
拡大図表示の解除................................136
交差点拡大図........................................134
3D交差点拡大図表示.........................135
立体的な拡大図表示............................136
連続車線変更案内................................135

後席ディスプレイ ...................................392
後席ディスプレイの設定........................250
高速道路・都市高速道路表示...................97
高速分岐案内 ..........................................99
ハイウェイモード ..................................97

高速分岐案内画面の表示・解除...............99
交通情報放送...........................................256
交通・ナビ関連情報の表示....................418
故障とお考えになる前に
G-BOOK................................. 586、600
デジタルテレビ ...................................357
ナビゲーション ...................................202

個人情報の初期化 ......................................57
ご当地グルメ施設の案内...........................96
コマンド（音声認識コマンド）..............412
コマンドリスト .......................................399
5ルートの詳細情報 ...............................131
5ルート表示...........................................130
コンテンツデータから
地図を呼び出す ...................................113

こんなメッセージが表示されたときは
G-BOOK..............................................628
デジタルテレビ ...................................356
ナビゲーション ...................................200
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さ
サイドモニター.......................................456
細街路案内...............................................133
作動条件......................................................19
サポートアドレス ...................................620
残距離表示..................................................67
残距離表示の切り替え............................141
サンプリング周波数
MP3/WMA ........................................643
SD音楽................................................643
USB メモリ.........................................643

し
CSE・BASS の設定..............................245
G 情報マーク表示...................................565
G-Security（Gセキュリティ）............602
アラーム通知.......................................604
エンジン始動通知 ...............................605
警備員の派遣.......................................605
車両の位置追跡 ...................................605
初期設定の確認・変更........................603

G駐車場 ..................................................615
CD ............................................................258
曲を選ぶ...............................................259
繰り返し聞く.......................................260
再生する...............................................259
再生を一時停止する............................259
使用できるディスク...............................29
出し入れ..................................................26
早送り、早戻し ...................................260
ランダムに聞く ...................................260

CDタイトル情報取得............................ 616
Gで設定.................................................. 558
G-BLOG.............................................. 559
Gメモリ .............................................. 558
Gメモリ一括ダウンロード ............... 559
ドライブプラン................................... 558

GPS について ........................................ 199
GPS ボイスナビゲーション.................... 64
地図について....................................... 205
地図の操作.............................................. 70
地点の登録........................................... 150
VICS・交通情報................................. 211
目的地案内........................................... 120

G-BOOK mX ／mX Pro..................... 536
G-BOOK.com........................................ 549
G-BOOKオンラインサービス.............. 529
オペレーターサービス ....................... 587
各種手続き........................................... 544
CDタイトル情報取得........................ 616
G-Security ......................................... 602
ヘルプネット....................................... 569
My リクエスト.................................... 551
マップオンデマンド
（地図差分更新）............................... 590
メインメニュー................................... 549

G-BOOK画面......................................... 548
G-BOOKサポートセンター .....546、547
G-BOOKの設定..................................... 626
G-BLOG.................................................. 559
Gメモリ.................................................. 558
Gメモリ一括ダウンロード................... 559
Gメモリ地点 .......................................... 556
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Gルート探索（プローブ情報付）..........606
市街図表示・解除...................................... 79
事故多発地点案内...................................... 86
自車マーク ................................................. 67
自車マークの切り替え.............................. 78
システム初期化中画面
バックガイドモニター ........................443

シーズンレジャー
ランドマークの表示.............................. 95

施設情報表示 ...........................................565
施設で地図を呼び出す............................111
施設内容の表示........................................118
施設マークの表示...................................... 80
設定画面から
施設マークを表示する ...................... 81

地図画面から施設マークを表示する... 80
施設マーク表示の消去.............................. 82
自宅の登録・修正....................................151
自宅を目的地に設定................................123
視聴制限......................................296、304
自動音量切替 ...........................................100
自動再探索 ...............................................141
自動通信の設定........................................620
自動通知
（メンテナンス案内）の設定 ..............184
自動電話機接続........................................528
自動表示切替設定....................................175
自動表示設定（サイドモニター）...........457
自動保守点検 ...........................................578
車庫入れ
バックガイドモニター ........................421

車載機......................................................... 20

車載機の設定..............................................56
エアコン切替表示の設定を変更する....57
オープニング画面の設定.......................59
テーマカラーを変更する.......................57
個人情報を初期化する...........................57
操作画面継続表示の設定を
変更する..............................................56

地図表示を切り替える...........................75
車載機の Bluetooth 設定変更
オーディオ...........................................390
ハンズフリー .......................................526

車種の設定...............................................249
車速設定（平均車速の設定）..................138
車両情報の設定 .......................................138
車両の位置追跡 .......................................605
ジャンルで地図を呼び出す....................115
周辺施設走行中呼出ジャンルの変更 .......83
周辺情報...................................................613
住所で地図を呼び出す............................110
渋滞・規制音声案内 ...............................215
渋滞考慮探索...........................................220
渋滞考慮探索設定
渋滞考慮探索 .......................................220
新旧ルート比較表示............................221
プローブ交通情報自動取得................607

渋滞増減予測表示 ...................................611
渋滞予測...................................................609
渋滞予測時間の変更 ...............................610
渋滞予測情報...........................................609
充電喚起案内...........................................133
手動保守点検...........................................579
縦列駐車
バックガイドモニター........................422
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受信レベル表示
G-BOOK..............................................535
ハンズフリー.......................................488

受話音量...................................................506
仕様 ..........................................................648
使用する携帯電話の設定........................617
情報確認...................................................589
情報画面...................................................417
新旧ルート比較表示 ...............................221

す
スイッチの表示..........................................71
スイッチ表示設定 ......................................71
スケール表示...........................................208
ステアリングスイッチ...............................23
オーディオの操作 ..................................23
SD音楽・
USB メモリの操作........................24

音楽 CD・MP3/WMA・
HDD オーディオ・
iPod ミュージック・
Bluetoth オーディオの操作.........24

Blu-ray・DVD・iPod ビデオ
の操作..............................................25

ラジオ・デジタルテレビの操作 .......24
音量調整..................................................23
モードの切り替え ..................................23

スマートフォンナビ連携........................230
スライドタッチ操作 ..................................32
スライドタッチ操作の設定.......................33
3Ｄ交差点拡大図表示............................135
3Ｄ表示・解除..........................................74
地図の回転..............................................75
見下ろす角度の調整...............................74

せ
精度について........................................... 203
セキュリティの設定.................................. 62
作動インジケータを点滅させる........... 63
セキュリティのロックを解除する....... 63
セキュリティを作動させる................... 62
セキュリティを停止する ...................... 63

設定（ETC）
通知設定 .............................................. 480

設定（運転支援）
安全・快適走行設定........................... 179
バックガイドモニター設定................ 437
カメラ表示優先設定........................... 457
全周囲モニター設定........................... 465

設定（オーディオ）
iPod 設定 ............................................ 369
サウンドライブラリ編集 ................... 324
CD⇒ HDD録音設定 ........................ 317

設定（画像設定）
オープニング画像設定 .......................... 59

設定（G-BOOK）
G-BOOK 詳細設定....... 46、547、565
通信設定 .............................................. 617
プライバシー設定............................... 626
My リクエスト編集............................ 551

設定（電話）
音設定 .................................................. 510
電話詳細設定....................................... 524
電話帳編集........................................... 511

設定（ナビ）
案内中止／案内再開........................... 123
音量設定 .............................................. 100
地図更新 .............................................. 597
ナビ詳細設定....................................... 174
メモリ地点登録編集...............154、154
ルート変更........................................... 144
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設定（Bluetooth）
機器登録 ..................... 233、375、492
スマートフォン連携............................231
スマートフォン連携接続 ....................235
電話機接続 ...........................................523
Bluetooth 詳細設定...........................526
ポータブル機接続................................387

設定（メンテナンス）
項目設定 ...............................................181
車両警告表示........................................186

設備マーク表示.......................................... 98
全ルート図表示...........................126、140

そ
走行軌跡の表示・消去.............................. 94
操作画面継続表示の設定.......................... 56
その他（ナビ詳細設定）..........................178
ソフトウェアキーボード.......................... 40
各スイッチの使い方.............................. 40

ソフトウェアキーボードの設定............... 46
単語の編集 ............................................. 46
定型文の修正.......................................... 47
入力履歴の削除...................................... 48
予測変換候補の表示設定 ...................... 48

た
タイトル情報の再取得............................331
タイムスタンプ........................................212
ダイヤル画面 ...........................................499
ダイヤル発信 ...........................................496
WMA ........................................................262
同じフォルダを繰り返し聞く.............265
繰り返し聞く........................................265
再生する ...............................................263
再生を一時停止する............................263

全フォルダの中から
ランダムに聞く ...............................265

WMAについて ...................................266
ディスクの出し入れ...............................26
早送り、早戻し ...................................260
ファイルを選ぶ ...................................264
フォルダの中からランダムに聞く ....265
フォルダを選ぶ ...................................263

単語の編集..................................................46
探索条件の変更 .......................................144
ターンリスト図表示・解除....................137

ち
地域番号
（リージョンコード）............... 301、305
近くの施設の検索 ......................................82
ルートを考慮したリストの表示 ...........82

地上デジタルテレビ ...............................334
地図／オーディオ表示...............................77
地図／地図／エコ情報表示.......................78
地図記号・表示 .......................................208
地図更新画面...........................................596
地図差分更新...........................................590
地図縮尺の切り替え ..................................73
地図データについて ...............................205
地図データの情報を見る........................206
地図データベースについて....................207
地図について...........................................205
地図の移動..................................................72
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地図の縮尺スケール表示........................208
地図の操作..................................................70
地図の表示..................................................70
地図の表示色の切り替え...........................78
地図の文字サイズの変更...........................75
地図の呼び出し方法 ...............................101
携帯電話...............................................116
コンテンツデータ ...............................113
施設.......................................................111
ジャンル...............................................115
住所.......................................................110
電話番号...............................................112
マップコード.......................................116
名称.......................................................106
履歴.......................................................117

地図表示画面の設定 ..................................80
地図表示設定...........................................174
地図向きの切り替え ..................................74
地点の登録...............................................150
着信音量...................................................510
着信拒否する...........................................505
着信中の操作...........................................505
着信割り込み表示 ...................................520
駐車
バックガイドモニター........................420
バックモニター ...................................451
マルチアングル全周囲モニター ........462
マルチビュー
バックガイドモニター....................445

つ
通過道路指定の解除............................... 148
通過道路の指定....................................... 147
通過道路の修正....................................... 148
通信機器の選択....................................... 523
通信接続時の確認メッセージ................ 619
通信設定 .................................................. 617
通信中マーク........................................... 534
通信ロック .............................................. 622
通話中の操作........................................... 498
通話転送 .................................................. 507

て
テーマカラーの変更.................................. 57
DSRC 安全運転支援案内......................... 93
合流支援情報提供.................................. 93
前方障害物情報提供.............................. 93

DSSS 運転支援機能................................. 89
信号待ち発進準備案内 .......................... 91
前方障害物情報提供.............................. 92
わき道車両存在案内をする................... 92

DTS ......................................................... 305
DVD ビデオ・DVD-VR........................ 285
アングルの切り替え........................... 292
一時停止する....................................... 288
音声の切り替え................................... 291
音声モードの切り替え ....................... 292
画面モードの切り替え ....................... 293
再生する .............................................. 287
再生モードの切り替え ....................... 292
再生中の操作について ....................... 300
字幕の切り替え................................... 291
使用できるディスク........................... 639
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初期設定 ...............................................293
オートスタートの設定 ....................296
音声言語の設定................................294
言語コードの入力............................297
視聴制限レベルの設定 ....................296
字幕言語の設定................................294
設定の初期化....................................299
ソフトメニュー言語の設定.............295
マルチアングルマーク
表示の設定....................................295

スロー再生する....................................289
静止画の切り替え................................289
DVD ビデオについて..........................301
停止する ...............................................288
ディスクの指定位置に戻る ................293
ディスクの出し入れ.............................. 26
早送り、早戻し....................................288
見たい場所を選ぶ................................289
メニュー画面の操作............................290

提携駐車場の検索....................................119
定型文の修正 ............................................. 47
ディスプレイ開警告ブザー ...................... 28
出入口 IC の指定・解除..........................146

デジタルテレビ .......................................334
アンテナインジケータについて ........335
EPG（電子番組表）を見る...............342
映像を切り替える ...............................346
音声多重放送のモード切り替え ........347
音声を切り替える ...............................347
画面モードの切り替え........................348
緊急警報放送（EWS）について.......340
字幕を切り替える ...............................348
初回起動時の設定 ...............................338
初期設定...............................................351
居住地域の設定 ...............................354
メールの閲覧 ...................................354
文字スーパーの設定........................347

地上デジタルテレビを見る................340
チャンネルを選ぶ ...............................340
データ放送を見る ...............................344
データ放送を操作する........................344
テレビ放送の受信方法を設定する ....348
番組を選ぶ...........................................341
プリセットモードを切り替える ........350
放送局（系列局／中継局）サーチを
設定する...........................................349

miniB-CAS カードの情報を見る .....355
miniB-CAS カードの出し入れ.........337
miniB-CAS カードの
動作確認をする ...............................355

miniB-CAS について.........................336
文字スーパーを切り替える................347
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ディスプレイの角度を調整する...............51
デモンストレーション（デモ） .............149
電子番組表（EPG）................................342
電源を入れる・切る ..................................18
電池残量表示
オーディオ...........................................380
ハンズフリー.......................................489

電話機詳細情報表示 ...............................524
電話（ハンズフリー）..............................484
ダイヤル画面.......................................499
電話を受ける.......................................497
電話をかける.......................... 496、499
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利用登録の更新 ...................................582

ほ
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マップコード...........................................116
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マルチアングル全周囲モニター............462
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右画面の設定（2画面表示時）
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設定画面から設定する .......................... 76

miniB-CASカード
miniB-CAS カードの情報を見る..... 355
miniB-CAS カードの
動作確認をする............................... 355

miniB-CAS カードの出し入れ......... 337
miniB-CASカードについて............. 336
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名称で地図を呼び出す........................... 106
メインメニュー....................................... 549
メディア ..................................................... 29
使用できるメディアについて............... 29
SD メモリーカード........................... 30
CD、DVD ......................................... 29

出し入れ ................................................. 26
メモリ地点の修正................................... 157
位置修正 .............................................. 161
グループの絞り込み........................... 163
グループの作成・編集 ................... 165
グループの削除............................... 165
グループの指定............................... 164
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特別メモリ地点の解除 ....................... 153
マークの変更....................................... 157
名称入力 .............................................. 158
名称表示 ............................................. 159
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自動通知
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目的地案内 ...............................................120
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文字入力 
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USB メモリー.........................................358
MP3/WMAについて........................363
同じ曲（ファイル）を
繰り返し聞く ...................................361

同じフォルダを繰り返し聞く............361
聞きたい曲（ファイル）を選ぶ ........360
聞きたいフォルダ（アルバム）を
選ぶ...................................................360

再生する...............................................359
全フォルダの中から
ランダムに聞く ...............................362

早送り、早戻しする............................361
フォルダの中からランダムに聞く ....362
USB メモリーについて .....................642

ユーザー画面...........................................627
EUPHONY .............................................243
有料コンテンツ .......................................545

よ
予測変換候補の表示設定...........................48
呼び出した地図の操作............................118
夜画表示......................................................53
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ライブコントラスト ..................................54
ラジオ.......................................................253
エリアスイッチについて....................256
交通情報放送を聞く............................256
自動で放送局を記憶する....................255
放送局を選ぶ .......................................254
放送局を記憶する ...............................255
ラジオを聞く .......................................254

ラジオアンテナの設定............................139
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リージョンコード（地域番号 )
................................................. 301、305

リスト画面の切り替え方...........................49
立体ランドマークの表示...........................84
リニア PCM............................................306
立体的な拡大図表示 ...............................136
リモコンでの操作 ...................................392
利用開始操作...........................................542
量子化ビット...........................................306
利用手続き
G-BOOK..............................................540

履歴で地図を呼び出す............................117
履歴の削除
ソフトウェアキーボード.......................48
ハンズフリー.......................................502

履歴発信...................................................501

る
ルート学習...............................................125
ルート学習結果の消去............................125
ルート系設定...........................................177
ルート情報（案内道路情報） .................129
ルート探索...............................................125
ルートの再探索.......................................141
自動再探索...........................................141

ルート変更 .............................................. 144
季節規制区間の迂回ルート探索........ 149
探索条件の変更................................... 144
通過道路指定の解除........................... 148
通過道路の指定................................... 147
通過道路の修正................................... 148
出入口 IC の指定・解除 ..................... 146
目的地の消去....................................... 124
目的地の追加....................................... 145
目的地の並び替え............................... 145

ルート変更画面の表示........................... 144
ルートを考慮したリストの表示............... 82

れ
レーンリスト図表示・解除 ................... 134
連続車線変更案内................................... 135

ろ
録音する .................................................. 316

わ
割込情報
（ビーコン即時案内） の表示 .............. 216
ワンタッチスクロール（地図の移動）..... 72
ワンタッチダイヤル............................... 503
ワンタッチダイヤルの削除................ 518
ワンタッチダイヤルの登録................ 517

ワンタッチ発信....................................... 503
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BEEP音通知............................................. 56
Bluetooth オーディオ...........................374
Bluetooth 携帯電話...............................486
Blu-ray Disc...........................................267

Ｃ
CD.............................................................258

Ｄ
DSSS......................................................... 89
DTS .........................................................305
DVD ビデオ.............................................285
DVD-VR ..................................................285

Ｅ
EWS（緊急警報放送）............................340
ETCシステム..........................................475
ETC割引情報..........................................614
EPG（電子番組表）.................................342

Ｇ
Gracenote  メディアデータベース ...312
G情報マーク連動サービス....................616
G駐車場...................................................615
GPS について .........................................199
GPS ボイスナビゲーション.................... 64
G-BOOK オンラインサービス ..............536
G-BOOK mX/mX Pro..........................536
G-BOOK.com.........................................549
G-BLOG...................................................559
Gメモリ...................................................558
Gメモリ一括ダウンロード....................559
Gメモリ地点...........................................556
Gルート探索（プローブ情報付）..........606

Ⅰ
iPod .........................................................364
IC の指定・解除......................................146

Ｍ
MAP スイッチ ...........................................20
miniB-CAS カード.................................336
miniB-CAS カード情報.........................355
MP3.........................................................262
My リクエスト........................................551

Q
QUICK SETUP ........................................34

Ｓ
SDメモリーカード...................... 30、307

U
USB .........................................................358
USB メモリ.............................................359

Ｖ
VICS・交通情報.....................................211
VTR..........................................................371

Ｗ
WEB検索................................................560
WMA........................................................262
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